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付記 :本稿の前半部､Ⅰ章よりⅥ章までは､『中国の.自伝文学』(創文社､一九九六)

として刊行 されているOその際には収められなかった引用原文を加えたほか棟､ほと

んど華を入れていない｡Ⅶ華以下はこのたび書き下ろしたものである｡1
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‡ 中国における ｢自伝｣

一 西欧の自伝の移入-一朝適 ･郭抹若の自伝ユー

ガンジーが 『t自叙伝』を執筆していた時､友人の一人がそれをやめさせようとして､

こう忠告 したとい う｡ ｢君はどうしてこの冒険を始める気にせったのか｡自叙伝を審

くということは､西洋特有の習わしである｡ 東洋では､西洋の感化を受けた人たちを

除くと､だれひとり自叙伝を寄いた者がいないということはよく知 られている｣｡¢

これは前後の記述から一九二五､六年頃のことと患われるが､ガンジーの友人のいrう

とお り､｢東洋卜の-部である中国でも､自叙伝が書き始められるようになるのは､

二十世紀に入って ｢南洋の感化を受けた人たち｣が提唱してからの.ことであった｡一

九三一年､胡適 (一九九-一一九六二)四十歳の時正妻かれた 『四十日述』C'は､西

欧の自伝に匹敵する中国の自伝として最も早い時期に属するものだが､その F自序｣

で胡適は ｢私はここ十数年､中国に-は伝記文学が最も欠けているのを深く感 じて､至

る所で先輩や友人に自伝を書くように勧めてきた了と述べ､アメリ別 こ留学した彼が

西欧に自任文学が定着しているのを見て､中層 にもそれを~広･めようとした事情が語 ら

れているO｢自序｣の末尾では ｢私のこの 『自適』はまだ書き終えていな:ulが､何人

かの旧友の自伝､例えば郭沫若氏のもの､李季氏のものなどは､既にもう出版されて

いる｣①という｡郭沫若 く一八九二一一九七八-)の､のちに 『抹若自伝』四巻 として

まとめられる自伝四部作の最初の巻 となる 『少年時代』､その第一部である 『我的童

年 俺 の幼年時代)』は一九二八年に書かれ (初版は一九二九年)､第二部の 『康正

前後』は一九二九年に書かれでいるLので､潮適の自伝よりやや早いoその節我的童年』

の ｢前言上 ◎に郭凍若はこう記している｡

私はアウグステイヌスやルソーに倣って俄悔のようなものを審こうとは思わない･｡

またゲーテや トルス トイに倣って天才などを措きだそうとは思わない｡私が書くのは

ただ､このような社会にこのような一人の人間が生まれたことであるL｡l或いはこのよ

うな人がこのような時代に生まれたこととも言えるかもしれない｡

この記述から､郭抹若も自伝執筆に際してアタグステイヌス､ルソー､ゲーテ､ ト

ルス トイといづた人々の､西欧の代表的自伝を意識していた三とが分かるoJそれ らを

想起 しているのiま､自伝というものをまずそういうものだと捉えていたことを物語る｡

と同時に､自分の書く自 ･伝は西欧の自伝が告白ないし天才の記録であるのと違 うとい

うことも表明しているB 彼の意図する自伝は､廟睡 ･告白といった自分の恥部を表白J
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する､内省を伴った記録でもないし､また天才の特異な伝記ではなく､普通の人間の

平凡な人生の記録に過ぎないと断っている｡こすいま中国の自伝が西欧の自伝の刺激､

模倣によって生まれたにも関わらず､西欧の自伝 とは異質の､中国独特の性格に変貌

していることをよく示 して十 争｡倣悔 ･告白から出発 した西欧の自伝は､自己の非を

自ら語る､つまりかつての自分とは違 う自分が昔の自分を顧みる､そ ういうかたちの

自己省察が本質を成すものであり､_そこから ｢精神的自己形成史｣としての ｢西欧近

代の自伝｣に発展 してきた⑳のだったが､中国の自伝には俄悔 ･告白のように己れの

非を述べるという性格が概 して乏しい｡郭抹若は 『少年時代』の ｢序｣でこうも述べ

ているも｢私は何も慨悔することはない.少年の時の生活は､自分で寮任を負 うこと

ができないものだ｣｡

郭抹若は西欧の自伝 と.して俄悔 ･告白型のほか に天才の記録を挙げていたが､天才

は卓越 した才能堕よって衆多の亭々と差異､革紐を生じ､そこに他 と異なる自己の輪

郭が鮮やかに浮かび上がるものであろうO中国の自伝も後に昇るように衆多との差異

に気付 くことが自伝の動機 となっ下いるが_､しかしその際に天才という概念は強くな

いように見える｡管玉の自伝的記述 (第二華第三節)は自己の卓越をもって衆多と異

なる自分を際立たせた自伝の典型であるが ､ その場合でもまったく異質な人間を措い

ているわけではない｡中国ではすぐれた能力も程度の差であって､衆人と連続 してい

るかのように思われる｡

√郵沫若はその事うに西欧の自伝の二つの型に合致しないことを述べているだけでな

く､西欧には希薄な､中層の自伝に際立つ性格についても期せずして記 している｡｢こ

甲ような社会がこのような人間を生んだ｣､或いは ｢このような人間がこのような社

章咋生まれた｣､すなわち個人の背景としての社会､或いは社会の中の個人一一社会

･時代 と密着t,たかたちで個人を捉えようとするのは､自己省轟の乏しいこ_とと表裏

を成す中国的自伝の特徴に数えられよう｡胡適の 『四十日述』が自分は歴史家 として

の訓練の方が強かったので､どうしても史伝の体裁になって しまったと語っている

(｢自序 こけ ことも､個人 と不可分な関係で時代を記録 し､個人の記録のみならず､

或いは個人甲記録である以上に時代の記録であろうとする中国の自伝のスタイルを語

っている｡二十世紀に至って西欧の影響によって審かれ始めた中国の自伝も､このよ

うな中国的性格に染められているのであるo

胡適の鼓吹によって自伝執筆柱盛んになったようだが､それ以前にはガンジーへの

忠告者がいうとおり､西欧に見られるようこな自伝が中国に存在 しなか-?たことは確か

だ｡しかし酉欧の自伝 と同質でないにしても､中国なりの ｢自伝的文学｣が過去の中

国にあった こと庵また事実であき｡ 我々がふつ う二思い描 く自伝､すなわちアウグステ

イヌスに始まりト､ルソーやフランクリンなどに代表声れる西欧型Ya)自伝､それ と中国

の過去の自伝的文学とのず町 ま､中国の自伝の性質を際立たせてくれるであろう｡そ

れはまた､自伝文学のみならず､中国古典文学全体の特質､或いはさらに中国におけ
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る自己認識のありかたについても示唆を与えることになろう｡

二 自伝の噸矢一一王緒の自伝-一

おうとう
朝適及び彼の挙げている李卒､郭抹若に先だって､滑未の変陰自痕派の論客､王堵

(一八二八一一八九七)にも自伝がある｡王鯖は四十歳前後の数年間､イギリス､フ

ランス､ロシアに遊び､さらにのちには日本にも来たことのある､近代中国における
とうえん

最も早い外国体験者の一人である｡もし彼の自伝 ｢製園老民自伝｣①を中国の自伝の

噂矢 とするならば､それも彼が西欧に直接触れる経験をもったことと無縁でないかも

知れない｡

しかし王鯖の自伝は中国の伝統的な人物伝のスタイルから抜け出ていない｡一つは

まず分量が五千字程度に過ぎず､胡適 ら西欧の自伝を意識 して書かれた自伝が優に一

冊の書物を成すのとは異なることだ｡分塵の違いはもちろん内容の運いも伴い､審か

れているのは履歴書をややふ くらましたようなもので､事柄の具体的肉付けや､自分

とい う人間の性格､人 となりの叙述はほとんどない｡ とはいえ､単に詳しい履歴書を

菩こうとしているのではなく､そこには激動の時代に翻弄され､個人の身にも相継 ぐ
あ あ

不幸に見舞われた自分の生涯に対する深い嘆きがこめられている｡ ｢鳴呼､老民は既
むすめ モも

に子無 し､而して復た其の 女 を奪わる｡解せず 造物者の之に待する所以の抑そも

何ぞ刻酷の斯に至るかを｣｡わが身の不幸-の痛切な嵯嘆が､彼に自伝の輩を取らせ

た動機 となっているのだ｡

伝統に沿 う自伝である特徴の二は､自分を指 す 呼称にある｡王鯨は自伝の中で-人

称代名詞を用いず､一貫 して ｢老民｣ と称 している｡ 自伝竹 中で自分のことをどう呼

んでいるか､またそのことの持つ意味については､以後に見ていく自伝のそれぞれに

注意 していくが､-人称代名詞がふつ うに使われるようになるのは胡適 ら以後のこと

である｡

王藩の自伝はこのように伝統的スタイルに忠実であるかに見えるが､その末尾で｢生

きなが らにして伝を侍るは､古に非ざるな り｣､本人が生前に伝を著わすのは､過去

の伝統にはなかったことだと記 している｡にもかかわらず自分が敢えて ｢自伝｣を物
お 虫そ か

したのは､r老民 蓋 し世を没えて聞こゆる無きを佃れ､特に自ら梗概を鮭ぶること此

くの如 し｣､死後に忘れ られて しまわないために､生きたあかしとして自分の記録を

のこしておきたいとい うのであるOこの発想も措辞も 『論語』･衛霊公筋の [君子は世
にく

を没えて名の称せ られざることを疾む｣_という二節に基づいている｡それほどに伝統

に沿いながらも､｢古に非ず｣とい うように､自分が自分の人生を振り返って記すこ

とは古典詩文にはなかったことなのであった｡重潜 の自藁 は旧来の伝記のかたちを踏

襲 しながらも､近代の自伝に向かって一歩踏み坦∈毎も巧 担 モえ主Tうo①
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三 ｢自伝｣ということば

西欧において今ふつう ｢自伝｣の意味で用いられている autobiographyという語は意

外に新 しいようだ｡ロバー ト･フォーケンフリック編 『自伝の文化』①の冒頭にこの

ことばの出現が詳細に調べ られているが､それによれば一七八六年､ Àutobiographical

Nm tive' とい う形 容詞形が最初 にあ らわれ､autobiography ない しその同義語

self-biographyは｢八世紀後半にイギリス､ ドイツで別個に用いられ､フランスではや

や遅れて一八三〇年代から使われるようになったとい うO-八00年前後にこの言葉

が登場 したことは､自伝という概念自体がその時期に固まったことと関わる｡中川久

定氏によれば､ルソーを噂矢とするヨーロッパの近代的自伝は､十八世紀未から十九

世紀前半に成立 したものだという⑳が､それはまさ･に autobiographyの語の登場 と一致

しているのである｡

ところが autobiographyということばと､語の構成も意味もぴった り一致する ｢自伝｣

という中国語は､西欧よりなんと千年も早く､西暦八百年前後､王朝でいえば唐代の

半ばを過ぎた､いわゆる･中庸の時期に出現しているのである｡それ以前には､そして

それ以後もふつ うには､自分で自分のことを記した文は ｢自叙 ｣ないし ｢自序｣､或

い-は ｢紅述｣などということばが用いられてきたOそ うしたたぐいの文は､北宋初め

に･勅編 された 『冊府元免』(一〇一三)に集められているが､そこにも ｢自序｣と屈

してま とめ られている｡｢自伝｣ とい う中国語が中庸の時期に登場 したことは､

ろん西洋型の自伝がその時期に生まれたわけではないけれども､第六華で見るように

この時期が中国における自伝的文学の系譜の上で一つのエポックを成すことと呼応 し

ている｡

四 自伝 とは何か

まず始めに何をもって自伝 とみなすかという点から考えてみよう-｡というのは､自

伝は文学ジャンルの･中でもとりわけ定義付けがむずかしいからだC極端な例としては

｢あらゆる文学作品はすべて自伝である｣という考え方もある｡こう考える人は一人

にとどまらないだろうが､たとえばフランスの自然主義の作家‥アナ トヤル ･ √フラン

ス (一八四四一一九二四■)は ｢すべての小説は､よく考えてみれば自叙伝だ｣と語 り､

･中国近代の私小説作家都達夫 (一八九六一一九四五)がそれを用いて ｢文学作品は､

すべて作家の自叙伝である｣ と述べているというO⑳私小説 と自伝 とは確かに最も親

密な関係にあるといえるだろうが､完全なフィクション作家であってもそ う発言 して

差し支えないO時空を超え環実を超えて何を描き出そ うが､~結局は 自分-自身を書くこ

とにほかならないのだ､と｡その場合の強引な結合の方がこの発言のインパクトを強
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めることだろう｡

すべての文学を自伝であるとみなす考えは､ことに中国の古典文学においては､西

欧文学一般 よりいっそ う見事にあてはまってしまう｡ というのは､中国では詩でも文

でも､士大夫層に属する件者が自分自身の生活の中から､現実の状況､実際の出来事､

そこに生 じた感情､思念､そ うしたものを綴るのが文学であると見なされてきたから

である｡ 架空の人物が中心的役割を担い､虚構の出来事が述べられるジャンル として

は､白話小説､戯曲などいわゆる俗文学以外にも､詩における楽府､閣怨詩､散文に

おける伝奇など､中国古典文学にもないではないが､しかしそれ らは古典詩文の中心

をなすものではない.

事実性 と虚構性をめぐる中国と西 欧の詩の相違について､アメリカの中国文学研究

者が興味深い例を挙げている｡スティーブン ･オーウェン 『中国古典詩 と詩学』心で

は杜甫の ｢旅覆審懐｣ とワ-ズワースの ｢一八0二年九月三日､ウェス トミンスター

ブ リッジにて作る｣⑬とい う､ウェス トミンスターブ リッジからロンドンの光景を,眺

めて括写した詩の二つを並べて､こう比較する｡杜甫の詩には具体的場所､ 日付はな

いが､にもかかわらずそれが杜甫の人生に実際に起こった-駒であることを読者は確

信する｡それは日記のようなもので､ただ 日記より経験の一部だけに絞って強烈に書

かれているとい う遣いがあるに過ぎない｡一方ワ-ズワースの詩には一八〇二年九且

三 日とい う具体的 目付け､ウェス トミンスターブリッジという具体的地名が詩暦に記

されているにもかかわらず､読者はワ-ズワースがその時､その場所に実際いたかど

うか､詩_に書かれているようなロン ドンの光景が実際その時に存在 したかどうか､そ

うい~うことに一切関心､を払わない｡中国の詩の中の経験は歴史的､現実的なものであ

ると受け止められるのに対 して､西欧の詩はそ うとは受け取られず､すべてがメタフ

ァーであり､ライクションであって､そこから意味が立ち上るのが詩であると見なさ

れる0--このように述べて､オーウェン氏は東西の詩の間に横たわる本荘的な相違

を指摘 している｡

西欧文学の虚構性､中国文学の現実性 とい う対比は言いふるされた感もある対比で

あるが､｣今なお依然 として大きな差異であるには違いないDただ､両者を単純に対比

して捉えるのは不十分であって､西欧文学と比較する場合､注意 しなくてはならない

ことは往々にしてそれが西欧近代文学のみを対象としがちなことで､古典文学をも含

めてみれば中国古典文学との共通性は意外に多いD西欧の文学を詩と小説だけに限定

してもまい､-そのために文学-虚構と短絡 させるのは､近代文学にのみ囚われた見方

である｡にしても､西欧ではギリシァの昔から悲劇 ･喜劇のような虚構の文学が文学

由中心的なジャンル として発達してきたことは確かだD詩とい う領域に限ってみても､

先由アメ リカ大学者の驚きがよい例 を提供 しているように､作者の実人生をそのまま

反映 しているとは考えないのが､西欧の詩の作 り手と読み手双方に共有される態度な

のである｡
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虚構性 と現実性 とい う区別も実は必ずしも敢然と対比できるものでないだろうが

(たとえば中国の文学に措かれる ｢現実｣なるものも､杜甫以前の場合､おおむね文

学として寄かれることが決まっている素材を現実の中から切 り取った､いわば文学化

された現実であるに過ぎない0第玉章 ｢詩の中の自伝｣参照)､ひとまず西欧の文学

は基本的に虚構の上に組み立てられるものであり､中国の文学は基本的に現実､日常

の上に基づ,いていると単純化することにすれば､自伝文学が文学全体の中で担 う意味､

役割も､西欧と中国で異なることになるD自伝が自己の人生にまつわる ｢事実｣の記

述である以上､西欧においては文学の基本的性格である虚構性 とは異常の､それとは

別の原理の上に成立するジャンル ということになるCそれに対 して中国ではほかの文

学ジャンル と同じく､現実の生活の上にそのまま成立していることになる｡少なくと

も図式的にいえば､そういう対比が浮かび上がるOところが以下に見て行くように､

中国の自伝的文学､その中でも中国の自伝としてよく挙げられる ｢五柳先生伝｣など

の作品群は､奇妙なことに逆に虚構性を伴 うことが多いのだo事実に最も忠実でなけ

ればならないはずの自伝が､却って虚構の要素を他のジャンル以上に含むというのは､

大変興味深いことのように思う｡虚構と事実の問題､西欧と中国の文学の特質の違い

は､自伝文学を見る際にも､というより自伝文学の場合はいっそ う大きな問題 として

横たわっている｡

先に挙げた杜甫の ｢旅夜番懐｣､それは確かに自分 自身のことを書いてはいるのだ

が､しかし自伝 と見なされないのはなぜか｡おそらくそれが生活の一部分､一断面を

捉えたものであって､自分の人生の全体を振 り返って語るものではないからであろう｡

そのことから､生徒の全体を振 り返る､回顧するという要素が自伝にはなければなら

ないことが確認される. とはいえ､生涯の全体､ないし生涯のかなりの部分を振 り返

って述べるのが自伝だとすれば､それにそのまま合致する中国の自伝は稀である｡第

三華に見る ｢五柳先生伝｣型自伝は中質の自伝 としてよく取 り上げられるものである

が､それは生活の一断面を措くに過ぎない｡逆に人生の全体を回顧 して述べるものと

吾れ十有五にして学に志し､三十にして立ち､匹十にして惑わず､五十にして天命
のり こ

を知 り､ 六十にして耳順い､七十にして心の欲する所に従いて､蛭を除えず｡

は､それに違いない｡ しかしこれを自伝とみなすことには戸惑いを覚える｡それは

断章であって､あまりに短すぎるからであろう｡では断章ではない､自伝と認めるの

に十分な長さとはどのくらいかというと､これも明確に決めることはできない｡中国

においでは今世紀になって胡適 らによって書かれ始めた自伝より以前の自伝的文学は

すべて､さほど長 くないのである｡

或る程度まとまった分畳をもち､自分の人生を回顧的に展望するものとして､次に
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思い浮かぶのは､･『楚辞』め ｢離騒｣があるO屈原はその冒頭や家~系､父､そ して自

分の誕生､命名から語 り始めている｡

帝高陽之苗帝骨､朕皇考日伯唐｡摘提貞干孟隠せ､惟庚寅吉以臥 皇党扶余初鹿骨､

輩錫余以嘉名C名余日正則骨､字余日塞均｡

高陽帝の遥かな子孫､わが亡き父君は伯廟 という｡寅の年のめでたき正月､庚寅の

日に私は生まれたO 父君は私の誕生の目を数えて､めでたき名を賜 られた｡私を正則
ふざl..L

と名づけ､霊均と宇 されたのだった｡

唐 ･劉知幾 (六六一一七二一)の 『史通』序伝潜は､自伝につ･いてまとまった考察

をした阜いもめであるが､そこそは ｢離騒LJを ｢自叙｣､つまり′自伝の噸矢 としてい

るO劉知儀がそこで挙げている ｢自鉱｣Lの条件は､氏族 ･父祖 '出生 i名字が述べ ら

れていることである｡そ うした事項が冒頭にまず掲げられるの･は中国の人物伝の基本

的な体裁やあり､伝の曹き手と伝が対象 とする人物が一致すれば確かに自伝 というこ

人物 とが一致するかどうか分からないことである｡劉知幾は ｢離騒｣の作者をその語

げているのだが､屈原が ｢憂愁幽思 して離騒を搾る｣ というのは､後世の解釈 (『史
記』屈原伝)であって､たとえ屈原が作者であるにしても､名正則､字盈均が屈原で

あるとい う指標は本文のどこにも明示されていない｡

藤野岩友は ｢離騒｣のこの冒頭部分が､『尚書』金勝潜の周公且が武王の病気平癒

を祖先に対 して祈った現存最古の祝辞と類似するとして､次の~ような共通点を挙げて

いるO-①一人称の叙述であるこ~とO②父祖 との関係を述べていることtJ③自己の不徳

を掲げていること｡そ して ｢離騒｣の上記の箇所を古代の祝辞に由来する､呪術と文

学 と中間に位置するもの とみな している｡申古代の呪術性を帯びた､ まだ文学に成 りr

きっていない段階のものなのである.韻文や書かれていることは､後に見るように ｢邑

伝詩｣とでも呼ぶべきジャンルも成立可能だから､必ず しも自伝文学から排除する理

承 されることもなかった｡

以上に見てきたように､作者 自身のことが述べ られているにしても作者の一生を回

顧することを主題 とはしない詩文全般､あまりにも短い断章である●『論語』の-章､.

舌代の祝辞のかたちをの-こす ｢離騒｣､･それ らを自伝文学と呼ぶこことにため らいを覚

ための条件が､おぼろげながら浮かび上がってきたが一､中国ではどのようなものが自

伝 とみなされた.めか､先に一部を引いた劉知幾 『史通』に二もうー度戻ってみよう.; ･劉
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知幾は ｢白銀｣の噸矢 と_して ｢離騒｣を挙げたあと､以下のように述べていく｡

降及司馬相知､始以白銀烏侍｡然某所赦者､但記 自少及長､立身行事而巳｡遼於祖

先所出､則蔑爾無間｡

くだって司馬相知に至ると､初めて ｢自鋲｣とい うかたちで伝を著わした｡ しかし

そこに述べ ら.れているのは､ただ若い時から成人するまで､身を立て経た事柄の･みで

ある｡祖先の出自については､全く記 していない｡

自寂は司馬相知に始まるとした上で､そこには ｢離旗｣のような先祖の記載が欠け

ていることを指摘する｡次の司馬遷の自敏が再び先祖の記録から始めていることを記

すように､劉知艶はそれを自叙たるに必要な条件 と見なしているのだが､家系の記録

は昔の中国人にとって家柄を誇るとかい うことよりも何より､人間のアイデンティテ
ムざI..L

ィにとゥて必要欠 くべか らざる要素だったのだ0 人を述べるのに､｢某､ 字 は某､

どこそこの人｣ とい うかたちはずっと続 くが､名､字､そして籍貫 (本籍地)の三つ

は一人の人間港特定する最も重要な要素 と考えられていたのであるO

｢伝｣の体裁をもった自序の祖 とt!て挙げられた司馬相如の ｢自叙｣なるものは､

今見ることができない｡ 自序としてのこる最も早い時期.のものは､司馬遷の ｢太史公

自｣叙｣であるOわれわれはそこから中国の自伝文学をたどり始めることにしよう｡

① ガンジー 『自叙伝』(増山芳郎訳 『世界の名著 ガンジー ネル-』中央公論社､

一九大老)六六頁｡佐伯彰一 ｢自伝ジャンルの東 と酉｣(佐伯彰一編 『自伝文学の世

界』朝 日出版社､一九八三)では､ガンジー 『自叙伝』のこの箇所を引いたあと､果

たして東洋に.は良叙伝が本当になかったかと問い直して ､ 日本にも古 くから自伝は塞

富にあり､文学 として認められてきたと進めていくのだが､ここでは､西欧近代の自

伝 との差異の方に注 目してきたいと思 う｡

② 胡適 r『四十日述』 (亜東図書館､一九三三｡その一九三九年第五版の､上海書店､

一九八七年影印本による)

◎ 『胡遺文存』台敵 ･遠東園書公司､ 一九六一第二版所収の 『四十日述』では､

｢例えば｣以下の部分が削除されている｡李零の自伝は見ることができなかったが､

『四十 自適』の亜東図書館刊本の巻末広告に李季 『我的生年』､高爾塞 (ゴー リキ

-)『我的童年 (私の幼年時代)』が見える.西欧型の自伝が喧伝 されていた情況が う

かがわれよう｡ 一九三六年 (民国二五年)には郭登峯によって 『歴代 自叙伝文紗』上

下冊が編まれ,前浜から民国まで百四十簾の自伝的作品が集められたが､それにも胡
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適の勧めと助力があったという (台湾商務印書館､一九六五年版の ｢編者的話｣)｡

㊨ 郭抹若 『我的壷年』(『沫若 自伝 ･第一巷 少年時代』三聯番店､一九七八)

⑤ 小宮彰 ｢自伝のく時>一一新井 白石 『折たく柴の記』における<時>の表現を

めぐって一一｣(佐伯彰一編 『自伝文学の世界』掛 目出版社､一九八三)七七頁｡

⑥ 王祐 ｢丑圃考民自伝｣(『艶聞文録外編』中華審局､一九五九､排印本)所収｡

⑦ 胡適に先立つ自伝 として､西脇常記 ｢『陸文学自伝』考｣(『中国思想史研究』第

四号､一九八-1は梁啓超 (一八七三一一九二九)の 『三十日述』(-九0二年)杏

挙げる｡これは一人称 ｢余｣が用いられているものの､誕生から三十歳までの略歴を

おおまかに記 した短編に過ぎない｡題の ｢自述｣とは､自分で自分のことを記す文の

伝統的な名称である.胡適の 『四十白述』は書名はそれに喋 りながら､内容は西欧の
上う■こう

自伝にす り替えているOまた密閉(一八一七一一九一二)に"MyLifeinChinaandAm erica

" (一九〇九) と清する英文の自伝があるOこれは十九世紀半ばにアメリカに渡 り､

帰化 した生涯を記録するもので､西欧の自伝に模 して書かれた自伝の一つである｡一

九一五年に 『画筆東漸記一一容純甫先生日銭一一』として漠訳 され､同県の邦訳が平

凡社 .東洋文庫に収められている｡

⑧ RobertFolkehflicedited''TheCult∬eofAutobiography"(SthnfordUniversibrpress,

1993)

⑨ 中川久定 『自伝の文学』(岩波新書､一九七九)四貢｡

⑳ 鈴木正夫 ｢『文学作_晶はすべて件家の自叙伝である』について｣(『野草』で四八号､

一九九一)

⑫ stephenOven "Tradition_g ChinesePoetry andPoebcs"(TheUnivners吋 Wisconsin

press,1･985)

⑳ wordswor也 "ComposeduponWestn血sterBridge,Septemt)er3,1802"("Miscellaneus

somPtS"ⅩⅩⅩⅥ,WordsworthPoeticdWorks)

⑬ 藤野岩友 『基系文学論』(大学書房､_一九五一)八六頁｡
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-Ⅱ 衆多 と異なる我れ

一一書物の序に見える自伝一一

一 世から排除された我れ一一司馬遷 ｢太史公 自序｣一一

書物の序文は､古くはその本の東尾に付けられるものであった｡前漠 ･扱雄の 『法

言』､後湊 ･許懐の 『説文解字』∴いずれもそ うである｡前湊 ･推南王劉安の 『港南

子』､その二十一帯の最後 ｢要略篇｣は､全体の内容を要約 したもので､これも序に

近い｡そして 『史記』百三十着の末尾､巻一三〇は ｢太史公 自序｣と思され､やはり

『史記』全体の序文に当たるものである｡｢自序｣には後湊 ･馬融の ｢白赦｣､鄭玄

の F自序｣などの､今は断片でしか見られないために､本来著物の末尾に付されてい

たのかどうか確定できないものもある｡司馬相知の ｢自赦｣は第一章に述べたように

早く逸 し､元の形は分からない｡書物の序文として書かれ､｢自序｣と題 して書物に

附載 されているものとしては､『史記』の ｢太史公自序｣が今 日見られる最も早いも

のである｡そし十その後､曹物の序としての一｢自序｣は連綿 と書き続けられる｡

事物の序はもともと書物全体の内容､執筆の経緯などを記すものであるが､執筆の

経緯を記すなかで時に著者自身の経歴に触れることがある｡その部分だけを取 り出せ

ば､自分が自分の来歴を述べるという点で自伝 とみなすことができるo中国の古典文

学の中で最も自伝 らしい体裁を備えているのは､こうした書物の序としての ｢自序｣

なのである｡ そしてその最も早い司馬遷 (前一四五 ?-前八七 ?)｢太史公 自序｣の

中に-もそ うした自伝的記述が含まれている｡

｢太史公 自序｣はまず司馬氏の祖先をその始原から記すのにかなりの字数が費やさ

れ､そして父の司馬散に至り､｢太史公｣たる司馬散のいわゆる ｢六家要旨｣が引用

され､陰陽､億､墨､法家､名家､道家それぞれの思想の梗概､その得失を述べ､そ

のあとに初めて司馬遷が登場するo

･.･･･有子日蓮｡遷生髄門､耕牧河山之陽0年十歳､則諦古文｡二十両南井江推､上

骨槽､探高大､圃九疑､浮於涜 ･湘｡北渉牧 ･酒､辞業脊 ･魯之都､観孔子之遺風､

郷射卸 ･噂｡尼困却 .辞 ･彰城､過梁 .楚以醇｡於是遷仕窺郎中｡奉使酉征巴 ･萄以

南､商略邦 ･窄 ･昆明､選報命｡

-･‥子供は遷 と言 う｡蓮は龍門に生まれ､黄河の北､山の南の地で農業 ･牧畜に携

わった｡十歳の時に､古典の学習を始めた｡二十歳の時に南方江椎の地方-旅行し､
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食滞の山に登 り､南の洞穴を探索し､九疑の山を見て､流水 .湘水に舟を浮かべた｡すう えき
北方は牧水 ･池永を渡 り､蓉 ･魯の都で学問をし､孔子の遺風を目にし､鄭県 .嘩県

ひ せつ

で師射 (『儀租』の ｢郷射礼｣に記載されている弓術競技)に参加 した｡都県 ･帝県

･彰城では苦 しい 目に遭い､梁 ･楚を通って豪に帰った｡それから選は仕官 して郎中
さ上 う さ(

となった｡使者 として酉は巴覇の南まで行き､南他 称 t窄 ･昆明の遠征に加わって､

都に帰 り報告 した｡

こうして読んでくると我々はいかにも ｢自伝｣的な印象を受けるのだが､自伝のよ

うに思われ るのは以下の要素がそろっているか らであろう｡

- 家系 ･父祖についての記述

二 日分の誕生についての記述

三 幼少年時期についての記述 (修学)

四 官人 としての経歴についての記述 (履歴 ･官歴)

このような内容が時間の流れに沿って記 されているところが､｢太史公 自序｣が自

伝的 と見えるゆえんであろう｡あとで考察 していく書物の自序も､以上の要素を繁簡

に違いはありながらも大体備えている｡ここに記 された､いかなる家系に生まれ､ど

のような官を経たかは､中国士大夫の人物伝に必ず書きこまれる要素であるが､ここ

ではさらに加えて子供の頃の勉学､成人してか らの行歴 (司馬遷の場合はことに中国

各地に足を伸ばしたこと)､そ してこのあとに書かれる李陵にまつわる事件､そ うし

た生涯の具体的内容が自伝 としてのふ くらみを与えている｡

しかしなが ら､自伝 らしさを備 えた以上の部分は､｢太史公 自序｣全体の中にあっ

て､分量に して五分の一にも満たない｡圧倒的な丑を占めているのは､『史記』百三

十巻の篇名､それぞれについて内容の説明､その巻を立てる理由などの記述であるB

｢自序｣が事物の序である以上､その啓物の目録､概要を記すのが中心であって､上

に引いた自伝的な内容 も 『史記』執筆に至った動機､経緯を説明することに収束する

のは当然のことだ｡ 自分の経歴はそれを述べるのが主たる目的ではなく､あくまでも

『史記』執輩に至る経線 として書かれているのであるC 自分の人生を述べることを目

的 とし､単独で行なわれたものではないのだから､｢自序｣を完全な自伝 とみなすご｣

とはできない｡

もう一つ､作者がどのような呼び方で審かれているかについても注意 しておきたい｡

｢太史公 自序｣の中で司馬遷 自身が初めて登場する所では ｢遷｣ と･い う名が用いられ

ている｡ ｢子有 り運 と日う｣.だがこれ杜家系､及び父司馬談について述べてきた流

れの中に登場する､司馬談の子供の名前であって､｢遷｣を一人称 として用いている

わけではない｡司馬遷が太史令を拝 してか らは ｢太史公J-という呼称によって司馬遷

が指 される｡ これは父-の司馬敵についても家系の記述の中で ｢談｣があらわれ､太史

令 を拝 してか らは ｢太史公｣ と呼ばれるのとまったく同じである｡『史記』ゐ列伝に
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は各巻の末尾に ｢太史公田く｣ というかたちで作者 自身の意見が述べ られているが､

｢太史公 自序｣の中で もそれ と同じように､作者を指すのに ｢太史公｣ とい う官名が

用いられている｡書き手は自分自身のことを書きなが らも､官人 としての立場から発

音しているのである｡｢太史公 自序｣で尊いていることが本人の事実であるにしても､

それを書 くのは司･馬連 とい う私的な個人ではなく､太史公 とい う公的な書き手なのだ｡

一人称は太史公 自序の中に用い られていないCだからこそ班国は ｢太史公｣ とい う呼

称も改めることなく､そのまま 『漢書』の ｢司馬遷伝｣に移 し替えることができたの

である｡

『史記』は紀伝体とい うスタイルを初めとして様々な点で新 しい蕃きかたを創始 し

ているのだが､｢自序｣とい う巻を設けてその書物執聾に至る経緯の中に自身の経歴

を語るのも､少なくとも確かな資料 としては最 も早 く出現 し､そしてそれ以後に踏襲

されていく｡ 司馬遷以前の書物にも序に当たるものはあるが､しかし｢太史公 自序｣

のように個人的体験を述べる序は見られない｡なぜ司馬遷 によって初めてこ うした個

人的な体験が寄かれたのだろうか｡そこには 『史記』を書かざるをえなかった司馬遷

個人の大きな動機があり､それをどうしても表明 しておかねばすまなかったからだろ

う｡それがいわゆる ｢発憤著審｣である｡¢｢発憤J とい うことばは､父の遺命 を記

す部分 と､屈辱から著述に己れを駆 り立てようとする部分 との二箇所に用い られてい

る.

是歳､天子始建喪家之封｡而太史公留滞周南､不得輿従事｡故壁憤且卒｡而子遠道

佳辰､尭父於河格之間O太史公執選手而泣日､｢余先､周室之太史也｡ 自上世嘗額功

名於虞夏,_典天官事｡後世中裏､絶於予平.汝復鳥太史､別線吾祖英｡今天子按千歳

之読､封泰山｡而余不得従行｡是命也夫､命也夫｡余死､汝必席太史｡爵太 史､無忘

吾所歌論若菜｣｡

この年 (前一一〇)､天子は初めて湊王朝としての封禅の儀 (天子が天を把る貴報)

を挙行 したo Lかし太史蚕 (司馬談)は周南に留ったままだったので､その儀式に参

加すること■ができなかった｡そのため ｢発憤｣ して死にそ うになった｡そこ-運がた

またま使者の仕事を終えて帰還 し､黄河 t洛陵の間の地で父に会った｡太史公は蓬の

手を執って戻 して語った､ ｢我が先祖は周王室の太虫であった｡かみつよか ら舜 ･南

の時に名 をあらわ し､天官の仕事を担当してきたのだった｡後に途中で家は衰えたが､

自分の代で絶 えて しまうのだろ うか｡お前がまた太史となった ら､我が祖先の伝統を

継げ｡-今 ､ 天子は一千年の伝統を受けて､泰山に封禅の儀 を行なった とい うのに､自

分は去れにお供することができなからた.運命 とい うものであろうか｡自分が死ねば､

お前は必ず太史 とな り､ 自分が (『史記』を)著わそ うとしたことを忘れるでない｣｡
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而太史公遭李陵之禍､幽於緯距｡乃咽然而欺日､｢是余之罪也夫､是余之罪也夫｡

身穀不用英｣｡退而探惟 日､｢夫詩審隠約者､欲遂其志之思也｡昔西伯拘天皇､演周

易O孔子屈陳蕪､作春秋｡･屈原放逐､著離騒｡左丘明失明､厭有国語｡孫子厳脚､両

論兵法B不葺遷覇､世倖呂党｡韓非囚虜 ､説難 ･孤憤O詩三百欝､大抵賢聖蟹憤之所

爵作也｡_此人皆意有所啓結､不得通其道也｣｡故述往事､思来者､於是卒述陶唐以来

至干麟止｡

いきをついて ｢これは自分の罪だ｡体は現われて無風のものとなった｣と嘆き､家に

引きこもって深 く考えた0-- 『詩経』.『尚書』の分か りにくい表現は､ 作者の考
ゆ う り

えを理解 してほしいという思いなのだ.昔､西伯は糞里の地で獄に投じられ､『周易』

を敷術 した｡孔子は陳 ･蕪で危険な目に遭った時に､『春秋』を作った｡屈原は追放

されて､『離騒』を著わした｡左丘明は日が見えなくなって､『国語』ができた｡孫

子は足切 りの刑にあっ･て､兵法を論 じた｡呂不葦は覇に左遷 されて､世に 『呂党』_が

伝わることとなった｡韓非子は秦に揺 らえられて､｢説難｣･｢孤憤｣の岩ができた｡･

『詩経』は､おおかたが聖人賢者の発憤 して作ったものであるbこれ-らの人々は皆な

心に静結するものがあって､はけみちが得 られなかったのである｡一一そこで過去･の

事を記述 し､未来のことを予想∴し､･こうして遂に陶唐 (尭)の世から麟止 (湊武帝が

白顔を捉えた年､前一二二)の年までを書き乾 した｡

父司馬談が 『史記』執聾の執念を子q)司馬遷に託する箇所､そして司馬遷 自身が薇

った屈辱の中で､古来著述は苦境の中からこそ生まれたことを確認する箇一所､｢発憤｣

とい うことばがあらわれるこの二つこそ､司馬遷の 『史記』_執筆の動機であり､それ

はどうしても記 しておかねばならないものであった｡司馬談が太史公た りながら封禅

の儀式に参列できなかった無念の思い､つまりは自分が認められなかった傘潜､ノそし

てまた司馬遷が李陵の禍桔巻きこまれて受けた宮刑の屈辱､司馬談の場合も司馬遷の

場合 もいずれも世間から自分 という存在が全否定される体験であり､その否定から自

己を取 り戻すための表白として､ここに初めて自伝的なるものが誕生 したのであるC

司馬遷の ｢太史公 自序｣が書物の自序という形態によって自伝的記述を創凌台した背後

には､こうした司馬遷父子の特別な体験､彼 らが属 していた世界から自己を否定され

るという体験があった｡以下にみていく中国の自伝的文学も､その多 くは社会からは

じき･だされた存在がそれに抗 して自己を取 り戻そ う~とする切実な思いを執筆の重要な

動機 としているように見える.0 日･.分が自分を語るとい う､中国では特異な言説が萱場

するた桝 こは､周囲から否定されることによって､周囲とは異なる自己という存在に

覚醒する､或いは自己という存在を切実に草織する､そ う.いう-特異な自弓発見がまず

あ り､社会から否定された_自己を回復すべく白.分で自分について語･ることに駆 り立て
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られたのである｡

このように自己確認を強要される切実な体験が､中国における自伝の誕生を促 した

ものだろうが､そこに語 られた自己には､中国独特の自己認識がすでに特徴をあらわ

しているように思われる｡というのは:父司馬談にせよ､本人司馬遷にせよ､封帝の

億に参与できなかったことも､宮刑の屈辱を阜えられたことも､そ うなるに至った事

情の中で自分自身の非というものにはまるで顧みることがないのである｡ 実際に彼 ら

の行動に非があったかどうかではなく､そうなるに至った理由の中に自分の非はなか

ったかを立場を変えて振 り返らてみるという姿勢がまるで見られないことが､-*国に

おける自己認識のありかたを示唆 していると思う｡これは以後の自伝でも同様なのだ

が､自己を語るといっても､自分を離れた立場から見直す とい う視点が概 して乏しい｡

そのために自伝の中で描き出される自分は､一貫して正 しく､自分自身の変化を振 り

返る､かつての自分 とは異なった自分がかつての自分を見るという自己省察はまず見

られない｡西欧の自伝が過去の自分 と異なる自分の発見を契機 としているとすれば､

中国の自伝は衆多の人間と異なる自分の発見に根ざしているといえよう｡そして司馬

遷の場合､公的な世界から自分が排除されたという体験が､衆多と異なる自己の覚醒

をもたらしたのであった｡

司鳥談にしても司馬遷にしても､｢発憤｣せざるをえない事態をもたらした張本人

は､実は湊の∵武帝である｡ 封辞の儀に加われなかったのは湊の武帝が許さなかったか

らであり､李陵を弁護 した司馬遷を激怒し､死罪を命じた (それは宮刑に減刑された)

のも漠の武帝にほかならない｡彼 らの不幸をもたらしたのは､突き詰めれば湊の武帝

に帰せ られるはずだ｡-にもかかわらず､｢太史公自序｣には瑛-の武帝に対する直裁な

_怨恨は表明さ_れていない｡これは湊王朝の ｢太史公｣として執筆 している立場から整

然由ことなのであろうが､『史記』は瑛王朝の盛んなるさまを顕揚するという表向き

の立場とともに､執輩の動機には藻の武帝によって被った不幸がからんでいるという

錯綜する性格を含んでい凱 このことが 『史記』という書物を複雑にし､また魅力あ

るものにしているのだと-思 う｡ にしても､最高権力者に軒する直接の批判は回避 され

るということも､中国の批判の精神のもつ特徴のようだ｡

『史記』に続いて妊闇 (三三LT九二)由 甘漢書』も最後の巻-00に｢亜伝｣上下

を置 く ｡ 青 め止潜では ｢太史公自序｣と同じように､班氏一族由系譜を始祖から班闇

に至るまでたどっている｡『史通』赦伝麓では 『史記』の場合は 『史記』そめものが

対豪 とする範囲と自序で述べる敵国が一致するからいいが､『漢書』以下の方は一つ

め王朝だ那 こ纏った断代史であるにも関わらず､自序だけがその範囲を逸脱 して古代

から記述するのはけしからぬと批判 している｡いかにも劉知幾らしい厳格な､杓子定

規な非難であるが､それ とは別の性質由違いを見ることの方が我皐には重要である｡

『漠春』｢叙伝｣では父班彪､班国について書きながら､｢太東 公 自序｣と違って
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人生の具体的なできごとにはほとんど触れ られず､官歴をごく簡単に､まるで履歴書

のようにそっけなく述べるにと■どまっている.班蘭自身についての記述は.B分の作品

の引用を除外すれば､ここに書き抜ける程度のわずかなものしかない0｢子有 りて 園

と日 う｡弱冠にして孤なり (父を喪 う)｣｢永平中 (五八一七五)郎 と為 り､秘晋を

典校 し (宮中書籍の管理)､専 ら志を博学に篤 くし､著述を以て葉 と為す｡｣全体の

形値は ｢太史公 自序｣ と同じでも､実質は自伝性が大きく後退 しているところが ｢太

史公 自序｣ との大きな､そして重大な相違である｡代わ りに班彪の ｢五希論｣､班回

の ｢幽通賦｣｢答賓戯｣など､自作の転載がかなりの分量を占めている｡ことに司馬

談における封禅の儀不参加､司馬遷における李陵事件のような大きな逸話がないので､

読者 としてはい-ささか味気ない思いをする｡『史記』の場合はそ うした逸話を通 して一

司馬談､その遣命を受けた司馬遷､この父子の 『史記』執輩を己九に課すせっぱっま

った動機が読む者に強 く迫ってきたのに､『漢書』の執筆の動機についてはそれほど

強烈なものが記 されていないD班固の人生でも､外戚東森に仕え､後に資唐の失墜と

ともに班国も捕 らわれたことなど､記事に困ることはなかったであろうに､書かない｡

それでも上筋は執筆者について記述 しているが､下着に至ると 『漢書』各潜の内容説

明に終始する｡上下貨のきちんとした書き分け､上藩での個人的体験を記すこと-の

禁欲､いずれも 『漢書』が 『史記』より公的性格を強め､史書として体裁を整備 して

きたことのあらわれであろう｡

正史の自序を追ってみれば､酉晋 ･司馬彪 (二四六 ?一三〇六?)の 『続漢書』叙

(『菅書』本伝 に引く)､これは執筆の経緯のみを記すもめで､自伝性はないo酉晋

･華幡 (?一二九三)の ｢譜序｣なるものが 『三国志』巻一三華歌伝の注に引かれて

いるが､そこには華款が人の頼みを安易に請け合わないものの､ひ とたび承諾 したら

とことん尽 くす とい う逸話を載せている｡その断片から推すに ｢評序｣は華氏-族の

人物伝のようなものだったようで､華敦の <『漠後書』の序であったかどうか分から.な

い｡梁 ･沈約 (四四一一五一三)『来春』の末尾､巻一〇〇にも ｢自序｣がある｡こ

れはほとんど沈約の一族の列伝 というのがふさわしく､家系に次いで､近い代ほど詳

しく一人一人についての伝が並べられるが､沈約本人については ｢史臣は年十三にし

て孤､少 くして頗る学を好む､･･;-｣と､早くから史書撰述の志があったことを述べ

るだけのいたって簡単なものになっている｡(テキス トが不完全である可能性もある)

北斉 ･執収 (五〇六一五七二)の 『親書』の末尾､巻一〇四 ｢自序｣は父祖から魂収

ま_での記事が記 されているが､今見られるのは 『北史』醜収伝などをもとに書き直さ

れたもの-のようで､元のかたちは分から憩い｡唐に太古て編まれた李延専 ･(生牢年不

詳)㌔『北史』の ｢序伝 ｣も祖先から李延鳶に至る李氏一族の 伝 となっている｡ このよ

うに史書由自序は執筆の経緑を語るものか 臥 旗者一族の列伝へと変容 し巧い (-ので

ある｡既に 『瑛曹』から班氏二族碇ついての革述が許固個人よりず古と~丑回る｡その
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ため執筆の経緯､動機を-記すよりも､史馨の一部として自分の家系の歴史を記すもの

になって､自伝仕は当然ながら薄れていく｡庸以後になると､史書が個人の手を離れ

て部局の集団編集 となるので､｢赦伝｣に当たるものはなくなってしま う｡正史の ｢自

序｣の中に自伝的記述を読むことができるのは､結局 『史記』だけということになる

が､しかし春物の序として自伝 らしいことが審かれる伝統は続いていく｡

ニ 衆多と異質な我れ一一五充 『論衡』自紀篇--

史馨以外で自伝に近い書物の序には､後湊 ･王充 (二七一九七 ?)『論衡』自紀簾

がまず挙げ られる｡これも 『論衡』執筆の経緯を語るために末尾に置かれたものであ

るが､自伝的性格が甚だ濃厚である｡ 王充は後味の ｢唯物主義 ･無神論｣の恩憩家と

して､ことに解放後の中国で高く評価され､それを受けてか､戦後の日本でも研究がゝ

活発な対象の一人であるが､彼はちょうど班国と同じ世代に属するO 国を離れて洛陽

に出た王充は､班園の父の班彪に師事しているのである｡何回か低い官に就いたもの

の上司と衝突 してはやめ､結局官を辞 して著述に専念して一生を終えた｡最晩年に章

帝から招碑されたのにも就かず､在野の思想家としての道を貫いた｡乾固が ｢白虎観｣

の学術会議のメンバーに運ばれるなど､後瑛王朝を代表する体制側の学者であったの

と対照的である｡その思想内容も､白虎観の会議の成果である 『白虎通義』が当時の

蔵緯思想と正統的儒家思想 との妥協を意図したのと対照的に､その時代に輔漫してい

た識緯 ･迷信に対して激 しく攻撃したことは風知のとお りである｡彼の思想の集約 と

して著わされたのが 『論衡=』で､その末尾の一鴬が ｢自紀｣であるが､王充が ｢自紀｣

という自己を語る蒼を設けたことは､彼が終始野にあった､そして時代を突出した孤

高の思想家であった こととおおいに関わりがある｡

『論衡』はかなり長い期間に渡って､三十代初めから晩年まで､つまりは一生をか

けて執筆され続けたもののようだが､自紀篇に ｢年漸 く七十にして､-･･･乃ち養生の

審凡そ十六瀞を作る｣ とあるので､｢自紀｣常はそれよりさらにあと､まさに一生を

給括する時点から書かれたものと思われる｡

王充者､骨稽上虞之人也｡字伸任｡其先本貌郡元城､一姓孫｡幾世嘗従軍有功､封

曾稽陽事｡一歳倉卒国縫､国家濡､以農兵盛業D･.-

王~充は､骨 稽上虞 (漸征省上虞県)の人である｡字は伸任｡その先祖はもともと醜

郡元城 (河北省大名県境)に出る｡一姓は孫という｡何代か従軍して功練を挙げ､骨

稽陽革に封ぜ られた｡或る年に突如として園が断絶した (爵位 と領地を失った)が､

そのままそこに定住 し､農業 ･養蚕をなりわいとした｡=･･t･
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冒し頭のこの体裁は､史書の ｢伝｣とまるで同じ̀書き方である｡ちなみに 『後漢書』

巻四九王充伝の冒頭 と比べてみると､

王充､字伸任､骨稽上底人也｡,其先項数郡元城徒蔦｡･･･L･･

王充､字は仲任､骨稽上虞の人であるDその先祖は醜郡元城より移住 したO-i･･

-『後漢書』本伝はわずかに簡略化しているに過ぎない0 日紀簾の層頭･をそのまま列

伝 として置いたとしても､なんら問題はないDすなわち自紀貨は ｢[記･連の中心.人物

の姓名],(者)､[出身地1人也.字○⊇Ool先祖]･･.･･･｣･とい うかたちの,=史伝のき

まった叙述法を襲っているのである｡

もう一つ､冒頭のこの書き方から注意をしておくべきことは､史伝 と同じように王

充は王充自身を ｢王充なる者は｣と､第三者として称 している･ことである｡~彼 自身を

用いられていな~いのである｡このこ とは中国の自伝的記述の重要な問題であろう｡以

るのは極めて特殊な例に限られる｡西欧の自伝の自伝たる要素の一つに､ルジュンヌ

は一人称で記述されること.を挙げている⑳が､中国の自:伝はそ うでない｡聾者 自身の

ことであるのが明らかであ･jても､自分自身を指すのと他の第三者を指すのと､_晋き

方の上では区別がない｡かといって､第三者 として述べているというわけでもない｡し

文語文の審き方 として､自身を-人称代名詞でなく､姓名で語~るというのは､ごく自

然のことなのだ｡ことに自伝は史伝のサブジャンルであるから､史伝の書き方をその

まま用いるのが普通の書き方であ.って､-人称代名詞を用いる方がかえって特別な意

味を帯びて しま う｡ 日本語､西欧語にそのまま移 しかえた場合の三人称的な印象暗､･

原文では希薄 といっていい｡

筆者が自分のしことを指すのに一人称代名詞･を用いずに姓名で語るとい うこの書き方

は､中国における自伝的記述の性格を規定することにもなるだろう ｡王充が自身を ｢至

充｣ と呼ぶ時､その書き手は史伝の執聾者 としての客観的で公平な立場を蓉得 してい

るので ある｡逆に二人称を用いた としたら､-そこには必然的にわが身について記す際

の抜きさしならない思い入れがつきまとってしまうことになる｡三人称的な呼び方で

自己を指す場合､_その~際の書き手は√作品が成立する場において書き手と常められる

人である｡ 特定の個人が個人の立場から自己表現をしているの~ではなく､作者 と読者

が共有 し､作者 と読者が共存する表現 とい う場におけ_る書き手の立場を表 しているの

だ｡阪田寛夫作詞の童謡 ｢サッチャン｣を思い二出してみようQサチコという名の女の

子はまだ自分 という他 と違 う存在を把撞七ていない｡そのために彼女はまわ り-q)人た

ちが自分を呼ぶ町と同じ立場に立って自分のことを.｢サッチャン｣･と呼ぶ｡ 自･分を取
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り巻く世界から自分を捉えているのであるQ玉充が自分を ｢王充｣とか ｢充｣とか称

する時にも､それと似たことが作用しているDただサッチャンの場合は｢小さいから｣､

幼い■ために自分を自分として認識できないのだが､中国の文語文では近代的な個我よ

りも､集団的な我が優先され､審き手と読み手の双方が担 う表現の世界が確固として

存在 しているからである｡そ うした集団的な表現の世界が文学の伝統を持続するのに

積極的な価値として作用 し､そこに文学が営まれ､文化が営まれてきたのだったD中

国の自伝の一つの特徴は､一人称の欠落が示しているように､ぬきさしならない自分

を中心に据えてその立場から記述され ているというより､執筆者も読者も含んだ全体

の場というものの中で書かれ､読まれてきたことである｡

さて､｢自紀篇｣は本人の名前と出身地が記 されたあと､｢世祖｣､｢祖父｣､｢父｣

についでの記述が続く｡

世祖勇任免､卒成不挨千人,歳凶､横道傷殺､怨仇衆多｡骨世擾乱､恐薦怨仇所始､

祖父汎畢家担載､就安食棺､留鎮唐願､以賢販盛事｡生子二人､長日蒙､少目貫配 諏

即売父｡祖世任免､至衰 ･詣滋甚､日蒙 ･請在鏡唐､勇勢凌人｡未復輿豪家丁伯等結

怨､畢家徒虚上底｡

世祖は勇み肌の人物で､とうとう他人に容れ られることがなかった｡凶作の年に､

往来で人を殺傷 し､あちこちで恨みを買った｡ちょうど混乱 している時代で､仇敵に

捕ま りはしないか恐れ､祖父は一家を挙げて移 り､骨槽に落ち着いて錬磨に定住し､

商売を営んだ｡子供が二人､上は蒙､下は請であるO蘭が王充の父である｡先祖は代

々勇み肌であったが､蒙･･滴の代になると更にそれが強く､二人は銭唐にあって､そ

の勇気は人を凌ぎ､結局その地の豪族丁伯と仇敵の関係 となって､家を挙げて上虞に

移住 した｡

劉知幾 『史通』序伝欝では､王充のこのような先祖の書き方に批判を投 じている｡

重充は先祖をおとしめ､それに対比して自分を称揚 しているとい うのである ｡ しかし

それは劉知幾の曲解やはなかろう･か.劉知幾が父祖 と自分との対立構造を見たのとは

逆に､む しろ父祖 と自分 との共通性をこそ王充はいいたかったのではないか｡｢世祖

･は勇にして任気あり｣､｢祖は世よ任気あり､豪 ･吉削こ至 りて乾きこと甚 し｣という

勇み肌の系譜､それによって世間から排斥され､国を追われて別の地に移住せざるを

えない事博を父祖が繰 り返 したことは､王充自身については ｢任気｣とはいわないけ

れども､ーそこに共通する世間-の違和感､世間との敵麿､それが後半の王充自身の記

述に連続するようlに思われるO対比ではなく､連続性をこそ読み取るべきである｡そ

して王充の自紀篇､ないしさらには 『論衡』全体を貢いでいるのは､周囲の世界から

疎外 された一人の個人の痛々 しくも鋭 く吃立する姿であり､『論衡』､ことに自≡紀潜

-1､8-



を執筆 した動機 は､周囲から疎外されることによって自分 とい う人間の輪郭をはっき

り浮き彫 りにせ ざるをえなくなった一人の人物､それを描き出す試みにはかならなか

ったのである｡王充の世間-の違和感は世間に対ずる攻撃に転換 し､それが彼を著述

に駆 り立てる原動力であったことは､例えば自紀瀞に､

充既疾俗情､作 『磯俗』之昔｡又聞入君之政､社歌治人､不得其宜 . 不噴其務､愁

精背恩､不暗所題､歌作 『政務』之書.又傷償寄俗文多不寅誠､故薦『論衡』之書｡

充は世間の人の心を嫌うて､[葡俗｣の本を書いた｡また君主の政給が､ただ人を

治めようとばか りして､正しい方法を知 らず､仕事が理解~できず､苦心ばか りして､

方向を見失っているのを案 じて､｢政務｣の本を書いた｡また偽署や通俗的な文がで

たらめばか りであるのに心を痛めて､『論衡』の本を書いたo

とあるように､専 ら世間に対する批判攻撃を綴った著作もあったということにも表

われている｡

父祖の記述 に続いて､主充 自身が登場す る｡『論衡』｢自紀篇｣の記述が自伝に近

いのは､以下に記 されていく内容が､甚だ具体的に王充の過去､幼児の頃の勉学の様

子などを再現す るか らだ｡

建武三年､充生｡鳥小鬼､輿債倫藩戯､不好押侮｡債倫好掩雀 ･捕蝉 ･戯銭 ･林無､

充濁不肯､踊奇之｡六歳敬啓､恭恩仁 順､確敬具備､衿荘寂参､宥巨人之志｡父未昔

等､母未嘗非｡間里兼官譲｡八歳出於書館､書館小億古人以上､皆以過失祖諭､或以

書醜得鞭｡末書 日進､又無過失O手書既成､辞師､受論語 ･尚書､ 日訊千字｡控明徳

就､謝･師而専門､援華而衆奇｡所讃文書､亦 日博多｡才高而不尚荷作 ､ 口群而不好談

封､非英人､終 日不言O其論説始若読於衆､極聴其終､衆乃是之｡ 以筆者文､亦如此

鳶｡撞行事上､亦如此蔦｡

建武三年 (二七)､充が生まれた｡子供の時､友達 と遊ぶにも､ふ ざけあった りす

るのは好きでなかった｡友達は雀取 り､蝉取 り､木登 りなんかを喜んで していたが､

充だけはそれを しよ うとしない｡それを父の王領は見どころがあると認めた｡六歳で

勉強を始めたが､すなおでお となしく､礼儀を弁えていた｡落ち着いたものごLで口

数は少なく､大人の精神を備えていた｡父は筈を与えたことなどなく､母はしかった

ことはなく､村の人々はそしったことがなかった｡八歳の時に学校に出て､学校では

子供たち百人以上が学んでいたが､皆な過ちを犯 しては肌脱ぎになって叱られ､書き

方が汚 (て鞭 を当て られた者もいたc Lかし充の書きかたは日毎に進歩 し､それに過

ちもなかった｡奮き方ができるようになると､そこの先生を辞 して､次には論語 ･尚
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客の授業を受け､毎 日千字を暗硝 した｡経番に通じ道徳が完成すると､先生に別れて

自分一人で学ぶようになり､筆を手にすればみんながびっくりしたO読む対象 も､ 日

に日に広 く多 くなっていった｡文才はたっぷ りあってもやたらに書 くことはせず､ 口

は達者でも鼓論 したが りはしなかった｡ しかるべき相手でなければ､一 日中ものをい

わなかった｡論ずるものは始め皆に奇妙に思われても､しまいまで聞けば､誰 もが納

得 した｡輩で文を著わすのも､またそのようであった｡ 目上に仕える振 る舞いも､亦

たそのようであった｡

修学以前の遊び､当時の子供たちがどんな遊びをしていたか､おそらくこれが第一

資料 となるような具体的な記述､しかしそれに交わらない読書好き､勉強好 きの少年､

そ ういった王充の少年時代の情景がありあ りと再現される筆致は､自伝的文学 とい う

のにふ さわ しいものではないかp-その勉強の過程についても一つ一つの段階を追って

記 されている｡『見通』では自銘の陥 りやすい欠点 として､自慢に陥ることを挙げて

いる｡ ここも読みようによっては､王充がいかに聡明であったかをひけらか している

かのように受け取ることもできる｡ しか し 『論衡』全体､王充の人生全体の中でこの

箇所を捉えるならば､ただに秀才であった とい うのとは別な印象が生 じるのではなか

ろうか｡ この修学の様子を述べた部分か ら浮かび上がってくるのは､師の教えに対 し

て従順そのもので､後の世間-の激 しい故撃を突きつける王充 とは対旺的な姿である｡

当時の教育体系､それに素直に従い､なん ら衝突を経験せずに学を蓄積 し､議論 ･執

筆､書 く方 もしゃべる方も一人前に成長 していく一人の読書人の姿が描き出されてい

く｡その余 りにも寮直な姿こそむ しろ奇異だ｡このように従順に自己形成 した人間が

いったいどこで時代 と敵酷をきたすに至ったのか｡

在解任至接功菅､在都尉府位亦操功菅､在太守展列操五官功曹行事､入州薦従事D

不好徴名手世､不慮利尊兄牌｡常言人長､希言人短｡専薦未達､解己進看過｡及所不

善､亦弗替｡有過不解､亦弗復陥｡能帝人之大過､亦悲夫人之細非｡好 日周､不肯 自

彰､勉以行操薦基､恥以材能盛名｡衆骨乎坐､不問不言｡賜見君牌､不及不封｡在郷

里某蓮伯玉之節､在朝廷食史子魚之行｡見汚傷不肯 自明､位不進亦不憤恨｡貧無一畝

席身､志侠手玉公｡購無斗石之鉄､意若食菌鍾O得官不欣､失位不恨.塵逸楽而欲不

放､居貧苦而志不倦D淫讃古文 ､ 廿聞異音D世寄俗説､多所不安､幽威喝居､考論寅

虚｡

県に勤めて地位柱壕功曹 (人事部属官)にまでな り､都尉 (郡の軍事長官)の役所

に勤めて地位はまた接功昔にな り､太守 (郡の行政長官)のもとで列接五官功曹行事

(無任所の属官)になり､州の役所に入?て従事 (長官が招碑 した属官) となった｡

世間で名を知 られようとい う気はなく､自分の利益のために長官に会 うことは しなか
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ったo:口にするの･はいつも人の長所､人の短所をいうことは滅多になかったOまだ官

に就いていない人のことを専 ら推薦 し､もう官 に就いた人については誤 りを弁解 して

やった｡仲のよくない人については､誉めることはせず､誤 りを犯 した人を許 さない

場合でも､陥れることはしなかったr.人の大きな過ちを許すことができ､人の小 さな

間違いにJhを痛めたo完全であることを求め､しかしそれをひけらかそ うとはしないC

振る舞いを基本にす.ることに努め､能力で名を奉げることを恥 とした｡皆が座にある

時､向こうか ら聞かれなければこちらから物をいうことはな ( ､､君主 ･長官に拝周す

る際には､~言及 されなければ答えることはしなかった｡いなかにいる噂には蓮伯玉の

節換 ('F論語』二に､国に道が行なわれていれば官とな り､行なわれていなければ自分

の考えを大切･にしまっておく人物として孔子が讃える)を慕い､朝廷に入っでは史子

負 (L『論語』に､屈忙道がある時もない時も言行が｢致 していたと孔子が替磨 る)の

行ないを追求 した｡中傷 されても.自己弁護はせず､地位が昇進 しなくても恨みを抱.普

はしないo体を覆 う-畝の家がない貧 しさでも､精神は王公よ.Dも楽し(､一斗一石

の珠がない身分の低 さでも､気持ちは寓鐘の御馳走を並べ.たかのようだ｡官を手に入

れてもは-しゃく.ことはなく､地位をなくしても恨むことはない｡楽 しい場に あっても

欲望を敵将にすることはなく､貧乏に身を置いても精神は倦むことを知 らなかった｡

古典を夢中になって読み､珍 しい優れた言葉を喜んで聞き二世間の･書物､俗間の議論

には､満足せず､ひっそ りと一人暮 して､何が真実であり何が虚偽であるか_について

考えを巡 らした｡

この部分では成人 して官についた時期のこと~が記されているのだが､子供の･時の従

順な性格 と連続 しながら､既に同･時代に対 して違和感を覚える､.周屈 の世界 と敵歯を

きたし始める気配が伴なってくる｡ どのよ̀うにそれが自覚されるか七いえば､これと

いったきっかけとなる事件が起こるわけではなく､ここに羅列されているような彼の

態度､性格､それがおのず と俗世階との間に懸隔を生じはじめていくことがほのめか

されているD 彼の態度 というの･は､..■『論語』の記述をそのーまま使えるほどに儒家とし

て規範的なものだ｡その規範を体現 していること､それが鳳園の現実と敵酷をもたら

けれ ども､末尾の古典に沈潜 し､世審俗説にあきたらず､_幽処独居■して思索に入って

い.く叙述には､彼の.一生を規定する反俗､反社会の傾向が兆しているし､そ ういう方

向､に向か う動きがそ の前のユ連の彼の人とな り･をしるす部分か ら眉然に導かれてい

る一三

幼少時代を述べた箇所には遊びや勉学の具体的行為が記されていたが､ここで語 ら

れるのrは何をしたかとい う行為ではな く､どうであっ_たかという状億である-｡その状

態を.記すこ･とで王充 とい う人の性格､人となりが指示される｡行為を記す際の具体性

に比べて､状億を記す .この箇所は具体性は後退 し､規範性が強く.なっているように見

-21-



える｡それは文体にもあらわれている｡前の幼少時代の箇所では対句を含みながらも

散体 (対句を成さない句)がかなり混じっていたのが､ここでは対句表現が中心とな

る｡｢郷里に在 りては｣｢朝廷に在 りては｣の二句のように対句の うえに更に典故が

併用されてさえいる｡規範通 りの人となりであったことは､内容が語るのみならず､

対句表現もそうした印象を強めている｡『論語』のことばがしばしば用いられている

ように､儒家の規範に従順な徳行の士として王充は自分を描き出しているのである.

かくも規範的な人物がそうであるがために世間の中で敵酷をきたしてしまう｡ 儒家の

理念を体得 していたことが､実際の処世の拙さに結び付き､彼の周囲との違和感をも

たらすのである.ひとつの個性､それが特別の存在であるのは､規格の用意 した型に

合わないことによるのだが､玉東の場合は自分が他の多数 (ここではそれはしばしば

｢衆｣という言葉で表わされる)と違 うことの覚醒は､自身の独特な個性､型を逸脱

した人物であることによるのでなく､むしろ逆にあまりにも型通 りであったこと､規

範そのものであったことが､周囲との隔絶をもたらしてしまっているのだ｡次の朝晋

の･時代に入ると､儒家の規範から逸脱することによって個性をむきだLにする新 しい

人間像があらわれ始めるが､王充は規範の体現そのものが特異な個性となったかのよ

うだ｡

司馬遷の自穀の場合､司馬談が封禅に参与できなかった事件､司馬遷が李陵の禍に

巻きこまれた事件こいずれも死に直面するほどの大きな事件が自伝叙述の核 となって

いたoそれに対 して､ここまで､或いはそれ以後の人生においても､王充の場合には

一生を左右するような､死に向かい合 うような大きな事件は起こらないOここまで述

べられてきたことからも伺われるように､第三者の立場から考えてみれば､ごく普通

の人間の平凡な人生､ただ他の人よりいくらか聡明で､儒家の規範を誠実に守っただ

けの後醇の一人の知識人の姿が措かれているに過ぎない｡平凡な人間の人生が自伝の

対象となるに至ったのである｡これが司馬遷の自伝 と分かつもう一つのしるLであろ

う｡司馬遷の ｢太史公自序｣がどうしても書かざるをえなかったような切実な､特異

な傭:験を動機 とするならば､王充の ｢自紀｣膏は外面的には何も事件の起こらない普

通の人間が､それでも書かざるをえない内的に切実な動機によって書かれた初めての

自伝 ということができる｡その内的な､筈かざるをえなかった動機 というのが､既に

ここまでの部分にも見えた周囲との違和感､それによる自己の覚醒である｡

r上に引いた自紀篇はまだほんの一部であって､このあと長い叙述が続くのだが､そ

こでは ｢或るひと日く｣｢答えて田く｣といった問答形式を用いて自己表現が重ね ら

れていく｡問答体によって議論を表明するのは古くからある形式ではあるが､自己を

語るのにそのかたちを繰 り返.していくのを見ると､そこには王充の自･己弁明が伺える

のである｡_つまり自伝は自分 自身による自己の探求､ 自分と権何かというあくなき追

求であるよりむしろ､世間に対する自己弁明､同時代から理解 されない自分とい う人

間をなんとか理解してもらいたい､たとえ同時代においでそれが不可能であったにし
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ても､いつか将来の世に自己を理解 してほしいという願望､わりない立場を余儀なく

された現世の自己を弁明しておかねばすまないといった､ しつこいほどの熱意が伝わ

ってくるのである｡これが 『論衡』に長い大部の-｢自紀｣を付けたゆえんに違いない｡

そしてまた､自己追求より自己弁明という性格は､王充のみならず､中国の自伝文学

がこの後も持ち続ける､西欧近代の自伝 とは異なる性格の一つであるように思われる｡

三 衆多にすぐれる我れ一一曹基 『典論』自鉱一一

塊の文帝曹杢 (一八七一二二六)の 『典論』にも ｢自鮭｣があったことは､『三国

志』巻二文帝紀に引かれている装松之の注からうかが うことができる｡｢『輿論』の

帝の ｢自赦｣に日く｣としてかなりの分量が転載されているのだが､恐 らくは 『典論』

の最後の簾として､そ してこれも 『典論』全体の序録として書かれたものと思われ､

袈松之の引用 したのはその一部の､とくに自分自身について触れた箇所であろう｡葛

洪 『抱朴子』の ｢白銀｣簾にも ｢淡は貌文帝の典論 白鍵を見るに､末に揮某撃剣の事

に及ぶ｣とい うから､葛漢 もこれを読んーでいたのであった｡

そこではまず後漢未の董卓の疎即､それに対 して蜂起した群雄､それによって各地

が戦場 と化 して荒れ果てたという混乱を極めた当時の様子から述べ られ､そ うした時

代背景を踏まえた上で自分の記述に移る｡(以下､曹衣 『典論』の日本語訳は今鷹基

氏の 『三国志』 ◎による｡)

余時年五歳､上以世方擾乱､教余畢射､六歳而知射､文教余騎馬､八歳而能厳封英｡

余は当時五歳であったが､お上 (武帝)は世の中が動乱の只中にあることから､余

に射術を学ばせ､六歳で射術をわきまえた｡また､余に騎馬を教えてくれ､八歳で騎

乗 して弓射できるようになった｡

ここでは甚だ幼い時か ら武術の修得を教えこまれたことを述べるが､その前の部分

で歴史的な混乱期であったことが書かれているので､五歳 という幼さで早くも射撃の

訓練を始めたことは自然に連続するのだが､六歳でそれをマスターし､八歳では騎馬

と合せた射撃ができるに至ったという年齢の記載には､いかに優れた能力をもった子

供であったかを強調 したがっている態度があらわになる｡

以時之多故､毎征､余常従｡建安初､上甫征荊州､至苑､張繍降｡旬 日而反ヾ亡兄

章麻子修､従兄安民遇害｡時余年十歳､乗馬得脱｡

多事な時代であったため､(お上の)遠征のたびに､余はいつもお供をした｡建安
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の初め､お土は南方荊州の征討に宛まで行かれ､張櫛は降伏 したが∴十 日して反乱を

起 し､亡兄の孝廉子修 (曹昂)_と従兄の安民が殺 された｡その･時､余は年十歳であっ

たが､席に乗って脱出することができた｡

武芸はたしなみにとどまもず､早速に実戦に用いられ､功を奏 したのだった｡I

夫文武之道､各随時両用､生干中平之卒､長子戎旅之間､是以少好弓馬､干今不義｡

逐禽轍十里､馳射常百歩､日多髄健､心毎不厭｡･･--

そもそも文武の道 はそれぞれその,時代の状況に対応 して用いるものであるO~中平の

末に生まれこ遠征の中に生長 した.そのために若年 より弓馬を愛好 し､今になっても

衰えない｡鳥獣を追えばいつも十里 も走 り.､走 りつつ百歩の距離から常に射 る｡ 日時

を重ねても身体は健康で､全然嫌気は起 らぬ｡--

小さい頃から受けた武術申鍛練がその後の武人としての活動に役に立った とい うの

だが､∴｢白銀｣.･はこのあとも更に評.しく､武術がいかに卓越 していたか書き綴 る｡

建安十年､始定黄州､境 二番貢良弓､燕 ･代戯名馬｡時歳之暮春､勾苦司節､和風

扇物､弓旗手柔､草浅猷肥C輿族兄子丹猟干鄭酉､終 日手獲輩鹿九､矩免三十｡後軍

南征次曲轟､尚書令苛或奉使情事､見余談論之末､或言､｢開署善左右射､此舞難能｣｡

余言し｢執事未晴夫項額 Er縦､僻馬蹄而仰月支也｣｡頭書箕E]､｢乃爾｣｡余日､､｢碍有

常笹､的有常所､碓毎壁抑中､非至妙也｡若馳平原､赴里葦､要放歌､裁樫禽､使弓

不虚轡､所中必洞､斯則妙臭｣｡時軍条酒張京在坐､顧或抑宇田､｢善｣｡

余又畢撃創､J閲=師多夫､四方之法各異､唯京肺底善｡.桓 ･畳之聞､有虎貴重越善斯

術､稀於京師｡河南史阿言昔輿越遊､具得其法､余従阿孝之精熟｡嘗輿平鹿牌軍割勘

･奮威終車部屋等共飲､宿開展善有手簡､暁五兵､又構其龍空手入 白刃｡余輿論創良

久一J謂貢将軍法非也､余屈 嘗好之､又得善術､閏求余封.時酒酎耳熱､方食芋京､便

以薦杖､下殿数変､三EPL其闇O左右大笑､_展意不平､求更薦之｡金言吾津急属､難相

中面､故啓皆耳o ∴展青願復一変O余知其飲薬以政変中也 ､国債探進､し展果尋前､余都

脚細､正故其顧｡坐中層 視｡余還坐､笑 日､｢昔防塵使淳干意去其故方､更授秘術.

今余亦腰部将軍指故使､更受要道也｣｡-坐轟歓｡夫事不可白河 己長_､余少噴 持複､

月謂無封C俗名埜戟展坐城塞､銀楯薦蔽木戸o後従陳圃蓑敏拳､以畢攻複､毎薦若神､､

封家不知所 出､先 日弱蓮敏於狭路､直決耳｡余於他戯弄之事少所事､唯弾某略表其巧､

少薦之購｡昔京師先王有馬合郷侯 ･東方安世 ･張公子､常恨不得奥彼敦子者封｡

上雅好詩等文籍､錐在軍旅､手不揮巻､轟毎定省従容､常吾人少好草則思寺､長則

善忘､長大而能動聾者､唯菩輿蓑伯業耳｡余是以少謂詩 ･論､及長而備歴五経 ･四部､
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史 ･漠 ･諸･子百家之言､廟不畢蟹｡

L 建安十年､はじめて黄州を平定した時､歳 ･街 (東北地方に存在 した蛮族)は良弓

り､和やかな風が万物に吹きわたり､弓は乾燥 し手は柔らかく､草は萌え出たばかり

で獣は肥えていた｡1族兄の子丹 (曹寅)と卿の酉で狩猟 したが､一日かかって手ずか
くじか

ら聾 ･鹿を九頭､経 と免を三十羽捕獲 した｡のちに軍が南方に遠征 して曲愚 に宿し

た時､尚審令の苛魂が･(献帝の)使者 として軍をねぎらったが､余 と会 っ て 談論 した
との

末に､訊ねたものだ､｢聞けば君は左右いずれにも弓を射 ら■れるとか｡これは実際む
うなじ

つかしい技術ですなあ｣｡余はいった､｢執事にはあの 項 や 口のあた りから放ち､.馬

柿 (標的の名)を僻 して見､月･支 (標的の名)を仰ぎ見る様子を見たことがおありに
れつ

ならぬかな｣L.苛或は喜びに笑いながら ｢なるほど｣といったO余はいった､｢時 (馬

場の囲い)には一定の通路があり､標的は一定の場所に置かれている｡発射する･たび

い､~牧狩な獣をね らい､軽やかな鳥をさえぎり､弓を空しくひきしぼることなく､命

中したものは必ず其■通するとならば､.それこそすぼらしいことだ｣｡当時､軍費酒の

張京が座にいたが､苛褒め方を見て手をうって ｢ごもっとも｣といった｡

余はまた剣術を学び､､多くの師匠を遍歴 したが､四方の剣浜はそれぞれ異なってい
こほん

て､ただ都のだけが りっばであった｡桓帝 ･壷帝のころ､虎貴 (近衛)の王越がこの

術に長 じてお り､都において有名であった｡河南の史阿が昔､王越のもとに遊学し､

充分その法を会得 していると称 していたので､余は史阿について学び精通した｡かつ

て平虜将軍の劉動､奮威将軍の鄭展 らといっしょに飲んだことがあった｡以前から二部
しゆ し->うぽう

に精通 していたと聞いてお り､また彼は武器を持たずに白刃の中に入ることができる

と称 されていた｡余は彼 とかなり長く剣について論 じあったが-､彼に向かって将軍の

法はまちがっている､余は以前にそれ (剣術)を愛好 したことがあって､やはりすぐ

れた術を会得 しているというと､彼は､その機会に余と∴手合わせすることを求めた｡

その時､酒は充分にまわ り耳は熱くな り､酔いざましの砂糖きびを食っていたところ

だったが､きっそ くそれを棒 とし､殿をお りて数合交え､三度彼の腕に当てた｡左右

にいた者蛭大笑いしたが､郵展は心穏やかならず､もう一度やることを求めたO余が､ J

わしの法は動きの早いものだから､面に_は当た り_にくH､だから全部慣となったのだ､

といった｡郵展はもう一度手合わせを:願いたいといった｡余は彼が突きを入れて勝を

収めるつもりだなと予知した｡そこで深く進み出ると見せかけると､郡展ははたして

応 じて進んで来た｡余はすばやく却きつつその額を切った｡座中の者は驚き目,を見張

-つた｡余は座に戻 ると笑いなが ら ｢昔 (浜の呂后-の時代)､陽慶 (名医の名)rは淳子

意に彼のもとの医術を放棄させ､~あらためて秘術を授けたとか｡今､余もまた郵牌畢
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がもとの技法を棄て去り.､あらためてりっぱな数えを受けることを願 うものだ｣とい

い､一座の門は歓を尽くしたQそもそも物事は自分からすぐれていると思いこんでは

いけない｡余は若年のころ､武器を両手で扱 うことに精通し､自分では敵対者なしと

思いこんだD .俗称では両手に戟を持つのを坐鉄室 (鉄の部屋に坐す)といい､双手に

楯を持つのを蔽木戸 (木の戸･をおおう)というOのちに陳国の衰敏について学んだが､

彼の二つの武器で両手の武器を攻撃する法は､いつも神のごとき技だと思った｡彼の

着をつける-ばかりだといっていた｡余はその他の楽しみについては気に入ったものが
き

少憩い,｡ .ただ某 (遊戯のT種)･をほじくことだけは､だいたいその技術を極め､若い

ときその席 ･(弾薬賦)を作った｡昔､都に先輩の打事として馬合郷侯､東方安世､張

公子がいたが､うね,にその数人と対戦できなかったことを残念に思っていた｡

お上 (武帝)･･はつねに詩書や文学的書物を愛好し､軍中におられたときも手から巻

物を放 さ-れなかった｡つねづね反省なされ､くつろがれたときにはいつも人間は若い

ころUは学問を愛好 して専心せんと思うが､成人するとよく忘れるものだ､､成長 してか

らも.よく学問に励む春は､ただわしと蓑伯業 (蓑遣)にすぎぬ､といっておられた｡

余はそ′のために､若･いころ ■『詩経』『論語』を口ずさみ､成長 してからはつぶさに五

経 (易 ･書 ･.詩 ･礼 ･■春歌)､四部 (躍畢 ･諸子 ._史学 ･詩文集)の書物を歴観 し､

『史記卦『湊書』諸子百家の書､すべて読まないものはなかった｡

劉知嚢が自慢に陥うた例として骨壷の ｢自鉱｣を挙げているのも無理ないところで､

ここに壮自分がいかに文武に秀でていたか､臆面もない記述が延々と続く｡文につい

ては武の.詳細さ,に此べると､まだあっさり片付けているがこ博学を身につけていたこ

とを誇るには違いない｡曹換は確かに文武双方において傑出した人物であったが､そ

の世継ぎとして育てられた曹盃がここに記 されているように幼い時から特別の英才教

育を受けていたことは確かだろうO 問題はそう､いう_教育が施された事実よりも､それ

を語る本人｣の口ぶ りだ｡_いかに自分がすぐれていたかを､これでもかこれでもかと語

'り続ける.｡曹盃の自穀はほとんどこのような自己の誇示に終始 しているのである｡な

ぜかくも誇示しなければなら.なかったのか｡自寂が 『三国志』注に引かれた部分だけ

ではなかったにしても､今見られる限りでは劉知幾がそしるとおり二日分の力の自慢

しかしていない､そういう自鮎をなぜ審かねばならなかっただろうか｡なにかここに

は自分という人間が他の人間より勝っていることを周囲に対して､そしてまた自分自

身に対 しても言い聞かせなければすまないようなしつこさがある｡これがどの時点で

書かれたものであるにせよ､必ず しも自明のことではなかった曹換の後継者に自分こ

そふさわしい器であることを見せ付けようとしているかにさえ見える.玉東の場合は

白･分が周囲に調和できない特別な存在であるという自鳶職､その孤立した自分の存在

証明として､自分を綴ったのが ｢自紀｣であった｡自分が道徳的規範を体現 した人物
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であることを述べるのは､自分の優越をいいたいのではなく､そ うであることによっ

て周･園から浮いてしまった自分を語るためであった｡管玉の場合は自分が周囲の人間

より卓越 した人間であることを自分で納得 し､他人を説得するために客かざるをえな

かったもののようだO

ただ不思議なのは､帝の黄昏をもつことを誇示するならば､まず記 されるべきは武

陣､そこで挙げた手柄を･披露するのが､最も手っとり早いはずだが､■しかし｢自叙｣

では武功のような結果､業紡ではなく､それに至る前の素養､素養を身につける~に至

る教育についてのみ語 られていることだ｡或いは ｢自叙｣･の供 した部分にはそうい う

武人としての功績がまたこれ と同じ調子で緯線述べ られてい_たのかも知れない｡

管玉の ｢自赦｣の表現で目を引くのは､自身が ｢余｣という一人称で呼ばれている

ことである.一人称の自鉱は特殊だといっていい｡なぜ曹垂の場合､一人称が用い_ら

れているのか｡ これ も管玉が当時の社会の中にあって特別な地位にあったゆえであろ

うOほかの 白寂が-人称代名詞を用いないのは､一人の人間として存在を提示するこ

とか ら引き下が って､自銘の書き手として作者 ･読者をひっくるめた言説の場､そこ

での書き手 という立場に立っのだが､_帝､ないしそれに最も近いところにいる｢曹盃に

とってそ うい う一共有の場に引き下がる必要はない｡ 自己はその･ままで突出 した存在な

のである｡ ここでの ｢余｣には､ちょうど様々な一人称の中で ｢朕｣ とい う特殊な一

人称が吃立するのと､同じ_ように､′自鋲がふつ う名 とか号を用いる一人称の中で吃立し

た立場を表わしているかに見える｡

四 衆多に劣る我れ一一葛洪 『抱朴子』･自鉱一T

東晋 ･葛洪 (二八四一三六四)『抱朴子』外篇第五二の ｢_白銀｣も､自伝 とい う･

にふさわ しい内容を備えている｡『抱朴子』は ｢道家に属｣す内篇 と､｢儒家に属｣(｢自

知時人が正面から取･り組んでいろこと､いずれもこの書の特徴に数えられる｡魂晋の

思想界の変動を経たのちにもたらされたものの一つであろう｡

その末尾の ｢白銀｣は葛汝の伝記の第一資料であり､彼の人生､人 となりについて､

みずから詳 しい帯述 をのこしている｡(日本語は本田済民の訳甲に沿 う)

抱朴子音､姓葛､名漢､宇稚川､丹陽句客人也｡其先葛天氏､蓋古之有天下者也｡

後.降爵列周 ､ ｢因以薦姓濡O

こう上う
胞朴子 とは､姓は葛､｢名は汝､字は稚川｡ 丹院郡句容鼎の人である｡-その先祖は奉

天鹿､これは太古､天下を支配_していた人である｡そ申子孫は諸侯に成 り下がったが､
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そのまま葛を姓とするようになった｡

洪伝 とさしてかわるところはない｡｢白銀｣は列伝の体裁をほとんどそのまま襲って

いる.のである｡一日分を ｢沸上と称する~ことも､他人が書く伝と同じである∴̀以下､祖

が詳細･に述べ られそいるという.繁簡の畳的相違のみで､叙述の展開は列伝と違い-はな

い｡

洪者､君之第三子也｡生晩､薦二親所矯健､不早見督以書史｡

葛洪は､父君 (葛悌)の三番 目の息子である｡遅く生まれたので､両親に甘やかさ

れ､小さい時から読み審きをしうけられるということがなかった｡

葛洪自身の記述に移るここで､早くも曹杢 『典論』自鉱 との対敵に気付くo『典論』

ではいかに幼少の二時から英才教育を受けたか､それが得意げに曹かれでいたのに､こ

こでは逆に教育の｣開始が遅かったことをまずいう｡その喪由として挙げられているの

が､年を･とってからの子供.であったために親が溺愛 したこと｡これは葛妹より半世紀

あまり先んずる懲康 (二二三一二六二)の ｢山巨源に与えて交わ りを緯っ音｣(『文
選』春画三)を連想させる｡寄康を官に推 した山韓に対 して､自分がいかに官職に不

向きな人間であるか､それを知 らずに推挙 した山薄に決別を申し渡 し､絶交を装 うこ

とによっ守山韓を政争の巻き添えにすることを避けた､とされる書翰の中で､ト･･-

加 うるに少く･･して孤露､母兄に額 らしめられ､経学に捗 らず｣､父のいない家庭で甘

やかさ-れて育ちたために､厳しく勉強をしつけられなか-3-たと幼年時代を回顧するo

哲廉め.'｢絶交書｣は官に推挙されたのを断る.ために､自分が公的任務にどれほど不適

な､無能な人間であるか､これでもかこれでもかと書き連ねてい篭 めだが､幼時の家

庭療境か ら始まって世路 の基準に合わLない性癖を披露していく懲康'の記述は自･伝的と

いっていいものだ｡その極端なものぐさぶ りを述べて､掌もめったに洗わない､体が

かゆしくてたまらなぐならねば風呂にも入 らない､小角もU我慢の限界まで立ち上がらな

い､と日常生活を生々し(述べる文章が新鮮だ.羅列と誇張が滑稽味を帯びモーさえい

る｡公的人間としての不適格をい うのが趣旨だとはいえ､自分を世間の基準から外れ

た､救いようのない人間として描き出すというかたちの盾己の捉え動 ま､先立っ例を

見ないO厳 しい自己省察ではないにしても､その戯画化の中に自己を客体と~_しそ捉え

る目が伺えるのである｡葛決の自鋲にも､以下の部分にさらにはっきりしていくよう

注､啓麻と通じ合 う自分由睦え方が読み取られる.

自分が自分を駄 目な人間として捉える､その奥に何をいいたいかはおくとして､ 少
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なくとも表面上はふがいない面をことさらに取 り上 げるという態度柱､王充が教科書

から抜け出てきたような模範生ぶ りを丹念に記 していたこと､また曹盃がいかにもそ

の生まれにふさわしい英才ぶ りを誇 らかに書いていた三と､それらと際立った対比を

なしている. 自分がいかに欠陥の多い人間であるかとい う叙述猷 『抱朴子』~の白銀

の全体を其 いているの,である｡

年十有三､両慈父見背､夙失庭訓､飢寒困軽､窮執耕穂､敢星履革､密勿噂襲｡又

累進兵火､先人典籍落盤､農隙之暇無所乱 乃負笈徒歩行借､又卒於一家､少得全部

之番.益破功 日｡伐薪貴之､以給紙襲､就菅田園庭､以柴火密書or坐此之散､不得早

捗重文｡常乏紙､毎所寓､反覆有事､人抄能諌也｡

十三歳の時に､慈父に亡くなられ､早くも父の教訓を受ける機会をなくした｡食べ

る物､着る物にも事欠 く暮 らし､自分の手で百姓仕事をせねばならず､星の･出ている

うちから･草を踏み､畑任事に精を出した｡そのうえ何度も戦火に遇って､父祖伝来の
おいT■る

蔵書がすっか り焼けてしまったため､畑仕事の合い間･に読むものが･ないO.そこで 笈

を背負い､徒歩で本を借 り歩いたが∴それも一軒の家で書物を全部見られることはめ

ったにないので､ますます手間ひまがかかるO薪を切 り出して売って は､そ-の金で紙

と･撃を買い､畑仕事をする場所で､柴の火明か-りで書物を筆写したoこういうわけで､

早い うちに学阻に親 しむことができなかっ_た｡いつも紙に欠乏していたので､書くた

びに､繰 り返 して書き､そのために他人では判読できなかった-0

少年時代の苦学ぶ りが具体的に書き連ねられる｡_中国･の･読書人は大変な勉強を稗み

重ねなければならないためか､勉強のしかた､勉学の苦労にまつわる話題がこ･とのほ

か多いD勉学の条件に恵まれず､にも関わらず 向学心強く∴自分の意志と工夫で学び

続ける姿が､少なからぬ人によって記され､様々-なエピソー ドを伝えている｡葛供が｣

ここで綴っているのも､そ うした苦学を語る話柄の一つである｡

これもまた曹垂と対席的だ.r管玉が生まれながらにしてこのう.えない環境を与えら

れ､求めず して学問に専念する条件に恵まれていたこと､それとまるで逆に､葛供は

勉学のため一にいかに条件に恵まれなかったかを事細かに述べるのである. そして替玉

が自分の達成を誇 らかに書いているのと違って､葛鉄は勉学の苦労を記 しながら､苦

分の学問が不十分の.まま終わってしまったと繋げていくのである｡

年十六､始讃孝経論語詩易O貧乏無以遠尋師友､孤障寡肝 ､､明溝恩短､大義多所不

通｡但食鹿党､於衆昔乃無不暗謂精持､曾所披捗､自正控史百家乏言､下至短薙文章､

近帯巻｡既性闇善忘､又少文､意志不専､所識者甚帝､亦不免惑｡而著述時猶得有所
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引用､尭不成純億､不中馬博捜之師｡･･-

十六歳の時に､初めて 『孝経』『論語』『詩経』『易経』を読んだ｡貧 しいために遠

い所まで先生や友人を尋ねて行くこともできず､独 りよがりで知識も限られ､理解力

も浅いし思考力も足 りないので､大事な意味も分からないところが多かった｡ただ食

るように広(読み漁 り､たくさんの書物の中で暗涌し精通しないものはなかった｡ひ

もといた審物は､経蕃 ･~史書 ･諸子百家の正統的な書物から､下は雑多な文章に至る

まで‥一万着にのぼる_｡ しかし生まれうきはしこい方ではないし記憶力もよ(ない､

そのうえ文学的な才能もない､集中力もない､知識も浅薄で､戸惑 うことが多い｡そ

れでもものを書く時に今でも経典の言葉を引用することができるが､結局は純粋な儒

学者 として大成できず､経学を伝授する学者にも不向きであった｡日日

十六歳で基本的な経書を読んだというのも､遅い出発を語っているのだろう｡自分

の学問形成のありさま､その結果を語るこの語 り口を､先の管玉と比べてみると､管

玉の単純明快な誇示と違って､なんとも複雑で屈折していることに気付く｡苦学に耐

えて学を獲得 した誇 りと､逆境ゆえに世間並みになりえなかったという卑下とが､な

いまざっているのである｡ここには世間通常の学者の､経書の伝授だけを事 とする学

問と自分は違 うのだという自負もこめられているだろうが､少なくとも表面上は街い

も気負いもあらわにされず､ことさらに自分の力不足を述べたてているかのようだ｡

このように故意に自分を定めようとするかの僅度は､葛洪の自鉱を独特の色に染めて

いて､それは叙述を追 うにつれていっそ う深まる｡学習能力､適性のなさをそのまま

事実 として受け取る必要はないヰこしても､そのように己れを語る語 り口が､葛洪の目

敏の特徴なのだ｡

こrのあとの部分では､どんな本を読んだかよりも､どういう本を読まなかったか､

それを一つ一つ触れているのだが-､その中で､

其河洛固繰､一視便止､｢不得留意也｡不善星書及葬術 ･九官 ･三某 ･太一 ･飛符之

属､了不従蔦｡由其苦人而少気味也.晩撃風角 ･望束 ･三元 .退甲 ･六壬 ･太一之法､

粗知其旨､又不研精｡

河 図 ･終審などの神秘図や緯書は､ちょっと見てすぐ止めてしまった｡ うちこむ気

になれないのであるO 星占いの審 ･算術 .九宮 ･三某 ･ 太一 ･飛符の類は全然勉強 し

なかった｡頭が痛くなるだけで面白くないからである｡あとになって風角 二望気 .三

元 ･遁甲 ･六壬 ･_太一の法を学び､大体の意味は理解 したが､それも身を入れて研究

したわけではない｡
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ここに挙げられたような､迷信 ･神秘に関する審物を葛珠が読まなかったとい うこ

とのなかには､そ うい う風潮-の批判が含まれてはいるものの､｢不･･･-､不･-･･｣

と否定形を積み重ねて語る口ぶ りに注目したいC 曹盃の方はありとあらゆる書物を読

破 したことを誇っていたではないか｡

読まなかったのは識操の書物だけではなかった｡さらにこう続ける｡

案別線 ･重文志､衆有第三千二百九十九巻､而醜代以来､畢文滋長､倍於往昔､乃

自知所未見之多也O

劉向の 『別録』､『漢書』塾文志を見ると､一万三千二百九十九巻もの重さである｡

しかも親より以降､様々な文章がいよいよ増え､昔の倍にものぼる｡今さらながらま

だ見ていない書物の多いことを思い知るばかりだO

ことごと
曹盃が ｢畢 く兜ざるはなし｣と語っていたのと鮮やかな対比をなしているo二人

の読書量が実際にどうであったか､ではなく､自･分の読書体験に対 して､｢何 もかも

読破 した｣ と捉える態度 と ｢読まないものがあまりにも多い｣と捉える態度 との､捉

え方の違いに注目したい｡

自分の文才に関しても､態度は同じであるo

洪年十五六時､所作詩賦経文､昔時白謂可行於代｡至干弱冠､更詳省之､殊多不構

音｡天才未必薦増也､直所党差鹿､而党新鹿之別C於是大有所製､棄十不存-O･･-･

他人文成､便呼快意､余才鈍思遅､寛不能鹿｡作文章毎一更字､純白持勝､但息嫡又

所作多､不能敦省之耳｡

私が十五､六歳の頃に書いた詩賦雑文は､その当時は世間に通用するものと自分で

思っていたO二十歳になって､丁寧に読み返してみると､意に満たないものばか りだD

天分が増加 したわけではなく､読んだ畳がい-くらか増えたので､よしあしが区別でき

るようになっただけのことだ｡そこで作品はたくさんあったが~､そのほとんどを捨て

てしまった｡ --他の人たちは文が出来上がると､快哉の声を上げるが､私は才も拙

く頭も鈍いので､そ うはできないO文章を作るのに字を一つ改めるたびに､よ(なる

と思 うのだが､怠け者であるし､作る畳も多いので､何度も読み返すことができないO

作品の畳は多いが､自分でいいと思わない｡仲人から批判されたわけでなく､自分

自身の判断なのだ｡ 自分で自分の非を知るのであ尋｡

この部分には珍しく ｢余｣とい う一人称が紛れ込んでいる｡牽い白華の中で ｢余｣

が用いられるのは､ここと末尾の二箇所に過ぎない. 末尾の ｢余｣は ｢或るAJに答
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えた対話の文中で使われているのでひとまず置き､ここの ｢余｣は ｢他人｣との対比

の中で用いられているO つまり周囲の他者 と自分とを敢然 と区別する場合 に は､｢洪 ｣

という第三者的にも響く語より ｢余｣がふさわしいのである.･

読書 ･著述に関してだけではない｡終わ りに近い部分では､｢漢は魂文帝の 『典論』

自鋲を見るに､未 .に弾幕 ･撃剣の事に及ぶ｣と述べ､曹盃になぞって自分も武術､諸

芸の経験を記 しているのだが､その書きぶ りをみようo

排膿鈍性驚､寡所玩好｡白線髪垂督､又榔瓦 ･手持､不及鬼童之翠｡兼曾間数薫｡

見入博戯､了不日時｡或強牽引敏之､殊不入神､有若空陸O是以至今不知某局上有幾

道､樽柿歯名｡･-･･-

私は運動神経が鈍く性格ものろまであり､好きな遊びもなかった｡幼い頃から､瓦

投げも相撲も､ほかの子供に及ばなかった｡鶏やあひるを闘わせたり犬や馬のレース

もしたことがない｡人が博打をしていても､目もくれない｡無理に引っ張られて見る

こともあるが､さっぱり身が入 らないので､昼寝をしているようなものだ｡そのため
ち 上 l三

今に至るまで､碁盤には何本すじがあるのか､樗蒲の目をなんと呼ぶのか知 らないあ

りさまだ｡-･･･

こうして蓬戯に関して能力､興味がないことを記 したあと､そういった遊びには手

を染めるべぎでないということを論じていく.また武芸についても､

少嘗畢射､但力少不能挽強､若顔高之弓耳o意嘉射既在六塾､又可以契蓮砕劫及取.

鳥獣､是以習之｡昔在軍旅､骨手射通騎､底弦而倒､殺二賊一馬､遂以得免死｡ = ■･ -

若い時に射を香ったことがあるが､力がなくて強い弓を引くととができない｡顔高

(『左侍』定公八年に見える春秋魯の国の人｡重い弓を引けることで知 られていたが､

｢人の弱弓｣を使っても敵を倒 した｡)の弓のようなものだC思 うに射は六塾の一つ

に数えられているし､攻撃から身を守ることもでき､鳥獣を討ち取ることもできるの

もあるが､弦を離したとたんに相手は倒れ､二人の賊と一頭の馬を殺 して､命拾いし

たものだった.･･････

さらに続けて ｢刀楯及び単刀双敦｣､｢七尺杖術｣などとい う武術も身につけてい

たことを書き連ねるが､曹盃が武芸を誇示してはばからないのを意概 してか､｢不急

の末筆｣に過ぎないと断 り､さんざん書いた末に ｢これ以外には､知っているものは

ない｣と結んでいる｡記述の内容は自分の能力を記しながらも､それを書く態度 とし
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ては無能ぶ りをさらけ出すそぶ りを見せるのである｡

このように自分を卑下する態度は､ ここまで見てきた自鋲にはなかった自己の捉え

方を生み出している｡それは自分の性格を語る段落に至って一層はっきりあらわれて

くる｡

洪之鳥人也､而敦野､性鈍 口詞､形貌醜晒､両終不群 臣衿飾也｡冠履垢弊､衣或鑑

繰､而或不恥蔦｡俗乏服用･､俄 而 屡 改｡或忽廉額而大背､或促身而修袖､或長裾曳地､

或短不蔽脚o洪期於守常､不随世襲｡

私の生まれつきは､間が抜けていて田.舎者である｡頭は鈍く口は下手｡顔かたちは

醜くじじむさい｡ しかも､どうしても自分を飾 りひけらかすことができない｡冠 ･靴

は垢 じみ破れ､着物も時にはぼろぼろになっているが､それを恥とはしないD世間の

服装は目まぐるしく変わる｡ゆった りした襟に太い帯が流行るかと思えば､たちまち

ぴっちりした胴廻 りに長い袖になる｡一時は裾が地面に引きずるほど長 くな り､一時

は腔もあらわなほど短くなる｡私は常を守る主義で､世間につれて変わることはしな

い｡

自分の駄 目さ加減が､ここでは性格､肉体的特徴に移 り､容姿からさらに服装に言

及する｡いつの世にも服飾の流行はあったようだ｡学問について述べていた時と同じ

ように､外見についても自分の身なりが当世と合わないこと､そこに世間の流行に反

発 して自分の生き方を貫いてきたとい う思いも揺曳しているものの､それを強く主張

するわけではない. 時のファッションから取 り残されたというのも､小賢しく器用な

立ち回 りができない鈍重な人 となりに続 くものであるo

言則率賓､杜絶噸戯､不得其人､終 日黙然｡故邦人成解之岳抱朴之士､是以洪著等

困以自耽悪D

ものをいう時は率直に事実を述べ､冗艶は一切いわない｡ しかるべき相手でなけれ

ば､一 日中口を聞かない｡そのために国の人々はみな私のことを抱朴の人 (素朴さを

抱えた人) と呼ぶので､そこで書物を著わした時に､それを自分の号とした｡

自分の性格､そしてそれに連続 して抱朴子の号の由来が説き明かされる｡｢抱朴子｣

と.いう号は､葛洪の性格､他 と異なるその人独 白の特徴を端的に集約するものとして

付けられている｡以下の中国の自伝ではしばしば自分を号によって呼び､或いは号そ

のものが自伝の名前 となっているが､それはこのように自分 という人間の本質的部分

をあらわすものとなっているC且つそのようにして捉えられた特性とは､おおむね世
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間の価値に逆行する､或いは少なくとも合致しない､そこに独 自の価値が含まれてい

る､そ う･い う･特性が取 り上げられている｡｢抱朴子｣の号も､世間の故知 とは背馳す

る質朴さを標樺するものだが､~そうした性格や生き方を一つの価値 とするのは､士大

夫の精神の系許に沿 うものであって､葛洪だけの特性とい うわけではないo後の部分

で葛決は若い時から仕官はすまいと決意 し､巣父､許由以下､官に就かなかった古人

の名 を列挙 して彼 らを慕ったと記 しているのも､そ うした人物形象に己れを塾 どる意

織のあらわれである｡ ･また細部を挙げれば､たとえば ｢其の人を得 ざれば､終 日黙然

た り｣とい うのは､王充 『論衡』自紀の ｢其の人に非ざれば∴終 日言わず｣をそのま

亭用いているのも､先行するかたちになぞらえている｡

･自分の世に合わない性格の:説明､描写はなお具体的に続けられる｡

洗薬性潅#r､兼之多疾‥貧無車馬､不堪徒行､行亦性所不好｡又患弊俗捨本逐兼､

交遊過葦､故遂撫輩閑居 ､ ･守静革門､而無趨雅之所D至於擢豪之徒､錐在密跡､而某

或相識鳶｡･

_衣不僻寒､宣布免漏､食不充虚､名不出戸､不能憂也｡貧無償僕､離落頓決､荊疎

♯於庭字､蓮華塞乎階雷､披榛出門､排草入室､論者以底意遠忽近､而不恕其乏役也｡.

不時謁意､･故初不修見官長D至於弔大喪､省田疾､乃心欲 目勉強､令無不必至､而

居疾少健､恒復不周､毎見磯寅於論者､_洪引答両市他也｡意苛無偉 ､ ､,而病使心達 ､ 顧

不塊 己両替､亦何理潜入之不見亮乎｡唯明鑑之士､乃恕其信抱朴､非以養高也｡

_私は生来､猫背で痩せている.おまけに病気がち｡貧乏で車も馬もない.:歩 くこと

も三不得手である｡もっとも出歩 くこと自体が好きでない｡それに当世の､本務を捨て

末節 を追い､過度に社交好きな弊風を苦々しく思 うものだから､そ-のまま輩を撫 して

閑居 し､葛の門に垂れこめて､どこへも出向かない.権力者たちに至っては､目と鼻

の先に住んでいても､.互いに顔も知らない｡

着物は寒 さを防ぎ切れず､家は雨漏 りを免れず､食物は空き腹を満たし切れず､わ

が名 は戸の外まで出なくても､私は平気だ｡貧乏で下男もいず､生垣は倒れ破れたま

屋に入るには革をお しのけねばならぬ｡世の純音｣は､私が遠大なこ･七ばか り考えて身

近なものを馬鹿に しているのだと思い､使用人がいないばか りに こうなるのだ とい う′

ことを革めてくれない｡

-私は挨拶のしかたを知 らない｡だから全然上役のところに挨拶には行かない｡その

親力亨亡くなった確 のお悔やみ､当人が重病になった時め見舞い:ともなれば､自分に鞭

打ってどうしても行かなくてはいかんぞと心に言い書かせるのだが､平生病身で達者

な噂 のほうが少ないくらいなのや､それもつい欠かしてしまう･のが骨 である･｡それで

いつ滝 世間の人か ら非難 されるが､私は潜めを一身に引っかぶ っ て■平然としている｡
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私としては十分行 く気はあったが､病気が行かせてくれなかったまでのこと､いや し

くもその気持ちがあった以上､顧みて自分:に恥 じることはない｡どうして人が理解 し

てくれぬからといってくどくど言い訳などしようぞ0 日の見える人だけが私のまごこ

ろを認めてくれるだろうC

･葛浜の社 交嫌いな性向､そのた釧 こ世間の義理も欠 くことになってしまう内向駒 な

生き方を細かに記 しつつも､世俗を軽視 して自分を高みに据えるような､世俗 と対立

おも あなど
で弱気のためであって､性格がそ うさせているだけのことだ｣｢遠きを意い近きを忽

るJとか ｢高きを養 う｣ とかではないのだと繰 り返 し語 られているO『抱朴子』 白鮭

を特徴づけているのは､世俗に合致 しない､.或叫 ま世俗に背馳する人となり､ ･生き方

であるよりむ しろ､世間並みでない己れの劣等ぶりの過剰な叙述である･｡･これは 自分

の生き方､生きる態度についての言明の､王充とは遣ったまた一つのありかたであろ

う｡そしてこうした言い方の系譜を遡れば､それは慾康に始まっているように思 う｡

｢絶交書｣の中で寄席は自･分が官 として一人前にやっでいけない者であること凌 ､官

とい う世俗の価値を直接否定するのでなく､ ･自分をそれに値 しない劣者 と規定するこ

とによって説き付けようとする｡もちろんその裏に.自分 白身の周囲とは違った価値観､

態度が横たわっているのだけれども.､.それを直接あ らわにすることはない｡

自分を弱者 として規定すること､自分と相容れない価値観に対 して直接対立を蓑朋

しないこと､そ うい う態度をとったのは､哲康の場合は保身のためであ_つたO外部に

対する批判攻撃はそのまま我が身の生命の危険に結び付 く｡事実､替康はかくも細心

だったにも関わ らず､殺 される結未を招いた｡葛鉄の場合に披そうした外部oj圧力､

危険はなかったといっていいだろう.哲康ほどの重さをその当時の社会において もっ

外的な要因から要求されたものではないだろう｡葛浜は自分が世間の人々より劣るこ

とを言い立てて､それによって衆多と異なる自･己の存在を確認 しているかのようだ｡

己れの劣等ぶ り性格､容姿､学問､武芸など､あ･らゆる一方面から並べ立てながら､

一方でその記述の中に自分の優れているところも蕃き込まれている｡武人としての自

分の功接もちゃんと挙げているのであるo劣等 と優越 とのからみあっ＼たこの記述が葛

鉄の白銀を一筋縄でいかないものにしているのだが､そ ういう態度の根底.には､人間

はたやす く理解できる存在ではない､という葛洪の人間観があるように思 う｡自分が

他人を理解 しきれないように､他人も自分をたやす く理解できはしない ､.そ ういう人

間に対する認識があるように見える｡

そのことは､以上の引用部分に続いて更に世の人間周係､そ町中で四日分の態度が

他人の批判を軽々しく口にしなかったことなどを長々と述べた後で､次のように語る

ところにうかがわれる占
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且人乏未易知也､錐父兄不必轟子弟也｡同乎我者達是平｡異於我者達非乎｡或有始

無卒､唐尭 ･公旦 ･仲尼 ･季札､皆有不全得之恨｡無以近入信其噴噴管見黄燭之明､

両種評人物､是皆費彼上聖大賢平｡

それに人間というものは理解しにくいもので､父や兄でさえ必ずしも子や弟を知 り

尽 くせはしないのだO 自分と同意見の者ならすぐに正しいとしてよいものかO自分と

意見が違 う者ならす ぐに誤 りとしてよしいものか｡始めだけで終わりは違 うこともある｡

尭､周公､孔子､季札 といった人たちですら､完全に人を理解することはできなかっ

た｡身近な人だからといって､ぺちゃぺちゃ出任せを言 うべきでない｡葦の碇から天

人を売るようなものだろう｡

血を分けた親子兄弟ですら分からないことがある､まして他人どうLでは一層困難

だ､と人を理解することのむつかしさを述べ､さらに或る一つ′の部分だけを見て正し

いとか違 うとか決め付けることはできないというのは､人間は多様な存在であり､一

人の人間の中にも多様な要素があることを認めているのである｡人間は様々な要素を

複合的に含んだ存在であって､それを見る認儲己は限られたものでしかなく､だから人

の全体を正確に捉えることなどできはしない｡

人間は漬菜臣多岐な存在だとする人間観､これは貌晋の精神の多様化 ､ 複雑化を経た

後に登場 した人間観であろうO魂晋の精神史をしるしつける儒学の相対的後退､老荘

を中心とする儒家以外の価値の台頭､それにともなって人間の精神の多様なありかた

が公常 されてきた時代の変化によってもたらされたものであろう｡そして人間がその

ように複雑多岐な縛合体であるとすれば､そうい う人間を理解するのは容易でないこ

とになるが､人間を認識することの困難さを論 じていることは､ただちに自分 という

人間が他人かち簡単に理解されるものではないとい うことに繋がる｡ というよりも､

他人を理解することの困難さを語 りながら､実際には自分が正しく理解 されていない､

ということをいいたいのではないか｡ 自分が自分として理解 されていない､それこそ

実は自鉱を書く動機だったのだと考えられる｡それが述べ られているのは､長い自鉱

の末尾の部分である｡

洪既著 自鉱之潜､或人難日､｢昔王充年在耳順､道窮望絶､惟身名之倍液､故 自紀

終着｡先生以始立之盛､借乎有道之運､方将解申公之京島､登穆生之蒋輪､耀藻九五､

絶啓昆吾､何憾芥芳之不壊､市務老生之彼務｣ ｡

洪答日､｢未二億爾逸､而入居若軌 以朝菌之確秀､不移暑而 珍痔､類春華之暫柴､

未改旬而凋堕｡雄飛親之控零､激奄之乍照､未必達也｡末期商猶奔星之騰胸､黄髪如
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激箭之過酷､況或未萌而硯籍､逆秋而零捧者故｡故項子有含穂之嘆､接烏有夙折之京｡

歴.覚遮音逸倫之士､或以文亜而青巨躍､或以武功両虎曙､高熱薯於盟府､徳書被車管

絃､形器雄沈韓於淵唾､美歌風観而 日数､敏雄千首代､猶穆如也O余以庸臥 沈抑婆

婆､用不合時､~行舛於世､壁書則響輿俗帝､抗足則跡輿衆蓮､内無金 ･張之接､外乏

弾冠之友､循塗錐垣､両足無戯鱗､六虚錐暁､両翼非大鵬｡上不･能魔境匡国､下無以

額親垂名､美不審於良史､窄不附乎鍾鼎｡故国著述之鯨､而薦白銀之潜､錐無補於窮

達､亦横路束之有述蔦｣｡

私は白穀の筋を寄 くと､或る人が非難 して言った･､｢昔､宝充は六十歳になって､

道は窮ま~り望みも絶えて､身も名もともに滅びてしまうことを怖れ､そのために ｢自

紀｣を最後の簾にしました.先生侶三十とい う盛 りの時.に､めでたい御代に生まれ合

わせ､今こそ~申公培め ように朝廷からのU引出物･を受け取 り､穆生のように迎え由荷車

に乗るべき時｡文才を朝廷に輝かせ､名声を鳥吾にまで蕗かせることも夢ではありま

せんo芳名を揚げること-はいくらでもできるのに､どうして老書生の勉強だけに精出

してお られるのですか｣｡

私は答えたこ｢そもそも天地は悠久で､人がその間におるの･は仮住居の ようなものO-

朝菌が芽を出しても時を移さずに枯れ､春の花がしばらく咲いていても十 日たたずに

凋れるのに似ているO つむじ風が空を通 り過ぎ､稲妻がパ ッと光るのよりも､短い時

間であるO大体､百年の寿命 といえども流星のあげる炎のようなものこ白髪の年 とい
ナ卓虫

えども飛ぶ矢が戸の 隙 を横切るほどのはかなさである｡まして芽も出さぬうちに皮
こうたく

を落 とし､秋が来る前に薬を落 とすものさえあるではないか｡だから項粟は穂のまま

モ枯れる嘆きを免れず､捨子烏は若木のまま折れる悲運に遇ったC

歴代のすぐれた士を見渡す と､或る者は文芸でもって昇る龍のように出世 し､或る

者は武勲によって虎のようにしかと地歩を占めた｡高い手柄は功騎係の役所に記録さ

れ､良い評判は管弦に乗せて歌に歌われるd形骸は地下に埋もれても､.美鉄は風のま

にまに日々伝わるOだから百代千代たってもなお誉れはご消えないのであるO

私は凡庸な素質のため､いつまでも下層にうろうろしている｡才能は時世に合わず､

行ないは当今 とはずれている｡ものを言えば時の風俗と調子が合わず､足ふみ出せば
さん仁ってい

わけではないし､身のまわ りに王吉 ･√巽南のように互いに引き立ててくれる友もない｡

行く道は平iB.でも願鱗のよ うな駿足ではなく､大空は広くても大鵬の翼は持ち合わせ

ない.上に向かっては雄飛 して国家を救済すること･もできず､降らては親の名を揚げ ､

わが名を後世に残すこともできない｡手柄を歴史に載せ られ､名前を鐘 ･鼎に刻まれ

る当てもないDそこで自著の巻末によせて､自鋲の盾を作った｡この世での遇不遇に

は何の足 しにもならぬが､後世の人がこれを見て言い伝え｣てくれるこ･とだけを心頼み

にしてである｣｡
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自赦着を通 じて-果した自己卑下､自分は詰まらない､取るに足 らない存在である

とい う自己についての課織､そうした自己の捉えかたそのものが自鉱執筆の動機にな

っていることをここでは語っている｡もともと資質に乏しく､この世に何かをのこせ

るとい う器ではないC だからこそ自分で自分のことを書き記 しておくことによって､

自分 という人間がこの世に生きていたことのあかしとしたいとい うのだ｡

人間の生は有限であり､ほどなくこの世から消滅 してしま う､それを救 うのは名を

残すことだとい う考え方は古 くからあったoそれを文学をのこすことによって達成 し

ようというはっき りした表明をしたのは耗文帝であった｡『典論』論文に ｢年寿は時

有 りて尽き､栄楽は其の身に止まる｡二者は必ず至るの常期なり｡ 未だ文章の無窮な

引 こ若かず.｣同 じ考えは 『三国志』文帝紀注に載せる曹盃の ｢王朗に与 うる審｣に

もい う､｢生きて七尺の形有るも､死なば唯だ一棺の土のみ､唯だ徳を立て名を扱げ､
しば

以て不朽たるべ し｡其の次は篇籍を著すに如 くは莫 し｡疫病数 しぼ起こり､士人彫落

す｡余は独 り何の人にして､ 能 く其の寿を全 うせんや｣｡骨壷の場合､太子そ して後

には天子 とい う特別な存在であったにも関わらず､だからといって死を免れることは

できず､さればこそ死の必然は一層痛切に感 じられたであろう｡古来天子は地上の最

高権力者 としてこの世のすべてを自分の思 う通 りにしうるのに､死だけはいかんとも

しがたいがゆえに､秦の始皇帝 .漠の武帝など不老不死-の欲望は常人以上なものが

あった.曹垂は求仙には向かわず､著述､文学の成就によって不死を獲得 しようとす

るO曹盃にとっての文学は､消えてしまう己れの生を永遠に繋ぎ止めようとするため

の切実な欲求か ら生まれたのである｡

,管玉が優れた文学を創 り出すことによって不朽でありたいと欲 したのに対 して､葛

淡は自分 とい う人間の記録､それを書きのこすことによって､自分の姿を後世に伝え

たいと願 う｡この世から自分がいなくなっても自分 とい う存在を伝えるためには､自

分で自分の事を書いておくほかない｡それが自伝執筆に駆 り立てたのであった｡中国

の自伝の系譜の中で､ここにまた一つの自伝の動機が提出されたということができる｡

後漠から魂､晋に至る間の三人の自伝を見てきた｡葛鉄の自穀は先行する王充､曹

衣の自鉱を意識 して普かれたことは､文中に見えたとお りであるo しかしながら､こ

の三人はそれぞれ際立った特徴をもっている｡まず出身､家柄から見れば､王充は寒

門､曹衣は王室､そして葛洪はかつて呉では名門であったのが､呉が滅びて晋に仕え

た亡国の名族､それゆえ寒門と名門の意識をいずれも先鋭にせ ざるをえない複雑な思

いを抱いていたことであろう. 王充の自己認織は衆多と異なっているとい うかたちで

自分の｢輪郭を確認 していく｡曹盃は衆多より卓越 した存在 として自分を捉える｡義政

はなに一つ取柄 もない､凡庸な人間として自己を把握するBこのように対照的であり

ながら､その自伝執筆については或る種の共通性がある｡王充には周囲と相容れない､
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まわ りから理解 されない激 しい孤立感があって､そ ういう自暦 を理解 してもらうため

には自分とい う人間の姿をこめように書きのこすしかなかった.管玉は白銀の分量が

少なくてなぜ彼が執筆 したかにまでは言及されていないが､自分の卓越を周価 に誇 ら.

かに示 したいかのようだ｡葛決は末尾に詳 しく述べられ七いるよう虹､つまら凄 い人

間､それゆえに死ねば消えていうて忘れられる人間である自分をなんとか将来に形あ

るものとして伝えるためのやむをえざる常みであっ･た｡それぞれにニュアン早は異な

りながらも､そこから共通性を引きだせば､いずれも自分という人間を理解 してもら

いたいという欲求､同時代のみならず､未来の世にも自分という存在が伝え.られ､理

解 されたいとい う希求からこうした自伝が書かれたといえようDこのようにまとめる

ことができるなら一ば､これはこの三者に限られず､自伝なる.もののもつ普遍的な性格

といえるものでもある｡古今東西､自伝執筆に共通 していえることは自分という人間

を記録 し､それによって同時代､将来に渡って自分 という人間を理解 してほしい-とい

う人間の切実な思いから発せ られているといえるのではなかろうかO

**

春物の白銀 としての自伝はなおその後も連綿 と続 くOそれは顧額剛の 『古史弁』の

｢自序｣まで至る｡これは平岡武夫氏が 『ある歴史家の生い立ち』句とい う悪で訳さ

れたように立派な自伝であるが､それも書物の自鋲として書かれたものである｡ ごく

最近の例では陳胎撤氏の 『論詩雑著』①にも末尾に ｢うしろに付 して一一いささか眉

伝に代えて一一｣という一潜が付されている｡中国の伝統の根強さには驚かざるをえ

ない｡中国の自伝文学の中で､西欧の自伝に最も近いのは､こうした書物の自序とし

て書かれた､自序の中に含まれた自伝的部分であろう｡以下にみていくかたちの中国

的自伝文学はこれほどに西欧の自伝に近いものはない｡ただこのような最も自伝 らし

い作品も､あくまで事物の自序として書かれたものであって､自伝的性質を持たない

自序の方が多い し､自伝的部分もその書物の執筆の由来を記す過程において自伝的記

述に及ぶのであって､自分という人間､自分の人生を語ることを主たる目的として書

かれたものではない｡｢自伝｣そのものが成立したわけではないのである｡

① 馬融 ｢自叙｣は 『世説新語』文学簾の劉孝標注に引かれ､鄭玄 ｢自序｣は 『文

苑真筆』巻七六六に収められている.

② ｢発憤著書｣が中国において著述を促す重要な動機となったこと､またその系譜

については､林田慎之助氏の ｢韓愈における発憤著書について｣(『中国中世文学評論
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史』創文社､一九七九)に詳 しい｡

③ ･申JlJ久定 『自伝の文学』(岩波新書､一九七九)一九頁.

㊨ ー『三国志 ‡』(筑摩書房 世界古典文学全集 一九七七

⑤ _『抱朴子 ･列仙伝 ･神仙伝 ･山海経』(平凡社､一 九六九)

⑥ 『ある歴史家の生涯』(岩波書店､⊥九五三｡岩波文庫､一九八七)

◎ 『論詩雑著』(北京大学出版社､一九八九)
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Ⅲ かくありたい我れ

一 一 ｢五柳先生伝 ｣ 型 自伝一一

書物の自序の中に含まれた自伝的な記述は､最も西欧の自伝に近いかたちを備えて

いるように思われる｡ それに対して､陶淵明 ｢五柳先生伝｣に始まる一連の作品は､

ふつ う~中国の自伝文学としてまず挙げられるものであるが､実は西欧の自伝 と はあ妄

りにも掛け離れている｡かといって自伝的要素がないわけではないし､それにこの型

の白､伝を除外 してしまえば､ 中国にお ける軒伝文学はいたって貧 しいものになってし

まう｡｢五柳先生伝｣型の自伝のどこが自伝的なのか､どこが西欧の自伝 と異なるの

か､~それを見ながら､中国独特の臼.伝文学のありかたを探るこ･とにしたい｡

個 淵明の ｢五柳発生伝｣が出現したあと､この型の･自伝は連緬と書かれ､中国古典

l

如 として世にあらわれたのだろうかQ文学の歴史の中で､とうしたかたちJの伝が登場

するためには､やはり淵甑があったに違いない｡ここでは先行する三っのタイプの人

物伝の流れが一つに合流 して､そこに ｢五柳先生伝｣が成立したと考えてみたい｡-

っは前章で見た､書物の ｢計序｣切体裁をとった自伝である｡司馬直以来の ｢自序｣

によって､聾者が自分自身の人生を述べるというエクリチュールがすでに用意されて

いたのである｡二つは架空の人物の伝であり､三つは理憩的人物の伝である｡ ｢五跡

先生伝｣を読む前に､架空の人物の伝 と理想駒人物の伝という二種韓の人物伝につい

て見ておこう｡

- 架空の人物･の伝

人物伝がふつ う実在 した人間の記録であるのに対して､架空の人間に ついて記され

た伝記がある｡そこに形象化された人物は明らかに仮紺のものであり､現実性は希薄

で､ というよりむしろ荒唐無稽な記述が目立ち､聾者は明らかに架空であることを読

者に向かって表示 しているのである｡ しかし単にあるべくもない人間を措きだしたと

い うのではなく､･そこには筆者がそのような人間を希求し､自分もそのように生きた

いとい う強い願望かこめられているo 自伝の系譜をたどる中でこのような伝にも触れ

るのは､そこに筆者 自身の ｢かくありたい｣という廟望が託され､･その態度が ｢五柳

先生伝｣にも流れ込んでいるからである｡

そのかたちの伝の最初に位置するのは､司馬遷 と同時代､やはり漢ゐ武帝の時の人

である東方朔 〔前一五四L-前九三)の ｢非有先生伝｣･である｡梁 ･潅晴の 『文章縁起』

は文学ジャンルのそれぞれについて最初,oD作者､作品名を挙げるもめだが､｢伝｣の
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条では ｢漢東方朔 非有先生伝を作る｣ と記 して､｢伝｣の噸矢 としている｡ しか し

『文章縁起』 とい う書物は､『隔曹』経籍志に ｢任肪 『文章始』一巻､録有るも書無

し｣ とあ り､『旧唐著』重文志では ｢任肪 『文章始』一巻｣､その注に ｢張績補｣ と

あり､宋以降はこの張蹄の補木が行なわれたらしい｡(『四度提要』集部詩文評類)

そしてこ.の件晶を載せている 『漢書』巻六五 ｢東方朔伝｣､また 『文選』巻五一では

いずれも ｢非有先生論｣に作っているO実際､内容は議串が主であって､人物の経歴

や事跡を記す ｢伝｣ とは異なる｡｢非有先生｣の号からしてそれが架空の人物である

ことを明示 しているが､架空の人物による議論を開陳するのは､司馬相知の ｢子虚賦｣

(『文選』では ｢子虚蹄 ｣と ｢土林賦｣二篇に分ける)が ｢子虚｣｢亡是公｣｢烏有先

生｣とい う非実在を意味する名前で登場する三者の問答で展開するように,湊脚の中

では習兄のものだ｡｢非有先生伝 (論)｣はそ うした漠臓の､散文によるバージョン

であり､架空の人物を配置するのは作者の蕗論を開陳するための仕掛けである｡ テキ

ス トに ｢伝｣ とするものと ｢論｣ とするものとがあることは､伝 と論 との境界の噴昧

さ､不分野さを示 しているO その蘇論の方に重点を置けば論になるし､そ うした議論

を吐露する人間の方に重点を置けば伝になるわけだ｡

一｢非有先生伝 (論)｣の内容は､呉に仕えた非有先生が三年間鳴かず飛ばずでいた

のが､ 呉王が東請するのに応 じて､君主のあるべき道を説き､それを聞くにつれて呉

王は心を動かし､それを実践 し､その結果呉の国にはみごとな治政が実現された､と

い うものである｡ 議論は戦国嘩説家のそれと同じく政治の道義を説 くもので､作者?

直接な表明を嘩けて､非有先生一呉王という虚構の枠を設けているのも､速説家が自

説を述べる時に用いた説話のなごりである｡全体に虚構の枠がはめられているのであ

って､非有先生自身についてそれが架空の人物であることを示すために言葉が費や さ

れているわけではない｡そもそも非有先生の人 とな りについてはほとんど描写されて

いないのである｡やはり詩論の内容が肝心であ り､議論を説き付ける非有先生の人間

について の関心は喚起 されない｡｢論｣とするテキス トが多数を占めていくのも当然

で､-これを ｢伝｣として扱 うのは無理があろう｡

｢琴有先生伝 (請)｣は漠の ｢賦｣や ｢設論｣のジャンルに類するとみなしていい

であろうが､それを継承する院籍 に 一〇一二六三)の ｢大人先隼伝｣に至ると､単

に談論を発するための遷具立てであることから脱却 して､特異な人物形象の描出がか

なりの重みを占めるものに変貌 している｡ しか しこれも ｢大人先生論｣に作るテキス

トがある｡『晋審』巻四九本伝に引くそれは ｢伝｣なのだが､『世説新語』棲逸蘭の

劉孝標注に引く ｢竹林七賢論｣では､｢籍帰 りて､遂 に大人先生論を著す｣ とあるC

字の異同がのこ.ることは､これも論 と伝の中間に位置 していることを示 している｡

院籍 ｢素人先生伝｣の初めの部分を見よう｡ ｢大人先生は､蓋 し老人な り｡姓字を

知 らず｣｡人物の伝では冒頭にまず名前 ･U字を記して､そ こから記述が出発すること､

今まで見てきたとお りだが､ところがこの伝では､最初に記すべき名も字も不詳であ
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ると等き始められている｡姓名は社会の中で個人を分かつのに欠かせない指標であ-る｡

の世の中から逸脱 した､超越 した存在であるこ とを示 している｡読み進むにっれて､

この人物が架空の存在であることを示す様々な特徴が語 られていくのだが､現実を超

越 した人物であるがゆえに世間的な名前をもたない､或いは世間の立場にいる書き手

にも不明である.分かっているのは､｢大人先生｣ というあ一だ名だけだ｡このように

冒頭に対象 となる人物の名をわざと挙げない､とい.う書き方は以下の ｢五柳先生伝｣

型･自伝に共通する一つの特徴 と.なる｡

与えられた大人先生という各は､_｢伝｣が以下に述べていくこの人物の特徴を集約

しているO現実を超越 した存在､『荘子』にいう ｢大人｣なの･だD｢大人｣･の語は 『周

易』を始めとして儒家の書物にも表われるが､｢大人先生｣が直接由来する所 はいう
皇じ

地 と常を為さん｣云々と語る ｢広成先生｣が世俗の世界の支配者である貴官に向かっ

て現実を越えた生のありかたを説き､また同じ常には.｢以て無端に遊び､無葉に出入

し､ 日とともに始まり無し｣という ｢大人の教え｣が述べられている｡院籍の ｢大人

先生｣も時間を超越 し､世界の始源から知悉 している｡｢天地の始まりを陳べ､神 (磨)

･黄帝の事を言いて､昭然なり｣｡そ してまた時間も空間も現実ゐ尺度を超越七ていI

る｡ ｢万里を以て-歩 と為 し､千歳を以て一朝 と為す｣｡続いて現世の滴 束から解き

放たれた自在な生のありかたが緯線述べられた後､大人先生はいずこともなく消えて
ド

しま う.｢天下 其の如き往 く所を知る莫きな り｣ここのように概括 された後､さら

に君子､隠士､薪者が登場 し､それぞれ立場の違 う三者 との対話を通して大人先生の

思想が語 られ､現実を超越:して自由な大空間に飛押する人間の形象が措かれている｡

院籍の ｢大人先生｣:と 『荘子』 との間にはさらに司馬相知の ｢大人賦｣(『史記』

巻一一七､『漢書』巷五七下の司馬相知伝に引く')が介在 していることを､福永光可

氏が指摘 している｡¢司馬相知の ･｢大人賦｣Lは 『史記』の端書きによれば湊武帝が神

仙を好むのを見て､帝王の仙のありかたは山林に住む仙人が形容結構す るのとは異な

るこ.とを諌める意図から著わされたとい う′もので､『周易』の ｢大人｣が君主を意味

するのも伴 うが､院籍の場合は君主とは離れ､専ら 『荘子』の広大な空間を自在に運

動する超越者 としての ｢大人｣･が描かれる｡

院籍の ｢大人先生伝｣は､院籍が孫登を訪れ､そこ~から戻って著わされたとt記 して

いる｡一､大人先生は孫畳を直接のモデルとしているか に読める｡『晋審』･の ｢大人先生
かつ あ

伝｣､を引けば､｢籍 常で蘇円山において孫登に過∵い､与に終音及び棲身導一気の術を

商略 (討.請)せんとするも､登は皆な応えず｡籍因 りて長藤て退 く｡半嶺に一至 り､_声

の背鳳の音の若きの巌谷に響 く有るを聞く.｡ 乃ち登の噺なり｡遂に帰 りて大人先生伝

を著わす｣｡(『三国志』巻ニー五条伍 の注に襲松之が引く~『親氏春秋』｢では∴院籍の

-43.-



孫登が院籍の問い掛け に一切答えず､藤をもってのみ返 したのは､言葉による蕗論は

不可能であると_して､癖によって一切に答えたのである｡噺は口をすぼめて声を出す

発声法だといい､『詩経』から見えるが､ことに戟晋に至ると､当時の哲人たちが彼

らの自然 と一体化 した､自由無碍な精神のありようを表現する特別な意味を帯びるニ

に触発 されて書かれたとい うのは､大人先生が孫登の形象を反映 していることを示唆

するだろうが∴『晋書』は作品のpSI用に統けて ｢此れ亦た籍の胸懐の本趣な り｣､~｢竹

林七賢論｣では ･｢言 う所は皆な胸懐の間の本趣にして､大意は先生は己れ と_異ならざ

るを謂 うな り｣十『親氏春秋』では ｢籍は乃ち蘇門先生の論Lに仮 りて以て懐 う所を寄

す｣､いずれ も■孫登に触発 されながら､同時に院籍 自身の思いを表わした一ものでもあ

る.とい うQ ｢胸懐の本趣｣とは自分もかくありたいとい う願望であろうD孫畳に基づ

くとしても､｢伝｣の中の ｢大人先生｣は明らかに実在 しない荒唐無稽な人物であり､

架空･の^l間を造型することによって白.分の願望､自分 という人間がこのようやありた

いとい う願いを形象化 しているのである｡ 自伝が自分についての事実を述べるのに対

して､ここでは一人の人物像を造形することによって自分の抱く願望を書 くのであっ

てヾそれが盾伝 とはいえない ことは確かだが､しか しながら ｢五柳先生伝｣型 自伝 と

い う~のはいずれも ｢かくあった｣..自分ではなくて ｢かくありたい｣ 自分を措 くものな

のだ｡ ｢五柳先生伝｣型 自伝では､後で見てい(ように､ ｢大人先生伝｣のような明

白~な虚構性は影 を潜め､そのまま事実の記録であるかのように読むことができる｡ ビ

ジョ､ンから事実-､_その傾向は時代を追 うにうれて強まるO,B伝 と目されるゆえんで

ある｡.しか し ｢大人先生伝｣̀のように虚構であることが明示 されている場合でも､読

者はある程度の自伝性 をそこに感取 してきたようだ｡ ｢此れ亦た籍の胸懐の本趣な

り･｣∵､｢大意は先生が己れ と異ならざるを謂 うな り｣､｢以て懐 う.所を零す｣ とい う記

述は､･∴大人先生凌院籍に重ね合わせて読まれたとい うことを示 しでいる｡■しかし福永

光司氏のように､これを院籍の ｢哲学的自叙伝 ともい うべき｣①ものだとい うにのは､

いさ~さか抵抗を覚えざるをえない｡･｢哲学的-B叙伝｣･といえば､近代以降の哲学者の､

例えば阿部次郎の 『三太郎の El記jL.出隆の 『哲学以前』などのような精神遍歴を回

顧 して泊 亘の思想形成を叙述 した雷物が想起 されるが､｢大人先生｣にそ う.した ｢藩

歴｣､つま り迷い､尋ね歩きなが ら自己を作.り上げてい(Iとい うL変容の過程は記 され

ていない..｢大人先生｣町思想は初めから周定･した､.確立 したも･のであり､それを様

々な面から説明 しているのであって､儒家の君子や ら道家の隠者や らが登場するのも

厚想薗歴 を語る,のでなく､桂かの思想 との対話の中で大人先生の輪郭を明かにしてい

く.に過ぎない■｡ 以下の中国の自伝においても∴人生の経験の中で変容 していく自己を

ち.とする鳥 のはか りだ｡これも中国っの自伝全体の特徴の一つ,とい うべきであろう-o
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∵院籍の ｢大人先生伝｣に対応する作が智廉 に 二三一二六=)にもあるO｢卜疑｣･

がそれだが､これは文体が違 う占一散文の ｢伝｣でなく､･『楚辞』｢卜居｣.の形式を借

人物が登場 して､やはり世俗の規範を無視 して広大な空間に居住行動する､老荘の哲

学を体現 した人間として述べ られている｡啓廉の ｢宏達先生｣も院籍の ｢大人先生｣ .

も老荘思想を具象化する人物を造型 し､その哲学を語る手口は同じである.そしてそ

うい うかたちで彼 ら自身の精神の希求が表明されているのである｡哲康が ｢卜疑｣と

い う羅体の文体で表わしたように､必ずしも人物伝のかたちを取る必要はないし､院

籍の ｢大人先生伝｣も ｢伝｣と壮いえ､｢論｣ とする本もあったよう/に､伝記文学の

噂外にある作品であるが､虚構の人物を設定 して自分の願望を表現する｣作品の塵場は

次の ｢五柳先生伝｣の出現を準備するものであった｡

二理想肘人物の伝

｢五柳先生伝｣の前に_もう｢つあらわれるのは､実在の人物､厳密にいえば実在 と

信 じられた人物の伝で､しかもそこに筆者の理想 ･願望がこめられているものであるO

それには啓康の 『聖賢高士伝費』を始めとする高士伝の類が挙げられる｡『陪審』経

籍志､史部雑伝には 『海 内先賢伝』､『四海著旧伝』『先賢集』など全国範囲のもの､

続いて 『売州先賢伝』『徐JJll先賢伝』など地方に限定したもの､いずれも撰者不詳の

｢先賢伝｣が並び､ ｢高士伝JLに移って『聖賢高士伝賛』三巻､聾廉撰､周続之注､

『高士伝』_皇甫畿撰､『逸士伝』皇甫敏捷などが並ぶ｡さらに ｢孝子伝｣｢家伝｣｢列

女伝｣､｢高僧伝｣｢列仙伝｣の類が続き､まさしく ｢雑伝｣である,が､その年 の ｢高

士伝｣の部分に注目をしたいoそこで撰者が明記されているのは､軸管以降の高士伝

である｡貌晋から､正確には啓康から､始まったものであろう｡啓康のそれと皇甫詮

のそれは､いずれも完全なかたちでは由こらず､今見られるテキス トは両者が入 り交

じっている箇所も少なくない｡啓康がどんな人物を取 り上げたかについては､兄の苦

音が記 した哲康の伝 (『三国志』親志玉条伝注引)にうかが うことができる｡｢上古

で､凡そ百一十有九人｡蓋七之を宇宙の内 に求め､之を千載の外に発する者なりO故

に世人は得て名づ くる美 し｣‥書各はでてこないが､これが 『聖賢高士伝賛』を指､し

ていることは明らかである｡｢世人莫得両名之｣､これは帯康が編 した人物たちが既

成の価値観では捉えようがなかったことを伝えている｡｢聖賢｣･だけならば､-それは

儒家の.基準でまとめられるのだろうが､そこに ｢隠逸遁心｣も一緒に含めるととによノ

って既成の概念では把握できなくなって･しまうのだ｡これこそ魂晋の新 しい人間観､

新 しい精神 の価値｢を示すものだづたことモあろうと

啓康の斬新な人間観樗基づいて編まれたであろうこの伝は､当然そこに静康自｢身の
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希求､自分が理想 とする人間像を反映していたに違いない｡とすれば､院籍が ｢大人

先生伝Jで掃きだしたような､岱康が ｢卜疑｣で繰 り広げたような､仮構の人物の}造

型と同･じ趣旨を､実在 (と信 じられた)人物について展開したものであったと考える

ことができるO架空の人物の伝､理想的人物の伝､そこには虚構､実在とい う差異は

あるものの､また前者が虚構ゆえにもつ遊びの要素､荒唐無稽な筆致を楽しむ要素､

それが後者にはないという違いもあるけれども､いずれも自分の理想､願望を体現 し

た人物の伝なのだ｡

書物の自序の中で自分白身の生を書くこと､実在にせよ虚構にせよ他者の伝を書き

ながらそこに自分の願望､理想を反映させること､こうしたエクリチュールが瓢晋ま

でにそろったところで､それを受けて出現する ｢五柳先生伝｣には､上の三つの要素

が浪然 と一体化 しているかにみえるO◎っまり｢五柳先生伝｣が対象 とする人物は､

虚構性 と実在性を同時に備え､自己の伝でありつつそれを他者 として記述 し､作者 自

身の生活の事実に拾いっつ同時に理想 ･願望の実現でもあるというように､三者の要

素がすべて溶けこんでいるのであるCこうして ｢五柳先生伝｣が登場二することになっ

た｡

三 陶淵明 ｢五柳先生伝｣

陶淵L明 (三六五一四二七)の ｢五柳先生伝｣は､中国的自伝の一つの型を創始 した

もので､それは以下に見ていくように､中国古典文学の有力なジャンルとして後の時

代に継承されていく｡その型､｢五柳先生伝｣型自伝 とはどのような特徴を備えてい

るのか､まず ｢五柳先生伝｣の本文を読んでみよう｡

先生不知何許人也O亦不詳其姓幸｡宅過有五柳樹∴因以虜暁蔦o

先生はどこの人なのか分からないDまた､その姓や字もはっきりしない｡家のまわ

りに五本の柳の木があったので､それにちなんで号 と､した｡

冒頭に ｢姓､名､字 ､籍貫｣の順で記すのは ､ 人物伝の決まったスタイルである｡

ここではそのかたちに沿いながら､しか■し記すべきものがいっさい不明である､と書

き起こされている.これは院籍の ｢大人先生伝｣の書き出しと似ている｡ ｢大人先生

は蓋 し老人な り｡ 姓字を知らずD｣大人先生の名が不明とい うのは､現世を経越 した

人格であることを示す指標であったD劉向 『列仙伝』､葛洪 『神仙伝』･などに記され
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る仙人たちもしばしば ｢その名を知 らずJ､｢いずこの人なるかを知 らず｣ と審かれ

ることがあるO姓名､籍貫の不明は異界の人であるしるしなのだ｡

｢大人先生伝｣の姓字不明はまた､それが実在の人物でないこと､仮構 された人物

の記述であることを示すものでもあった｡読み準むにつれて虚構性はいっそ うあきら

かになっていく｡ しかし ｢五柳先生伝｣の方では､虚構性を提示するというよりも､

故意にとぼけ､実在の人物であることをはぐらかしているような気配を帯びている｡

｢知 らず｣｢亦た詳 らかならず｣ とい う､話者が知 らないことを強調する繰 り返 し､

そして宅辺の五柳の木にちなんでそれを号とするとい う､人を食ったような命名法に

それが うかがわれる.

このわざといい加減な名付けは､｢五柳先生伝｣の重要な要素であって､注 目され

なければな らないO｢大人先生｣ という号は 『荘子』に由来するもので､大人の､恩憩

そのものを生きる人間にまことにふさわしく､人物とその名前との間に必然的な結び

付きがあるのに対 して､｢五柳先生｣の場合はまったく偶然の命名なのだ｡ こうした

名付けの方法にいくらか似た例として､場所にちなんで仮の呼び名がっけられるとい

うことは､それ以前にもないではない｡たとえば 『後漢書』巻八二下､方術伝の郭玉
いす

の唇に､郭玉に針治療の方法を伝授する老人について､｢初め､老父の何こより出づ
ふうナい

るか知 らざる有 り｡ 常に漕水に漁釣し､因りて漕翁と号す｣と云う｡本名や出身地が

分か らないことは老人の神秘性と結び付いているのだが､しかし ｢浩翁｣という号と

考人の間には彼が釣 りをしていた場所という､一応の結び付きがある｡それに対 して､

五柳先生には柳 との間にいったい どんなっなが りがあるのだろうか｡なぜ柳なのか｡

またなぜ柳は五本なのか｡たとえば ｢三径｣とい うことばは､隠棲者の住ま う場所に

ふさわしいものとして､陶淵明の時代でもすでに定着 していた｡｢帰去来の辞｣にも
し上うく

｢三径荒きに就き､松菊猶お存す｣と見えるが､それは湊の蒋詞､字元卿が､｢舎中

の竹下に三径 を開｣(李善注引 『三輔決録』)いたとい う敬啓に基づく､隠者のメ ト

ニミ- (換噛) となっていた｡のちに ｢五柳｣が隠逸者の代名詞となるのは､まさに

陶淵明の ｢五柳先生伝｣によるのであって､これ以前に五本の柳がどのような意味を

帯びていたか分からない｡

｢五柳｣が文学の因襲の上での意味を伴わず､彼の家に実際に生えていた木に過ぎ

ないとい うことも､陶淵明の耳学だったら､ありうる｡個人の実際の生活の中の物事､

文学的因襲を伴わない個別的な事物が､文学の中に持ち込まれるのは､陶淵明を画期

とする｡のちに杜甫が個人的 ･日常的な具体物を詩に取 り込み､中庸ではさらに一般

化 し､栄ではごくふつ うのことになる｡杜甫以前の文学は陶淵明のような例外的存在

をのぞけば､文学の中巧対象は作者の日常､現実その ものではなく､文学的周顔の中

であらかじめ定められている現実であったのであるC文学的因襲の中で定められた事

物で作品を作 り上げることによって､作品は文学とt,ての安定性を獲得する｡ それが

古典文学の文学 としてのありようであった｡従って我々が作品を読む際､そこに書か
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れていることを安易に作者 自身に結び付けて しまうことには慎重でなければならな

い｡作品の意味はまず文学の枠組みの中で機能するのであって､件者の現実は -｢文学

化｣された うえで投影 しているに過ぎないのであるO このような様式性の強固な古典

文学の中にあって､文学的因襲から逸脱 した事物を盛 りこむ､作者 自身の日常をその

まま作品化するとい うことは､はなはだ大胆な試みであったに違いない｡それは文学

にならない危険､文学言語 として成立 しない危険を多分に含むのである｡ 日常の具体

物を取 り上げっつそれを文学 とするには､因襲の中で文学行為を繰 り返すのとは別の

機微を心得ていなければならない｡その機微を述べるのは､因襲に従 う文学が文学で

ありうる仕掛けを探るよりずっと困難なことだろうC恐 らくそこには日常 ･具体 ･個

別でありつつ普遍に通 じる何かの要素が介在 しなければならない｡因襲性によって塗

りかためられた作品の中にそ うした異質の要素を盛 りこむことは一つの衝撃を与える

効果はもつであろうが､それだけでは文学としての生命力は持続 しない｡個別を通 し

て普遍に到達 した時に､因襲に依った文学よりずっと生き生きした文学が生まれるの

であろう｡

しかしたとえ陶淵明の住まいに本当に柳の木があったにせよ､読者にとっては関わ

りのないことだ｡家のまわりの五本の柳の木にちなんで ｢五柳先生｣ と名づけたとい

うのは､ ■名前が人間を表わす という言葉 と物 との結び付きを拒絶 している､そのこと

のもつ意味の方が大きい｡言葉 と現実の関係をわざとはずして しま う命名なのである｡

それゆえに､これは虚構の提示 というよりも､現実を額晦させる作用が強く働 く｡ そ

して現実を韓晦させ ようとすることが､かえって五柳先生と現実､言い換えれば五柳

先生 と陶淵.明と由結び付きをあらわにしてしま う｡だからこの冒頭は話者≠主要人物

を表面上提示~しながら､実はそれによって話者-主要人物を示す､とい う逆説的な組

み立てになっている｡書き手はこの人物を知 らないと云いながら､まさしくそ ういう

ことに⊥よって登場人物は即ち書き手にほかならないことを示 してしま う｡このかたち

は､以下の･｢五柳先生伝｣型 自伝に必ず継承 されていく手法の一つである｡

閑静少言､不慕柴利｡

ものしずかで口数少な(､名著とか利益を求める気持ちはないO

ここか ら五柳先生の人 とな りが叙述 されていくが､まずは性格の全棒を寡黙 と無欲

として総括するD 寡黙 と無欲の反対､つま り健舌 .喧境 と食欲は､世俗の世界の特徴

である｡『湊審』揚雄伝に ｢黙 して探港の思いを好み､清静にして為す亡く､普 く-

噂)'欲少なし｣とあるように､揚雄の性格 と重なり合 う｡五柳先生の人物形象は､~以

下にも見 られるように壊雄が影を落としている｡
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好蘭書､不束甚解｡毎有骨意､便欣然忘食.

書物を読むのは好きだが､ とことんまで理解 しようとはしない｡ 自分の気持ちにぴ

ったり合 うと､嬉 しくなって食事も忘れてしまう｡

この部分は､章句訓話に拘iFEする当時の学問の風潮に対する批判､細輪である.と読

み取 られ ることがあるが (清 ･方宗誠 『陶詩真詮』)､少なくとも表面上は､ちゃら

んぽらんな読み方をしていることを云っているに過ぎないO自分に引き付けて本を読

み､自分が楽 しければそれでいいとい う読書の旗度､それは上の ｢栄利を慕わず｣に

続 くもので､本を読むことが学問を身につけ､世間での名声､利益を得ようといった､

読審以外のものを目的とするものではないことを語っている｡

これは読書の快楽､ないし快楽 としての読書について語った､最も早い記述であろ

う｡本を読むことの功利駒 な意義は説かれても､読審そのものがもたらす楽しみを語

るものはほかに見つけにくい｡のちに杜甫の鹿部時代の詩 ｢漫成｣二首の二､｢馨を

読みで難字過ぎ､酒に対 して壷に満つること頻 りな り｣は明らかに陶淵明を用いてい

る｡鏡花草堂に落ち着いていた時期の杜甫は､身辺の静かな日常を楽しむ陶淵明に近

い心境でもあった｡ しかし 『杜甫評注』ではこの句を老眼になって難 しい字がよみに

くくなったことをい うと解 している｡陶淵明の ｢甚 しくは解_するを求めず｣という読

書の態度がいかに斬新であったか､それをふまえた杜甫の句が晴の人にす らなお正し

く理解 されていなかったことからも分かる｡冒頭の五柳の命名から始まって全編に､

ちゃらんぽらんをよしとする遊びの精神があふれているのである｡

ここで触れ られた本を読むこ,との快楽は､以下に続 く酒を飲むことと同じく､隠棲･

の生活の中で享受することのできる愉悦について語る文脈の中に置かれている｡愉悦

とい うのは､その行為自体のなかに快感を覚えるものであって､何かそれ以外の目的

や価値をもつ行為からは生まれない｡気ままな読書も､酒の楽し■みと同等のものであ

って､それ以上の意味をもつものとはみなさない｡書物を措き､気ままに読み飛ばし

読み耽ける､そ うい う快楽を語っていると受け取れば､ それで充分なのだ｡この伝は

すべて五柳先生の享受している歓びが綴 られているのである｡

その歓びはいずれも日常生活の中に誰でも兄だすことのできるさLさやかな歓びであ

る｡個人の生活ぬ中に潜んでいる生きることの歓び､それを的確に操 り出して言葉で

示す､_これ も陶淵明の新 しさの一つに数えられるO これを継承 して意識的に拡大 して

いったのが､白居易の閑適の文学である｡

性樽酒､家貧不能常得､親蕃知其如此､或置酒而招之｡

生まれつき酒好きだが､しかし金がないのでいつも手に入るとは限らない｡身近な
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人たちはそんな事情をよく知っていて､酒を用意して呼んでくれることもある｡

満足できるほどに酒が飲めなかったことは､｢挽歌｣其-に ｢伍だ恨む らくは世に

在 りし時､ 酒を飲みて足るを得ざりLを｣､英二に ｢在昔 酒の飲むべき無 し､今は
たた

但だ空隙湛 う｣など､ほかの詩でもたびたび洩らしている｡本当に陶淵明は酒に事欠

くほど貧乏だったかどうかよりも､そういうかたちで自分を先行する人物に重ね合わ

せていることに注 目しよう｡｢飲酒二十首｣其十八に ｢子雲は性 酒を噂むも､ 家貧
さい.b ひ ら

しくして得るに由し無し｡時に清 いに好事の人､静を載せて惑 う所を砧 くO牌 来た
はか み

れば之を尽 くすを為 し､是れ諮れば塵たされざる無し｡時有 りて肯えて言わざるは､

宜に国を伐つに在らざらんや｡仁者 其の心を用いるに､何ぞ嘗て顕黙を失せん｣一
一揚雄は生まれ付き酒好きであったが､貧乏で手に入れるすべがなかった｡時たま物

好きな人のおかげで､どぶろくを運んで疑問を解きに来る｡杯はさされれば最後まで

飲みほし､相談事は必ず充足 してくれる.答えようとしない時もあるが､それは外国

を征伐する相談の場合｡ (『漢書』蓋仲野伝に春秋の柳下意､各の君から斉を討つ相

談を持ち掛けられて仁者には国を討つ話は問わないものだといった)仁者はその心も

用い方において､:はっきり言 うべきことと黙っているべきことのけじめを守るものだ｡

この詩では揚雄が酒に欠乏していたこと､酒を携えて来た人と酌み交わしたことが語1

られるが､それは 『漢寄』揚雄伝の費に ｢家素より貧しくして､酒を普 (-嘩)む0

人 其の門に至ること希なるも､時に好事者有 りて酒肴を載せて従い遊学す｣をふま

えている｡場雄に我が身を捉えるこ･とは ｢五柳先生伝｣全体に浸透 している｡

酒の不足は生活の貧しさの端的な現われであるQ生活の貧 しさ､物質的に恵まれな

いことは､ 隠者ccL条件の一つである｡ただ､重要なのは貧 しいことではなくて､貧 し

さを気に掛けずに生きることである｡孔子が顔回を賞賛したのも､貧 しい生活に耐え

たことよりも､貧 しさの中でその ｢楽しみを改めなかったJことであった｡ (後述)

歯を食い縛って貧窮に耐えるがんばりは､中国の隠者の在 りかたとしてふさわしくな

い｡ ｢挽歌｣の中の貧窮のぼやきにも､ どこかとぼけた味わいがただよっている｡

近隣の人と酒を汲み交わしたことも､ たびたびほかの詩に唱われている｡｢我が新

たに熟せる酒を虚し､双親もて近局を招く｣(鳩 田 周層｣其五上 ｢故人 我が趣き
たすさ とも 生さ な

を渡し､壷を準 えて相小与に至る｣(｢飲酒｣其十四)､_｢歓を得ては当に楽 しみを作
あつ

すべ し､斗滑 もて比隣を釆めん｣･(｢雑詩｣其-)などなどD揚雄の場合は好事家が

酒を手に質問に来たというが､陶淵明の方は近隣の人たちとの飲み食いであって､立

場は対等だ｡他の詩では陶淵明の方でも人を招待しているが､ここでは貧しさを云 う

ためにもっぱら招かれる方だけを述べている｡

飲酒は中国の古典文学の中で蛙､世間的な秩序に反抗する意志表示であった｡酒の

快楽は人を陶然とした境地に引き込むゆえに体制と相容れない｡体制を外れる隠者 と

結び付くゆえんである｡ かくて隠棲の生活の中で酒植必ず伴われる物と･して常に言及
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される｡ しか しここでは酒の反俗性よりも､飲酒の快楽そのものが説かれている.

造飲靴酔､期在必酔｡既酵而退､曾不審情去留｡

(招きに応 じて)そこへ行って飲めばいっも最後まで飲み尽 くし､絶対に酔っ払っ

てしまお うと心に決める｡ できあがってしまえば退散 し､立ち去るのに未練を覚える

ことはない｡

ここで付 け加えているのは､飲みっぷ りの見事さ､そして潔さである｡飲むとなれ

ばとことん飲むoこれも壊雄伝にあった.酔ってしまえばさっさと辞去する.これが

いわば陶淵明の飲酒の美学であるO言葉を換えて云えば､快楽は存分に味わう｡(｢雑
詩｣英一にも ｢歓を得れば当に楽を作すべ し｣とあった)それでこそ快楽であるO と

同時に､快楽に引きず られ､溺れることはない｡悟漁 とした態度を宗とする.

環堵粛然､不蔽風 日｡ 短褐穿結､輩瓢屡空､畳如也｡

家のまわ りの垣根は隙間だらけで､風や 日ざLを防ぐこともできない｡つんつるて

んの着物は穴が･あいた りつぎをあてた り､かの顔回と同じく (『論語』薙也篇に ｢一
し

箪の食､一瓢の飲､匝巷に在 り､人は其の憂いに堪えず､回や其の楽しみを改めず､

賢なるかな回や｣)､飯びつ一つ､瓢箪一つ､それす らしょっちゅう空っぽだが､心

は平然としている｡

ー貧乏は酒の欠如だけではないO生活の根幹である衣食住すべ_てにわたって貧窮その

ものだが､それにも関わらず ｢畳如｣たるものである｡｢畳如｣ とは､外的な条件に

左右 されず､自分の内部で平静な精神を保っている状億をいう｡隠棲 という生きかた

の本質は官に就かないとか山に住むとかいった､外にあらわれた行為ではなく､そ う

した外的要因と没交渉に内面の世界での安定､心の充足を獲得することであって､｢畳

如｣ とい うことばはまさしく心のそうしたありようをい うものだ｡これは世の中が落

ち着いている状態を指すこともあるが､個人の心の安らいだありさまをい うのにも用

いられ､隠棲の文学にとって重要なタームの一つである｡『漢審』揚雄伝にも､｢家
たん

産は十金に過ぎず､乏しくして謄石の償え (わずか一､二石の備蓄)無きも､畳如な

り｣､やはり物質の乏しさに関わらず安 らかなままであった､と言 う ｡番康 ｢幽惜詩｣

にも､｢世 と営なむ無 く､神気は鼻如た り｣と見える｡陶淵明自身も ｢始めて鎮軍参
な ふ こフむ

軍と作 り曲何 を経｣詩に ｢褐を被 るも欣んで自得 し､屡 しぼ空しきも常に畳如た り｣

と同じ言回 しが用いられている｡
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常著文章自娯､頗示己志｡

いつもものを書いては自分で楽 しみ､そこにいささか己れの心情をあらわしている｡

｢己志｣の内容はここではもちろん経世の志といったものではなく､ 以上に述べて

きたような個人の内部に生ずる楽しみの感情であろう｡ 気ままな蔀事の楽 しみ､酒を

飲む楽しみ､無一物の中で平然としている心情､それを言葉によって書き表わすこと

を､もう一つの楽 しみとして加えているのである｡この ｢文章を著わして自ら娯 しむ｣

の楽しみは､上に綴ってきたものと性質をやや異にしている｡前のはそれ自体が楽し

みであったが､これは楽しみを楽 しみとして書くことの楽 しみであって､楽 しみ自体

を対象化 しているからである｡いわば ｢メタ楽しみ｣とでもいったものだ｡もし五柳

先生という純粋に理想的な隠者が存在 したとしたら､最後の楽しみを書く楽 しみとい

うのは必要ないのではなかろうか｡楽しみを書くという行為は楽しみの外に出てそれ

を客体化して捉えるものであって､本当に楽しみに浸っている人には無用な行為なの

ではないか｡にもかかわらず､ここで楽しみを書くことも楽しみの一つに数え上げて

いるところに､｢表現者の態度｣を見ることができようO

そしてここに作者陶淵明と登場人物五柳先生との溶解､ないしは往復運動が生ずる｡

列挙した楽しみに浸っているだけならば､それは造形された五柳先生の姿であったの

が､楽しみ を書 くことを付け加えたことによって五柳先生と陶淵明とは重なり合 うこ

とになるo

そしてまた､これは陶淵明の隠棲の文学が､このようにして作 り出されたものであ

ることをも語っている｡すなわち隠棲の生活とそれを対象化する主体との往復運動か

ら作 りだされたこと｡さらに言えば酒とか読書 とかの楽しみに満たされた自適の生活

は､言葉によってそれを表現 して初めて形を表わすこと｡陶淵明･はそこまで語ってい

ないけれども､これを推 し進めれば､隠棲の境地は言葉によって獲得できる､言葉に

よって対象化することによって己れのものとなる､そのこ とに後の文学者はより自覚

的になっていくように見える｡_

忘懐得失､以此自終｡

損得を計算する考 Jえは頭から消え､こうした生きかたで生涯を全うした｡

｢懐を得失に忘る｣とは､先にあった ｢栄利を慕わず｣と同様､生きていく上で免

れがたい規得利害の勘定､それを ｢忘れる｣ということであろうC｢忘｣はパラディ

グムの中では ｢捨｣てると云っても通じるが､｢捨｣の場合には主体の意志として損

得の計算を突き放すことになる･が､｢忘｣ならばそうした態度を取るまでもな･く､お
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のず とそれが意識にないことになる｡

｢此れを以て自ら終 う｣と結ばれて､五柳先生の一生は完結 している｡人生の一場

面のスケッチではなく､生涯の全体を対象 としていることになる｡小川環樹博士がつ

とに指摘 されたように､この一句をもって ｢五柳先生伝｣が陶淵明の死の間際に書か

れたと考えるのは､語意を正 しく捉えていない｡｢『私もそのようにして死にたい』

との願望を表わすにすぎない｣①と読まれるべきだ｡

蟹El.祭事之妻有言､｢不戚戚於貧賎､不汲汲於富貴｣.極異音盗若人之俸平｡

けんろ う

饗にい う､祭事の妻は ｢貧 しくてもくよくよせず､富貴を求めてあくせくもしない｣

と言っているが､その言葉を突き詰めればこのような人のたぐいであろうか｡

祭事の妻は劉向 『首列女伝』巻二にみえる｡夫の祭事が死んでも遺体を掩 う布すら

ない貧 しさ｡骨子が弔問に行 くと､彼女は ｢貧賎に戚戚たらず､富貴に肺折 (-欣欣)

たらザ ｣云々と語ったという｡そこでは貧 しい境遇を気に病まないのと並んで､富貴

にあってもはしゃがない､いずれの場合にも心が動じなかったことをいうのだが､『漢

書』揚雄伝では ｢富貴に汲汲たらず､貧賎に戚戚たらず｣と､貧 しい状態だけが取 り

上げられている｡心の平静は逆境にある時の方が保持 Lがたいか らだろう｡｢五柳先

生伝｣の費も揚雄伝 を襲っている｡すでに指摘 してきたように､五柳先生の形象に場

雄健は色濃 く反映 している｡ただ､揚雄は酉菅 ･左恩の詠史詩､飽照の詠史詩にはっ

きり描かれているように､世俗の栄華から離れて沈潜する孤高の思索者 として伝えら

れていくのだが､ 陶淵明の措 く五柳先生には､世に容れ られない孤高の姿はなく､己

れの内部で愉楽を味わ う自足の感情が強く支配 している｡賀宴に関しては陶淵明は｢貧

士を詠ず｣詩其四でも ｢貧に安んじ賎を守る者は､古えより祭婁有 甘｣と書き出し､

-簾を幹婁について唱っている｡酔宴は陶淵明の思慕する人物の一人であった｡

酎肱賦詩､以楽其志｡無償氏之民歎､葛天氏之民放｡

気持ちよく酔っぱらって詩を作 り､自分の心を楽しませる｡それはまるで太古の無

懐氏の時代の人であろうか｡葛天氏の世の人であろうか｡

無懐氏､葛天氏は儒家の経典にはあらわれないが､いずれも太古の伝説上の王で､

考の治下の人々は満ち足 りた暮 らしを詣歌したと伝えら･れる｡陶淵明の古代憧憤極､
おも

よく知 られた ｢五､六月中､北斎の下に臥し､涼風の暫く至るに遇えば､自ら謂 う是
Ifん

れ奄皇上の人 と｣･(r子の優等に与 うる疏｣)の句に端的にうかがわれるo 社会の制度､

政治の仕組み､道徳の秩序､そ うした人為的に構成されたものによって保証 され奉安
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走より以前の､それ らの何もない状億における人間の根源的な生の充実感を､上古の

時代に思い措 くのである｡

以上､｢五柳先生伝｣を句を追って見てきたが､五柳先生伝型自伝の元祖であるこ

の文の特徴を､全体を通して確認 しておこう｡

まずここに述べ られているのが､隠逸者の生活であること｡文中に ｢隠逸｣ないし

それに類することばは用いられていないが､五柳先生が隠逸者であることは確かであ

る｡｢栄利 を慕わず｣､｢懐いを得失に忘る｣といった句が､世俗の価値観に対峠 して

生きる隠者の生のありかたを端的に語っている｡そしてまた､読書､飲酒､文学とい

った愉楽の叙述 も､私的なものであって､社会生活での公的な面についての記述は-

切ない｡酒はい うまでもなく､読書についても個人的な満足感を述べて､公的な価値

とは背馳する価値に歓びを見出しているのである｡五柳先生は隠逸の人 とみなしてよ

いが､その隠者の ｢生活｣が措かれているのであって､その思想､哲学が直接に語 ら

れているのではないことにも注意したい｡五柳先生に隠棲の哲学を求めるならば､そ

れはこうした日常生清の中から読み取られるべきであって､哲学を哲学 として開陳す

ることはせず､生活の具体面を措 くので､そこに自伝文学らしい様相を帯びることに

なるのである｡

隠棲者の生活が中心であるために､現実への抗議､反抗といった隠逸にしばしば伴

う性格は希薄であり､隠逸生活の中で享受できる愉楽を語ることに熱心であることも､

｢五柳先生伝｣のもう一つの特徴に数えられる｡中国の隠逸の系譜をたどってみると､

隠者の祖型である許由が尭から天下を譲ろうと申し出られて､汚らわしいことを聞い

たと漠水で耳を洗ったように､反体制､反権力の億度表明が隠逸者のまず取るべき態

度であった｡伯夷 ･叔賓が段周革命に際 して周粟を拒んだことは､反体制であると同

時に､人里から遠ざかるという要素が加わったことを示している｡そして伯夷 ･叔啓

が餓死という悲劇的最後を迎えるように､世に背を向けることによって伴 う不幸､苦

難を身に負 うことを宿命 とするようになる｡ 精神の価値を保持することが､現世での

不幸､肉体の苦難を代償とするのである｡寮の時に南山に隠れた四時､後湊の清流 と

言われる隠逸者たちになると､隠逸によって権力闘争の渦巻く政界から逃避 し､自己

の生命を守るとい う保身の要素が加わる｡魂晋の七賢も (｢七賢｣として成立するの

は兼官に入ってからであろうが)､曹塊 と司馬氏とが角逐する危 うい時代にあって､

隠逸によって生命を保持 しようとしたのだった｡こうした隠棲の系譜をたどってみる

自己の内部-目を向けた､具体的には個人の生活を堪能する､後のことばで言えば ｢閑

自卦 自身の楽しみへと重心が移っているのである｡隠棲の意義が対地的-な方向から対

日的な方向に移行 したことは､中国の文学における隠逸に新しい性格を付与し､それ
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が次の時代､ことに中庸の白居易を中心とする ｢閑適｣の文学､そ して末代以降の官

僚文人の精神生活に継承 されていく､｡

｢五柳先生伝｣の自伝文学としての性格を振 り返ってみると､書き手は五柳先生が

どこの誰であるか知 らないと言明する､そ うすることによって却って書き_幸がすなわ

ち五柳先生であることを示すことになる､どい う重層構造を備えていることが､l以下

に書き継がれる ｢五柳先生伝｣型自伝の決まったスタイル として踏襲 されていぐとと

は ､r それがこの型の自伝文学の本質的な特徴 とつながっていることを示 している｡な

ぜ書き手は自分自身であると云わず､わざとはぐらかすのであろうかoそれによって

どんな効果が生まれるのだろ.うか｡_まず考えられる･ことは､こうすることによって全

体に遊びの要素が加わることである.｡西欧の自伝は基本的に､其針な自己の描出であ~

った｡ ･自･分の醜い部分､欠陥:､それが実際にどの程度まで率直に写 し取 られているか

はともかく､少なくとも作者は読者の前で事実をありのままに書いていることを示そ

うとする｡ 現実の直鼓であることを作者も読者も共有するDルジュン5日ま自伝が成立

す･る条件 として､書かれたものが作者自身の記録である･ことを作者~と読者の間で初め

に ｢契約｣ していなければならないとい うが⑤､作者の事実が書かれていると読者が

信 じなければ確かに自伝たりえないOそれに対 して 十五柳先生伝｣型骨伝では､そん

なことは始めから無視 されていLる占冒頭の命名からして読者をからかい､読者もから

かわれ､はぐらかされることを最知で読むD書いてあることが作者の事実であるか否

かは保証の限 りではないし､読者もそれを直接の関心とはしない｡こ うした文学の,も

っと大事な意義は､現賃 と密着 したっなが りをはずすことによっ_て､事実とは地平を

異にしたもうーつの境地が措き出されることだ｡人間Itこの世に生きていく限り_､現

実の様々な拘束､利害の.網の目の中で悩んだ り､世俗･的工夫に己れ凌汚すことから免

れない｡陶淵明の実生活もそ うであったということを強調 した本もある｡ しかし文学

としての問題は､陶淵･明とい う人間が実際にどうであったか､ではなく､陶淵明がど

んな文学世界を創 り出したか､なのだ｡陶淵明の ｢実像｣なるノものを樺き出して､そ

れを文学観究であると錯覚 している例もないではないが､~文学とは人間の可能杜の追

究であるべきであり､可能性を追究し､それを人々に呼び掛け､共感を呼び起こすも

間が どうであったかとは関わ･りなく､ー彼の創 り出した文学が人々の強い共感を呼び起

こし､引きっけてきたからにほかならな.いO

書き手 と五柳先生 と｢の錯綜 した関係 とも関わるが､ーとこに展開されているのは､陶

自伝の条件の-つに ｢個人の生活 ･人物の歴史｣･¢が挙げられているのと､抵触するO

事実でなく､理想､願望の表現なのである｡よく指摘される西欧文学の虚構性､中国

文学の塊実性 とい う対比が､｢五柳先生伝｣型rB伝で怯､ちょう妻反転 していること

に気付 く｡そこにあらわされる理想､願望も､儒家としての対社会的なそれではなく､
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む しろ反社会的といってもいい､世間的な価値観に対峠する､隠逸者 としての頗望､

理想の表現なのである｡そして ｢五柳先生伝｣型自伝では､隠逸者 としての理想､願

望を一人の自分の生き方に仮託 して述べるということが一貫して継承され､これが本

罫的な特徴 となっている｡

このような様相を備えた件晶を果たして自伝 と呼べるのだろうか｡自伝の定義は様

々であっても､最小限､自分に関する事実を自分で記すという点は動かないだろうが､

｢かくあった｣とい う事実を書 くのではなくて､｢かくありたい｣願望を措いている

としたら､自伝 とはいえないことになる｡にもかかわらず､これが従来中国の代表的

な自伝 と見なされてきたのは､ほかでもなく､ここに陶淵明自身が反映されている､

陶淵r明自身の生き方を書いていると考えられてきたからだ.陶淵明の同時代の人々か

らしてすでにそのように受けとめたのだった｡沈約 (四四一一五一三)『宋音』隠逸
たと

伝の陶淵明伝に ｢嘗て五柳先生伝を著わして以て自ら呪 う､｣と述べて全文を掲載 し
の か おも

たあと､｢其の自ら序ぶること此くの如 し｡時の人は之を実録 と謂えり｣｡昭明太子

薪統 (五〇一一五三〇)の ｢陶淵明伝｣にも同じ言葉が見える｡当時の人はこれを陶

淵朋 自身が自分のことを書いたものと捉えたのであるC飲酒を中 心とする自適の生活

ぶ りは､陶淵明のほかの詩文で書かれていることと重なるが､だからといって ｢五柳

先生伝｣が彼の日■常生活の報告であるとはいえない｡他の詩文も ｢五柳先生伝｣と同∫

じように､一つの文学世界､文学として昇華された自己の生活を書いているというべ

きだろう｡こう考えてくると､どうや ら事実一虚構という二項対立は､単純すぎるよ

うだ｡事実ならば自伝､虚構ならば自伝でないと考えるのは､事実一虚構の概念装置

に縛 られた見方ではないか｡陶淵明の生活を反映しつつ､且つ同時･にそれが陶淵明の

かくありたい生き方でもある､それが ｢五柳先生伝｣であり､事実か虚構かのいずれ

かに決めてしまうことはできない｡

_もうL-つ､自伝 としての条件にはずれているのは､｢五柳先生伝｣がかくありたい

人生の一断面を描いたものであって､人生の全体､少なくとも過去から現在までの時

間トの経過を記して小 ないことであるも確かに末尾は ｢此れを以て自ら終う｣と結ばれ

でいる｡ しかしそれも一生の全体を書いているわけではなく､･｢死ぬまでそうした生

き方をした｣,､ないし一｢そのように生きて死にたい｣と解するべきであり､かくあり

たい生がそのまま持続することを願 う措辞であって､時間の避退に伴 う自分や自分の

生活の変容を語るものではない｡自分の理想の生き方が静止 した画像で提示され､動

き､変化がないこと､三れも ｢五柳先生伝｣の非自伝的な性格の一つであるが､かく

あLりたい生を措 く性賓のもので ある以上､それが生の一つの風景であることは当然で

もあるO

四 衰粂 ｢妙徳先生伝｣
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陶淵明よりほぼ半世紀のちの人､蓑粂 (四二〇一四七七)に ｢妙徳先生伝｣なるも

のがある｡『来春』･巻八九､蓑粂伝に ｢態孫 (蓑柴の初めの名)は晴整にして風操有
かつ っ

り｡自ら遇すること甚だ厚(こ常て妙徳先生伝を著わして以て番康の高士伝に続ぎ､
たと

以て白.ら祝 う｣として､本文が掲載されている｡これが全体やあったかどうか分から

ないが､全部で百二十五字に過ぎない｡啓康の 『高士伝~』は第三章二節でみたように､､

理想 とする人物の伝であるが､それに継ぐものとしで自分をなぞ ら見て尊いしたという｡

有妙徳先生､陳国人也｡

妙徳先生という人がいる･｡傭国の人であるO

姓名は記 さず､号だけで人物を呼ぶところは､｢五柳先生伝｣と同じだが､｢五柳

先生伝｣のよう･に伝に必要な姓名､字､蕗貫をいっさ_い拒絶する姿勢はここにはないO-

｢隣国の人｣ と云 うのも､｢五柳先生伝｣でははぐらかされていたものだが､蓑乗が

｢陳郡陽夏め人｣(本伝)であるのと一致している｡そしてまたその昔が ｢五柳先生｣

のようにわざといい加滅な､無意味な名付けをしているのと異なり､ここでは ｢妙徳

先生｣とい う明確な意味をもった､言い換えれば本人と必然的な関係をもった命名が

されているところが大きく異なる｡｢妙徳先生｣の名は本人の人となりを端的にあら

わそうとしたものなのである｡そして ｢五柳｣は無意味であるのみならず無価値のも

のでもあったが､｢妙徳｣はまさに価値を体現 した命名である｡｢五柳｣は無価値で

あることによって既存の価値体系を無視する､笑いものにする､そ うした一つの批判

的憶度を含むのだが､｢妙徳｣は逆に既存の価値体系にそのまま結び付いている｡

晃志淵虚､姿神清映､性草履順､栖神業衛､有舜之遮風｡｣

精神は奥深 さをたたえ､容姿はすがすがしく輝く｡性格は孝行で恭順な振舞い､邪

心のない境地に身をおいて簡素な暮 らしぶり､それは葬のような風格があった｡

その人となりの叙述にも､まさに ｢妙徳｣の名にふさわしい特性が敷き連ねられて

いる｡そしてこの叙述はすべて抽象的､概念的なもので､且つすでに定型化されてい

る徳 目をそのまま並べたに過ぎない｡.｢五柳先生伝｣の方では具体的場面､行為によ

ってその人物が浮かび上がるように仕組まれ､できあいの価値を並べて人格を描こう･

としてはいなかった｡~この違いがすなわち両者の文学性の差異_を生み出している｡~

先生幼夙多疾､性疎輔､無所管尚-｡
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先生は子供の頃から病気がちで､性格はものぐさ､外界とかかずらうということが

なかった｡

ここでは幾らか具体的にはなるものの､社会生活と関わらないのは隠逸者の態度の

一つであるOそれが主張として実践しているのでなく､体の弱さ､怠惰からもたらさ

れたものとしているのだが､ものぐさは啓康が自分を語ったそれから来ている｡ 言葉

のうえでも ｢性疎轍 Jは ｢山巨源に与えて交わりを絶つ書｣の ｢性復た疎堆｣をその

まま用いている｡

然九流官民之言､離龍散天之襲､皆荘識其大麻､而不以威名｡

しかしあらゆる分野の学問､諸子百家､また龍を彫 り刻むような文学､天を論 じる

ような雄大な弁論､すべてその根幹の所は理解 していたが､それで名を立てようとは

しなかった｡

広い学問を身に付けていたこと､それは出世の幸段としてではなかったと云うが､

陶淵明が奉を読む素朴な喜びを語っていたのと遣い､これは儒家の正統的読書論､教

養観を出るものではない｡

家貧背任､非其好也o

家が貧しかったので仕官したこともあるが､性に合わなかった｡

出仕は生計のためのやむをえないが本心は好きでないというのは､仕官を人間の本

性を汚すもので隠棲にこそ精神の価値を置く､これも正しい隠者のありかたなのであ

る｡

晦其心用､散深交或迂､俗察岡配 所塵席門常掩､三蓮裁通､錐擾子寂漠､巌壁沈

冥､不是過也o修道遂志∴終無得而稗憲｡

自分の言動をくらまし､自分の内面を鯖晦させているので､交遊もぎくしゃくし､

俗人の目から理解され掛 ､｡住んでいる所はむしろを掛けただけの門がいっも閉じた

まま､隠者の住まいの三本の小道だけがなんとか家に通じているだけで､鎗雄の寂真､

厳君平の沈潜も､それにまさるものではない｡そういう世を避けた暮 らしの中で自分

の道徳の完成に努め､自分の志を貫徹し､そして最後まで世間から認められることは

なかった｡
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貧 しい暮 らしの中に沈潜 し､世間の栄華から離れて､孤独の中に修養に努めるとい

う､正しい隠逸の態度が記される｡揚雄がここにも引き合いに出されているが､世間

から見捨てられた孤独な隠者 として登場している｡陶淵明の方がそこに自適 していた

面を取 り出していたのと異なり､世間と対峠して己れの意思を貴く孤高の面が妙徳先

生と重ね合わされているのである｡

｢妙徳先生伝｣は以上である｡その全体を ｢五柳先生伝｣ と比較 してみると､作者

≠登場人物とい うかたちを取 りながら､そ うすることによって却って実は作者三登場

人物であるとい うことを示すという結構は､｢五柳先生伝｣とそのまま重なる｡｢妙

徳先生伝｣は哲康の高士伝を意識 して書かれたというが､高士伝が実在の過去の人物

を対象としているのと違って､｢五柳先生伝｣と同じかたちで自分自身を語っている

のである｡そしてまたそこに自分の願望､理想を表現していることも同じである｡

このように ｢五柳先生伝｣と似ているにも関わらず､両者の間には大きな懸隔があ

るように思われる｡題からしてそ うなのだが､｢妙徳先生伝｣の方は儒家のいう ｢窮

まれば則ち独1り其の身を善くす｣のかたちの隠逸を､一点の非の打ち所もないほど､

正 しい見本として描き出しているのである｡そのために妙徳先生なる人物の個別的な

人間性というものは､まるで浮かび上がってこない｡概念的な説明ばかりで､陶淵■明･

の具体的な描出がないためでもある｡

隠逸のお手本 となっていることとも関連 して､ここには隠逸生活の喜びというもの

にはいっさい触れていないO ｢寂寅｣｢沈浜 ｣の語が端的に示すように､世から隔絶

して生きる孤独な状態に自閉する人物が措かれる｡

このように差異があり､また文学性 という点でも ｢五柳先生伝｣に並ぶことはでき

ないだろうが､それにしても ｢五柳先生伝｣のすぐあとに形式上植酷似 した自伝的作

品が書かれているということは､たいへん興味深い｡衰柴が ｢五柳先生伝｣を読んで

いた可能性が.ある､と考えるよりも､｢五柳先生伝｣を生むに至った文学史的な段階

が､続いてもう一つの似たような作品を生みだした､しかしそれは蓑衆という画人に

よって ｢五柳先生伝｣型 自伝とはかなり性格の異なったものとなった､というように

考えたいD

五 玉顔 ｢五斗先生伝｣_

｢五柳先生伝｣の直系の子孫は､唐 ･玉砕の ｢五斗先生伝｣まで待たねばならない｡

玉顔 (五九〇①一六四･四)､字は無功､は唐初の特異な文学者であるC兄に 『古鏡

記』の作者 として知 られる重度 (五度は古鏡を所有する登場人物であって､作者は不

詳 とする屈 もある).､『文申子』の王通､そして王擬がいる｡王通の子が王福時､王
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福時の子が初唐四健の一人王劫であるo ①

王度

王通一

王凝

王按

王静

王福時一

重福郊

王勃

王氏一族は太原の王氏に連なる名流であったが､階唐交替期において新 しい時代の

動きに乗 り損ねた､凋落 した名家であったD王福時の ｢録東皐千客陳尚書書略｣ (『全

唐文』巻一六-)によると､王握が監察御史にあった時､侯君集を弾劾 し､それが当

時の政界の重鎮長孫無忌を巻き込むものであったために､長孫無忌の怒 りを買い､｢王

氏兄弟は皆な抑えられて用いられず｣とい うことになったというが､それはおそ らぐ

王氏一族が当時の政界の主流から疎んじられた存在だったことが､一つの具体的事件

として噴出したものと捉えられるべきだろう｡王度､王通 (文中子)､王勤など､暗

麿交替期の文化史上に名だたる･人物が近親から輩出しているものの､文中子にしても

王勤にして も､そしてこの重横にしても､その名は思想 ･文学の営為の上にとどま り､

当時の権勢か｣らはいずれも遠 く隔たった所にあったのである｡㊨

重雄は 『旧 唐音』､『新居書』いずれも ｢隠逸伝｣の冒頭に伝を立てられているよ

うに､由来隠逸の人として知 られているが､その事跡を追ってみる一と､初めから世 と

の由わ りを断っていたわけではなく､｢三仕三隠｣､人生の大半は仕官 と退官を繰 り

返 して､官から完全に身を引いたのは晩年の数年間に過ぎない｡大業四年 (六〇八)､

十九歳の時に孝傭廉潔科姫挙げられ､秘書正字に任 じられたが､外任を願い出て揚州

六合県垂に移ったo大業十年､二十五歳の頃､官を去って郷里に帰 り､中原､呉越を

放浪する.陪乗の混乱に際しては河北に避難 し､唐に替わって武徳五年 (六二二)､

二度 目の出仕をするが､貞観四年に先に記した玉範の処罰があって帰隠､貞観十一年

(六三七)､四十八歳 の時に三度 目の出仕で太楽垂になるが､これも二､三年でやめ

て以後仕えることはな(､呂才 ｢王無功文集序｣によれば貞観十八年 (六 四四上 生

を閉じるo

このように略歴を振 り返ってみると､陶源明がそ うであったように､王練 もまた宮

A-の希求をまるで抱かなかったのではなく､仕 と隠との間で揺れ動きなが ら一生の
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大半を過ごした人であった｡王衝が出仕 と隠棲を繰 り返したのは､官の世界に充足さ

れなかったためにほかならない｡かって名家であったことは､却って不遇感を一層強

く意識 させるものとして作用したことだろう｡彼の文学はそうした不遇の思いと強く

結び付いているoそもそも隠逸の文学というものは､隠以外の要素をまったく含ま.な

い隠者からは生まれるべくもなく､仕隠のはざまでさ迷い､悩む精神の産物なのだろ

う｡その魂の振幅があればこそ､悟道者の諦観 とは違った生の息吹を文学が帯びるこ

とになる｡

かく迷える王故が､隠逸者の典型であるかのように捉えられてきたのは､彼の文集

の成立も関わっている｡従来通行してきた 『王無功集』は､中庸の陸淳が編集 したこ
か

巻本に由来する三巻本であった｡①陸淳はそれまでの五巻本を制定するにあたって ｢彼
のぞ

の有為の詞を蔵書､､其の懸解の志を全 うす｣(｢湖東皐子後序｣)､すなわち時事にコ

ミッ トする､政治L的抱負を述べる類の件晶は削って､現世解脱に関わるような作のみ

に絞ったというのである｡陸淳の制定したテキスートによって以後読まれてきたために､

専ら隠逸への志向が彼の文学の中心を占めるかに思われてきたのである｡それが近年､

韓理洲氏が三種の五巻本抄本をもとに､｢詩六十余首､文二十余篇｣(韓氏 ｢前言｣)

を増補 した五巻本が見られることになった｡

唐初の文学は､宮廷を舞台とし､虞世南ら十八学士に代表されるような､宮廷に取

り立てられた南朝系の文人を中心に､南朝の遺風を継ぐ華やかな美文学が展開されて

いたが､王掛はそうした当時の文壇から隔絶 した所に位置していた｡そのことは､彼

の文学を当時の主流とははなはだ異質なものにし､唐初において孤立させることにな

った｡同時にそれは後の唐代文学が南朝文学の形式美を洗練させつつ､一方で南朝文

学には乏しい精神のたくましさ､雄々しさを求めて､両者を一致させたところに盛唐

独自の文学を形成 していくのに寄与することにもなった｡彼が摂取 したのは､南朝文

学よりさらに前の､院籍､懲康､陶淵明に直接繋がる文学であるO院籍の系譜に連な

るものとしては､｢詠埠詩｣に模 した ｢首肯｣六首があり､これはやや遅れる陳子昂

及び張九齢の ｢感遇詩｣へと続く｡実人生においても､太楽府に焦革 という酒作 りの

名人がいるのを聞いて敢えて微官の太楽丞を求めたというのも (呂才 ｢序｣)､『直禁

書録解麿』(巻一六)が ｢亦た院嗣宗歩兵の意なり｣というように院籍の故事の模擬

であろう｡寄席に関しては､その 『高士伝』を襲う 『会心高士伝』五巻なるものがあ

ったと､呂才の ｢序｣に見えるOそして陶淵明については､｢田家｣｢春 日｣詩など､

農村の風情を自適の心境 とともに唱った､質塵とも玉顔の中心をなす作品群が陶淵甲

の田圃商を継承 している｡王薪の漢学の祖として挙げた院籍､街廉､陶神明の三者は､

それぞれ別個の要素として王按に流れ込んでいたのではなく､陶淵明の刺 羊院籍､聾

康が流れ込んでいたように､一つの文学系統として吸収されたものであり､南朝宮廷

文学 と領異質の､貌晋の流れを継いだ彼の文学営為が､後の唐代文学の形成にとって

大きな意味を持っのであ｢る｡
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隠逸者 としての生活をみずから措いたものには ｢無心子伝｣｢五斗先生伝｣の伝が

あり､また ｢処土鳩千草に答 うる寄｣は審静であるが､自伝的な内容を含む｡王練は

このように自己を語ることに熱心な人であった､というよりも､彼は隠逸なるもQ)-を

繰 り返し語ったというべきであろう｡その中で ｢五斗先生伝｣は陶淵明の影響のもっ

とも濃い作品の一つである｡｢五柳先生伝｣との類似は容易に見て取れようO

有五斗先生者､以酒徳遊於人間｡肴以酒話者 ､ 無貴購皆往o往必醇､酔則不揮地斯

寝英｡醍則復起鉄也｡常-軟玉斗､困~以薦競蔦｡

五斗先生という者がいた｡｢酒徳｣によってこの世に遊び､酒を飲ましてくれると

いう人がいれば､貴賎を問わず誰の所でも出掛けた｡行けばきっと酔い､酔えば場所

を選ばず寝てしまった｡ 目が覚めればまた起上がって飲んだ｡いつでも一回飲み出せ

ば五斗は飲んだので､それを号とした｡

｢酒徳｣は直接には劉件の ｢酒徳頒｣に基づく言葉｡劉伶は戟晋の交の竹林七賢に

薮えられる一人｡院籍 ･啓廉と交遊ありと云 うが､二人よりは少 しく後輩にあたるだ

ろうCやはり政拾的には司馬氏と対立する立場にあり､老荘の思想に基づいて礼教に

背を向･け飲酒に耽溺したのも､その反抗の意志表示であるO｢酒徳｣の語はそれまで

は･股の肘王が酒に溺れて滅亡を招いたことと結び付けて用いられることばであったが

⑳､劉侍はそれを反転して酒の効用を賛美する｡『世説新語』任誕欝には劉伶の妻が

泣いて禁酒を乞 うた際､劉伶は自分のカで壮酒を断てない､神に祈ろう､それにはま

ず捧げ物の酒を持てと命 じ､用意が整 うとひざまずいて祈 りを捧げ､｢天 劉伶を生

む､酒を以て名 (-命)と為す｡-たび飲めば一斜､五斗もって酸を解く｡婦人の舌､

慎んで聴 くべからず｣と云うと神に捧げた酒を一気に飲み干してしまったというよく

知られた話柄が あるが､｢五斗先生伝｣の ｢酒徳を以て人間に遊ぶ｣には､飲酒を天

命としてこの世に生まれたという劉伶のことばと通じるところがある｡

酒の招待にあずかれば身分の上下にか まわず出向いたというのは､｢五柳先生伝 ｣

の ｢性 酒を噛むも､家貧しくして常には得るあたわず､親し旧其の此の如きを知 り､

或い壮酒を置きて之を招 く｣に対応 し､飲み出せばとことん飲むまでやめない飲みっ

ぷ りのよさは､r造 りて飲めば鞄ち尽くし､期するは必ず酔 うに在 り｣に対応 してい

る○そノして ｢常に-たび飲めば五斗､困りて以て寺と鳥せ り｣､｢五斗先生｣の名の

いわれが説かれる｡五斗という～とこ実際め飲酒の丑としてどの程度なのだろう｡戦国､

斉の淳子髭が酒は飲む状況によって丑が異なることを述べた時に､｢臣は飲みて一斗

も亦た酔い､一石も亦た酔 う｣(『･史記』滑稽列伝)というかも､少塵と多量の中間

であるo先･i=引いた劉伶の逸話の中には ト｢たび飲めば一触 (-石)､五斗にして醍
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を解く｣ と･い うから､劉伶にとっては酔い覚まし程度の畳であるが､『宋曹』沈重季

伝には ｢酒を飲みて五斗に至るO妻の王氏も酒を飲みて亦た三斗に至る｣とあるから､

やはりなか なかの酒丑と意識された丑ではあろう｡

この ｢五｣という数字は酒量としても相当な畳であることを意味するにしても､そ

れ以上に重要なのは､ことばのうえで ｢五 ｣が ｢五柳先生｣の ｢五｣に連なることで

ある｡五柳先生の ｢五｣は少なくとも今では陶淵明以前に文献の上で意味を知 りえな

い数字であったが､王練の場合はすでに陶淵明の系譜に続くものとなっている｡｢五｣

を選ぶことによって ｢五斗先生伝｣は ｢五柳先生伝｣を直接に受け継 ぐことを表明し

ているのであるO

こうして命名の由来が説明されているのだが､｢五柳先生伝｣と ｢五斗先生伝｣の

命名は､■数字の共通性のみならず､孟乗の ｢妙徳｣と~遣って､｢五柳｣｢五斗｣とい

う当人の人徳 とまるで関係のない､わざといい加減な命名をしている点も共通してい

る｡

ただ､五柳先生の方は本人と ｢五柳｣の間にまったく必然的な結び付きがなかった

が､五斗先生では ｢一軟玉斗｣である酒量を表 している点で､一応両者の間に結び付

きがある｡ とはいえ､その結び付き方がいかにもいい加減で､妙徳先生のような生ま

じめさを噸笑 している姿勢が､｢五柳先生伝｣と共有されるのだ｡あるいは ｢五柳先

生伝｣がまったくの偶然の命名で､名前が本人を意味することを振 り払ったとすれば､

ここでは大酒飲みという､人格 とはむしろ背馳する特質を挙げることによって､人格

のマイナスの意味を付与 しているとい うこともできるC名と人格の関係度が陶淵･明を

ゼロとすれば､妙徳先生はプラスであり､王韻はマイナスなのである｡

先生絶思慮､寡言語､不知天下之有仁義厚薄也｡忽蔦而去､倹然而来｡其動也天､

其静也地｡故万物不能費心蔦｡

先生はあれこれ思秦することを断ち切 り､口数は少なく､世の中に仁義の厚い蒋い

があることなどは念頭になかった｡ふいにいなくなったり､突然あらわれた り､動く

時は天空の運動のように大き(､じっとしている時は大地のように不動であった.そ

のためこの世の何物もナ先生の心に絡み付くことはできなかった｡

｢思慮を絶つ｣､｢言語寡なし｣､ いずれも 『荘子』の哲学に由来する｡『荘子』.刺

意潜に聖人｣を説いて ｢思慮せず､隷謀せず｣という｡｢意を得て言を忘る〕(外物篇)

など､言語超越を求めるのも荘子の思想である｡帯康 ｢養生論｣にも ｢思慮は其の精

神を翰 し､哀楽は其の平粋を放す｣､｢瞭然として憂患無く､寂然ともて思慮無 し｣｡

また五柳先生の ｢閑静にして吾少なし｣(及びそれが基づく揚雄伝)にも対応する｡

それゆえに儒家の徳 目である ｢仁義｣には無関心だ｡ここにはっきり表明されている
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反儒家､老荘の立場､それは彼の兄である王通がかたくなと思えるほどの儒家であっ

たのと､兄弟の間で相容れない｡王通はそんな王韻に対して時に不満の声を洩らして

いる.｢無功 五斗先生伝を作るD子日く､汝は天下を忘れたるか.心を縦いままに
くみ

して短を放るO吾は与せざるなり｣｡(『文中子中説』事君篇)兄弟の間で儒家と老荘

に鮮やかに二分されることは､あたかも中国の士人一人の内部で儒家的なものと老荘

的なものとが混在 していた情況を象徴しているかのようだO

｢忽蔦 として去 り､候然として来たる｡其の動くや天､其の静かなるや地｣､神出

鬼没の行動､天空 ･大地と一体となる姿､これは院籍の ｢大人先生伝｣を思わせる表

現である｡｢行くも赴かず して居るも処 らず｡大道を求めて寓する所無し｡先生以て

変に応 じ和に 順 じ､天地を家と鳥す｣｡劉伶の ｢酒徳頒｣にも ｢大人先生なるもの有
けいゆう

り｡ 天地を以て一朝と烏し､万期を須輿 と焦す｡ 日月を属牌 (とびらと窓) と薦 し､

八荒を庭衝 と属す｣､｢故に万物も心に紫 う能わず｡｣と類似の表現がある~｡

嘗吉日､天下大抵可見英｡生何足巷､両替廉著論｡ ,途何県窮､両院籍働巽.故昏昏

黙然､聖人之所居也｡遂行其志､不知所如｡

いつもこう･語っていた､｢天下のことはおおよそなんでも分かる0人の生は大切に

するに催しないものだが､番康は ｢養生論｣を著わした｡道は行き止まりになるもの

ではないが､院籍は行き話づて働果した｡それゆえぼんや り愚者のようにしているの

が､聖人の処すべき態度である｣と｡そうしてその考えを実践し､どこ-ともなく消

えていったD

院籍 ･啓康を受け継ぎつつ､最後の段落ではその二人をも越えようとするニヒリズ

ムを打ち出している｡｢養生論｣をものしたり､岐路で働果 したりするのは､まだ ｢思

慮を絶つ｣段階にまで至っていないというのだ｡

｢五斗先生伝｣-が ｢五柳先生伝｣を意識 して書かれたことは､題名の模擬､架空の

人物の設定､隠逸の生活､酒の愛好など､多くの類似から明らかであろうO王練が陶

淵明を敬慕 していたこと性､｢処士満子華に答 うる審 ｣にも記されている｡今見られ

る限り､｢五斗先生伝｣は ｢五柳先生伝｣を受け継ぐ最初の作品である｡ しかし陶淵

明に倣いつつも､両者の違いもまた生じている｡周淵明の場合は五柳先生の生活､生

活の中で享受する楽しみについて穏やかな日嗣で語っていたが､ここでは生活の具体

的な榔 こ掛 ナる叙述が少なく､｢楽しみ｣に関してはまったく触れていない｡具体相

よりも思想を語ることに主眼がある.その点で院籍､劉伶の造型した大人先生に近い

ところがあるo｢五柳先生伝｣が ｢此れを以て自ら終 う｣~と結んでいたのに対 して､
ゆ

･F五斗先生伝｣では ｢如く所を知らず｣で終わるのも､対照が鮮やかだ｡どちらも希

-64.･-



求する生を述べながら､陶淵明はそうした生を存分に生きて命を全 うするのにべ王絞

め方は結局この現実からどこか-消えていくほかに帰結はないQ

しかしながら､こうした相違は認められながらも､作者が仮構 した人物形象に託 し

て ｢かくありたい我れ｣を語っている_ところが､院籍 ~i劉伶の大人先生､陶淵明の五

柳先生の･系辞に連なるゆえんである｡とはいえ､｢五柳先生伝｣に特徴的だった､日

常生活の細部を描写する_ことによって暮しぶ りが生き生き と再現されるところ､そし

てその暮しの中で生きて-いることの歓びを静かに味わう生のあり~かた､それがよりこ

まやかに達成されるのは､中唐の白居易まで待たねばならないo

と王練を二つの点として捉え､その二点を一本の直線で結び付けて考えできた.文学

として広く知 られた作品か ら見るかぎり､確かに陶淵明か ら王統へ一本の直線が･引か

れるであろう｡ しかし実際には､両者の間にはもっと多.くの点が介在するのであり､

平面の上の二点を結び付けるよりも､立体の坪で面として把握すべきであろう｡つま

り.王按は必ず しも唯一の陶淵朋の継承者ではなくて､▲陶淵明を受容する集合体があっ

たはずなのだ｡このように書き加えるのは､王続が淘淵明を意識して継承 してい.たこ

とは確かだが､彼の志向は陶淵朋だけに向かったのではなく､ ⊂身近にもモデルがいた

からで ある｡

賀嚢､というのは事跡不明な人物であるが､呂才の ｢王無功文集序｣に言及されて

いるめによると､唐の武徳年間 (六一八一六二六)､賀徳仁が蒲州に赴任 したのにつ

いて弟の賀宴も龍門にやってきた｡その文学は評判になっていたが､｢酒徳｣に溺れ､

自分を陶漕､故里 (≒朝里｡北魂の隠者O)-になぞらえて いたC龍門ではその人物の

ことが伝えられていたので､~王蔚に対して ｢小賀喪｣と呼んだ.彼はそれを聞くと喜

んで ｢賀喪に比べられるなら､陶元亮 (陶淵明)､_故倫許 (胡里)にも劣 らないわけ｢

だから､不満はない｣と云ったと云 う｡⑳陶淵明に我が身をなぞらえ､藩に沈潜 した

文人が､王革のご く近い過去にいたのであるC

褒廉 とい う人物は歴史の波に飲み込まれてこれ以上のことは分からないが､もう一

人､伸 長先生､名子光､字不曜という人物もいた.呂女の ｢序｣では､河中に隠棲し

ていた仲長子光を慕って､王按も近くにいおりを編んだIt云う｡玉音自身も繰 り返 し

記していて､｢伸長先生伝｣､｢処士伸長先生を集る文｣がその伝,L祭文である'以外にこ

｢処士碍子華に答 うる書｣でも言及している｡ それによると､仲長子光は自分で ｢河

渚先生伝｣･なるものを著わしていたようだ｡もちろんその文は見られないが､住む場

所によって命名 (｢河措｣) していること､おそらくは隠逸者の自伝であったであろ

うこと､｢五柳先生伝｣につながるものであったことだろう｡ ･

このように見てくると､我々の知 りうるのは歴史という全体の中の点に過ぎないこ

とが改めて分かる｡点の存在はそれを含み込む農､さ｢ら･には面があったことを予想を
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せる｡過去を対象 とする研究では､わずかに残 された点を手がか りに線や面を復原 し､

その広が りの中で実際に見られる点の位置､意味を考えていかねばならない｡

六 白居易 ｢酔吟先生伝｣

｢五柳先生伝｣､ ｢五斗先生伝｣に続 く作は､ しば らくの㌧空白を挟んで､中唐の白

居易 (七七二一八四六)に至ってあらわれる｡王統の後削 ぎ二百年の間､｢五柳先生

伝｣型の伝記文学が､少なくとも今見られるものとしてはのこっていないことは､初

唐 ･盛唐の文学の主流に陶淵明 ･王練がまだ充分に取 り込まれていなかったことと関

わるであろうO陶淵明が無視 されていたわけではなかったにしても､それは一人の隠

逸者 として想起されるに過ぎなかったように見える｡陶淵明の文学が広 く受容 される

に至るのは､やは り白居易に依るところが大きく､それが北未の蘇軸 らをもう一つの

契機 として､古典文学の中で陶淵明は大きな存在に変貌する｡唐初には孤立 した存在

であった五第が受容 されていくのも､陶淵明,の受容に連動するものであるが､中唐に

おける王境の復権は､一直接には先の章でも触れたようにr陸淳が王旗の文集を編集 した

ことに-よってもた らされたものだろう｡文集が･見やすいかたちで乾布するに至った と

い うことよりも､(｢もの｣に理由を求めるよりも)､より重要なのは､陸淳が王債の

集を再編するに至った､そ してそれが受け入れ られた､そ うした精神情況が熟 したと

い う ｢こと｣､ないし｢こころ｣に理由を求めるべきだ｡

白居易の ｢酔吟先生伝｣は開成三年 (八 三八)､六十七歳の時､洛陽で書かれてい

る｡ 晩年の洛陽閑居時代のただなかである｡洛陽生活は大和三年 (八二九)から始ま

り､途中河南芦の任に就いた りしたもの｣の､ほとんど太子賓客東都分司とい う名誉職

にあって､官界か ら事実上隠退 した時期であ り､その文学も閑居の歓びを唱 うことに

終始する｡

｢酔吟｣の語は､最初の左遷である江州司馬の時､元和十三年 (八一八)四十七歳

の ｢酵吟二首｣､｢九 日酔吟｣詩にすでに見 えはするが､集中して使われているのは

晩年の路傍 時期の作である｡ 比較の_ために､江州時代の ｢九 日酵吟｣を見てみよう｡

有恨頭還白

無情菊 百 ･黄

一恵州司馬

三見歳重.陽

創 ■匝塵境瑞

穂禽 日月長

身従漁父笑

恨｢み有 りて 頭は還た白く

晴無 くて 菊は自ら黄なり

-たび州の司馬 と薦 りて

三たび歳の重陽なるを見る
けんこう

創厘 塵境満ち

韓禽 日月長し
まか

身は独文の巽 うに推せ
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門任雀躍張

間疾困留客

聴吟偶置膝

欺時論倍伏

憾番数存亡

奈老鷹無計

治愁或有方

無過畢重野

唯以酵真野

門は雀羅の張るに任す

疾を問えば 困りて客を留め

吟を聴けば偶たま牌を置く

時を欺 じて偉状を論じ

啓を懐いて存亡を救 う

老を奈せん 鷹に計無かるべし

愁いを治むる 或いは方有 り

王劫を畢ぶに過ぐるは無し

唯だ辞を以て郷と轟さん

江州司馬流蘭の身になってすでに三度目の重陽｡毎年白くなっていく自分の頭､そ

れとは関わ りなく毎年黄色の花を咲かせる菊の花｡使われることもなく箱に収められ

たまま塵が積もっていく剣のような､或いはまた寵の中に閉じこめられたまま退屈な

時間が過ぎていく小鳥のような自分｡世間から追放 された身は屈原の･ように切実され

るがまま､訪れて(る人もないO病気見舞いに人が来ればそのついでに引せ留めて､

詩を吟じ酒を酌み交わす｡人には浮き沈みがあるもの､旧友の誰が死んだか指を折る｡

老衰をなんとかするすべなどありはしないが､悲t/みを癒すのなら方法もないではな

い｡かの王麓のまねをして､酒に浸るに限る｡

と､王勤 (-王敵)砂の名 と ｢酔郷｣が結び付けられ､詩題に ｢酔吟｣の語が用い

ら咋ている｡この詩の詠嘆は後年の閑適､また王按への言及とはかな-りの隔たりがあ

る｡官界での不本意､不遇､その轡屈の思いは酒で忘れるほかないという､失志の詩

の類型にそのまま収まるものに過ぎない｡これと比べれば､晩年の ｢酔吟｣がそれと

は質的に異なった新 しい境地を唱いあげていることがより鮮やかになら.う｡

白居易の ｢酔吟先生伝｣_は先行する二伝に比べて分量が相当に増える｡畳的な増加､

それは中庸の文学に至って顕著になる文学の新 しい備向q)-つであり､その中でも白

居易はとりわけ過剰なまでにことばを費やす｡それは長くならざるをえない､表現と

内容 との必然がもたらしたものであるが､まずは少 しずつ区切って見ていこう｡

酔吟先生者､忘其姓字､郷里､官爵D忽忽不知喜席誰也.

酔吟先生なる者は､その姓名､出身地､官爵を忘失してしまった｡ぼんや りして自

分鞘 臣であ亭かも分からない.

人物の伝を記す際にまず挙げられる名 ･字 ･籍貫 ･官位､それらはいずれも社会的

存在 としての人間を構成する欠くべからざる要素､つまり社会の中で一人の人間のア

イデンティティーを保証する要素､それを一切記入 しないところは ｢五柳先生伝｣を
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継承 しているかに見える｡

しかしその書き方には､いささか違いがある｡｢五柳先生伝｣に戻ってみると､｢何

許の人なるかを知らざるなりO亦た其の姓辛を詳 らかにせず｣｡この ｢不知｣｢不詳｣

は､本名や郷里が分からないという事態を述べているもので､強いてその主語を求め

れば書き手とい うことになろうO書き手が本来まず記すべき事柄が分からないと､と

ぼけているものとして理解される｡ところがここでは ｢忽忽 として吾の誰為るかを知

らざるなり｣､自分が誰であるか分からないのは､酔吟先生自身である｡ とすると､

冒頭の旬は初めに読んでいくと書き手が ｢忘｣れたものとも解せるが､｢忽忽｣の句

から遡れば､｢忘｣れたのも先生自身だということになるOならばこの伝では書き手 '

と登場人物 とが一層重なり合 うことになる｡｢五柳先生伝｣､｢五斗先生伝｣､｢酔吟先

生伝｣､いずれも自分のことを自分といわずに書いているところは同じであっても､

書き方にうかがわれる寄き手と人物との関係は､この ｢酔吟先生伝｣に至って一体化

が最もあらわになる｡

名や拝貫､官位などが､本人すらわからなくなってしまったというのは､単にとぼ

けているのではなく､そ うしたものを求める世由中を忘却 した境地に立っていること

を表明するものでもある｡そこに ｢忘｣｢忽忽不知｣ ということばを選択 しているこ

とは､酔吟先生が意識的に､或いは意志的~に､それら個人を成立させる社会的要素を

放棄 したのではなく､それらがおのずと欠落していったものであることを示している｡

少なくともそうした感度を示そうとしている｡社会が規定する要素を拒絶､否定した

のではなく､それ らが自分に無縁のものとしてひとりでに遠くに霞んでしまったとい

うのだ｡このことは白居易が ｢身世 両つながら相葉つ｣という飽照以来用いられて

きた句を ｢身世 両つながら相忘る｣と一宇を換えたかたちで愛用 している態度とも

符合する⑩O｢忽忽 として吾の誰盛るかを知 らず｣とは､自分 とい う人間がどんな人

間か罷職できないということではなく､社会的に規定される自分についてつかめない､

音速三十載､将老､退居洛下｡

宮人として三十年を過ごし､老いが近付いて､洛陽に引きこもったa

冒頭のパラグラフでは､いわば非社会的人間としての酔吟先生を提示していたが､

ここではふつうの士大夫としての経歴に触れ､それは白居易自身の官歴 と一致する｡

三十二歳で校審郎に就いてから五十八歳で太子賓客分司東都の任を得て洛陽に塾居す

るまで､ほぼ三十年に渡る官僚生活臥 ちょうどここで言 う 唱 道三十歳｣と一致し

ているo ｢東都分司~｣も官には違いなく､完全に退官するのは七十一歳に至ってのこ

とだが､白居易の意識としてはすでに政治の中枢から退き､身は官によって地位と生
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活を保証されながらも､内面はすでに退居の境地に入っていたO長い晩年を過ごした

洛陽では､自適の満足を唱う ｢閑適｣の文学が中心であり､｢酔吟先生伝｣もそ うし

た洛陽閑居の喜びを唱う典型の一つに数えられる｡

官界の経歴については退居に至るまでのことが一句で述べられているに過ぎない

が､しかしそ ういうかたちでも自居易本人の経歴に触れてい~ることは､｢酔吟先生伝｣

が架空の人物の伝記から作者本人の記録に移行していることを示しているO作者の理

想の生き方を空想の中に措く ｢大人先生伝｣に比べて ｢五柳先生伝｣型伝記は作者 自

身の現実生哲を舞台としているもので､その意味で願望でありながらも自伝的記録性

が濃 くなっていたが､白居易の場合はもうほとんど現実とそのまま重なっているとい

える｡

官歴について記入されたことは､もう一つの意味を添える｡それはここから展開さ

れる酔吟先生の生活が､すでに宮人としてのキャリアを終えた段階から･始まるとい う

ことであり､それゆえ仕官と隠逸との相克は生じないのである.中国士大夫の心の中

は､常に仕官と隠逸 との相反する二つの生き方がせめぎあうものであうたoそれは生

計の問題から理念の段階に至るまで様々なレベルで生じた｡白居易はそうした葛藤を

離れて､いわば正々堂々と隠逸の歓びを唱い上げることのできる条件を設定したので

ある｡

所居有池五六畝､竹数千等､喬木数十株､台樹舟橋､具健而微､先生安悪｡

住んでいる場所には五､六畝の広さの池､数千本の竹林､数十本の大木があり､う

てな ･舟 ･橋など､小さいながらもその形を備え､そこに先生は安らぎを得ている｡

洛陽の居宅についての叙述｡洛陽履道里の邸については洛陽暮しの歓びをうたった

作品の中でたびたび触れ､詳しく記述 されている｡自屠易の居宅は最初に長安で官を

得た時の常襲里の借家から､以後各地の住まい､山荘､どのような配置であったか､

かなりの程度まで再現できる｡これだけ居宅について詳細に記述しているのは､少な

くとも白居易以前には杜甫の鏡花草堂の布置がいくらか分かることぐらいしか思い当

たらない｡我々は白居易の人生のそれぞれの時点でどのよう~な家に住んでいたか大体

のところを輩握できるのである｡それは彼の文学のもう一つの特質 ｢日常性｣が詩文

に侵入 してくる一つのあらわれである｡住まいにこだわり､具体的日常生活の細部を

丁寧にことばに写し取っていく､そこにはその時々の自分の暮らしに対する深い思い

いれがこめられている｡ どのような配置の､どのような部屋に住んでいるか､ 他人に

とっては意味をもたない､従来の文学では無視された事柄を､白居易は慈しみながら

書き込んでいくのである｡

洛陽履道里の家は､その中でもとりわけ一種の楽園の創造という~性格を与えられて
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いるi邸宅そのものより､庭園が彼の意にかなうた布置を備えていたようだ｡彼は江

南の自然をそこに再現L,ようとも-(うむ｡林泉の楽しみはことに中庸の時期に活発に

なるようで､名士がそれぞれ 自分の気に入 りの庭園を件 軒､それを詩に唱い合 う･とい

う昭一が習慣化する~が､林泉の楽しみというものは隠棲-この希求と結び付いている｡中

国の庭園､林泉は士大夫の隠棲J7-,の頗いを手近に実現する一つこの手段だったのであるO

文中の ｢具体而微｣は 『孟子』公孫丑上に基づいている｡ド(公孫丑日く)､苦し痛

かに之を聞く､千変 ･子辞 _･子張は皆な聖人の一体を有つ｡再牛 ･国子 ･顔淵は則ち

体を具えて撒な りと｡敢えて安んずる所を問 う｣｡孔子の一部の要素を備えた弟子 と

全体を縮jJl化して備えた弟子があったOこ三では外の大自然､本物の自然､その中の

一部を取 り込むので桂なく､全体g)形を縮小して家の中に取 り込んだと言 うのであるo

これが中国の庭園の美学であろうが､ 西欧の庭園が人工的把造形 して幾何学的な図形

をこしらえ右のと対照的に ､ 中国の庭桔盆栽が端的に示 しているように､全体の形を

ミ羊アチ羊ア化 して､そこに外の自然を想起 して楽 しむ というかたちの受容であった｡

ミニアチュアであ杏に もかかわらず外の自然に匹敵する､或いは白屠易が ｢涼漠たる
れ ん い

三峡の水も､洪沸起る万頃の隈も､未だ如かず新塘の上の､微風 漣満を動かすに｣

(｢草堂の前に新たに一拍を開き､魚を養い荷を種 う､ 日びに幽趣有 り｣詩) とい う

ように､外の大 自然にも増 して愛惜するのは､そ うい うかたちで取 り込むことによっ

て自然が自己の所有に帰するからである｡ この所有の歓び というものも白居易が他の

詩文で頻繁に語うで填る｡所有すること-に去ってこそ､自然という対象 と自分との間

に親密な関係を結ぶことができる｡だから ｢先生 鳶に安んず｣､そこに安 らぎを得

られ香取である｡

家錐貧O不至寒髄､年躍者､未及葦｡

香 い 1-家庭守はあっても､着る物､食べる物に困るほどではない0年をとってはい

ても-､~老確ずる振どやはない｡

ずれも貴賓;老若の尺度の帝で自分はマイナス両方にあるけれども､しかしながら生

きていくことを轟かされ引まどの段階にまでは重石てはいない｡

一丸が生きてい4-う亮での基轟的条件とし辛生計と年齢を拳軌 自分はそのいずれに

おも､ても~追い詰められモいな仁､と認識ずることによっモ満足を覚えるとい う詩句駄

日雇易め詩中尾頻見ず武 一そして白居易に顕著なのは､客観的な基準に照 らし合せて

得ずるとい う嘩塵である｡何歳四時であろうと､それを若 くもなく年寄 りでもなく､

ちょうどレ判 i年齢だと満足する両帝ある◎｡
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非考亦非少 老に非ず亦た少くも非ず

年過三紀鯨 年は三紀の飴を過ぐ

非賎亦非貴 賎に非ず亦た貴にも非ず

朝登一命初.朝に登る -命初.めなり

(｢松密 日額｣)

五品不薦賎 五品は臆と廉さず

五十不慮天 五十は天と点さず

(｢酉披早秋直覆審意｣)

いずれも官晶 ･年書を対にして双方とも中間状態にあると滞足しようとしている｡

このように年齢 と官位 とが対になる例は枚挙にたえないが､｢酔吟先生伝｣では貧富

と年齢だけで､官品については述べていない｡実際には洛陽閑居時期も太子蜜客分司

東都 という､政治の中枢に埠関わらないものの､功成 り名を遂げた人物が任 じられる

名誉職に就いていたのであるBほかの洛陽閑適を唱う詩においては､その官にある自

足の感情を述べているo Lかし｢酔吟先生伝｣qP初めの部分に ｢退居洛陽｣とあった

ように､ここでは白居易は自分を既に退官 した人間と規定している｡ これは小さな虚

構 と云えば云えるが､白居易自身の心中は実質上既に官を退いたも同然だったのであ

ろう｡

太子賓客とい う官位が､白居易は中間と規定していても､実際､にはかなり高いもの

であわたのと同じように､経済状態におい_てもここで ｢家は貧なり･と錐も､~寒鯨には

至らず｣というものの､実は十分にゆとりのある暮 らし向きであったはずだ｡現実に

どの程度であったかよりも､彼自身がそれをどのようなものとして捉えているかが意

味をもつ｡白居易の閑適の境地はこう_した外的条件に満足を得 られた上に成立す亭も

のとし<設定されている. このところが先の陶淵明と異なる｡陶淵明の場合､｢性は

酒を噛むも､家貧くして常に埠得るあたわず｣｢環堵粛然として､風 Elを蔽わず､短

を置 くにも関わらず､-F萎姫た｣る精神状態を保持するところに陶脚明の嘩地が成立

したのであった｡白居易の方は物質的､外的な条件の一応の満足､_ないし満足とみな

す主観の上に (実際には一応の満足どころか､甚だ恵まれた物質的条件やあった料 ､

閑適の心境が生まれるのである_O

生ま粘つき埠を好み､ 琴樟哩け り､詩に程 し翫
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経済､年齢 (健康)の点で生活を保証されたうえに､飲酒 ･音楽 ･文学が生活に積

極的な楽しみを加えるものとして続 く｡｢五柳先生伝｣は ｢性 酒を噛む｣､｢常に文

章を著わして自ら娯む｣のみで ｢琴｣は出てこなかったが､陶淵･明のほかの詩ではよ

く見えるし､陶淵明と結び付いた ｢無絃琴｣は､実際に演奏するしないを問わず､｢琴｣

という楽器が隠棲者にとって欠くべからざるものであることをよく示している｡酔吟

先生が生活の快楽として挙げたこの三つは､陶淵明にそのまま由来している｡

｢酒｣｢琴｣｢詩｣は無用な噂好であるのみならず､それら-の好尚が､｢噂｣｢耽｣

｢淫｣のような一連の過度の惑溺を表わす語によって段階的に程度を強めていく｡『論

語』八街潜の ｢子田く､開唯は興しむも淫せず､哀しむも傷まず｣のように､儒家に

とっては ｢淫｣ という過度に至ることは抑制しなければならないのだが､ここに列挙

された愉楽は､儒家の中庸の徳を越えた､否定さるべき程度にまで及ぶ逸楽であると

位置付けている｡

凡酒徒､琴侶､詩客､多典之遊｡遊乏外､棲心得氏､通草小中大乗法｡

なべて飲み仲･間､琴の連れ､詩友とは､よく一緒に遊ぶ｡その交遊のほかに､仏道

に心の慰安を得て､小乗 ･中乗 ･大乗すべてにわたって仏法を学んだa

仏教-の接近は､陶淵明､王蹄にはなかったものC中国の隠棲者の精神生活の中に､

ここで仏法が新たに加わ っ た｡従来の道教と中庸の時期から顕著になる仏教-の接近

とは､矛盾をもたら＼すことなく､いずれも現世の価値を相対化 ･無化する同じ傍向の

ものとして､精神のよすがとして共存 している｡

輿嵩山僧如輔褒空門友､平泉客葦楚薦山水友､彰城劉夢得薦詩友､∴安定皇甫朗鷹栖

友O毎一相見､欣然忘蹄｡

嵩山の僧侶如浦 とは仏門における友 となり､平泉の人葦楚とは山水の友となり､彰

城の劉夢得 (割高錫)とは詩の友となり､安定の皇甫朗之 (皇甫曙)とは酒の友とな

ったO彼 らと会 うたびに､楽しくて家に帰るのを忘れるほどであったO~

それぞれの楽 しみを共有する友人､彼らの名は白居易のほかの詩文にも頻見する実

在の人物である｡冒頭では自分の実名を出さず､敢えて実在性､具体的事実を隠すか

のように出発 しながら､いつのまにか虚構性が薄れて､ほかの詩文ノと同じように自分

が実際に交遊 した人々がそのまま挙げられている｡これも ｢酔吟先生伝｣が形式とし

ては r五柳先生伝｣を襲いながらも､事実の記録に接近し､作者=話者-登場人物で
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あることを避けようとしなくなっていることを示している｡

｢酔吟先生伝｣はまた人との関わ り方が､交遊の範臥 こおいても交遊の質において

も､｢五柳先生伝｣､｢五斗先生伝｣ とは違 う｡｢五柳先生伝｣においても確かに人を一

拒絶 し孤高 を保づのではなく･逆に人 と一緒に分かち合 うことによって楽.しみが得 ら

れる･ことが､近隣の人 と酒を汲み交わす というかたちで述べられてはいるが､｢五斗

先生伝｣は具体的･な日常生活.の叙述がないこともあって ､人との交わりにう_いては全

くし触れ られていない｡この ｢酔吟先生伝｣に至ると､交遊は酔吟先生の愉悦の大きな

部分であることが分かる｡その相手は五柳先生が近隣のふっ･うの人々との交わりであ

ったのとは違って､僧侶､士大夫 との交わ りのみが記されている｡ しかもそれぞれの

分野において代表者の名が挙げられているように､その交遊は ｢選ばれた｣者 との洗

練 された交わ りなのだ｡誰とでも心を許 し合 う五柳先生風のつきあ･いではないのであ

る｡特定の人物 との個別的分野における交遊を述べているのは､ここに文人の趣味の

美学が成立 していることを思わせる｡

r気の合 う友 と交わることの楽･しさは､白居易が若い時から死ぬまで常に唱い続けた

ことである｡その唱いぶ りには､詩が交遊の道具であったという形式を越えて､白眉

易自身の生々しい感情があふれ出ているかに見える｡一種の人恋 しさの情感は彼の文

学の味わいの中でも欠かせない特徴であり､これが自居易の文学を穏やかで心和ませ

るもの･にしている｡~同時代の柳宗元の厳 しさ､孟邦の鋭さを思いだしてみれば､白居

易の膚 かみに富む味わいは一層醸著であろうD

滴､琴､詩､仏教など彼の･隠棲生活に彩 りを与える事物rを記すのみ ならず､それを

共有する友があって初めてそれが愉快なものとなるという心情も､先行する隠棲の文

学には希薄で､白居易に至って顕著になるものの一つであろう｡このことによって､

隠棲は理念の実現 としての面よりも､感性における愉悦 としての面をあらわにすると

白居易の文学は隠棲の哲学を表明するものではなく､閑居の歓びを感覚の快楽に基づ

いて唱いあげるものなのである｡

洛城内外六七十里間.､凡戟寺丘壁有泉石花竹者､摩不遊｡人家有美潜鳴琴者､摩不

遇｡有圏審歌舞者､廓不観｡ 自居守洛)"泊布衣家､以宴遊召者､亦時時往｡

洛陽の町の内外六七十里の範囲で､道観寺院､別荘に水､石､花､竹をしっ らえた

庭画があれば､足を運ばない所はなかった｡邸宅に酒､琴があれば､訪れない家はな

かった｡書物､歌蚊があれば､.~見な いもの_はなかった｡捧陽の知事から庶民の濠 まで､

宴の招待があれば､またしょっちゅう出向いて行 く｡_

白居易の洛陽履道里ぬ邸宅に圃林を設けたのみならず､ほかの人の庭園に･も足を運

ぶ｡-｢潜､琴1詩｣･についても､･人の家にまで赴 くo･白居易･の快楽追求ははなはだ行
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動的であり､且つ解放的だ｡ 自分一人の内部に沈潜 して宰受するのではなく､楽 しみ

を共有できる人 とは積極的に関わっていく｡｢磨不-- ｣のリフレインがその食欲な

享受を伝えている.

またここに述べ られている愉楽はいずれも都市的なものである｡山林の隠者は孤に

徹する､徹せ ざるをえないが､白居易の場合は都市でこそ可能な広い共有の場を領域

.として成立 している｡ここにもはや魔榛の名は当たらない.都市を場 として個人的享

楽を存分に味わう閑適の社会的広が りが伺えることが､それまでの隠棲 とは異質な世

界をこしらえている｡白居易の他の詩文の中に も､ここに云 うとお り､名だたる園林

を巡ったことが記 されている｡

毎良辰美景､或雪朝月夕､好事者相過､必席之先梯酒塁､次開詩笹O

うるわ しい時節､きれいな風景 (｢良辰美景｣)に出会 うたびに､或いは雪の降っ

た朝､月の出た晩､好きな連中がやってくれば､必ずそのために先ず酒樽の塵を払い､

次に詩箱を開ける｡

｢良辰美景 Jは謝畳連 ｢軽蔑太子鄭中集詩｣序の ｢天下の良辰 ･美景 ･寒 心 ･楽事､

四着 は井せ難 し｣ (『文選』.巻三〇)に出る言葉.文人たちが集い合って詩会を催す

のにふさわしい美 しい時節､景色D爾来､詩興をかき立てる条件 として謝霧運のこの

言葉は継承 されるが､謝藍運の場合もそれに先行する建安の文人たちの集いが理想 と

して憶悼 されている｡

酒贋鮒､乃冶接琴､換宮馨､弄秋思一遍｡著興壁､命家僅開法部糸竹U,合奏寛裳羽

衣一曲｡若歓甚､又命小放歌楊柳枝新詞十政幸｡放情自娯､醗軒而後巳｡

酒たけなわ となれば､自ら琴を取 りだし､宮声を奏 して､｢秋息｣の曲を一通 り爪

弾 く｡ もし興が催せば､億僕に陰部の弦管楽器を調律させ､｢寛裳羽衣の曲｣を合奏

させる｡もし歓びはなはだしいものがあれば､更に小技に ｢楊柳枝｣の最近の歌詞を

十数章歌わせる｡思 う存分に楽 しみ､すっか り酔っ払 うまで続けるのである｡

ここに挙げられている曲名 ｢秋恩｣｢寛裳羽衣 (敬)｣｢楊柳枝｣は､いずれも白唐

易 自身に同じ題の詩がある｡⑩｢楊柳枝二十韻｣には題下に自注があり､｢楊柳枝は､

洛下の新声なりC格の小姓忙善く之を歌う者有 り､詞章音韻､聴けば人を勤かすべ く､

故に之を賦す｣ と言 うから､曲に合わせて作 られた詩であることが明らかであるが､

r新詞十数章｣とい うのは､｢楊柳枝詞｣八首の連作の方がふさわしい.それと同じ

ものかは分からないが､恐 らく彼 自身･の作詞したも･のを唱わせたのだろう｡ここでは
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｢秋恩｣｢寛裳羽衣 (敬)｣は演奏をしているだけだから､同名の詩はそれ らの曲に

歌詞を付けたものだろうかoいずれにしても唐代中期の詩 と歌との関係について の貴

重な資料ではある｡

往往乗興､履及鼎､杖於郷､騎遊都邑､肩昇適軌 昇中置一琴一枕､陶謝詩敗乱

昇竿左右懸酒壷､ 尋水堂山､率情便去O抱琴引酌､興轟而乱

しばしぼ興に乗って､隣の家まで靴を引っ掛けて行ったり､杖を手に田舎に出掛け

た り､町中を馬で出掛けたり､かごで郊外に出た りする｡ かごの中には琴一葉 り､枕

-つ､陶淵明 ･謝歪運の詩集数巻を入れてあるoかごの竿の左右には酒壷をぶ らさげ､

水を尋ねた り山を眺めた り､気の向くままに出掛け､琴を抱え杯を引き寄せて､ 興が

尽きれば引き返す｡

様々な変通手段によって様々な場所に出向いて行く｡白居易は行動的､活動的に快

楽を追求する｡その態度はここに名前が出てきた謝畳運を継 ぐものである｡

如比者凡十年､其間日賦詩約千線首､歳醸酒約数百解､而十年前後賦醸者不典鳶｡

こうい う暮 しをざっと十年続けている｡その間､鳥 目作った詩は千首余 り､毎年醸

造 した酒は数百斜にのぼるが､この十年の前と後の詩 と潜はそこに含んでいない｡

大和三年 (八二九)､五十八歳の年に刑部侍郎を退いて洛陽に移 り､太子賓客分司

東都 となってから､この ｢伝｣の書かれた開成三年 (八三八)六十七歳に至るまで､

十年に達する洛陽生活のよろこびを､詩 と酒の畳によって示している｡快楽の程度を

数量化 して捉えるとい うのも､白居易 らしい一面である｡

嚢肇弟姪慮其過也､或蔑之不磨､至干再三､乃日､凡人之性鮮得中､必有所偏好｡

喜非中者也､設不幸喜好利而貨殖蔦､以童子多識潤屋､茸禍危身､奈菩何｡設不幸喜

好博薬､一輝敷帯､傾財破産､以至干妻子凍摩､奈吾何｡設不幸吾好薬､損衣削食､

錬鉛焼乗､以至干無所成､有所誤､森吉何｡今吾幸不好彼､而自適於盃藤娘詠之間｡

放則放兵､庸何傷平｡不猶愈於好彼三者乎D此劉伯倫所以聞婦言而不聴､王無功所以

違辞郷而不運也 ｡

妻子や兄弟､甥たちは過度に及びはしないか心配 して､非難 したりすることがある

が､返答 しないO再三に及ぶと､こう申し述べる.一一いったい人間の性質 とい うの

は､ほどよい程度で留るとい うのは滅多になく､どうしてものめりこんでしまうもの

-75-



だC私も中庸で止まるものではない｡だが､もし不幸にして､私が金が拓きで利殖を

行なえば､財産を増や し家を潤 して､禍を招き身を危 うくすれば､ どうするか｡或い

壮もし不幸にして､博打が好きで､数万の金を掛け､財産を傾ければ､妻子が路頭に

迷 うことになったら､どうするか｡或いはもし不幸にして丹薬が好きで､衣食を削っ

て､鉛を練った り水銀を焼いた りしたら､何も成就せずに､身を誤 ることになった ら

どうするか｡今､幸いに私はそ ういうものは好まず､酒 と詩に自適 している｡ 放縦 と

いえば放縦であるが､なにも損 うことはない｡上の三つのものを好むよりずっとまL

ではないか｡これが劉伶が妻の忠告を聞き入れなかったゆえんであ り､王韻が酵郷に

遊んで戻 らなかったゆえんなのだ｡

｢酔吟先生伝｣で述べてきた詩 と酒-の惑溺､それをここでは利殖､博薬､薬物 と

い うものと比較 して､弁護 している｡詩酒を好むことが正当化 されているものの､そ

れは単に程度の差に過ぎない｡我が身､家族を破滅にまで至らしめないとい う程度の

違い しかないのである｡本質的には他の三者 と同･じく道に背く行為であるかのごとく

に捉 えていることの方に注 目すべきだ｡隠逸 とは本来現世-の異講申し立てであり､

現実の汚濁に抗 して自己を保つ処 し方であった｡それがここでは､まるで利殖､博楽､

薬物 と同 じ範暗に属する背徳であるかのように取 り扱っているのである｡もちろん白

居易は本心からそ う思っているわけではない｡反俗を暗に自負 しなが ら､敢えてこう

語っているのであるが ､ここでは隠逸が快楽の追求 とい う点に絞 られ､快楽の追求 と

い う点においてそれは利殖 .博突 ･薬物 と同等に並ぶのであるO隠逸に快楽 とい う要

素を盛 り込んだのが､白居易の隠逸の系譜における一つの特徴 といえよう｡

もう一つ､この箇所か ら指摘 しうることは､白居易の論理的思弁 といったものであ

る｡松浦友久氏は陶淵明と白居易の共通点として ｢説理｣ とい うことを挙げる①｡ こ

の段落は論理の遊び と言づてもいいC 自分の詩酒-の耽溺を正当化ずる必要もないの

にか くも長い言葉を弄 してする､自分を故意に背徳的人間であるかのよう1に位置づけ

ておいてそれをまた救 う､そ うい う論理の弄びがここで繰 り広げられているのである｡

そ うJして見ると､ここでは論理の開陳そのものよりも､そ うい うことをする白居易の

心的憧度の方に目を留めるべきやあろう｡つま り説理性を強調するより､自分の生き

る態度にこだわり､それを意味づけようと言葉を浪費する､そ うした態度こそ′自居易

の特質 と見るべきであろう｡そこにこの作品のもう一つの特徴が浮かび上がって くる｡

すなわち自分-由しつこいこだわり､自分の生き方-の強い意瓢､それは自己省察と

い うほど深い､切実なものではない｡鏡をやた らに見たがる程度の自意識 といっても

いい｡そ ういえば白居易には ｢写真｣(肖像画) と題す る詩がいくつもある｡ ◎ ｢写

実｣-の執着が示しているように､自分-のこだわりがこうした意味をあま りもたな

い意味付けにこだわるかのようだ｡
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遂牢子弟大酒房､環醸聾､巽据仰面､長呼太息日､書生天地間､才奥行不達於古人

遠兵.而富於斡宴､轟於顔淵､飽於伯夷､楽於柴啓期ーヾ.健於衛叔賓O幸甚幸甚､飴何

求｣哉｡｣一若捨軍所好､.何以送老｡

そこで若い者たちを連れて酒倉に入 り､酒聾を囲んで､どっかり腰をおろして顔を

上げ､_深く息をついて､こう語る｡ 一一私はこの天地の周に生まれ､能力も振舞も古

人には到底及ばない｡しかしかの幹婁よりは豊かであるし､顔回.よりは長生きである

し､伯夷よりは食 うに困らないし､柴啓期よりさらに愉快だし､衛叔賓より丈夫だ｡

なんと幸せなことか｡これ以上何を要求しようr｡もし自分の好き･なものを捨ててしま

えば､どう~して老後を過ごせるものだろう｡

ここで白居易は人間にとって五つの幸福の条件を挙げている｡金に困■らないこと､

十分な寿命をもっこと､食べるのに困らないこと､人生を楽しく受け取ること､_体が

健康であること｡比較の対象に挙げられた人物はいずれもそれぞれの条件において最

低の度合いで知 られたものばかりである｡祭事は陶淵明 ｢互斗先生伝｣にも見えたよ

うに遺体を確 う布す らなかった貧乏の代表者Q顔回は天折の代表O伯東は飢えても周.

の粟を口にせずに餓死した､食 うに困った代表.柴啓期惇 白居易がしばしば用いる人

物で､人から何がそんなに楽しいのかと問われ､｢我に三楽あり｣､獣ではなく人間

に生まれたこと､女ではなく男に生まれたこと､そしてここまで命を保ってきたこと､

その三つを挙げた､つまりは今自分が与えられている条件､ふつ う幸福と時みなされ

ないような条件､それこそ幸福だと云った人物｡.⑬ちなみに西洋古典学者の中審哲郎

氏の教示によれば､古代ギリシアにも同じようなことを云った人がいるというoF,レ

ス (別の説ではソクラテス)埠､｢次の三つのことのために｣｢運命の女神に感謝し

て｣いたO｢第-は獣ではなく人間に生まれたことであり､第二は､女にではなく男

に生まれたことであり､そして第三は､異民族にではなくギリシァ人に生まれたとい

うことである｣｡?衛叔賓は ｢羅蹄に堪えざる若 し｣(『世説新語』容止篇)､うすぎぬ

の着物にも耐えられないほどの弱々し_い体の持ち主｡

或る条件について自分より低い程度のものと_杜較すること笹よづて､自分性まだま

しだと納得するかたちの慰撫は､由一居易の~自足を獲得する手段の一つとして詩によく

見える｡実際には太子賓客東都分司の職にあった洛陽閑居の時期は､物質的にも精神

的にも体力的にも十分に恵まれていたとい うべきであって､決 して最低よりはまし･と

kllうよ.うなも.ので時なかったはずだが､埠較の程度よりも重要なのは､それぞれの条

件において白屠易白身が満足を覚えているとい うことである｡この自足の感情 という

のは､王線にはないし､個淵明にもこれほどはづきりと時表明されていなレナ｡･白屠易

の周蔵の文学の大きな轡徴は､自足甲感情を具体的に､繰 り返 し唱い､喝.うことによ

っ-てそL'の満足感を繰 り返 しかみしめているところだ｡実際､実生活においてもそれま
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での文人とは異なる恵まれた条件を白居易は得ていたのだが､それの基盤の上に立っ

て ｢満足する｣｢自足する｣情感を唱う文学を白居易は創始 したといってよい｡もち

ろんここで最低をあらわす人物を挙げて比べていることには､譜辞の様相を伴ってい

るのだが｡

因自吟詠棲詩云､抱琴柴啓楽､縦酒劉伶達｡放眼看青山､任頭生白髪｡不知天地内､

更得幾年清o彼此到終身､蓋薦閑日月.

そこで自ら ｢詠憤詩｣を口ず さんで云う､

抱琴柴啓柴 琴を抱 く 柴啓の楽

縦宿割伶達

放眼看青山

任頭生白髪

不知天地内

更得幾年活

従此到終身

盤爵 閑.日一月

酒を縦いままにす 劉伶の達

眼を放ちて青山を看

頭に任｣して白髪生ず

知らず 天地の内

更 に幾年括くるを得るかを

此よ.り身を終 うるに到るまで

轟く閑日月と薦さん

文中に引かれた詩は､~文集では ｢洛陽に愚里有 り｣と題 して収められているものの

一部で､大和八年､四年前の伴であるo元の詩は二十四句､その後半八句がここに挿

入されている｡

ここで自分の旧作を引いているの-は､｢酔吟先生伝｣で述べてきたところを､この

詩が端的に表わしているということだろうが､散文の中に挿入された韻文は､墓誌銘

における散文と韻文わ働きと似た効果をもつ｡散文で述べてきたことを韻文によって

吟羅臼呼､掲塗擦酷､又引数盃､苅然宿敵 既而酔復醍 ､ 醍復吟､吟復飲､飲復酔｡

酔吟相伽､若循環然｡由是得以夢身世､雲富貴､井席天地､瞬息百年､陶唐焦､昏昏

鮪､不知老乏牌至､古扉謂得全於酒肴､故白魔 薦辞吟先生｡

吟じ終えて笑い､聾を掲げて濁 り酒をかきまぜ､層に何杯かE]に運んで､すっかり

酔っ払うてしま う.そうして酔っ七はまた醒め∴醒めてはまた詩を吟じ､吟じてまた

飲み､二飲んでは酔っ払う｡酔 うのと吟じるのが循環するようは､次々繰 り返す.こう

して身世を夢のようなもの と感 じ､富貴を雲のよう心 まかな･いも<Dとみなし､世界を

室内の幕や席のよ うrなものと考え､百年を一瞬と思い､うっとり､ぼんやりとして､

老いが迫ってくるのも関知 しないありさまになるoこれこそ古えの酒によって完全な
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境地を得るとい うものであり､(『荘子』連生篇に ｢全於天｣)そこで自ら酔吟先生と

号を名乗った｡

酒 と詩に陶酔 した､至福の境軌 ｢酔吟先生｣の名の由来に結び付く｡

千時開成三年､先生乏歯六十有七､顛轟白､髪半禿､薗讐映､而臆詠之輿猶未裏｡

顧謂妻子云､今之前吾適美､今之後吾不日知其興何如｡_

この時開成三年､先生のよわいは六十七歳､葬は真っ白になり､髪は半分禿げあが

り､歯は二つ欠けているが､しかし酒を汲み詩を詠する興趣はまだ衰えていない｡妻

子を振 り返って云 う､今までは､私は快適であった｡ 今より後､私はこの興趣がどう

なるか自分でも分からない､と｡

この結びが実は最も蘭 解である｡最後の-句はなにを言お うとしているのかo ｢今

までは満たされていた｡ しかしそれがいつまで続くものか分からない｣という悲観の

言葉なのかC或いは ｢今までかくも満たされゼいた｡これから先､その歓びがどれほ

どのものにまでなるか見当もつかない｣とさらに無限の可能性を予想する言葉なのか｡

しかし今はそのいずれとも違 う解釈を取 りたいと思う｡'｢今までは満たされていた｡

しか し今後のことは分からない｣､そ う読むことは悲観に近いかのようであるが､肝

心なのは悲観 しているのでは■なく､諦観 と読むことである｡これからどうなるか､自

分の知Jjたことではない､どうなろうとかまわない､天に任せるだけのことだD天に

身を委ねて､今まで満たされてきたその歓びを存分に享受しよう｡それがかなわなく

なったらそれまでのことだ｡この快楽に執着するのでなく∴ 与えられたものを自分は

享受するだけのことだ､ と｡中に引かれた詩の末尾四句でも､｢知 らず 天地の内､

更に幾年活 くるを得るかを｡此より~身を終うるに到るまで､轟く閑日月と薦さん｣､

余命はどれほどあるのか分からないものの､自分は与えられた時間をこの歓びに浸っ

て生きるだけだ､と唱っていたO

いずれにしても､この結びは五柳先生伝､五斗先生伝が ｢完結｣ しているのと異な

り､未来に向かって開かれている｡酔吟先生の生はここで締めくくりがついたのでな

く､一つの過程 として捉えられているのである｡｢今之前｣｢今之後 ｣という措辞は､

この作品が過去 ･現在 ･未来の時間に亙っていることを示している｡

｢酔吟先生樽｣が ｢五柳先生樽｣型自伝に属ずることは､架空の人物の名を借 りて

本人とおぼしき人物の生き方を描くこと､~それは事実の記録というより頗望 ･理想と

して描き出され､且つその願望 ･理想は隠逸の実現であること､そういう共通性から■

明 らかである｡~｢孟柳先生侍 ｣型自伝の唐代中期における表現であることを認めた上
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で､ここではその差異の方に着目し去う｡

｢酔吟先生伝｣を通読 して抱く印象の第-は､その僚舌さである.これまで読んで

きた ｢五柳先生伝｣､｢五斗先生伝｣に比 して圧倒的にお しゃべ りなのだ｡健舌 とい

うのは白居易の文学の顕著な特徴の一つであり､同時にそれは中庸文学全体の特徴で

もある｡

そg)健舌がここにおいてはどんな意味や効果をもっているのだろうか｡全体の趣旨

はといえば､陶淵明以来の隠逸の頗望の文学的表現にほかならないが､それがこのよ

うに多畳の言葉を費やすことによって､措かれた生き方の具体性､きめ細かさが加わ

る｡ 生活に密着 した細やかな叙述は､その日常のありさまを磐解 とさせる｡理念を直

射 こ述べるのでなく､生活の具体相を措くことによってイメージを読者 に受け壊し､

理念はその背後に潜むことになる0

第二の印象は､｢五斗先生伝｣と違って､｢五柳先生伝｣が本来も っ ていた快楽志

向､歓びとしての隠棲､その方向を一層明確に､徹底していることだ｡ここには世を

すねた､世間に背を向けた隠者の姿というものはないO生きることの歓び唐ほしいま

まに享受 しよ_ うとする姿が浮かび上がるのである｡白居易が ｢五柳先生伝｣型自伝の

系譜に連なって果たした役割結､隠逸の歓び､歓びとしでの隠逸を高らかに唱い上げ

たところにある｡

しかもその快楽の追究は､白居易の文学が常にそ うであるように､日常生活､現実

生活 との間に平衡感覚を保持している｡｢曙｣｢耽｣｢淫｣などの過度の愛着をい う言

葉を使いながらこも､ 危なげのない安定感を保つのは､これまた白居易の文学の特徴で

ある｡利殖 とか博薬とか薬物 とかの快楽と比較して､それ らよりましだと語るのは､

この快楽は自分自身や家族を破滅に陥れないということを述べている｡もともと中国

の古典文学に柱､近代文学でいうとこ-ちの破滅型の文学者は少ない｡白居易はとりわ

け健康な現実感覚が1旺盛である｡その点が酉厭のロマン主義以降､日本なら近代文学

の､不均衡を文学の根源 とするような文学との大きな隔た りであ り､近代文学に慣れ

た読者にとって中国の古典文学に違和感を覚えるゆえんかも知れない0

とまれ､白居易の ｢酔吟先生伝｣によって､｢五柳先生伝｣型 自伝は､存分に展開

され､十分な成熟に到達したのであるo

七 陸亀蒙 ｢甫里先生伝 ｣

白居易の ｢酔吟先生伝｣は晩唐に入って陸風蒙 (?一八八一 ?)や司空圏 (八三七

一九Q八)_によって受け継がれていくO司空園の ｢休休亭｣.(『司空表聖文集』巻二)

は 『旧店琴』巻一九〇下 ｢司空囲伝｣に ｢嘗て白居易の酔吟伝に擬 して休休幸市を為

りて日く｣として引くように､酔吟先生の無為有閑の生き方を模擬 した短い作品であ

る･｡ここではよりまとまった分丑をもつ陸亀蒙の ｢甫里先生伝｣を見ることにしようo

-80-



陸亀蒙は度 日休 (八三四?一八八三 ?)と唱和 した 『松陵集』が知られ r皮陸｣併

称されるが､白居易 との関係は皮 目休の方が深いとふつ う考えられている｡それは度

日休に ｢正楽府｣十潜のような社会 ･政治を批判 した件品があって ､ ノ白居易の r新楽

府｣を継承 しているとみなされるからである｡度 日休はまた ｢酔吟先生｣の号を名乗

った り､｢吾は愛す白楽天｣ (『皮子文薮』巻十､｢七重詩 ･白犬停｣) と唱った り､白

居易-の追慕があらわである｡しかし陸亀蒙の方にも談論詩はあるし､｢酔吟先生伝｢｣

に連なる作 として ｢甫里先生伝｣がある｡

甫里先生者､不知何許人也｡人見其耕於甫里､故云｡[甫里､松江上村城名]

甫呈先生なる者は､どこの人か分からない｡甫里で農耕 しているのを人が見て､そ

う呼ばれる｡(原注 :甫里 というのは､松江のほとーりの村の名である｡)

本名 ･事は記 されず､号による人物の登場､出自の不明であることの言明､いずれ

も ｢五柳先生伝｣型 自伝の基本であったo命名がここでは実際の地名に拠っている｡

｢五斗｣｢酔吟｣のようにその人物の反社会的特鑑を明示する言葉ではなく､む しろ

｢五柳｣の偶然の命名に近い｡ただ ｢甫里｣は原注にい うように実際の地名であるが､

しか しそれも原注を必要 とするような小さな地名だから､地名による文学的喚起力は-

ない｡たまたま住んでいた場所の名を人の名にしたとい うにすぎない｡

先生性野逸､無届槍.

先生はその性格､自然で放逸であり､何にも束縛 されるところがない｡

その人間の特質の総括｡｢五柳先生伝｣の ｢閑静にして言少なく､禁制を慕わず｣､

｢五斗先生伝｣の ｢思慮を絶ち､言語寡 し｣などの叙述に相当する｡世の拘束から自

由であるとい う設定は､｢五斗先生伝｣で ｢万物 心に条 うあたわず｣と記 していたの

につながる｡

好誼古聖人言､探六籍､職大義｡就中柴春秋､扶摘微旨｡見文博子王仲滝所轟音､

云三億作而春秋散､探以薦然｡｢貞元中､韓菅公嘗著春秋通例､刻之千石｡尭以是畢薦

己任｡而顛倒浸漉､封塞無一適者｡殆牌百年､人不敢持斥庇顕B先生恐疑誤後草､乃

著審蛇而群之｡

古の聖人の言葉を読むことを好み､六経を探求 し､そ.の根本を理解 していた｡とり

わけ春秋経が好きで､その微妙な趣旨を探･り求めた｡文中手玉伸滝が著した審物 (『中
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説』)の中に､､春秋三伝が作 られたために春秋経は散逸 してしまったといっているの

を見て､深 く同感 した｡貞元年間に､韓菅公が 『春歌通例』(韓現､『新唐書』巻一

二六本伝に ｢善く易 ･春歌を治め､通例及び天文審序缶各一簾を著す ｣｡『新暦専』

て､石に刻んで､その聾を自分の使命 としたが､しかし石碑はひっくりかえった り摩

滅したり､欠け落ちて一つも意味が通らなくなり､そのまま百年もかくになるのに､

その欠陥を指摘 しようとする人もなかった｡先生は後の人を混乱 させることを案 じこ

そこで著述を著して収集して弁 じた｡

前の没落では不軌奔放ぶ りを語ったものの､ここでは経拳-の興味と造詣を記す｡

春秋を三伝の解釈から離れて経文そのものに戻って解親しようとする新 しい学派は､

喫助に起こり､嘆助の死後､その 『春秋集伝』を槍匡が学んで陸韓 (陸質 と改名)と

ともに発展 させ､呂温は陸淳に直接学び､それが柳宗元 ･劉再掲 ら永貞の改革に参加

した人物の思想形成に関わることは､よく知 られている｡訓辞に縛 られた師伝の撃か

ら個人独自の思考- と､経草に大きな転回をもたらした新しい学派である｡韓愈の ｢塵
つか

い春秋畢にくみしていたことを示･している｡韓愈自身もそういう新思潮のリーダーの

一人であり､そこから後の栄華が発展してい｣つたことも周知の知識である｡そうい う

系譜に陸亀蒙も連なる_ものであった｡

先生平居以文章自情｡錐幽憂疾痛中､落然無旬 日生計､未嘗暫頓｡鮎窺塗抹者､紙

札相歴､投手皆箱中､歴年不能浮窯一本｡或爵好事者取去､後於他人家兄｡亦不復謂

己作美｡少攻詞詩､欲典造物者事柄｡遇事粗壁化､不一其鮭裁｡始則凌棟波涛､穿穴

除.固､囚錬怪異､破砕陣敵､卒造平淡雨後巳｡

先生はふだんから文学が好きで､病気で弱っている時でも､尾羽 うち枯 らして食 う

にも困っている時でも､筆を止めたこと一は少 しもなかっ.た｡寄き直 し塗 り潰 した紙切

れが押し合い-し合い､箱の中に投げ込んであって､何年も清書することもしないま

まで､物好きな人が持ち去って行ったりした｡後になってよその家で見ても､自分の

作うたものだとは言わなLかった｡ 若い時に詩歌を修め､造物者 と功を事 うつもりであ

った｡_出会 う対象に従ってスタイルを変え､同iのまま押し通すこと,はしなかった｡-I

始めは大波を踏み越え､,困難に挑戦し､怪異を捉えこんで､敵陣を粉砕するような勢

いであったが､最終的には平淡な境地に到達したO

甫里先生の文学愛好と遍歴について｡どんな状態､境遇の時でも詩件を続け_たとい

うのは､彼が本質的に文学好昔であったことを伝え､自分の名にこだわる-､づま りは
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名声とか他の価値のため･のものでなかったから､作ってしまった作品･については倍淡

たる態度であったことを述べる｡

創作の態度に続いて､その詩風について述べる｡｢始めは則ち｣に続く箇所が語る

のは､韓愈一派の奇怪をほしいままにする詩風に属していたことであろうO当初はそ･

うであ･つたのが､最後には平淡に至った､というのは､.陸亀蒙の溝 の転換を語るに違

いない'が･､また彼が最終的に到達した詩観の表明でもあって､怪奇より平淡を価値あ

るものとみなしている｡怪奇に走った時瓢もあったことをかく言葉を費やしているの

は､怪奇から平淡まで両極をよくした幅の広さを語ろうとしてもいるのかもしれない三･

怪奇から平淡への転換は､韓愈の晋島に対する詩評にも同じかた-ちで見える｡｢無本

節 (青島)の苑陽-帰るを送る｣･詩に買島の詩の奔放さを述べた後､r_姦窮まり怪変
いた

じ得て､往在にして平淡に造る｣-｡詩の批評として用いられる ｢平淡 ｣は､六朝期.に

は詩的味わいの貧 しさを言 う否定的な意味しかなかったのが､宋代では詩の達成すべ

き境地 として肯定的に用-いられ､その転換は中庸にあるといわれる｡~

陸亀糞がここで ｢平淡｣を自分の詩的遍歴の最終地点として取しているのも､そう

した詩観の転換点に位置し､白居易をその点でも継ぐものとして_理解できよう｡

好潔､JIJ終審戸硯席､薮然無塵填｡得一審詳熟､然後寅於方冊0倍本即校､不以再

三薦限｡朱黄二義､未嘗一日去於手｡所蔵錐少､威糖蜜正定､可停借入､蕃有編簡=断

壊者緯之､文字搾誤者刊之｡楽聞入褒章､講評通論不倦｡有無頼者､穀折操汗､或蔵一

去不返､先生■塵然自容｡

机 ･書棚 -･窓 ･椅子など書斎の身の回りrをきれ叫 こする町が好きで､_すっきりして

塵一つなかった｡書物を手に入れると熟読し､それから蔵書の中に収め~た｡同じ本に

出会 うと校勘 し､二度三度で終わるということはなかった｡朱色と黄色の二本の輩は､

一 日として手から離すことはなかったO持っている本は多くはなかったが､いずれも

正確な本で､人に貸すことができた｡装丁がほつれた本があれば修理し､文字の誤 り｢

のある本は正 した｡学問をしている人がいると聞くと､歓んで議論 し合った｡ひどい

人間-がいて､本を破った り汚 したりしたり､返さない人もいたが､先生は謙垂に自分

のせいとした｡

読書生活の記述｡生活の中の欠かせない要素として読書について記すの時､五柳先

生伝から始まっていたがJそこでは ｢書を読むを好むも､甚 しくは解する.を革めず｡,

ごと ナなb

意に会する有る毎に､ 便 ち欣然として食を忘る｣七､.ひたす ら読む歓びギけが帯ら

れ､｢酔吟先生伝上では行楽の楽 しみを添えるものとして陶瀞の帝集が挙げられてい

たのに比づると､ここの読書は歓びと･しての読書でなく､もっと摩格な学問に近い草

書､校訂を中心とする読書を性癖 とす亭ような覇書生簿が寄 られている｡･こ担 三は恐
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らく｣晩唐の読替人の一つの新 しい傾向というものを反映しているのではないかと思

う｡多分このJ時期には書物が急激に増える､一つの書についても何種も本が出回って､

知職人の間ではそれ らを自分の手で校訂するという風潮が広まり出していたのではな

いかと想像される｡『唐放言』巻十には陸風蓑について ｢蔵書高歯巻｣ と､たいへん

な蔵審家であったことが特記されている｡快楽としての性格は後退するが､清潔 と緊

張を苗とする読暮-の傾斜はこれも甫里先生の日常を伝える､彼の性癖を説明するも

のである｡そして本を粗雑にする人に対する寛容な態度は ｢美徳｣として書き込まれ

ているO

先生貧而不言利｡間之｡封日､利者､商也0人既土臭､奈何乱四人之業平O且仲尾

孟珂氏之所不許.

先生は貧乏であったが､金儲けのことを口にすることはなかった｡そのことを尋ね

ると､金儲けという由は､商人のするわざであるO士大夫である以上､どうして社会

の四つの分業 (士農工商)を混乱させるようなことをした りしようか｡孔子 ･孟子の

許可しないことだ､と答えた｡

金銭生活について｡貧乏はこれも五柳先生以来備えるべき条件であった｡且つ ｢貧

賎に戚戚たらず､富貴に放浪たらず｣､尭乏に心を奪われないこと､金銭に惜淡 とし

ていることが､そのもつべき態度であった｡｢五斗先生伝｣には金銭面についての記

述はなく､｢酔吟先生伝｣では ｢家貧なりと錐も､寒願には至 らず｣と生活の保証が

されていることの方に重点があった｡そうしてみると､金銭への倍淡を語るのは､甫

里先生の方が五柳先生をそのまま受け継いでいる｡

先生之居､有地政畝､有屋三十枚､有田暗十商歩､有牛不審四十蹄､有耕未百億指､

而田汗下､暑雨-霊夜､則輿江通､無別己田他田也O先生由是苦飢､匪倉無升斗蓄積こ

刀身弓負春鐘､率耕夫以盛具､由是歳波錐狂､不能眺書防溺吾稼也｡或簡利之｡先生日､

尭舜徴痔､大高聴牌､彼非聖人邪｡吾-布衣耳O不動触､何以爵妻子之天平｡且奥其

蚤風名器､雀鼠倉庫者何如裁｡

先生の住まいには､数畝の弛､三十棟の家屋､十万歩の田畑､十頭をくだらない牛､

百人以上の農夫があったまそ して田は低い土地にあったので､夏の雨が一昼夜降り続

くと､川とつながってしまい､自分の田か他 人の田か区別できなくなってしまう｡先

生はそのためにひどい飢鰍 こ陥 り､米創 こは一升の蓄えもな(なわでしまったので､

自分でもっこ ･~鋤をかついで､農夫を連れて備えを作った｡それで毎年の大水が荒れ

狂っても､自分の堤防を越え自分の件物を水浸しにすることはなくなった｡.それを非
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難する'̂がいたo先生は ｢尭舞は垢をまとい痩せこけるまで働き､_高はたこができる

まで労働 したものだった｡~向こうは聖人ではないか｡こちら植-介の布衣に過ぎない｡

労働せずに､どうやって妻子の暮らしを支えるというのか｡高価な器にたかる連中､

倉を食いつぶす連中と故べてどうだというのか｣

地主 としての甫皇先生の所有財産は､なかなかのもののようだ｡ここではそのオー

ナーでありなが ら､自らも肉体労働に精を出すという面を書き込む｡土地所有者であ

りながら･､額に拝して働 くということを ｢美徳｣として記している､｡士大夫の肉体労

働-の参加を美徳 とするのも､ この頃から始まったか.というのは､中唐あたりから

詩の中に､農村の労働 と対比して､手に泥をつけないまま食っている官たる自分に･白

寿の念を覚えるというかたちの述懐が登場するからである｡

陸亀蒙が実際の農作業そのものに関心を抱き関わっていた こ.とを示すものに､
らいし卓上う

･『未頼経卦 とい う_著作がある｡

陶淵■明では専 ら貧窮ぶ り､無一物の暮らしだけが書かれていたのが､白居易に至る.

と豊かではないが生活には困.らないという､条件が一応満たされたうえでの精神の 自

適が語 られ､ここでは更に進んで生活が基本的に保証されている状態が綴 られている｡

それをいうのに数字の列挙で示すと=いうのも､･白居易に連続する｡

先生噂茶苑､置小圃於顧渚山下､歳入茶租十許簿薦甑桔之費｡自薦晶第専一篇､粗

茶躍茶訣之後｡南陽張又新嘗薦水説､凡七等､其二日悪山寺石泉､其三日虎邸寺石泉､

其六日呉松江､是三水距先生遠不百里､高僧逸入時致之､以助其好｡

先生はお茶が好きで､顧渚山のふもとに/J＼園を設け､.年ごとに十簿あまりの茶の代

書物一潜を著 し､それは陸羽の 『茶経』､瞭然の 『茶訣』(侠)_のあとを承けるもの

であった｡南陽の人､張又新は茶に用いる水についての論を著したことがあり (『煎

茶水記』)､･それは七等級に分けて､第二は塞山寺の石泉､第三は虎邸寺の石泉､第

六は呉松江であったが､この三うの水は先生の所から首里もない近さだったので､ ･高

僧ゃ逸.人が時々それを持って.きて､先生の茶好きを助けてくれた｡

噂好､愛好を加えるのは､五柳先生伝以来であ･るが､お茶への愛好を記すのはそれ

までにはないD白居易の時代に既にお茶は飲まれていたが､晩唐にはここに ｢高僧逸

人｣と･いうように､一部の人の雅な好みとして浸透 していたかのようだ｡つまり･｢茶｣

-の噂好を語るのは､甫里先生の高貴な生き方の一つJのしるLとして書かれているの

である｡

自伝の系譜をたどる中でお茶が登場するのは､これも興味深いことで壮あ呑tとい
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うのは､後で見るように､中国で最初に ｢自伝｣という名で自伝的な著述が書かれる

のは､ここにも名が出てきた､『茶経』の撰者陸羽からなのだ｡｢茶｣と隠者､さら

先生始以審酒得疾､血敗晃索者二年､而後能起｡有客至､亦潔樽置鰐｡但不復引覇

向口耳O

先生は前に酒が好きでそれで病気になったことがある｡二年間というもの血が汚れ

気が~尽きた状態であったが､それからやっと起きあがった｡客がくると､樽を払いさ

かずきを用意したが､しかしもうそれを手にして口に向けることはしなかった.

茶に続いて酒｡酒は陶淵明以来必ず記される噂好であったが､ここでは茶-の熱心

さに較べてそっけない｡それ というのも以前は酒が好きであったのが､健を壊 してそ

れを絶ったからだ｡来客接待に用いるに過ぎない ､ という｡ 酒についてのこのような

書き方は､酒がもはや劉伶 ･院籍などに由来する反俗の意味を喪失し､具体的､個別

的な生活体験に基づいて述べていることを示 している｡五柳先生伝 という枠組みは踏

♯されながらも､その型を定式として当てはめていくのでなく､個々の報告､記述に

変質してきているのであるD

性不審輿俗人交､錐詣門不得見也D不置車馬､不審慶弔､内外姻鹿､伏膿喪条､未

嘗及時往O

俗人とは交際を好まぬたちで､門まで足を運んでも面会はかなわない｡革 .子馬とい

った交通手段も設けず､慶弔の付き合いも無視 しこ親戚付き合い､年中行事や冠婚葬

集も､しかるべき時に出かけたことがない｡

人との付き合いの遮断｡それは社交上必要な交際を自ら絶っていることであるが､

しかしそ うした付き合いを拒絶するだけでなく､甫里先生伝には周囲の人 との触れ合

いそのもの-の志向が欠如 している｡これが五柳先生伝や酔吟先生伝 との相違であり､

陸亀蒙の性癖､人となりとなっている｡

或寒暑得中､鰻佳無事時､則乗小舟､設蓬席､賓一束審茶麗筆淋釣具碑 船郎而巳｡

所詣小不合意､程遠不留｡錐水禽沈起 ､ ･山鹿巌走乏不若也｡人謂之江湖散人｡先生乃

著江湖散人停両歌詠之｡

寒くもなく暑 くもない時節､また髄の具合もいい時には､小舟に乗って､とまを設
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け､一束の春物､茶釜､撃を置く台､釣 り道具､船を漕 ぐ男､それだけを用意する.

足を運んだ所が少 しでも気に食わないと､直ちに退散する｡その速 さは水鳥の運臥

鹿の走 りも及ばぬすばや さであるO ･人は江湖散人と称するので､先生はそこで江湖散

人伝を著 して詠 じた｡

小舟での行楽は酔吟先生伝に似るが､その書き方は酔吟先生の陽気で快乱 行勤的

なのと対照的に自分の好みに厳 しく従い､他人 と溶解 しない､孤高の形象を示す｡｢江

湖散人伝｣は陸亀蒙の別の著述 としてのこっている｡ それはいい加減な人間を周囲が

軽侮 して ｢散人｣ と呼んだのを､本人はそのまま自分の号とした｡それを問 うた人に

答えるかたちで､自在な生き方を説いたもの｡｢散人｣とい う言葉は先秦からあるが､

それは役立たずの駄 目な人間の意味だが､それを反転 して世間的には無用な､それゆ

えに世俗から自由な､ それに捕 らわれない人間という意味に変えてしま うO

由是揮穀誉不能入｡利 口者亦不能致意o先生性碑急､遇事態作､板不含忍､尋復悔

之O屡改不能巳o先生無大過､亦無出入人事､不樽姓名､世無有得之者o豊浩翁 ･漁

父 ･江上丈人流者平｡

かくしてすべて穀替褒乾は入って来ず､口の上手な者も何 も言って来なくなった｡

先生はせっかちな気質で､何かに出会 うとす ぐ行動し､そのたびに我慢することがで

きず､しばらくたっ と後悔する｡何度 も改めようとしてもできない｡先生はこれとい

った過ちもな く､世の出来事に参加することもなく､姓名も伝わ らず､世間では彼を

知っているものはいないOいわば古の浩翁 (後湊の郭玉､方術伝に収められる伝説的

名医卜 漁父 ･江上士人 (『論語』微子潜 に ｢隠者｣ として見える)のた ぐいであろ

うか｡

甫里先生の人間を総括する｡ここで注目したいのは､｢牲娼急｣以下､先生の欠点､

短所について記 し､且つそれを反省 し､改めようとし､それができないと述べている

箇所｡今までの ｢五柳先生伝｣型 自伝には人物の短所について触れるものはなかった｡

ここで初めて ｢自省｣｢内省｣ らしきものが登場す るのである｡それがこれを自伝に

近いもの､ 自己省察の要素が入っているものに している｡ とはいえ､それは先生の人

格の決定的否定､ 自己否定 とはほど遠いo とい うのは､｢禍急｣ とい う性格 も､世俗

に調子が合わないことの二つのしるしだからである. 全体が世俗を離れた生き方を帯

き出しているのの中にこれも収まるものではある｡

甫里先生伝が ｢五柳先生伝｣型 自伝に連なるものであることは､叙述の仕方､一一

自分であって自分でないような書き方､00先生､偶然の命名､人間のアイデンティ
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などから分かる｡違いの方に日を向ければ､自分の理想､願望を書 くことか ら､自分

自身を語ること-と重心が移動 している｡それを可能にしているのは､叙述の多 さ､

それは畳的な増大と記述のきめ細かさ､詳細さ､撒密に細部を措 く､これは ｢酔吟先

生伝｣以来の傾向やある｡つま りより自伝に近づいている｡この伝の体裁は陶淵明の

｢五柳先生伝｣に由来 しながらも､実際には近い時代の白居易に直接連なるものであ

る｡

八 欧陽修 ｢六一居士伝｣

｢五柳先生伝｣型 自伝の系階に連なる名高い作品として､最後に束 ･欧陽修の ｢六

一居士伝｣を見て､締め(くることにしようOこれは ｢五柳先生伝｣と共通す る性格

をのこしているとはいえ､全体の印象はもはやかな り隔たりがあるようにみえる｡

欧陽修 (-00七一一〇七二)を文学史の中で捉えれば､中庸の韓愈 らの古文を受

けて､以後の中国における標準的な文体 として定着させた文体の改革者 として､また

建学､史学､文学など､広い方面にわたってその著述活動を展開した官僚文人の噂矢

として位置づけられようが､彼の文学の本質は何よりも健康な知性に裏付けされた明

るさ､生気にこそある｡そしてそれは宋代の文学全体の性格 となっていくものでもあ

るO

その一生のほとんどを官界の中心に身をおいていた欧陽修であったが､政治的挫折

の折 りに抵隠棲への希求がふ くらみ､その思いは心の底に流れ続けたようだ｡ ｢六一

居士伝｣はそ うした厭陽修の隠逸を志向する文学に属するもので､末尾に明記 されて

いるように､無寧三年 (-0七〇)､欧陽修六十四歳の件である｡朝廷では王安石が

力を纏って青苗法を実施するなど､次々新たな政策を実施 していき､それ とは相容れ

ない欧陽修は地方に出ていたが､この年の九月､青州の知事から薬州の知事に転 じた､

その直後に書かれている｡翌無寧四年に致任 し､さらに翌無寧五年には六十六歳の生

を閉じているから､まさに晩年の件といっていい｡

六一居士初諦藤山､日額酔翁o既老而衰且病､牌退休於頴水之上､則又更暁六一居

士｡

客有間日､｢六一 ､ 何謂也｣｡居士日､｢書家蔵書一帯巻､.集三代以来金石遺文一千

巻､有琴一張､有棋一局､而常置酒一重｣｡

客El､｢是薦五一蘭､ 奈何｣.

居士日､｢以吾一翁､老於此五物之間､是董不慮六一乎｣｡

客栗田､｢子欲逃名著平､而層 易其艶､此荘生所謂畏彫而走平 日中音也｡金牌見子

疾走大境渇死､市名不得逃也｣｡
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居士日､｢書画知名之不可逃､然亦知夫不必逃也O富岳此名､聯以志吾之奨爾｣o

客員､｢共架如何｣｡

居士日､｢吾之楽可勝道歳｡方其得意於五物也｡太山在前而不見､疾雷破柱而不驚｡

錐響九奏於洞庭之野､閲大戦於漂鹿之原､未足幡其輿且達也O然常患不得極書架噛其

間者､世事之無害異音衆也o其大音有二蔦｡軒裳珪於外､憂患思慮弊害心於内､使吾

形不病而巳悼､心未老而先蓑､尚何暇於五物哉｡雑然､吉日乞其身於朝者三年兵｡一

日天子側然哀之､ 賜其骸骨､使得輿此五物借返於田鹿､庶幾償其夙頗蔦｡此吾之所以

志也｣｡

客複葉日､｢子知軒裳珪組之累其形､而不知五物之累其心乎｣｡

居士日､｢不然O累於彼者巳算兵､又多憂o累於此者既伏兵､幸無息D吾其何揮哉｣｡

於是輿客倶起､撞手大笑日､｢置之｡匡匝不足較也｣｡

巳而嘆日､夫士少而仕､老而休｡蓋有不待七十者兵,吾素慕之､宜去-也o吾嘗用

於時某､而託無稗蔦､宜去二也｡壮猶如此､今既老且病臭､乃以難強之筋骸､食過分

之柴禄､是牌違其素志而日食其言､宜去三也｡吾負三宜去､錐無五物､其去宜兵､復

何道哉0倍寧三年九月七 日､六一居士白樺｡

ち上ざん

六一居士はさきに献山に流諦 されると､みずから [酵翁｣と号 した｡老いて体も衰
えいナい

え病気がちにな り､穎水のほとりに引き龍もろうとして､号を ｢六一居士｣と改めた｡

或る人が ｢六一 とはどんな意味なのですか｣ と尋ねたo居士がいう､｢私の家には

蔵書が-万巻､三代以来の金石文のコレクションが一千巻､琴が-張､碁盤が一局が

あり､そ していつも清一壷を置いているのです｣｡

人がい う､｢それでは五-ですね. どういうことでしょうか｣Q

居士が答える､｢自分 とい う一人の老人が､これ ら五物の間で年を取っていくのだ

から､六一になるではありませんか｣D

人が笑ってい う､｢あなたは名 とい うものから逃れ ようとしているのではなかった

のですか｡だのに何度も号を換える｡ これでは荘子がけなしている影を畏れながら太

陽の下を逃げ廻る者 とかわ りませんね｡ (『荘子』漁父篇｡孔子が各国で迫害に遭 う

ことを嘆いたのに対 して持ち出される寓話｡ 自分の影から離れようと走りL続けるが､

日影に入ることを知 らなかったために力尽きて死ぬ)あなたは息を切 らせて走 り回 り､

日干 しになって死んでしまうことでしょうよ｡それでも名から逃げきれるものではあ

りません｣｡

居士がい う､｢私はもちろん名 とい うものが逃れ られないことは承知 しています｡

しかしまた逃れるまでもないことも分かっているのです｡私がこの名をつけたのは､

それによって私の楽 しみを記 しておこうと思 うからなのです｣｡

人がい う､｢ではその楽 しみとはどんなものか聞かせてください｣｡

居士がい う､｢私の楽 しみはとても語 り尽 くせるものではあ りません｡五物･03中で
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心が満たされている時は､大山が目の前にあっても目に入[らない｡雷が柱を-し折っ
たくろく

ても驚かない｡洞庭の原野で九帝の楽を演奏しても､滞鹿の平原で激烈な戦さを見て

も､この快楽､愉快には及ばないでしょう｡ しかし私はいつもこれ らの物の中で自分

の楽しみを極め尽くせないことを悩んでいます｡私を煩わせる世間の事が多いのです｡

その中でも大きな事が二つあって､外的には官としての仕事が私の体を疲れさせます

し､内的には心配や変容が私の心を苦しめます｡それで体は病気でもないのに惟博し､

心壮年を取る前から衰えてしまって､この五物を楽 しむゆとりがありません｡ではあ

りますが､ここ三年間､朝廷に辞職を願い続けてきました｡いつか天子が憐れみを垂

れて､退官を許 して下さったら､この五物と一緒にいなかに帰り､長い間の願いを満

たすことができますoこれが私が名前を書き記すゆえんです｣｡

人がまた笑っていう､｢あなたは革とか服 とか玉や組み紐の飾 りといった官に伴 う

物が外形を縛る煩いになるのは知 りながら､ .その五物が心を縛 り付けることは理解で

きないのですか｣｡

居士がいう､｢それは違いまず｡あれに縛 られるのは労苦であるし､気苦労も多い

ものですが､これに縛 られるのは､愉悦であるし､心労もありません｡私がどちらを

選ぶかは､いうまでもありません｣｡

そ うしてその人 と一緒に立ち上がり､手を握って大笑いしてい う､｢ここまでとし

ましょう｡較べるにも値 しない小さな峯です｣｡

そうしたことがあって感嘆していう､士たるもの若くして仕官 し ､ -老いて退 くO 七

十歳を待たずに致仕するも,のがいる｡私はかねてよりそういう態度に憧れていた｡引

退すべき理由の-である｡私は以前には世の為に働いたこともあったが､結局何一つ

競えられることもできなかった｡引退理由の二である｡壮年の時です らそ うなのに､

今や年をとり体も衰えた｡だのに無理をできない肉体で分を過ぎた禄を食るのは､か

ねてからの志 と違い自分の言葉を裏切ることになる｡理由の三である｡私はこの三つ

の引退すべき理由を持つのだから､五物がないとしても､引退するのは当然のことだ｡

それ以上何をいおう｡'照寧三年九月七日､六一居士自ら伝ず｡

書き出しからして､ここまで見てきた ｢五柳先生伝｣型自伝 とスタイルが違 う｡｢0
0先生｣牲字を知らず｡いずこの人なるかを知らず｣といったように∴本名､出自を

故意にはぐらかすかたちが腐壊されてきていたのが､ここはそうでない｡書き手と登

場人物の関係をぼかす手口が､ここには見られない｡作者 と登場人物が同一であるこ

とは自明である｡末尾に ｢六一居士自ずから伝す｣-と､作者1自身であることが本文の

中に一明示されているのであるO｢五柳先生伝｣型眉伝も､唐代後半の ｢酔吟先生伝｣､

｢甫里先生伝｣などに降るにつれて､作者 と登場人物が同一であることが文中にあら

わになってきていたが_､ここに至ると､｢いずこの人なるかを知らず｣のパターンも

もはや踏襲されなくなっているのである｡
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これが ｢五柳先生伝｣に連なるかに見えるのは､隠棲-の希求を本人の底接の表白

ではなく､号によって登場する人物の口~で語っているとい うところ､それだけであろ

う｡｢六一居士｣とい う号は､｢居士｣とい う仏教の帰依者であることのしるLが世

俗から退いた生き方をする人間であることを示している｡この号で登場するこ~とによ

って登場人物が隠棲者であることが了解されるのである｡_

自分の号の変遷から語 り始めて いることから分かるように､｢六一居士伝｣では号

にまつ･わる議論が全体の中心であり､その儀論を通 して隠棲の志向が述べられていて､

その暮 らし方の具体的叙述に華が費や されることはない｡

命名のいわれを説明することに終始 している点も､｢五柳先生伝｣ と鮮やかな対照

をなしている｡ ｢五柳先生｣では ｢五柳｣とい う_命名が本人 との間に必然的なっなが

りL をもたないこと､まった(-偶然な命名であること_が､名という~Lもの､世俗二において

は人間の重要な要素 と_なっているもの､_それを無視する態度をあらわしていたのだっ

た｡ ところがここでは､なぜ六一居士と名乗ったか､つま りは_｢六一居士 ｣の号と本

人 との結び付きを説こうとしているのである･｡いわば偶然であることを一強調 しようと

するのと､必然を強調 しようとす.るのと両極忙あるわけだが､しか しいずれも命名に

こだわる とい う点においては共通するとも言えよう｡そして五柳先生がその無意味さ

によって､し世間ノの秩序を無化する~隠逸者た り~えでいた･のに卸 しで､六十居士の方は名

が持つ意味作用によって隠逸者た るゆえんを説明しようとする.名前そのも･のが作品

の中心であ り､テーマに直結するのであるD

｢酔翁｣か ら ｢六一居士｣-の変遷の経過をたどれば､欧陽修が聴州に左遷 された

のは慶暦五年 (一〇四五)､三十九歳_の=時､翌塵暦六年に ｢酔翁｣ と号 し､｢酔翁亭

記.｣を作っている1｡頴水に退居することを考え出したのは､皇祐元年 (-0･四九)Y

四十三歳の時に知頴州に移った頃からのようだが､その思いはずっとあたためられ ､

無季元年 (一〇六ノし)･､六十二歳に至って実際に廟JJll･に隠棲のための住まい-を･建てて

いる.そ して無季三年､この･｢六二居士伝｣によって ｢六一居士｣を名乗ることがお

披露 目されているのである｡

さて､なぜ ｢六一｣なのか､問答のかたちを取って､｢六二｣の号 のいわれが説明

される｡蔵書､金石のコレクション､琴､撰､酒､その五種の物がそれぞれ ｢-｣だ

けある｡さらに自分を加えて ｢六｣つの 千一｣.にな り､それゆえ.｢六一｣だと言 う｡

春物､金石遺文､琴､棋､酒の五物･のうちの金石達文以外のものは､陶淵明以来隠棲

者の身に伴 うべき物､隠逸の楽 しみのための物として常に挙げら_れてきたもので ､こ

『集首線』.に結集 したわけで､ー欧陽修の金石学者 としての,大切な資料であ/るが､それ

-も愛着する物 として加えられている.言寄物もここでは読書の楽 しみ､詩作の楽しみよ

りも､蔵書･Q}楽 しみであって､金石の拓本 と.同じ性格を持つ･O.このように隠逸生清に

伝統的に伴 う物 と欧陽修の個人的な愛玩物とが五物であるが､それもが華通 してもう
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性格は､本人にとってはかけがえのない大切な物であっても､はたから見れば､どう

でもいいもの､社会的に無用な物であることである｡社会的効用性をもたない物に愛

着することによって､その生活が社会的有用性と懸け離れた性質のものであることが

示される｡

そして最後の一物､つまり居士自身､これも社会的に無用な存在であるが､もちろ

ん他の五物とは性格が違 う｡異常なこれを加えて六物とするところに､この文の妙味

があるのであり､その意味を尋ねな(てはならないO五物と一物との本質的違いは､

五物は居士が楽 しむ対象､客体であるのに対して､一物は楽しむ主体であることだ｡

一物は楽しむという行為そのものを表しているOそれを五物と一緒にしたことは､ 楽

しみを楽しむ物をも楽しみの中に加えたことを意味する｡

もともと性格の違 う五物と一物とを一つに併せると､それによって主体と客体との

区別がな(なってしまうQ楽 しむ対象と楽 しむ主体とが一体のも_のと化すのだO物 と､

物を楽しむ自分とが､別個に存在するのでなく､物を楽しむ自分もまた物の一つとし

て､物に融け込ませて､その全体を (楽しむ自分をも含めて上伸畔する､そ ういう態

度が浮かび上がってくる｡これは中国独特の1-1つの帯織の方法と考えていいのではな

いだろうか｡例えば山水画の中にしばしば人物がそっと滑 り込まされていることがあ

る｡その人掛は措かれている山水を眺めている主体であり､それと同時に山水の一部

にもなっている.見る主体､見 られる客体という明確な主客の区分をもつ認識 とは異

なり､見る主体が同時に見られる客体の一部を構成 しているというかたちの常識なの

である.

欧陽修によって数字を用いて明断｢に説明された∴隠逸生活を構成する物 とそれを楽

しむ自分との関係､それは遡ってみれば陶淵明からすでにそういう仕方で自分を捉え

ることが霞められるかに見えるo｢五柳先生伝｣には ｢常に文章を著わして自ら娯み､~

頗る己れの志を示す｣､隠棲の楽 しみを記 した後に､その楽しみを書 く楽 しみという

ものが述べ られていた.これは欧陽修が隠逸を楽しむ物の中に楽しむ主体である自分 '

を一物として加えているのと同じではないか｡ どちらも楽_しむこと自体を楽 しむ とい

うもうーつの楽しみ｢について語づているのであるo

｢五柳先生伝｣型自伝の中_に措かれた百分が､隠逸を楽しむ主体であると同時に客

体にもなっているということは､中国の自伝文学の自己羅織のありかた､とまではい

わないにしても､この型の自伝文学における自己の捉え方を見事に説明してくれるO

自分も隠逸生活を構成する物の一つなのである｡自分という存在が輪郭をはっきり持

って世界と潮時し､吃立している-のでなく､自分も物と融け合ってしまって いるので

ある｡そう｣い う自己認職を端的に示すのが､何度も指摘 してきた､_｢五柳先生伝｣型

自伝に特徴的な一人称である.｢〇〇二先生｣は自分をそ う呼ぶことによってすでに物

と一体化した､物と同列にある存在に自己を仕立ててしまっているのだ｡-物 と融け合

ってしまう自己は､厳しい自己省察とは無縁である｡自分は隠逸の世界とい う-つの
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自足した世界の中で安定した､隠逸の世尉 こふ さわしい存在とな りうる｡

こうした型の文学が成立で きる根拠には､それが受容 されi･共同一体 とい うも切が あ

る.隠逸の世界 とい う士大夫に共通 して理解 され､願望 されるものがある･か ら~こそ､

こうした文学が文学 として生産 され受容 されてきたO.従う:Tそこに描かれた 自己とい

うものも､代替不可能な個ではなぐ､共同体の中で共有される自己である｡作者は自

分を ｢我｣ と呼ばずに､〇･〇先生 と称することに_よって､自分をその共同体の中の一

つの役割をもった登場人物にしてしまう｡読み車もまた○~○溝 生を自分の志向する-世

界の住人､自分の願望の実践者 として把握 し､理解 と親 しみを持つ･｡_そうい うかたち■

でこの種の文学は生まれ､読まれてきた｡古典文学 と叶 うものは程度の差こそあれ､,

概ねそ うした共同体的知の枠組みの耳 で成立 しているものだが､｢五柳先生伝｣型 自

伝はその典型 といえよ う｡ ｢五柳先生伝｣型 自･伝が西欧近代由自伝 と異なるところは

いくらでも指摘できよう_が (長卓､作者 ･話者 ･登場人物の関係､^生の回顧的展望

と人生の願望 ･理想の表現)､本質的な相違は､自己を自分で問いつめていくとい う

白 .己罫紙ではな く､ 自己を自分か ら手放 して共同体の中で共有される人間像に遣形 し

ているとい うところに帰せ られるであろ う｡

① 江藤停 『軟石 とその時代 第三部』 (新潮社､一九九三)では 『吾輩 は猫であ

る』の ｢吾輩 は猫である｡名前はまだ無い｡｣ とい う書き出しを取 り上げて､その猫

が ｢名辞以前の世界に属 していることを示す表示以外の何ものでもない｣ と論 じてい

るQ(1 名前のない猶)少なくともその表層の､人を食ったような､且づ詩語味を

帯びた筆致は､陶淵明の ｢五柳先生伝｣の冒頭 (後述)と一脈通 じてはいないかC

② 福永光司 ｢『大人賦』の思想的系譜-一群肺の文学と老荘の哲学｣ (『道教思想史

研究』岩波書店､一九八七)

③ 前掲書二八〇貢｡

⑥ 小川環樹 ｢五柳先生伝 と方山子伝｣ (『風 と雲』 朝 日新聞社 一九七二)でも､

陶淵明 ｢五柳先生伝｣の前に ｢非有先生伝｣､｢大人先生伝｣など､架空の人物伝があ

り､また ｢雫.実に存在 しうる~｣人物の伝 として劉向 ｢列仙伝｣､啓康或いは皇甫護の

｢高士伝｣があったことを措挿 している｡小川博士は ｢五柳先生伝｣を ｢高士伝｣の

パロデ ィ といえるだろ うと述べている｡

⑤ 前掲審一八七貢｡

⑥1ルジュンヌ前掲書三丁頁以下｡

⑦ 周一七貢｡

⑧ 王統の生年は､鄭振鐸 『挿図本中国文学史』､韓理洲 『王無功文集』(上海古持出
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は呂才の ｢王無功文集序｣に王座十五歳の時､長安に出て培素に会った際､仁蕎三年

(六〇三)｣に王通が上奏 した策について言及 していることから､王括十五歳は仁帝三

年より後の ことになり､鄭振鐸説が近いとしている (前言､注-)｡六0三年 に十五

歳とすれば､五八九年生まれにな り､それより後ということになる｡

⑨ 王蹄の兄弟一族に関しては､孫望 ｢王度考｣(『蝿 壁 雑稿』上海古籍出版社､一九

八二)に詳細な考欝が見える~O

⑳ 王氏一族の当時の状況については､小南一郎 ｢重度 『古鏡記』をめぐって一一大

⑮ 『玉無功文集』のテキス トについては､商量 『唐集赦録』 〔中･草書局､一〇八

0)､韓理洲 『五巻本会校王無功文集』(上海古籍出版社､一九八七)を参照｡

⑳1 『｢尚審』無逸篇 ｢無若殿王受之迷乱､軸干酒徳哉｣､『墨子』･非攻下 F予既沈演段

粁干酒徳真｣など｡

⑬ 玉顔を王軸 と表記することについては､胡震亨 『唐音莫妓』が誤 りとしている｡

その巻二九 ｢唐詩人名誤者｣の条に､｢王統､重文志誤作財｡紀事又誤以為有此両人｡

(『唐詩紀事』には巻四に王席があり､巻玉に王勘がある)皆非是｣｡今見られる 『旧

暦書』蓮籍志以下の書 目は ｢玉顔｣に作る｡『文苑英華』では王茸 とする箇所 と王勤

とする箇所があり､束 ･彰叔夏の 『文苑英華弁罷』にはその弁箆がないが､巻七九六

｢無心子伝｣に作者 ｢王財｣に ｢集作績｣ と割注があるのは周必大の校訂か｡『唐文

粋』では王練に統一されているが､しかしその巻九三､呂才 ｢東鼻予後序]では~｢署

蛙重民､譲は勅｣とある｡後になるほど王衝が定着していくように見える｡

⑭ 川合 F韓愈 と白居易--対立と融和一一｣(『中国文学報』第四一冊､一九九〇)･

参照｡

⑮ 同上参照｡

⑩ ｢秋恩｣ (貞元一九年 と大和六年の二首)､｢露裳羽衣歌｣､｢楊柳枝詞｣､｢楊柳枝

二十旗｣｡

⑰ 松浦友久 ｢白居易における陶淵明一一詩的説理性を中心に一一五 ･下｣(『中層詩

文論革』第五集 ･第六集､一九八六 ･一九八七).また陶淵朋 と自居易の関係 を論 じ

た最近の論文に､松岡栄志 ｢白居易 と陶淵明｣(『白居易研究講座第二巻 白居易の文

学 と人生 Ⅱ』勉誰社､_二九九三)がある｡

⑱ 白居易の ｢写真｣詩については､沢崎久和 ｢由居易の詩における 『自問』につい

て｣(『福井大学教育学部紀要』人文科学､第三八号､一九九〇)参照｡-

⑲ 『Prl子』天瑞篇｡孟子が挙げる ｢三楽｣は､家族の無事､天 .人に恥 じることの

ない自分の正 しいふるまい､後進の育成 といった､儒家的な性格を呈 している .(『孟

子』尽心上)｡
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⑳ ディオゲネス .ラエ/I,テイオ ス､加来彰俊訳 『ギリシャ哲学者列伝』上 (岩波文

庫)三六頁｡

= 和 田英信 ｢白居易 と 『平淡』｣(『白居易研究講座第二巻 白居易の文学 と人生

Ⅱ』勉誠社､一九九三)参軌
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Ⅳ ･ 死者の目で見た載れ一一日撰墓誌銘一一

･墓誌銘､.及びそれに類する文は､人の死を悼み､その･人癖の足跡､■功観を記念する

ものである｡それは厳密に区分すると幾つかに分かれ､明 ･徐肺骨の『文体明排序説』

は次のように整理 している｡･｢墓誌銘｣は地中に埋められるもので､散文の ｢誌｣と

その後に付けられた韻文の ｢銘｣とから成 り､藷の前に更に ｢序｣のあるものもある

し､話､或いは銘がない場合もある｡墓誌銘が地中に埋められるのに対して､地上に

立てられるのが ｢墓碑｣であり､それも死者の官位によって五品以上は ｢碑｣､以下

は ｢構｣J官位に関わらないのが 丁表｣ と区分される｡墓誌 ･墓碑がいずれも石に刻

して墓に添えるのに対して､同じく死者について述べるものでも､｢哀辞｣､｢諌｣､｢祭

文｣､･｢弔文｣など､哀悼め意を述べて死者に捧げる文体がある｡以上の区分は時代

とともに細分化されていくもので､始めからそのように厳密に区別され､各ジャンル

がそろっていためでは､もちろんない｡対象となる人物が死者であることがこのジャ

ンルを決定するが､死者由一生を振 り返って記述するとい う-･面は､伝記に通じると

ころがある｡それを･自分で書けば､自伝に似たものになる｡ しかしそれは自分が死ん

だ時のことを想定し､死者の日から自分の生を姦 り返るとい う芸当が要求される｡ し

たがってふつ うの墓誌銘は無数にあるのに対して､自撰墓誌銘はごく限られた数 しか

専かれていないDそしてはなはだ興味深いことl.こ､自撰墓誌銘をゐこしている陶淵明､

王凍､白居易､彼 らはいずれも ｢五柳先生伝｣型 自伝を著わしてもいるのである｡･自

撰基譜の作者 と-｢五柳先生伝｣型自伝の作者とが重なり合 うことは､二つのジャンル

がいずれも自分･自身の生への強い関心から生まれているからであろうか｡

死に先んじて生き残る者-書き残す､うまり遺言の類は古く先秦からある｡『左伝』

などにも断片的ながら､それが時折見える｡ ①そうした遺言､適合､遭詔などは､こ

こでは取~り上げない｡何故ならそれは死に赴 く者から生者へのこすメッセージであり､

葬儀の仕方やら死後の処置などについて語 りのこす､いわば実用の用途の強い性格を

もつ､現世に属する言葉だからだOその中にも例えば曹操の遮令のように､実務的伝

達の中に当人の死生観がにじみでているものもな･いではないが (それを読んで感興を

鹿されて審いたのが､陸機の ｢魂武帝を弔 う文｣《『文選』巻六〇》である)､遺言が

自梗塞藷銘と異なるめは､あくまでも･自分をまだ生の虜においてそこから死-の思い

が綴られているこ.とである9漠の杜鄭 (?-紀元前二?)は､自ら墓誌を記 している

かのようだが､その内容は遺言と隔たるところはない｡

杜子夏葬長安北四里｡臨終作文日､魂郡杜鄭､立志忠歎､犬馬未陳､奄先革露｡骨

肉蹄於后土∴束魂無所不之O何必故丘､然後即化B封於長安北邦､比蔦宴息o及死､

ー96-



命刊石､埋於墓側.墓前種松柏樹五株､至今茂盛.

杜子夏 (子夏は杜井の字)は長安の北四里に葬られている｡死に際して文を作 り､

｢親郡の杜卦､志を立て忠誠を尽くしたが､犬馬の臣として力を発揮できぬまま､突

然革の膚 よりも早く死ぬことになった｡肉体は大地に帰し､魂は飛散する｡故郷の墓

でなければ､死ねないというわけはないC長安の北の郊外に埋められ､ここに安 らぐ｡｣

死に至ると､それを石に刻 して､墓の側に埋めるよう､命 じた｡基の前には松柏の木

を五本植え､それは今に至るまで茂 っ ている｡

『西京雑記』六着本 巻三

杜都が臨終にものした文は基の傍らに埋められたとあるから､自涜墓誌に当たるこ

とになるが､しかし 『漢音』本伝にはこれについてまったく串述がない｡墓誌の最も

早い例は宋 ･大明八年 (四六四)の日付を持つものといわれ､六朝でもまだ墓誌は多

くみられるものでなく､『文選』では梁･･任暗 く四六〇一五〇八)の ｢劉先生夫人墓

誌｣一首が収められているに過ぎない｡◎次に見る陶淵明の場合も ｢墓誌｣ではなく

｢祭文｣であるのは､その時期にまだ墓誌が浸透 していなかったからであろう｡それ

ゆえ前藻の杜鄭に墓誌があったとは考えにくいのであるCまたその内容も､杜称の死

に対する覚悟､諦観 と重ね合わせて埋葬の地を指定したもので､陶淵明の ｢自祭文｣

とは性質も異なる｡

酉晋の皇甫誼 (二一五一二八二)にも､自分の死生観､それにまつわって葬儀の方

法について言いのこした文がある｡『晋音』巻五｢本伝に､｢葬送の為の制を著論し､

名づけて 『簾終』と日う､-.･･｣ として引かれている､かなりの長文であるが､そこ

では死は人に必ず訪れるものであって逃れることはできない､それを畏れたり､墓に

凝るのはばかげたことだという論を展開し､自分の死の際の葬儀 埋ヾ葬､墓について､

きわめて具体的に指示しているO 例えば､裸で埋めてくれたらいいのだが､人には習

慣 というものがあって､変わったこともしにくいだろうから､普段着を着せて､不毛

の地を選び､墓穴は深さ十尺､長さ一丈五尺､広さ六尺､中には 『孝経』だけを入れ

てほしい云々と､事細かにのこる人-の指示が綴 ら恥ている｡実質は皇甫誼個人の葬

儀について述べた連言の-ようなものである｡そうした先行する､そしてその後も続く､

死生観を述べ葬送の指示をする文と､陶淵明の ｢自祭文｣はまったく異質なのである｡

一 陶淵明 ｢自祭文｣

死者を弔う文を､自分自･身の死を想定して自分で書いた最初の例は､ 今見られる限

りでは陶淵明の.｢自祭文｣に始まる｡
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歳惟丁卯､律中無射｡天来夜長､風気蒲索｡鴻雁干征､草木黄落｡陶子措辞逆旅之

館､永野於本宅｡故人懐其相悲､同祖行於今夕｡蓋以嘉読､薦以清酌｡候顔巳冥､静

音愈藻｡鳴呼京哉｡

ぶ え き

年はひのとう~､律は無射に当たる九月｡天は寒く夜は長 く､風の気配ももの寂 しい｡

雁は飛び行き､ 草木柱枯れ落ちる｡陶子は仮の宿 りを去って､本来の住まいにとこし

えに帰ろうとしている｡馴染みの人たちは痛ましく悲しみ､今宵ともにその旅立ちを

見送る｡野菜のご馳走を捧げ､晴らかな酒を添える｡ 顔をうかがってももはや表情は

はっきりせず､声に耳をすましてももはや定かでない｡ああ､なんという悲 しみ｡

原文は偶数句ごとに韻を踏み､一つの韻を通 した段落が七つ､第一段と最後の段の

末尾に ｢鳴呼 哀 しい哉｣の句が置かれている｡第一段落は自分の臨終の場面を語る｡

陶淵明の生きた時期の ｢丁卯｣の年 といえば､元嘉四年 (四二七)､陶淵明六三歳

の年に当たる｡陶淵明の死は 『宋音』隠逸伝に ｢潜は元嘉四年に卒す｡時に年六十三｣

というのを始め､斎証 ｢陶淵明伝｣､『晋審』隠逸伝いずれも元嘉四年とし､先高 『通

鑑綱目』はさらにその年の年十一月のこ,ととしているが､それはもともと何を資料 と

しているのか｡ここに元嘉四年とあるのが根拠になったと考えられるところだが､そ

れとも逆に元轟四年の死からこの文の年が ｢丁卯｣に書き改められた可能性もある｡

だからここに ｢丁卯｣とある由と､他の資料の元嘉四年没の記事を併せて､｢自祭文｣

は死の直前に書かれたと考えるのは危 うい｡これがいつ書かれたか､彼はいっ死んだ

のか､いずれも確かなことはいえないのである｡死の間際に書いたことが検証できな

い以上､この文は生の或る時点において陶淵･明が自分の死の到来を滑走して書いたと

いうはかないCまたそれで十分だと思う｡

年が記 されたのに続いて､月が 『礼記』,｢月令｣のことばを用いて示 される｡｢季
あた ゆ ゆ

秋の月､I--其の音は商､律は無射に中る｣｡｢鴇雁干き征く｣は､『詩経』小雅､油

層の句をそのまま使 うが､『礼記』｢月令｣の季秋にも ｢鴻席来賓す｣とあるように､

秋の景物である｡地上の万物みな衰え死に向か う晩秋の薪条たる周囲は､まことに一

人の人間の死の季節にふさわしい設定である｡｢挽歌｣其三でも ｢厳霜九月中､我を

送 りて連邦に出ず｣と､自分の葬送を九月に置いている｡秋を悲 しみの季節 とする感

性､『楚辞』｢九弁｣以来のいわゆる ｢悲歌｣も､そもそも歌 という季節の死-の隣

接を根拠 としていたに違いない｡

｢陶子｣ということによって､死ぬ当人が陶淵明であることが示される｡この ｢陶

子 ｣ という青いかたは第三者的に呼ばれてはいるが､三人称 とはいえない｡｢〇千 ｣

というかたちで自称することは特殊ではないoそもそも一人称､三人称とい う区分が

西欧の概念であって､｢〇千｣は三人称的な一人称 とでもい うべきものだ｡ 自分自身
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をひ とたび 自分から離れて､他人の立場から称 したものであるC

生を仮の宿 り､死こそ本来の住まいとする考え方は古い｡『列子』天瑞簾にも ･｢精

神 形を離れ､各おの其の寅に帰る､故に之を息と謂 う｡息とは､帰なり｡ 其の真宅
た 溌さ

に帰るな り｣｡陶淵明自身にも ｢雑詩｣其七に [家は逆旅の舎為 り､我は当に去るべ
ゆ

き客の如 し｡去き去きて何 こに之かんと欲す､南山に旧宅有 り｣｡｢南山の旧宅｣ と

は墓地を指す｡

荘荘大塊､悠悠高貴o是生菌物､余得薦人｡ 自余鳥人､逢運之貧｡輩瓢摩零､締結

冬陳｡合歓谷汲､行歌負薪O野穿柴門､事我宵農｡

広々と続 く大地､果てなく高い大空｡そこに万物が生まれ､私柱人間として生を受

けた｡私は人間として生まれてから､恵まれない運命を与えられた｡飯びつや蓉呑み

はしょっちゅう空にな り∴夏物の粗い目の服を冬も身に着けるありさま｡(しかしそ

の貧 しさの中でも)心を歓びに満たして谷川の水を汲んだり､薪を背負いっつ歌を口

ずさんだ りしたものだった｡薄暗い柴のとぽそこそ､私が朝夕を送った場所であった｡

第二段落は自分の生 を回顧.して､貧 しい~ながらも幸せなものだったとしみ じみと振

り返る｡広大無限の天地､その世界の中に万物が生を受け､万物の一つとして自分が

ある｡ 自分 とい う存在を世界全体の中に組み入れて撞 しようとする｡そ う考えれば､

自分 とい う存在が死に至 り消滅するのも当然の帰結なのだ.自分が万物の中にあって

ほかの物ではなく人間として生まれたのは､億倖 としかい うほかない｡が､その生は

常に不運から免れること~がなかったoそれが貧窮orLかしその貧 しさを嘆いた り恨ん

だ りするのではなく､自分は貧窮の中にあってこそ味わうことができる生を楽 しんだ｡

立派な食器 もないから渓流にじかに口をつけて水をすする､そのことの中に私は歓び

を見出していた｡貧 しさにもかかわらず､というより貧 しい暮 らしだからこそ得 られ

る幸福を幸福 として享受する､それは陶淵明の詩に通底する調べの一つである｡｢五

柳先生伝｣が描き出していたのもそ ういう質素で自足した生き方であった｡

春歌代謝､有務中国｡載転載好､道育造繁O欣以素懐､和以七弦｡冬曝某 日､夏濯

其泉｡勤廓除算､心有常閑｡楽天委分､以至百年｡

春から秋-と季節は入れ替わ り､菜園での仕事に励む｡草を取 り土を寄せる手をか

ければ､作物は育ち繁っていく｡本を読んでは楽しみ､七弦の琴を爪弾いては歌に合

わせるo 冬の 日は日だまりに温ま り､夏の日は冷たい泉に水を浴びる｡ 仕事に励んで

他の心労はなく､心の中はいつものどかだ｡天命を楽 しみ与えられた分に任せ､そ う

して人生を生ききった｡
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第三段落は生前の生活をより具体的に述べて､農耕を中心とした生活とその中で満

足する歓びを語る｡肉体労働を苦痛､労苦としてではなく､生の充実､生の歓びとし

て捉えるのは､陶淵明の新鮮な認織といえるだろう｡それから歓びがもたらされるの

は､自･分の労働がそのまま植物の成長という日に見えるものに代わって､ 自分に帰っ
サなb くさぎ つちか ナなわ

てくるからだ｡それを見事に捉えたのが､｢強 ち転 り裁ち 好 えば､ 道 ち育ち遭ち

繁 し｣の句であるD鹿作業と植物g)成長 とが直結 している｡自然の生命力､それと人

間の労働が重なり合 うものであるがゆえに､労働は世界の生命 と調和した歓びになる

のである｡

農作業の楽 しさはほかの詩でも語られる｡｢葉卯の歳の始春 田舎に懐古す｣詩に､

｢束を乗 りて時務を歓び､顔を解きて廃人に勧む｣O-方で ｢庚戊の歳の九月中 西

田において早稲を獲る｣詩のように､農業の辛苦を唱う詩もあるが､そのことは歓び

を喝 う詩も観念的なものに留まらず､彼の実体験から出てきたものであることを示し

ている｡

農耕労働だけに止まれば農夫とか中るところはないが､さらに書物､音楽 という､

文人の愉楽が加わる｡｢五柳先生伝｣には酒､詩の愉楽が語 られていたが､｢弱齢に

して事外に寄せ､億いを委ぬるは琴番に在 り｣(｢始めて鎮軍参軍 と作 り曲阿を経て

作る｣詩)とも唱 うように､飲酒､音楽､読書の三者は陶淵明の生活に欠かせない楽

しみであった｡冬の日｣の日なたぼっこ､夏の日の水浴び､いずれもはなはだ感覚的な

快楽である｡快楽というほど強烈なものではなく､単に快感 といってもいいが､生活

の･中にたやすく獲得できるそうした素朴な楽しみの快感をつかまえて対句に仕立てて

いる｡ 勤労の充実と結び付いたJEJのゆとり､それを最後に ｢天を楽 しみ分に委ぬ｣と

いう一つの哲学の表明で結び､以上の日常の生き方がそうした信条に基づいたもので

あることを明らかにする｡春夏秋冬が出てきたことは､その生活が季節の転換 と一致

した､外界と調和したものであることを伝え､世界との調和は ｢楽天妻分｣の語で総

括される｡

惟此百年､夫人愛之｡慨彼無成､慌 日惜時｡存鳥世珍､没亦見思｡嵯我覇道､骨是

異義｡寵非己柴､提董吾凱 梓苅窮底､酎飲賦詩o

この人生というものを､人は愛惜する｡人生が成就 しないことを畏れて､時間を惜

しんであぐせ く生きる｡生きている時は世間から珍重され､死後も慕われたがる｡あ

あ､私一人は我が道を進み､そういう生き方とは違 う｡世俗的な栄光も自分にとって

は栄光でもなんでもない､世俗が自分を黒く染めようとしても自分はそれには染まら

ない｡狭い家の中で精神を高く保ち､酒を汲み詩を作った｡
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第四段落は衆多と対席的な自分の生き方､孤高に徹したことを語る｡世人が求める

のは生前も死後も自分を輝かせる栄光､しかし自分はそれに頓着しない｡世俗的価値

に価値を認めない億度は隠逸者の態度 として目新しいものではないが､時間に対する

観念の違いが述べられているところに注目しよう｡ 世人が時間に対して食欲であると

いうのは､時間を名利を獲得するための手段としているからだ｡そ ういう価値を求め

ない自分は､時間は何かを得るためのものではなくて､それ自体として意味を持つ｡

今生きているこの時間､それは自分が今生きているというそのことによって､かけが

えなく大切な時間なのだ､と敷術できようか｡

識運知命､噴能同番O余今斯化､可以無恨O毒渉百齢､身慕肥避O従老得終､薬所

##o

運命を知 り天命を知っても､だからといって生に執着がなくなるわけではない｡だ

が自分は今ここに物に化 し､この世に恨み残すことはない｡寿命は百歳にまで迫ろう

とするし､この身は隠遁を理想 としてきたのだo考いていく叫 こまかせ終わりに到達

できれば､また何を恋着することがあろう｡

第五段落は従容 として死に赴く億度を述べる｡生に未練をのこすことなく､静かに
たれ かえりみ な

死を迎える｡｢鳴か能く 替 ること岡からん｣を中国の注釈は､反語に読まない｡｢天

命を知れば､生を顧みることはない｣ とする｡その方が流れはスムースになるが､そ

うすると続 く ｢以て恨み無かるべし｣｢薬ぞ復た恋 うる所ぞ｣､三度同じことを繰 り

返していることになる｡いずれにしてもこの段では､陶淵明が生に後ろ髪を引かれる

ことなく､従容 として死に赴 くことをいうのだが､三度も未練はないと繰 り返 してい

ること自体､未練を捨てきれないことを語っている｡人間として充分な寿命を生きた

こと､その生きた時間も隠遁という理想を実現 しえたこと､それを取 り出して自分を

納得させようとしている｡｢老いより終わ りを得る｣は人間も万物の一つである以上､

ほかの生命体と同じように､自然に委ねて自然と一体化 して生命の終冬へ向かい死に

到着するのが､当然でもあるし､最もいい死に方だとする考えを表 している｡自然の

一部に同化 し､一体となること､それは生の活動においても理想であり､死において

もかくありたいとする陶淵明の死生観を表 している｡

寒暑過蓮､亡既異存o外姻農束､良友宵穿｡葬之中野､以安其魂｡看守我行､斎粛

墓門｡蓉恥宋臣､倫笑王孫｡

寒暑は次々移 り行き､死者はもう生者 とは違 う存在なのだ｡親戚が朝からやってき

たり､友人が日暮れまで駆け回ったり.そうして野辺に葬 り､魂を安らげてくれる｡
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かんたI一
私a)行 く道は暗く､基の門は寂しげだOかの宋の家臣桓魅のようにどでかい石棺を作

ろうとして三年もかかったというような派手な葬式は恥だし､また一方で楊王孫のよ

うに裸で葬るよう造言をのこしたという過度の質素もおかしい｡

こ や

第六段落は葬儀｡｢寒暑一適え遁き､亡は既に存 と異なる｣も､自然が季節を替える

ように､それと歩みを一にして自分も生から死へ と舞台が転換することをいうD陶淵

明が死に､すぐに執 り行われる葬儀のために､親族や知人があたふたと準備に走 り回

る､それを想像 して述べるのは､いささか滑稽な気味を帯びる｡従来､厚葬は避ける

べきもの､蒋葬がよろしいとされるが､陶淵明は蒋葬にこだわるのも､葬送-の執着

という点では同じことだとして笑 う｡

廓骨巳滅､慨蔦巳遮｡不封不樹､日月遂過｡匪貴前者､執重後歌｡人生寮難､死如

之何｡鳴呼哀哉｡

空 しく身は滅びてしまった｡悲しく遠い存在になってしまった｡土を盛ることもせ

ず木を植えることもしないまま､死後の時間が過ぎていく｡生前の名誉を求めなか･j

たし､死後の歌をほしがった りもしない｡人の生はなんと困難なことか｡死にどう対

処したらいいのか｡ああ悲 しみに堪えない｡

第七段は死後の総括C墓のしるLもない所に埋められて死後の時間が経過 していく｡

のが普通だが､ここでは両方とも無意味なものだとする｡そこまでは死を諦観 した死

生観が展開されてきたのに､最後の二句はまた死を解決できないものにしてしまう｡

全編通じて表面では死-の諦観をいいながら､その実､そうは諦観できない心のおび

えが最後にそのまま吹き出してしまったかのようだ｡-これは死を悟 り､解決 したもの

ではなく､解決 しようと焦 りながらそれができずに畏れ､迷っている人間の魂の告白

と｢して読むことができる｡死の蘭題は文学にとって普遍のテーマの一つであろう｡文

学が哲学や宗教 と異なるのは､生と死の問題の解答を提示することではなく､解決 し

ようとあがき､解決できずに苦しむ人間の魂の波動を伝えることだ｡解脱 してしまっ

たらもうそこに文学は生まれないし､そもそも表現に向かう必要も感 じないことだろ

う｡ 人間が有限の生に限定されている限 り､死は解決不可能のままのこるし､死が解

決できない破り文学はその煩悶を描き続けるだろう｡陶淵明のここに表れた死-の畏

れは､我々にも■切実で身近なものとして共鳴できるものであり､さればこそ陶淵明の

文学は読み継がれてきたのである｡

陶淵明が死後の自分を想定して綴った作は ｢自祭文｣だけではな_いo｢捉挽歌辞｣
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三首がある｡ ｢挽歌｣はもともと死者を野辺送 りする際に唱われたとい う歌詞である

が､文人の手になる ｢挽歌｣は三国 ･魂の籍襲 (一八六一二四五)から始ま り､西晋

の博玄 仁 一七一二七八)､陸機 (二六一一三〇三) らの作があり､陶淵明の挽歌も

その系譜の上に連なる｡

｢捷挽歌辞｣三首

其-

有生必有死 生有れば必ず死有 り

早終非命促 早 く終わるも命の促なるに非ず

昨暮同鳥人 昨碁は同 じく人薦 りLに

今且在鬼録 今且は鬼録に在 り
いす ゆ

魂免散何之 魂窺 散 じて何 くにか之 く

■枯形寄空木 枯形 空木に寄す

婿見索父噂 婦兄は父を索めて噴き

良友撫我巽 良友は我を撫 して果す

得失不復知 得失 復た知 らず

是非安能兜 是非 安 くんぞ能 く党 らんや

千秋商歳後 千秋商歳の後

誰知柴輿辱 誰か柴 と辱 とを知 らん

但恨在世時 但だ恨む 世に在 りし時

飲酒不得足 酒を飲みて足るを得 ざりLを

この世に生まれたら必ず死ぬ｡若 くて死んでも命が縮まったわけではない｡ (長寿

の人だって早晩死に至るのだ)ゆうべ一緒にこの世に生きていた人が､今朝になった

ら過去帳の人 となる｡ 魂は体を離れてどこへ行 くのか｡枯れ果てた肉体が棺に横たわ

っているだけだO幼い子供は父を求めて泣き叫び､友人たちは私の遺骸を撫でさすっ

て働巽 している｡ 一生､何を得､何を失ったかさえ分からないのだから､何が正 しく

何が間違いかなど知 りようがない｡千年万年の後になれば､栄光も屈辱も分か りはし

ない｡ただ心残 りなのは生きていた時､満足できるほどに酒が飲めなかったこと｡

其二

在昔無酒飲 在昔 酒の飲むべき無 し
たた

今但湛空腸 今は低だ空鯖に湛 う

春謬生浮蟻 春酵 浮蟻生 じ

何時更能嘗 何れの時にか更に能 く嘗めん
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み

肴案盈我前 者案 我が前に盈ち

親啓巽我傍 親啓 我が傍 らに巽す

歌語 口無音 語 らんと欲するも口に音無く

欲視眼無光 視んと欲するも眼に光無 し

昔在高堂森 昔は高堂の癖に在 り

今宿荒草郷 今は荒草の郷に宿す

荒草無人眠 荒草は人の眠る無 く

極視正荘荘 視を極むるも正に荘把たり

一朝出門去 一朝 門を出でて去れば
まこと つ

麻束良未央 鮮来 島 に未だ央きず

昔は飲むことができなかった酒が､今は手にする人のいない盃にあふれている｡春

になって醸 し出された濁 り酒に浮かんでいる蟻のような粟粒､いつになったらもう一

度それを嘗めることができるのか｡酒の肴を盛ったお膳が私の目の前にいっぱい並べ

られているし､親戚や旧友は私の傍 らで泣きくずれているC語 り掛けようとしても口

から声がでない｡ 目を向けようとしても目には光もない｡以前は座敷の広間で寝てい

たのが､今は革む した里に宿る身だ｡荒れ果てたくさむ らには他に眠っている人もな

く､ 目の届 く限り荘把と荒野が広がるばか り｡ひとたび家の門を出て行けば､戻って

くるのはいつとも知れない｡

其三

先茸何荘荘 荒草 何ぞ把荘たる

白楊亦漸帯 白楊 亦た蘇斎たり

厳霜九月中 腰霜 九月の申

送我出遠郊 我を送 りて連邦に出ず

四面無人居 四面 入居無く
しJ:うBlよう

高墳正雄鼻 高境 正に蕪 崩たり

馬薦仰天鳴 馬は岳に天を仰いで鳴き

風薦 自新棟 風は鳥に自ら斎催たり

幽喜一巳閉 幽壷 -たび巳に閉じれば
あした

千年不復朝 千年 復た 朝 ならず

千年不復朝 千年 復た朝ならず

賢達無奈何 賢達も奈何 ともする無 し

向乗相送入 向来 相送 りし人

各自還其家 各 自 其の家に還る
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親戚或鯨悲 親戚は或いは悲 しみを余すも

他人亦巳歌 他人は亦た巳に歌 う

死去何所道 死 し去れば何の這 う所ぞ

託健同山阿 体を託 して山阿に同じくせん

荒れ果てた草は荘把 と続き､白接は斎藤 と音をたてる'o冷たい霜の降りた九月､私

の棺を送って遠い郊外まで出て行 く｡あたり一面､人の住まいはなく､土まんじゆう

だけが高々とそびえるばかり｡馬も私を悲しんで天を仰いでいななき､風も死を悼ん

で悲 しげに吹いている｡暗い墓穴がひとたび閉じられたら､千年たっても二度と朝に

なることはない｡

千年たっても朝が来ることはない､それは賢人 ･達人でもどうしようもないことだ｡

さっき私を野辺送 りしてくれた人たちも､それぞれに自分の家に帰っていくD 親族の

中には悲 しみが尽きない者もいるが､他人はもう鼻歌を口ずさんでいる｡死んでしま

えば何もいうことはない｡むくろが山の土となるのにまかせよう｡

『文選』巻二八では第三首のみを収めているが､三首全体を通して読めば､臨終､

葬儀､葬送､埋葬という死にまつわる一連の事.億が､時間に沿って展開しているのが

分かる0第一首はその死から納棺まで｡第二首は葬儀から野辺送 り｡そして第三首の

前半が墓地での埋葬､換韻した後半は埋葬の後のことを記している.｡そしてそれぞれ

第三首の前半の末句 と後半の首句が ｢千年復た朝ならず｣を繰 り返すというように､

ことばの上での連続性が､時間の滑らかな展開と応 じている｡

時間の流れに沿って展開するという点では､陸磯の ｢挽歌｣三首もそうであり､そ

こにも陶淵明 ｢擬挽歌辞｣と同じく､死者の立場から唱われているように見える箇所

がある｡さらにさかのぼれば建安七千の一人､院璃 (一六五 ?一二一二)の ｢七哀詩｣

も死者から見た死が述べられている｡①しかしながら先行するそれ らの詩では､必ず

しも作者 自身の死を唱っているわけではなく､作者が詩の登場人物になりかわって詠

嘆しているものである｡｢挽歌｣のような楽府作品であることが､作者 ･歌い手 ･登

場人物が自然に解け合 うのを容易にしている｡ そのために死者の口を借 りていても､

読者は違和感を覚えないO陶淵明の ｢擬挽歌詩｣が特異なのは､それが一般的な死を

唱う挽歌ではなく､ほかならぬ作者自身の死を唱っているということである｡ 自分が

自分の死を思い悲しむという衝撃が､陶淵明をそれ以前の挽歌詩人と分かつo

Lかし陶淵明の ｢自祭文｣も突如としてこの世に生まれでたものではなく､まず先

行する ｢挽歌｣を作者自身に強く.引き寄せて ｢擬挽歌辞｣が作られ､同じ仕掛けをジ

ャンルを換えて試みたのが ｢自条文｣であったと仮定できようか｡作者が作者の死を
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扱 うというアイロニーは､｢白祭文｣という命名がすでにはらんでいる｡以下の自撰

墓誌銘もそうなのだが､祭文とか墓誌銘とか死者を対象とする作を ｢自｣らが著わす

というのは､一種の撞着語法なのだから｡

陶淵明は ｢自祭文｣と ｢擬挽歌詩｣とい う二種類も､自分の死を想定し､哀悼する

作品をのこしていることになる｡｢挽歌｣の方には詩ゆえに拝借性がより色濃 く漂 う

けれど､｢自祭文｣の方にもそれがないわけではない｡自分の塩終から葬儀､埋葬を

想像 し､物悲 しい思いに浸される､そうした情感がどちらにも流れている｡ それは確

かなのだが､特記すべきは単にこの世に別れを告げ､冷たい墓地の下に葬られるわが

身を悲しむだけではなく､そこはかとないユーモアが全体に漂っていることである.

｢挽歌｣英一の末尾､酒を飲み足りなかったことだけが悔やまれるというのは､とぼ

けたぼやきの如く響 くし､｢白条文｣の ｢顔を侯えば巳に冥く､音を砕けば愈いよ漠

た-り｣､｢挽歌｣英二の ｢語らんと欲するも口に音無く､視んと欲するも眼に光無し｣

な･どのように､生と死の境界の知覚が失われていく状態を措く輩には､ブラックユー

モアに似た気配さえ帯びている｡このおかしみというものは､ひたす ら死の悲哀を唱

った従来の挽歌には見られず､自分が自分の死を描 くという逆説から生まれた､陶淵

明独時の要素にはかならない｡また ｢挽歌｣其三の ｢親戚 ･他人｣の句には､人の死

もす ぐに忘れてしま う人間世界というものを見つめる覚めた眼差 しが うかがわれる｡

このように人間の死が引き起こす或る種の滑稽 さ､それを見る冷徹 した目､そこには

人の死を主題 としながら､それが死の感傷を読者に強要するという既成の文学を打ち

破る新しさが躍動している｡当人が自分の死を対象 として ｢祭文｣を作る､自分の死

をめぐって ｢挽歌｣を作る､という形式の新しさを創 り出した自由は､文学作品が要

求する読み方から読者を解放するのである｡

さて陶淵明の ｢自祭文｣は､死をめぐって語るばか りで､生については直接触れて

いないC｢祭文｣のかたちを取 りながらも､生前の足跡､功紡がないのは､自分の死

だけに関心を絞っているからだO自伝文学が人間の生涯を対象とするものである以上､

これを自伝に組み入れるのはふさわしくないことになるが､しかし ｢五柳先生伝｣と

表裏を成すものと考えられるのではないか｡｢五柳先生伝｣は前述のごとく､作者の

｢かくありたい生｣を語るものであったが､｢自祭文｣の方はそれに対 して ｢かくあ

るであろう_死｣を語ろうとするも.のだO自分自身の生と死-の執抽なまでのこだわ り

が陶淵明の文学を作 り上げている｡陶淵明の文学を全体として捉えれば､死を免れな

い人間の悲観を嵯嘆する文学ではなく､むしろ逆に生の歓びを唱い､生きていること

を肯定する性質の文学であろう｡ 家族と暮 らす 日々､村人たちと酌み交わす酒､そ う

したなんの変哲もない 日常生活の中に享受できるさきやかな､しかしかけがえのない

歓びを唱 うのが彼の文学の特質である｡彼においては平凡な日常生活はi自然とI-体

になり同化することの､人間としての営みであった｡｢木は欣欣として以て栄に向か
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う｣ (｢帰去来の辞｣) という自然の生の充実､それと一体になることを希求するので

あった｡彼が生を言匡歌し続けたのは､死の畏れと表裏を成 しているo死を畏れ生を愛

惜する情念が強ければ強いほど､生はその存分な顕現が詣歌されるのである｡｢自祭

文｣や ｢擬挽歌辞｣は死を扱 うことによって生を照らし出す､いわば生の陰画といえ

ようか｡

二 王掛 ｢自撰墓誌銘｣

陶淵明に続いて自壊墓誌をのこしているのは､｢五柳尭生伝｣に続いて ｢五斗先生

伝｣を著わしていた王帯である｡ただその前に､階の挙行之に自壊墓誌銘があり､そ

れは王練の墓誌ほどにまとまった内容を備えるものではないが､まずそれから見てい

こ う｡

挙行之の事跡は唐 ･李延帝の 『北史』巻一〇〇､｢序伝｣の中に見える｡｢序伝｣

は第一章でも触れたように､『北史』の末尾に付され､李延寿の家系を述べる､いわ

ば李氏一族の伝に相当するものであり､その中の一人である李行之について､次のよ

うな記載がある｡

･--及疾､内外多薦求腎､行之日､｢居常待終､士之道也｡貧既愈富､何知死不知

生｣｡-皆抑緯o臨終､命家人蒋葬､口授墓誌以紀其志田､｢瀧酉李行之､以某年某

月終干某所｡年絡六紀､官歴四朝｡道協希夷､事忘可否.錐碩徳高風､有償先構｡而

立身行己､無悦夙心｡以爵東壁則生､生化日死｡蓋生者物之用､死者人之終､有何重

喜於其間哉｣｡乃薦銘日､｢人生若寄､視死如蹄｡荘荘大夜､何是何非｣｡

--やまいに就くと､家の内外の者は医者を呼ぼうとしたが､行之は ｢平生から

いつも死の覚悟をしているのが､士の道である｡貧乏が富裕より勝るというならば､

死は生に劣ると決まったものでもなかろう｣といって､いっさい断った｡臨終には､

家人に簡素な葬儀を命 じ､墓誌を口述 してその気持ちを述べた､｢耽酉の李行之､某

年某月に某所で死亡｡年は六紀 (六十歳)に近く､官は四つの王朝 (銑 ･北帝 ･北周

･隔)に歴任 した｡道は老子の説く境地 (『老子』十四章に ｢之を視るも見えず､名

づけて実 と日うO之を聴 くも聞こえず､名づけて希と日う｣)に合致し､事は可否の

区別を超越 した｡高い徳を備えた人格でも､先人の功新を汚すものであるが､しかし

己の修尊に努め､初心に恥じることはないO気が変化 して生となり､生の変化が死で

あると考える｡生とは物の作用であり､死は人の終わりなのだ｡生と死の間で何を喜

んだ り悲 しんだ りしよう｣｡ そ土で銘を作っていう､｢人の生は寄するが如 し｡死を

視ること帰するが如 し｡ 荘荘たる大夜､何をか是とし何をか非とせん｣｡
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墓誌銘としては短く､節録である可能性もあるが､しかし ｢墓蕃｣と ｢銘｣との体

裁は明確であるし､内容も当人の死生観をこれで充分完結するかたちで述べている｡

基藷銘の前の記述から､本人自身の口から出たことも確かである｡

これは死に行 く当人の死の覚悟を語っているものであるところが､生者へのメッセ

ージであるところの､それ以前の過言､迫令の棟と違っているo Lかし陶淵明の自条

文のように､死後の自分を想定するという想像力から作られたものではない｡従って､

われわれが見ようとしている陶淵明型の自撰墓誌と､造言 ･迫令 との中間に位置する

ものといえる｡

書かれていることは､もっぱら本人が死を畏れず､甘受する心境である｡老荘の思

想に基づいた､生を仮の宿､死を定住の場とする死と生の捉えかた､また生と死を自

然の変化の一過程~とみなす諦観､そのように死生を認識することによって生の世界の

是非の判断を無化 し､その中で悲書を生じる感情の動きを超越する､達観 した境地が

綴 られている｡死を諦観 し､なんら迷いを生じないというところは､陶淵明が同じよ

うに老荘の死生観を繰 り広げながら生-の執着､死-の畏れを捨てきれない撞着をき

たしていたのと異なる｡このように静かに死を容認 して死んで行 く態度は､当時の人

々に仰ぎ見られ､それゆえに挙行之について､死-の値度を語る部分だけが史伝に記

されたのだろう｡挙行之の死-の潔い態度は確かにまねLがたく､立派ではあろうが､

しかし文学として見た場合､陶淵明の迷い､弱きを露呈した人間の生々しい魂の響き

がそのまま伝わって(る方が､魅力はあるO

挙行之のように死の諦観を述べるかたちの自損墓誌銘は､その後も続いていくが､

ここで救 うのは陶淵明の ｢自祭文｣に連なる王旗の墓誌､｢自作墓誌文 井びに序｣

である｡

王接着､有父母､無朋友､自薦之宇目無功蔦0人或間之Q箕距不封O蓋以有道於己､

無功於時也O

王頴は､父母はいるが､友人はいない｡自一分の字を無功と名付けた｡その意味を問

われても､どっか り座ったまま答えない｡おそらくそれは自分の中には道があるが､

世の中に対 しては何も功績がないという意味なのだろうo

挙行之の自撰墓誌が短いながらも､墓誌銘としての体裁を備えていたのに対して､

これはそ うでないO記されるべき必須事項､姓名､字は確かに記されてはいるものの､
あぎ/i:

その 事 の由来についての記述に走り､籍貫､先祖､豪族 といった事項は無視されて

いる｡そしてまた､字の意味を問う人､答えない当人､代わりに説明する書き手､と

いうこの書き方は､作者は墓誌銘の当人でないという設定を作 り出している｡これは

｢五柳先生伝｣型 自伝で踏♯ されていた語 り口であった｡
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ここで説かれている字の意味は､ことばを代えれば､｢兼帯｣でなく ｢独善｣をそ

の生き方 とするとい うことだが､字の由来をそ う語ることによって当人の生き方を蓑

している｡独善を旨とするのは隠逸者であるが､隠逸者の生き方を説 くところも ｢五

柳先生伝｣型 自伝に類する｡

不蘭書､自連理｡不知柴辱､不計利害｡起家以禄位､歴数職而進一階｡才高位下､

免費而巳.天子不知､公卿不識｡四十五十而無間蔦.

書物を読まずに､自分で理に到達 した｡栄辱の認識がなく､利害の計算をしない｡

身を起こして官に就き､いくつか歴任 して晶階を一つ進めた｡ 能力はありながらも地

位は低 く､重責から免れていた｡天子も公卿も認めてくれず､,Eg十 ･五十になっても

無名のままであった｡(『論語』子竿潜に 咽 十､五十にして聞こゆること無くんば､痴

れ亦た畏るるに足 らざるのみ｣ とあるのをふまえる)

官界での経歴｡書物による学習を通さずに道理に達するというのも､儒家でなく､

老荘に屈 していることの言明であろうC先の段落の ｢無功｣と連続 して､世間的欲望

より老荘の観念に生きる王緒にとって､官界は当然身を置 くにふさわしくない所 とす

る主張が､言外に流れている｡結果はもちろん昇進もできず名声も得 られない｡

於是退蹄､以酒徳遊於郷里｡往往寅 卜､時時看書｡行若無所之､坐伯無所接｡郷人

未有達其意也｡常耕東皐､髄東皐子O

そこで退官して家に戻 り､田舎で酒を食 らっていた｡占いをした り､本を読んだ り

の気ままな暮 らし｡ どこ-出かけていくわけでもなく､何かにもたれるわけでもない

自由な生活O郷里03人々はそんな王韻の気持ちを理解できなかったO束の丘で畑を耕

し､束皐子 と号 した｡

隠居生活についての記述｡王接の実人生は確かにここにい うように､官を経てから

隠棲に入ったのだが､実際には仕官が人生の大半であって､郷里の暮 らしは晩年の数

年だけであったが､｢自撰墓誌｣では隠逸者 としての面だけを描き出している｡東の

岡の人を意味する ｢東皐子｣の号は､のちに白居易の詩に ｢束填 ｣と唱われ､それが

蘇韓の号､｢東填 ｣に受け継がれていく｡

身死之 日､自薦銘日､有唐逸人､太原王統o若頭君恩､似矯似激｡院止三径､堂唯

四壁｡不知節制､蔦有親戚O以生島附薬膳斑｡以死薦決症潰癖｡無恩無慮､何去何社o

塾頭刻石､馬筑裁封｡真裏孝子､空封長松O
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臨終の日に､自分で墓誌銘を作っていう､｢唐の逸人､太原の王唐｡かたくなで愚

かで､でたらめで激 しい性格｡庭には三本の小道が通るだけ (隠者の住まいをいう)､

部屋はただ四方に壁が立つだけ (司馬相知の故事にちなんで貧窮をいう)｡身を抑え

ることを知 らないから■､親戚などもない｡生を余分ないぼ ･こぶのようなものとみな

し､死をそのこぶやいぼが潜れることと考えたDあれこれ思 うこともなく､どこから

来てどこ-行くということもない｡丘の上に石を刻 し､馬のたてがみの形に木を植え

る｡父を喪った孝子が､空しく松の木に向かい合 うO｣

銘で語っているのは､墓誌全体の要約である｡世に合わない性格､貧 しい暮らし､

しかし世間の規範に自分を合わせようという気持ちもない｡そして生の意味の無化､

死rの甘受といった老荘的な虚無観を述べて､生-の執着を捨ててこの世を去って行 ( a

老荘の思想は必ず しも生に対 して虚無的諦観を求めるものではないが､陶淵明が生へ

の執着を捨てきれずにいたのと違い､王溝の場合は生に嫌悪を覚■える虚無観が優勢で

ある｡

陶淵明に継いで ｢五斗先生伝｣を著した王絵は､当然陶淵明を意識 して墓誌銘を自

ら書いたのであろうが､しかし陶淵明の ｢白祭文｣と読み比べてみると､隔たりの大

きさに驚 く｡

陶淵明が死-の畏れを吹っ切ろうとして果たせないその惑いを綴っていたのに対 し

て､王殻には少なくともこの文の中においてはそれはない｡死は諦観されている｡死

の悟 りを主題 とする墓誌銘は少なくないが､それらが概ね従容 と死を受けとめる､そ

れなりに感銘を与える死の受容を述べていたのとやや異なり､死を悟ったというより

生への無気力が生-の執着をなくし､死に移行するといった趣である｡

もう一つ､大きな相違は､陶淵明に印象的だった自'分の死後の想像とい う要素がこ

こにはないO銘の末尾は王按が死んだ後､その子供が父の死を悼んでいる光景を描い

ているが､そこにも自分の臨終､死を想像する陶淵明の生き生きした措写はない｡そ

れとも関わって､陶淵明のユーモラスな要素がまったく欠如している｡

こうして見てくる･と､王麓の自撰墓誌は生彩に富む作品とは思われないo｢五斗先

生伝｣ と同じように､隠逸者のモデルを描いたものとい うべきであろう｡｢五斗先生

伝｣が隠逸者の生を括いたのに続けて､それを死の領域まで拡大 し､隠逸者はどのよ

うに死を受け入れるかを記したのがこの墓誌銘であるといえる｡

三 白居易 ｢酔吟先生墓誌銘｣

陶淵明､玉顔 と見てきた自撰墓誌の流れの次に来るのは､｢五柳先生伝｣の場合 と
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ぴったり重なって､･白居易である｡ ところが白居易の ｢酔吟先生墓誌銘井びに序｣は

偽作だとする説が~ある｡琴仲勉 ｢白集酔吟先生伝存疑｣(『歴史語言研究所集刊』九)

がそれを提起 し､陳黄体 『元白詩築琵稿』もそれを支持するDその根拠 として､琴仲

勉はことばの使い方に当時の用語鞍と合わない箇所があるのを細々と挙げているのだ

が､テキス トそのものにも問題がある｡これは宋本の系統を引く那波本には収められ

ていず､もう一つの宋本系文集である紹興本では最後の巻七一の､そのまた末尾に､

おそらく明本によって補って､載せ られているのである｡栗本系のテキス トになかっ

た り補刻 された りしていることは､偽作の可能性を思わせる理由の一つになるであろ

う｡ しか し采 ･王謹 『唐語林』巻この日撰墓誌銘を述べた条に ｢白居易も亦た自ら銘

を為る｣ と見え (第四節参照)､宋初に勅編 された 『文苑英華』巻九四五の墓誌に収

録 されている｡またわが国に伝わる 『管家抄』所載の自居易の作品のうち､｢酔吟先

生墓誌銘｣など九潜は ｢北宋刊本に拠るとみることができるかも知れない｣①という｡

従って遅 くとも北東初期には存在 していたと思われる｡ 真偽に疑問をのこしつつも､

本文を読んでみよう｡

先生姓 白､名居易､字楽天｡其先太原人也｡秦牌武安君起之後｡高祖藷志替､尚衣

奉御o曾祖藩温､桧校都官郎中.王父藷鐘､侍御史､河南軍鯖令｡先大父轟季庚､朝

奉大夫､蛮州別想､大理少卿､累贈刑部尚番､右僕射｡先大父夫人陳氏､贈穎川郡太

夫人｡妻楊氏､弘農郡君.兄幼文､皇浮染解主簿｡弟行蘭､皇尚書腰部郎中｡一女､

適監察御史談弘馨｡三姪､長日昧道､底州巣解丞｡次日景回､溜州司兵参軍O次日晦

之､畢進士.楽天無子､_以姪孫阿新患之後.

先生は姓は白､名は居易､字は楽天｡その先祖は太原の人である｡秦の牌､武安君

白起の壊蘭にあたる｡高祖は薄志善､尚衣奉御であった｡曾祖は謹温､榛校都官郎中

であった｡祖父は轟鐘､侍御史､河南輩醇令であった｡父は諒季庚､朝奉大夫､蛮州

別架､大理少卿であり､死後に刑部尚書､右僕封などを次々贈 られた｡父の妻は陳氏､

穎JEl郡太夫人を贈 られた.妻は楊氏､弘農郡君を授けられた｡兄は幼文､唐の浮染/%
だん こラr=

主経であったo弟は行蘭､唐の尚書勝部郎中であった｡一女は､監察御史談弘馨に嫁

いだ｡三人の甥は､上が味道 といい､底州巣鯖丞であった｡次は景回といい､簡州司

兵蓉軍であったQ次ぎは晦之といい､進士に挙げられた｡楽天には子が無く､甥の子

の阿新を跡継ぎとした｡

墓誌の典型的な書き方で始まる｡当人の名､字､祖先から父祖､兄弟､妻子に及ぶ

直接の血族について､漏れなく記赦されている｡

楽天幼好撃､長工文｡累進士 .抜翠 ･制策三科｡始自校審郎､終以少僻致仕｡前後
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歴官二十任､食禄四十年｡外以儒行修其身､中以揮散治其心､薯以山水風月歌詩楽其

志｡前後著文集七十巻､合三千七百二十首､停於家O又著事類集要三十部､合-千一

百三十門､時人 目盛白氏六帖､行於世｡凡平生所慕所感､所得所喪､所産所退所通､

一事巳上､布在文集中､開巻而塵可知也｡故不備昔｡

楽天は幼い頃から学問に親 しみ､文学に優れた｡進士科 ･筈判抜華科 ･制策の三科

に次々合格 した｡校審郎に始まり､(太子)少博で致仕 したC前後二十の官を歴任 し､

四十年間､官に身を置いた｡外に対 しては儒家の振舞いでもって自分の身を修め､中

は仏教によって心を修め､その傍 らで山水風月詩歌によって精神の楽しみとした｡前

後文を著わして七十巻､統べて三千七百二十首が､家に伝えられる｡さらに 『事類集

要』三十部､計一千百三十門､を著し､世ではそれを 『白氏六帖』と呼んで､広く流

布 している｡日常心を惹かれるところ感じるところ､得たもの失ったもの､訪れた所､

出会った事､通った所､どんな事でも､文集の中に敷き連ねてあり､巻を開けば何も

かも分かる｡だからここに書くことはしない｡

一生についてのまとめ｡大筋だけを簡潔に記 し､日常の出来事はすべて作品の中に

書いてあることだから､ここには記さないという｡

この段の中では等仲勉は､致仕の官は刑部尚書であったのに少将 としている点を問

題としている｡確かに ｢刑部尚書にて致仕す｣と題する詩もある｡事実は致仕する際

に刑部尚書 とい うかたちだけの官を新たに授けられてその肩書きで退官 したものだ

が､たとえば別の詩 ｢香山居士写真詩｣の序では自ら ｢骨昌二年､太子少樽を罷めて

白衣居士と為る｣とい うように､｢少博｣で退いたという実質を指すことも可能であ

るから､必ず しも偽作説を決定する理由にはならないo

一生の著述についての記i酎こも問題がのこるが､著作の一つとしてここに挙げてい

る 『自民六帖』を琴仲勉は偽作と断じている｡ その根拠は 『自民六帖』に触れるのは

晩唐 ･李匡又 『賢暇集』が最も早い記述で､それ以前_には見えない｡李商陰の墓碑に

も言及がない｡ 白居易自身も (この ｢酔吟先生墓誌銘｣以外には)一度もこの本につ

いては名を挙げた事はなく､序文ものこっていない｡ほかの著述についての序は文集

に収められているのに､この大部の書物について何も語っていないのは､この本の偽

作を思わせる､とい う｡今見られる 『自民六帖』は後代の手が相当に加わっているも

のであるが､それを見る限り､通俗的､工具雷的性格は白居易の名がかたられたと考

えた方が納得がいく｡元環と白居易の策林が受験界で評判になり､科挙を目指す受験

生たちは競って写 しあったという事実が示すように､受験界での名声が受験生必携の

参考書の著者 として祭 り上げられるのは､大いにありそうなことだ｡元程 -･白居易の

通俗詩が流行 して､偽作が盛行 したことは元程が触れているが､偽作は詩歌作品にと

どまらず､こうした通俗的書物も生み出していたかも知れない｡『自民六帖』を偽作
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とす るか否かは､白居易 自身がそれについて唯一言及 しているこの ｢酔吟先生童話銘J

の真偽 とも関わる｡『自民六帖』は琴仲勉に限らず､中国ではおおむね偽作説が通行

し､わが国の 日本文学研究者の間では白居易の槙 と信 じられているようだ｡①

大暦六年正月二十 日生於鄭州新鄭煽東部宅､以骨昌六年月 日終於東都履道里私第､

春秋七十有玉｡以某年月 日葬於華州下部綜臨津里北原､耐侍御 ･僕射二先登也｡

大暦六年正月二十 日に鄭州薪鄭栢東都宅に生まれ､骨昌六年某月某 日に東都履道里

の私宅で没 した.春秋七十有五歳｡某年某月某 日に華JJ.日下部鯨臨津里北原に葬 られ､

侍御 ･僕射の二人の先祖の墓の脇に埋葬された｡

白居易の生年は大暦七年であることが､自身の他の作品から明らかであるのみなら

ず､この文の内部においても､七十五歳で骨昌六年に没 したならば､大暦七年の生で

なければ計算が合わないOこれは誤記 としていいだろう｡没年については､ここに記

されている通 り会昌六年なのだが､そ うすると会昌五年に自編 した･はずの七十五巻本

の文集について触れず､｢七十巻｣と記 していたことが疑問になる｡その疑問に対 し

ては､文集の巻数は後の通行する文集に合わせて書き換えられたとか､没年は原文で

は単に ｢年月 日｣と書かれていたのが､のちに事実に合 うべく書き加えられたと考え

れば､白居易自身の手になることと抵触 しないが､偽作者が七十五巻本の存在を知 ら

ずに審いたとも考えることができて､解決にはならない｡

琴氏は文集の巻数については触れず､葬 られた場所を問題にしている｡ 李商陰の墓

碑では洛陽の青即ヨとし､『旧唐雷』 とこれが､下却の先祖の墓地に葬 られたとする｡

実際には洛陽音巨門に葬 られたことから､卑氏はこれも偽作説の根拠の一つ とする｡

啓手足之夕､語共裏輿姪日､吾之幸也､蕃過七十､官至二品｡有名於世､無益於人､

褒優之確､宜 自定規｡我簸音数以衣-襲､送以車一乗､無用南港葬､無以血食祭o無

請太常置､無建神道碑｡但於墓前立一石､.刻吾酔吟先生樽一本可美｡語託命輩自銘其

墓云､楽天､楽天､生天地中､七十有五年｡其生也浮雲然｡其死也香焼然｡束何因､

去何縁.吾性不動､吾形屡遷｡巳憲巳鷺､吾安往而不可､又何足厭菅平其間｡

臨終に及んで､嚢や墳たちにこう語った､｢私の幸せは､七十を越える寿命を得た

こと､二品に至る官を得たことである｡世間で名は高いものの､人々の為になること

は何 もできなかった｡誉め讃え厚 く退する礼は､控えめにしなければならないO私が

死んだら一揃いの服に納めて､一台の革で見送るだけでよい｡葬式の行列は不用であ

る｡犠牲を備える大げさな朱は不用である｡県 花を司る官に志を請求 してはならぬ｡

神道碑を建立 してはならぬ｡ただ墓の前に一つの石を置いて､それに私の ｢酔吟先生
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伝｣を刻めばそれでよい｣語 り終わると筆記を命 じて､自ら墓誌銘を作っていう､｢楽

天､楽天｡天地の中に生まれて､七十五年｡生は浮雲のようなはかないものであるし､

死はぬけがらに変わるような自然な変化だ｡何によってこの世に生まれたのか､何に

よってこの世を去るのか｡私の本性は (生死に関わらず)不動であり､私の外形だけ

が変化する｡やんぬるかな｡ どこ-行こうとかまわない｡この世は愛着 したり嫌悪 し

たりするに催 しないものだ｣｡

全体としてふつ うの墓蔑銘と陶淵明 ｢自祭文｣とが競合されたようなかたちになっ

ている｡ふつ うの墓誌銘としての性格は､当人の名前､家系､家族､官歴についての

記述がかたちを備えていること｡しかしそれ ら墓誌銘 として要求される要素はすべて

最小限の記載だけで､特徴は死に対する心の態度が念入 りに書かれていることで､そ

れは自撰基語ゆえの特徴である｡

記されている死生観は､人間の生を物の変化の一過程に過ぎないと捉えることによ

って死を乗 り越える諦観であって､ほかの自撰墓誌に見えるのと変わりはない｡陶淵

明のような死についての煩悶はここにはうかがえない｡白居易にはほかにも独自の死

生観が見えるわけではない｡白居易の文学を文学として魅力あるものにしているのは､

彼独特の死生観ではなく､彼独自の生-の見方である｡生を肯定する､生を謳歌する､

そこに彼の文学の特質があるのだが､この文にはそれも希薄である｡白居易でなけれ

ば書けないことが､事実の上からも文学としての性格からも薄く､第三者でも書きえ

ないことではないD もし偽作であるということになれば､陶淵明 .王練 と連続 してき

た ｢五柳先生伝｣型自伝 と自撰基語との符合は崩れることになるが､しかしその系譜

が意識されたからこそ ｢酔吟先生伝｣の作者にも ｢自撰墓誌｣があってよいという要

求からこれが書かれたものと考えられる｡自作であるとしても､｢酔吟先生墓誌｣に

｢酔吟先生伝｣ほど大きな文学的な意味を与えることはできそうにない｡個性的な自

撰墓誌の登場には杜牧まで待たねばならないのである｡

四 中庸の自撰墓誌銘

陶淵明の ｢自祭文｣に発 して王績 ･白居易と続く流れとは別に､唐代には自撰墓誌

銘がいくつか書かれているOそれはことに安史の乱以降に顕著になるが､その中でも

早い時期のものに､願挺之 (六七一 ?一七四二)の ｢白撰墓誌｣(『全唐文』巻二八〇)

がある｡

天啓元年､願挺之自緯郡太守抗疏陳乞､天恩允請､許巷疾醇閑､兼授太子膚事｡前

後歴任二十五官､毎承聖恩､嘗恭奨招O不整殿策密寒､何階仰答鴻造O春秋七+､無

所展用､薦人士所悲｡
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.其年九月寝疾､終於洛陽某里之私第｡十一月､葬於大照和尚塔次西原､絶也｡轟忠

事君､印載国史｡勉拙従仕､或布人諸O陵谷可以自紀､文章悪用飾乱 遺文薄葬､赦

以時服｡

天宝元年､願挺之は緯郡太守の任にあって上疏 して願いを述べ､天子は暖かくそれ

を聞き届けて下さり､療養のために休暇を許可され､合わせて太子慮事の身分を賜っ

た｡前後二十五の官職を歴任 し､つねに天子の恩_を受け､いっも抜擢 していただいた｡

駄馬に鞭 くれる努力も怠 り､大いなる恩恵にお答えするすべもない｡七十の年に至 り､

何も働きがないのは､人士に悲 しまれるところである｡

その年の九月に病に就き､洛陽某里の私邸で息を引き取った｡十一月､大照和尚の

塔の列の酉の原に葬 られたのは､礼のとお りである｡忠を尽 くして君に仕えたことは､

恭なくも国史に載せ られている｡拙い身を努めて従事 したのは､世間の歌に唱われた

こともある｡岡や谷の中に自ら記すべきもので､文章で飾 りたてることはいらない｡_

蒋葬を言い残 してあるので､平服のまま棺に収めるO

これも先に見た挙行之の自撰墓誌銘 と同じく､造言に近い｡.李行之は死-の達観が

その中心であったが､ここではそれは特に述べられていないものの､やはり死を前に

して右往左往 しない態度が､この文を伝えた人々に評価されたのだろう｡内容はご く

あっさりしたもので､官歴から退官､病気を記 し､最後に蒋葬を言い残すC中の記述

からうかがえるように､戯挺之とい う人は開元の世に宮人として比較的平穏で恵まれ

た一生を送ったようだ｡ どうしても記 しておかねばすまないような､自分の人生の大

つぼつあらわれるようになる･｡そのことを 『唐語林』一巻二ではこう記している.

袈晋公 自薦誌銘日､｢袈子馬子之道､備存平家牒Q薦臣之道､備存乎国史｣.杜牧

亦 自韓日､｢嵯蘭小子､亦克厭修｣｡此二銘､詞簡而債｡ 白居易亦自薦銘｡顔魯公在

寮州､知必禍及､自薦誌銘置左右｡

襲晋公 (装度)は自分で墓誌銘を作 り､それにはい う､｢襲子の子 としての道は､

家牒に記 されている｡臣としての道は､国史の記 されている｣｡杜牧も自分で銘を作
I1んじ

ってい う､｢嵯あ 爾 小子よ､亦た厭の修 (築川文集では ｢終｣)を克す｣｡ この二つ

の銘は､ことばは簡潔であるが整っている｡白居易も自分で銘を作った｡顔魯公 (顔

其卿)は葉州にあって､禍いが避けられないのを覚 り､自ら墓誌銘を作って､座右に

置いていた｡

『唐語林』は十一世紀後半の王議の撰であるが､今は周勧初氏の 『唐語林校定』で
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その各条の出処を知 ることができる｡ しかしこの条については出処未詳 という｡そし

て輩度 (七六五一八三九)の墓諌銘も､ここに録された断片以外はのこっていない｡

杜牧の墓誌銘については次節で扱おう｡自居易は ｢酔吟先生甚蔑銘｣｡もう一人､顔

最卿 (七〇八一七八四)については､彼が自撰墓誌銘を綴ったことが､ほかの資料に

も見えている｡股亮の ｢顔魯公行状｣(『全唐文』巻五一四)に､

---国選公於寮州寵興寄居蔦｡公庄不得全､自撰墓誌､以見其心｡

--.･そこで公を寮州の音巨興寺に送ってそこに住まわせた｡公は身を全 うできないこと

を覚 り､自ら墓誌を書いて､その心中の思いを表 した｡

令狐垣の ｢光禄大夫太子大師上柱団魯郡開園公顔鼻卿墓語銘｣(『全唐文』巻三九

匹)にも､

--･貞元初年､希烈陥汝州｡是時公幽辱巳三歳｡度必不全､乃自焦墓誌､以見其志｡

是年､_過客於汝州之離興寺｡春秋七十有六｡

･-･･･貞元の初年､(李)希烈が汝州を陥れた｡この時､公は幽閉されて巳に三年に

なった｡絶対に身を全 うできないと覚り､そこで自ら墓誌を作ってその志を表 した｡

この年､汝州の龍興寺において殺零された｡七十六であった｡

顔昇卿は上の文に見えるように､李希烈の反乱を抑えるために朝廷から派遣され､

逆にとらわれの身となって結局殺 されてしまうのだが､その非業の死が藩鏡の横暴に

苦しむ徳宗 ･憲宗期の朝臣の間で英雄視され､しだいに偶像化されていく｡ 彼の書家

としての評価が高まるのも､朝臣とし七忠に徹 した行状に対する評価 と関わりがある

のか も~知れない｡幽閉苧れながらなお屈しなかった剛直ぶ りが､死を覚悟して自撰墓

誌銘を記 したという具体的行為に象徴され､この話が広く讃えられたのではなかろう

か｡ しかし顔異卿の童話銘 自体はのこっていない｡

かんち上う

『膚語林』には触れ られていないが､もう一人､韓 殖 (七九九一八五五)にも自

撰墓誌銘があるo韓燕といってもなじみはないが､実は彼は韓愈の息子である｡その

･｢自ら盛る墓誌銘 井びに序｣(『全唐文』巻七四ニ)を見よう｡

昌費韓熟､宇有之､停在国史o生徐之符離､小名日符｡

昌費の韓麺､字は有之､国史に伝が収められている｡徐州の符雛に生まれ､幼名を
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符といった｡

幼名の ｢符｣は 『全唐文』では革冠に作るが､父親韓愈の ｢符 城南に読書す｣の

詩が知 られるように､ふつ うは竹冠の字が使われる｡韓愈にはもう一首､｢児に示す｣

詩があって､どちらも息子に勉学の必要を懇々と説いているO(韓愈の詩については､

第Ⅴ章で触れる)勤勉を勧める詩を二首ももらったのに韓和は努力を怠ったのか､結

局父の期待する成果を挙げられなかったようだ｡この自壊墓誌銘が彼の足跡を伝える

唯一の資料である｡

幼而就草､性寡言笑､不薦見戯｡不能闇記書､年長､不能通詞得三五百字､爵同草

所笑｡至六七歳､未解把筆書字､即是性好文字､出言成文｡不同他人所烏､張籍奇之､

薦授詩｡時年十除歳､日通一巻､籍大奇之｡試授諸童､皆不及之｡能以所聞､曲間其

義､再往往不能答｡

幼い時か ら学問を始め､性質は物静かで､子 どもの遊びをしなかった｡春物を暗記

することができず､年が長 じても､数百字す ら暗唱できなくて､同級生たちから笑わ

れた｡六､七歳になっても､聾で字を書くことができなかったが､ しかし生まれつき

言葉は好きで､口から出たままにそのまま文章になった｡他の人の作るものとは異な

り､張籍が 目を着けて､詩を教えてくれた.十いくつかの時､毎 日一巻を読み､張籍

はたいへん見所があると認めてくれた｡ためしに他の子どもたちに教えてみると､皆

それには及ばなかった｡教えられたことをもとに､詳 しくその意味を問いただすこrと

ができ､張籍はしょっちゅう答に窮 した｡

就学に関する記述は､中国人の伝記 ･自伝にはよく触れ られる話題である｡子供の

時にどのように勉強 したか､そ ういうことは酉欧や 日本の場合､これほどに関心をも

って記 されることはないように思 う｡これは中国の士大夫にとっては､古典の学習が

非常に大きな重みを占めていたからであろうC

ここでの記述もたい-ん興味深いものがある.軽索がここで語っているのは､自分

は与えられたものを素直に吸収する秀才型タイプでなかったとい うことだ｡暗唱する

ことが学習の中心であったはずだが､それが自分にはできなかったO暗唱が不得手だ

とい うのは､当時の学習においては落伍せ ざるをえないが､幸いだったのは､韓愈の

息子であるおかげで､張籍 (七六八 ?一八三〇)､そ して次に挙げられる■築宗師 (?

一八二一 ?) といった一流の文学者が身近にいて､その薫陶を受けることができたこ

とだ｡並みの教師なら見落として しまう韓燕の才に員を止めてくれたのである｡｢他

人の為す所に同 じからず｣､常軌に当てはまらない彼の書 くものを認めてくれた｡認

めてくれ る人があれば､勉強にも励みがでる｡｢日びに一巻に通ず｣､今度は他の子
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供たちを追い越 してしまうo そしてまた､教えられたことから昏分で問題を発展 させ

る能力､張籍も返答に窮する質問を発する｡韓燕は教えられたことにそのまま従 うこ

とは苦手でも､自分独自の型にはまらない文章を書く能力､自分で思索して問題を広

げていく能力､そういう自由な思考にかけては優れていたことが分かる｡吸収と独創

というこの二面は今でも教育の大きな問題であろうが､それを自分の体験として語っ

ているところが面白い｡

受詩未達雨三巻､便自薦詩O及年十-二､築宗師大奇之｡宗師文畢薦人之師､文髄

輿常人不同､承認英之｡一旦薦文､宗師大奇｡英文字或出於控史之外､埜讃不能通｡

詩の教授を受けて二､三巻にもならないうちに､さっそく自分で詩を作 り出したC

十-､二歳になる頃､襲宗師が認めてくれた｡賛宗師の学問は人の師たるほどのもの

であったが､文体は人のものと違い､軸はそれを讃んで好きになったQちょっと文章

を書いてみると､賛宗師はいたく誉めてくれた｡その文章の中の言葉は､躍史にない

ものを使って､築宗師にも理解できなかったことがあった｡

焚宗価 も韓門弟子の一人であり二怪奇をその特徴とする韓愈一派の中でもとりわけ

常軌を逸脱 した言語によって知られる.韓愈の手に成る ｢南陽奨紹述墓誌銘｣に ｢必

ず己れより出で､前人の一言一句すら襲麗せず｣｡その彼に認められたということは､

韓難の文もまた常軌を逸脱 したものであったのだろうが､しかし築宗師す ら理解でき

ないほどに､怪奇な方向-突っ走ったものであった｡韓愈の ｢示見｣詩にも張籍 ･襲

宗師の二人の名だけが挙げられていることから､この二人が韓麺と最も近い-関係にあ

ったことが分かる｡

稗長､愛進士及第､見進士所薦之文典焚不同､遂改牌就之､欲中其尭Q

いくらか成長すると､進士として及第したくなり､進士の作る文は埜宗師のとは違

うことが分かって､そこで文体を変えて試験を受け､その集団に合格 しようとした｡

韓愈が古文を提唱した当初は､科挙の文体と古文との懸隔が大きく､門下たちは古

文の研蝶と科挙登第のための文体との二重の努力を強いられたO古文が世間から脚光

を浴びる契機 となったのは､貞元未に韓門弟子が次々進士に合格 した ｢実績｣による

ものだろうD韓朝の時期には古文もすでに浸透 し定着していたはずなのだが､弊宗師

の文体はそれでもなお大きな隔たりをもっていたようだ｡それで科挙用の文体を習得

して､登第を果たしたとい うのである｡

以下､官歴について略述され､その死と子女､父祖についての記述､最後に銘を置
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いて結ばれる｡

年至二十五､及第帝褐､柳公公緯鉱邪樺之､試宏文館校書郎｡相国蜜公易直砕薦黍

州従事､校審如前.旋除高陵尉 ･集賢殿校理､又遷度支監察ム拝左拾遺､好直言､一

日上疏､或過二三､文字之鰹輿同官異｡文宗皇帝大用其言､不通人事､気直､不楽音

或終年不興之語､国典世帯､不得官｡相園牛公僧籍鑑寝陽､以殿中加支使､旋弄秘書

省著作郎､遷園子博士､因久寄蛮陽､以禄重患便｡除別海 ･榛校砲部郎中､丁重悶匡除､

再授寝際別懇 ･槍校戸部郎中｡

大中九年六月三 日寝疾､八 日終干任｡年五十七B其年十二月十五 日､葬孟州河陽鰐

戸村｡襲京兆童放女､有男五人｡韓､前復州参軍｡次日給､日綻､日給､日放､畢進

士｡女四人､日英､日算､日管､日暮､在室.曾祖叡素､朝散大夫桂州長史｡祖仲卿､

秘書省秘書郎､贈尚書左僕射O父愈､吏部侍郎､贈砥部尚書､認日文公｡

銘日､ 噴韓子､聴韓子､世以昧昧鳥賢､而白黒分O衆以春蚕薦道､而曲直排｡生有

志而卒不能就｡宣命也夫､豊命也夫｡

二十五歳の時に､及第して官に就き､柳公緒が邪に幕を置いていて招いてくれ､試

宏文館校喜郎となった｡宰相の安易直が褒州従事に招聴 してくれ､校番は前のままで

あった｡す ぐに高陸尉 ･集賢殿校理に任命 され､また度支監察に転任 した｡左拾達を

拝命 したが､好んで直言 したので､毎日上疏しても､二三 しか採用 してもらえず､こ

とばのスタイルも同官の者 とは違っていた｡文宗皇帝はその言をよく取 り立ててくれ

たが､人の世の事に通じていず､まっすぐな気だてだったので､嫌いな連中とは一年

中ものもいわず､それで世間とまずくなって､昇進できなかった｡宰相の牛僧符が重

陽にお り､殿中の任をもって支使に加わり､すぐに秘書省著作郎を拝命 し､園子博士

に移 り､そこで長 く喪陽に身を寄せ､禄で扶養するのに便利であった｡別駕 ･槍校穐

部郎中に任命 され､喪に服 してそれが明けると､再び寮陽別駕 ･槍校戸部郎中を授け

られた｡

･大中九年六月三 日に病に就き､八 日に在職のまま没した｡享年五十七歳.その年の

十二月十五 E]､孟州河陽偏平村に葬 られた｡京兆葺故の娘を要 り､男五人を設けた｡

緯というのは､さきの復州参軍であった｡次は棺といい､紀といい､蹄といい､枕と

いい､進士に挙げられた｡娘は四人､某､薪､歯､薯といい､家にいるO曾祖父は叡

索､朝散大夫桂州長史であった｡祖は仲卿､秘垂省秘書郎であり､尚書左僕封を贈ら

れた｡父は愈､吏部侍郎､砥部尚番を贈られ､誼は文公といった｡

銘にい■ぅ､ああ韓子､ああ韓子､世間では哩昧なのを賢者とするのに､白黒を区別

したO皆はどっちつかずの値度を処世のすべとしているのに､曲直をはっきりさせた｡

もともと志はあったのに結局成就できなかったQ運命であろうか､運命であろうか｡
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死に関する部分は､後か ら補われたのであろ うが､そこには淡々と事実を記すだけ

で､死にまつわる本人の思いを述べてはいない｡子供 と父祖についても､最小懐 の記

述で済ませ､銘の部分で一生を振 り返っての感慨が吐露 されている｡物事をはっき り

させずには済まない性癖が､世渡 りの拙 さとなり､抱負を実現できなかったとい うの

である｡

こ､の墓語銘を通読すると､少年時代の勉学か らすでに衆多と異なる性行を自覚 し､

官界に入ってか らも周囲 と敵寵をきた して思 うように出世できなかった一人の士大夫

の一生が浮かび上がるが､しか しそれが読者に迫る力は弱 く､むしろこうした違和感､

不遇感 とい うものは､程度の差こそあれ､誰にもあ る､ごく一般的なものだったので

はないかと思って しまうD彼が語 ろうとしたのとは逆に､ どこにでもころがっている

不遇のなげき･としか感 じられ ないのは､要するに韓燕が表現者 として卓越 していなか

ったことのあかしであろ うか｡

韓和は文はこの一審のみ､詩は一首ものこっていない｡ この文だけがのこったとい

うことは､自撰墓誌銘を書 く人が増加 したとはいえ､まだ特殊な､珍 しいものだった

ためかも知れない｡

以上に見てきた自撰墓誌銘 をのこした唐代の人々､その名 を通観 してみると､そこ

に或る種の傾向が浮かび上がって くるように見える｡厳挺之 ･顔昇卿 ･襲度 ･韓燕 ･

杜牧｡顔贋卿は政治家 としては別に､書家 としてそれまでの書法を一変させた人物｡

蘇韓が ｢詩は杜子美 (杜甫)に至 り~､文は韓退之 (韓愈)に至 り､書が顔魯公 (顔鼻
つく

卿)に至 り､画は呉道子 (呉道源)に至 り､而 して古今の変､天下の能事は畢せ り｣

(｢呉道子の画の後 に著す｣) とい うように､審法における革新の功績者であった｡

装度は中庸の文人 と深い関係 にあ り､ことに韓愈 と関係が深いO韓瀬は韓愈の息子で､

韓門の張籍 ･襲嘉之の素陶を受けている｡杜牧は古文を継承する晩唐の文学者｡ こう

してみると､自撰墓誌銘には中庸の新 しい文学活動が背後にあったかのようだ0 日撰

墓誌銘が中庸の頃から急激に増えてくるということは決 して偶然ではなく､その時期

の文化 .文学の新 しい動きの-つのあらわれであったと考えられる｡それは次に見る

詩の中の自伝､また最後に見る ｢自伝｣､それ らが中庸 を画期 とするのと同 じ精神に

根ざしている｡

五 杜牧の自撰基諌銘

ここまで見てきた自撰墓誌銘 とは､はなはだ異常なものとして､晩唐 ･杜■牧 (八〇

三一八五二)の白焼墓誌銘にも触れておかねばならない｡ どこが異質なのか､まず全

体を通読することにしたいが､荒井健氏 『杜牧』旬が指摘するように､この墓誌銘は
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自分 を指すのに ｢牧｣｢其｣｢予｣ とい う三つの呼び方が使い分けられ､それが内容

にも対応 しているので､呼称をもとに段落を区切って見ていくことにしよう｡

前半はふつ うの墓誌銘の体例に即 して､名､字､父祖の記述､そして官歴が述べ ら

れている.

故事牧之､骨祖某､河西陳右節度使｡祖某､司徒 ･平章事 ･岐囲公､贈太師｡考某､

頚部員外､累贈磯部尚書｡

牧進士及第､制策選科､弘文館校審郎､試左武衛兵曹参軍 ･江西国練巡官､稗監察

御史裏行 ･御史､港南節度輩事記｡挿最監察､分司東都O以弟病去官､授宣･)1個 練判

官 ･殿中侍御史 ･内供奉､遷左補間 ･史館修撰､稗膳部 ･比部員外郎､皆兼史職｡出

守黄 ･池 ･睦三州､遷司動員外郎 ･史館修撰､樽吏部員外郎､以弟病､乞守湖州｡入

挿考功郎中 ･知制話､周載､挿中審舎人｡

牧､字は牧之､曾祖父は某 (杜希望｡尊属の名は記 さない)､河西陳右節度使であ

った｡祖父某 (杜佑)は司徒 ･平章事 ･岐固公に上 り､太師を贈 られた｡父某 (杜従

郁)は､駕部員外郎､碑部尚書などを贈 られた｡

牧は､進士に及第 し､制筆 (制策)に合格 し､弘文館校昔郎 とな り､試左武衛兵曹

参軍､江西周練巡官 とな り､監察御史裏行の肩書きで港南節度拳寄託に転任 した｡最

監察 (監察御史)を拝命 し､東都詰めとなった｡弟の病気で官を退き､殿中停御史内

供奉の肩書きで宣州圃蹄判官を授任 し､左補間､史館修撰に移 り､膳部そ して比部の

員外郎に転任 したが､いずれ も史職は兼任 したままであった｡地方-出て黄 ･池 ･睦

三州の刺史にな り､司動員外即に移 り､史館修撰を兼ねた｡吏部員外郎に転 じたが､

弟の病気で､湖州の刺史を願い出た｡朝廷に入って考功郎中を拝命 し､知制話 とな り､

一年 して､中書舎人を拝命 した｡

ここまでは ｢牧｣ とい う名によって述べ られている｡墓誌銘 とい う様式が要求する

基本的な必要事項だけを淡々と記 しているように見える｡ ここに ｢自撰｣･である特徴

は見 られない｡誰が書いてもこう書 くであろう､とい うよりもむ しろ､ふつ うの墓誌

銘以上に書き手の素顔_を見せることが抑えられ､わざとそっけなく叙述 しているかの

ようだ｡

次の段落では自称が ｢某｣に代わる｡

某平生 好筆書､薦文亦不出人｡管公日､｢吾讃兵審戦策多夫､孫武深寅｣｡因注共

著十三乱 乃日､｢上窮天時､下極人事､無以加也､往昔有知之者｣｡

某 はふだんか ら書物を読むのが好きであったが､ しか し人並優れた文章は蕃けなか
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った｡曹公 (曹操)は､｢自分は兵寄 ･戦略等をたくさん読んだが､孫武 (『孫子』)

の内容が深かった｣といっている｡ そこでその本十三筋に注を施 したOすなわち上は

天の運行を極め､下は人間世界の事を極めて､これに付け加えるものはないというも

のであった｡いつかきっとそれを理解 してくれる人があらわれるに違いない｡

読書､著述についての記述｡基藷銘の中でそ うした読書人としての営みに言及する

ことはまれでないが､他人の墓蔑銘ならば誉めるに決まっていることを､ここでは ｢文

を為るも亦た人を出でず｣と卑下するところ､その中で自負できるものとして 『孫子』

の注釈一つだけが取 り上げられているところが､いくらか個人的な色彩を帯びている｡

その色調の変化と ｢某｣という人称の変化が対応 している｡

次の段落では人称は ｢予｣に改まり､叙述の仕方も撤密､詳細になるO そして書か

れている内容も墓諌銘の体裁にそぐわない､極めて特殊なものとなっている｡

去歳七月十 日､在呉興､夢人告日､｢爾皆作小行郎｣｡復問其次､日､｢確部考功､

島小行｣o言其終典耳｡

今歳九月十九 日蹄､夜困､亥初就枕寝､得被勢久､酎而不夢､有人朗告日､｢爾改

名畢｣｡

十月二日､奴順束言､｢炊牌熟甑裂｣｡予日､｢皆不祥也｣｡

十一月十 日､夢書片紙､｢瞭瞭白駒､在彼空谷｣｡傍有人日､｢空谷､非也､過隙也｣o

予生於角星､昂畢於角尭第八宮､日病厄宮､亦日八殺宮｡土星在蔦｡火星経木｡星

工楊時日､｢木在張於角薦第十一福徳宮｡･木鹿福徳大君子､救於英幸､無慮也｣｡予

日､｢自湖守不周歳､遷舎人｡木遭福於角足裏｡土火遭死於角､宜哉｡復 自視其形､

視流而疾､鼻折山根､年五十､斯番兵｣｡

去年の七月十 日､呉興において､｢お前はきっと小行郎になるだろう｣と人にいわ

れる夢を見たOその次はと問い返すと､｢砥部の考功が小行なのだ｣ というO 自分の

最後の職掌をいったものである｡

今年の九月十九日に家に帰_ると､夜で疲れ､亥の刻十時頃に就寝 したが､眠 りにつ

いてそのままよく眠 り､熟睡して夢もみなかったが､誰かが大声でこういった､｢お

前は名を畢と改めた ｣ .

十月二日､下僕の順が来て言った､｢飯が炊きあがろうという時にこしきが割れて

しまいました｡｣私はいった､｢どれも不吉なことばかりだ｣｡

十一月十一日､夢の中で一枚の紙に､｢瞭硬たる白駒､彼の空谷に在 り｣(『詩経』小

雅 ･白駒の二句) と番いてあったoそばに人がいて ｢空谷というのはよくない｡壁の

隙間を通 り過ぎるのだ｣といったO(『荘子』知北肝瀞に ｢人の天地の間に生くるは､

白駒の隙を過ぐるが若 く､忽然たるのみ｣と人の命の短さをたとえる)
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私は二十八宿の中の角星に生まれたが､鼻と畢 とは角において第八宮であり､病厄

宮といい､また八殺宮とい うoそこには土星もある｡火星も続いてくる｡星工 (占星

術師)の楊晴がいった､｢木星は張星のあたりにいて､角から数えて第十一の福徳宮

に当たる~｡木星は福徳大君子であって､そのかたわらから助けてくれるから､心配は

いらない｣｡私はいった ｢湖州の太守になって一年もしないうちに､中音舎人に移っ

た｡木星はもう充分に角星に福をもたらしてくれた｡土星 と火星が角星に死をもたら

しても､しかたない｡それに自分の姿を見ると､眼差 しが輝きすぎて落ち着きがなく､

鼻は､眉の下に嶺がある｡今､年五十､これが寿命だろう｣｡

｢予｣でもって自分を指すこの段落､記されているのは､たてつづけに起こる死の

予兆である｡匹】つの予兆がすべて具体的 日時の記載まで伴って記録 される｡そ して占

星術による解釈は､ふつ うの詩文では見えないような専門用語をはばからず駆使 して､

事細かに記 されているoこの段が杜牧の ｢白焼墓誌銘｣の中で最も特殊な､墓誌銘の

停例から逸脱 したものである｡

最後の部分はまた ｢某｣に戻 り､その死と妻子につ.いての､ふつ うの墓誌銘通 りの

記述が付け加えられるQ

某月某 日､終干安仁里.妻河東蓑氏､朗州刺史値之女｡先某若干時卒｡長男日管師､

年十六｡次目視梶､年十二｡別生二男､日蘭､日興｡一女日英､皆幼｡以某月 日､葬

干少陵司馬村先登｡

某月某 日､安仁里に没する｡妻は河東の輩氏､朗州刺史堰の娘である｡某に先んじ

ること若干にして卒したO長男は曹師といい､十六歳C次男は祝梶 といい､十二歳｡

別に二人の男子があ り､蘭といい､興という｡一女は最とい う｡皆なまだ幼い｡其月

日に､少陵の司馬村の先祖の墓に葬った｡

｢銘｣にはまた ｢予｣を用いるが､ほぼ型どお りの銘文にまとめられている｡

銘日､後熱大尉頂､封平安公､及予九世､皆葬少陵｡嘩爾小子､亦克庶終､安子爾

宮｡

銘にい う､後攻の大尉の杜腰は､平安公に封ぜ られ､予に及ぶまで九世､皆な少陵

に葬 られる｡ ああ若輩のお前は､また終わ りを全 うし､お前の宮居に安らかに眠れ｡

｢牧｣'｢某｣｢予｣ とい う人称の使い分けは､内容の個人性の度合いに対応 してい

る｡｢牧｣で語 る部分は公的性格が強く､｢予｣の部分が最も私的性格が強い｡そし
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て ｢予｣で語る死の予兆の部分が､全体の最も大きな分塵を占め､それが杜牧の墓誌

銘を特異なものにしている｡普通の墓誌銘だったら､その人物を紡排と浮かび上がら

せるような生涯の主だった事件､逸話､或いはまたその人物を特徴づける態度や思考

を記すべきところであろうに､ここでは不思議な前兆ばか りが列挙され､しかもその

前兆･はすべて本人の死に関わるものばかりだ｡そして死の予兆の記述の中に本人の死,

に対する恐れがにじみでているかに見える｡これは今まで見てきた自撰墓誌銘の二つ

の流れ､陶淵明に発 し､王績 ･白居易と続 く ｢五柳先生伝｣型 自伝 と表裏の関係を成

す自撰墓誌銘の宗野､そしてもう一方の､自分の死を達観 し､従容 と死を受け入れる

酔世の言葉としての白焼墓誌銘､その両者のいずれとも異なるのであるo いったいこ

のよう-な自壊墓誌銘をどう理解 し､位置づけたらよいのか｡

思 うに杜牧の墓誌銘は､本来は墓誌銘という様式の中で記すべきでない内容を墓誌

銘に盛ってしまったというものではなかろうか｡ 日常の中に死を予兆するしるLを暁

ぎ取 り､恐れおののく､人間のそ ういう態度や心情が述べられるジャンルとして用意

されていたのは､当時のものでは説部の書物である｡｢伝奇｣というには稚拙な､む

しろ ｢志怪｣(不可恩哉なできごとへの興味が中心を成す短編小説)に近い逸話の断

片の集合｡例えば 『宣童志』は晩唐 ･張講の手に成る小説集であるが､集められた短

い話の大半は､まず何か不思議なできごとが起こり､それが予兆となって左遷､或い

は病気 ･死が結果するというものだ｡当時の官人の生活が､左遷とい う身分の喪臭､

病気 ･死という生命の喪失､この二つにおびえていたことがこうした話の中に反映さ

れている｡『宣室志』は決 してすぐれた伝奇小説 とは数えられず､む しろ稚拙で雑駁

なものであり､文章も事態の粗筋をおおまかに記すだけのもので､中晩唐の時期に輩

出する伝奇小説が､その内容や観念と切 り離せないレベルの表現を獲得 しているのと

は比較にならない｡文学として成熟していないだけに､いっそ う当時の人々の心を占

めていた不安というものを､直接に伺 うことができる｡

杜牧が記 している予兆も､『宣重志』の登場人物たちがおびえ_るのと同じ類に属 し

ている｡晩唐の人士はこうした不安におびえる精神生活を営んでいた､というわけで

はない｡人間の精神は多層な構造になっていると考えるべきだ｡_合理的､理知的な部

分から非合理性に浸っている部分まで幾層にも分かれ､表現活動に際して精神のどの

部分を作動させるかは､ジャンルによっておのずと定まっていたのではないだろうか｡

杜牧が神秘を信 じ､理性的判断ができなかった人であったわけではないo例えば ｢論

相｣(『襲用文集』巻五) という論文がある｡これは人相によってその人の将来を予

見することの蒙昧を批判 したものである｡人相見というのは､当時おそらく一般に広

く根強く行われ､後の ｢相寄｣のような人相に関する俗書も通行 していたであろうO

それはこの墓誌銘の中に見えた暦 と同じように通俗的レベルではごくふつ うのもので

あっただろう｡ しかし士大夫としての杜牧は論文においてはそ うした迷妄を退け､合

理的立場に立つ｡杜牧が迷信に染まっていた人であったわけではない｡墓誌銘は本来

-124-



史事の伝記に連なる､合理的な記述に属していたのが､杜牧は志怪に記すような内容

を盛 り込んでしまった｡この内容を志怪小説の中で読めば､その事柄の異常性､不可

思議なできごとへの興味が引き起こされただろう｡ ところが､自撰墓誌銘の中で語 ら

れているために､読み手は怪奇な事-の興味よりも､それにおののく杜牧の心の動き

の方に関心が注がれることになる｡恐らく作者自身の意図ではなかっただろうが､不

吉な予兆におぴえる魂を書くことによって､これは自分という人間の内面を､少なく

ともその一つの断面を写し出すことになったのであるD

自撰墓誌銘とい うものは､そこまでの流れから見れば､死を達観する心境をこそ述

べるものであった｡そういう墓誌銘を書いた人がその通 りであったというのではなく､

少なくとも墓誌銘を菩く時の態度､心境としてはそうであり､そ うい う心境を盛 り込

むのにふさわい ､のが白撰墓誌銘という器だったのである｡ところが杜牧の場合､卑

俗な小説に記されるような事柄､心情を､その墓東館に綴っているのである｡だから

墓誌銘の系譜から見ていくと､これは非常に特異な､異質なものに見えるのだOそし

てまた､自撰墓誌銘 というジャンルから予想されるものと違って､一人の士人の心の

根底にある死への恐怖があらわに出てきているところに我々は衝撃を受ける｡

なぜこういう墓誌銘を杜牧は書いたのだろうか｡それは日焼墓誌銘 というジャンル

がまだジャンルとして充分に確立した､堅固なものに成熟 していなかったために､杜

牧のように他のジャンルで語るべき内容を盛 り込むこともできたのだろうか｡或いは

杜牧は自撰墓誌銘というものがどんなものであるべきか､十分承知のうえで､敢えて

それを逸脱 し､彼の書きたいことを書いたのだろうか｡実際にはこのように二つに区

別 して考えるよりも､両者が同時に行われたものかも知れない｡にしても､こういう

ことが可能だったのは､やはり自撰墓誌銘がそもそも死にまつわる文章だからこそ､

死の達観を述べるものにもなるし､死の恐れを語るものにもなりうるのだ｡そして今

まで見てきた自壊墓誌銘の中で､死の恐れを漏 らしていたのは､陶淵明と杜牧の二人

だけであった｡文学作品として読んだ場合､生彩を覚えるのはその二簾ではないだろ

うか｡死の達観はその心の憶度に感銘を覚えても､文学としては解決されてしまった

ことの報告より､悩み苦 しみ恐れおののく魂の表白の方が魅力に富むものなのである｡

そしてまた､死の達観を語る墓誌銘は､容易に定型化 してしまう｡ひとたびそういう

パターンが決まってしまえば､誰でも同じことを繰 り返すことになる｡それに対して

陶淵明と杜牧にはいずれも類型がない｡作品が文学として魅力を発するのは常に作品

の属する型から逸脱 している時であるということも普遍的にいえそ うだ｡

① 造言に_ついては西脇常記 ｢『進言の研究』その- 中国古代 ･中世の遺言､その

形式面よりの概観｣ (『人間 ･環境学』第二巻 一九九三)参照｡
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②･ 墓誌については､酉上勝 ｢韓愈の墓誌銘について｣(『日本中国学会報』第三九

集 一九八七)参照｡

③ 松家裕子 ｢拝借的五言詩の成立について｣(『中国文学報』第四二冊 一九九

〇)参照｡

④ 太田次男 _｢内閣文庫蔵 『管見抄』について｣ (『斯道支度論集』第九集､一九七

一)

⑤ 『自民六帖』については､山崎誠 ｢白氏六帖考｣(『白居易研究講座 第二巻 白

居易の人生と文学Ⅱ』勉誠社､一九九三)参照｡㌔

⑥ 荒井健 『杜牧』(筑摩書房､一九七四)
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Ⅴ 詩の中の自伝

先に記 したように (第一章)､西欧の詩が空想の産物であるのに対 して､中国の詩

は現実を享 し取ったものである､~とふつ う考えられているO詩人が自分自身の生活の

中に生起 した事件､~経験､そこに生じた感情､思念､それをそのま ま書き等 したもの

が中国の詩であるとすれば､それは詩人の人生の､全体でなくとも少なくとも-Al部分

を措いたものとい うことになるOだとすれば､詩の記述が長い時間を対象 とすれば､

自ず と詩のかたちをとった自伝が形成 されることになる｡対象とする時間の長 さは相

対的なものだから､中国の詩は程度の差こそあれ､すべてが自伝であるともいえそ う

だ｡たとえば謝恩燥 ｢論 自伝詩人杜甫一一兼論中国和西方的自伝詩伝統｣(『文学遺

産』一九九〇年三期)はそ う考えている｡中国の文学において ｢自伝性は詩歌を始め

として､小説 ･戯曲以外のジャンルにわたるまで､最も重要な特徴 となっている｡｣

第一章ではまた､アメリカの中国文学者スティーブン ･オークェンが､杜甫とワ-

ズワースの詩を並べて､具体的地名､特定の日時が記 されていない杜甫の詩が事実と

して受け取 られるのに対 して､ワ-ズワースの詩の方はそれ らが詳 しく記されている

にも関わらず､事実 として読まれないという､東西の詩の本質的な違いを指摘してい

ることを見た｡

ところがこれ とは正反対であるかに見える意見を､中国の研究者が述べている｡蒋

寅 ｢角色詩総論-一対一種文化心理的探討｣ (『文学遺産』一九九二年三期)によれ

ば､西欧の詩は ｢自己の感情を表白する時に､大部分は直接に胸の中の思いをそのま

ま述べる｡読者に向かって､内心の感 じたものを吐露する｣､｢他人の感情を表現す

る時には､いつも傍観者の立場に立って叙述する､だから詩の中の主役は自分であろ

うとあなたであろ うと彼であろうとヾ拝借の主体は結局は作者本人である｣Oそれに

対 して中国の詩では､｢拝情詩の拝情主棒の<我>は､必ず しも作者本人ではなく､

-つの虚構 (ここには ｢小説化｣｢典型化｣｢非個人化｣の意味を含む)である｣こ

とがある｡

轟が事実か虚構か､詩の主体が自己の思いを述べるか否かについて､このような逆

転が生じているのは､蒋寅氏が西欧の詩をおそらくロマン派以降の近代詩だけに限り､

中国の詩を楽府のよう~な､作者が別の人物伝成 り変わって唱 う類･の詩を対象 としてい

るか らであろう｡それはいわば演劇の役者に詩人が扮 した･もので､詩人は一つの役を

帯びてその役割の感情を表明するのであり､そ うい う詩が多いことを中国詩の特徴の

一つ とみな七て､それを ｢角色詩 (役者の詩)｣と名付けている｡

詩人が他の人物の口ぶ りをなぞって唱 う楽府詩では ｢役割｣を演 じることになるの
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は自明だが､中国の詩は楽府の棟に限らず､一般の詩についても似たようなことが云

えないであろうか｡自分の現実を唱うように見えながら､実はすでに決められている

一つの役を演じているのだ､と｡

具体的に古来どのような事柄が詩に唱われたのか振 り返ってみると､たとえば染 t

会であった｡分節 されることなく延々と続 く現実､そこから右のような断面を切 りと

り､それだけが文学に仕立てられてきたのである凸現実の体験とはいっても､その体

験はこのような因襲的に決められた場面に限られていた｡従ってそこに生じる思いも

また当然決まったパターンを取ることになる｡帯旅の情況を詩にすればおのず とそこ

に旅愁が唱われる､といったように｡ならば ｢角色詩｣だけでなく､すべての詩がす

でに定まっている場面を舞台とし､場面にふさわしい ｢役割｣に拾った言説であると

云うこともできる｡.現実の体験と云ってしまうのは簡単だが､実はそこにも因襲によ

って現実の切 りとり方が決まっていたのだ｡

現実をこのように国事的に定められた型で捉えるということは､古典文学の世界に

限らない｡程度の差こそあれ､我々の日常生活もそうした既成観念の枠組みの中で営

まれている｡ それは我々の現実の生き方を規制すると同時にまた保証もしている｡パ

ターンの卑い所では人間は どう生きていったらよいのか､いかに自分を処していって

いいのか､戸惑 うことだろう｡暗に用意された型に沿って我々は現実を認識 し､感情

生括､精神生活を営むことができるのである｡

もっともこの型は歴史的なもの､つまり継承 されるとともに､時間の流れによって

変容 して行 くものでもある｡そ して変容は或る時期に集中的に集ま り (精神の変革

期)､そこに断絶が顕著になることがある｡近代と称される時期はその定型性が後退

し､個別性が表面に出てくる時期であって､そのために我々は定型が我々自身をも規

定している事実に鈍感になっている｡

詩が何を唱 うか､それは古典文学ではす ぐれて様式化されていたものであったとい

うことをふまえておいて､詩における自伝 という問題について見ていくことにしよう｡

こう考えてくると､中国の詩が自分の人生の中から実際の経験を唱うものだからとい

って､それをすべて自伝 と決めつけてしまうことはできなくなる｡旅の身にある詩人

は､旅人の ｢角色 (役割).｣を演 じた自己を唱っているに過ぎないことになる｡では

古典詩の中に ｢自伝｣とみなしうる作串はないのだろうか｡前掲の静思蜂氏の論文で

は､_｢自伝詩｣というタームを用いて自伝性に富む詩を通観 しているが､そこでは世

界で最も早 くあらわれた自伝詩として､葉攻の ｢悲憤詩｣を挙げているQ蕪瑛 (一六

二?一二三九･?)は後漢後期の大文化人､寮監の娘｡才媛で知 られるが､後瑛未の動

乱の中で波乱の人生を余儀なく-された悲運の女性である｡董卓が賂陽を焼いて長安に

強制的に都を移 し､そこ-侵攻 してきた夷秋の軍に蕪瑛時泣致され､異国の地で無理

矢理結婚させ られて､子供も生まれたOのちに曹操の力で彼女一人中国へ送還される
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ことになり､子供と別れて中原に戻り再婚したという｡その人生を唱ったものに ｢悲

憤詩｣二首 (五言と騒体)､｢胡歌十八拍｣がある｡｢胡歌十八拍｣は早くから偽作と

されてきたが､｢悲憤詩｣二首については五言の方を偽作とする説､騒体の方を偽作

とする説､両方とも偽作とする説などがあって､今 日でも定説はない｡謝氏が五言の

｢悲憤詩｣_を世界最初の自伝詩と云うのは､もちろん察親自身の作としてのことであ

る｡

偽作か否か､つまり葉瑛 自身が作ったものかどうかという作品の外側の問題よりも､

｢悲憤詩｣という作品そのものがどのような性格のものかという点から見直 してみよ

う｡上に略述 したように､蕪瑛の人生は数奇極まりないものであった｡その悲劇的人

生がまさに劇的に展開されているのが､この詩なのだ｡まず題材となっている葉轍の

人生､それはあまりにも劇的､物語的である｡物語が受け入れ られる条件は､そこに

語 られる話が多かれ少なかれ享受者に類似 した体験として共感をもたれ､且つそれが

物語の中では典型的な､極端なかたちに仕立てられていることである0｢悲憤詩｣で

語 られる女性の人生はそれを充たしている｡洛陽から長安への強制移住､異民族の地

への撞致､意にそまぬ結婚と出産､そして彼女の度重なる不幸の中でも子供 との生別

はクライマックスであり､詩もそこを高い調子で唱い上げる｡しかも中国-戻ってき

て再婚 した彼女はその夫から捨てられはしないかという恐れ､閏怨詩に見られるよう

な怨みまで最後に述べて締めくくっている｡つまり一人の女性が女性の自立しえない

時代ゆえに時代の苦難を最も過激に受けざるをえない､そ ういう不幸の数々が一つの

こらずここでは語 られている｡いわばこれは ｢女の一生｣であり､女性の不幸を総ざ

らいしたような作品なのだ占女性が免れない不幸の全体を蕉瑛という一人の具体的存

在､女性の不幸を一身に被った典型的人生によって語っている｡

ここには物語性がはなはだ濃厚に全体を覆っている｡確かに主人公は ｢我｣という

一人称で登場 している｡フィリップ ･ルジュンヌの云う自伝の条件Oの一つ､話者と

主要人物の一致､それは充たしているのだが､そして蕪瑛自身が作者だとすればかた

ちの上では確かに自伝ということになるのだが､形式的な条件だけでは自伝文学が成

立するのに十分ではない｡たとえ葉瑛自身の作であるとしても､自伝 というより物語

といったほうが近い｡自伝性よりも物語性が強く全体を支配 しているのである｡語 り

手の感情はあま りにも頬型化していて､個としての性格が乏しいのだ｡たとえ一人の

女性が自分の人生を振 り返ったものとしても､そこに描かれる自分が物語的枠組みに

当てはまりすぎていて､そ うした類型の中でしか自己を語 り得ないとしたら､それを

自伝詩 と呼ぶことはできない｡悲劇的人生を生きた典型的な人物､或いは人物という

より女性の被る不幸そのものが主人公といってもいい｡この詩は葉軟という実在の女

性､その悲劇的人生を素材 として組み立てられた物語詩､そう捉えるのが最も自然で

無理がないと思う｡

こめ作品で措き出される人生そのものが劇的であるのみならず､表現の内部にも劇
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的な効果が工夫されている｡例えば子供 との別れに際しては､子供がどうして自分を

捨てて去って行 くのかと母親に向かって述べる長いせ りふが六句を費や して挿入 さ

れ､全体を盛 り上げているが､それは語 り物的な文芸とのつながりを思わせる｡一種

演劇として洗練され､類型化された悲哀の感情が享受者の涙を誘 う効果を発揮 してい

る｡またたとえば異民族が侵入略奪を働き､男は殺 し女は粒致する情景を述べる箇所

では､｢馬連には男の頭を懸け､馬後には婦女を戴く｣といった対句で唱われるが､

整然とした対句構成は実体験の報告であったち伴 うであろう生々しい無秩序から遠ざ

かっているかに見える｡

祝文による自伝的作品としては､北我 ･季語 (四九六一五四四)の ｢述身賦｣など

があらわれるが､はなはだ名高い作として見落 とせないのは､庚信 (五一三一五八一)

の ｢哀江南の賦｣である｡まず祖先の記述から始まり､東宮学士として出仕 したこと､

侯景の乱による都の振乱､乱のために江陵に逃げ､辛酸を嘗めたこと､江陵の地で元

帝に仕え､やがて侯景が敗北 し､乱後の混乱､さらにそこへ酉親が来襲し､庚信は酉

親の都に泣致 ･拘留される､そうした激 しい人生の転変を語った最後に祖国の滅亡と

自分の運命を嘆き､望郷の思いで締めくくる､序と本文を併せて六百句に近い大作で

ある｡

康信 と同時代の顔之推 (五二九 ?一五九一?)の ｢観我生賦｣も康信と同様､南朝

から北朝-移 り､時代の辛酸をつぶさに嘗めた苦難を語っている｡字数は ｢京江南隈｣

の半分程度であるが､侯景の乱､染王朝の滅亡だけでなく､西鶴に移ってからそこを

脱出し､北膏の朝廷でも様々な事件に巻き込まれ､さらに北膏の滅亡の後､北周へ移

る､一一 ｢予は一生にして三たび化す｣､その自注に ｢三たび亡国の人と為る｣とい

うように､三度にわたる亡国の体験の全体を記 し､事跡はよりこまかく叙述 されてい

る｡①

葉観の ｢悲憤詩｣､康信の ｢哀江南賦｣､顔之椎の ｢観我生賦｣､いずれも自分の人

生を回顧 して述べているところから自伝的作品と云われることが多いのだが､これ ら

の作品を通観すると､一つの共通性に気付 く｡すなわちいずれも主人公が世の軌乱に

遭遇 して東独の地に移された､その不幸を嘆いていることであるO 屈原 ｢離騒｣を加

えても､母国からの追放という点では共通 している｡人は帰属する国から無理矢理離

されると､アイデンティティーの危機を覚えるのだろうか｡少なくともそれは過去の

自分と現在の自分との差異というものに敏感になる契機ではある｡ 酉欧の自伝は､ア

ウグステイヌスの 『告白』が典型的であるが､過去の自分と現在の自分とが内面にお

いて変化し､差異を自覚することが自伝執筆の動機になっていた｡ここに挙げた中国

の作品では､自分の内面が変化 したのではなく､自分の人生の変化一一母国にあった

自分と実数の地に位致された自分 との境遇の変化が自伝的文学を生み出す契機になっ

ている｡顔之椎の ｢観我生賦｣という題がそのことをいみじくも示 している｡自分と
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い う人間を見つめるのではなく､自分の人生を見つめる作なのだO過去と現在の違い

を知覚するところから自伝的作品が生まれるとい う点では共通 しているものの､人間

の変化か境遇の変化かというところに西欧の自伝 と中国の自伝の差異があるD

そ してもうーっ､自伝 と目される上述の作品に共通 しているのは､時代に翻弄され

る自分の不幸を回想するのに､自分を包み込む時代 という大きな広がりの中で捉える､

そ ういう自己と時代 との深い関わ りが見られることである｡庚信の ｢哀江南賦｣には

故郷喪失者の悲哀 という拝惰性が流れているものの､自分個人の望郷の情が直接に吐

露 されている箇所は意外に少なく①､長篇の賦全体を支配 しているのは､梁の滅亡と

い う歴史事実である｡ 顔之椎が牌の本文に自注を詳 しく施 して背景となる事憶を説明

しているのも､自分を取 り巻 く歴史状況を丁寧に記述 しようとする鰻度を示 している

ものだろう. 罪-章に引いた郭抹若のことばにも見えたように､時代との関わ.りの中

で個人を記す､個人の記述 と同等に､或いはそれ以上に時代を記録しようとする傾向

が､これ らの作品にもうかがわれ､それが中国の自伝的文学の持つ特徴になっている｡

これに継いであらわれるのが､杜苗の一連の自伝詩である｡謝恩撞氏はそれを三種

に分類 している｡

(-) 全作品｡いずれも自分の生活､経歴を反映 している｡

(二) 人生の節 目ごとにものされた､時事を含めて回顧 した長篇o'｢詠懐五百字｣

｢北征｣｢欲 目襲府詠憤一百韻｣など｡

(三) 晩年に至って一生を総括 した､純粋に自伝的な作品｡｢牡遊｣｢昔遊｣など｡

謝氏も云 うように､(-)は杜甫に限らず､中国の詩に普遍的な性質のもので､(二)

と (三)が ｢自覚的､意職的な自伝詩人｣と云えるものだろうが､時代の記述を含む

(二)に謝氏は重点を置いている｡ 確かにそれ らの作品群なしでは､杜甫は杜甫た り

えないであろう｡しか し自伝文学の展開とい う面から見るならば､注目すべきは (三)

に屈する語群が登場 したことである｡それは大暦元年 (七六六)､垂州に仮寓 してい

た時期に集中し､｢襲府書懐四十韻｣､｢往在｣､｢昔荘｣､｢壮辞｣といった長篇が立て

続けに作 られているO安禄山の乱に始まる動乱に国家､世の中全体が振乱状態に陥 り､

それに巻き込まれて杜甫 自身の生倍も苦難を味わうという経験を語る詩は､杜甫の作

品の中で最も大きな部分を占めているが､ここに集中している詩群はそれを回顧的に､

時間を追って述べているところが､自伝的とい うにふさわしいOただ ｢壁府曹懐四十

韻｣､｢往在｣､｢音速｣などでは､記述の対象が自分 よりも世の中の転変に重心があ

るo (謝氏の分類の (コ に当たるD)それに対 して､｢壮辞｣詩は激軌の中で翻弄さ

れ､志を遂げられずに老いていく自分自身の描出が中心となっている｡意気軒昂たる

文学少年時代から始まり､各地への放浪､やがて出仕 し､挫折 し､安禄山の乱が起こ
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り､流浪 し､窮まった自分の人生を回顧しているのである｡

往昔十四五

出違翰塁場･

斯文革醜徒

以我似班揚

七歳思即壮

開口詠鳳風

九歳書大字

有件成一嚢

trか し

往昔十四五たりしとき

出違す 翰墨の場

斯文 雀 (尚)･魂 (啓心)の徒

我を以て班 (圃)･揚 (雄)に似たりとす

七歳にして思いは即ち壮

口を開けば鳳風を詠ず

九歳にして大字を書き

件の一重を成す有 り

このように少年時代から聾を起こしていることの意味は大きいo杜甫とい う個が形

成されるところから書き始めているのである｡ここには己れの才に悼み､幼い体を尊

大な自負でふ(らませて背伸びしている少年詩人の姿が磐常とするOその才気あふれ

る帝人が､やがて時代の波に呑まれ､いたず らに年をとり､結局は何もなしえぬまま

流浪の身と成 り果てるに至る過程が､百十二句にわたって綴 られている｡過去と現在

の変化は､時代や境遇よりも､自分自身の変化､才気換発の若者から蓑老老残の身に

至る一人の人間の変化 として､鮮やかな対照を浮かび上がらせる｡自分という人間の

変化を描き出している点において､これこそ自伝詩というにふさわしい｡

自分の変貌をこのように措き出す輩力は､杜甫が己れを客体化して見る目を備えて

いたことを示す｡自伝詩に限らず､他の拝情詩においても､杜甫はしばしば行情の主

体そのものを観照の対象 とすることがあるQ｢もう一人の自分｣を内部に蔵 していた

ことが､~自分自身の変化を唱う｢自伝詩を創始 したことにつながっている｡

杜甫の自伝詩も国家の動乱に呑みごまれた自分の不幸な生涯を綴るという点では､

先行作品とかわるところはないが､しかし蕉域のような悲劇の典型人物でもなく､康

信~･顔之椎のような時代の文化 ･政治を代表する人物でもなく､無名の､ごくふつう

の人間を対象としているところが新しい｡歴史上の典型人物でない､しかし輪郭のは

っきり~こした顔立ちをもった人物が登場するa)である｡ここが従来の自伝詩と異なると

ころであり､次の時代の自伝詩を導くことになるo

一社甫を受けて､~ふこううの人間の自伝的な詩は､中膚に入って続々と作られるように

なる｡たとえば韓愈の~｢比の日 惜しむ可きに足る-首 張籍に贈る｣､｢張徹に香

う｣は､_張籍二張徹 らとの交遊を中心に自分の半生を回顧 し､｢江陵へ赴 く途中 三

学士に零す｣は､陰山に左遷された顛末に焦点を合わせて､自分の人生の重要な節 目

となる時期を振 り返るふそれちが特定の友人との交遊､特別な事件などを題材 として

い-るのに対 して､｢県蘭 懐い有 り,｣は､流講の地､陽山の県評で三十八歳までの自
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分の人生そのものを回想 した､より自伝に近い作品であるo

小少尚奇偉 小少にして奇偉を尚び
【召 乙FJ_

平生足悲確 平生 悲時足る

と､自分の性情を冒頭に述べ､

事業窺皐硬 事業は皐 (陶)･(后)種を窺い

文章蔑曹謝 文章は曹 (植)･謝 (霞遁)を蔑す

政治 ･文学両面にわたって野心あふれる少年時代の姿から書き起こす ところ､杜甫

の ｢壮遊｣詩に連続 している｡その志気も吏部試の失敗､陰山の旺諸など､次々挫折

を経験 し､僻遠の地に逼塞する暮 らしの中で､韓愈の詩としては珍 しく気弱に帰田の

心情を生 じて､詩は結ばれる｡左遷 とい う体験が過去 と現在の落差をもた らしている

には違いないが､過去の意欲に満ちた自分が現在の失意の自分に変わった､自分 自身

の内面の変化を軸に追憶 している｡

韓愈が息子の韓索に与えた詩､｢符 城南に書を読む｣､｢児に示す｣の二篇は､い

ずれも息子に勤勉を諭すものだが､そのために自分が裸一貫から刻苦精励に努めて今

日の地位 を築いたことを述べている｡生まれた時はどの子も同じようなものだが､や

がて成人 して出世するか落伍するかの違いが出るのは､いつに学問を積んだか否かに

よる｡無一物で都に出てきた自分がここまでに成 りえたのは､ひとえにたゆまぬ勉学

のたまものであった､お前もしっか り励めと論 している｡

韓愈が自分の経験に沿いつつ息子に対 して懇々とお説教 しているのは､今 日か ら見

ればほほえましくもなるが､これは当時が何の後ろだてがなくても､本人の努力 しだ

いで高い地位を獲得できた時代であったことを証する貴重な資料でもある｡大きな流

れか ら云えば､六朝以来の名族が政治 ･文化を支配 してきた体制に変化が生 じ､中下

層の士大夫が官界の上流に昇る道が開けてきたことを示している｡韓愈を始め_と七_て､

中庸の名だたる文人はほとんどが新興の階層から上位に昇っているのだが､~Lfかし晩

席の時期になると､たとえば華南隙はわが子に対して韓癌 とまったく逆の三とばを投
ちち

じている｡｢見よ慎みて爺を学び､書を読みて甲乙を求むる勿れ｣ (｢額見詩J)おや

じのように勉強に励んで科挙を目指 してもせ んない三一とだ｡寒朋の学問 は粛顧報われ

違いとともに､中庸 と晩唐 との時代の遣いを示-してもいるO二亡か七勉学を勧唾を直も

勧めないのも､功利的な目的から見ているところは同じだ6 一三~
韓魚の息子に与えた詩は彼の俗物性をあらわす例 として尋庸軌 巷-き墓も奉 毒事;~膏

伝詩 として読削 まフランクリンや福沢諭吉の自伝に痕ずる華ク丑衰寿華蓮薬毒-賢妻妄
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るだろう｡そこには貧窮の中にあった過去と.､自分の力で地位を獲得 した現在との対

比を軸に､己れの来 し方が振 り返られているのである｡

白.居易にも自伝的な長い詩がある｡｢春に代 うる詩-古鏡 敏之に寄す｣は元和五

午 (八一〇)､白居易は長安の顕職にあったが､江陵に左遷 されていた元槙に向けて､

二人が初めて知 り合い､初めて官に昇ってからの日々を追憶する｡｢洞村退居 稚部

雀侍郎 ･翰林銭舎人に寄せる詩一百韻｣は元和九年 (八一四)､母の喪に服 して洞村

にこもっていた時､かつて長安での晴れやかな時期を回想する｡｢東南行 通州元九

侍御 ･港州李十一舎人 ･果州雀二十二使君 ･開州重大員外 ･庚三十二補開 ･杜十四拾

遺 ･李二十助教員外 ･安七校書に零す｣は元和一二年 (八一七)､左遷された江州の

地でやはり都の楽い ､日々をなっかしむ｡｢江南にて斎九徹に逢 うを喜ぶ 困りて長

安の旧遊を話 し戯れに贈る五十韻｣もおそらく江州司馬の時期に､長安での青春時代､

とくに花柳の遊興を現在の寂寛と対比して振 り返るD◎いずれも過去の幸福な時間と

それが一喪失された現在 とが対比され､その落差が生む追憶のリリシズムの漂 う作品で

ある｡

韓愈の陰山､白居易の江州のような流請の体験をもとにその前後の経歴を叙述 し考

自伝的長篇詩は､自分の不幸な体験をもとに人生を回顧している点では､先行する自

伝的な詩 と同じ構造を備えている｡蕉壊､康信､顔之推､いずれも北へ移住させ られ

たのに射して､韓愈､白屠易は逆に南-腔繭されているが､_南北の違いは当時の中華

の中心がどこにあったかと関わることであって､どちらにしても中心から周辺-の強

制移軌である点では同じだ｡しかし韓愈 .白居易の詩には､不幸な境遇に限った自分

を悲 しむ､悲哀に浸る､そういう拝惰性が希辞になっているよう,に見える｡禁教 ｢.悲

憤詩｣ヰこは悲 しみを唱う旬はあちこちに散 りばめられ､たとえば子 との別れの場面で

はト

見此崩五内 此れを見れば五内崩れ

快惚生狂疲一班腹 として狂癖生ず.

号泣手撫摩 号泣して手もて撫摩 し

当発復回鹿 茸つに当･たりて復た回凝す

と､狂わんばかり~の悲痛の情を抑制なく吐露 し､未二句は､

いくrlく

人生幾何時 人生 幾何 の時ぞ

懐麿終年歳 憂いを懐いて年歳を終わちん

女の一生の不幸の数々､命のある限りそれから免れない宿命を嘆いて結ばれる､と
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いうように､悲哀の感情､また悲哀に浸る感傷が全編を支配している｡庚信 ｢哀江南

賦｣は歴史の記述性が強まるが､それでも序の末尾に ｢危苦の辞無きにあらず､惟だ

悲哀を以て首と為す｣と云 うとおり､悲 しみの感情が通底 してはいる｡それに卸して

韓愈 ･白居易に悲哀のことばがないではないが､感傷とは異質の心が発動している｡

それはたとえば寅数に対する態度である｡察域の ｢悲憤詩｣にはその辺境の地につい

て､異土の風俗､気候が中華の地と異なることを観念的に記すに過ぎないが､韓愈の

｢江陵へ赴 く途中 三学士に寄す｣詩では､その地の人々の樽猛､野蛮ぶ り､異様な

風土､気候が延々と羅列されている｡辺地の違和感を華夷の別という伝統的観念に沿

いながら誇大に述べたでているのだが､その嫌悪感は中原ならざるものへの好奇心と

蓑轟を成 している｡韓愈の集には嫌悪を忘れて好奇の月だけで辺境の風俗を叙述した

件品もあ.る｡_韓愈に限らず､中庸の文人は左遷という古来の体験をお決まりの嘩嘆で

繰 り返すことから脱却 し､あたかも民俗学者のフィール ドノー トのように､辺境の地

の士風を仔細に観察し始めるのである｡｢

また白居易の ｢江南喜連--｣詩には､中にこうした旬が挟まれてもいる｡

釆散知無定 罪散 定め無きを知る

憂歓事不常 襲歓 事常ならず

人との出逢いと別れは定めなきもの､悲 しみも歓びも一定しないのだ｡これを幸福

のたよりなさを嘆く悲観のことばと読むこともできようが､しかし少なくとも人生の

中で生起したできごとに当面して､このように人生を昇く法則で語ってみせることはI

悲しみも人生の一部 として位置づけ､悲哀の中に沈潜するよりそれを対象化 しようと

する態度を示 している｡韓愈 ･白居易の自伝的な詩も､過去の幸福の喪失を嘆く現在

から生まれているものではあるが､中庸の詩人は決 して感傷だけに終始しないのであ

る｡

白居易には以上に述べたような人生を回顧する長篇とは別に､自分の姿を自分で捉

えた涛群がある｡自伝 とはいえないが､.自伝 と隣接する ｢自己描写｣(オー トボル ト

レ)⑳に属するといえよう｡それを端的にあらわしているのが､｢写真｣という詩厘

である｡それらは自分の肖像画を自分で見て唱ったものである｡鏡を見て作られた詩

はそれまでもあるし､そこでは鏡の中の婆に白髪を認めてそれを悲 しむという衰老の

Ji.ターンで処理 されるのが常であったOこの時期には自分の肖像画を画工に措かせる

というこ-とが士大夫の間でかなり広がったようだが､鏡と ｢写真｣とは同じように自

分を自分で見ることができるものの､やや違いがある｡~鏡の場合は自分の現在の姿を

鏡の中に見ているのだが､_｢写真｣では掻かれた白.分とそれを見る自分との間の時間.
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易の ~｢写真｣詩もしばしば肖像画の中の自分の若い姿と現在とを比べている｡◎

｢写真｣を見ることは､自分自身を外側から見ようとする態度にはかならない｡｢写

真｣∴に関わる詩に限らず､この時期には自己を第三者の立場から措いた詩が目立つよ

うになる｡_李賀の ｢昌谷読書 巴童に示す｣､｢巴童答 う｣ という問答体の詩でも､

下男から見た李賀､_とい うかたちで自画像が詩に措かれる｡ 孟郊の集にも落暁の身を

自分白身で冷たく見すえる詩､詩句にことかかない｡

韓愈が自分自身を描き出した詩として強い印象を与えるものには､｢落歯｣詩､｢瀧

吏｣詩などがまず思い浮かぶ｡｢落歯｣詩は自分の歯が次々抜け落ちていくさまを初

めは嘆き､しだいにそれに慣れていき､最後には歯のないことの利点を列挙 して開き

直.ってしま う∴ その過程を戯画風に措い_たもの｡｢瀧吏｣詩は潮軒に流される自~分が

不安 と恐れで萎縮 していたのを小役人にからかわれ､さんざん翻弄されたあげく､し

だいに流繭の地-の■恐れが薄れ､納得 して見知 らぬ辺境の地へ赴 くとい うもの｡ ①そ

こに共通しているのは､自分自身を描き出すのに自分から距離を置いて見ていること

だ｡前者は自分の京者の悲哀､後者は左遷の悲哀という､従来ならばそれぞれ悲しみ

の詩_の題材 となるものであり､そ うした自分の情況を詩に取 り上げること､そこで生

じる悲 しみを唱 うこと､いずれも様式化されていたのが､同じ情況を取 り上げながら､

類型的感情で処理するのでなく､自分から距離を置いて見ることによって､そこに戯

画化された自分が出現 しているところが従来にはない新鮮さを覚えさせる｡不幸な情

況を余儀なくざれた自分を滑稽な存在として突き放 して描いているのである｡こうし

た自己罷職､ないし自己表現のしかたはこの時代に至って文学の中にあらわれる特徴

である｡一着の詩全体でなく､部分的にそうした自己形象をしている作品は､韓愈の

文集の中にはほかにも少なくない｡

このような ｢自己描写｣(｢オー トボル トレ｣)が中庸の時期に輩出し､新 しい自己

動しているであろう.そして自分に対する罷職のこうした新しさは､同時に人間とい

う存在に対する認織の変容にもつながっている｡従来の類型では把握できないかたち

の人間像､多様化 した人間像､それを措こうとする偉度が､やはりこの時期には顕著

にな､る｡韓愈~には人物の名をそのまま詩題 とした作がある｢が､それはかなり特異なこ

とで､それ以前にはあまりノ例をみない｡人物名を題にするには､ふつ う歴史上名を知

らこれた人物であって､身辺に実在する生身の人間の名は ｢寄,･.･･･｣ (ト-日に寄す｣)

といったかたちでしかあらわれないものだ｡韓愈が直接名を題にしているということ

自体､その人物像を措くことが詩の主題であることを示 しているし､またそ うした詩

層がまれなことは､生身の人物を描 くことが新しい試みであったことも示 している｡

｢孟生詩｣は塵 の盟友孟郊を取 り上げる｡孟邦が ｢古｣の中にゼ っぶり浸 り､精神

だけでなく風貌まで ｢舌 ｣のままであると唱い起こされ､その孟郊が古典そのしままの

作品を携えて宮殿を訪れるが､門前払いを食わされる｡科挙に落第 したことを直接述
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べず､古に徹 した人間がそれゆえに時代錯誤者 となって現代から落後する過程をユー

モラスにゆとりと温かみをもって描き出している｡

｢春慶仝｣(｢虚全に寄す｣)詩は生活能力､現実-の適応能力を欠如して､世の中

に対 して攻撃性をむき出しにして生きている塵全という人間を､これまたユーモラス

に描き出す｡

｢劉生｣詩は劉師命 という無名の人物､都かち放浪し七南方まで転々としてきた人

生を､その奇怪な体験を織 りまぜて簸る｡

三者いずれも当時の奇人であった｡世の中の型に沿った生き方を拒絶して､あるい

はそれができなくて､三人とも惨めな状態を余儀なくされる､いわば敗北者である.

しかし彼 ら自身においては孟郊の ｢古｣-の徹底､虚全の反俗､劉師命の放浪､それ

ぞれに自分の内部の欲求に忠実な､そして徹底 した行動を実践して早るエネルギーに

溢れた人物なのだ｡韓愈はそ うした横溢する生命力､しかしその基準が現世と食い違

っているために世から拒絶されてしまった人物､それを深い同情をこめて､実に生き

生きと描き出している｡◎

韓愈の手によって描き出された人間像は､それまでの人間の類型′に収まらない｡つ

まり韓愈は従来の人間の型には存在 しなかったような人間像を作りあげたDそれゆえ

に彼 らは ｢奇人｣と称するしかないが､｢奇｣とは要するに鏡範からの逸脱にほかな

らず､規範に合わない人間を創出したところに､韓感の新 しい人間観を蕗めることが

できる｡従来形象化 されることがなかったようなタイプの人間のありかたを認識し､

表現することが可能になったのは､その背後に人間を多様なものとして捉える新しい

人間観が､新 しい時代の認識 としてあったからであろう｡さかのぼればそれは杜甫に

淵源するだろう｡｢飲中八仙歌｣ は杜甫の身辺の八人の酔客､その酔いっぶ り､奇行

をユーモラスに書き分けた詩だが､これも規範から逸脱 した人間の姿を､しかも八人

それぞれの酔億をそれぞれに括写しようとした試みである｡そして自己を客体化 して

括出する自己表現､時に自虐的な様相を伴 うそれも､杜甫の詩の中に見出すことがで

きる｡

人間を類型に当てはめて欝識するのでなく､多様な存在として認め､従来の型に合

わない人間像を描き出そうとする､その態度が自分に対する認職にもつながっている｡

自分を類型に収まる像でなく､自分以外の誰でもない人間として捉えようとするので

ある｡こうした自分､また人間に対する新 しい認識がこの時期に生まれたということ

は､中庸の精神が集団から個を中心とするものに移行 していく､個の覚醒という新 し

い現象から生まれたものであろう｡次章で述べる中庸における ｢自伝｣の出現は､こ

うした精神の新たな動きから必然的に生まれてきたものであった｡
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① ルジュンヌ前掲審一七貢｡

② 康信 T京江南賦｣と顔之推 ｢観我生賦｣を自伝文学 として論 じたものには､土屋

昌明 ｢自伝 としての康信 『哀江南賦』｣(『国学院中国学会報』第三八輯 一九九二)､

同氏 ｢顔之推 『観我生賦』について一一康信 『哀江南賦』 との対比において一一｣

(『国学院大学大学院紀要』文学顧究科第二二輯 一九九〇)がある｡両者の庇軽に

ついては､興膳宏 『庫信』(集英社 一九八三)の ｢あとがき｣も参照｡

③ 加藤国安 ｢庚信 『某江南賦』論一一その主題 ･構成及び制作年代一一｣(『集刊東

洋学』六六 一九九一)では全篇を五十の節に分け､｢望郷の情｣が表出されている

の∵は､三節 しかないことを指摘 しているo

④ ｢江南喜連-･-｣詩は元槙の艶情詩群 と~同じく､文集には収められず､『才調

集』の中kのこる｡妓棲め詳細な碍写を含んだ､いわゆる ｢元和体｣に属する通俗の

作だか らである｡この詩の訳注と解説は､斎藤茂 『教坊記 ･北里志』(平凡社 東洋

文庫 一九九二)に見える｡

面 ルジュンヌ前掲審一七頁o

⑥ 前掲沢崎久和 ｢白居易の詩における 『自問』について｣参照｡

由 川合韓愈 と白居易一一対立と融和一一｣(『中国文学報』第四一放､一九九C))秦

照｡

⑧ 川合 ｢韓鹿の詩の二､三の人間像をめぐって｣(『集刊東洋学』第六三号､一九九

〇)参照｡
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Ⅵ 自分 とは 何 か 一一 ｢自伝｣ の登顔｣-

｢自伝｣ という言葉が作品の題名にあらわれるの桂､唐の半ばを過ぎた陸羽 (七三

≡ ?一八〇四?-)の ｢陸文学自伝｣､および陸羽よりほぼ一世代遅れる劉商銀 (七七

二一八四二)の ｢子劉子自伝｣､その二筋に始まる｡その前に ｢自序伝｣と名付けた

作が､梁 ･江掩 (四四四一五〇五)の操として見え､『重文類釆』巻五五､錘文部-､

史伝の中の ｢伝｣の条に ｢梁 ･江滝の自序伝に日く｣として卓の一部が引かれている

が､江滝のそれを ｢自序伝｣と題するのは､『重文類緊』と清 ･梁賓の刻した 『江文

通集』(張沖 『湊魂六朝百三名家集』を底本とし､荘士賢 『湊殊六朝名家集』 と ｢蕩

家斌抄本｣なるもので校訂したものという)だけで､それ以外はみな ｢自序｣に作っ

ている｡梁のほかの人の作品､またそれ以前 ･以後の人を含めてみても､｢自序｣ば

かりであって ｢自序后 ｣とする例はないO-

｢自序伝｣ という名称がテキス トの偶然か､ぽつんと一例あるものの､r自伝｣の

方は､これは確実な資料 として､中居に至って初めて出現することは特記するに催 し

よう｡先に述べたように､西欧では autobiographyということばは一八〇〇年前後に至

って初めてあらわれたものであり､それはまた自伝という概念がその時期に至って固

まったことを示すものでもあったD中直話の ｢自伝｣はその意味するところ､西欧の

autobiographyと同一ではないにしても､後にしだいに autobiogTaPhyに近づいていき､

今 日ではその訳語 として用いられるに至ったが､そのことばが西欧より千年も早く登

場 しているのである｡そして中庸に ｢自伝｣の語が出現したことは､中国的自伝文学

の展開において中庸が画期的な時期であったことを物語っているO A

対象となる入歯は書き手と違 うとい う前提が暗黙のうちに含まれていることになる｡

とすれば､｢自伝｣とい うこと′ば は､｢自撰墓誌銘｣ほどではないにLtも､やはり

一種の撞着語法のような響きを､少なくともそめことばがあらわれた当初把は帯びて

いたのではないだろうか｡｢自序｣ならば生じないことばの内部の摩擦､何か奇異な

感 じを ｢自伝｣は座っていたかも知れない｡そういうことばが新たに作 り出されたこ

とは､それまでの様式では表出しえないような自己罷職が生まれていたのではないか｡

｢自伝｣という新 しい名のもとに､どのような新しい自分が描き出されているのか､

作品を克ていこう｡

- 陸羽の自伝

陸羽といえば茶についての最初の専門的な蕃述 『茶経』の撰者として名高いが､そ
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れ以外の事跡は謎に包まれている｡開元二十一年頃に生まれ､貞元二十年頃に没して

いるので (｢自伝｣が末尾に云うように上元辛丑歳 (七六一)二十九歳の作とすれば､

逆算して開元二十一年 (七三三)の生まれということになる)､天宝年間に自己形成

の時期をもち､安禄山の乱 を経て､韓愈 ,白居易ら中庸を代表する人たちが文学活動

を開始する頃まで生きた､いわば盛唐 と中庸 とのはざまに位置する人であった｡貞元

の終わり頃から文壇に登場する韓愈､それにやや遅れて元和の初めに政界 ･_文壇に登

場する白居易､元槙､また貞元後期書手政界に聾星の如くあらわれながら二王の党に加

わったために政治生命を失い､二度と浮上できないまま､中央文壇 とは隔絶 した環境

の中で独自の文学を展開させた柳宗元 ･劉南畝 そ うした文学者が中庸文学の畢 い手

と-して注目を受けてきたが､彼らに先行する大暦期の文学者については､いわば中庸

を準備する時期 とLて､文学のうえでも思想のうえでも大きな意義を有するはずなの

に､最近やっと一部の研究者によって着手 されたに過ぎないoO陸羽-もその時期を担

う一人であるが､霧の中に閉ざされたままで､彼の ｢陸文学白.伝｣¢もミステ リアス

な記述に富む｡

睦子､名羽､字鴇漸o不知何許人也｡或云宇羽､名鴇噺｡未知軌是｡

睦子､名瀬私 事は鴻漸Oどこの人か分からないD字が羽､名が緒漸であるとも云

われるが＼どちらが正 しいか分からない｡

名 ･辛から記述を始ゆるのは ｢伝｣の体裁を遵守するが､ ･次に記される空き籍貫に

ついては ｢何許の人なるかを知らざるなり｣､早(も正統的な ｢伝｣から逸れていくC

さらに次の句では始めに掲げた名 ･辛をさかさまにし､｢未だ執れが是なるかを知 ら

ず｣､といしう.名 ･字 ･籍貫という一人の人間の社会的なアイデンティティーを嘩証す

る要素､伝がまず記すべき項目､それを敢えて不甲というかたちで提示するのは1｢五

柳先生伝｣型 自伝甲時徴であっち｡ここでも一見するとその型を踏襲 しているかのよ

うだが､単にその形式の模倣と,見なすことはできない｡-というのは､これが ｢自伝｣

と題 されている以上､そこ革作者-話者-登場人物であ亭ことが明示 されている､読

者 との間忙 ｢契約｣.⑳が結ばれているわけで､その_点では ｢五柳先生伝｣型 自伝が少

なくとも表面上は書き手は登場人物でないとさ･れているのと嘩 うのだ｡

それだけでなく､以下に読み進むと明らかになっていくように､実際この作者は少

なくとも自分の籍貫については ｢知 らずJというほかないのである｡孤児であった彼

は白身も本籍地が分からない｡そうすると､ここで不明としていることは､形式の上

では ｢五柳先生伝｣型 自伝の型に沿った､軽いたぶらかしの技法を踏襲 しつつ､同時

にそれが事晃でもあるとい う二重性をもつことになる｡虚構性と審美性 とが､からみ

あったかたちになっているのである｡
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｢五柳先生伝｣型自伝が当人の名 ･字 ･籍貫を故意に不明としたのは､作者と登場

人物 との関係を唾味にするこ一とによって､事実の拘束から逃れ､自由に ｢かくありた

い自分｣を描き出すものであった｡｢かくありたい自分｣は名 ･字 ･籍質などの社会

における個人の標識から免れ､そこに既成の価値 ･秩序から自由な人間が出現したの

だった｡ところが陸羽の場合､名 ･宇 ･籍貫が分からないのは､初めから与えられた

条件であった｡ 自分の意志によって既成の秩序からの離脱を計ったのではなく､否応

無く社会から除外されていたのである｡一見 ｢五柳先生伝｣.型自伝のかたち を装いな

がらも､実質はまったく逆転 している｡

｢伝｣の冒頭で本名や籍貫を不明とするのは､現世を超越 した人物の伝では珍 しく

なく､､それは異界の人であることの指標でもあった｡陸子は以下に展開される経歴が

物語るように､また身体に欠陥を負 うという聖なる痕跡も審き込まれるように､常人

とは異質の要素を伴っている｡神秘性がつきまとい､人物の伝記というより説話的な

色合い･に染められている｡

作者-登場人物であることを題で明示しながら､しかも作者が､つまり登場人物本

人が名 ･字 ･籍貫について不明であると述べているのは､大げさにいえば自分で自分

の何たるかを知 り得ないという､アイデンティティーの危機を示唆するものではなか

ろうか｡かたちは ｢五柳先生伝｣型自伝のパターンにそのまま当てはまっているため

に､深刻な問いかけというより軽い自虐的な調子を帯びているのだけれども､この良

伝には全体を通して ｢自分とは何か｣を問いかけている響きが暗に龍もっているかに

見える｡そしてその点こそ､ここまで見てきた中国的自伝文学と異質なところであり､

初めて ｢自伝｣と題されていることもそれに関わるだろうD

有仲宣 ･孟陽之貌晒､市有相加 ･子雲之口乞｡

仲宣 (玉条)･孟陽 (張載)のように容貌は醜く､そしてまた司馬相知 ･接雄のよ

うに口はどもりであった｡

玉条の風采が上がらなかったことは､寮監に認められてそのサロンに入ることを許

された時､あまりにみすぼらしい姿だったため_にその場の人々が唖然としたという話､

のちに劉表の政権に加わった時も風采の悪さのために軽んじられたことなど､『三国

志』親書の王粂伝に見える｡張我については､よく知られる播岳の美貌を語る逸話､

滞岳が町に出ると若い娘たちが集まって求愛の表現である果物を投げた､他の一人が

同じように町へ行くと逆に.瓦を投げつけられたという話､その対比される醜男が 『世

説新語』容止筋では左思であるが､その劉孝標の注では 『語林』.を引いて張我 として

いる｡『晋審』の播岳伝でも張強であ り､『蒙求』にも ｢孟陽 (張我の字)榔瓦｣の

条がある｡司馬相知 ･揚雄 という漢牌の大家､蹄では雄弁倍音そのものの文人が､し
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やべる際にはどもりであったという話もよく知られる｡

･人となりを説 く部分でこのようにまず身体的な欠陥を述べることから始めているこ

とも一特殊である｡中国の｣伝､自伝､そこに当該人物の欠点に当たるような事が寄かれ

るこ七はそもそも希であ尋といっていいし､書かれている場合は大体が世俗の価値観

から見た上での欠点であうて､それはそのまま反俗的人間の特質に数えられるような

類のもq)であるのがふつ うだ｡陸羽の自伝でもすぐ次に続 くよう･に､世俗への適応性

が欠如 している人となりを述べる方向に進むのだが､ しかしいきなり身体の欠陥から

記し始めるのは､もっと重い意味があるように見える｡つまりこの欠陥はスティグマ

といわれるものではなかろうか｡聖なる痕跡､通常の人間と異なる欠陥を身体にもつ

ことによって､それがその人間の聖性のしるしとなる､そ ういう象徴的な意味をもつ

のではないか｡すぐ続く記述は彼が世俗に適合できない､それゆえに反俗というもう

-つの価値をもつことが明らかにされ､そ うした類型的な文脈に連なっていくことは

スティグマ性を軽減するけれ ども､しかし読み進むと彼が孤児であうたことが分か り､
ITイナス

全体の中で捉えれば身体の欠陥も 負 を身に負 うことによってそれが聖に転化する一

つのしるLであるかに理解される｡

而鳥人才幹､爵位編換｡多 自用意､朋友規諌､雑然不惑｡凡興人裏庭､意有所適､

不言而去0人或疑之､謂生多岐D文典人鳥信､紐永雪千里､虎狼首道､而不醤也｡

しかし人となりは才気溢れて多弁､性格は激 しやすい人間であった｡ 自分の考えに

従って行動することが多く､友人たちは意見 したけれども､それを意に介することは

なかったO宴席においても､気が何かほかに向くと､挨拶もせずに立ち去ってしまうO

その態度をいぶかる人もいて､怒 りっぽい人だ と云われた｡ しかし人とひとたび信頼

関係を結べば､氷雪千里の道であろうと､虎 ･狼が道を遮ろうと､信義に背くことは

なかった｡

人となり､性格を述べる段落が続く｡ここに提示された人間は社会的には不適格な､

官としてはいっそう不適格なものであるが､しかしそれによって一人の人間としては

自分に対して正直な姿である｡こうしたかたちで人間を措 くことは､高士､隠者の人

とな･り.と.してすでにお馴染みのものであろう｡自分を殺して周囲に適合させるのでな

く､自分に忠実な生き方である｡そして自分-の忠実が周 りの人々と摩擦を起こして

も､危険が待ちかまえていても､己れを其く強さをもっていたことが強調される｡こ

の性格がすでに示す とお り､睦子は隠棲者なのである｡_隠棲者 としての生活が次に段

落で詳 しく述べられ る｡

上元初､_結底於 (著).ノ[者〕~漠之濁､開聞誘客､不雑非類｡名僧高士､談詳永 日｡･
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常扇舟往束山寺､随身唯紗巾藤額､短褐憤鼻､往往滞行野中､謂価標､吟首鼠 杖撃

林木､手弄流水､夷猶排御､自曙達暮､至目鼻興蓋､暁泣而凱 故楚人相謂､睦子蓋

今之按奥也｡

上元の初年 (粛宗､七六〇一七六一)者漠のほとりにいおりを作 り､戸口を閉めて

書物を読み､自分と遣 う連中とは交わらなかった｡名僧 ･高士たちと､ひがな一 日お

しゃべ りしていた｡いっも小舟に乗って山の中の寺を行き来し､身につけたものはた

だ紗の頭巾､藤で編んだ履き物､袖のない うわっぼり､下帯､それだけであり･､しょ

っちゅう一人で野原を歩き回って､お経を唱えた り､昔の人の詩やらを口ずさんでい

た｡杖で林の木々を打ったり､一手で川の水を掬ったり､うろうろさまよい歩き､夜明

けから日暮れに及び､日が軽んで興も尽きると､号泣して家に帰ったoそこ楚の人た

ちは､睦子というのは今の世の接輿のような者だと言いそやした｡

｢上元の初｣と記 されるが､末尾にあるようにこの文は上元二年に書かれたものだ

とすれば､ほとんど現在の時点の暮らしぶ りを書いていることになる｡者漠 という場

所も､後の部分で記されるよう､に､茸陵で育った彼が安禄山の乱で長江を渡 り東南に

移住 した呉興周辺をいうもので､現在の生活の場所である｡

隠逸者の暮らしを述べることは ｢五柳先生伝｣型 自伝の特徴であ_つた｡隠逸を措 く

とくくってしまえば同じことになるが､おもむきはだいぶ異なる｡｢五柳先生伝｣型

自伝の隠棲生活は楽 しいもの､望ましいもの､かくありたい生き方として書かれてい

たが､ここで隠棲生活の中で自足した喜びはあらわれていない｡隠逸を楽しむどころ

か､ルンペンのように暮 らしているのである｡楚狂 と称された接輿に比擁しているこ

とも示 しているように､閑適 より反俗の色合いの強い隠棲生活者だOそして段落の末

尾に ｢号泣 して帰る｣というのは､いったい何に対 して､どうして ｢号泣｣するのだ

ろうか｡｢号泣｣ は院籍の故事を連想 させる｡院籍もあてもなく馬を走らせ､行き止

ま りにぶつかると､｢働果 して反｣ったとい う｡◎陸子の号泣も終日さまよい歩いて

も自分の求めるものを見出し得ない､その悲 しみに泣くのだろうか｡少なくとも自分

の今の生き方に満足 してはいない.自分はこれからどこへ行くのか､その解答を見つ

けられない ｢号泣｣なのだ｡彼の隠逸が世俗の拘束から自由な生き方の実現であるに

しても､先行する五柳先生､また陸羽よりやや遅れる酔吟先生のような､自足の喜び

に満たされたそれとは対腔的に､何かを求めて得られない､希求とその獲得の困難に

襖悩 し､焦燥するものであったことを示 している｡ 自分にとってあるべき生き方､そ

れを求めて彼は終 日排桐放浪する｡模索して得 られないことに号泣する｡自分にとっ

てあるべき生き方の模索とは､自分自身を求めることにほかならないC自分とは何か､

それを求め続けて紡雀するのである｡

｢名僧高士｣とのみ交流 したというのは､後で出てくる瞭然ら詩僧､隠棲者 との交
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わりを揮 しているが､瞭然を中心とした中庸前期､江南を場 とした詩僧たちの活動は､

後の中庸の文学を形成する上で非常に重要な意味をもつものであろうO孟郊､割高疲

ら､中庸の大きな存在が早い時期に瞭然 らと交わ りを持ったことは知 られている｡ さ

らに葦魔物 ら､中庸前期の文人も江南でサロン的な文化 ･文学活動を行なっていたB

それが割高錫 ･孟郊 といった､_中庸前期江南文化圏と貞元 p元和以降の中庸文学との

両方に関わった文人を媒介 として､中庸文学が開花 したことは確かだが､中庸前期 の

決 して孤立 した存在ではなくて､中庸を導 く文学的 ･思想的位置にあったのである｡

陸羽の ｢自伝｣は､その内容 ･書き方からほぼ三つの部分に分けられ､ここまでは

その第一部に当たる｡出生の未詳､身体上の欠陥など､陸羽の特異性を予感 させる要

素を含みながらも､隠逸者 としての像はほぼ類型に沿った記述ではある｡

陸羽に関する伝記はだい_たいこの _｢自伝｣に基づいているが､それ らには ｢陸鴇漸､

手羽｣ とするものは見ら･れない｡藷墳『囲話録』巻三には ｢太子陸文学鴇漸､名羽､

其の先は何許の人なるかを知 らず｣Oこれは唐 ･無名氏 『大唐停載』(『太平贋記』巻

二〇一)にもほぼ同じかたちで見えるが､『国話録』には ｢余の外祖の戸曹府君 (柳

漁ト と､交契深 く至る｡外祖に儲事状有 り､陸君の撰ずる所｣ とい うように､雄境は

直接のつなが りを持つようだ｡ほかに 『新唐審』隠逸停巻｢九六では .｢陸羽､字鴻漸､

一名疾､字季庇､､復州尭陵の人｣｡度 日休 ｢茶中雑詠｣序 (『全唐詩』巻六一一)で

は-｢寛陵子陸季庇｣ としている｡

陸羽､辛鴻漸の名 と字の由来については､『周易』に基づくことが､李肇 『国史補』

巻中に見える.0｢尭陵の僧に水落に嬰児を得る者有 り､育てて弟子 と為す｡柵や長 じ､
うらない ナナ

すべ し｣ と｡乃ち姓は陸 名は羽､字は鴇漸 とせ しむ｣｡新唐書もそれを引く｡ 詩文

の応酬の中に ｢陸三｣.とするものがあるD排行が三だったことになるが､樽斑環主編

『膚才子停』校筆では､それは僧侶の係累の中での数であろうとい う0

始三歳悼層 ､育於 (境)[尭]･陵大師積公之禅.[院]｡ 白九歳単層文､稗公示以備

審出世之業｡子答日､終鮮兄弟､無復後嗣､染衣削髪､親鳥滞氏､使儒者聞之､得稀

鳥孝平｡羽特捜孔聖之文o公日､善哉子馬孝､殊不知西方染削之道､其名大兵｡公執

秤典不屈､子執儒典不屈∴公国璃憐撫愛､歴試賎務､掃寺地､~潔僧麻､蹟泥再騰､■負

瓦施屋､牧牛一百二十蹄｡

三歳の時に孤児 となり､寛陵の大師稗公の禅院で育てられた｡九歳か ら文を作るこ

と~を学び､積公は仏典の出世間の内容を教えた｡子はそれに対 してこう答えた｡｢(僧
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は出家するから)兄弟もいないし､(結婚 しないから)後を嗣ぐ者もいません｡僧衣

をまとい髪を剃 り､和尚と名乗るのは､儒者が聞けば､それを孝といえるでしょうか｡

私は孔子の教えを授かりたく思います｣｡公が云っ-た､｢君が孝を月指すのはなるほ

ど立派だo Lかし西の園の仏の道をまるで知 らないのだ｡それは偉大なものだ｣Q公

は仏典に固執して譲 らず､子は儒学の経典に固執して屈しなかった｡公はそこで可愛

がるふ りをして､次々と汚い仕事を試させたB 寺の敷地を掃除し､僧侶の便所掃除を

し､泥を踏んで壁土を塗 り､瓦を背負って屋根を拭き､三十頭にのぼる牛の世話をさ

せたのであるo

｢自伝｣では ｢始め三歳にして悼露､尭陵の大師積公の禅院に育てらる｣･､すなわ

ち身寄 りを失って寺院で養育されたとしか記 していないが､すでに唐代から捨て子で

あったと記す文献がある｡『国史補』では ｢寛陵の僧 水浜に嬰児を得る者有 り､育

てて弟子 と為す｣､水辺で拾ったというのであるo『因語録』では ｢寛陵の龍蓋寺の

僧､姓陸氏､堤上に一初生兄を得たり､収めて之を育て､遂に陸を以て氏と為す｣｡

『大唐伝載』も同じ｡ここでは ｢水浜｣ではなく､｢堤｣としているが､古くは 『左
ぜ い し と これ

伝』襲公二六年に ｢乗の苗司徒 女子を生む｡赤くして毛あれば､諸を堤下に棄つ｣

とあるから､｢堤｣は捨て子 と結び付きやすい場所ではあるor月伝｣がいうように

巷青に当たる親兄弟がいないために寺にあずけられる例は珍しくなかっただろうし､

士大夫の伝の記述として違和感はない｡ しかし捨て子だったとすれば､それは正統的

な詩文の書き方から逸れて説話の世界に移ってしまう｡『新唐書』の伝が ｢生まるる
や しな

所を知 らずD或し.､は言 う､僧有 りて諸を水浜に得､之を 番 うと｣と ｢自伝｣と他の

資料を並存 したような書き方をしているのは､捨て子説を受け入れ串がらも､伝と.し

ての体裁を整えるためであっただろう｡｢自伝｣では捨て子と書かれてはいないにし

ても､冒頭の名 ･字 ･籍貫の不明をいう箇所と響き合って捨て子のようにも読め､唆

味を免れない｡その唾昧さがこの ｢自伝｣を士大夫の伝記と流離帯のはざまに置.いて

いるように見える｡

周辺の文献柱寺や僧についての記述が増え､『因話録』で柱龍蓋寺とい う寺の名も

記され､拾った僧侶の俗姓か ら ｢陸｣を姓としたと説明してい_る｡『国史補』では ｢羽
つか

は少 くして乗陵の禅師智横に事 う｣と続けて､拾い育てたのは無名の僧であり､陸羽

が師事 した僧は智積 と名を記 して､両者を別人 としていろ｡

前の隠逸の段落では､反儒家の立場を貫いているかに見えたが､寺院の中で養育さ

れた時には仏教の教えに反抗する｡仏僧としての生き方が子孫を作らない故に孝に背

くというのは､儒家が仏教を故撃する際の最もとりやすい論弁である｡当時の思想界

は儒仏道三教が並立していたものであうたが､その中で借と仏との論争はしきり_に行

われたはずだ｡ここでは寺院内部で子供の陸羽と僧侶との間での口論というかたちで､

おそら(当~時の思想界全体の議論が再現されている｡
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ここで精彩を発揮 しているのは､積公なる僧がいじわるく苦役を課して仕打ちをす

るところである｡そしてまた苦役の内容も具体的に述べられていて､鮮明な像を結ぶ｡

僧の陰湿さ､その労役の具体的叙述､それらがこの語 りにリアリティを添えている｡

尭陵酉潮無紋､草書以竹宜牛背展字｡他 日於聾者得張衡南都蹄､不純其字､但於牧

所倣育衿小鬼､危坐展巻､口動而己｡

尭陵の酉湖には紙がなく､書き方を学ぶのにも竹でもって牛の背中に字を書いたの

であった｡ある日､人のところで張衝の南都僻を手に入れたが､その事が読めない｡

ただ牛の世話をしながら学校の生徒のまねをして､きちんと座って巻物を開き､白を

動かすだけであった｡

外典への興味､学問-の意欲､それが許 されない環境の中にあって､けなげにも自

分で工夫しながら勉強している少年のいじらしい姿が紡律としてくる｡このように陸

羽の ｢自伝｣は細部の叙述が生き生きとして精彩に富む｡紙が当時はまだ喪重品であ

ったこと､卦時の学校では ｢危坐展巻｣して朗唱する仕方で勉強していたことが分か

る｡苦しい条件の中で勉学に向かった話柄は中国ではことかかない｡｢蛍雪｣の故事､

欧陽修の母が文房具を買えないので荻の茎で地面に字を書いて数えた話などなど｡

公知之､恐漸漬外典､去道 日暁､又束於寺中､令空車昇葬､以門人之伯主意O或時

心記文字､~借然若有所遣､灰心木立､過 日不作｡主音以薦傭堕､鞭之｡因欺云､恐歳

月在英､不知其審0時呼不自勝O主者以薦蓄怒､文鞭其背､折其楚乃揮O 国 債所役､

捨主音而去｡

碑公はそれを知ると､陸羽がしだいに外典に寮かり､仏道から日に日に遠 ざかるの

を心配 して､寺の中に閉じこめ､草刈を命 じて､門人の中のかしらに取 り仕切 らせた｡

或る時､頭の中が文車を憶える由に一杯になって､ぼんや りと意識がないようになっ

モしまい､心は灰のように無表情､体は木がつったっているだけのようで､ひがな一

日仕事をしなかった｡かしらは怠けているとみなして､陸羽を鞭で打った｡そこで ｢書

物を知 らないまま､時間が過ぎて行ってしまう｡ああ､我慢できない｣ と嘆いた｡か

しらはそれを怨みを貯めている様子 と勘違いして､さらに背中を鞭打ち､ムチが折れ

てやっと放 したことがあった｡仕事が嫌になり､頭を捨てて寺か ら立ち去った｡

外典の勉強は寺の修行 と相容れず､-体罰を受 ける｡そして陸羽は寺を出奔するので

ある｡
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巷衣詣伶蔑､著破談三凱 以身薦伶正､弄木人 ･傾吏 ･戒珠之戯o公追之日､念爾

道喪､惜哉o吉本師有言､､我弟子十二時中､許一時外撃､令降伏外道也｡以吾門人衆

多､今徒爾所欲､可相楽工書o

衣服を畳んで音楽師のもとへ至 り､｢諏談｣三筋を著わした｡自分が音楽師の団長

となって､木人 ･仮吏 ･蔵珠などの聾をした｡~穣公が追いかけてきて ｢お前の仏道が

滅びるのを思 うと､惜しいことだ｡私の仏の師の言葉に ｢我が弟子には一日のうちに､

一時だけ仏以外の学を許すのは､外道を降伏 させるためだD｣とある｡'私の門人は多

くにのぼるので､お前には好きなことをさせるから､音楽師の書物を書くことだけは

やめてほしい｣といった｡

寺の住み込みから ｢伶党｣への方向転換o｢伶党｣のような当時にあって卑購な職

業に身を落 としていく.卑膜ゆえに資料の中にあらわれることは少なく､唐代の演劇

を中心とした大衆芸能について詳 しく調査 した任半塘 『唐戯弄』の中にも､陸羽の自

伝は貴重な資料 として繰 り返 し使われている｡任氏によれば ｢伶党｣は役者粗放であ

り､｢伶正｣は主要な役者､次の段に出てくる ｢伶正之価｣とは台本作家､演出など

を兼ねた舞台監督の類｡｢木人｣は低値威､｢職責｣は参軍戯のひとつで仮骨戯 とい

われるもの｡｢蕨珠｣についてはいわゆるゲームとしてのそれではなく､だし物に関

わるには違いないが未詳とい う｡

具体的な内容はともかく､大衆演芸であったことは確かで､その脚本書きのような

ことをしていたのである｡僧侶も当時の社会の異質な存在であるが､しかし士大夫-

の禅の浸透はこの時代の特徴であり､特殊であらても卑賎ではないが､｢伶党｣は社

会の最下層の階級であり､孤児として出生した陸羽はさらに社会の周辺､底辺-と身

を転 じていく｡

天宝中､邸入朝於槍漁､邑吏召子弟伶正之師｡時河南声李公賓物創守見異､軽手撫

背､_親授詩集｡於是湊 (汚)[再]之俗亦異蔦o

天宝中のこと､邸の人が槍漁で宴会をし､役人が睦子を呼び出して伶正の師匠とさ

せたOその時､河南牙の李薄物公が左遷されて地方の刺史であったが､陸子を見どこ

ろのある者 とされ､手をとって背中を撫で､てずから詩集を授けられた｡そこで湊水

･汚水のあたりの世間の人々も陸子に注目することとなった｡

伶正の職業から士大夫の階層に移るきっかけとなった事件を語る｡李斉物が認めて

くれたのがその契機である｡李斉物は旧 ･新唐書に伝がある｡宰相の李適之と親しく､

李適之が李林甫によって左遷 された時にそれに連座 して李青物も尭陵太守に左遷され
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た｡『旧店審』玄宗紀によれば天宝玉戟 (七四六)七月のこと｡逆算すれば陸羽十四

歳の時である｡ (これについては顔異卿の ｢李青物神道碑銘｣(『顔魯公集』巻六)に

も直接の記述がある｡)･

後負審於火門山部夫子別聖｡属確部郎中巻公園輔出 (境)[寛]陵､国典之遊虚凡

三年､贈白組烏常牛一頭､文椀書画一枚｡白盤常牛重陽太守李恒見遣.文塊函故虚黄

門侍郎所輿｡此物皆己之所惜也O宜野人宋音 ､ ･故特以相贈｡

その後､､書物を背負って火門山の緋末子の山荘を訪れた｡たまたま碑部郎中の雀団

りとう
椀の書画を一枚を贈 り物としたo白髄 ･常牛は襲陽太守の李憶が贈ってくださったも

の､文塊南はもとの虚黄門侍郎が下さったものであった｡これらの物はいずれも自分

が愛惜 していたもので､田舎者の大切にしていた晶というべきものだが､それでわざ

わざ贈ったのである｡

火阿山､跡夫子､いずれも未詳O隠逸者､或いは道家の徒であろうかoいずれにし

ろ､伶正から足を洗い､士大夫の仲間1こ入っていく過程ではある｡雀園輔は著名な詩
お うこ う

人｡王鋲に連座 して尭陵郡司馬に左遷 されたのは､天宝十一､十二年 (七五二､七五

三)のこと｡李燈は 『旧居書』巻一八七下に伝があるが1後に安禄山に殺されるo裏

腹太守であったことは伝に記されていない｡虚黄門侍郎は未詳｡

泊至徳初､･(秦)し[秦]人過江､子亦過江｡輿呉興揮瞭然慮楢葉忘年之交｡

至徳の初年に至ると､秦の人は江を渡 り､子もまた江を渡った｡呉興の僧瞭然と世

俗と僧 侶､年齢の開きを越えたちぎりを結んだO

安禄山の乱による南方-の移動｡ここまでは復州尭陵を場 としてきたが､｢江を越

え｣た後は､呉興 (湖州)に移 り､江南の詩僧､士人との交わ りが始まる｡その交遊

について自伝ではこれ しか触れていないが､詩文に見られる陸羽の名前から瞭然のほ

かに､顔其卿､精霊､戴叔倫､権徳輿､飽防､皇甫再､皇甫骨､劉長卿､呉茸､孟郊､

柳源 (字中庸)､李季蘭､雀戟華､楊憩､楊凝､秋涼などと交わ りがあったことが分

かる｡陸羽は江南で顔異卿を中心とした文化人サークルに属して,いたのであったQ

さてここまでが ｢自伝｣の第二部に相当する｡孤児としての出生から寺で養育され､

しかし仏教にはなじめずに飛び出して､伶党に加わり､その中で頭角をあらわして士

大夫層･の知遇を癖て､詩僧 ･隠逸者の仲間入 り凌する､出生から現在までの経歴が語

られるこの部分が .r自伝｣の中でいちばん精彩に富む｡こうした内容を持つ伝記は今
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までになかったO伝記というより､小説に近い.唐代の伝奇小説､｢李娃伝｣でも主

人公は葬儀業者の集団に身を落とし｣のちに登第を果たす｡ここでも陸羽は鹿葉とさ

れた役者集団の中に加わるが､そうした大衆芸能の世界を記した文献がまれであるこ

とが示すように､士大夫の詩文には書かれにくい世界を記した内容ははなはだ特異で

ある｡内容だけでな(､叙述の方法も第一､第三の部分とは異なる｡第一の部分はか

なり常套的な言い回しで埋められていた｡これといって陸羽の ｢自伝｣を際立たせる

叙述の特徴は見られなかった｡以下の第三の部分もほとんど必要な記述を列記するだ

けにとどまる｡それに対 してここでは叙述が具体的で事細かである｡書き手の心情の

吐露は抑えられているものの､孤独で反抗的な少年の形象が見事に措き出されている｡

陸羽 ｢自伝｣の中心を成しているのは､表現の上でも内容の上でも突出しているこの

第二の部分である｡

少好属文 ､ 多所訊諭｡見入薦善､薯己有之､見入不善､若己義之D苦言逆耳､無所

退避､由是俗人多忌之ム~

若い時か ら文章を作るのが好きで､それによって世の中や政治の批判をした｡他人

がいいところを見ると､自分にもあるかに思い､悪いところを見ると､自分のことの

ように恥ずかしく思った｡苦言は耳障 りなものだが､避けることはなかった｡そのた

めに世間の人々は彼を嫌がる人が多かった｡

ここから最後までが第三部分に当たるが､そこでは再びふつ うの伝記の内容､書き

方に戻る｡著述について記すのも伝記の要請する項目の一つだが､著件の内容を弔す

前に併せて性格についてまた記している｡第一の部分の人となり-を記してい_たのと重

複するが､ここでも世俗 と折■り合いにくい性格を､_常套的な言い回しで書いている｡

自禄山乱中原､鳥四悲詩｡劉展窺江牡､作天之未明･隈｡皆見感激昔時､行共沸油｡

著君臣契三巻､源解三十巻､江表四姓譜八巻､南北人物志十巻､呉興歴官記三春､湖

州刺史記一巻､茶経三巻､占夢上中下三巻､並貯於褐布嚢｡上元年辛丑歳､子陽秋二

十有九 日｡

安禄山が中原を混乱に陥れると､｢四悲詩｣を作った｡劉展が江涯を略奪するとヾ

｢天之未明賦｣を作った｡いずれもその時々のことに心を動かし､働巽沸泣 したもの

である｡『君臣契』三巻､『源解』三十巻､『江表四姓譜』八巻､『南北人物志』十巻､

『呉興歴官記』三巻､『湖州刺史記』一巻､『茶経』三巻､『占夢』上中下三巻を著し､

すべて褐の布袋にいれてあるD上元辛丑の歳 (七六一)､睦子二十九歳の日｡
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著述についての記述｡｢四悲詩｣｢天之未明賦｣は供｡劉展が江南で乱を起こした

のは､上元元年の十一月､す ぐに鎮圧 され､翌二年正月には殺されるO(『資治通鑑』

_による｡『旧唐音』では生け捕 りにされるO,) この伝が書かれたのが末尾の 日付iこよ

れば上元二年だから､作づたばか りの作品とい うことになる｡

列挙された書物は､二十九歳までの著作とい うことになるが､或いは彼の著述から

後に書き加 えられたものも含むかも知れない｡茶への専念は呉興に移住以後に開始さ

れたものであ ろうから｡ ここに記 された以外にも､書誌 ･目顔 にはほかに､『瞥年』

(『新唐審』経籍志に十巻 と著録)､『顧渚山記』(『郡斎読書志』'に二巻､『宋史』芸

文志に一巻)などいくつかの著述の名が見える｡

｢陸文学 自伝｣ は末尾の 日付を信 じれば､二十九歳の時の作である｡陸羽は七十歳

を越える寿命を持ったようだから､その長い人生のごく若い時期のものとい うことに

なる｡ 彼はその若い時期に何を書きたくてこれを書いたものなのであろうか｡陸羽の

伝記は ｢･自伝｣をもとにして 『新店書』､『唐才子伝』にまとまったかたちの伝が見

えるほか､説部の書にも短い伝が記されるが､他の書物に記された伝は読んだ印象が

これ とはかなり異なるC ｢自伝｣の強烈な印象が薄れているのである｡なぜそ うなの

か｡ 自伝には詳 しく書かれ､他の伝では省かれている部分一一寺で辛い仕打ちを受け

たり､自分の意志で仏教から離脱 して苦労して外典の勉強を始めた りする具体的な叙

述､それが他の伝では省略されているからだろう｡経歴を伝えるだけで省かれてしま

そこに読み取 られるのは陸羽の胸にわだかまる怨念ではないか.寺で受けた仕打ちに

対する怨み､幼年時代に受けた心の痛み､それが行間から浮かび上がってくるところ

に､陸羽 ｢自伝｣の文学 としての精彩がある｡

｢自伝｣を読んだ迫力､面白さは､一つはここに記されている一人の男の人生がま

るで小説を読むような波乱万丈を含んでいることによる｡時代も国も異なるが､なぜ

かデ ィケンズの 自伝的作品 と云われ る 『デ ビッ ド･コパー フィール ド (David

CopperBeld)』を連想 させる｡ どこが似ているのだろうかO『デビッド.コパーフィー

ル ド』もまた卑賎の身か ら様々な人生の変転を経て作家に至るまでの過程を語る波乱

ー万丈の物語である｡~そこに共通点がいくつか見られるoデビッド･占/i-フィール ド

も父親の死後生まれた孤児であったこと｡幼年時代に継父から苛酷な労働を強いられ

たことO最下層の身から作家まで上昇 していくこと｡｢自伝｣では孤児一寺での養育

一伶党への参入一士大夫 との出会い-隠者 としての生活 とい う､一つの上昇を実現 し

ている (陸羽の実人生はさらにこのあと官に就 く)｡捨て子から上昇 してい く_､これ

も一種.のサクセスス ト- リ丁 と云えようか｡サクセスス トー リーは読者の上昇志向の

欲求を満足-させるとい う点で物語の条件を備えているO或いは Bildungsroman と称す

べきかも知れない｡教養小説 と訳 されるそれは､例えばゲーテの 『ゲイル-ルム ･マ

イスター』修業時代 ･遍歴時代が ドイツ教養小説の代表作晶とされるが､要するに白
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己形成とそのための模索の物語である｡また敬重小説の典型の一つとされるゴットヘ

ルプ (JeremiasGodlelf 1797-1854スイス)の 『作男ウ- リ』という小説では作男のウ

-リが飲酒に浸った自堕落な生活から純真な娘フレネリの愛情に救われて農場を所有

するにまで至る歩みを描 く｡小作農夫が農場所有者になる上昇の過程を語る物語であ

るo主人公をいじめ苦しめる役割の登場人物として､デビッド･コパーフィール ドに

は継父があり､主人公を貧窮の生活から抜け出させる力を与える登場人物として､『作

男』では少女が設定されているが､僅羽 ｢自伝｣でも苦役を押しつけ､体罰を加える

寺僧､伶党から抜け出すきっかけを与えた士人など､主人公を苦しめたり助けたりす

るわき役がきちんと揃っている｡

波乱万丈のサクセスス トーリー､或いはまた士大夫に加わるまでの歩みを語る一種
ビル ドクングスローン

の教 養 小 説とい う性格を引き出してみたところで､それは現代の読者に引きつけて

みただけのことで､作者 自身はそ うしたものを目指して書いたわけではない｡いった

い何を彼は寄きたかIjたのかという大きな問題がのこる｡.

その問いを考える前に､彼のその後の人生を 『唐才子伝梗塞』などによって分かる

限りたどっておくことにしよう｡｢自伝｣は二十九歳､呉興に移って瞭然と交遊を持

ったところで閉じられているのだが‥以後四十年ほどの時間が彼の人生にはのこされ

ていた｡『新唐審』伝によれば､のちに太子文学を拝命･し､太常寺太祝-の転任は辞

退 したとい う (陸文学自伝｣と静されているのは､｢太子文学｣に任 じられたことに

よるのだが､それは ｢自伝｣に記述された履歴よりあとのことであり､著作の一覧も

含めて後年手を加えられた可能性が､ある)o建中 (七八〇一七八三)の未､或いは貞

元 (七八五一八〇四)の初め､上僚 (江西省上僚市)に移る｡それは孟邦の ｢陸緒漸

の上健に新たに開ける山舎に題す｣(貞元七年､七八五)から分かる｡『奥地紀勝』

によればそこで茶を生産 していたようだ｡

また擢徳輿の詩文などから､洪州 (江酉省南月市)に移ったり､湖南観察任の幕下

に入った りしたことが知 られる｡おそらく朝廷で官に就いたことはなかっただろうが､

江南を中心として津軽の幕下に加えられたり離れたりを繰 り返 しながら､茶の探求に

投入 し､且つ瞭然､滑空 ら詩僧を中心とした交遊をさらに活発に続けていったもので

あろう｡江南文化人のサークルの中心となる顔屍卿が湖州刺史として赴任するの柱､

自伝が蕃かれてから十二年後の大暦八年 (七七三)のことである｡そうしてみると､

自伝が記 していた現在の状態､江南の地で隠逸者として振る舞 う生活に入ることによ

ってほぼ彼の人生が定着 したといえるDのこりの長い人生にはそこに至るまでの経歴

のような波乱万丈はもう起こらなかったであろう｡たとえ彼が後半の人生の ｢自伝｣

を番いたにしても､これほどに特異な伝記にはならなかったであろう｡彼が自伝で書

きたかったことはもうこれで言い尽くされているだろう｡と考えると､この .｢自伝｣

の他にはない独 自の性格､そしてまた作者が最も書きたかったことは､この第二の部

分に述べられた流転する人生とその中で士大夫としての自己形成を成し遂げていく自
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分の姿そのものにあるのではないかC今までの中国の自伝的作品に共通していた特徴

の一つ_は､そこに書かれた ｢自分｣の姿が変わらないということであった｡時代の転

変のために順韓から逆境への変化はあっても､自分という人間そのものは､初めから

終わ りまで変貌しないものであったo そこが中国の自伝的文学の西欧の自伝 と異なる

性格であったのだが､陸羽の ｢自伝｣では孤児から士大夫までの変容を物語っている｡

といっても､僧の教えに反抗する少年から終 日野山を紡復 して号泣 して帰る隠逸者ま

で､今置かれている環境に違和感を覚えるその内面に質的変化が生じたわけではない｡

にしても､孤児一個十伶党-隠者- (そしてこの後の士大夫)とい う転変は､士大夫

に到達するまでの過程を語っているのであって､これも一つの自己形成史ということ

ができ､従来には見 られなかったものである｡

その過程は運命に弄ばれた､数奇な人生であるかに見えるけれ ども､しかし実は運

命に身を任せた結果ではない｡彼の根本にある反抗精神､現状に対 して抱く違和感､

それが与えられた境遇から脱出し､次の段階に入る契機になっている｡激 しく転変す

る∵運命は自分が作 りだしたものなのだ｡変容は自らが求めて行動した結果なのだ｡そ

の意味でとれは自発的な自己形成の過程とい うこともできよう｡

中国の古典詩文は士大夫層の手になるものであり､彼 らの立脚点である士大夫とい

う立場は､初めから自明のものとなっている｡陸羽の場合は孤児から出発 しているた

めに､それが自明でなく､意志的に獲得されるものであった｡その点において､彼の

｢自伝｣は士大夫の文学の中にあって､特異なものである｡次に見る割高錫の ｢自伝｣

と並んで､中庸にあらわれた ｢自伝｣と名付けられた作品に共通しているのは､自己

が著 しく他 と異なる､比類なく変わった人生を歩んだことである｡辞に ｢事物の自序

としての自伝｣から､自伝 というものが他 と異なるという自己認識を動機に審かれた

ことを見てきたが､｢陸文学自伝｣では士大夫でない地点から出発するのだから､一

般の士大夫とはなはだ異なる｡この強烈な異質性､そして異質性-の覚醒こそが､｢自

伝｣を生みだしたゆえんであろう｡そしてこの特異な異質性を生じる契機は､なによ

りも彼の謎に満ちた出生に求められる｡孤児の賭印が士大夫に至るまでの波乱万丈､

酔余曲折の人生を強制したのである｡捨て子 というのは､要するにその人間をアイデ

ンティファイするいっさいの要素をこの世に生まれた時に持たない存在である｡まず

彼は自分の過去､自分がどこから来たのか分からない｡そして隠逸者 としての生活に

入った現在においても､ 日々山野を紡程 しては ｢号泣して帰る｣というように､これ

から自分がどこ-行くのか分からない｡自分とは何か､従来の自伝にはなかったこの

自問から陸羽の ｢自伝｣は生み出されている｡

捨て子とい う出生が ｢陸文学自伝｣を自己探求の自伝文学たらしめているのだが､

しかし水辺で拾われた子供がのちに出世していくというプロットは実は類型がある｡

代表的な例は唐三蔵玄築法師にまつわる出生の物語｡『西遊記』第九回にその顛末が

見える｡~唐 ･太宗の貞観年間､陳光英なる者が任地-赴く途中､船頭の劉鉄は彼を水
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中に落とし､彼の妻を奪って自分が陳光薬になりすまして赴任する｡その時､妻はす

でに子をはらんでいたが､嬰児が殺害されるのを恐れて､産み落とすと秘かに川に流

す｡捨てられた子は金山寺に流れ着き､和尚に拾われて成長､やがて得度して玄輿を

名乗る｡長老から母の血書を見せ られた玄輿は復讐を誓い､都に出て母の父である宰

相に訴えて､劉供は刑に処せられる｡死んでいたはずの父は先に鯉を助けた酬いで生

き返 り､大団円を迎える｡玄葉が水辺で拾われた捨て子だったという説話は､玄輿を

神聖化する一種の貴種流離評として様々なヴァリェ-ショ･ンがあったことであろう｡

①川に流 された子供が寺に拾われて育てられるとい う話iまほかにも見える｡宋 ･周密

の 『密東野語』巻八､｢呉季謙 鉄を改む｣の条にい う､盗賊が副知事を殺害 し､そ

の妻を奪った｡女は血筋を絶やさないために生まれて数ヶ月の子を川に流させてほ し

いと頼む｡賊はそれを聞き入れ､子供は箱に入れて流される｡十数年の後､女は或る

寺でその黒い箱を見つけ､わけをただすと､水辺に流れ着いた子は寺で成長 している

とい う｡それは元の夫とそっくりであった｡女は賊を訴え､子と一緒になることがで

きた｡この話では賊を捉えて栄転 した呉季謀のほかはい･つさい固有名詞が記されてい

ないが､プロ･ツトは共通しているO僧の出生についていえば､例えば膚の拾得も捨て

子だったと伝えられている｡⑥こうした捨て子と寺にまつわる説話の中に､陸羽の出

生評もそのまま収まってしまう｡ だとすれば､これは後代の自伝のように作者個人の

事実の記録 とみなしてよいだろうか｡個人の事実が完全に個々のものとして独立しえ

ず､説話的類型の中で把握される､そういう段階の産物なのだろうかo初めて登坂し

た ｢自伝｣はこのように人々の間に⊥共有される説話 と特定の個人が己れの過去を振 り

返る自伝 との中間に位置している｡

二 割高錫の自伝

陸羽の自伝はその末尾の記述によれば､｢上元辛茸の歳｣､七六一年に審かれたも

のであったが､それからほぼ八十年ほどたった八四二年頃､｢自伝｣と題するもうー

つの作品が書かれた.劉高錫の ｢子劉子自伝｣である｡中唐の時期を七六六年から八

三五年までと厳密に限れば､どちらもそれから上下に外れることになるが､しか し割

期の人といった方が正確だろう｡中国において ｢自伝｣と題された件晶が中庸を中心

に二篇出現 したことは勿論偶然でなく､この時期の文学､文化が巻き起こした大きな

変化､人間の精神の全体的な地殻変動､それがもたらした産物の-つであるに違いな

い.
とはいえ､｢陸文学自伝｣は先に触れたように､説話的要素に色濃く染められ､特

定の個人の独立 した作品に成 りきっていないところがあるが､｢子劉子自伝｣の方は

紛れもなく割高錫個人の手になった､彼でなければ絶対書かれようがない個の顔をも
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ってい~るoその意味では割高錫の自伝こそ中国で最初の ｢自伝｣といえよう｡

劉南錫の自伝を見る前に､彼の一生を簡単に整理しておかなくてはならない｡代宗

の大暦七年 (七七二)に生まれたのは白居易と同い年であるが､しかし白居易よりず

いぶん早く､二十二歳で進士登第､二十四歳で博学宏辞科にも通 り､太子校書に就任｡

絵に措いたようなエ リー トとして官界に乗 り出す｡一つ年下の柳宗元も前後 して進士

･博学宏辞科に受かってキャリアの道を進んでいたが､二人は同時に貞元十九年 (八

〇三)､監察御史 (柳宗元は同裏行)に抜掩される｡ちょうどこの年は自居易 と元積

が審判抜草科に受か り､秘書省校審郎として官界に入った年である｡年齢は変わらな

いのに､早く官界に入った劉 ･柳はもはや権力の中心に近づいていた.彼 らがかく早

く中枢に肉薄したのは､元々土リー トコースを疾走していたためのみ ならず､この時

期に改植を掌握しつつあった王佐 ･王叔文 らが強力な人材を求めために適合 したから

であった｡劉 ･柳はその集団の中心的メンバーとして活躍する｡その最も盛んな時期

は貞元二十一年 (八〇五)の前半年､順宗が正月に即位 してから八月'に憲宗が即位 し

て永貞に改元するまでの間に限られる｡順宗を盾に政権を軽った彼 らは強硬な行政改

革を実行する｡行政改革が常に失敗に帰するのは､それまで利権を得ていた人々の猛

反撃を食 らうからである｡たとえばこの集団の施策の一つに ｢宮市｣の廃止 というも

のがある｡｢宮市｣とは朝廷の調達として民間から安く物資を買い上げ､それを売る

こ.とによって朝廷の財政を潤したものだが､朝廷の財政に資する以上に潤･していたの

は官官の懐であった｡それを廃止したら官官集団の反対を引き起こすのは当然だった｡

一気に権力を握って矢継ぎ早に改革を実行 した集団は､失墜するのも早い｡権力を失

墜 したこの集団は王佐 ･王叔文を初めとして一斉に流罪となり､劉南錫はまず連州刺

史､すぐに朗州司馬､柳宗元は郡州刺史すぐ永州司馬に旺せ られ､八人が司馬という

政治犯に与えられる官職を帯びて追放されたために ｢八司馬の変｣と称されるもので

ある｡ 旧中国においては彼らは体制をくつがえす邪悪な党派と見なされ､そのために

劉丙錫も柳宗元も文学者 として客観的に評価される以前に､礼教に障る罪人 という先

入観によって見られた｡ しかし新中国においては百八十度評価は変わ り､彼 らの政治

は正 しい改革遊動として ｢永貞の革新｣と称され､正しい改革運動 として高く評価 さ

れる.旧中国にも例外的に評価する歴史家がないではなかったが､解放後の中国によ

る歴史評価の劇的反転の好例であるO_唐代においては流諦されても三､四年で復帰で

きるわがふjjうだったよう■だが､彼Lらの場合はなんと十年かかって元和十年 (八一五)

に至ってやっと都に召還されることになった｡が､都に着いた途端､今度は播州刺史

･連JJ11利史-新たな左遷を命 じられる｡柳宗元の方も柳州刺史-左遷 され､彼は結局

その地で死ぬ｡劉高錫はさらに長慶元年 (八二一)には襲州利史､四年には和州刺史

と地方官を重ね､五十七歳の時に中央にやっと復帰するが､また地方に出て六十五歳

の時にはすでに太子賓客東都分司､つまり半ば引退した名誉職のみ与えられて七十一

歳で没する｡二王集団がいかに恐れられていたかが知 られよう｡官界入 りの遅かった
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白居易はそのために二王勢力の一掃された窓宗の元和の新興官僚 として出発できたの

に対 して､柳嘉元 ･割高錫はその異例に早い官界入 りがかえって政治生命を短くし､

最後まで立ち直れないまま一生を終えた悲運の人であった｡柳宗元､劉吊錫の文学に

見られる異常にとぎすまされた目というものは､彼 らの一生を決定してしまったこの

挫折と深く関わる｡そしてこの挫折は自己省察という点においても､他の文人には見

られない鋭 さ､突き詰めた見方を彼 らに与えている｡ このように割高錫の-生におい

て二王の事件 との関わりは決定的な重みを持つものであり､自伝というかたちで一生

を振 り返る際にもこれに触れずにはすまない｡ というよりも､劉高錫の自伝は彼の政

治生命を抹殺 したこの事件に関わる自分の態度を自ら述べたものであるといった方が

よい｡

子劉子､名高錫､字夢得o

子劉子､名は高錫､字は夢得｡

｢子劉子｣という一種の号で書き始められる｡号をもって自分を称するところは､

中国の自伝的ディスクールの基本的な性格であるが､｢五柳先生伝｣型自伝のよう な

故意の鯖晦はもはやここにはない｡｢子劉子｣が作者本人割高錫であることが､題の

｢子劉子自伝｣ とあることから明らかにされている｡つまり作者-登堤人物であるこ

とが読者に明示 されているのである｡

其先漢景帝貿夫人子勝､封中山王､誌日滞､子孫困封薦中山人也｡

七代祖亮､事北朝慮泉州刺史､散廉常侍､通達都洛陽､鳥北部都昌里人｡世盛儀而

仕､墳墓在洛陽北山｡其後也階不可依､乃葬祭陽之檀山原｡由大王父巳遣､-昭一穆

如平生｡

曾祖軌､官至博州刺史O祖鐘､由洛陽主拝観視行馬外事､歳滞轄殿中丞 ･侍御史､

贈尚書租部郎中O父藷緒､亦以儒聾､天宝末鷹進士､遂及大乱､畢族東遷､以遠患難､

国鳥束諸侯所用｡後焦漸酉従事､本府就加盤蛾副使､遂轄殿中､主務於桶橋｡其後罷

婦漸右､至揚州､遇疾不審o

小子承夙訓､菓遮教､抄然一身､奉尊夫人､不敢殖滅.後恭畳朝､或領郡､蒙恩揮､

先府君累贈至吏部尚書､先太君虚氏由彰城解太君贈至蒋陽郡太夫人｡

その祖先は漠の景帝の賢夫人の子の劉勝であるが､劉勝は中山王に封 じられて､誼

を靖と云い､その子孫が封地にちなんで中山の人となったのである｡

七代前の祖の劉亮は､北朝に仕えて米州刺史､散騎常侍となったが､たまたま洛陽

に遷都するのに出会い､洛陽の北部の都昌里の人となった｡代々学問によって仕官し､
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墳墓は洛陽の北印山にあった｡その後､墓が手狭になって更に葬ることができなくな

ったので､鼓腸の檀山原に葬ることになった｡曾祖父からあとは､通常の通 り左右に

順に並べた｡

曾祖父の劉軌は､官は博州刺史にまでなった.祖父の劉鐘は､洛陽主幹として､役

所や山川の柔和を監督する職務から､一年たって殿中丞 ･侍御史に転 じ､死後に尚書

酷部郎中を贈られた｡父は辞は劉緒､また儒草を身につけ､天宝の末年に進士に応 じ

たが､大乱 ′(安史の乱)に出会い､一族もろとも東部に移住 して､難を避けた｡そこ

副長官を兼務 し､ついで殿中に転任 して､桶橋で仕事を主催 した｡のちに羅免 されて

斬右 (漸江酉道)に帰 り､揚州にまで至って､病気となり亡くなった｡

私はふだんから父の訓育を受け､臨終の際の教えを守って､ちっぽけな身一つ､母

君にお仕えして､体を損なうことまではしなかった｡のちに朝官となり､或いは地方

の長官となり､天子の恩樺を被って､亡き父は何度も官を贈 られて吏部尚書にまでな

り､母君虚氏も彰城牌太君から拓陽郡太夫人まで贈られた｡

以上､家系､父祖について記述する｡ふつ うの伝の体裁通 りであり､そこで自分を

｢小子｣と称しているのも､父祖 との関係の中で自分を位置付けているからであるD

初､南錫既冠､畢進士､一幸而中試｡開歳､又以文登吏部取士科､授太子校書｡宮

司聞暁､得以請告奉温請｡是時年少､名浮於賓､士林柴之｡

及丁先尚寄菱､迫絶不死､国威痛疾｡既免喪､相国場411節度使杜公領徐掴､素相知､

逐語薦輩書記｡捧故人告､太夫人目､吾不奨江推間､汝宜謀之於始｡_因白丞相以舘､

日課｡居数月而罷徐酒而河路猶雑難､遂改馬場州翠書記O捗二年両道無慮､前約乃行､

調補京兆洞南主帝o明年冬､擢盛観療御史｡

貞元二十一年春､徳宗新棄天下､東宮即位0時有寒倖王叔文以蓉辞其得通籍博望｡

国周隙得言及時事､上大奇之｡如是者横久､衆未之知O至是起蘇州接､超揮起居舎人､

充翰林畢士､逮陰薦丞相杜公薦度支盤蛾等使｡

粗 目､叔文以本官及内職兼充副使｡未幾､特遷戸部侍郎､腸紫､衆振一時｡愚前巳

席杜丞相奏署崇陵使判官､居月俸 日､至是改屯田員外郎､判度支盤蛾等案D

初政文北海人､自言猛之後､有遠祖風､唯東平呂温､靴酉李景億､河東柳宗元以薦

然o三子者皆輿予善､日夕過言其能｡

政文賓工言治道､能以口排移入｡既得用､自春至秋､某所施慮､人不以薦薗非0時

上素被疾､至是尤劇､詔下内両軍､自寅太上皇｡後誼日順宗O東宮即皇帝位D走時､太

上久寝疾､宰臣及用事者都不得召封.宮頼事秘､両建桓立順､功蹄貴臣o於是叔文首

鮭漁州､復命終死｡.宰相.旺崖州O予出展連州｡途至荊南､又腔朗州司馬｡
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明年､追入充集賢殿畢士､樽蘇州刺史､賜金凱 移牧州､兼御史中丞｡文運剛 11､

充本州防禦 ･長春音便｡後被足疾､改太子賓客分司東乱 文改秘書監､分司一年､加

榛校稽部尚書兼太子賓客､行年七十有-O身病之日､自薦銘日､

不天不膿､天之棋骨O重屯累厄､敏之奇骨｡天輿所長､不便施せD人或加計､心無

症骨O寝於北牌､壷所期骨.葬近大基､如生時骨｡魂無不之､庸直知今｡

初め､私は二十歳になった時に､進士に挙げられ､一度で好運にも合格 した｡あく

る年､また文の力で吏部の選考試験に登第して､太子校書を任命 された｡役所の仕事

は暇だったので､願い出て父母の世話を身近ですることができた｡この時にはまだ年

若く､実際以上に有名になってしまい､士人たちの仲間で誉めそやされたものだった｡

先尚書 (父親)の死に遭って､礼の規定に制限されて死ぬほど悲 しむことはできず､

そのために病気になった｡喪が開けると､相国の%･州節度使杜公 (杜佑)が徐油を管

轄 したが (貞元十六年､杜侍は徐油濠節度使を兼任する)､前から知 り合いだったの

で (杜佑は曾て劉高錫の父と同僚であった)､そこで請われて輩書記になった｡任命

書を捧げて部屋に入って報告すると､母君は ｢私は江唯のあたりが好きでない｡お前

は始めによくそのことを考えておくれ｣と云った｡そこで丞相に申し立てて願 うと｢よ

ろしい｣ と云われたO数か月して徐油を罷免され､しかし水路はまだ危険であったの

で (貞元一五年に下州で乱があった)､そこで場州輩書記に改められた｡そこで二年

を過ごして街道 も危なくなくなったので､前の約束が実行できることになり､京兆洞

南主帝に任 じられた｡明くる年の冬､観察御史に抜擢された｡

貞元二十一年の春､徳宗が世を去られ､東宮 (順宗)が即位 された｡この時､寒門

の出ながら俊才の王叔文なるものが､碁がうまいことで博望苑 (演武帝が太子の為に

建てたもの､太子の居所を云 う)に出入 りを許されていた｡時間があると時の政治に

ついて話が及び､上は見所のある者 と驚かれた｡こういうことを長い間続けていたが､

まだ人には知 られていなかった｡この時になって蘇州の接 (属官)として身を起こし､

飛び越 して起居舎人を拝命 し､翰林学士に当てられたOそこで秘かに丞相杜公 (杜佑)

を推薦 して度支塩鉄などの節度使とした｡

翌日には､王政文は本官 (起居舎人)及び内職 (翰林学士)のまま節度使の副使を

来任することになった｡ほどなくして､特例として戸部侍郎に移 り､紫を賜って (三

晶)､その貴顕ぶ りは当時を揺るがせるほどであった｡私は以前に杜丞相の為に崇陵

(徳嘉の陵)の使判.官を願い出て､しばらくその職にいたが､この時になって屯田員

外郎に改められ､度支塩鉄などの公務を担当することになった｡

もともと王叔文は北海の人で､自分では王猛の後帯であり､遠い先祖の面影がある

と称 していたが､ただ東平の呂温､随酉の李景債､河東の柳宗元がその通 りだと思っ

ていた｡この三人はみな私の親友であ｣り､日夜会っては王政文の才能を口にしていた｡

王叔文は実に上手に政治について語 り､話術で人を服させることができた｡任用さ
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れてからは､春から秋まで､彼の施政に対 して､人々は誤 りとは考えることはなかっ

た｡その頃､上はもともと病弱であったが､この時期になってひどくなり､身内に位

を譲って､自らは太上皇 となるという詔が降りた｡後に順宗と送 り名されたD･東宮が

帝位に就いた (麿宗)｡この･時､太上は長いこと病の床にあり､宰相家臣や下で働 く

を立て順帝を立てるようなことが行われ (後頭の帝､いずれも百官によって即位｡棄

宗の即位が官官によったことを云 う)､その功績は資臣 (官官)に帰せ られたOそし

て王叔文はまず聴州に流滴 され､後に死を命 じられた｡宰相は崖州に統語 された｡私

は連州に出された｡その途次､荊南にまで来たところで､さらに朗州司馬に左遷され

た｡ .

_朗州で九年が過ぎ､詔で召還されて今度は連州を任命_された｡襲州 ･和州の二つの

地方を歴任 し､又た主客郎中に任 じられて､東都詰めとなった｡

明くる年､都に召されて集賢殿畢士となり､蘇州刺史に転任 し､金紫を賜った｡汝

州に移 り､御史中丞を兼任 した｡又た同州に移 り､本州防禦 ･長春宮使に当てられた｡

後に足の病にかかり､太子賓客分司東都に改められた｡ノさらに秘審監に改任 され､洛

陽勤務を一年 して､検校砥部尚審兼太子賓客を加えられ､行年七十有-o体が病気に

かかって､自分で銘を書いていう､

r若死にもせず卑賎な身分にも落ちずに生きたのは､天の与えてくれた幸福である｡

災難が数々降りかかったのは､数奇な運命である｡天が授けてくれた自分の長所を､

世に発揮することもできずに終わった｡私を譲る人もいるが､心にやましいところは

ない｡北の窓に横たわり､与えられた寿命を使いきった｡先祖の基に葬 られ､生きて

いる時と同じだ｡魂は自在にどこ-でも行くもの､どこ-行くか知 りはしない｡

以上が劉轟錫の自伝の全文である｡これをどう解するか､まず対照的な二つの見方

を挙げよう｡ 一つは洪蓮 『容新線華』巻四に見えるもの｡｢柳子厚 政文に党す｣の

条に､

柳子厚 ･劉夢得､皆坐王政文藻療割｡劉頗飾非解讃､而柳澗不然｡其 ｢答許孟春審｣

去､｢早歳輿負罪者親善､始奇其能､謂可共立仁義､碑教化｡暴起領事､入所不信､

射利求進者､百不一得､一旦快意､更悉怨宙､題詞帯状､轟鳥敵仇｣及薦叔文母劉夫

人墓銘､極其稀踊､謂､r政文豊明直亮､有文武之用O待詔禁中､道合儲后C献可替

否､有康弼調譲之勤.許譲定命､有扶翼経緯之硬.牌明出納､有鮒給通嬰之費.肉質

礁壷､不慮其位｡利安之道､牌施於人｡而夫人終於堂､知道之士､盛者生惜蔦｣英語

如此O夢得 自作停云､｢順宗即位････=於是叔文旺死｣韓退之於両人番執友､至修順宗

穿録､直書其事云､｢政文密結有昔時名欲億倖而速進者劉南錫 ･柳宗元等十数人､定

病死変､縦跡訴秘､-･･-｣此論切歯､錐朋友之義､不能以少蔽也｡
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柳子厚 ･劉夢得は､どちらも王叔文の党に連座して失脚 した｡都南錫の方は自分の

誤 りを飾 りたて､非英酎こ対して弁明することばかりだが､しかし柳宗元はそうでない｡

柳の ｢許孟春に答 うる蕃｣(正確には ｢許京兆孟容に寄する昔｣)には云 うノ､｢若い時

に罪を犯 した者 と親 しく交わり､ 蘭 めはその能力に日を見張 り､協力 して仁義を打ち

立て､教化を実施できると考えたoLかし突然身を起こして上に立ったので､人から

信用されず､利益を狙ったり出世を求めたりする連中は､思 う通 りにならなかったの

で､ひとたび意を得ると､しきりに怨み言を云い出した｡ありとあらゆることを非難

中傷 し､誰も彼 もが仇敵になった｣｡:王叔文の母の劉夫人の墓錯 (｢故尚書戸部侍郎

王君先太夫人河間劉氏志文｣)になると､米華の言葉を尽 くし､こうい う､ ｢王政文

は実直聡明で､文武いずれも働くこしとができた｡宮中でおそぼに着き､道は皇太子 (脂

宗)と合致 した｡よいことを勧め悪いことは止めさせ､守 りもり立てるのに努めた｡

天子の大いなるはか りごとを企て､政治を補佐する功蹄があった｡財政を明朗にし､

広く治め変化に対処する仕事をしたO宮中で政治計画を助け､地位にふさわしい働き

をした｡国を豊かにする施策を､人々に広く実行した｡そして母君が亡くなると､物

の分かっている人士は､人民のためにそれを悲しんだのである｣｡柳宗元のことばは

このようである｡割高錫の方は自分で自伝を曹いて､｢順宗が即位 し･･-･そ うして王

叔文は流諭 されて死んだ｣｡韓愈は双方にとって親友であったが､『順宗実録』の編

集に際しては､事実を率直に書いてこう云う､｢王政文は秘かに当時の名声を願い早

い出世を欲 した劉高錫 ･柳宗元ら十数人と結託 して､生死の交わりを交わし､危ない

綱渡 りをした･･･｣｡この論は実に当を得たもので､友人としての義理があっても､少

しも隠しだてしなかった｡

柳宗元の ｢許孟春に寄する書｣を鉄道のいうように読めるか疑問であって､この書

翰全体は永州の地にあって少 しでも罪を軽減されることを懇願 した趣旨のものであ

る｡｢劉氏悪文｣に至っては貞元二一年､まさに王叔文の陣営にあった最中の作であ

るから当然のことだろう｡顧衆武が ｢恩を希い罪を飾るの文Jと断じた (『日知録』

巻二六)｢貞符｣のような作もある｡作品はそれぞれどのような状況のヰで審かれた

ものか確認 しなければならないし､一篇の全体､また文集の全体を見れば､柳宗元も

必ず しも洪遇のいうように非を認めないわけではなかったが､柳宗元甲旗度はここで

は置き､劉南錫についてみれば､洪適は ｢子劉子自伝｣を自分の過去を取 り繕って二

王に荷担 したことを認めない､偽善的な作とみなしている｡一方､『密密筆記』(撰

者未詳｡『全虐文紀事』巻.四五)なるものには､

割高錫自樽､叙王政文事云､其官職出於政文､又復坐累､不以展詮｡
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割高錫の自伝は､王叔文にまつわる事を述べて､その官職が王叔文に与えられたも

のであり､さらにそのために連座 したことを述べて､それをはばかることもないo

ここでは ｢子劉子自伝｣･を劉南錫の率直な記述と捉えている｡『容蘭随筆』が粉飾

を指摘するのと逆に､忌みはばかるべき王政文との関係について隠さずに書いている

という｡このように正反対の見方が生じるのは､そもそも ｢子劉子自伝｣がそのよう

な書き方がされているからだo自分を取り繕うた偽善的文章 とも､忌みはばかること

のない率直な記述であるとも､いずれにも解釈可能なようなかたちに書かれているの

である｡ということは､この ｢自伝｣がいかに自分を鯖晦 しているかにはかならず､

そうい_うかたちで自分を審かねばならなかった厳 しい､困難な情況というものがあっ

たことが理解されるOにも関わらず､割高錫は自分の命があるうちにそれについて審

かねば死んでも死にきれなかったのだろう｡そこがこの ｢自伝｣の､他には見られな

い切迫した動機である｡第Ⅱ章の ｢書物の自序としての自伝｣にも､書かずにはいら

れない､やむにやまれぬ執輩の動機があったが､この自伝もまたそ うした強烈な動機

によって執輩され､その動機の強さが件晶としての強さとなっている｡真に傑出した

文学はこのように作者の書かずにはいられない､内から噴出する衝動から生まれるも

のだ｡劉南錫をして執筆に駆 り立てた動機は､自分はいったい二王の事変に関してい

かなる態度､~行動を取ったのか､自分は是か否か､それを明らかにしておくことであ

った｡彼の一生は結局この事変による挫折が決定してしまったものであるから､事変

に廃しての自分のありかたを明らかにすることが即 自分の一生､自分という人間を明

らかにすることであった｡

自分の態度､行動を説くのに避けられないのは､二王に対する自分の態度､評価の

問題である｡果たして二王を積極的に評価 し､彼 らの政治路線に賛同して加担したの

か否かOそれがこのノ｢自伝｣では口をつぐんでいるので､先に見たような見解の相違

を生じている｡二王支持を明言 した箇所はなく､む しろ碁を通して順宗と近づいたと

か､王猛の後商でそのおもかげを伝えていると自称したとか､ロ才に富んだとかい う､

王叔文の人となり~についての記述は､一般に否定的に捉えられる要素ばか りであり､

王叔文の肯定的な面は呂温､李景倹､柳宗元が評価 したという､自分以外の人を介 し

て述べられているに過ぎない｡また王政文の政治の内容については一切触れ られてい

ない｡王政文を肯定しているような記述は表面には見えないのである｡

｢子劉子 自伝｣は末尾の ｢行年七十有-｣とあるのを信ずれば､会昌二年 (八四二)､

割高錫の死の直前の作ということになる｡その年齢をしばらく保留するにしても､七

十歳の時の官位まで書き込まれているO放逐からすでに四十年近い月 日が流れていた｡

その後半生には政治的罪人の賂印はさすがに薄れ､中央に返 り咲くとまではいえない

にしても､政治犯からは解放されて普通の官人にとにかく復帰を果たした｡ 自伝が人

生の最終地点で書かれたものとすれば､年齢的にもはや出世は望めないにしても､体
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制側の立軌 こ組み入れられてからの作品なのである｡今や体制の側にある劉南錫にと

って､二王に対する肯定的な態度は取るべくもない｡では､それに加担した自分はど

うだったのか｡

二王に加わった自分の態度については､本文では肯定も否定も述べられていないが､
モし きす

銘の部分に至ると､｢人或いは計 りを加 うるも､心には症無し｣と自分をはっきり肯

定している｡二王を否定するのだとしたら､_それと行動を共にした自分についても自

ここに劉南錫の ｢自伝｣の屈折した性格がよくあらわれていると思 う｡ すでに割高錫

は二王を肯定し支持できる立掛 こはいなかった｡にも関わらず彼らに加担 した自分を

否定することはしない｡ではそのねじれをいかに整合させているか､割高錫の意を汲

み取れば､二王に加わったことは或る種の必然であった∴という認識があったのでは

ないか｡二王の集団-の参加は当時の必然が作用し､その時の自分の判断自体には誤

りはない､と断言する｡それを押 し詰めていけば､二王そのものを肯定することに当

然なるが､そこまではできない｡ただその時の情勢として･は自分の行動に非はなかっ

たと言明するのである｡またそれこそこの ｢自伝｣の最もいいたかった､いわねばな

らなかったことであろう｡ 自己否定というのは人間にとって最も困難なことの一つに

違いない｡ しかし自己否定によって人はもう一人の自分に生まれ変わるO生まれ変わ

った自分､変化を経験 した自分､そこに ｢自伝｣が生まれる｡アウグステイヌスの 『告

白』がその典型的な例だ｡宗教者の立ち削こ変わった彼は､世俗の中にあった自分を否

定する｡世俗の自分から神を知った自分-の自己の転折が自伝の動機であり､内容と

なる｡その場合､宗教者 となづた自分には神の立場 という確固とした基盤がある.自

己のアイデンティティは宗教に依拠する､神に同化することによって保証されている

のである｡劉南錫の場合も二王を根本的に否定する立場にもし立ったとしたら､過去

の自分を否定し､自己変化の過程を描き出す自伝になっていたことだろう｡ しかしそ

うだったら自伝を書 く動機そのものが浅蒋なものになってしまう｡ 痛みのない自己否

定ほど安易なものはないO彼の自伝の文学としての力は､外的に転折を強要されなが

ら内的に転折を認めることができない苦渋から生み出されているoそこにこそ F千割

子自伝｣の持っ自伝文学 としての魅力があるO

中国の自伝文学の大きな特徴として､自己の変化を描かない､自伝の中の自己の像

が常に一定しているという､西欧の自伝とは肘虻的な性質があったOその特徴を最も

鮮やかに示 しているのが､この自伝である｡自己の一定は安定を生 じ､安定は往々に

して退屈を引き起こすo 自己を厳 しく問いつめることをせず､自分町ありかたに自足

してしまうQ しかし劉商銀の自伝のように､外部の情況の変化が自己の再検討を要請

し､且つ過去の自分を否定できない､その苦渋がこうした特殊な自伝を生み出すこと

になった｡

ここに描き出されたような人間の横型は､従来の文学に見られない｡例えば屈原の
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ように体制から放逐された人間の場合､自己の正しさを敗者の立場から表明し､｢世

を挙げて皆濁 り､我独 り清 し｣(｢漁父｣)､自分一人が正しく周囲はすべて非である

という対立を浮き立たせれば､正 しいがゆえに排斥される人間の不幸な姿がはっきり

像を結ぶ｡それが中国の不遇な人士に継承さ.れてきたパターンである｡劉高鏡の場合

はこのように単純な図式におさまらない｡自己は肯定 しつつ､自己の属した集団は肯

定できない､というねじれた構造を求められ古のだ｡自己の変化､ないし自己の否定

を伴わないとい う中層的自伝の特質が､ここではこのように複雑で屈折 した自分の捉

え方を生み､且つそれが自己の変化を過去と現在の対比で述べる自伝よりずっと複雑

で奥行きのあるものにしてい~る｡

見伝文学は自分という人間を自分自身で理解 しようとする自己省察に基づいて生み

出されるが､割高錫には自分を省察しようとするよりも､自分を弁明しようとする欲

求の方が優勢のように見える｡自己省廉よりも自己釈明､それが中国の自伝文学を特

徴づける､そして西欧の自伝とは異なる性質ではなかろうか｡自己省察が過去の自分

から現在の自分-の変容を追跡するのに対して､自己釈明の場合は､過去の自分 と現

在の自_分がそのまま連続 しているoそこに変化を認めない｡中国の自伝に変容 した自

己を語るという面が乏しいこ とは､自己認識より自己釈明が優勢なことと関連 してい

る｡盛唐から中庸-の過渡期の重要な人物､元結 (七一九一七七二)が世俗の規範に

合わない自分を述べた文は､いみじくも ｢自釈書｣と題されている｡自分の生き方､

自分という人間を釈明すべく著わされているめである｡

過去の自分から現在の自分-の変容をみつめる西洋の自伝が時間を基軸としている

のに対して､中国の自伝では同一平面上における衆多と自分との対立がある｡中国の

自伝的文学はおおむね､自分が衆多と違 うことに覚醒し､衆多と異なりながらも自分

の存在を肯定しようとする動機から生まれている｡衆多と対立する自己の正当性を文

化が保証する場合､たとえば世俗の愚昧と混濁に対して己れの高遠を掲げる隠逸者な

どは､明快 で単純な自分の輪郭を措くことができるが､割高錫の場合､正当化できな

い二王集団に加捜 した自分は､士大夫の列からず り落ちてしまった存在であり､抹殺

された自分を■なんとか弁明して這い上がらねば自己の存在は政治犯 として､或いは礼

教に侍る罪人としての熔印から免れないのである｡ 末尾に ｢七十有｢｣.というように

彼の死の年に書かれたものとすれば､これを書かずには死にきれなかった割高錫の切

実な思いが伝わってく-るかのようだ｡二王と自分との関係については嘆味で矛盾 して

いるかに見えるが､その矛盾錯綜にこそ､彼の切迫した思いが読み取られるのである｡

中庸に至Jjて出現 した二つの ｢自伝｣､そこには期せず して共通する要素がある｡

それは､_陸羽も劉南錫も社会から排除された存在だったということだ｡陸羽は捨て子

という･出生において初めから既成秩序の時外にあり､劉高錫は重大な政治犯 となって

辺境の地- と追放された｡その排除は士大夫としてのアイデンティティーをもぎ取ら

れる深刻な体験であり､彼 らは自己を_奪回するために､｢自伝｣.を番かざるをえなか
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ったのである｡

① 尊者 としては蒋寅 『大暦詩風』 (上海古籍出版社､一九九ニトがこの時期への関

心を促 した最初のものといえよう｡

② ｢陸文学自伝｣は 『文苑英華』巻七九三 ｢伝｣に収められたテキス トにおおむね

従 うが､たとえば中に出てくる地名を 『文苑英華』が ｢有漢｣｢境陵｣に作る箇所な

どは､『全席文』巻四三三が ｢者漠｣､.｢寛陵｣とする_のに改めた｡

③ ルジュンヌ前掲等三一貢以下｡

⑥ 『三国志』巻ニー王粂伝法引 『魂氏春秋』､『晋審』巻匹九院籍伝などO院籍の話

はさらに槍先が岐路に泣いた故事に連なっている｡

⑤ 玄輿の出生にまつわる､説話については､薄田瑞穂 『仏教 と中国文学』(国書刊行

会､一九七五)の ｢唐三蔵の出生説話｣､磯部彰 『｢西遊記｣形成史の研究』(創文社､

一九九三)の序章 ｢『西遊記』研究小史｣､第九章 ｢唐太宗入異物静 と陳光蕊江流和尚

物語｣などを参照｡

⑥ 西脇常記 ｢『陸文学 自伝』考｣(『中国思想史研究』第四号二一九八一)は陸羽の

自伝 を中国の自伝の系譜の中に位置づけて考察した､おそらく最初の論文であるが､

そこに陸羽の出生が 『景徳伝燈録』巻二七に見える拾得の孤児伝説 と類似 しているこ

とが指摘 されているC
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Ⅶ 自負 と不 忠 一一五代 ･凋道 の 自伝 一一

一 凋道の経歴 と ｢長楽老自赦｣

五代の裾道 (八八二一九五四)といえば､めまぐるしく代わる王朝に次々と仕え､

高位を歴任して宰相の地位にも長く居座 り､乱世を密着骨に立ち回った人物として知 ら

れている｡その裾道に ｢長楽老自鍍｣と題する自伝的な作品があることも､広く知 ら

れている｡自伝の文学という観点から見ると､五代という時期にぽっんとこれだけが

自伝的作品としてのこされていること､その孤立した自伝が確道 という､文筆の臣で

あったにはちがいないが､個人を表現する文学作品は必ず しも多くをのこしていない

人物によって書かれていることO､いずれもいささか奇異な事億であるかに思われる｡

嬬道の ｢長楽老自赦｣はどのような作品であるか､それを分析することを通 して､な

ぜ碍道はこのような作品を書いたのか､そのなかにどのような士大夫像が描き出され

ているか､探ってみたい｡満道については砺波諸氏につとに 『裾道』(人物往来社､

一九六六)の著があって委細を尽くしている｡本稿の記述もそれに負 う所が多い｡

｢長楽老自赦｣はその末尾の日付によると､乾祐三年 (九五〇)､六十九歳の年の

夏に書かれているOその当時､掘道は後湊 ･牌帝の即位 (九四八) とともに守太師と

いう名誉職を与えられていたが､実際には政治の中心から離れた閑職であったQ砺波

氏は婿道の自伝執筆の動機を､長年の友であった劉審変が七十四歳の天寿を全 うして

死んだのを見て､六十九歳になった自分の死も遠くはないと感 じ､来し方を振 り返っ

てみたのであろうと推察されている｡

｢長楽老自叙｣は汚質 (九一一一九六四)『五代通録』に録 されていたというが (後

述する 『容斎随聾』による)､苑質は掘道よりほぼ一世代下の人であり､後唐 ･明宗

･長興四年 (九三三)の進士､のちに後晋の天福年間に宰相桑維静に認められて監察

御史に取 り立てられ､翰林学士 ･知制詰､知枢密院を歴任､きちに後漠､後周に仕え､

後周では門下侍郎､平章事｡蒲=国公に封ぜ られているから､裾道 と実際に接触があっ

たと考えられる｡乗に入ってからも､加侍中上右僕射､門下侍郎平章事を兼ね､魯国

公に封ぜ られ､太子大将で終わっている｡

括質 『五代遠鉄』はすでに供 し､｢長 楽老 自赦｣は現在では 『旧五代史』 (九七四

年成審)巻一二六 ･周書列伝 ･満道伝､及び -『冊府元亀』(一〇一三年成普)巻七七

〇のなかに引かれているものによって見ることができる｡現行の 『旧五代史』は諸本

いずれも晴代の栖本のために忌避が多いが､ここでは校訂を経た中華審局排印本 『旧

五代史』をもとに､原文を読んでみるD
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余世家宗族､本始平 ･長楽二部｡歴代之名寮､具載国史 ･家膜｡

余先自燕亡晋､事荘宗 ･明宗 ･閏帝 ･晴泰帝｡文事菅高祖皇帝 ･少帝｡契丹埴拝京∴

痔戎主所制､白蝶州輿文武臣僚馬歩将士蹄漢朝､事高祖皇帝 ･今上｡

顧以久g]禄位､備歴範危､上額祖宗､下光親戚.亡曾祖轟湊､累贈至太停O亡曾祖

母峯氏､･追封梁図太夫人｡亡祖轟胸､異贈至太師o亡祖母祐氏､追封呉園太夫人O亡

父詮良建､秘審少監致仕､累贈至尚書令｡母張氏､追封貌圃太夫人｡

わたしは代々仕官 してきた家柄で､もともと始平 ･長楽 (河北省)の二郡の出であ

る｡歴代の先祖の名声 ･実給は､国史や家牒につぶさに記載されているo

わたしは最初燕から逃げて晋 (後唐)に帰し､(後席の)荘宗 (九二三一九二五)､

明宗 (九二六一九三三)､開帝 (九三四)､晴泰帝 (九三四)に仕えた｡また後晋の高

祖 (九三六一九四二)､少帝 (-出帝､九四三一九四六)に仕えたo契丹が拝京を占

拠し､戒の君主に制圧されると､錠州から文武の家臣､騎馬兵 ･歩兵､将校 ･兵士と

ともに後漠王朝に帰順 し､高祖 (九四七一九四八)･今上 (障帝､九四八一九五〇)

に仕えた｡

顧みれば久しく禄位をむさぼり､数々の危樵をつぶさに体験したが､上は先祖を顕

彰し､下は同族を輝かしたのであった｡亡曾祖父の摘湊は次々追贈されて大槽に至っ

た｡亡曾祖母の雀氏は､梁国太夫人を追贈された｡亡祖父の碍桐は､次々追贈 されて

大師に至った｡亡祖母の祐氏は呉国太夫人を追贈された｡亡父の濁良建値秘書少監で

敦仕 したが､次々追贈されて尚書令に至った｡亡母の張氏は誹国太夫人を追贈された｡

伝の体裁に従って､まず始祖の記述から始まるが､その事跡は ｢国史 ･家牒｣に.記

載されているというものの､おそらくさしたる人物は出ていないだろう｡ここに名を

挙げられた曾祖父裾湊､祖父凋畑､父靖良建､三人とも､新旧五代史にはこれ以外の

箇所には見えない｡つまり漏道が高位を得たことによって追贈されたという事跡以外

に一記すべきことはなかったのであるo

続いて執筆の時点に至るまでの経歴が略述され､自分が仕えた君主が列挙されるが､

これだけでは靖道のこの時期に至るまでの行跡は追跡できない｡新旧五代史及び砺波

護氏 『碍道』などによって補ってあらましを記せば､唐 ･天祐四年 (九〇七)に幽州

節度使になった劉守光の幕下に入 り､九一-年､劉守光は国号を大燕として即位する

が､晋陰を根拠地とする晋王李克用と交戦する｡燕の劉守光は敗れ､濁道は李克用の

信任を得ていた監軍使張承業に拾われて河東節度使の巡官になる｡.李克用の子の李存

最が後唐 ･荘宗として.立つ と､婿道は翰林学士として取り立てられることになる｡続

く明宗 (李嗣軌 李存昂の弟)にはとりわけ重用され､翰林学士から新設された端明

殿学士に抜擢され､さ_らには宰相に昇るOその後､田帝､兼帯 (｢自鈷｣で ｢清春帝｣

とい うのはその年号を用いたもの)に仕える｡後晋では高祖､少帝 (-出帝)に仕え､
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郵州威勝軍節度使 として赴任 している間･に､契丹の太宗 ･耶律徳光が後晋を滅ぼし､

凋道は契丹政権から太博に任じられるが､鋸州において耶律阿苔に抗して瑛族が･蜂起

し､凋道は開封に至って後湊政権に入 り､後藻 ･高祖､隈帝 (今上)に仕えるに亘っ

た｡

略歴に続いて記されるのは､曾祖父母から父母に至るまでの三代にわたって追贈さ

れた官位である｡ それは祖先の輝かしい履歴､功旗を列挙 したというものではなく､

自分の昇官によって祖先を輝かしめたこと､自分の功唐が ｢上は祖宗を額かにし､下

は親戚を光か｣したことを示すためのものである｡続いて自分白身の記述に移る｡

余階自絡仕郎､稗朝議郎 ･朝散大未 ･銀青光禄大夫 ･金紫光禄大夫 ･特進 ･開府儀

同三司O職自幽州節度巡官 ･河東節度巡官 .草薯記､再烏翰林学士､改授端明殿畢士

宗皇帝菅高祖皇帝山懐使､再授定国軍節度 ･同州管内観察廃置等使､一馬長春宮使､

又授武勝茸節度 ･邸随均房等州管内観察塵置使｡官自振幽府参軍 ･試大理評事 ･槍校

尚書同部郎中兼侍御史 ･放校吏部郎中兼御史中丞 ･槍校太尉 ･同中書門下平章事 ･槍

校太師 ･兼侍中､_又授槍校大師 ･来中春令｡正官自行茎中書舎人､市島戸部侍郎､轄

兵部侍郎 ･中審侍郎､再薦門下侍郎 ･刑部吏部尚書 ･右僕射､三馬司空､雨在中書､

一守本官､又授司徒 ･兼侍中､賜私門十六戟､又授太尉 ･兼侍中､又授戒太樽､又授

漠大師｡爵自閉国男至開園公 ･魯圃公､再封薬園公 ･染圃公 ･燕園公 ･帝国公｡食邑

白三百戸至一帯一千戸､食賓封白一百戸至一千八音戸｡熟自柱囲至上柱乱 功臣名 白

樫邦教理期せ功臣至守正崇徳保邦教理功臣 ･安時慮順守義崇静功臣 ･崇仁保徳寧邦瑚

聖功臣｡

わたしの官階は将仕郎から始まり､朝謡郎､胡散大夫､銀青光禄大夫､金紫光禄大

ら始まり､再度翰林学士となり､端明殿学士､集賢殿学士､太微官使に転任 し､再度

宏文倍大学士となった｡また諸道の塩鉄転選任､南郊大礼使､明宗皇帝 ･晋高祖皇帝

山陵任にあてちれた｡再度､定国軍節度､同州管内観察処置などの使に任命 された｡

一度､長春宮使 となり､また武勝軍節度使､郡 ･随 ･均 ･房などの州の管内観察処置

債に任命された｡官位は摂幽府参軍から､試大理評事､検校尚書嗣部郎中兼侍御史､

検校吏都郎中兼御史中丞､検校太尉､同中書門下平茸事､検校大師兼侍中､さらに検

校太師兼中毒令に任命 された｡正官は行塞中音舎人から､再度戸部侍郎となり､兵部

侍郎､中書侍郎に転 じ､それかち門下侍郎刑部更､尚等右僕射 ･左億射七なった｡み

たび司空となり､二度中書にあり､ずっと本官を守った｡さらに司徒兼侍中に任命 さ

れ､私P弓十六我を賜った｡さらに太尉兼侍中に任じられ､ま｢た戎太倍に任 じられ､ま

た湊太師に任 じられた｡爵位は開･国男から始まり､隈国公､魯国公に至った｡それか
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ら案国公､燕国公､斉国公に封じられた｡食邑は三百戸から始まり､一万一千戸に至

った｡食実封は､一百戸から始まり､一千八百戸に至った｡鞄は柱国から始まって土

柱国に至ったo功臣名は経邦致理功臣から始まり､守正崇徳保邦教理功臣､安時処順

守義崇静功臣､崇仁保徳寧邦瑚聖功臣に至ったO

婿道 自身が授けられた任官を ｢階｣､｢職｣､｢官｣､｢正官｣､｢爵｣､｢食邑｣､｢食実

軌 ､｢熟｣､｢功臣名｣の七っの項 目に分け､それぞれについて仔細に記 している｡

砺波護氏 『唐代政治社会史研究』(同朋社､一九八六)､及び同氏 『凋道』によれば､

｢階｣は散官､品階の上下をあらわす｡｢職｣は職凱 ｢官｣､｢正官｣は職事官｡｢軌

･｢試｣･｢検校｣の付く場合は ｢官｣として ｢正官｣と区別している｡｢軌 は爵号｡

｢食邑｣は食封 (食邑)､爵に応 じて与えられる｡｢食実封｣はその実際の封｡｢熟｣

は熟官o｢功臣名｣も功練に応 じて与えられる名義であろうO

一見 してこれははなはだ風変わりな書き方であるかに見える｡この記述を奇異にし

ている特徴は､自分が官として何をしたか､どのような事態が生じたかについてはま

ったく触れず､自分が与えられた官位のみを記 していること､さらにそれを歴代の王

朝や君主を無視 して､あたかも一つの王朝に一貫して仕えていたごとく記しているこ

と､さらにまた一つの立場における ｢階｣､｢職｣､｢官｣など同時に与えられる横の

つなが りを無視 して､それぞれの項 目ごとに分けてそれを時間軸に沿って整理 してい

ること､であるO要するに宮人として自分が獲得した勲功のみを整理 しなお したもの

である｡ √こうした書き方をさせているのは､自分が賜った名誉を誇示 しようとする態

度にほかならない｡｢久しく禄位を町｣なくした､その結果を列挙 したいのである｡

この細大漏 らさぬ記述を通して見えてくるのは､裾道が自己の官歴について抱いて

いたであろう誇らかな満足感であろう｡次々と主君を換えながらもほとんど高位から

離れることのなかったという輝かしい官歴､それを逐一綴ることを通して､老葉に入

った人物が己れの経てきた人生に対 して抱いている充たされた思いが伝わってくる｡

自身の履歴に続いて､家族に記述が移る｡

先嬰故徳州声援禅譲噴女､早亡｡後嬰故景州弓高肺孫明府師碑女､累封萄囲夫人｡

亡長子平､自秘書郎授右拾遺 ･工部度支員外郎｡次子吉､自秘書省枝番郎授膳部金部

職方員外郎 ･屯田郎中｡第三亡子可､自秘審省正字授原 中丞 ･工部戸部員外郎｡第四

千幼亡｡第五千義､自秘審郎改授銀青光禄大夫 ･槍校国子柴宿兼御史中垂､充定国軍

行内都指揮使､職罷改授朝散大未 ･左春坊太子司議郎､授太常垂｡第六子正､自協律

郎改授銀青光禄大夫 ･槍校園子祭酒兼御史中垂､充定園軍節度使､時罷改授胡散大夫

･太僕丞｡長女適故兵部雀侍郎謹街子太僕少卿名絢､封番卒牒君｡三女千早亡｡二該
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~先に故の播州戸接祐活の娘をめとったが､早く亡くなった｡のちに故の景州弓高県

の明府孫師礼の娘をめとり､次々封じられて萄国夫人になったが､亡くなった｡長子

の平は秘審郎から右拾遺､工都度支員外郎に任 じられた｡次子の吾は秘審省校審郎か

ら､膳部職方員外郎､屯田郎中になった｡第三子の亡子可は､秘審省正字から､殿中

丞､工部戸部員外郎に任 じられた0第四子は幼い時に亡くなった0第五千の義は､秘

書郎から､転任 して銀青光禄大夫､検校国子禁酒に任 じられ､御史中丞を兼ねた｡定

国軍衛内都指揮住職にあれられ､職をやめると､転任 して朝散大未太僕丞に任 じられ

た｡長女は故の兵部侍郎雀術の子で､太僕少卿の絢に嫁ぎ､万年県君に封じられた｡

三女は早くに亡くなった｡二人の孫は幼い時に亡くなった｡

人物伝のなかでは､正史の列伝にせよ､墓誌銘にせよ､児女についてこうした記述

はふつ うのことではあるが､前の官位を列挙した段落から続けて読んでくると､ここ

にも子息の安穏､ないし繁栄を誇 り､満足を覚えている心情が染み出してくるかに見

える｡ そ うした印象はこの段落にも児女の事跡ではなく､子供の与えられた官位､む

すめの嫁ぎ先の官位が詳 しく書き込まれていることによって強められる｡

唐長興三年勅､薮州景城JW荘来蘇郷改薦元輔郷､朝湊里烏孝行星O洛南荘貫河南府

洛陽鯨三Jll郷塞塞里､奉曹天福五年勅､三川郷改席上相郷､畳重畳改薦中台里､時守

司徒 ･兼侍中｡又奉天福八年勅､上相郷改薦太尉郷､中台里改薦侍中里､時守大尉 ･

兼侍中｡

後唐の長興二年 ･(九三一)､痕州景城県の荘､来蘇郷を元輔郷と改め､朝瑛里を孝

行里と改め､碓南荘を河南府雄陽県三川郷霊塞里に併合する勅命がくだされた｡後晋

の天福五年 (九四〇)の勅命を受けて､三川郷は上相郷に改められ､霊姦里は中基里

に改められた｡その時､守司徒 ･兼停中であった｡また天福八年 (九四三)の勅命を

受けて､上相郷は大尉郷に改められ､中姦里は侍中里に改められたOその時､大尉を

代行 し､侍中を兼任 していた｡

二日分の郷里が名前を改められたことを記す段落Oこの地名の_変､更も凋道の功練ゆえ

のことである｡すなわちこれも ｢上顧祖宗､下光親戚｣を記す具体例の一部 として機

能 している｡

静思木表､塵及存亡､蓋自国恩､壷従家括､承訓南之旨､閥教化之源､在孝干家､

在忠子囲1.口無不道之言､門無不義之貨■｡所願者下不欺干地､中不欺千人､上不欺干

天､以三不欺盛索｡賊如是､貴如是､長如是､老如是､事親 ･事君 ･番長 ･臨人之道､

喋蒙天恕､累経難而准多福､骨陥蕃而蹄中華､非人之謀､是天之砧o六合之内有幸者､

-168ー



百歳之後有蹄所､無以珠玉含､督以時服敦､以蓮除葬､及揮不食之地而葬鴛､一以不及

干古人故｡祭以特羊､戚殺生也､督以不審命之物祭｡無立神道碑､以三代墳前不狸立

碑故｡無詣誼蟹､以無徳故｡又念自賛佐至王佐及額帯環時､或有微益千国之事節､皆

形干公籍O所著文章筋詠､国多事散失外､収拾得者､編干家集､其間見其志､知之者､

罪之者､未知衆寡莫o有荘 ･有宅 ･有肇番､有二子可以襲其業C干此目玉盤､日三省､

尚猶 日知某所亡､月無忘某所能O盛子 ･鳥弟 ･鳥人臣 ･焦師長 .農夫 ･岳父 ･有子 ･

有猶子 ･有孫､奉身即有線兵.鳥時乃不足､不足者何C不能盛大君致一統 ･定八方､

誠有悦子歴職歴官､何以答乾坤之施｡時間一巻､時飲Il杯､食味別晋被色､老安子普

代耶O老而白楽､何衆知之C時乾祐三年朱明月長崇老序云｡

初めから終わりまでを静かに考えてみると､さいわいは生者死者の双方に及んでい

る｡それは国恩によるものであり､すべて家法に従い､教えの趣旨を受け入れ､教化

の根源に関わり､家においては孝､国においては忠を抱き､口には道理に背いた言葉

はなく､門には不正な財貨はない｡磨 うところは下は地を欺かず､中は人を欺かず､

上は天を欺かず､その三不欺を根本 としてきた｡身分が低ければ低いままに､高けれ

ば高いままに､長ずれば長 じたままに､老いれば老いたままに､親に仕え､君に使え､

年長者に仕え､民に臨む道は､広大な天の恵みを蒙った｡度重なる苦難にも幸に恵ま

れ､蛮中に落ちても中国に帰ることができたのは､人のなしうるわざではなく､天の

助けにほかならない｡この世で幸福であった者は､死後にも帰する所がある｡ロに珠

玉を含ませることはなく､普段着で棺に収め､むしろに包んで埋葬し､不毛の土地を

選んで葬ればよい｡ 自分は古人に及ばないからである｡祭 りには一頭の羊を用いるの

は､殺生を戒めるためである｡命を損なわない物で集れ｡神道碑は立ててはならない｡

三代の墳墓には碑を建てることはなかったからである｡誼号を願い出てはならない｡

徳がないからである｡

また思 うに地方節度使の補佐から君王の補佐､藩鏡の主となるまで､わずかながら

も国家の事柄に役に立ったことは､みな公庫にあらわれている｡著した文章や詩は､

事にまざれて散逸 したもの以外の､収拾できたものは､家集に編恭し､そのなかに志

が表れている｡理解 してくれる者､批判する者､それがどの程度いるかわからない｡

別荘があり､邸宅があり､蔵書があり､仕事を受け継いでくれる二人の子供がいる｡

そこで 日に五たび顔を洗い､日に三度反省するが､それでもなお毎 日自分の欠乏を知

り､毎月自分の能力を忘れることはない｡人の子として､人の弟 として､人臣として､

師長 として､夫として､父 として､子があり､甥があり､孫があり､我が身一つのた

めには余 りあるが､時の世のためには不十分である｡何が足りないか｡大君のために

就- し､天下を平定することができなかったことである｡まことに次々と与えられた

職や官に恥ずかしく､乾坤の施 しに答えるすべもない｡時に春物を開き､時に杯を挙

げ､美味を味わい､音楽を鑑賞し､美しい服を身につけ､当世に安楽な老後を送って
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いる｡ 年をとって安楽に暮 らすというのは､ .これ以上の幸福があろうか｡時に乾祐三

年の歌の月､長楽老､序す｡

ほとんど履歴零のような事実の列挙を連ねてきた ｢自叙｣も､｢静かに本末を思 う｣､

最後のこの段において書き手が顔をあらわし､来 し方を振 り返った感慨力亨述べられる｡

まず記されるのは､｢慶は存亡に及ぶ｣､すなわちまたしても冒頭にいう ｢上顕祖宗､

下光親戚｣である｡それをもたらしたのは自分自身であるが､裾道はそれは ｢家に孝｣､

｢国に忠｣という俸家の教えに従ったからであるとし､自分のそうした生き方が数々

の危機にも身を全 うしえた天祐を得 られたと解説 しているOここにうかがわれるのは､

儒家的な理念に基づいて生きた士大夫であるかのようにみえるが､実はそれははなは

だ通俗的な倫理観が通底 していることを我々は読みとるべきであろう｡儒家の深い思

索を経て到達された生き方などとはほど遠 く､巷間の庶民の ｢いいことをしていれば

いい報いがある｣程度の､主体性のない卑近なレベルの処世の原理に頼っているに過

ぎない｡

続いて死後の措置について指示したあと､末尾にはまた自分の境涯についての満足

感が綴 られる｡｢身を奉 じて除有 り｣､自分個人については何一つ不足はない､ただ

｢時の為には乃ち足 りず｣､世の中-の貢献は十分でなかった､天下統一を達成 しえ

なかったのが心残 りだ､と言いいながらも､最後は再び自･足のことばで ｢白鍵｣は結

ばれる｡｢時に一巻を開き､時に一杯を飲み､味を食 らい晋を別ち色を被 り､老いて

皆代に安んずるか｡老いて自ら楽しむ､何の楽みか之に知かん｣｡読みたい時に書物

受､つまごりは日常生活のなかで人が求める快楽のすべてに恵まれている幸福を人生の

終わ りに至って得られているということを噛みしめて再び幸福感に浸っ て ｢自赦 ｣は

終わるのである｡

._この末尾に綴 られた幸福感は､白居易 ｢酔吟先生伝｣に繋がっている｡｢酔吟先生

伝｣'~に ｢性 酒を噛み､琴に耽 り､詩に淫す｣ とい う､飲酒､･音楽､詩の楽 しみであ

る｡｢自赦｣の ｢長楽老｣はその冒頭にいう郡望 ｢長楽｣に由来するのだろうが､そ

れは同時に ｢長に楽 しむ｣の意を伴ってもいる｡末尾の ｢老而白楽｣はそれを説いて

いる｡その意L味で漏道･oj｢長楽老自赦｣はかたちのうえでは､陶淵明に始まり､白居

易において定着するに至る､閑適を謳歌する自伝の系譜に連なっている｡ しかし ｢五

柳先生伝｣以来踏襲 されてきた自分を第三者のごとく言いなす形式はすでに踏まれて

いないしこさらに大きな違いは詩 ･酒 ･琴の歓びを綴 りながらも､その楽しみの性格

がまったく異なることである｡陶淵明､白居易の場合､詩 ･酒 ･琴の歓びを言明する

ことは､名利とは別のもう一つの価値が存在することの主張であった｡士大夫を義務

のうえからも欲求のうえからも縛 りつける官位の価値､官位の獲得によって得 られる

富と名声の価値､そ うした世間的なイ剛直とは別の価値が人間にはあるとい う主張を含
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みながら､俗外の価値を体現 して生きる人物像を描き出していたのだった｡陶淵明･､

白居易 らの快楽脂歌が浅薄な､或いは虚無的､剰郡的な快楽主義に流れないのは､こ

のような人間にとって重要なもう一つの価値の主張を伴って_いるからにほかならな

い｡実生活 との関わりのうえでは､陶淵明の場合は宮人としての希求を放棄 した うえ

で､白居易の場合は一応の達成を経たうえでのことであったが､いずれにしても観念

の世界で一つの別の価値を標梼 しているには違いない｡ただ二人ともそれを教条的に

述べるのではなく､酒 ･詩 ･琴の歓びそのものを唱 う､実感のあふれた蓑現をしえて

いるために､観念的な主張の提示 とは異なる､読む人を惹き付ける文学たりえていた

のだった｡

それに対 して凋道の場合は､このような ｢もう一つの価値｣にまるで無関心である｡

世俗的価値とは対時するもう一つの価値を主張することはおろか､それに対する希 求

すら含まれない｡全編を通じて流れている彼の自足感､満足感が何に由来しているか

といえば､｢白銀｣の全体を包んでいる自分の経歴-の満足､歴代の王朝において高

位を得てきた自足の念であり､いわば功成 り名遂げたことによって得られた満ち足 り

た心情を ｢老而自楽｣と称しているのである｡形式のうえでは自適の満足感を述べる

自伝の系譜に連なりながらも､その歓びの意味､自適をもたらしたものはまるで正反

対なのである｡

二 凋道に対する批判

｢長楽老自叙｣のなかでは濁道は自分の官歴に対 して誇 りこそすれ､後ろめたさな

どは微塵も覚えていないかに見えたが､周知の通 り､裾道といえば五代の王朝に孜々

と宰相を歴任 した臆面もない人物として知られている｡本人の認識と後代の評価 との

問に､このようにほとんど逆転といっていい相違が生じたのはどうしてであろうか｡

まず満道に対する評論を追跡してみよう｡

『旧五代史』では本伝の終わりにこのような記述が添えられている｡

道歴任四朝､三人中書､在相位二十飴年､以持重錠俗鳥己任､未嘗以片簡捷於諸侯O

平生甚廉槍､連至未年､開庭之内､稗狗著磨｡其子吉､尤恋狂番､道不能制､識者以

其不終令馨､成欺惜之｡

凋道は四つの王朝に次々仕え､三度中音に入 り､宰相の地位にあること二十余年､

正義を持 して世を治めることを自分の使命 とし､断簡によって諸侯を困らせるという

ことは一度もなかった｡ふだんはきわめて質素であったが､晩年に至って､家庭の内

部で､いくらか賓沢になった｡子供の凋吉は､放蕩のし放題で､濁道も抑えることが

できず､純音は名誉を全 うできなかったとして､みなそれを惜しんだ｡
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ここには ｢歴任四朝｣についてはまったく非難はされず､む しろ宰相の職務をみご

とに果たしたことが称えられ､ただ晩年に至って菅修に流れ家庭が乱れたことが ｢歎

惜｣されているにすぎない. しかし､巻末の論では､次のように云う､

史臣日､道之履行､管有古人之風｡道之宇畳､深得大臣之髄｡然而事四朝､相六帝､

可得烏忠平｡夫一女二夫､人之不幸､況於再三者哉｡所以飾終之典､不特認鳥文貞 ･

文患者､蓋謂此也｡

史臣云 う､碍道の行いには､みごとに古人の風格があり､裾道の気宇度畳には､深

く大臣のさまを得ていた｡ しかしながら四朝に仕え､六人の皇帝に宰相として仕えた

ことは､忠といえるだろうか｡いったい一人のむすめが二人の夫をもっことは､人の

不幸であるが､ましてや再三にわたってはい.うまでもない｡死後の典礼において､文

貞とか文忠とかいう誼を得 られなかったのは､このためである｡

宋 ･太宗の国宝七年 (九七四)､帝居正を中心に編まれた 『旧五代史』においては､

凋道の宰相 としての力畳を静めながらも ｢匹日朝｣に仕えたことが弔疲であるとみなし

ているDとはいえ､最上の誼を授けられなかったという程度の指摘にとどまる｡ ちな

みに凋道に与えられた誼は文恵である｡『資治通鑑考異』の引く 『五代通録』では ｢文

懸｣とする｡

ところが欧陽修 (一〇〇七一一〇七二)『新五代史』に至ると､一変 して裾道への

批判が前面にあらわれる｡その伝は分量に･して 『旧五代史』の三分の一程度に減って

いる三とも裾道の地位の低下を示 しているが､｢長楽老日銀｣にういても全文を収録

する 『旧五代史』と異なって､以下めように記 している｡

曹是時､天下大乱､戎夷交侵､生民之命､急於倒懸､道方白焼長奨老､著書数百舌､

陳己更事四姓及契丹所得階熟官爵以薦柴0日謂､草於家､忠於国､馬子､烏弟､焦人

臣､褒師長､鳥夫､烏父､有子､有孫｡時開⊥巻､時飲一杯､食味､別蜜､被色､老

安於普代､老而白楽､何楽如之o蓋英日述如此｡

この時､天下はひどい混乱のなかにあり､異民族が代わる代わる侵入 してきて､人

々の命は逆 さ吊りよりも危急な状態にあったが､満道はその時にみずから ｢長楽老｣

と号 し､数百字の文を綴って､■自分が四姓 と契丹に次オ仕えて得 られた階 ･熟 .官 ･

爵を並べて名誉なこととしたこみずからこう述べる､｢(中略)｣｡彼はこのように自

分について記 しているのである｡
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伝のなかでは直接の指弾は抑えられているというものの､ここには明らかに欧陽修

の非難が髄められている｡世の中がまだ混乱危急の折 りに､そ うした時代状況に関わ

りなく自分の栄光を噛みしめている凋道の鈍感 と厚顔をそしっているので ある｡

『新五代史』■は列伝のなかに十九巻にわた･る ｢雑伝｣が分類 されこ漏道の伝 も ｢碓

伝｣のなかの一巻に他の六人 とともに収められているのだが､その巻の冒頭には他の

雑伝の巻にはない､以下のような序が付 されている･.それは ｢雑伝｣に伝を立てられ

た人物･のなかでももっぱら凋道のみを対象 とし､そこに欧陽修の靖道に対する見解が

集中的に述べ られている｡

停日､｢確義廉恥､園之四経｡四維不張､園乃滅亡O｣善平､菅生之龍宮也｡鰻義､

治人之大法｡廉恥､立入之大節｡蓋不廉､則無所不取｡不恥､則無所不虞｡人而如此

則禍乱敗亡､亦無所不至､況爵大臣而無所不取不鳥､則天下其有不乱､国家其有不亡

者乎O予讃濁道長楽老赦､見某日述以薦柴､其可謂無廉恥者臭､則天下国家可推而知

也｡

予於五代得全節之士三､死事之臣十有五､而怪士之被服儒者以畢青白名､而宰人之

禄､佳人之囲者多夫｡然使忠義之節､漏出於武夫職卒､豊於儒者果無英人哉｡豊非高

節之士暮時之乱､蒋其世而不肯出熱C抑君天下者不足雇､而莫能致之歎｡孔子以謂 ｢十

重之邑､必有忠信｣､豊虚言也哉Q

予嘗得五代時小説一着､載王凝妻李氏事､以一婦人猶能如比､則知世固嘗有其人而

不得見也｡凝家青 ･寮之間､真鶴州司戸参軍､以疾卒子宮｡凝家寮費､一子尚幼､李

氏端其子､負其遺骸以厨｡東過開封､止旅舎､旅舎主人見其婦人碍摘一子而疑之､不

許其宿｡李氏顧天巳暮､不肯去､主人牽其簡而出之｡李氏仰天長憾日､｢我薦婦人､

不能守節､而此手鳥人執邪｡不可以一手井汚吾身｣｡即引斧 自断其管｡路人見青葉罪

而嵯非､或薦弾指､或薦之泣下｡開封声聞之､白其事干朝､官爵賜葵封癒､厚卿李氏､

両等其主人者｡鳴呼､士不自愛其身而忍恥以倫生者､聞李氏之風宜少知悦歳｡

伝に ｢礼儀廉恥は国家の四本の大綱である｡匹】本の大綱がぴんと張っていなければ､

匿は滅びて しまう｣ とい う.(『管子』牧民に ｢四維不張､団乃滅亡｡--何謂四経､

-臼砲､二日義､三日廉､四日恥｣)まことに管子のことばは立派なものである｡礼

と一義は人を治める大いなる法であり､廉恥は人を立てる大いなる節である｡けだし廉

でなければ､取るところはないし､恥でなければ､なすとこ一ろはない｡個人の身がこ

のようであれば､禍混乱敗亡が至 らぬものはないし､いわんや国家の大臣の身にあっ

て取るところもなす ところもなけれあ､天下は乱れ､国家は滅びるに違いない｡私は

裾道の ｢長楽老厳｣を読んで､栄えある身として書いている~のを見て､それこそ廉恥

なき者 といわねばならない｡すなわち天下国家がどうであるか､そのことからわかる
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というものである｡

私は五代を通･じて節を全 うした人三人､事に命を落とした家臣十五人を見つけたが､

不思議に思ったのは､儒服を身につけていにしえを学ぶことを自称 し､人の禄を承け､

人の国に任 じられている者は多いが､しかし忠義の節は､武人兵士のなかからだけ表

れ､儒者には果たしてそのような人物はいないのであろうか｡高節の士は混乱した世

の･中を嫌って､世を疎んじて外に出ようとしないのであろうか.或いは天下を治める

君主が顧慮せずに､登用できなかったためであろうか｡孔子は ｢十重の邑､必ず忠信

有 り｣とい_つたが､それは虚言なのであろうか｡

私は五代の時の小説を一筋読んだことがあるが､それには王擬の嚢李氏の事が審い

てあった｡一婦人ですらかくのごとくでありうるのだから､世間にはきっとそのよう

な人物がいながら､それを見ることができないだけだとわかるのである｡王範は育州

･帝州のあた りに住んでいたが､歌州司戸参軍となり､在職中に病死した｡王握の家

はもともrと貧 しく､一人の子供もまだ幼く､李氏はその子を連れて､夫の遺骸を背負

って国に帰った｡東へ向かい開封を通った折 り､宿屋に泊まると､宿屋の主人は婦人

が一人で子供を連れているのをいぶかしく思い､宿に泊めようとしなかったD李氏は

日も暮れようとするのを見て､立ち去ろうとせず､主人は彼女の腕を引っ張って追い

出そ うとしたD李氏は天を仰いで働巽 して云った､｢私は婦人であり_なが ら､節を守

ることができず､この手を人に執 られました0-本の手でもってわたしの身を汚すこ

とはできません｣､すかさず斧を引いて自分でその腕を断ち切ってしまった｡路傍の

人々はそれを見て輪になって囲み､嵯嘆｢した.指を鳴らすものもいるし､もらい泣き

するものもいた｡開封の知事がそれを聞いて､朝廷に報告 した｡官では薬を下賜して

その傷を封 じ､厚く李氏をいたわった｡そして宿の主人は鞭打ちの刑 とした｡ああ､

士人でありながら自分の身を惜しむばかりに恥を忍んで生きながらえるものは､李氏

の儲度を聞いて少しは恥を知るべきである｡

二乗にまみえなかった貞婦を挙げて､掘道が複数の君主に仕えた不貞を批判するの

である｡この論調は司馬光 (一〇一九一一〇八六)においても見られる｡『賢治通鑑』

巻二九一､後周 ･太祖 ･顕徳元年 (九五四)四月､裾道の死を記 した箇所に､まず欧

陽修の 『新五代史』の論を節録し､続いて司馬光の意見を述べている｡

蘇陽修論,E3､｢掩蓋廉恥､囲之四維C.四,維不張､団乃滅亡.｣確義､治人之大抵｡

廉恥､立入之大節｡ 況薦大臣而無廉恥､天下共有不軌､国家共有不亡者辛｡予讃凋道

長輿者赦､見其自適以爵柴､其可謂無廉恥者寅､則天下圃家可従而知也｡

予於五代得全節之士三卜死事之人十有五､皆武夫戦卒､童於儒者果無英人哉o得非

南都之士､悪時之乱､薄其世而不肯出欺｡抑君天下者不足頑､而莫能敏之欺｡

予嘗聞五代時有王凝着､家青 ･帝之間､薦朝州司戸参軍､以疾卒干官｡凝家素貧､
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一子尚幼､垂李氏摘其子､負其達骸以軌 東過開封､止於旅舎､旅舎不軌 李氏顧天

己暮 ､ 不肯去､主人牽其皆而出之o李氏仰天働日､r｢我薦婦人､不能守節､而此手鳥

人所執邪o｣即引斧 自断其骨｡見看病之嵯泣｡開封声聞之､白其事於朝､厚郎李氏両

等其主人.鳴呼､士不自愛其身而忍恥以愉生者､聞李氏之風､宜少知悦歳｡

臣光日､天地設位､聖人則之､以制躍立法1内有夫婦､外有君臣｡婦之従夫､終身

不改｡臣之事君､有死無式､此人道之大倫也｡苛或膚之､乱莫大蔦｡蒋質柄掘道厚徳

稽古､宏才偉畳､錐朝代遷賓､人無間言､蛇若巨山､不可特也｡臣愚以薦正女不従二

夫､忠臣不事二君B席女不正､雌復草色之美､織紅之巧､不足賢奏O薦臣不忠､雄復

材智之多､治行之優､不足貴臭｡何則､大節巳廟敏也｡道之鳥相､歴五朝､八姓二者

逆旅之視過客､朝薦仇敵､碁展君臣､易面壁辞､曾無慎作､大節如比､錐有小善､庸

足柄平｡

或以薦自虐室之亡､翠雄力率､帝王興廃､達者十鯨年､近者四三年､錐有忠智､絡

若之何｡昔是之時､失臣節者非道一人､岩得濁罪道歳｡臣愚以薦忠臣憂公知家､見危

致命､君有過則強諌力事､団敗亡則喝節致死｡智士邦有道則見､邦無道則陰､或減速

山林､或優源下僚｡今道草寵則冠三師､権任則首諸相､囲存則依遠鉄嘱､宿位素餐､

囲亡則園全苛免､迎謁勧進｡君則興亡接塵､道則富貴白如｡韮乃肝臣之尤､安得輿他

人鹿比哉｡或謂道龍全身遠害於乱世､斯亦賢巳.臣謂君子有殺身成仁､無求生害仁､､

董専以全身遠害鳥賢哉｡然則盗拓病終而千路醍占果誰賢平｡

抑此非特道之怒也∴時君亦有弄蔦｡.何則､不正之女､中土蓋以患家､不忠之人､中

君蓋以鳥臣｡彼相前朝､語其忠則反君事健､語其智則社種馬嘘.後索之君､不許不粟､

乃復用以鳥相､彼又安肯轟忠於我而能獲其用平｡故日､非特道之街､亦時君之賓也｡

(欧懐修の引用は省略)

臣光云 う､天地がその位置を定め､聖人がそれに則 り､礼法を確立し､内には夫婦

があり､外には君臣がある｡妻が夫に従 うのは､死ぬまで変わることはなく､家臣が

君主に仕えるのは､死んでも裏切ることはない｡これこそ人道の大倫である｡もしも

それを廃 した りしたら､これ以上の混乱はない｡括質は凋道を賞賛して､徳に厚く古

を規範にし､才能豊かで度量が大きく､王朝が入れ替わっても､異を唱える人はいな

い､泰山のごとくそびえ立ち､動かすことはできない､という｡卑見によれば､正し

い女は二夫に従わず､忠義な家臣は二君に仕えないものだ｡女として正しくなければ､

器量がよくても､織物が達者でも､優れているとはいえない｡家臣として忠義でなけ

れば､能力が優れていても､振る舞いが立派であっても､尊ぶに足 りないCなんとな

れば､大節が欠如 してしまっているからである｡嘱道は宰相となって､五朝八姓にわ

たって歴任 したが､まるで旅龍が旅人を見るようなもので､朝に仇敵の間柄であった

ものが､夕方には君臣の関係になり､顔や言葉を換えて､まったく恥を知らない｡大

節がこんな具合であれば､小善があったとしても､称するに足 りないa
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唐王朝が滅びてから､群雄が･闘争 し､帝王が興廃 して､長い場合でも十数年､短い

場合には三､四年しか続かなかったのだから､忠義知謀があっても､どうしようもな

い｡この時期に当たって､家臣としての節を失ったのは凋道一人ではなかった､それ

をどうして嘱道だけを費められようか､という意見もあるC卑見によれば､忠臣は自

分の家のように公を憂い､危機に際しては命を捧げ､君主に過ちがあれば強く諌め､

国が滅びれば節を貫いて死ぬものである｡智士は国に道があれば出現し､国に道がな

ければ鹿れ､山林に潜む者もいるし､下級吏員に満足している者もいる｡今､裾道は

身分の高さでは三師の華頭にあり､権力の草握では大臣たちの トップにあった｡国が

存続 している時にはどっちつかずで手をこまねいていたまま､禄を盗んでいるだけで

あり､国が滅びればなんとか免れて身を全 うしようとし､新政権を迎え入れて即位を

勧めるのである｡君主の方は次から次-と興亡を繰 り返すが､凋道はというともとの

まま富貴を保っている.これこそ軒臣として非難されるものであって､ほかの人と比

べ_るこ'とはできない｡掘道は乱世にあって被害を避けて身を全 うし､これもまた賢で

あるという人もいるが､私は君子は身を殺 しても仁を成すものであって､命を惜 しん

で仁を失 うものではないと考えるO被害を避けて身を全 うしたことを賢とみなせよう

か｡ しかるに盗拓は病気で死に (自然な死)子路は殺されて塩漬けにされたが､果た

してどちらが賢であったか｡

そもそもこれは渇道だけが悪いわけではないOその時の君主にも責任がある｡なぜ

ならば､正しからざる女は､中程度の人であっても家に入れることは恥じ､忠義なら

ざる人は､中程度の君主でも家臣とするのを恥 じるものだ｡彼は前の王朝に相を務め

て､その忠義 という点でいえば君主に背いて仇敵に仕えたことになり､その知謀につ

いていえば国家は廃嘘 となった｡あとの君主は､諌することもせず棄てることもせず､

また取 り上げて宰相としたのである｡彼はまたこちらのために忠を尽くそうとし存分

に使えるであろうか｡それゆえに凋道だけが悪いのではない､その時の君主もまた費

任があるというのだ｡

司馬光の論評は欧陽修の意見を承けながらもさらに強く裾道を論難する｡複数の君

主に使えた不貞を指弾するにとどまらず､宰相として無能であったという非難が加わ

えられている.そしてさらに満道一人を批判するにとどまらず､そ うした凋道を重用

した君主にも茸任があると批判を進める｡その後の裾道に対する見方が無節操な人物

の鼎型 とするの･は､軟陽修､司馬光が彼に加えた批判によって大勢をほぼ確立したと

みてよい｡

三 橘道を肯定する意見

欧陽 修 ､ J 司馬光らが凋道の行跡を不忠として批判するのとは逆に､北宋中期におい
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ても濁道を肯定する立場もなかったわけではない｡王安石 卜 〇二一一一〇八六)が

その一人である｡『五代詩話』巻二､碍道の免では 『宋類苑』を引いていう､

世讃漏藤王道､依阿訴随､不能死節｡王荊公雅愛道､謂其能屈身以安人､如藷傭菩

薩行｡-･･･

世間では藩王濁道を､へつらって善悪をわきまえず､節に死ぬことができなかった

と非難するが､王荊公ははなはだ凋道を好み､我が身を曲げても人々に安定をもたら

したのは､諸･仏菩薩の行いのようだと言っているD --

満道に対する見方が欧陽修 ･司馬光と王安石 との間で対立しているのは､両者が現

実の政治の場で対立する立場にあった事実と対応 しているかに思われる｡ 単純に対比

すれば､欧陽修 ･司馬光は理念を高らかに掲げ､_理念のもとに政治を執 り行お うとし

たのに対 して､王安石は現実から出発 し､現実に可能な範囲で実行に取り組むという

違いではないか｡しこの相違が､満道を忠という理念に障るとする欧陵修 ･司馬光と､

混乱の時代において安定を実現しえたとする王安石との違いを生み出しているのでは

ないか｡

王安石のような肯定派がいたとしても､一般にはすでにその時代においては裾道は

非難の対象であったようだ｡蘇蹴 らとト引ま同時代の人である呉虚厚 (?-一〇九三?)

の 『青箱雑記』は､哲宗 ･元祐二年 (一〇八七)の序をもつもので､凋道の死から百

三十年あま りのちの記録になるが､濁道について以下のような記述がみえる｡(李裕

民点校､一九八五､中華審局排印本による)

世蔑道依阿訴随､事四朝十一帝､不能死節､而余嘗采道所言輿其所行､参相考質､

則道未嘗依阿訴随､其所以免於乱世､蓋天幸耳｡石菅之未､輿虜結穿､憾無敢奉使者､

少主批令宰相選人､道即批奏､｢臣道 自主｣｡畢朝朱色､皆以謂堕於虎口､両道尭生

還｡又彰門卒以道鳥索己､~欲兵之､湘陰公日､｢不干此老子事｣O中亦獲免｡初､郭

威道道迂湘陰､道語威日､｢不知此事由中否O道平生不曾妄語､莫近道烏妄語人｣｡

及周世宗欲収河東､自謂此行若太山塵卵､道日､｢不知陛下作得山香｣｡凡此皆推誠

任直､委命而行､即未嘗有所顧避依阿也｡亦顔主管間道､｢寓姓紛紛何人救得｣｡両

道碇一言以封､不膏活生畳百乱 蓋俗人葎見遣之述､不知道之心､道連濁心情､茸世

俗所知耶｡余嘗興宮文忠公論道之鳥人､文忠日､｢此孟子所謂大人也｣｡(拳二)

世間では確道は阿訣追随して､四朝十一帝に仕え､節に死ぬことができなかったと

非難するが､しかしわたしが裾道の言ったこと､行ったことを取 り上げて､考えてみ

ると､碍道は決 して阿訣追随したわけではなく､乱世において身を全うしたのは､運
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がよかったのである｡石氏の復晋の末､寅独 (契丹)と盟約を結ぶのに､恐れて使い

に出ようという者がいなかったが､少主が宰相に人選を命 じると､凋道は ｢わたくし

自身が参 ります｣と答えた｡朝廷全体が顔色を変えて､誰もがそれは虎の穴に落ちる

ようなものだと思ったが､しかし濁道は結局無事帰っ･てきた｡彰門の兵卒は裾道が自

分たちを売ると思って､殺そうとしたが､湘陰公 (劉賛)が､｢この老人には関わり

のないことだ｣といって､殺されずにすんだO先に､郭威は濁道を遣わせて湘陰公を

迎えさせたが､凋道は郭威に､｢この事は衷心からのことでしょうか｡裾道はふだん

からでたらめを言ったことはありません｡わたくLにでたらめを言わせないでくださ

い｣と言った｡後周の世宗が河東を没収しようとした時､その出兵は太山が卵を押 し

つぶすようにたやすいものだと思ったが､漏道は､｢陛下は山になれるのでしょうか｣

と言った｡_およそこうした例はみな誠実実直で､運命に身を委ねた行動であ り､計葬

して避けた り阿親したりしたことはなかった｡また実数の主が裾道に､｢振乱 した世

の中を誰が救えるのか｣と尋ねたことが､あった｡凋道はそれに一言で答えたが､百万

の人々の命を救っただけではなかったのであるム俗人はただ漏道の行跡を見るだけで､

満道の心のなかを知らない｡濁道は行跡は不純でも心は清 らかであるのを､世俗の人

は知 ら-ないのだ｡わたしは富文恵公 (富弼)と裾道の人物について論 じたことがあっ

たが､文恵公は､｢これは孟子の言 う大人というものだ｣と言▲った｡

呉虞厚は具体的な事例を挙げて､濁道が掃行の人でないことを論 じるが､その冒頭

に ｢世は競る云々｣と前置きしているように_､巧みに保身して歴代王朝を渡 り歩いた

節操のない人物 というのが､一般の見方としてすでに定着 していたのである｡それが

通行の見方だったからこそ､呉虞厚は凋道の阿訣追随しなかった事例を挙げて､靖道

が主君に対して諌言､苦言を呈していることを示 している｡

重安石､呉塵厚などの凋道肯定の論調は､すでに漏道を不忠とする見方が定論 とな

った上で､敢えてそれに異を唱えたものといえるが､時代を遡ってみると1宋初にお

いては裾道の経歴は必ず しも非難の対象とはなっていなかったようだ｡砺波護氏が挙

げている例では､宋初の儒者であった胡理 (九九三一一〇五九)は凋道の官人 として

の力丑 と業績を高く評価 している (『河南程氏遺著』巻四)o胡理は教育者 としての

功旗が知 られ､一時は礼部の人士の半数は彼の門下生であったとい うほどの人が､儒

者の立場から裾道を不忠としなかったのである｡

洪遁 (一一二三一一二〇二)『容斎随筆』の記述からも､宋初においては裾道を批

判する風潮はまだ生まれていなかったことが知 られる｡その三輩巻九には凋道の ｢長

楽老自叙｣を節線し､それに続けて王蒋 (九二二一九八二)の事例を挙げている｡

凋道薦宰相虚数朝､常漢障帝時､署長楽老自叙､云､｢余先日燕亡蹄河東､事荘宗

･明宗 ･魔帝 ･清春帝 ･菅高祖 .少帝 ･契丹主 ･湊高祖 ･今上｡三世贈至師博､階自
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帰仕郎至開府儀同三司､職自幽州巡官至武勝軍節度使､官自試大理評事至兼中書令､

正官自中書舎人至戎太伸 ･瑛太師､粛自閉国男至開園公O孝於家､忠於園､口無不道

之言､門無不義之貨､下不敗於地､中不欺於人､上不欺干天O其不足者､不能烏大君

敦一統 ･定八方､誠有髄干歴官､何以答乾坤之施｡老而自棄､何無知之｣｡道此文載

於箔質 『五代通録』｡欧陽公 ･司馬温公嘗証静之､_以薦無廉恥臭｡玉梓自周太祖之末

鳥相､至園朝乾隆二年罷､嘗作自問詩､述其蹟歴､其序云､｢予年二十有五､畢進士

甲科､従周祖征河中､改太常丞､登朝時同年生尚未揮褐､不日作相｡在廊廟凡十有一

年､歴事四朝､去春恩制改太子太保D毎息非願､歯此柴遇､十五年間遂蹄極品､儒者

之幸､殆無以過｡今行年四十三歳､自･朝請之暇､但婁居諦俳書､駄詠承平､困作自問

詩十五章､以志本末｣｡此序見三朝史本俸､而詩不侍､頗兵長染蔵相類､亦可議也｡

濁道は宰相 としていくつかの王朝を歴任し､後湊 ･隠帝の時に､｢長楽老白銀｣を

著わ してい う､｢--･｣｡掘道のこの文は箔質の 『五代通録』に載せ られているが､

欧陰惨､司馬光はそれを恥知らずだと非難 したことがあった｡王将は後周 ･太祖の未

年に宰相 とな り､采の乾徳二年に至って辞任 したが､｢自問詩｣を作って､自分の経

歴を述べ､その序にいう､｢わたしは三十五歳で進士甲科に畳第し､後周の太祖に従

って河中を征伐 し､太常丞に転任 し､朝廷に入った時には同年の人たちはまだ官に就

いてもいなかったが､ほどなくして宰相となった｡朝廷にいること十一年J四朝を歴

任 し､昨年春には恩制によって太子太保に改められたoつまらぬ身でありながら､こ

の栄誉を得たことを常に思い､十五年の間にとうとう最高の地位に昇ったのである｡

儒者の幸せ､これに過ぎるも■のはなかろう｡今､年は四十三歳になり､参内の余暇に

は､くつろいで仏典を読んだり､太平を歌ったりするばかりであり､そこで 『自問詩』

十五章を作って､終始を記す｣｡この序は 『三朝史』本伝に見えるが､詩は伝わらな

い.｢長楽赦｣とよく似ているもので､これも論 じるべきである｡

王博の ｢自問詩｣_は洪蓮の時にすでに見られなかったしというが､その ｢序｣も今で

は 『容斎随筆』がここに引くのが唯一の資料である｡｢序｣から伺 う,限り､王樽の ｢自

問詩｣は洪蓮のいうとお り､嘱道の ｢自叙｣とはなはだ類似 したものであった-と思わ

れる｡咽 朝｣に仕えて位､人臣を極めたという行跡のみならず､その行跡に対して

白骨 が深い満足を覚えているところが共通するのである｡王樺は 『来.史』巻二四九の

伝によると､父の耐 ま復晋の時に郡の小吏からその才覚によって身･を起こし､後藻の

時に三司副使､後周では刺史を歴任､乗に入っても宿州防御任 となるなど､五代から

朱に至る時期に巧みに世を渡った｡王樽の方は後湊 ･乾祐元年 (九四八)に進士甲科

登第､以後の官歴を記せば秘書部から後周の太常丞､席順の初め (九五一)に左諌義

太夫､枢密直学士｡二年に中書舎人､-翰林学士〇三年､戸部侍郎を加えられ､端明殿

学士｡後周 ･太祖臨終に中書侍郎 ･平章乱 世宗即位 して兼礼部尚番､監修国史｡顕
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徳六年 (九五九)､参知枢密院事｡恭帝の時に右僕射｡未に入っても名誉職を与えち

れて司空に進み ､ -乾徳二年 (九六四)以後は太子太保､太子太博､太子大師などの名

誉職を歴任 して祁国公に封じられて生涯を終えている｡官歴を審き抜いてみるだけで

も､王将が五代から采にかけて高位を歴任 したことがわかるO采 ･太祖が ｢碑は十年

ったという (『宋史』本伝)ように､当時において王坤の履歴は華々しく見られてい

たのだろう｡

嘱道と似たような経歴を持っていた王噂が､橘道と同じように､自分がいくつかの

王朝に仕えて終始 して高位にあったことを誇 らしげに､そして深い自足 と√ともに綴っ

ていることは､複数の王朝に仕えることを不忠とする欧陽修､司馬光らの認識がまだ

投透 していなかったことを示 している｡

こうした認識の相違を生み出した一つは､濁道にとって ｢五代｣を王朝が次々入れ

替わった断続 として捉える意識は蒋かったのではなかろうか｡官職を列挙した箇所に

おいても､王朝の違いはまったく意に介することなく､官職だけを通 して並べていた

のだった｡五代各王朝のもとに仕えた人間も､断続性よりも連続性が目立ったのでは

ないか｡そして宋初の朝廷の重臣は､靖道､王樽に限らず､そのほとんどが五代から

継続 してきた者であった｡新 しい政権を運営していくためにも､先行王朝での経験を

もった人材が必要であったのである｡このことは宋初に限らない｡唐代の初期におい

ても国家の典礼 ･制度を整え､文化国家たるべく事業を起こすのに用いられたのは､

南朝を経てきた人材であった｡南朝においても次々替わる王朝に次々仕えてきた官僚

･文人はそのことによって批判されてはいない｡単一の王朝に対して忠誠を尽 くす傾

度が士人の節義 として確立されるためには､来建国後､百年近くの安定を経ることが

必要だったのである｡②

一つの王朝に殉 じる操を士に要求する考えが､欧陽修､司馬光に至って明白に表明

され､且つそれが浸透するに至ったのは､北宋中期の時期において士大夫の理念が確

立 してくることと~平行する現象であろう｡それは儒家の思想を基準 としたイデオロギ

ーの確立したことを意味 している｡凋道に対する評価が逆転 し､批判的な見方が士大

夫の･間でふつ うになるのはそうしたイデオロギーを反映していると考えられる｡ しか

し歴史上､二朝に仕えた人物としてさらに著名な人物､揚雄に対する評価の転倒 はそ

れより遅れるようだ｡凋道に対して上述のような厳しい批判を呈した司馬光も､壊雄

に対 しては､『資治通鑑』巻三八､王昇天鳳五年 -(紀元後十八年)､すなわち､場雄

の死の記述に際して以下のよう~にいう､

是歳､揚雄卒｡初､成帝之世､雄鳥郎､給事黄門､輿芦及劉秀並列｡哀帝之初､文

典蓋緊同官｡葬 ･賢窺三公､碓傭人主､■所蕗其不抜擢､而雄三世不仕官D及弄客位､
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雄以菅老久次､轄鳥大夫｡悟於勢利､好古菓道､欲以文章威名於後世､乃作太玄以綜

天地人之道｡又見諸子各以其智舛馳､大抵証醤聖人､即鳥怪迂ヾ析粋筋辞以擁世事､

維小帯､終破大道而惑衆､使洩於所闇市不日知其非也､故人時有間雄者､常用牡鹿之､

戟法言｡用心於内､不求於外､於時人皆忽之､唯劉秀及箔達敬蔦､而短評以薦絶倫､

錐鹿侯芭師事若｡大司空王邑 ･納言腰尤聞雄死､謂桓課目､子宮稀換雄藩､豊能樽於

後世平｡評日､必侍､顧君輿評不及見也｡凡人臓近而食違､親見場子雲禄位容貌不能

動人､故障其馨.昔老聴著虚無之言両潜､薄仁義､非頑華､然後好之者尚以岳過於五

経､自漢文 ･景之君及司馬遷皆有是言O今楊子之書文義至深､両論不許於聖人､則必

度越諸子英｡

是の年､揚雄が卒した｡先に成帝の時代に､揚雄は郎 となり､結審黄門となり､王

葬や劉秀 と厨を並べていた｡哀帝の初期には､また童賢 く『漢書』巻九三)と同官で

あった｡王葬と重野は三公になり､権勢は君主をも傾け､推薦する人物は必ず抜癌さ

れたが､しかし揚雄の方は三代皇帝が代わっても官を移ることがなかった｡王芹が甚

奪するに及んで､揚雄は年を取って長い間同じ官に居続けていることから､大夫に転

じた｡権勢利益に無欲であり､古代を好み道を楽しみ､文章によって名を後世にのこ

そうとして､太玄を作って天地人の道を総合した｡また諸子はそれぞれ良分の考えに

よって反 目し､多くは聖人をそしり､奇怪な説を作って､論弁を弄して世の中の事を

歪めてしまい､ちょっとした論弁であっても.､結局は大道を損なって衆人を惑わし､

耳にしたことに溺れてそれが誤 りであることに気づかなかった｡そこで揚雄に問う人

がいると､いつも正しい法則によってそれに答え､蔭言と称 した｡内面の追求に心が

けて､外部に求めることはせず､当時にあっては人はみな彼を軽視したが､ただ劉秀

と荘退だけは敬服 し､そして桓評は比類ない人物だとみなして､錐鹿の侯苦は揚雄に

師事 した｡大司空の王邑 ･納言の戯尤は壊雄の死を聞くと､桓評に言った､｢あなた

は常々揚雄の著作を寮費していましたが､後世にのこるでしょうか｣O桓評は言った､

｢必ずのこります｡ただあなたもわたしもそれを見られませんCいったい人は近いも

のを軽蔑 し､遠いものをありがたがるものです｡身近に揚雄の位階とか容貌が人を感

動させないのを見て､そのために著件を軽蔑す_るのです｡昔､老聴は虚無の言雨筋(『道

徳経』)を著 し､仁義を樫んじ､礼学を否定しましたが､そのために老子を好む者は

五経 よりも優れているとみなし､漢の文帝 ･景帝といった皇帝や司馬遷もみなそうい

うことを述べています｡今､揚雄の著作は意義至って深く､その論は聖人とたがうも

のではありませんから､必ず諸子を越えることでしょう｣｡

すなわち司馬光は壊雄が王葬政権に仕えたことを不忠として捉えることはせず､低

い官位に長 く沈んだままだったので取り立てられたのだと解釈 し､揚雄が名利に無頓

着だっ/た面を強調する｡
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神宗が司馬光を翰林学士に取 り立てようとしたのを固辞すると､神宗は古来､文と

学との双方を身につけた人士は少ない､漢では重仲野と揚雄だけだ､君は双方を備え

ているからと説得 している (『宋史』巷三三六司馬光伝)が､そこにも一般的に抜雄

は非難されるべき対象とされていなかったことがわかる｡

揚雄が二君に仕えたことに対する批判は程願､蘇拭などからぽっぽっ表れ､周知の

占うにやがて朱貢の ｢葬の大夫場雄卒す｣(『通鑑綱目』)によ･つて失墜を決定的にす

るのだが､⊥凋道に対する非難よりも遅れるのは､揚雄にはその変節よりももっと大き

な蕃義が末代前半にはあったからであろう｡すなわち韓愈以来､道銃のなかに揚雄が

組み込まれ､韓愈を継承する古文家にとっては聖人に次ぐ存在であった｡場雄 と古文

家との関わりについては､さらに考えるべき問題を含んでいるが､宋初において復古､

古文を唱える人々にとって必要な存在であったことは確かである｡ 古文家にとっては

復古の意義が重要であったが､理学の形成においてはそうでない｡そのために壊雄は

理学の浸透とともにその地位を低下させていくのだろう｡

Eg 凋道はなぜ~｢白鋲｣を寄いたか

ところで､初めに記 したように､満道は朝廷における公的な文章の書き手として重

用されたものの､個人にまつわる詩文においては多くをのこしていない｡その彼が ｢長

楽老 白 魔 ｣のような自分 白身を記 した作品を書いているのはなぜだろうか｡もしその

時代が二君に仕えないことを士大夫の節義として重視していたならば､それは自伝の

系譜のなかで自分を釈明するたぐいの伝になっただろう.｡政治犯の熔印を押された劉

高錫が.晩年に奮って自己を弁明した ｢子劉子自伝｣を書いたように､歴代王朝･に仕え

た自分を正当イヒするために裾道も自伝を音かざるをえなかったことだろう｡ しかし上

に見たように当時においてそれは決して不忠とみなされていたわけではなかったし､

何よりも ｢長楽老自叙｣･の本文そのもののなかにそ うした自己弁明の口振 りはまった

くうかがえない｡むしろ逆に変転きわまりない時代に翻弄されながらも常に高位を得

て､･それによって父祖一族にまで栄誉をもたらした自分の来し方に深い満足を覚えて

いる気分が全体にあふれているのである｡自足の感情を綴るという点においては､白

居易の .｢酔吟先生伝｣に代表される隠遁者の自伝につらなるのだが､自足をもたらし

ているものが ｢酔吟先生伝｣型自伝においては公的生活と対峠する個人的生活の歓び

を語るものであるのに対 して､濁道の ｢自鋲｣は公的生活における達成に起因してい

るのである｡漏道をして ｢自叙｣の輩を執 らしめた動機は~､高い栄誉を得た歓び､そ

の自足感を表出したいことにあったとしなければならない｡塙道にそのような満足感

を与えたのは､_ほとんど何の後ろ盾もない出身でありながら､それにもかかわらず､

官位が人臣を極めるに至った境遇の上昇であろう｡来し方を振 り返って彼が感慨に満

足しながら浸ったのは､思いも掛けぬ出世をしえた自分の経歴があっ､たからである｡
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これは濁道 とともに挙げた王漸 こも共通している｡王将もその父はもともと郡の小

吏にすぎなかったo王樽の場合は父親も才覚によってかなりの官を得るに至っている

に~しても､当初には予期もしなかった地位にまで昇ったことは凋道と同じであるO五

代 ･宋初という安定しない時代であったがゆえに､能力と努力によってこうした出世

の道が開かれていた､その過程をみごとに登 り切った自分自身に嘱道も王博も己れ自

身に酒屋を覚えるのであるo 西欧近代において自伝文学が登場する一つの契機は､フ

ランクリンに代表されるサクセス ･ス トーリー型の自伝であったが､濁道の _rE]赦｣

も自分の経歴を顧みることによって自分という一人の人間の存在を深い自足感ととも

に顧みる､そ うした態度から生まれていると考えられよう｡

必ず しも卓越 した表現者ではない裾道の ｢自鉱｣が､なぜこの時期の突出した作品

としてのこるかという問題については､白居易との関連を考えれば納得が行くO五代

から宋初にかけて､白居易は文学の代表として広く浸透していたのである｡宋初には

後年 ｢自体｣と称される詩が流行 したことがあるが､それも先行文学のなかから白居

易が選択摂取されたというより､当時通俗的なレベルにまで滴漫していた文学の代表､

白居易を模倣 したものにすぎない｡それも訊諭に属する文学よりも閑適ないし感傷に

属する文学の模倣であった｡裾道の ｢長楽老白銀｣も白居易の ｢酔吟先生伝｣という

器に､質的には異なる自足の念を盛 り込んだものであり､表現の歴史に創造的な要素

を付け加えたものではないoやはり表現者としては特別な存在ではなかったであろう

王樽も､｢白銀｣という様式ではないにしろ､同じような満足感を表す作品を書いて

いたということも､満道の ｢自鉱｣が決して唯一無二の作品ではなかったことを教え

てくれる.

自己の達成 した栄達に満足を覚えるというのが､外部から与えられた俵侍に起霞す

るも■のとしたら､裾道の内面に限っても満足は与えられている｡それは裾道を支えて

いる処世の基準が確かに報いられたという自足の念である｡子として親として臣とし

てあるべきかたちを自分が実践しえた､その報いとしてこのような地位が与えられた､

栄誉は自分の値度によってもたらされたのだとする満足感である｡ しかしながら裾道

が拠 り所 とした規範は､ごく日常的な､卑近な道徳親に過ぎない｡儒家としてその意

義を思索するといった憶度からはほど遠く､日常倫理 として与えられている徳 目をき

っちり守ったというだけのことだ｡ここにはまだ末代士大夫の理念は確立していない

のである｡

o 掘道の作品は 『全唐文』巻八五七に十一薯､『唐文拾迫』巻四七に一潜が収められ

ているが､｢長楽老白銀｣一潜以外はすべて朝廷における公用文である｡また詩は､

『全唐詩』巻七三七に五首の詩と残旬､『全唐詩続補遺』巻一四に一首がのこるO
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① 裾道に対する評価･の転変については砺波護氏 『裾道』にそれ以後も含めて述べ ら

れているが､ここでは北来中期までに限定した｡
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Ⅷ 宋代初期における士大夫の自己認識

一一王高額の自伝詩一一

一 宋代士大夫のミニモデルとしての玉稿僻

科挙に合格するこ~とが官に就くための最も一般的な手原となった宋代は､士大夫と

い うものが確立 した時期 と考えられている｡このような士大夫は自分をどのように認

識 し､それをどのように表現しているのか｡ここでは宋初の王南悟 (九五四一一Ot)

-)の場合について見ていきたい｡王南保を取 り上げるのは､彼の出自と経歴が末代

初期における士大夫の一つ･の典型を示し､且つそれがそゐ後の宋代の士大夫たちにと

って一つの模範 として意識されたと思われるからであるO-つの典型であるとい うめ

は､以下に述べるように､王高騰は家系の後ろ盾を持たず､･自分の能力と努力､そし

みながらも朝廷の中心で活動したという宮人としての経歴が､のちの末代士大夫にお

いては普通になるかたちをすでに示しているからである｡官歴だけではない｡彼の思

想的な態度､儒家の息憩を根幹として王朝を補佐 しようとする意織は､後癌する士大

夫の中心的な人々のそれと共通するものをすでに雛形として備えている｡⊥文学の場に

おいても､のちに欧陽修らによって定着する古文の早い時期の主唱と実践など､宋代

士大夫に広がる-備向が様々な面において王高牌のなかに懐胎されているのである｡

しかしながら､古文復興の主張という点については､王高騰に限らない｡北宋初期

には柳閏も~いるし､穆債もいるO-寒門の出身という点でも､この時期では王南僻は決

して希少な例ではないだろう｡にもかかわらず､王高僻が後代から言及されることが

とりわけ多く､宋代初期の士大夫めモデルと意識されたのはなぜだろうかQそれには

やはりL王寓僻が農民の豪から官界に入 り､高い官位にまで至ったという､官人として

の ｢成功｣が､典型的な物語 として受け入れられるのにふさわしからたのであろう

きな存在ではない｡次の時代に輩出する欧陵修､王安石､蘇蹴などを知っているわれ

われにとって､王南保はそれだけで十分な意味をもつものではない｡とくに文学にお

いては､接続する文学者 と到底肩を並べられそ うにない｡.むしろ彼の文学の凡庸さは

時にわれわれを退屈にさせる｡しかし■ながら､ふつ うの人物だからこそ､却ってそこ

に末代士大夫の典型的な姿を見ることができるかも知れない｡突出した存在は時代の

総合的把握､平均的理解を必ずしも助けるものではない｡それ自体の-文学的価値は高

くないにしても､そこに宋代初期の士大夫のありかたを見る尭 めには､それなりの意

義をもつのである｡
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王南僻は詩文のなかでたびたび自分の人生を振 り返っている｡ それは彼が自分の人

生にとりわけ関心を抱き続けるタイプの人であったことを示 しているが､そのように

繰 り返 し己れの人生を語るとい うことは､望族の出でない彼が異例の昇進を遂げて官

界に躍 り出たというその行跡が､彼自身にとっても大きな意味をもつ､語るべき題材

であったことを示 している｡そ うした自伝的言連のなかでも､代表的なものは三十九

歳の時に書かれた ｢諦居盛事一百六十醜｣である｡実際の句数は三百二十句には至 ら

ず､三甲十六旬で終わってはいるが､それにしてもはなはだ長いこの詩を読みながら､

そのなかに彼のどのような自己認織があらわれているか､見ることにしたい｡四十七

年の生を生きた王高僻にとって､これは自分の人生を最後に総括 したものではない｡

その後も彼は官界において浮沈を繰 り返すことになる｡しかし､人生を回顧する言述

を少なからずのこしている王南隣ではあるが､｢請居盛事｣詩ほど長い作品は以後に

はなく､これを彼の代表的な自伝作品として中心に据えることにしよう｡王高僻にお

いてかくも長い詩がほかにないだけでなく､中国の文学全体のなかに据えても､詩の

形式で自分の人生を振 り返った作品として､これに匹敵する長さは他に例を求めにく

いだろう｡少なくとも丑的には中国の代表的自伝詩といって差 し支えない｡

韓化二年 (九九一)､王高構早ま尼道安の密告事件に巻き込まれて､知制話を解任 さ

れ､商州団練副使に左遷 された｡｢滴居盛事｣詩が書かれたのは､翌淳化三年 (九九

二)､商州においてである｡朝廷を追わ.れた際にそれまでの人生を振 り返るとい うこ

とは､屈原の ｢離騒｣は措くとしても､古 くは貿誼の ｢胸鳥賦｣なども挙げられよう

が､それは回顧 とい うより現在甲心境を語ることに重きがあるもので､自伝的な性格

はさほど強くない｡至高牌の ｢蘭居盛事｣詩により近い先行例 としては､韓愈の ｢解

索有軌 詩が想起されよう｡一度は柳宗元､劉高錫と同じ(､王佐 _･王叔文によって

軍用された韓愈は､その原田は今 日でもさだかでないが､貞元一j1,午 (八〇三)､突

如として陽山に左遷 された｡陽山塾居中の貞元二一年に作ったのが ｢醇密にて償い有

り｣の八十句にのぼる詩である｡そこでは幼少の時からの自分が時間に沿って記述さ

れ､十分に卑伝的な性格を備えている (第Ⅴ章参照)｡

人はなぜ流南の地で自伝的な詩を作るのだろうか｡いうまでもなく､挫折は自分の

人生を振 り返る契機である｡ 順調に栄進 していたなら_ばその必要もなく､そ うした気

持ちにな考こともないだろうが､人生行路が突然中断さ.れた折 りにそれまでの軌跡を

たどって鞍ようとい う思いが生じることは､ごく自然な中の動きであろうOそり際､

軌跡に突然_の変化を生じたゆえんをそれまでの直線のなかに探ろうとするならば､そ

れはかなり内省的な自己省察となるO が､左遷 された時の自伝詩のなかに見られるの

は､排斥された者の憤藤であり､.自分を排斥 した者に対する怒 りである｡それを高ら

かに歌い上げること甲なかには､自己の潔白を周囲に向かって表明しようとする意図

が明らかに見えるD中国の自伝的文学が自己省察よりも自己弁明に傾 くことはこれま

で見てきたが､左遷時の自伝詩こそ､それを端的にあらわしている｡ いわば潔白の証
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明として､詩人は来し方を述べることを通して､自己の正しさを主張するのである｡

王南僻の ｢繭居盛事｣詩では､詩句の間に頻繁に ｢自注｣が差し挟まれているが､そ

のこともこれが単に自分の憤潜のはけ口として吐露されたものでなく､他者に向かっ

て理解を求め､声高く自分を表明しようとしていることを証している｡

憤藩をぶちまけ､自己の正当性を主張するためには､詩が長くなるのは必定である｡

韓愈の ｢JW蘭有償｣が八十句によって展開されることも十分に長いが､重商僻の ｢諦

居盛事｣詩は三百十六句に及ぶ｡ しかもそれだけ長編の詩が五言排律のかたちを取っ

ている｡長編の律詩は杜甫に始まり､元税は杜甫を意識しつつさらに長い律詩を作っ

ていくが､王高僻が近体によってこの長い自伝詩を作ったのは､自分の文官としての

力丑を誇示 したい意図も含まれているにちがいない｡王高騰の文学上の功績としてふ

つ うまず挙げられるのは､中庸期の古文の主張を束初に再び唱えた点であるが､この

詩が内容印には韓愈の ｢鯨膏有健｣に直接連なり､形式上は元積の長編排律に連続 し

ていることは､これも王南僻と中唐文学との連続性を示しているD

｢講居盛事J詩は一旗到底という形式のみならず､内容のうえでも段落は切 りがた

く､連綿 と続いていくのだが､ここでは叙述の便宜のために､随所に切れ目を設けて､

その人生を段階ごとに追跡 していくことにする｡(テキス トは徐規氏の校訂を経てい

る 『全宋詩』巻六十四による)
1

二 書き出し･幼少時代

1 遷諦濁照緊 遷滴 さるるも濁 り幣原たり

2 襟懐 白地夷

3 孤寒明主信

4 酒直上天知

5 消息選依道

6 生涯只在詩

7 唯菖諭山木

8 吏敢詠江蔽

9 偶歎背生事

10 園恩恵拳時

襟懐 自ら坦夷たり

孤寒 明主信じ

清直 上天知る

消息 遭た道に依 り

生涯 只だ詩に在 り

唯だ昔に山木に諭るべし

証ぞ敢えて江蔀を詠ぜんや

偶たま努生の事を歎 じ

因りて思 う 志草の時

1/2 流諦 された身であっても私の心は明るく､胸中はおのずからおだやかである｡

3/4 孤独な境遇にあっても賢明な君主は私を信頼 してくれるし､私が清廉潔白であ

ることは天が理解 してくれている｡

5/6 身の盛衰は道のままに移 り変わることであるし､私の生涯は詩のなかにだけあ

る｡
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7/8 無用な木は長命､有用な木ほど早 く切 られてしま~うとい う-『荘子』(｢人間世｣)

の山木のたとえを傍 らねばならない｡ 自分は香草の江蔀だなどと~唱った りしようか｡

9/10 生涯の苦しさを嘆いたことから､学問に志した少年時代のことが思い出される｡

唱いだしの十旬｡流諭 された身であっても､心は平静な状億を~保っていることを自

他に言い聞かせるかのようにした うえで､語 り始めるO実際には穏やかならざるもの

を含むからこそ､こうした長い詩を展開していくわけだが､以下に述べていく自己の

潔白､それを証明するためにも､平静を装わなくてはならない｡

精神が安定を得てい られるのは､｢明主｣､｢上天｣から自分が信頼 され､理解 され

ているとい う確信があるからである､とい うD皇帝や天 といった支配者に包み込まれ

ているような安心感､それが状況のいかんにかかわらず､心の安定を保証する｡それ

はあたかも宗教者が自分は神に抱かれていると信 じることによって安 らぎを得るのと

似ている｡ しかし宗教者の場合には､自分 という一人の人間と神 との関係において自

己が把握されるのだが､王丙僻においては皇帝を頂点に据えた士大夫層のなかで､そ

れを成 り立たせている大いなる秩序､その秩序のなかに自分も収まっているとい う帰

属意識が､この度蕗ではさほど明瞭でないにしても､詩句を追 うごとに明らかになっ

ていく｡秩序を支えている共同体､また共同体 のなかに浸透 している共通の理念､そ

れを信 じるかぎり､懐疑は生 じようがない｡君主､上天が自分を信 じているとい うの

は､自分が自身の正 しさに懐疑を挟まないことと同義なのである｡重商僻は人生のな

かで苦境に陥るたびに､自分が皇帝を中核 とする秩序の体系に帰属 していると確認す

ることによって､失意から立ち直ろうとする｡

11 讃寄方祝典

12 下輩便捜奇

13 賦格欺顛鵡

14 儒冠蒔絵威

15 耕桑都不事

16 国井未曾窺

17 必欲鎌細富

1g 寧数梓軸批

み

書を讃みては方に奥を親

筆を下しては便ち奇を埋る

賦格は騎穂を欺き
し'?んぎ うと

儒冠は賂儀を蒋んず

耕桑 都て事とせず

園井 未だ曾て窺わず

必ず鎌細の富まんことを欲 し
あや王

寧ぞ梓軸をして 批 らしめんや

19 光陰常拓花 光陰 常に拡砿たり

20 交友壷偲偲 √交友'̀轟 く偲偲た り

21 歩辞依牡馬 歩額 班馬に依 り

22 根漁法孔姫 根源 孔姫を法とす

23 収馨秋不倦 費を収めて歌に倦まず

24 刻鵠夜忘疲 鴇を刻 して夜に疲れを忘る
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ll/12 書物を読めば事物の奥底を自分の日で見よう･とし､華を手にすれば神秘な世

界まで探ろうとした｡

13/14 隈の格調はかの禰衝の賠鵡牌をもしのぎ､高い地位を示す冠を着けることな

どは軽蔑 した｡

15/16 桑畑を耕すなどの農作業はまったく手をつけず､重仲静と同じように学問に

専念 して庭を見ることもなかった｡

17/18 読書を増やすことだけを心がけ､織物を織るような文学制作に一つの限 りも

犯さなかった｡

19/20 時間を惜 しんで常にこつこつと励み､友人たちと互いに切瑳琢磨 しあった｡

21/22 文章は司馬遷 ･班園をお手本とし､思想は周公 ･孔子を模範とした｡

23/24 革胤のように歌の蛍を集めて勉強に励み､鴇を彫るように先人を模擬 して夜に

疲れも知 らずに努めた｡

少年の勉学時代から科挙応講まで｡ここに誕生の記録がないが､｢岡極賦｣(『小畜

集』巻-｡以下､王高僻の作品は 『四部鞍刊』本 『小畜集』･『小畜外集』により､

その巻数を示す)に ｢後周席順､太歳甲寅､季秋戊子､寮に吾が身を生む｣というこ

とから､後周の世宗 ･尊徳元年 (九五四)九月十七日に生まれたことが知 られる｡席

順はその前の年に改元されているので､報徳というのが正しい｡北宋建国の七年前で

あった.

誕生や家系についてはいっさい触れず､ここに記されているのは孜々として勉強に

励む少年の姿であるO恵まれない幼少時代のなかで努力を重ねたという話は､中国士

大夫の伝に広 く見られ､ひとつの表現の型を搾 り出しているかにさえ思われるが､宋

代ではそれがかなり具体的に語られる｡王高僻の場合､かなりの字数をそれに費や し

てはいるが､それは具体的というより､まるで絵に措いたような､あまりにも模範的､

ないし月並みな様相を呈している｡先に見たように (Ⅴ章)､杜甫が自分の少年時代

を記 した詩句では杜甫ならではの個性を持出していたのを思い起こせば､王南牌の詩

人としての力量､というより､人間を捉える目の凡庸さは否定できない｡

が､書かれていることの平凡さよりも､我々を驚かせるのは､書いていしないことが

あること､書いていないことの非凡というべき事柄の方である｡ すなわち､ここでは

ごく当た り前の勤勉な少年として措くのみで､その出自についてまるで言及 していな

いのだが､周辺の資料は王南僻が士大夫の家庭に生まれ育った人でないことを示 して

いるのである｡ここで自伝詩には審かれていない彼の出自と少年時代を､他の資料か

ら探ってみよう｡重商僻の伝記資料に関しては､徐規氏の 『王高僻事迩著作編年』(社

会科学出版社､一九八二)が参考になる｡

王南保は常州舘野 (山東省鍵野)の人といわれるが､それは五代の時に移住 した地
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であったふ｢送鞠伸謀序｣(『小畜集』巻一九｡)によると､五代の戦乱で一家は分散

し､伯父も叔父も戦死 して異土に葬 られ､太夫人 (祖母)も ｢旅の途中で啓に葬 られ

た｣(｢旅葬干済｣)､そ してそのまま帝州に住み着 (ことになったとい う.移住 した

一族には所有する土地もなかったであろう｡

『宋史』巻二九三本伝に ｢代々鹿家であった｣(｢世薦農家｣)と記すのが､どこま

でさかのぼるかわからないが､父祖の名も記録 されていないのは､戦乱以前にも仕官

した家柄ではなかったのであろう｡畢仲遊 ｢丞相文簡公 (畢士安)行状｣(『酉基集』

巻一六､『武英殿緊珍版審』所収)に重商僻のことを記 して ｢粉屋の子供｣(｢磨家兄｣),

といい､『郡氏閲見後録』巷一七にも ｢その家は粉挽きで生計を立てていた｣(｢其家

以磨麺蘇生｣) とい う｡これ らの記述を併せれば､王高儀は製粉業を兼ねた農家の出

であった｡

代々官を出している家柄でない王南僻が､その後士大夫の列に登 り､中央官界に進

出したことは､末代の社会の特性をすでにあらわしている｡唐代では下級士大夫とは

いえ､父祖は地方官程度にはなっていて､｢農家｣の出身とい うのは思い当たらない｡

兼業農家の出であったとい うより､さらに驚 くべき事柄の記録もある｡王南構 ｢送

鞠伸謀序｣に､｢太夫人文旅葬干済｡当時未名二以乞巧自給､無立錐之地以息幼異､

況碑砲平｣(｢祖母は異郷の帝において葬った｡その時は名 もないので､"乞巧"によ

って生活を立て､子供係累を休ませるわずかな土地す らなく､ましてやか りもが りの

礼を行 うことなどできなかった｣).｢乞巧｣は字義通 りに受け取れば､乞食である｡

徐規氏は ｢典李宗請書｣(『小畜集』巻一八)に､｢前時家弟 自荊南乞巧以束､数 日而

去｣し｢先に弟は荊南から "乞巧" してやってきて､数 日で立ち去った｣)とあるのを

もとに､｢乞巧｣は単に友人か ら借金することで乞食ではないとい う (『重商僻事迩

著作編年』一貫)O仮に今､徐規氏の説に従 うとしても､恒産ない生活であったこと

は確かである｡ ｢読食示舎弟高垂井嘉祐｣詩 (『小畜集』巻三)のなかでも､詩的措

辞 として割 り引かねばならないとはいえ､｢汝家元寒購､自昔無生計｣(｢汝の家 元

と∴寒購､昔より生計無 し｣とい うことばが見える｡次の世代_の欧陽修､蘇拭 ら､いず

れも従来ならば朝官に立っすべのない階層の出身者が政治､文化の中枢を占めるとい

う采代の特徴が､すでに王南保の経歴に極端なかたちであらわれているのである｡

通常の士大夫の貧 しさとは異なる､このような家庭ではどのような教育が可能だっ

たのだろうか｡王南僻 自身が少年時代の勉学について記 しているのを見よう｡｢謝除

右拾遺直史館啓｣(『小畜集』巻二五)に､｢伏念某門本寒､才華不秀､郷犀星塾､従

師両線識姓名､整地寄空､力畢而精通経史｣-(｢伏 して思いますに私は元々寒門の出

であり､才能にも乏しく､村の塾において､~先生についてなんとか名前が書ける程度

であり､地面や空に事を書いて習い､努力を積んでほぼ経史の春に通 じるようにな り

ま した｣) と記 している｡ 村の学校-通 うことができるほどに､初等教育は普及 して

-190-



詩集編纂にあたって序の起草を求められたものであるが､作者を知 らないまま覚えて

いた詩が孟賓千野ものであったと記す箇所に､｢余線角之歳､就畢干郷先生.授産之

外､ 目視律詩一章｡其中有絶句云､.-･･･｣(｢私は線角の年に､村の先生について勉

強したが､経書の許義のほかに､毎日律詩一首を暗唱した｡そのなかに絶句があって､

･=-｣)｡経書を中心に詩も織 り交ぜた教育が普及 していたことは､宋代士大夫階層

の拡大の基盤 となったことは確かであるO

『宋史』本伝には ｢九歳能文｣(｢九歳の時に文が書けた｣)･､宋敏求 ｢王南保 ･神

道碑｣ (『採水紀聞』巻三引)には ｢十飴歳､能屈文｣(｢十いくつかの時には､文を

綴ることができた｣)など､早熟の文才を語る従来の語 り.口と変わらない言い回 しが

用いられるほどに､少年時代の学習という面では､出自の低さはさほど大きな障害に

ならなかったかに見える｡

彼の早熟ぶ りを伝える逸話はなおある｡撰者未詳 『古今詩話』には王南僻が五歳で

詩を作って太守を脅かせたとい う話が載せ られているo

王元之内翰､五歳巳能詩｡因太守賓白蓮､件言元之能､輿語於太守｡因召而吟一組

云､｢昨夜三更後､垣蛾堕玉替｡嘱夷不敢受､捧出碧波心｣｡又云､｢佳人方素面､封

鏡理薪粧｣O守日､｢天授也｣. (『詩話線色』前集巻二､郭紹虞 『宋詩話輯侠』上珊)

王元之内翰 (王高僻)は､五歳ですでに詩ができた｡太守が白蓮を鑑賓 した折 りに､

通判が元之の能力を口にして,それを太守に語った｡そこで召 しだして一紙を吟じて

云 う､｢昨夜三更の後､塵紙 玉智を堕とすD裾夷は敢えて受けず､捧げ出だす碧波

の心｣ ｡ 又云 う､｢佳人方に素面､鏡に射 して新牡を理む｣｡守 が云った､｢天賦の才

である｣｡

引かれた詩は､幼児の口に出たものとすれば気味悪さを覚えるが､そうした詩句を

才の顕現 として讃えるのは､酉島体の詩が浸透 していたことを思わせる｡ 自分につい

て頻繁に語っている王高構 自~身がこのことについてはまるで触れていないのだが､事

実か否かよりも､問題は ｢幼敏｣(『詩話線色』では ｢幼敏門｣に収められた話柄の

一つである)の類型にあてはめて王高牌が語 られるほどに､王高騰が一般的な士大莱

と同質 と考えられていたこと､上に見たような出自の特異さはことさら取 り上げられ

ることがなかったことである｡つまり宋人にとって王南保のように寒門から身を起こ

したことは､注 目を引くほど特別なことと認識 されていなかったことである｡こうし

た士大夫層の流動は珍 しいことでなかったのであろうかOそれよりも宋初に突出した

文学者 としての認識がこのような早熟な才を物語る逸話を生み出しているのである｡

では､幼少年時代の教育のなかで､実際にどのような本を読んでいたのだろうかo

王南僻 自身が記 しているものに 『元白集』なるものがあるo ｢不見陽城罪｣詩 (『小
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畜集』巻三)の ｢序｣に ｢予蔑見童時､党元白兵見唱和陽城辞詩､時税旺江陵､過南

山_､感陽道州而作是詩也｣(｢私が子供であった時､元白集を読んで陽城罪に唱和 し

た詩を見た.その時､元税は江陵に左遷され､南山を通って､陽道川に感 じてこの請

を作ったのである｣)｡『元白集』は元輯 ･白居易の作品をひとつにまとめた､おそら

くは簡略な本で､元白が宋初に広く流布 していたことを物語るもので､衆多の詩人の

中から元白をとりわけ愛好 したという解釈は正 しくない｡むしろ田舎の少年も蔑んだ

ほどに元白が広く巷間に行き渡っていたと考えるべきであろう｡彼が読んだ書物の名

前をほかに知るすべはないが､元白集以外に記 していないところからも､とくに記す

ほどの書物はそもそも身の回 りになかったに違いない｡

ここまでの王高儀のような少年は､当時あちこちに無数にいたはずであるが､その

衆多のなかから抜きん出て士大夫の列に加わる契機 となったのは､畢士安に認められ

たことであった｡

先に畢士安という人物について､あらましを記せば以下の通 りである｡ 九三八一一

〇〇五､本名は士元｡輩王府記墓参軍であった時に､王の名が歯元掛であったのを避

けて士安に改めた｡~字は舜琴､のちに改めて仁里｡代州雲中の人｡乾徳四年 (九六六)

の進士｡済州団練推官､売州観察推官､観察御史などを経て､薙照二年 (九八五)に

左拾遺兼糞王府記墓参軍となり､この時に名を改める｡端排中､太宗に取 り立てられ

て､知制詰o淳化二年 (九九一)､翰林学士O三年には蘇易簡 とともに知貢挙O工部

侍郎占枢密直学士を歴任して､最宗朝に産準とともに平章事となる｡『宋史』巻二八

一に伝がある｡

その長い官歴の早い時期､開宝四年 (九七一)､王南僻が十八歳の年､三十四歳の

畢士安が帝州団練推官七 して赴任 した (『未見』畢士安伝)｡畢士安は帝州団練使李

謙将の外姻であったために招かれたのである｡この時の出会いを 『采史』王南隣伝で

は ｢九歳能文､畢士安見而器之｣(｢九歳にして文を能くす｡畢士安見て之を器 とす｣)

と､その年齢には明言せずに記 し､『宋史』｢畢士安伝では､｢王高僻 ･陳彰年皆門人

也｡丙構､済州人o幼時以事至士安官舎､士安織其非常童､留之､教以草､馨業 日額o

後遂登科進用､更在士安前｡及士安知制話､其命乃南俸詞也｣(｢王高僻 ･陳彰年は

皆門人なり｡ 高騰は､済州の人｡幼き時に事を以て士安の官舎に至 り､士安 其の非

常の重なるを織 り､之を留め､敬 うるに拳を以てし､督某 日びに額わる｡後に遂に登

科進用さるるは､更に士安の前に在 り｡士安の知制語なるに及び､其の命は乃ち南牌

の詞な り｣)､たまたま役所に来た王南僻の非凡さを見抜いて学業を修めさせたとい

うBJ『宋史』では王南体伝より畢士安伝のなかに詳 しく記載されているのは､その後

の昇進が畢士安伝に記されているように王南牌の方が早かっただけでなく､後代にお

いては王南僻の方がはるかに重要な人物とみなされたために､王寓燐を見出したこと

が畢士安の讃えられるべき功練の一つとして書かれているのである｡

『宋史』の基づいた資料は､畢士安の曾孫畢仲辞の著した ｢丞相文簡公行状｣であ
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ろうか､そこには畢士安 と王南僻 との出会いが以下のように記されているo

州民王丙侮蔑磨家兄､年最小､数以車重推官廊ヰ㌔公間､｢掩子織字乎｣｡日､｢識｣.

｢嘗謹啓乎｣O日､｢嘗従市中畢講書｣D｢能捨而磨家事従我源平｣｡日､｢幸甚｣｡遷宮

高僻干推官府中､使治書畢爵文｡久之､公推州守食後園中､酒行､州守薦令､魔諸賓

客尭鹿野､未有工者.公取 昔其令干壁上｡南保摘従後封､甚任､亦審干壁.公見大

驚､国債冠帯､以客鰻見之 (原注 :州守令 ,｢顛鵡龍言寄似鳳｣､高僻野 ｢蜘妹錐巧不

知置｣｡〕由此高騰浸有馨o

常州の民､王高騰は粉挽き崖の子供で､~年齢も一番低かったが､しばしば用事で推

官の役所に出入 りしていたO公 (畢士安)が ｢おまえは字が分かるか｣と尋ねた｡｢分

か ります｣と答えた｡ ｢勉強 したことがあるか｣｡｢町の学校で勉強したことがありま

す｣｡｢おまえの粉挽きの仕事を捨てて私のもとへ来ることができるか｣｡｢ありがた

い幸せです｣｡そこで王高僻を推官の役所に留め置いて､~学問を治め文の書き方を学

ばせた｡そののち､公は州知事に従って後園の宴会に出た折り､酒が振る舞われて､

州知事は酒令を作 り､客人たち全員に対を作らせたが､うまく作った者がいなからたo

公は帰ると､その酒食を壁の上に書き記した｡王南牌はこっそ り後ろから対をつけた

が､それははなはだ見事なもので､これも壁に書き記した｡公はそれを見て驚嘆し､

そこで衣冠を貸 して､賓客の礼をもって会ったC(原注 :州知事の令は ｢典鵡能く言

うも事でか風に似ん｣というものであり､王再騰の対は ｢蜘蛙巧みなりと錐も屈 に如

かず｣であったC)これによって王高騰はしだいに評判を高めた｡

『有漢漁隠革話』前集巻二五が引く寮候 (?一一一二六)『酉清詩話』では､~父の

手伝いで麺を役所に配達に来た王高儀がその対を答えた話を載せ､江少虞 『来朝事実

叛苑』(一一四五年成審)巻三四では同じ話を記 してさらにその時王南俵は七歳であ

ったと付け加えている｡

無名の人が地位あ奇人の知遇を得て世に出る契機となったと語る話柄は､当時まだ

ある｡采初の自体甲詩人として知 られる王奇､『*JJ小I府志』(『宋詩紀事』巻九引)に

次のような逸話を記 しているC

王奇少褒賄接吏､令題雁詩一際干犀風.青森席後二旬｡令奇之､囚激使畢O後辞京

師､居李文靖抗客位｡異宗臨典､見犀風歌興詩､召封構旨､賜第｡奇件詩云､ ｢不拝

春官爵座主､親達天子作門生｣｡官至殿中侍御史O

王奇は若い時に県の背更であうたが､県令が雁の詩一塀を犀風に番いた ことがあっ

た｡王奇はひそかに二句を続けたO県令はそれに感心 し､学問を修めるように激励 し
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た｡のちに都に出て､李抗のもとに寄宿した｡最宗が立ち寄 り､廉風の ｢秋興｣~の詩

を見て､召して答えさせたのがめがねにかない､登第させた｡王奇は詩を作って､｢春

官に拝して座主と焦さず､親 しく天子に逢いて門生と作る｣と云った｡官は顔中侍御

史に至った｡

ここでも菅更のなかから王奇を見つけて学問を身につけさせ ､ .出世の糸口を開いた

というのである｡こうした話柄が-しだいに枝葉を広げて語 られていくことから､官界

とは別の階層の人のなかから人材を発掘し､それを育成することが､語 り広められる

ような風気が浸透 していたことが うかがわれる｡ 中国では古くからこのような人材発

掘､登用の美談は事欠かないが､采代にはそれが実際にかな り行われていたであろう

ことト またそれを好んで語る風潮が広まっていたことを示 している｡宋代の官僚制が

家柄に関わらなくなっていたことは､こうした逸事を伝える風潮に見られる､それを

美談とする意識が支えている｡

徐規氏は閉宝六年 (九七三)､二十歳の時に重商牌が啓いた ｢送畢従事東魯赴任序｣

(『外集』巻一三)のなかで､畢士安との出会いにまったく言及 していないことから､

畢仲井 の伝聞の誤 りであろうとしている (『事迩編年』一三貫)｡確かに ｢送畢従事

序｣には重商牌自身の畢士安 との関わりについてはまるで触れず､･畢士安を封える言

葉を連ねているだけだが､それはおそらく二十歳の王再騰は畢士安を見送る文のなか

に自分個人のことを書き込むほどの存在でまだなかったからであろう｡畢仲遠が曾祖

父の ｢行状｣_のなかで王丙僻を認めたことをこのように仔細に審き込んでいるのは､

そのような眼識を備えていた畢士安を顕彰するためである｡そのことは王南構がのち

にいかに大きな存在となっていたかを示 している｡ 畢仲源が記している､畢士安が少

年の王南保を発見した話は､対聯 とともに 『郡氏聞見複線』にも見える｡そのように

してこの話柄は広く宋代に流布 し､王高僻の宮人としての生涯をサクセスス トー リー

として作 り上げていったことであろう｡-

｢蓮華従事東魯赴任序｣のなかに自分を静めてくれた一件を書かないことは理解で

きるにしても､細.かに半生を振 り返っている ｢論居感事｣詩でもまるで言及 していな

いことはどういうわけか｡畢仲辞 らが記 している逸話の中心は､庶民として仕事で官

庁に訪れた少年の能力を見抜いて士大夫としての素養を身につけさせたとい う､王南

僻が~出身を跳躍･した契機であるが､｢諦居盛事｣に記･している少年はあたかも初めか

ら読書人の贋境に育ったかのようである｡ しかし王南偶の出自がそ うでなかったこと

は､恒産のない土地に寄寓していた生活､王高僻自身がほかでもしばしばその貧困さ

を記 していたことなどからほぼ確かである.そ うだとしたら､そのような子供が二十

歳の時に ｢送畢従事東魯赴任序｣を書くほどに至る､までには､その中間に飛躍があっ

たはずであり､そこには畢士安の取 り立てがあったと考えることがやはり妥当ではな
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いか｡だとした ら､｢請居盛事｣詩でそれに触れず､畢伸辞など周辺が詳 し.く.書いて

いることは､このような出自は当時においても本人にとっては誇るべきことではなか

ったことを示 しているかも知れない｡

｢諦居盛事｣詩における自分の捉え方に戻れば､実際には語るべきさま官まな事柄

にあふれていたはずの幼少時代について､かくも型 どお りの､読番人の形成過程の定

型でしか語 らない､或いは語 り得ない筆致は､王南僻がこのような様式化された認織

と表現 しかできなかったことを伝えている｡ とはいえ､だからこそそこにこ卓越 した

文学者ではない､一般の士大夫の思考のかたちを見ることができる｡読書人はこのよ

うに自己形成 していくものだという考え方をそのまま綴っているのである｡

三 応挙の失敗 と成功

｢請居感事｣詩は少年時代の勉学に続いて､科挙受験をめぐる長い叙述に移る｡

25 流輩多相許 ､流輩 多 く相い許 し

26 時賢亦見推 時賢 亦た推 さる

27 g]柴借計吏 柴を叩くす 借計の吏

2g 濫吹謁春司 濫晩 春司に謁す

29 僕痩途中病 僕は痩せて途中に病み

30 塩馬雪裏騎

31 空拳入場屋

32 拭 目着京師

33 技療初調節

34 鋒錯欲試錐

35 甲科萱草制

塩席 雪裏に騎す

空拳 場屋に入 り

日を拭いて京師を看る

技療 初めて箭を調え

鋒転 錐を試 さんと欲す

甲科 漠制に登 り

太平興国五年予首中甲科 太平興国五年､予は甲科に首申す｡

36 内殿砲兵眉 内殿 尭眉を織る

37 数刻愁晴臭 刻を数えて暗ならんことを愁 う

38 三溝亦勉之

39 先鳴輸俊彦

40 上第迷夢差

41 罷畢身何託

42 還家命 日奇

43 唯怒親イ各戸

三題 亦た之に勉む
や.占

先鳴 俊彦に輸れ

上策 遂に参差たり
しりぞ

聾に 罷 けられて身は何に託さん

家に選 りて命 自ずから奇なり
しん

唯だ親に牡じ戸に侍る

44 敢望碑停炊 敢えて望まんや_嬢の虎を停むるを

45 喝力求甘旨 力を喝 して甘旨を求め
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46 終朝走路鹿

47J食希仲由米

48 多麿塾生惟

49 丹桂何時折

50 孤蓮逐吹移

51 知憐無国士

52･志気自男見

53 季子窮裏敵

54 狂生利手醇

終朝 路の鹿なるを走る

食 りて仲由の米を希い

多く室生の椎を廃す

丹桂 何れの暗にか折 らん

孤蓮 吹くを逐いて移る

知憐 国士無きも

志気 自ら男見た り
やぷ

華子 窮裳散れ
くで

狂生 判事照る

25/26 同輩たちにも一 目置かれ､著名な人々からも推挙された｡

27/28_身に余る光栄にも地方試験に合格し､実力もないのに都の試験に応 じることに

なった｡

29/30 都-向か う道中で痛いに倒れるほど痩せこけた下僕を引き連れ､雪のなかを

塩馬の背中に揺 られて寒々と進んだのだった｡

31/32 誰の後ろ盾もないまま試験会場に臨み､都の繁華を目を拭って見た｡

33/34 初めての挑戦に腕をむずむずさせ､武器の鋭い刃先を試そうと思った｡

35/36 王朝の制度の甲科に登第 し 〔太平興国五年に私は甲科に首席及第 したのであ

る〕､内殿で天子の尊顔に謁見することとなった (殿試)0

37/38 時間を気にして 日が暮れないか心配 しながら､詩 ･賦 ･論の三題の課題に取

り組んだ｡

39/40 先に勝ち名乗 りを挙げた秀才たちに敗れ､試験は結局不首尾に終わった｡

41/42 科挙に敗退 して身を託するところもなく､故郷に帰った我が運命は実に数奇

なものであった0

43/44 身内の者に恥 じながら居候するほかなかったが､落ちぶれて実家に帰った蘇

葉のように兄嫁が食事の支度もしてくれないという冷遇はしてほしくなかった｡

45/46 美味を求めて力を尽くし､一 日中路地を奔走した｡

47/48 子路が親に食べ させるために遠 くか ら米を運んだというように､親の扶持の

ためにむさぼり求め､萱仲野が幕を下ろして書斎にこもったというような読書三昧の

生活はできなくなった｡

49/501天子の宮殿で合格を果たすのはいつのElのことかoちぎれた蓬さながら､風

の吹くままにあてども.なく転がる我が身｡

51/52 私を理解 し同情 してくれる国士はなかったが､志気は男児 として高く掲げて

いた｡

53/54 蘇秦が棄王に取 り立てられないまま窮の皮衣が疲弊 していったような､或い

はまた禰衡が謁見する君主もないまま借の名刺が削れてしまったようなありさまであ
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った｡

太平興国五年 (九八〇)､二十七歳の時の最初の応講は省講は甲科及第したものの､

殿武では落第 した｡その時のことを語る｡これについては ｢送辞昭序｣(『小畜集』

巻二〇)のなかでも触れている.｢今上即位之五年庚辰歳､嘩始随計吏､束畢場中､

聞用晦名籍甚｡有司考垂､倶登甲科｡確就殿庭､不中上旨O錐命未退､而交愈親美｣

(｢今上の即位 して五年の庚辰の年､私は始めて推挙されて､畢場に至 り､用晦 (昏

昭の宇)の評判が高いのを耳にした｡担当官が試験して､ともに甲科の登った｡宮殿

の試験では､帝の思し召しにかなわなかった｡導には恵まれなかったものの､交友は

いよいよ深まったのである｣)｡ さらに ｢送達士亦太坤序｣(『外集』巻一三)のなか

では､落胆せずにす ぐ再起を期 したという心境を､｢五年春三月､帝旨下有司､校群

士之塾､預其試着八百人､--･･一然我朝甚明､我志倶壮､誓雪前牡､庸何恨哉｣(｢五
年の春三月､皇帝は担当官に詔を下し､土人たちの学芸を故べようとしたが､その試

験の参加 したものは八百人あったQ･･･-しかしわが王朝ははなはだ公明であり､私の

気力もあふれていたから､前の恥を雪ごうと心に誓い､恨む気持ちはまるでなかっ

た｣) と記 している｡ここでも秩序の絶対を信 じることによって､挫折から立ち直ろ

うとするのである｡

55 磨場重考礎 廉場 重ねて考葎 し

56 牽歩載笹馳 塞歩 裁ち荘馳す

57 明代寧甘退 明代 寧ぞ退くに甘んぜんや

58 青雲暗有期 青雲 暗に期する有 り

59 殖閏冠多士 確聞 多士に冠し

八年､予示春官首薦 八年､予は春官の首藤を泰なくす｡

60 御試揮丹据 御試 丹埠に拝す

61 薄霧寧怒豹 薄霧 寧ぞ豹に恕じん

62 挿風肯伏雌 挿風 肯えて伏雌せんや

63 重瞳念孤跡 重睦 孤跡を念い

64 -第泰鵬私 一第 曲私を泰なくす

55/56 朝廷では再び考試が行われることとなり､弱い足をひきずって馳せ参 じるこ

ととなった｡

57/58 この聖明の御代にどうして退居に甘んじておられよう｡青雲の志をひそかに

期するところがあった｡

59ノ60 試験場では並み居る士人のなかで首席となり 〔八年､私は首席骨格を泰なく

した｡〕､殿試の際には赤塗 りの石段に拝礼したのだった｡
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61/62 南山の玄豹はその毛皮の光沢を保つために霧雨の続 く間は何 も食べずに龍 も

りき りになるとい うが (『列女伝』)､仕官する前の私はその豹に恥 じることもなく精

神の高潔を保ったものだが､風に羽ばたいて飛邦する機会を得れば雌伏 しているつも

りはない｡

63/64 葬のごとき天子は私の恵まれぬ人生を思いや り･､科第に合格するとい う大い

なる私恩を恭なくすることとなったO

太平興国八年 (九八三)､三十歳の時に省試は首席で､殿試は乙科で合格を果たす｡

この年の進士には､挑鑑､羅虜約 らがいた｡ これ以後､王南保は死ぬまで官界で浮沈

を繰 り返すことになる｡

四 釈褐 ･地方官時代

65 得普選郷貫

66 除官佐邑卑

67′折腰稗小吏

68 矩歩慎初資

予解褐得圭韓

69 枚諌心何恨

70 松茸操 自持

71 及親家有蕃

72 事長絶無廟

73 銅墨官常改

74 栖零雨露垂

75 懸花柳主管

76 ▲寺蘇且局磨

告を得て郷貢に還 り

官に除せ られて邑を佐 して卑 し

腰を折 りて小吏 と辞 し

矩歩 初資を慎む

予は鞄を解きて主簿を得た り

散蘇 心は何をか恨まん

松笥 操は自ら持す

親に及びて家に養する有 り

長に事えて砲に廟くる無し

銅塁 官は常に改ま_り

掴零 雨露垂る

懸花 柳か主管し

寺蘇 且く局磨せ らる

予九年恭授大理評事 ･知蘇州長洲鮮 予は九年 赤 くも大理評事 ･知蘇州長洲煤を授

けらる｡

77 呉郡包山側 呉郡 山側に包まれ

78 長洲巨海掘 長洲 巨海の渦

79 商家呼父母 商家 父母 と呼び

民間多呼解令烏父母官 民間は多 く鯖令を呼びて父母官 と属す

80 百里撫博費 百里 悼崇を撫す

81 敢起徒労歎 敢えて徒費の款を起こさんや

82 長憂病棟噴 長に憂 う 痛禄の瞳

83-官途廿棲榛 官途は禄確たるに甘んずるも

-198-



84 官業亦孜孜

85 政事遣多暇

86 億源甚不覇

87 村尋魯望宅

88 寺羅館娃基

官業は亦た孜孜たり

政事は遭た暇多く

優源 甚だ帝がれず

村に魯望の宅を尋ね

寺に館姓の基を認む

甫里有陸魯望宅､塞岩寺､館娃故乱 甫里には陸魯望の宅､塞岩寺､館娃故宮有 り｡

89 酉子留香蓮

90 呉王有創鞄

採香道在室岩寺､

91 狂歌殊不厭

92 酒興最相宜

93 草織登山履

百子 香蓮を留め

呉王 創鞄有 り

創鞄在虎丘寺o 採香蓮は塞岩寺に在 り､創池は虎丘寺に在 りC

狂歌 殊に厭わず

酒興 最も相い宜し

草は織る 山に登る履

94 蒲敵 (自注 :平晋)挽肪結 蒲は細る 街を挽く結

95 果敢嘗撒横

96 花好括菌葎

97 震韓柑包火

98 松江飴経論

99 三年無異政

100 -置有新詞

異は酸し 梗概を嘗め

花は好 し 番鞍を摘む

虞津 村 火を包み

松江 飴は糸を接す

三年 異政無く

一笹 新詞有 り

65/66 休暇を許可されて高貴な身 となって故郷に帰 り､官に任命 されて吋の補佐 と

いう低い職を得たD

67/68 腰をかがめて勤務する小役人 という身分であったが､最初に与えられた資格

をあやまちのないように正しく歩んだ｡〔私は初めて官に就いて主序に任じられた｡〕

69/70 悪意ある人々を心に恨むこともなく､松 ･竹のような固い節操を保持 した｡

71/72 親に対 しては家で扶養 し､上役に仕えては礼に欠けるところはなかった｡

73/74 銅印墨按を授けられる県令のような官職.はいつも転任があり､霞に霞んだ天

空のような朝廷では雨露の恩沢を垂らしたもうた｡

75/76 県の行政の寮任者 となり､そ して大理寺に繋がれることとなった｡〔私は九年

に大理評事を恭なくし､蘇州長洲県知となった｡〕

77/7甚 呉郡はまわ一りを山に阻まれ､長洲は大海のほとりにあった.

79/80 どの家でも私を父母と呼び 〔世間では県令にことを父母の官 と呼んでいた〕､

胎内全域の身よりのない人々を慈しんだ.

81侶2 県令 としての努力がむなしいと嘆いた りはせず､禄の盗人と笑われはしない

かといっも心に掛けていた｡

83/84 官僚としてのコースは凡々と歩むに甘んじながら-も､官僚 としての職務には
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孜々として励んだのである0

85侶6 政治の仕事には余暇も多 く､拘束もなくゆった りとしていた｡

87/88 村のなかに陸亀蒙の旧宅を尋ねた り､寺には館娃故宮のいしずえを確かめた

りしたQ〔甫里には陸魯望の家､塞岩寺､館娃故宮があった｡〕.一一

89/90 酉施は採香蓮をのこし､呉王には剣池があった｡ 〔採香蓬は霊岩寺にあり､剣

池は虎丘寺にあった｡〕

91/92 戯れ歌も嫌いでないし､酒の座興も好ましい｡

93/94 草で織って山に登る草履を作った り､蒲を握 り合わせて船を曳く縄にした り､

95/96 撒横の酸っぱし.､果実をかじった り､きれいな番硬の花を挿 した り.

97/粥 寮沢では蜜柑がまるで火を包んだように色づき､松江では名物の歯が糸筋の

ように切 られる｡

99/100 三年間､政治に変わったごとはなく､新作の詩が箱いっぱいたまったのだっ

た｡

褐を揮い_たのは､畢州成武県 (山東省城武県)主簿の任であづた｡時の知県は雀惟

率｡翌薙緊元年 (九八四)の秋には､知蘇州長洲醇 (治所は今の蘇州市)に選 る｡長

洲は呉越王銭氏の治下にあった地であり､太平興国三年に至ってようや く未に組み入

れ られた｡王南僻はこの長洲に以後三年を過 ごすことになる｡

この三年間の特徴は､王南僻が文人生活を送ったことである｡それはこの土地柄が

もた らしたものであった｡かつて白居易は長慶二年 (人二二)五十一歳の時から長慶

四年まで杭IJll刺史､敬宗の寮暦元年 (八二五)五十四歳の時から翌年まで蘇州刺史の

任にあれ 群杭の温暖な風土のなかで､元親､雀玄亮､軍隊､割高錫ら文人 と唱和 し

あったのであった｡その白居易 も先人の文人的生活を慕ったものであった｡ ｢呉郡詩

石記｣に ｢貞元の初め､葺応物 蘇州牧焦 り｡房揮復 .杭州牧慮 り｡ .皆な豪人な り｡

其の才嗣高 くして郡守の導きを｣｡すなわち貞元の初め､垂応物 ･房揮復がそれぞ

れ蘇州､杭州の刺史として文人の交わ りをしていたのを子供心にあこがれていたとい

うのである｡蘇杭はそ うした文人の風土であり､J伝統があったC

官途を歩みだした王高僻が唱和の流行する時代風潮 と､白居易の伝統を含む蘇州の

地に赴任するとい う条件が重なるなかで､白居易を範 とした文人唱和に浸るのは当然

のな りゆきといえよう｡ 白居易を意識 しつつ､閑適を楽 しむ心情は､たとえば次のよ

ラ.に唱われている｡

｢辞虎丘｣ (『小畜集』巻六)

楽天曾守郡 柴天 骨て郡に守た りて

酷愛虎丘山 酷だ愛す 虎丘山
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一年十二度 一年十二度

五尾索松閥 五馬 松関に来たる

我今方吏隠 我は今 方に真隠

心在室水間 心は雲水の間に在 り

野性群薬鹿 .野性 薬鹿に辞 し

忘機押観醜 忘機 鴎髄に押る

乗興即-到 興に乗 じては即ち-たび到り

興蓋復自遭 興壷きれば復た自ら還る

不知使君貴 知 らず 使君の貴きを

何似長官閑 何ぞ長に官閑なるに似かん

初めの四句は､白居易の ｢夜道西武丘寺八親｣詩に基づく｡唐では ｢虎｣を避けて

｢武丘寺｣ と称 し､東西二寺があったようだが (白居易には ｢贋東武丘寺六鵠 ｣詩も

ある)､その末四旬にいう､

領郡時絡久 郡を額すること 時格に久しからんとし

遊山敷幾何 山に遊ぶこと 数幾何ぞ

一年十二度.一年十二度

非少亦非多 少きに非ず ･亦た多きに非ず

｢我今方更隠｣という.ように､王高儀は知長洲県の任にある自分を ｢吏隠｣と規定

する｡｢吏隠｣の語は､同じ年の _r寄寧陵陳長官｣詩 (『小畜集』巻七)にも､相手

である陳長官について ｢吏隠す寧陵県､琴堂 古河に枕す｣という｡地方官の任にあ

る人々の間で､その公務の余暇の味わいを享受 しあっていたのである｡吏随の概念も

白居易の ｢中障｣に強く結びつき､白居易の閑適の文学が彼らのなかに流れ込んでい

たので ある｡

また､王南僻の ｢官舎書懐呈羅患耗 ｣詩 (小寄集巻七)の未二句に､

公昭不妨閑唱和 公暇妨げず閑に唱和するを

免致来往題詩筒 通いに詩筒を来往せ しむるを免る

直接に会って唱和できるほどの距離にいるために詩を収めた筒のや りとりをせずに

すむ､とい うこの ｢詩簡｣はもちろん白居易と元税との応酬の故事をふまえる｡こq)

ように王南保の唱和は､かつて白屠易を中心とした文人の交わりを模擬 したものであ

ったo

王高僻の唱和の相手は､詩題に記された名前からみると､周辺の地方官で､その後

-201-



必ず しも著名でない人士である｡ただそのなかで､同年の進士､~羅塵約 との交わ りは

一時的なものでなかった｡彼は知呉願 として至近の距離にいたのである｡羅鹿約が三

十三歳で亡くなった時の詩､｢巽羅三｣ (『外典』巻七)の自注にいう､

僕早歳輿愚鈍在蘇州､同薦辞令｡毎 日私試五題､約以慮制必取雨制官｡.僕偶塵泰､

而恩納斎志以終.

私は若い時に思純 (羅塵約の宇) と蘇州にいて､どちらも県令であった｡毎 日五題

を試験 して､制科に応 じて官を得ようと約束 したのだった｡私はたまたまそれにあず

かったが､思純の方は志を懐いたまま果たさずに終わった｡

｢五題｣ とは知制話､~翰林学士の職に就 く際に試験される五つの文体である｡ (蘇

易簡 『嫡翰林志』)『宋史』王南構伝によれば､｢同年生の羅虞約 時に呉鮪に宰た り

て､ 日に相い輿に賦詠 し､人多く停詣す｣というから､二人の応酬は二人の間だけに

閉じられたものでなく､広まっていったのであった｡

もう一人､当時交遊のあった人物のなかで名を挙げておくべきは､謝清である｡箔

仲沌 ｢宋故太子賓客分司西京謝公神道碑銘｣ (『苑文正公集』巻一一)に､｢及冠､居

姑蘇郡｡時翰林王公南保 ･拾遺羅君塵約並宰蘇之展邑o二人相謂日､｢輿帝之 (謝儀

の宇)抜擢天人､蓋吾曹敏也｣｡自玉名重於時｣(成人した頃､姑蘇郡に住んでいたo

その頃､翰林の王南保､拾遺の羅虞約はともに蘇の属県の長官であった｡二人は ｢謝

満 と天や人について議論すると､我々と互角だ｣と言い合った｡それから謝清の名は

世間に重ん じられるようになった)｡ これを薙無元年 とすれば､王南僻は三十一歳､

謝椿は二十四歳であるO謝清は梅重臣の妻の父にあたる｡

白居易への追髄 は､上に見たような閑適を中心とした詩の応酬に限れば､｢自体｣

の章に述べたように暫時広 く見られたことであって､王高騰の独 自性は乏しい. しか

し王高僻には自居易のもう一つの面､瓶論の摂取もあった｡その点において同時代の

自体詩人たちとは明らかに一線を画するのであるQたとえば薙無元年に編年 される｢轍

撹｣詩 (『小寄集』巻六)がある｡

江東多果寮

撒機構珍奇

北入婿･就酒

食之先琴眉

反核苦且書証

歴 口複葉遮

良久有廻昧

江東 果寮多 し

轍境 珍奇な りと構せ らる

北人 牌に酒に就けんとし

之を食すれば先に眉を聾む

皮核 苦く且つ濯 し

口に歴れば復た棄適す

良や久 しくして廻味有 り

-202-



始発甘如飴

我今何所喰

愉彼忠臣詞

直置逆君耳

斥逐投天涯

世乱思其言

畦贋蔦能追

寄語採詩者

無権轍横幕

始めて党ゆ 甘きこと飴の如きを

我 今 何の愉 うる所ぞ

彼の忠臣の詞に愉 う

直道は君の耳に逆らい

斥逐されて天涯に投げらる

世乱れて其の言を思い

厨をI藍むも蔦んぞ能く追わん

語を寄す 採詩の者

棉硬の詩を軽んずる無かれ

前半八句で撒横の苦さを云い､後半八旬でそれを忠言に比愉する｡寓意的内容植物

を用いた白居易の寓意詩には､｢香園中森樹｣､｢有木詩八首｣などがある｡のみなら

ず､その単純明快な寓意性をもった構成､平易で叙述的な口振 り､｢採詩官｣-の言

及まで白居易を襲 うD｢採詩官｣は新楽府五十篇の最後の一首の詩雷 とするほか､白

居易の詩にしばしば見える｡｢轍撹｣詩の親諭の内容は､忠臣の苦言には耳を貸すべ

Lという､言い古された主張を出るものではないが､白居易を模擬するなかで白居易

の艶諭詩まで手を染めているところが､その時期のほかの作者にはみられないのであ

る｡同じ年にはほかに ｢烏幕｣(『小畜集』巻六)と題する私論詩もある.

101 多樺南園臥

自注 :蘇州南園､

102 俄従北開追

自注 :薙照四年､

103 呈材量横轍

104 召封立茅茨

105 強襲居三館

106 登朝恭拾遭

107 紫泥天上降

108 先験御前披

109 侍従殊病資

110 匝l審頗 自惜

111 史才娩班固

112 諌肇謝辛批

1.13 擬把微身匡殺

五 中央政界-

多く南園に臥するを恐い

景虎勝景｡ 蘇州の南園は､景 勝景と慮す｡

俄かに北開より追わる

予奉徴召赴臥 薙緊四年､予は徴召を奉 じて閑に赴 く｡

材を呈すること異に撲放

召されて封し 茅茨に立っ

載輩 三館に居 り

朝に登 りて拾達を恭なくす

紫泥 天上より降り

失政 御前に披 う

侍従 殊に貴焦 り
上ろこ

周寄 頗る自ら悟 ぶ

史才 班園に娩 じ

諌華 辛批に謝す
ら

微姫を把って殺さんと粧 し
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114 海将厚禄戸 厚禄を購ってFするを恕ず

115 安達上章硫 安蓮 華硫を上し

自注 :端洪二年､詔百官各言連事､因上封章極言､盛上容納｡

端洪二年､百官に詔して各おの遊軍を言わしむ ､ .因りて封章を上して極言 し､

上の容納するところと盛る｡

116端挑献蔵規 端排 液規を戯ず

自注 :予初拝拾遺､即上 《端鉄麓》､頗有親諭｡

予初めて拾遺を拝し､即ち 《端鉄筋》を上し､頗る訊論有 りa

l17 精壁逢英主 精窒 英主に逢い

118 知憐是主産 知憐 足れ主襲

自注 :予論通事､特薦趣許公所器｡㌔

予 通事を′論 じ､特に鑓許公の器 とする所 と慮る｡
かな

119 廉歌才不稀 廃駅 才構わず
の

120 輩話輩難括 輩話 撃輸べがたし

自∃生:是歳蓑上召予殿上作歌､遂有百瀬之挿｡

是の歳 上 予を召して殿上に歌を作らしむるを蒙る､遂に西液の拝有 り｡

121･ 制暦無多事 制暦 多事無く

自注 :閣下有制暦､薗直舎人如無除目､署名而出｡

閣下 暦を制する有 り､普直の舎人 如 し除目無 くんば､名を署して出づ｡

122 詞頭毎怯遅 詞頭 毎に遅きを怯ゆ

123 繁陰温室樹 葉陰 温室の樹

124 晴吹高年枝 清吹 帯年枝

125 青墳霞光速 育墳 霞光透 り
か

126 斉苔露片萎 蒼苔 薄片萎る

127 御香瓢硯席 御香 硯席に瓢えり

128' 官集落経緯 宮薬 揮綾に落つ

129 着浴地心鳳 浴するを看る 地心の鳳
な

130 閑刑殿角輯 閃かに刑ず 殿角の蛸

131 上林花掩映 上林 花掩映し

132 仙草露淋病 仙輩 露淋湛たり

133 封近瞭流星 近きに封して流麗を帳
め

134 班清砕虎塞 清に班 して虎姫を砕す

135 音節垂薪翠 宮簾 裁翠を垂れ

136 御水勤漣瀦 御水 漣満動く

137 蕗己親牛淳化 紀既 年は梓化

138 朝元月建寅 朝元 月は建寅
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自注 :昔移｡

139 掠官棒賛珊

自注 :淳化元年､

淳化元年､

ぐ｡

140 祝専執樽葬

141 表案行低折

音は移｡

官を撮 りて蜜肝を捧げ

立正仕別上尊競､予撮中音侍郎､捧玉新玉軌

正使を立て別に尊暁を上し､予は中書侍郎を掩して､玉冊玉蟹を捧

寿を祝ぎて樽葬と執る

表案 行な うこと低折

自注 :時予又押諸方表案｡ 時に予は又た諸方の表案を押す｡

142 宮懸聴粛砥

143 徳音王揮潤

自注 :是 日徳音降｡

144 謙柄斗杓損

自注 :時上省尊競｡

145 貴按皐整歩

146 探窺龍鳳姿

147 第勲何垣赫

148 腸紫更萎蒸

自注 :是歳加柱園､

して金紫を賜 う｡

149 蚊力山難負

150 鵜梁翼易滋

151 論功漸八柱

152 受服欲三裾

自注 :音遅｡

153 砥慮鉄路至

154 曾無事可碑

宮懸 聴くこと粛砥

徳育 ･王韓潤い

是の日 徳音降る｡
へり

謙柄 斗杓に蛎くだる

時に上は尊暁を省 く｡

貴は阜壁の歩みに接 し

深 くは龍鳳の姿を窺 う

勲を策すること 何ぞ垣赫たる

紫を賜 うこと 更に萎蒸たり

謝日､面賜金紫｡ 是の歳 桂園を加えられ､酎する日には二面

蚊力 山は負い難く

鵜梁 翼は滋い易 し

功を論ずるも八柱に怖 じ

服を受くるも三たび裾がんと欲す

音は遅｡

蔵だ慮る 殊の牌に至らんとするかと

曾て事の碑くべき無し

101/102 蘇州の南園に横になって楽しむことに心を惹かれていたが 〔蘇Jllの南園は､

景観が最高だった〕､まもなく北の都から急き立てられることとなった 〔薙無四年､

私は召還の詔･を奉 じて朝廷に赴いた] D

103/104 能力を呈するにはまことにつまらぬ材ではあるが､召し出されて質素な宮殿

に立っことになった0

105/106 聾を手にして三館 (史館､昭文館､集賢院)に勤務 し､朝廷に登も.て拾遺

を泰なくした｡

107/108 紫泥の詔馨が天上より降り､朱色のひもを御前に解 く身分となった･｡

109nIO 皇帝のおそばに付き従 う身はことのほか尊 く､宮中の蔵書を閲覧できるの
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はすこぶる楽しかったc

111/112 史官 としての能力は班園に較べて恥ずかしいものであったし､諌官として

の仕事も辛牡に劣るものであった｡

113/114 つまらぬこの身を殺 してまで務めようとい うつもりで､厚い禄を受けなが

ら､かたしろのように何もせずにまつられていることを恥じた0

115/116 辺境の平定について上疏文を奉 り 〔端扶二年､百官に詔 して辺境政策を論

じさせた際に､上書を奉ってはっきりと述べ､それが天子に受け入れ られた〕､｢端

排｣とい う名で蔵を献 じた 〔私が拾遺を拝 したばか りの時に､｢輯排蔵｣を奉 り､そ

れは訊諭に富むものであった〕｡

117/11台 優れた鑑識力をもった英明の主に巡 り会い､君主の補佐からも深い理解を

得た 〔私の辺境論は､.とりわけ槍許公 (題普)に評価 された〕｡

119〃20 天子の前で歌を唱和 しても自分の才能は釣 り合わず､制話を起草するにも

輩は縮みがちであった 〔この年､天子から召されて殿上で歌を作 り､そして百枚に拝

命された〕｡

121/122 暦法の制定にはたいしたこともせず 〔閣下が暦法を制定 したが､当直の舎

人はもし任命状がなければ､署名をして出る〕､詔勅の摘要執筆にはいっも遅いのが

心配になる0

123/124 温室の樹木はたっぷ りと日陰を作 り､冬青樹には清 らかな風が吹いている｡

125/126 宮門には夕焼けの光が透き通 り､苦には露の粒が乾く｡

127/128 宮殿の香が聾を執る机の周りに翻 り､宮廷の落ち葉が冠に舞い降 りる｡

129/130 池の中心の鳳風が水浴びしているのを眺め､殿中の角の蝦をそっと寺撫でる｡

131/132 上林苑には花が見え隠れし､仙人掌には露がしとど｡

133/134 間近に向かい合って天子の礼冠をしかと目にし､滑官に列 して勇猛な武人

を召し出す｡

135/136 宮中に藷翠の簾が垂れ､御殿の流れにはきざ波が･動く｡

137/138 年号は時化の年､元旦の朝賀は建寅の月 〔音は移〕｡

139/140 私は代行の官として宝冊を捧げ持ち (淳化元年､正式の儀杖を設けて特別

に尊号を奉 り､私は中審侍郎を代行 して_､玉冊玉宝を捧げ持った｡)､天子の長寿を

祈って酒器を執 りもった｡

141/142 上奏文書は腰をかがめて執 り行い (この時､私はまた各方面の上奏文書を

管轄 していた)､宮殿の楽器は身を慎んで聞いた｡

143/144 玉音には天子の恩沢が潤い (この日､玉音が賜れた)､謙は徳の柄 とい う

が､北斗七星の柄が斗杓を指すまで-りくだられた くこの時､天子は尊号を省かれた)｡

145/146 舞を補佐 した皐陶や聾のような貴臣に接 して歩み､宮殿奥深く龍鳳のよう

な天子の姿を日にした｡

147/148 雁かしい鞄功を記録し､紫を賜る時はさらに盛んなありさまであった.(こ
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の年､柱国を加えられ､それを謝する日には､直接対面して金紫を賜った)｡

149/150 蚊のようなか弱い力では山を負かせることはむずかしく､やなに立つ鵜は

罪が水に濡れてしま うもので (『詩経』曹風 ･侯人 ｢維鵜在染､不信其果 ｣､鄭重に

｢以噛小人在朝､亦非其常｣)､私ごときがいるべきではない｡

151/152 功練を数えても八柱国には恥ずかしいし､官服を受けても三たびそれをは

ぎ取ろうと思 う｡(音は遅)

153/154 ただ災いが起こりはしないかだけを心配するだけで､力になる,ような事は

まるでできなかった｡

蘇州長洲県知から抜施されて朝廷に昇 り､右拾遺 ･直史館から左司陳､知制話-と

一気に昇進 していく段落oこの時期の事柄を他の作品から補えば､以下の通 り｡

詩では長洲在任中､自分がいかに寅聾に職務に励んだかを記し､また一方では先に

述べたように白居易に習った文人生活を享受してもいたが､しかし知長洲の任に対す

る不満もほかのところでは漏 らしている｡たとえば ｢贈来訪使関門穆舎人｣詩 (『小

畜集』巻 7)では､都から遠いこと､俸給の低いことを訴えて推挙を求めている｡文

人との交遊はそれはそれとして楽しみながらも､自足したいたわけではなく､王南僻

は中央政界-入ることを希求していたのであるOそれは当時の状況が彼のように後ろ

盾を持たない士人にとっても不可能ではなかったことを示 している｡

薙照四年 (九八七)､三十四歳の王高騰は羅虞約とともに太宗から都-呼び出され

た｡『綿賢治通鑑長編』(以下 『長編』 と略す)太宗 ･端扶元年 (九八ノリ 正月の状

に次のような記事が見える｡

春正月丙寅､以大理評事王高騰虜右拾遮､羅虞駒鳥著作郎､並直史館o先是､南僻

知長洲賭､虚約知呉騒､相輿 日賦五暦､蘇杭人参樽請｡上聞英名､召赴中書､命試詔

臣僚和御製雪詩序稀旨､故皆揺用薦直史館､賜緋｡

春正月丙寅の日､大理評事の王南牌を右拾遭とし､雁虞約を著作郎とし､いずれも

直史館 とした｡これより先のこと､王再騰は知長洲,W､羅虞約は知呉願であったが,

互いに毎 日五題を作 り合い､蘇杭の人々に広まっていた｡天子は彼 らの名を聞いて､

中書に召 しだし､｢語尾僚和御製雪詩序｣を試験させて意にかない､_そ.こで二人を抜

摘 して直史館 として､緋を賜ったのである｡

これによれば､王高騰､羅塵約が知県からいきなり中央へ召し出されたきっかけと

なったのは､二人が交わしていた ｢五庖 ｣の応酬､それが蘇杭の地で評判になってい

たことがあずかったようだ｡このように､地方官が世評の高さによっていきなり顔掩

されるということが､当時は可能だったようだ｡このような異例の抜擢が行われるほ

-207-



どに､人事制度が柔軟だったことを示 している｡また彼 らの ｢五麿｣が世間に知れ渡

り､評判になっていたということは､それを媒介するメディアが存在 し､そのメディ

アを支えるイデオロギーが存在 していたことを示 しているoいずれにしろ､この中央

への召;畳は､王南牌が官界に登る､そしてまた彼の文名を確立するうえで､大きな節

目となる事柄ではある｡

薙無四年の秋冬の間､長洲を離れた王高騰は､その冬､開封で ｢待漏院記｣(『小

畜集』巻一四)を著わすO翌端排元年正月に王南僻は右拾速に抜擢 されているが､そ

こに至る時期の政治論文はこの一篇 しかなく､これが彼の登用に大いに与ったであろ

うと推測されるO｢待漏院｣とは､中央官僚が天子の謁見を待つ場所であるが､そこ

でお出ましを待ちながら宰相は何を考えるかとい う設定のもとに､宰相のすべきこと､

すべか らざることを列挙 したものである｡天下の安寧をもたらす任務は宰相にこそあ

るという主旨であるが､具体的内容としてはこれ といった新味があるとは思われない｡

儒家の政治理念を確認 しているに過ぎない｡或いは建国後三十年足らずの時期におい

ては､その確認が意味をもったのであろうか｡一介の知県が中央に招聴 され､宰相は

いかにあるべきかを論 じることは､越権行為にならないのであろうか｡重要な政治論

と日ざれるわ りには､その意義や効力が理解 しにくいものではある｡もう一つ付け加

えるべきは､この文章が餅文体で書かれていることである｡その後の王南保の文体 と

の比較のうえで注記 しておこう｡

端扶元年 (九八八)､三十五歳の年の正月二 日､太宗は ｢暮雪｣詩五言二十韻を作

り (侠)､宰相の李肪らに唱和させたとい う｡

王高牌は中書の試験 として ｢詔臣僚和御製雪詩序｣(『小畜集』巻一九)を呈 し､

右拾遺､直史館に抜擢 される｡唱和詩はのこっていないが､｢序｣によれば七言律詩

のはずである｡王高僻とともに中央に呼び寄せ られた羅虚約はその時､著作郎､直東

館を授 けられたO『宋史』趨昌言伝 (巻二六七)には､撞昌言が後進を抜揺すること

に長 じていたことを､のちに宰相 となった李坑､王且を見抜いたことを記 したあと､

｢王高牌 白卑秩擢詞職､亦昌言所薦也｣ (王高僻が低い地位から詞職に抜擢 されたの

も､超昌言の推挙 したのである)という｡

王高牌が右拾遺に､羅虞約が著作郎 ･直史館に任命 されたのは正月し八 日､その十 日

後の十七 日･に太宗は持田の儀を行 う｡太宗が改元 して新たな出発を切るのと､王南僻

が登用 されて朝廷に列するそれぞれ清新の気みなぎる時期である｡太宗をことほぐ薄

田賦は､王南保が太宗の新たな体制の中心的な参加者であったことを示す｡王高僻め

抜擢そのものが太宗の配下の新勢力であることを意味 している｡ この時期､ しばしば

王高僻が太宗から賞賛を受けるという記事が見えることも､太宗が自分の直属の家臣

として王南構.を取 り立て引き立てようとした様子が見える｡後述するように､｢請居

盛事｣詩には全体を通 して､皇帝に対する特別な私淑の感情が流れているが､単なる

君主と臣下といった関係を超えた個人的感情を王南僻が抱くのは､このような度重な
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る抜擢を通 して太宗と王高牌の間に特別に親密な関係が人脈の上でも王南保個人の感

情のなかにも作 り上げられていたからであろうO

朝廷のなかに地位を得た王高.僻は､｢端扶歳｣｢三蘭書序｣を呈 して､太宗に向け

た政治上の意見を述べる｡

｢端排蔵｣ (『小畜外集』巻一〇)は太宗 ･端扶年間という ｢現し代｣を意義深かるべ

き時期 として､その時期に皇帝である太宗の誠めるべき事柄を列挙したものである｡

その内容は天子たる位置の重要さと困灘 を述べ､それが重要で且つ困難な任であるか

らこそ諌言をこそ受け入れるべきであると前置きした上で述べていく｡そして倹約に

努めて貧 しい昂に施 し､民を疲弊させる軍事は抑えなければならない云々と国家の財

政連用を中心とした施策が説かれるが､それは具体的施策というよりも君主としての

倫理的億度 とい うべきであり､その点において時代に直結 した意義とか重商僻個人の二

斬新 さとかは見 られない｡ただたとえば､仏教に関して,｢行之既久､存而勿論｣.(行

われてもう久 しいものであるから､このままのこして法論はしない)とい う意見など

は､具体的且つ時代に結びつ く態度 といえるだろう｡_この口ぶ りに.は肯定的でないも

のが含まれ､王高騰が仏教の禰港を憂えていたことは､同じ年の ｢三疎音序｣(後述)

にはっきりしているのだが､ここではそ うした主張は抑えられ､広 く流布 している状

況をかんがみてそれについては言わないとするのは､現実的判断といえるからである｡

つま り王南保は硬直 した主張を振 りかざしているのではなく､現実の事態に柔軟な態

度をここであらわしているといえる｡そうした現実に柔軟な対処を示 しながらも､｢誰

か謂わん古道は革 りて還 らず､と.君或いは之を行えば､是れ亦た担ならずo誰か謂

わん捧風は去 りて返 らず､と｡君或いは之を粒げば､是れ亦た何ぞ遠からん｣と､い

にしえの理想の実現を現実のものとして勧め励ますのである｡

｢三蘭書序｣ (『小畜集』巻一九)は ｢可救今時弊病者凡三篇｣の瀬音の序文であ

る. これは右拾遺 としての職掌として呈せ られたものであろう｡三つの主張を述べる

のに先行する三潜の文がのぼせ られている｡-は士大夫の振る舞いが乱れていること｡

これには酉曹 ･劉定 ｢崇譲論｣が献 じられている｡二は仏教の俄烈D韓愈の ｢論俳骨

蓑｣｡三は官員の冗漫｡杜佑 ｢併省官吏疏｣｡劉基の ｢崇譲論｣は 『晋書』巻四一本

伝に載せ られ､魂徴 『寄書治要』にも収められているように､唐初においで臣下の指

針 として取 り上げられていたものであった｡その内容は儒家の ｢譲｣の徳の大切さを

説 く ｡

｢三諌番序｣に見 られる王南僻の建議も､単に過去の典範をもってきて現状を嘆く

といった､硬直 した懐古的観念に縛 られたものではなく､｢斯れ皆な事は遊行すべく､

言は迂閥に非ず｣_と自ら記す通 り､実行可能な提言であった｡それが具体的建議であ

ったことは､篇 ごとに現在の状況との対応関係を記 し､すぐにも政策甚実行できるか

たち､にしたものであったということからも窺 うことができる｡

｢三諌書序｣の三つの主張を整理すれば､-は官界の過度な競争を静めようとい う
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のは､官界の勢力争いの敵対者に対してのものであり､二は仏教の抑制は儒家の巻き

返しであり､三は行政改革である｡すなわち儒家の理念を確認 してそれ以外の勢力を

権力の外へ追い出そ うという主張と見ることができる｡

端扶二年 (九八九)の正月､群臣に辺境防備御戒の策を述べさせた際には､王南借

は ｢禦戎十兼寿｣(『宋史』巻二九三､『歴代名臣奏議卦巻三二二など)を献呈して契

丹に対する受動的な憶度に対 して達を討つことを主張し､当時の宰相撞普 (九二二

九九二)の黄費を承ける｡

三月､太宗は黄土をみずから試験するに際 して1-王高僻を召して詩を作 らせ､｢応

制 皇帝試頁士歌｣(『小畜集』巻一二)を呈するが､太宗はそれを絶賛 して ｢一月

しないうちに名は天下に広まるだろう｣という｡太宗自身が王南僻の知名度を挙げた

のである｡｣そして左司諌､知制話に昇進させる｡

淳化元年 (九九〇)､正月に撞普が病気を理由に宰相を辞任 し､三月に西京留守に

赴任するが､或いはこれがのちの王高牌の央墜の遠い契機 となるものかも知れない｡

春には田錫も陳州に赴任して都を出る｡田錫の左遷は端扶三年 ･(前年)の干魅に関し

て宰相に上音したのが意に逆 らうことになったものである｡

中央政界において地歩を固めた王高騰のもと-は､推挙を求めて訪れる人が増え､

王高僻も熱心に人材を発掘し登用する｡王南僻の賞賛を得て世に名を知 られるに至っ

のような人材を衆多のなかから見抜き､称揚 し､登用の道を与えるこrとは､しかるべ

き職務にあ･る者の務めであるが､それはまた自身の識見を明らかにし､官界における

地位を守る手段でもあったDこの二人を推挙 し､彼 らが力を発揮 したことは､王南僻

自身の地位を固めるものでもあった｡

さて､王高僻が地方任官時代に注目され､朝廷に抜擢 されたのは､羅虚約 と常にと

もにたどった階梯であったが､その羅虚約Lは淳化元年の十一月に三十三歳の若さで死

去している去王南僻は蘇易簡 とともに､羅塵約の文集を 『東観集』として編纂し､~｢東

観葉序｣(『小事集』巻一九)を著わしている｡羅虚約もさらに寿命を得たならば､

王南僻 と同じような意義を北宋初期の文化史において果たしていたかも知れない｡

このように中央官界において順調に昇進 していぐ過程について､｢請居盛事｣詩は

自注入 りで節眉 ごとたしっか り審き込まれ､またそうした重任を与えられてい(こと

に対 して自分はそれにふさわしからぬ人材であることが綴 られている｡しかしながら､

これは詩であるのに味わいはまるで奏状､上表文を読んでいるような感 じがある-｡ な

ぜそのよ~うな印象を与えられるかというと､官人としての立場からの発言 しかないか

らだ｡一人の個人としての感情や思いを記すことはない｡~次々に官界の階梯を昇って

いく一人の官僚､当人はそれを自分の力量を上回ることと謙虚に辞を連ねるが､その

発言は登用 してくれた天子､上司に対する儀礼的なものであって､一人の人間がどの

ような当惑を覚えたか､また得意さを覚えたかについては記 さ■ない｡ただ得意さは言
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外に察知することはできる｡朝廷内の細部の描写を織 り交ぜることは､朝廷の内部に

入ることができる人でなければわからない事情であり､そ うした朝廷奥深くに入って

いる自分を得意げに記 している｡

六 朝廷の内部で

155 超朝空僻値 朝に逝いては空しく傭促 し

156 退食白蓮造 ィ過食 しては自ら蓮迄たり

157 更直営春好 更直 春に箇り･て好く

15日 横行隔宿啓 横行 宿を隔てて寄る

自注 :毎休債三 日後､謂之横行｡干正徳恭償､院吏隔夜報｡

休偏三 日の後の毎に､之を横行 と謂 う｡正衛において借を恭み､院重は夜を隔

てて額ず｡

159 内朝長得封

160 想章毎教随

161 壌苑観雲稼

162 金明閲水嬉

163 茶花臨鳳招

164 侍鈎立魚培

165 排面黄金柳

166 配顔 白玉盾

167 分題宣険韻

自注 :毎鷹制賦詩､

内朝 長に封するを得

駕事 毎に随わしむ

壇苑 雲壕を観

金明 水嬢を閲す

花を賞して鳳沼に臨み

釣 りに侍 して魚塩に立つ

面を払 う 黄金の柳

顔を配 らむ 白玉の盾

居を分ちて除韻を宣い

上出難韻｡

制に鷹 じて詩を賦す毎に､上は難韻を出す｡

168 都勢得仙棋 勢いを翻して仙棋を得る

自注 :上嘗賜雨制棋勢圏｡-日野面千里､二日濁飛天蛾､三日海底取明.珠､四日妙算

無窮､人莫能噴｡

上は嘗て雨制棋勢園を賜 う｡-は野面千里と日い､二は濁飛天蛾と日い､三は

海底取明珠 と日い､四は妙算無窮と日う､人 能く喋る菓し｡

169 尭畢窺天管 寛に天を窺 う管を奉げ

170 等燃煮豆箕 事いて豆を煮る糞を燃やす

171 恨無才鷹副 才の副に鷹ずる無きを恨み

172 空有衰度祈 空しく表の虚しく祈むる有 り

自注 :毎有御製詩魂難井新棋勢､但上表免和､訴不暁而巳｡

御製の詩観の難き井せて新棋勢有る毎に､値だ和するを免がるるを上表 し､_噴

らざるを訴 うるのみO
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173 番暗偏碑寛 容臆 偏に稀寛し

174 天顔極撫振 天顔 撫接を棲む

175 中宮賜文字 中宮 文字を賜り

自注 :雨制毎腸御詩､皆中官送室本院｡ 雨制 御詩を賜る毎に､皆な中官 送 りて

本院に至る｡

176 院吏捧巾井 院吏 巾某を捧ず

155/156 朝廷に参内しては空しく身をかがめるばか り､退出して食事をする時には

のんび りする｡

157/158 交替の当直はちょうど春のよい時節にあたり､｢横行｣は一晩置きに諮問

する｡〔三 日の休暇が終わるたびに､それを横行 とい う｡正殿において休暇を謹んで

受け､内殿の官は一晩置きに報告する〕

159/160 内朝ではいつもお応えすることができ､外にお出ましの時はいつも随行を

命ぜ られたD

161/162 換林苑では雲を成すほどの取 り入れを見た り､金明地では水遊びを見た り

した｡

163/164 庭園の池に臨んで花を観賞した り､魚池に立って釣 りのお供をした.

165/166 黄金色の柳の若枝が顔を払った り､白玉の盃に顔を赤 く染めた りした｡

167ノ168 詩題 を分けて唱和する際にはむずかしい韻事をのたまい (命によって詩を

作る際､天子はいつもむずかしい韻事を出題された)､御製の棋譜を得て形成を逆転

した (天子は二つの棋勢園を趨ったことがあった｡-は ｢対面千里｣といい､二は ｢独

り天蛾を飛ばす｣といい､三は ｢海底に明珠を取る｣といい､四は ｢妙算無窮｣とい

い､誰も理解できなかった)｡

169/170 結局は管で天を見るような狭い見方を呈するはかなく､争って豆を煮るた

めの豆殻を燃やすほかなかった｡

171/172_補佐にふさわしい才能のないのを嘆き､空しく謹んでお願いする表を奉る

だけであった (御製のむずかしい韻事の詩や新作の棋譜が出されるたびに､唱和を免

ぜられ ることを上表 して､理解できないこと_を訴えるのみであった)0

173ハ74 天子の愛顧はひ らす ら私を蕃め称え､青巨顔は民に対 してこの上なく慈愛を

注いだ｡

175/176 中骨は天子の作 られた詩を臣下に賜 り (自注 :市制 ?が御詩を賜る時はい

つも､中官が本院まで送付した)､院の更がその入れ物を奉 じた｡

この度は朝廷の官人としての具体的な生活面を記す｡政務以外の宮廷生活｡朝廷の

娯楽行事､唱和詩のや りとり､囲碁､釣 りその他｡こうした公務以外のことを記すな

かにも上の段にみた王南僻のかみしもをつけた態度は変わらない｡天子を中心とする
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私的な時間であるはずなのに､上の段と同じく､個人の感慨､感情は表現されていな

いのである｡ しかし個人的感情が直接書かれていないにしても､この叙述のなかにあ

る種の王南僻の感情はうかがうことができると思 う｡それは天子に対する甘えのよう

な感情が流れていることだ｡それは天子との気持ちの交流､というよりも､自分が天

子のお気に入 りであるということを自覚してそれに浸る甘えD.感情ではないか｡こう

した感情､ないし態度は､先に記したように､一地方官であった王高俵が天子によっ

て抜擢 され朝廷の中枢 にまで至った家臣ゆえに生じたものであろう｡それは制度を超

正確には臣下の者が天子に対して覚える親密な感情､甘えに似たような親近感を唱っ

ている例 として想起されるのは､晩唐の韓優である｡その 『韓翰林集』は翰林学士 ･

知制詰たる韓倭の近臣としての得意さ､昭宗に対する特別に親密な愛惜が潜んでいる｡

そこに天子に対する甘えに似た感情が見えるのみならず､宮廷内部に身を置く者でな

ければ分からない事柄が記録されている点もこれに似る｡翰林学士 ･知制話 という天

子直々の秘書に当たる職務には､こうした天子との密着 した感情があったのかもしれ

ない｡ さらにさかのぼれば杜甫の左拾遺時代の朝廷を唱った詩にはそれに似たものが

見える｡ しかし杜首の場合は朝臣として宮廷に参内していたのはごくわずかな期間に

限られるのでわずかにかいま見えるに過ぎない｡文学のなかにこのような感情を詠じ

るのは､それ以前の貴族官僚にはなかったのではないか.天子のそばに使える臣下の

出身階層が変化 してから､天子と臣下の間にこうした緊密な人間関係､むしろ異性間

の愛情にも類するような親密な感情が生じ､それが詩のなかで唱われるようになった

のではないか｡

それは君臣間の関係が変化 したことによって生じた新しい文学的な情意であるかも

しれないが､しかしここに覚える甘えの嫌 らしさは､さほど重要な文学的テーマとな

りえなかった｡

177 遭遇誠堪惜

178 功名病自悲

1.79 詩経無壮志

180 視草亦何番

181 未戯克封頗

182 空銑北岳碑

遭遇 誠に惜しむに堪え

功名 轟かに自ら悲しむ

超を請 うも壮志無く

草を視るも亦た何をか薦さん

未だ東封の煩を戯ぜず

空しく北岳の碑を鏑る

自注 =淳化元年､奉勅重修北岳､予撰碑｡ 酎 ヒ元年､勅を奉じて北岳を重修せ しめ､

予 碑を摸すQ

183 深噺専凪豆 深 く漸ず 狙豆を専らにするを

184 長欲蕗遁匪 長に欲す 遁陸を誌するを

185 但可懐嘱千 位だ節子を懐くべく

-213-



186 何賓新谷姦 何ぞ谷轟を斬るを須いん

187 胸中貯兵甲 胸中 兵甲を貯え

188 堂上有熊熊 堂上 熊熊有 り

189 成敗観千古 成敗 千古を観

190′施張在四推 施張 四経に在 り

191 兼磨断侯創 兼ねて断債の剣を磨き

自注 :巳上蓋言予平生之志也O巳上は蓋し予の平生の志を言 う也.

177/L178 このような恩顧に巡 り会ったことはまことにもったいないことであるが､

それに対して功名を挙げられなかったことをひそかに悲しんだものであった｡

179/1p80 天子に操を請いて武功を挙げるといった勇壮な志もなく､詔勅を扱 う仕事

も何もなすことはなかった｡

181/182 文官七 しては泰山の封禅寮を献ずることもせず､武官 としては燕然山に碑

銘を空しく刻むだけであった (淳化元年､勅命を奉 じて北岳の碑銘を重修するのに､

私が碑文を著した)｡

183/184 祭事の担当だけを仕事 とするのを深 く恥 じ､いつも辺境問題を議論 したい

と思っていた0

185/186 周辺民族に対 しては､わがままな子供を手なずけるように懐柔すべきであ

り､旬奴の王を殺すような強硬策は不要だ｡

187/188 胸の中に兵器 ･甲宵を蓄え､堂上には熊のようなたくましい武者がいる｡

189/190 長い歴史の中に成敗のゆえんを観察し､四方に向かって支配を張り広げる｡

191/192 併せて邪心を抱いた家臣を切 り捨てる剣を磨き､直言する家臣を高く掲げた

いと思った (以上は､私の平生の志を述べたものである)｡

朝臣として近 くに仕えた時期の自分の思いを述べる段｡朝廷のポス トにあった時期

を語 る段では､しばしば自分がそれに値 しない_という謙遜の辞が含まれている｡たと

えばこの段でも 183の ｢漸｣｡何に対 して恥ずかしく思 うか｡文官としてのみ礼制を

担当すること､武事の実際に参与しないこと｡ 自分自身の内部に生じる蓑恥ではなく

て､士大夫としてあるべき姿との帝離｡あくまでも立場上の噺悦の念であって､個人

内部に生じるものではない｡いわば公的に抱くべき恥をいうに過ぎないのである｡

七 朝廷からの追放

193 遇事難絃黙 事に遇いては繰黙し難く
に〈

194 平居疾曝仲 平居 曝呼を疾む
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195 無権逐鳥雀 権の席雀を違 う無く

196 像首任狐狸 首を仮 して狐狸に任す

197 廷尉専刑無 廷尉 刑無を専らにし

自注 :以制帯舎人瀬大理寺事｡ 制語舎人を以て大理寺の事を兼ぬ｡･rとうし
198 詞臣益等衰 詞厘 等表を益す

199 五花儀久廟 五花 儀 久 しく廃され

自注 二故事､舎人五花判事､今則麿之久某｡ 故事､舎人の五花判事は､今は則ち之

を麿 して久 し D

200 三尺法制施 三尺 法 例か施す

201 番命猶無論 命を審するに猶お謡 うこと無く

自注 :予在閣下､草詞多不虚飾､以此亦鳥人所怨｡ 予は閣下に在 りて ､詞を草する

こと多(虚飾せず､此れを以て亦た人の怨む所と為る｡

202 評刑肯有欺 評刑 肯えて欺く有らんや

203 厚笹凌近侍 厚笹 近侍を凌 し

204 内乱疾妖尼 内乱 妖尼を疾む

自注 ;妖尾道安置告徐騎省｡ 妖尾道安は徐騎省を誕告す｡

205 丹撃曹無赦

206 金科了不疑

207 井草期悟主

208 引蔭更防誰

209 車斐終無巳

210 雷雲遂赫斯

211 如弦傷評直

2_12 投梓寛顎庇

213 衆錬金額化

214 畢排柱不支

215 債権廻北斗

216 語舌簸南箕

217 閣下羊腸験

218 朝端虎尾危

219 道孤胎衆怒

220 責蒋帝展慈

丹撃 昔に赦す無かるべく

金科 了に疑わず

章を挿して主を悟らしめんことを期す

法を引きて更に誰をか防がん

垂斐 終に巳むこと無く
かくし

雷空 運に赫斯た り
けうちJ:く そこJL

弦の如く許 直を傷 い

樺を投 じて噸庇を箆む

衆蝶 金も須べからく化すべし

畢排 柱も支えず

債権は北斗す ら廻し
は

遮音 南箕を簸す

閉下 羊腸のごとく除に

朝端 虎尾のごとく危 し
P)こ

道孤にして衆恋を胎 し

費薄くして震慈に頼る

193/194 番に出くわしては黙ったままいることはできず､ふだんから作 り笑いをし

て-つ らうことを嫌っていた0

195/196 うるさい雀を追い払 う権限はなく､頭を垂れたまま弧のしたいように任せ
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るはかなかった｡

1卯/198 司駄官は刑罰を職拳とし (制話舎人のまま大理寺の仕事を兼任 した)､文辞

を司る官は等級を増 した0

199/200 五花判事の制度は久しく廃れたままで (故事では､舎人は五花判事をした

というが 《判決が意見一致しない場合､中書舎人はそれぞれサインして各自の意見を

記 した》､今は久 しく廃止 されたままである)､法律をなんとか施行するだけであ■っ

た｡ ~

201/202 詔書を書く際には諮った りすることがなく (私は閣下にあって､執筆に虚

飾を施すことがなく､これもまた人に怨まれるものとなった)､判決には嘘がなかっ

た｡

203/204 ひどい置告が近臣を辱め､朝廷内部の争乱を起こした妖尼が憎い (妖尾道

安は徐騎省を笹告した)｡

205/206 判決の輩は赦すはずもなく､法律はまるで疑 うこともなかった｡

207/208 秦章を奉って主君に理解 してもらお うと思ったが､法律 を引いてさらに誰

を守ろうとするのか｡

209/210.あや美 しい文章は最後まで尽きることはなかったが､結局密が怒 りを爆発

させたのだった｡

211/212 ぴんと張っ-た弦のようにまっす ぐな発言を傷っけ､骨参の母親がデマも三

度聞くと梓を投 じて慌てたように､皇帝もたくさんの逸書に惑わされて私の落ち度を

探 したのだった｡

213/214 衆人の口に溶かされれば金す ら_も化学変化を起こすものであるし､集団が

排斥すれば柱でも支えきれないのだ｡

215/216 邪悪な権力は北斗をも回転させ､読書は南策星す ら箕であおるのである｡

217/218 宮廷ではまるで羊腸･の道にいるように危険であり､,朝廷では虎･の尾を踏む

ようなあや うい状況に置かれていた｡'

219/220 孤高の主張は衆人の怒 りをのこすだけの結果 となったが､安めが瞳かった

のは皇帝の慈悲のおかげであった｡

商州 (駅西省両州市)の団練副使に放せ らる事態を語る一段｡ここまで順風満帆で

進んできた宮人生活における最初の左遷であった｡その事件のあらましを記せば､虚

州の尼､道安が左散騎常侍の徐鑑を陥れるということが起こったが､審藩を経て事実

無根 となり､道安は笹告罪で告訴された｡しかし太宗は詔を下して道安を無実にするO

兼判大理寺であった王南牌は上疏 して抗鼓 し､道安の社告を訴える｡それが天子の怒

りに触れて時化二年 (九九一)九月､王高騰は知制話の職を解任され､商州団練副使

に左遷されたのである｡

それを述べるこの段では､自分の剛直な性格が朝廷から追放 される結果を引き起こ
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したという､直臣が排斥され.るかたちで自己を語る｡ 中国の士大夫の常として､自分

にはまったく落ち度はなく､自分を突き落とした相手のみが非である､という認乱

こうした自己認織こそが我々に最も違和感を覚えさせるものであろう｡中国では常に

自己は正しく周囲が間違っている｡屈原からしてしかり｡ ′自分に対して懐疑を抱くこ'

とははなはだ特殊な性格であるCこのような確信が可能なのは､自分個人という認織

が成立していず､自分は士大夫という集団､共同の観念の作り出した集団の一員にす

ぎないから､士大夫としての論理は破綻することがないのだ｡

このような自己認識 とともに､もう一つ中国士大夫の例にぴったりかな う要素は､

敵対する勢力は非として退けても､最終的に自分を左遷する命を発 した張本人である

天子そのものに対 しては決して攻撃批判しないことだ｡事のしだいから明らかなよう

に､証告罪に当たる道安を許 したのは太宗であり､それを抗議した王南偶を罰 したの

も太宗である｡ しかし天子に直接批判を向けることはないし､懐疑すら懐いていない

ように見える｡自分に与えられた流請という罰すらも､220にいうように天子の慈悲

のおかげでかくも軽 くすんだというように認識するのである｡

221 西棟除三字 胃液 三幸を除し

222 南山佐一摩 南山 一度を佐く

223 蒼黄塵満面 蒼黄 塵 面に猫ち

224 揮酒沸交臨 揮軒 沸 陳に交わる

225 日断九重関 目は断ゆ 九重の開

226 魂錆八達達 魂は錆ゆ 八達の達

227 尊親遠扶侍

228 兄弟轟流離

229 秦嶺偏噴絶

230 商於更険峻

231.吾底何鹿足

232 我馬忽長酔

233 六星山蒼翠

234 丹河浪砂禰

235 分封思衛敬

236 割地憶張儀

尊親 遠く扶侍 し

兄弟 轟く流離す

秦嶺 偏に唾絶

商於 更に除岐

吾が底は何れの虞か是れなる

我が馬は忽ち長く辞す

六豊 山蒼翠たり

丹河 浪瀞禰たり

分封 衛敬を思い

割地 張儀を憶 う

237 慨讃三間停 読むに慨し 三間博

238 空尋四時両 空しく尋ぬ 四晴間

239 番梱濃似療 宙煩 浪きこと癌に似

240 松雪日加梨 松雪 白きこと梨の如し
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221/22才 朝廷では三字 (知制詰-重商僻)を除名 し､南山 (終南山)の+帯で-那

の補佐 となることになった (帝州団練副使)｡

223/224 あわただしく旅立ち､旅塵が顔一面を汚し､降り注ぐ涙はあごまでぬらす｡

225/226 九重の門に閉ざされた朝廷を目路の限りに見つめ続け､四方八方人 と別れ

る街道に魂も消え入 りそうだ｡

227/228 両親は遠 くまで同行 して養 うが､兄弟たちはすべて離ればなれ となった｡

229/230 薬嶺山脈はひたすらに厳しく､~商於はそれに加えて険阻であったD

231/232 いず こが私の住む庵なのか.私の-乗る馬はたちまちの うちに永久の別れを

都に告げたのだった｡

233/234 商於六里の地 (張儀は楚の償王に商於ゐ地六百里を献 じようと欺き､実際

には六里を献 じたのみであった)は山が青々と連なり､丹河 (丹水)は水が造かに続

いている｡

235/236 分封制に反対 して郡鯨制を鋭いた衛執 (商敬)を思い出し､地を割譲する

計をたくらんだ張儀を連想 した｡

237/238 三間 (屈原)の伝を読むのもものうく､空 しく南山四時の両を詣でたのみ

であっ七 ｡

239/240 焼き畑の煙は痔気のように濃密で､松の木に降った雪は梨の花が咲いたよ

うい白々とさえていた｡

都を追われ､商州-の旅を綴る一段O悲痛に満ちた言葉が連ね られるが､この部分

は月並みな言葉の羅列に終始 しているO左遷の道中についての記述は､深刻 さがいく

らか軽減 されるかに見えるが､具体的な記述はここにも少ない｡ほかの作品から補っ

て､この旅の様子を記せば､九月､王再騰は父親､妻､二人の子供を伴って都を離れ

るO道中の苦難は一首親の ｢酬稗放徴君｣詩 (『小畜集』巻三)などをはじめとして､

都を追われ､辺部な地に赴く悲哀を唱う一連の詩があるD そ うした境遇にあっても太

宗に対する親愛の情は変わらないDむしろ一層切々と太宗が自分を目にかけてくれた

厚情を思って涙 している｡たとえば出立したばかりの ｢初出京過壇林苑｣詩 (『小寄

集』巻八)では､その年の春､現林苑で宴席に与り､■帝座のそばに来るように云われ

て､丁寧に年齢を尋ねられ､言葉を賜るという特別な恩恵を受け､それは近臣たちに

も羨望されたと､先に述7r{た ｢甘え｣の忠心を帯びつつ回想するo｢旅改新安｣詩 (同

巻)でも ｢比の身 未だ敢えて死せず､骨ず明君に報いん~と擬す｣_と､その忠誠の変

わらぬことを云 う｡

旅の辛苦については､たとえば ｢碗石鮪旅舎｣詩 (同巻)､

霜乾紅葉飛 霜乾きて紅葉飛び

遷客思凄凄 遊客 思い凄凄たり
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廃除人垂癖

登山馬阻蹄

解荒毒韓苦

雲凍雁行低

此夕鷹無麻

何煩報噴散

こ.5:
除に慮 りて人は癖を垂れ

や

山に登 りて馬は蹄を阻む

麻荒れて養親苦しく

雲凍 りて雁行低し

比の夕 鷹に森無かるべし

何ぞ煩わさん 喋を報ずる散を

｢桐桑故事覆｣詩 (同巻)によれば､書物を運ぶ車両が転覆 したほど険しい.山道で

あったO その未二句に､

巳被文章相錯誤 巳に文章の相い錯誤するところとなるも

諦官猶載-草書 蘭官 猶お我す 一車の書

たまたま上に挙げた二首にもうかがうことができるように､苦難を唱 う詩のなかに

も､いささかのウイットを加えるところが､すでに宋詩らしさを帯びているといえよ

うか｡

八 流請の地､商州

241 旗舎床鋪月

242 寒薗硯結漸

243 振書杉作排

244 解等竹薦鵜

245 呼僕躍茶奄

246 従僧借築館

247 鐘愁上寺起

248 角怨水門吹

壊舎 床は月を鋪き

寒窟 硯は新を結ぶ

書を振いて杉を排と作し

背を解きて竹を也と点す

僕を呼びて茶竃を泥にし

僧に従いて築館を借る

鐘愁いて上寺より起こり

角怨みて水門より吹く

自注 :上寺在州北､子城有水門｡ 上寺は州北に在 り､子城に水門有り｡

249 番友誰青眼

250 新秋出自髭

自注 :予到商州､

251 梱嵐晴轡哲

252 風雨夜願窮

253 我過徒三省

254 書生自首羅

255 初東関旅雁

蕃友 誰か青眼

新秋 白髭出ず

始有白髭｡ 予 南川に到 り､始めて白髭有 り'｡

畑嵐 晴れて哲曹

風雨 夜殿馬

我が過ち 徒らに三省す

吾が生 自ら百羅

初めて来たりて旅雁を聞き
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256_不党兄貴願 覚えず 黄願を見る

257 市井採山菜 市井 山菜を採 り

258 房廊蓋木皮 房廊 木皮を蓋 う
おお

自注 :商州民多以木皮苫屋｡ 商州の民 多く木皮を以て屋を苫 う｡

259 野花紅畑浬

260 山草碧碓稚

261 副使官賢冷

262 商州酒味酵

263 尾困求食捧

264 角鳥解凍寂

265 有夢思紅垂

266 無心採紫芝

267 痩妻容惨戚

268 稚子涙漣而

269 暖怯蛇穿壁

270 昏憂虎入鮭

271 松根燃夜燭

272 山蕨助朝飢

273 豊満堂麿巷

274 還憂地乏腎

野花 紅柵漫

山草 碧碓椎

副使 官資冷やかに
うナ

商州 酒味醜し
ふる

尾は食を求むるに因りて拾い
から

角は津に鯖るるが虞に森む

夢の紅塵を思 う有るも

心の紫芝を採る無し

痩妻 容惨戚たり

稚子 涙漣而たり

暖かければ蛇の塵 を穿たんかと怯え

昏ければ虎の節より人 らんかと憂う

松根 夜燭を燃や し

山蕨 朝軌を助■く

宝に濁 り堂の養 うを廟くのみならんや

還た地に腎乏しきを整 う

241/242 壊れた宿舎では床の上に月の光が敷かれているように隙間を通 して差 し込

み､凍てついた窓辺では硯の水も凍ってしまう｡

243/244 聾を振 るって書 く時にはシャツを拭き取る物に代用 し､背を解けば竹を衣

掛けに代用する0

245/246 下僕を呼んで茶をたてるかまどを泥で作 り､坊 さんか ら葵を調合する道具

を借 りる0

247/248 寺の鐘の昔も悲■しげに上寺から起こり､角笛の怨みも水門から吹きあがる

(上寺は州北にあり､控えの城には水門がある)0

249/250 旧友の うちの誰 がまともにつきあってくれるのかo秋になると､白い架が

あらわれたO (私は商州に着(と､始めて顔が白くなったO)

251/252 山のなかの霞は晴れた日にも龍 もり､風雨は夜になると~しゅうしゅうと鳴

っていた｡

253/254 自分の過ちを三省 してみた りしたが､.自分の生涯はもともと憂愁に満ちた

ものであった｡

255/256 来たばか りの時は雁の声を聞いたが､知 らぬ間に時間はたって春のウダイ
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スを見ることとなった｡

257/25旦 市場では山菜を採って売 り､建物は木の皮で葺いてある｡(酎 ･Hの人々は多

く木の皮で家を葺いている)

259/260 野の花々は赤く咲きほこり､山の革は青く敷き詰められている0

26Ⅰ/262 副使の･職は俸給が低く､商Jllの地は酒の味もまずい｡

263ノ264 犬は食べ物を求めて尾を振るい､羊は角を垣根にからませてしまう (『周易』

大牡､｢粒羊廟市､恵其角｣)｡

265/266 苛薬を思 う夢は見るが､紫芝 (薬草となる菌類)を採る気持ちはない｡

267/268 痩せ こけた妻は容姿も凄惨たるもので､幼い子供たちはひっきりなしに泣

いている｡

269/270 暖かければ蛇が壁に穴を開けて入ってこないかと心配し､暗くなれば虎が

垣根から侵入 しないかと恐れる｡

271/272 松の木の根っこを燃や して夜の灯火とし､山のワラビで朝の飢えをいやす

助けとする｡

273/274 母堂を養 う物がないことだけではない｡この地には医者も乏しいことが心

配になる｡

商州に者任 した当初の苦しい生活｡この度ではいくらかおおげさな隼敦ではあるが､

叙述が具体的になる｡到着した当初は妙高揮院を宿舎 とするが､その壁に塁審されて

いたのは､先に太宗の殿試に召されてそれを唱った詩篇であった｡｢初到商州館干妙

高揮院備屋壁上見草聖数行講之乃数年前鷹制所作皇帝試貢士歌追思前事感而成章 (初

めて商州に到 り妙高揮院に館す､備屋の壁上に革聖数行を見､之を諌めば乃ち数年前

制に鹿 じて作る所の皇帝 貢士を試す歌な_り 前事を追思し感 じて章を成す)｣詩

(『小畜集』巻ノし)はそれを見た感慨を唱う｡これが事実か虚構か証する■ことはでき

ないが､この時､王高僻の脳裏には白居易､元損の故事が浮かんだのではないだろう

か｡元和十年七月､江州司馬に左遷 されて都を出た白居易は最初の夜泊まった藍橋駅

の壁に､その年の春､江陵から都へ戻る元程が題 した詩を認め､その感慨を辞に鳴っ

ている (｢藍橋罪見元九詩｣詩)｡

元環 ･白居易を想起したことがより確かなのは､やはりこの途次の詩 ｢不見陽城野｣

(『小畜集』巻三)である｡その ｢序｣にいう､

予虞見童時､覚元白集､見唱和陽城犀詩､時梅乾江陵､退席山､感陽道州而作是詩

也Q且改罪馬連賢郵､不忍呼其詮也｡楽天在翰林､得而和之｡又見杜紫微官水原詩､

題下解云､富永罪､沓名輿陽諌鼓同｡卒章日､罪名不合軽移改､留督朝宋音憤然｡淳

化二年秋九月､予自酉披左富商於ヾ訪英醇即無有也｡敏之周躍､発話郡境､則富永地

存両帝層､陽城之放逐英知兵.因作古風詩､申明三賢之作､且以不見陰城醇烏首句o
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至干道州之行事､元詩壷之兵､此不復云.

私は子供の時､元白集を読んで､陽城駅に唱和した詩を見た｡その時､元槙は江陵

に左遷 され､商山を経過 して､陽道州に心を動かして詩を作った｡且つ駅由名を変え

て避賢郵とし､陵城の藷を呼ぶに忍びなかったのであるO楽天は翰林にあって､■それ

を手にして唱和 した｡又た杜紫微の富永駅の詩を見ると､題下に解いて云 う､富永駅

は､旧名は陽諌誌 と同じであった｡卒章にいう､｢題名 合に軽 く移改すべからず､

留めて天に朝する者を瞥 して憤然たらしめよ｣とO淳化二年秋九月､私は酉按 (中書

省D王南牌は中春舎人であった)から商於に左遷され､その駅を尋ねてみたが見つか

らなかったO地図で確かめてみると､郡の境に見つか り､すなわち富永の地はあるが

駅は廃され､陽城という呼び方は分からなくなっていたOそこで古風の詩を作･り､三

人の賢者の詩を明らかにして､且つ ｢不見陽城罪｣を首句とした｡陽道州の行為につ

いては､元横の詩が言い尽 しているのでこここでは繰 り返さないo

｢序｣に取 り上げられているのは､元和五年 (八一〇)､官官との静いで江陵府土

管参軍に左遷された元敬が江陵に到着するまでの半月の旅のなかで作った十七首の詩

を白居易に送 り､白居易はそのうちの十首に和 した (｢和答詩十首｣)が､その応酬

詩の-づ ｢陽城犀｣､すなわち当時諌官 として名声のあった陽城を称えた詩である｡

このように中庸の文人 と自分を重ね合わせる態度は､王再僻の詩文のあちこちにうか

がわれる｡

267ノ268の僻に妻子が登場する｡-たとえば杜甫の成都時代の許 ｢江郁｣の ｢老妻査

紙薦某局､稚子散針作釣鈎｣がやはり不本意な異土ゐ暮 らしのなかで一時の安 らぎを

得た家庭を措いているが､同じく妻子を二句で描きながら､表現の力丑の違いは歴然

としているO言葉から新たな現実が立ち上がってくる､という_ことはな(-,型 どお り

の苦境をなぞるのみなのである｡

253に ｢我過徒三省｣､_反省があらわれる｡ ･しかし下の句では ｢吾生自百罷｣､自分

の人生は本来限りない憂愁に満たされているものだと宿命論的に諦観 してしまって､

内面を掘 り下げていくことはない｡悲しみ嘆く言葉を連ねようと士大夫としての安定

が崩れないのは､白.己省察の欠如と表裏をなしている｡

275 跡瓢蒋潮解

276 親老 日崎磁

277 閣下辞巣鳳

278 山中伴野轟

279 風欺秀林木

280 雲隔向陽葵

跡瓢いて帝は潮解

親老いて日は畦喧

閣下 巣鳳を辞 し

山中 野轟･を伴 う

風は秀林の木を欺き

雲は向陽の葵を隔Jj
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281 屈産道驚馬

282 丹山田嚇賂

283 悔須分黒白

284 本合塩析蛙

285 白此鯖飴刃

286 終曹畢鈍鎚

287 窮通皆有数

2昆8 得喪文集悲

289 日顧才何者

290.空憐道在苗

291 宣厄猶削伐

292 大高亦肺胞

293 用去昔如虎

294 投束且埜庖

295 避風脚戟翼

296 得水食揚署

297 琴酒画三楽

298 詩華致四錐

屈産 驚馬に遭い
かくし

丹山 嚇鶴に困しめらる

悔ゆらくは須く黒白を分っべ く

本は合に姉妹を親ぜるべし
つつ

此れより飴刃を編み

終に皆に鈍鎚を畢ぶべし

窮通 皆な数有 り

得喪 又た集ぞ悲 しまん

自ら顧る 才何の者ぞ

空しく憐む 道 立に在るを

宣尼す ら猶お削伐 し

大高す ら亦た臍臆あり

用い去 らば皆に虎の如くなるべし

投 じ蘇れば且く題を禦がん

風を避けて柳か翼を戟め

水を得れば骨ず者を揚げん

琴清 三楽を圏 り

詩章 四鼻削こ救 う

自注 :白公有四錐詩｡ 白公にEEI錐詩有 り0

299 魚泰雄典章 魚顛 典索に推せ

300 易尾任備歌 窮尾 借款に任す

301 7cm:抱腹鼠 冗冗た り 膿を拓 く鼠

302 悠悠曳尾亀 悠悠た り 尾を曳く亀

303 北密尋妖蝶 北宙 峡蝶を尋ね

304 南岸看戯払 南岸 曲技を看る

自注 :州之南丹河多水鳥｡ 州の南の丹河に水鳥多し｡

305 山翠榛頻上

306 雲生杖碍槽

307 筆関宮噴晩

308 青陵負冬噴

309 松柏薬価翠

310 攻落狸不硝

311 望誰分曲直

312 祇 自仰神祇

313 書道寧窮貴

314 斯文末巳而

山翠にして 棲頻 りに上 り
ささ

雲生 じて 杖濁 り措 う

聾閑にして噴晩を留め

蕃暖 くして冬噂を負 う

松柏 寒くして伽お翠に

攻落 淫するも楢からず

誰に曲直を分かつを望まんや

紙だ自ら神祇を仰 ぐ

吾が道は寧ぞ窮まらんや

斯文 末だ巳まず
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315 狂吟何所益 狂吟するも何の益する所ぞ

316 孤憤洩黄陵 孤憤 黄肢に洩らすのみ

275/276 私の行跡はまるで滞l海に浮かぶ浮き草のようにあてどなく漂 うばか り､親

は年老いて余命は迫る｡

277/278 .天子のおそばの朝廷を辞去 して､山の中で鹿をともにしているありさま｡

27卯280 風はす ぐれた樹木を吹いて欺き､雲はひまわ りが太陽に向か うのを邪魔す

る｡

281/282 屈の地で生まれた名馬が駄馬に出会ったようなもの､舟山の鳳風がかっと

馨を出したとんびに困らされているようなもの｡

283/284 白黒をはっきり区別 しなくてはならないと考えたことを悔やむ｡世の中は

もともと美醜混ざっているものなのだ｡

285/286 これから以後はのこった刃を包み1思し､結局鈍いかなづちを学ばねばなら

ない｡

287/288 窮通は決まった宿命､得るも失 うも悲 しむことではない｡

289/290 自分で振 り返ってみればいったいどれだけの才があるとい うのか.ただ道

は眉分のもとにあることだけを空 しく悲しむ｡

291/292 孔子です ら木を削った り伐った りの力仕事に携わったのである_し､南です

ら足にタコをつけるほど歩き回ったのだ｡

293/294 用い られるとなれば虎のように勢いよく出ていくが､ここ-身を投 じたな

らばまずは旗魅鹿鹿から身を守ることにしよう｡

295/296 風を避けてしばらく翼を収めるが､水を得たらきっとひれを挙げて泳ぎ回

ることにしよう｡

297/298 琴酒などの楽 しみで三楽を意図し､詩は ｢四錐｣のまねをしようo (自分に

｢四･錐｣の詩があるD《隼雄老､命雄帝､眼錐病､家経費》)

299/300 魚類の飾 りを付けた笛は買い戻 しと決めて質に出すのにまかせ､窮の尾を

飾 りにつけた冠は傾 くままにしておく｡

301/302 膿を引きず り出したまま生き続ける鼠のようにこつこつ と生きなが らえ､

尾を引いて泥のなかを生き続ける亀のようにゆったりと生き続けよう0

丹河には水鳥が多い)

305/306 山は緑､楼閣に何度も上 り､雲が生じる山中人一人でjlテッキを辛に登る｡

307/308 のんび りとたかむ しろに寝転がって朝の太陽ののこ りを浴び､軒端は暖か

く､冬の日差 しを背中に当てる｡

30卯310 松柏は寒い時節になってもなお経のままであり､壇蜂の美玉は轟 く染めよ

うとしても黒くはならない｡

一一224-･



311/312 誰が曲と直を区別 してくれると期待 しようかDただみずから神を仰 ぐだけ

だ0

313/314 我が道は窮まることなどありえない｡この伝統は終わりはしないのだ｡

315/316 狂吟 したところで何も得るものはない｡世間に対する憤憩をひとり山に漏

らすだけだ｡

流諸の生活のなかでの感慨を唱う最後の乱 なかには流請を期せずして与えられた

閑適 として享受 しようとする一面も記されているが､多(は不本意な左遷とそこに蟹

屈 しながらも再起を期す心情が優勢を占める｡

政治的敗北をもたらした原因について繰 り返 し考えるのだが､自分自身の考えや立

場の非は認めない｡認めないどころか､それをもう一度考え直 してみるということす

ら見えない｡王南僻が認めるのは自分は正 しかったが､その正義をあらわす方牡が拙

かったこと､それを後悔するDだからそこから獲得できる教訓は､今後は人を弁別す

ること､碓をも信 じてはならないこと｡そして自分を鈍く愚かなように振る舞って攻

撃を避けるという処世術でしかない｡

流諭 された最中にあっても､悲観に沈むどころか再垂を期すとい うこの一種のたく

ましさ､それは中国の士大夫の､またそれを反映する中国の文学の特徴であろう｡悲

観に沈む リリシズムを唱 うことを文学の中心とする日本文学とは異なるところであ

る｡

そのような自負の強さを保証しているのは､王南保という個人が成立していないこ

とによる｡彼は士大夫階級の中に属する一人であり､適時的には士大夫としての伝統､

共時的には士大夫という共同体に属 していることによ.って､そのアイデンティティ｢

は確保 されている｡ それを端的に示すのは､313/314であろう｡｢斯文｣の存続を信 じ

る限 り､この確信は揺らぐことがないのである｡左遷 という体験は､士人がその存在

の基盤である共同体から排除されることであり.､従って士人としてのアイデンティテ

ィーが揺らぐ危機であるということができる｡だから人は左港された時にしばしば自

伝詩を綴ることにな章のだろう｡しかしその時､王副削ま天子-の信頼を保持するこ

とによってその危機を乗 り越えようとする.｡内省に向かうのではなく､白･分を共同体

の中心に位置する天子と特別な結びつきをもつものとして確認することによって､共

同体からの逸脱を免れる｡王高僻の自伝詩に流れているのは､忠という理念の殻を借

りた個人的な親愛の情であるように思われるけれども､そうした粋を媒介として､士

大夫たる自分が確認されている｡｢諦居感事｣詩は､結局のところ自己省察とは無縁

であり､外に向かっては流諭された自分に料 まないことを弁明する自己釈明であり､

自分にとっては三百十六句 を費やして到達した自己確認の記録であった｡
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Ⅸ 宋代士大夫の自己表現

-一柳閏の自伝約言述-一

柳開 (九四七一一C)00､或いは九四八一一〇〇一)､初めの名は肩愈､字招允､

のちに改めて名は開､字仲塗 (この名 と字の意味するところについては後述)､は､

宋代に入っていち早く古文復興を唱えた人物として知られるが､自伝的作品としては

･｢東郊野末伝｣､･｢~補亡先生伝｣ と題された二篇がのこされている｡＼それを検討する

に先立って､柳閲の事跡を一通 り見ておくことにしようO

一 柳関の事跡

『宋史』巻四四〇文苑伝の柳開伝を基本として柳関の一生をたどれば､ほぼ以下の

とお りである｡柳繭は大名 (河北省大名県)の人｡柳宗元の子孫であるかにい うこと

があるが､それは単に同姓であることを言っているにすぎない｡たとえば ｢再輿韓泊

専｣(『河東先生集』巻九､『四部革刊』本o以下､柳閏の引用はそれによる)のなか

で､世の中の職業は世襲が多いが､｢文章道徳｣においては子孫が嗣ぐとい うことは

希なことだと前置きした上で､｢唐有天下三百年間､庵 能文者､唯足下輿我両家｣､

韓愈 と柳宗元のみが唐代を代表する文章家であったとし､｢韓柳氏の子孫｣である韓

泊と自分とがともに古文を愛好することを喜んでいるO

さん

直接の先祖 として名を挙げているのは唐の柳環で､柳環のことを ｢大王父｣である

と言っているが､これにはやや問題が含まれているO柳環の名は ｢上圭司李畢士 (李

防)･審｣(『河東先生集』巻七十のなかにあらわれ､そこにはいう､

開之大王父 謹環 一唐光化中放公 課光速 司黄土也､寮束鹿琴､連絡以膜未塵之｡

遮有移香子趨公翼我先君者､接公始得一書､乃遷其名而進一等o以至干前後得誘審二

十六通､播公毎得一事而必⊥連名｡是歳也､趨下二十七人､故我先君名止干第二｡苛

是時事未止千二十六人之穀也､即必冠平首美O我先君後果作相子唐､而有力扶大難之

柳関の大曾祖父 轟は環 は､唐の光化年間 (八九八一九〇〇才に避公 轟は光速

が貫華の士を担当した時に､挙に応 じたのですが､蕗は合格著名帝の末尾に置とう

と′しました｡突然､わたしの先君を誹辞する審面が親公のもとに届き､緒公は最初に

一過の背面を痩け取ると､先君の名前を一段上に上げたのです｡前後二十六通の誹講

の番面を受け取ることになりましたが､撒公は一過届くたびに一つ順位を上げていき
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ました｡この年には､趣のもとは二十七人登第 したので､わたしの先君の名は二番に

とどまったのです｡もしもこの時の書面が二十六人誹誘するに終わらなかったら､き

つと主席になっていたことでしょう｡わたしの先君はその後果たして唐王朝の宰相を

務め､大難の時期をみごとに支えた誉れを得､その身を規ないましたが､今 日に至る

まで君子たちはそれを称え､墳公がこのように卓越 した能力をもっていたことを尊ん

でいます｡

｢大王父｣とい うのは､後述するように曾祖父として柳睦の名前がのこっているこ

とから､曾祖父よりさらに上の世代を指していると思われる｡ その大王父の名前は､

抄本である 『四部革刊』本_『河東先生集』のこの箇所の小字は ｢諌登｣と読め､排印

本 『全宋文』巻一一八収録のその文でもそのように翻字 しているのだが､柳環という

人物は唐代に見えない｡超光遠のもとで登第したのは柳境である｡字体がまざらわし

く音 も同じであることから､これは柳墳-のこととみなしてよいだろう｡『唐放言』巷

一五に ｢光化二年､放光逢放柳壕及第｣とみえ､『登科記考』巻二四もそれに基づい

て光化二年の進士の条に置いている｡知貢挙の名前も 『唐放言』､『室料記考』が ｢趨

光速｣としているのに従 うべきで､柳閑が記 している ｢緒光速｣は同族の別人である｡

¢盾光速 と遭光遠 とが紛 らわしく､混乱 しやすいことは､『旧唐音』･昭宗紀､乾寧三

年十二月の条に ｢以前翰林畢士承旨 ･尚書左丞 ･知御譜藷光遠慮御史中丞｣とみえる

記事が美は鹿光速の誤 りであると『唐才子伝校葺』が指摘する箇所にもうかがわれる｡

◎ちなみに遭光達は晩唐の遊里の詩人としての面が名高く､孫桑 『北里志』の撰者に

擬せ られたこともある｡

柳閲の記 している柳確は柳壌であるとみなしてよいだろう-が､ところが柳壕 として

も問題はなおのこる｡柳韓の伝は 『旧暦書』巻一七九､『新唐番』巻二二三下に見え

るが､『新居審』では ｢姦臣伝｣のなかに置かれているのである｡その記すところは､

釈褐から四年もたたない うちに宰相にまで昇った (『旧唐音』では光化中に登第 した

ことを記すが､『新唐暮』にはそれにも触れない)､世情定まらない時期ならばこそ

の､いわば成 り上が りであったことが旧勢力の高官の反目を受け､その角逐から朱全

忠の配下と結託して権勢を掌握 したという､唐王朝にとって不忠の臣であったという

面が捉えられている.結局､柳韓は朱全忠によって殺されるのだが､それは柳閏が記

している ｢陥平身｣に対応 しているだろう｡史書には姦臣としてその事跡､人となり

が記録されている人物を､功債を挙げた祖先として柳関が誇らかに尊いていることに

は奇異を抱かざるをえないが､これも宋初における人物評価と後に正史によって定着

する見方とが異なることの一例であろうか｡

評価はひとまず置 くとしても､柳関の家系は唐代にはなかなかの名士を輩出したも

のの､膚の滅亡とともにそれも途絶えたというのが実際のところであろう｡そのこと

は柳開自身が記 しているD『河東先生集』巻｢臥 ｢宋故朝奉郎守賛蓉大夫河東郡柳
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君 (柳原､のちに改名 して柳原吾)墓誌銘井序｣に､

柳氏干膚時薦大族､用儒畢升科有名者常有人､膚滅即絶｡

柳氏は唐代においては名族であり､儒学によって科挙に登第 した著名な人物がいつ

もいたが､唐が滅びると絶えてしまった｡

柳閑の門弟である張景 (九七一一一〇一九)には ｢故如京住金紫光線大夫検校司空

知槍州軍州事兵馬鈴轄兼御史大夫上在国河東願開園伯食 邑九百戸柳公行状｣(.『河東

先生集』.巻一六｡以下､｢柳開行状｣と略す)があるが､そこには ｢曾祖飴､祖舜卿､

皆不仕｣･という｡ 曾祖父､祖父いずれも事跡は明らかでないが､父の柳承翰-(九〇三

一九六五)､幸縫偉､1ま後唐 ･荘宗の同光年間 (九二三十jlJ二六)に地方官から身を

起こし､各地の県令を経て､未に入った太祖 ･乾徳元年 (九六三)に丞相に呈 した上

書が認められて､翌二年に観察御史を拝 し､三年には太祖から栖州通判に任 じられた

が､その年に任地で投 している. (柳開 ｢宋故中大失行観察御史贈秘書少監柳公墓誌

銘井序｣､『河東先生集』巻一四､による)｡枢要の地位にある宮人に直接書を呈する

ことによって中央政界に抜擢 されるとい うのは宋初では珍 しくないようで､父由柳承

静の場合は晩年に至ってそれを果た したのであった｡

父柳承静が官人 としての素養を身につけたのは､成人 してからのことであった｡柳

問の記す墓誌銘に､

年二十二､畢詩干隠者孟若水､従万侯生授字草､鳥文章｡

二十二歳の時に､_隠者の孟若水から詩を学び､万侯生か ら文字学を授けられ､文章

を書いた｡

と記されている｡五代の混乱期に当たっていたためでもあろうが､幼い時から儒家の

教育を受けるという書香の家柄ではすでになくなっていたのであるb

柳開･の幼少の頃の事跡 として記録 されていることの一つに､後周 ･太祖の顕徳 (九

五四一九六〇)末年､父の柳承静が南楽県の属官であった時､夜に家に押 し入った盗

賊を過って､十三歳の柳閑が剣を振るって賊の足の指を二本切 り落 とした､とい う逸

話がある｡張景 ｢柳開行状｣が記し､『来史』本伝にも録 されるところだが､つ とに

この話は知 られていたようで､石介 ｢過疎東野｣詩 (『租疎石先生文集』巻二)のな

かにも､

十三断賊指 十三にして賊の指を断 じ
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間者皆寮怖 聞く者 皆な震怖す

と取 り込まれている.

呉虞厚 『骨箱雑記』にはまた､柳関はこれと見込んだ人には気前よく金銭を与えて

いて､そのために叔父に金を無心をして断られると､叔父の家に火をっけて脅し､金

を出させたとい う記事を載せている｡それがまだ武の横行する時代であったことも物

語っているが､この二つの逸話から浮かび上がるのは､任侠に身を委ねたような､血

気にはやった若者の姿である｡『宋史』本伝にも ｢尚束自任､.不顧小節､所交皆一時

豪俊｣ とまとめられている｡このように捉えられた人物像は､成人してのちに展開す

る復古の主張のポレミックなありかたと通じるところがありそうだ｡少なくともその

自己主張の強さは書物の世界に沈潜するタイプの人とは異質な印象がある｡官人とし

ての経歴においても､文人官僚としてくくりにくいほどに､武との関わりがある｡地

方における内乱の平定､契丹 ･吐著などとのかけひきなど､武力と政治的策謀を働か

せるような仕事をたびたび しているのである｡おとなしい文人に納まらない人柄は､

宋代がまだ初期で､荒くれた雰囲気ののこる時代であったことをも示すだろう｡

進士に登第 したのは､宋 ･太祖の開宝六年 (九七三)であった｡『夢瑛輩訳卦には

応挙の時の秩事をまた一つ記 しているO柳閑は一輪車に千軸の文章を載せて人の注目

を集めようとしたが､張詠は一炊だけで登第｡時の人は ｢柳開千軸､不知張景一書｣

といったという｡もっとも後世には張詠よりも柳関の方が文学者と七 ての名前が上で

ある.

その後の官歴のあらましを柳関の ｢輿起居舎人鎗愚書｣(集巻八)､丁上参政昌給事

審｣(葉巻八)､張意の ｢柳開行状｣､そしてそれ らに基づいて整理された 『宋音』本

伝によって記せば､

開宝八年 (九七五)､補宋州司逼参軍｡

開宝九年 (九七六)､宋州故事参軍に移る■｡

太平興国四年 (九七九)､太宗によって右賛善大夫に抜擢｡(｢上皇帝陳情番｣に ｢衛

尉丞呂･鏑畢臣堪充京官｣)

常州 ･潤州で群盗起こる｡知常州｡殺酸と懐柔｡半年 しないうちに平定｡殿中丞に移

るD翌年､知潤州｡監察御史を拝す｡

太平興国九年 (九八四)､詔を得て都に帰還 し､貝州に出て殿中侍御史を加えらる｡

宛無二年 (九八五)､監軍 ともめ事を起こし､上薬令に左遷｡蕪の人は常州で殺致し

たことから柳閑を怖れるが､やがて信望を得る｡

薙照三年 (九八六)､幽州 .蔚州に出征､また殿中侍御史.

武略を奉って､崇儀使､知寧遊軍 (寧連は定LJ11博野醇)｡
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端扶元年 (九八八)､知全州｡

醇化元年 (九九〇)､知桂州｡

醇化二年 (九九一)､朝廷-帰還O

淳化三年 (九九二)､定せ られて聴州団練副使こ

淳化四年 (九九三)､赦 されて帰 り､崇儀使｡知環州｡環州は吐啓と接 し､~漢人は目

方をごまかして交易するので怨まれていたが､柳関は公正な取引をさせ､吐蕃は倍額

する｡

醇化五年 (九九四)春､知邪州O

至道元年 (九九五)､知曹州｡先祖の葬儀のために観に近い地を求め､秋八月､知邪

州｡

重道二年 (九九六)､先祖を厚 く葬 り､孝の世評を得る｡

萱草三年 (九九七)､太宗没し､最宗即位｡如京任を加えらる｡

成平元年 (九九八)､任期満ちて､知代州に改めらる｡契丹に動きあらんことを云 う

が､藷牌の怨みを買 う｡

願い出て､威平二年 (允九九)夏､知析州に移る｡秋､果たして契丹動く｡

威平三年 (-し000)､槍州に移る途上で病没､五十四歳O

柳関の官歴をこうして通観 してみると､ほとんどが地方を転々としていて､朝廷で

重用されることはなかったことがわかる｡同じく古文家として知られる重商牌と較べ

ると､その差は歴然としているO柳閏が中央政界で勢力を持ち得なかったことが､当

世に与えた古文家■としての影響力､また後世からの評価が王高備に及ばなかったこと

の一因であろう｡

二 ｢束郊野夫伝｣

｢東郊野末伝｣という題名は､これが ｢五柳先生伝｣型自伝の系譜に属 しているこ

と.を示している｡すなわち自分に或る呼び名を付け､その名をもつ人物の伝 とい うか

たちをとって､自己を第三者 として記述するところ､その呼び名は隠逸者であること

を示すようなものであること｡但 し､作者 と登場人物は別人であるという装いは時代

とともにしだいに薄れ､ここでも東郊野末は即作者であることが自明のこととして記

述されている｡従って ｢五柳先生伝｣にはその特徴 とな･jていた虚構性は消失し､ふ

つ うの文章と同じく､事実を､少なくとも作者が事実であると｢信 じていることをー記録

するものどなっている｡

また陶淵明 ｢五柳先生伝｣においては､仲者の希求する生き方が五柳先生 という人

物において実現されていることを番いていたが､-ここで記されている東邦野天の人 と

なりや生き方は希求であるよりも､作者の主張を一人の人物のかたちを取って語ると
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いう色合いが強まっている｡そのことはこの伝が柳閲の人生の早い時期､それも進士

登第の前に書かれていることからも明らかである｡柳閑は二潜の自伝的作品をのこし

ているが､その一つ､｢東邦野夫伝｣は末尾にみずから記すところによれば二十Eg歳

の時に書かれ､もう一つの ｢補亡先生伝｣は二年後の二十六歳の時に書かれているO

いずれもはなはだ若い時期のものであって､これらの自伝が人生を振 り返らて記すた

ぐいのものではないことを語っているし､なによりも進士登第の前の作である点がそ

の性格を規定している｡｢上圭司李畢士寄｣(巻七)､すなわち李栃に対 して援引を求

める審静のなかで､

-･-是以小子行事之間､不壊列干此害者､以開所納文中､有東邦野夫及補亡先生二

侍可以観而審之｡--

-･･･それゆえわたしのしてきたことのなかで､この審静に列挙していないことは､

わたしが納めた文のなかに､｢東郊野末伝｣と ｢補亡先生伝｣の二伝があってそれを

見て判断していただくことができます｡‥--

この寄静には日時が記されていないが､柳開二十六歳といえば開宝五年 (九七二)

であり､翌開宝六年には首尾よく登第を果たしている｡｢圭司李学士｣とあるように､

李肪は知東学であったはずだが､『宋史』巻二六五李略伝によれば､李晴は開宝三年

(九七〇)に知貢華､聞宝五年に再び知貫挙､そしてその年の秋以降に太常少卿に左

遷されて中 るo したがって ｢東郊野末伝｣と ｢補亡先生伝｣は開宝五年､知貫挙の李

蛎のもと-呈されたと考えてよいであろう｡

二篇の伝は重科に備えて提出された文のなかにはいっていたこと､それによっ-て自

分の人 となりを判断してもらお うとしていたこと､そのような意図を二-jの伝が含ん

でいたことは､それが自分という人間を表明するための伝であり､しかもその表明は

官界に取 り立てられるのに有益な人材 としての自分を理解 し<もらうEl的をもってい

たのである｡

.その ｢東郊野夫伝｣を 『河東先生集』巻二に基づいて読んで見ることにしよう｡

東邦野夫､肩愈者､二名也｡指先者､字也Q不云其族氏者､姓在中也｡家干瓢､居鄭

其郭之門左､故日東郊也O従而自壊之､故日野夫也.或日､｢子邑虞両日郊､士流而

日野､無乃柴平｣ ｡ 野末封日､｢吾以席郊､子以薦邑兵O吾以褒野､子以属土臭｡吾

寧知郊不薦邑､士不真野､是果能質其名之在裁｡苛不果､喜斯不失兵｡野末居干家､

則構日東郊｡.出干旅､則 群日数郊｡以別内外之異也｡

~東郊野末は､肩愈 というのが名であり､紹先というのが､字である｡宗族の姓氏に
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ついて云わないのは､姓はその中 (招先という字の中)に入っているからである｡魂

県 (河北省)に住み､住居はその郭の門の左に隣接 しているので､｢東郊｣とい う｡

それによって号として､そこで野末とい うのである｡一或る人が云 う､｢君は町に住み

ながら郊 と云い､士の階層でありながら野という｡間違っているのではないか｣｡野

末が答えて云 う､｢私は邦と思い､君は町と思 う｡私は野と思い､君は士と考える｡

邦が町でなく､士が野でないということがわたしに分かろうか｡それでいて果たして

その名のあり方をただすことができ-ようか｡それができないのであれば､わたしは間

違っていないのだ｣｡野末は家にいれば東郊 と称 し､旅に出れば魂邦 と称する｡そし

て内外の違いを区別するのである｡

冒頭は名 と字､号の説明から始まる｡これは ｢五柳先生伝｣型 自伝におきま り.の出

だしであった｡ただ､陶淵明 ｢五柳先生伝｣では人物と名前との間の関係を切断する

ために説明されていたのが､王績 ｢五斗先生伝｣､白居易 ｢酔吟先生伝｣など接続す

る ｢五柳先生伝｣型 自伝では､その人物が名利の世界から離脱 していることを示す指

標 として名前が用いられる違いがあった (前述)i柳閏の場合も名付けの説明から輩

を起こし､且つその名前が人物と関係することを説くところが､王統以下の自伝に連

続 している｡~

陶淵明とそれ以後の作者との間には､もう一つ違いがあり､陶淵朋の場合には書き

手と伝が措く人物とは違 うということが表面上書き込まれていたのが､あとになるに

つれてそうした韓晦は施されなくなり､中には書き手-登場人物ということが明記さ

れるものも出現するようになるが､ここでは書き手である柳閏が ｢束郊野末｣である

と明言はされないものの､故意のはぐらかしはされていない｡むしろ作者も読者も東

邦野末は柳閤その人であ.ることを自明の前提としている｡姓の柳を記さずに ｢其の氏

族を云わざるは､姓 中に在ればなり｣と思わせぶ りな言い方ではあるが､ここにも

書き手 (柳開)が即兼郊野末であるという帯織が前提にされていることを示 している｡

名の ｢肩愈｣､字の ｢招先｣についてはこの段落では説明されず､もっぱら題 目で

もある ｢東邦野末｣について記述される｡対話者 との問答のかたちで言明されている

のは､郊一邑｣野一士という二項対立をめぐる一般的な醍織を覆すことである｡設定

された反問者は､審き手 (柳開)は士であり､城市に住まいする｡なのにそれと対立

する邦､野とい う概念を用いる非を提起したのに対 して､書き手の答えは郊一邑､野

一士という二項対立を否定することである｡郊が邑でない､士が野でない､それぞれ

対立する概念である､という ｢一般常職｣を否定し､対立する概念か否かはわからな

い､わからない以上､自分が間違っているとはいえない､という論理である｡論理の

展開の底にあるのは､郊､野とい う周縁 と認識 されるものと､邑､士という中心と認

識 されるもの､そうした既存の認識の枠組み､既成の価値観､それを打破 しようとい

う感度である｡言い換えれば城市であっても郊でないとは限らない､士であっても野
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でないとは限らない､ということであるoそこに士､邑を中心とする世間一般の価値

体系に対する批判､否定が存 している｡階層においては士大夫､空間においては城献

それ らが属する体制 ･秩序の世界とは別の価値の世界を主張するところが､陶淵明｢五

柳先生伝｣以来のこの型の自伝に共通する性格であった｡かくして ｢東郊野夫伝｣も

その命名によってその系譜に連なることを表明するのである｡

｢野末｣の呼称について､柳関は ｢上符興州書｣(『河東先生集』巷六)でも､次

のように述べている｡

--溜 臥草堂下､日柄野矢 僕寮非野末､蓋不能苛輿俗流輩拘､以白蕩其意､故是

言耳0

--いつも草堂に伏 して､みずから ｢野末｣と称 していた｡わたしは本当は野末で

はないが､俗な連中とかかわることができず､自分の意図を掛 毎させるために､こう

言っただけだ｡

ここにも世俗に対する意識的な反発がこの呼称には含まれていることが示されてい

るO

｢野末｣とい う語で自分を称 していることから連想 されるのは､杜甫が自分をしば

しば ｢野老｣ と称 していることである｡ (拙稿 ｢杜陵野老をめぐって｣参照)柳関の

｢野末｣も遠 く杜甫の ｢野老｣が響いているかも知れない｡いずれも ｢野｣によって

世間一般において反価値である概念に自分を結びつけるところが共通 している｡ しか

し杜甫の場合はそり無価値に自分を歴めるところに特徴があるのに対 して､柳関の場

合は反価値を播種的に肯定 し､価値を転倒 させようとする態度がより強く表面に出て

いる｡ ｢東郊野夫伝｣全編を通 じて柳関が自己主張しようとするその儀度は､すでに

この呼称､またそれをもって題名としたところにあらわれているのである｡

ところで､｢東郊野末｣はなぜ ｢東｣郊なのか｡｢上廉億蕪判菩｣(『河東先生集』

巻七)に ｢関本在貌東郊､著書以教門弟子､原有終蔦之志｣(｢わたしはもともと魂

の東郊にいて､書物を著 し門弟に教育をし､できればそ-こで一生を終えるつもりでい

た｣) と記 しているように､実際に柳閥の住居は貌県の東郊にあった｡棄借に援引を

求めた暮静の記述は､事実により即していると思われるからであるOことばが事柄を

指示するためにのみ機能する文章においては､｢東郊 ｣は実際の住居を指 していると

捉えればそれでよい｡ しかしことばが事柄の指示のみならず ､事態の意味をも帯びる

ものであるな らば､｢東郊｣は柳閑の住居を指すにとどまらない｡対象 となる人物を

象徴的にあらわし､題名にも挙げられている ｢東郊｣の語には､実際の住まいの場所

を指示する以上の意味が含まれているのではないか｡

すなわち ｢東郊｣ とい うことばは､東陵の瓜の故事で知 られる藻の郡平が揺曳 して
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いる.｡『漢番』巻三九､薪何伝のなかで､蘇何が相国に出世した億 ､みなそれを祝っ

たのに､ひとり召平のみが弔ったと記す箇所に､

召平者､故秦東陵侯｡秦破､褒布衣､貧､種瓜長安城東､瓜美､故世謂東陵瓜､礎

召平始也｡

召平というのは､もとの秦の東陵侯である｡秦が破れて､布衣の身となり､貧 しく

て､長安城の東に瓜を植えた.その瓜は美味であったCそこで世間で ｢東陵の瓜｣ と

いうのは､召平から始まったのである｡

顔師古の注に ｢召讃日郡｣ と音を指示するが､『三輔黄圏』巻-､都城十二門の青

城門の条の表記では ｢郡平｣である｡これは隠逸と結びついて用いられる､詩の典故

として習用のものであるO_城内と城外の境界である城門､それも東の城門にお･いて瓜

を育てた郡平と､｢居は其の廓の門の左に降す｣る ｢東郊野末｣とは､朝廷から離れ

て自己a)生を営む点において響き合っている｡

｢東邦野末｣は ｢東陵の瓜Jに直結するわけではない｡東の郊外は柳閑に至る前か

らすでに隠逸者の住まう所であった｡たとえば王唐｡彼の号は ｢東草子｣であった｡

呂才の ｢東卑子後序｣ (『全唐文』巻一六〇)に言 う､｢君又葛巾聯牛､窮耕東皐D毎

著書､自稀東皐子｣(｢君はまた葛の頭 巾をつけて牛を並べ､自身で克皐を耕 した｡

書物を著すたびに､みずから ｢東阜子｣と称 した｣)o王績 ｢自作墓誌文井序｣にも､

｢常耕東皐､耽東皐子｣(｢つねに乗車を耕 し､東峯子 と号 した｣) と記 している｡ さ

らに蘇鞍も兼敏居士と名乗ったが､それが自居易め詩に基づいてることは周知のとお

りである｡『容斎随筆』三華巻五､｢兼墳某楽天｣の条に､

蘇公賓居黄州､始日柄兼敏居士｡詳考其意､蓋専慕白楽天而然｡白公有東坂種花二

詩云､｢持銭買花樹､城東坂上栽｣｡又云､｢東披春向暮､樹木今何如｣｡又有歩東坂

詩云､｢朝上兼墳歩､夕上京披歩｡東坂何所愛､愛此新鹿樹Jc又有別東坂花樹詩云､

｢何虚股勤重回首､東墳桃李種新成｣o皆爵忠州刺史時所作也｡蘇公在黄､正典白公

忠州相似､国情蘇詩､如贈寓虞華道士云､｢他時要指集賢人､知是香山老居士｣｡贈

善相程傑云､｢我似楽天君記取､華穎賞遍路陽春｣O送程尭叔云､ ｢我甚似楽天､但無

寮輿轡 ｣三人侍遷英云､｢定似香pLLJ老居士､世縁終溝道根深｣D而政日､｢楽天 自江州

司馬~除忠州刺史､旋以主客郎中知制詰､遂拝中春舎人｡某錐不敢日比､然繭居黄州､

杭州云､｢拙塵依稀似楽天､敢精麦朽鞍前賢｣｡序日､｢平生自覚出虞老少粗似楽天｣｡

則公之所以景仰者､不止一再言之､非束敏之名偶爾暗合也｡-
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蘇概は罰せ られて黄JJ1日こいた時に､始めて自分で束披居士と名乗ったOその意図を

詳 しく考えてみると､それはひとえに白楽天を思慕 してそうしたのであるO白居易に

は ｢東塘種花｣二詩 (花房英樹編白居易作品番号548,549)があって､それにい う､

｢鏡を持 して花樹を買い､城東坂上に栽 う｣(英一)｡またいう､｢束填 春 碁るる

に向かい､樹木 今何如｣(其二)｡又 ｢歩東披｣詩にいう､｢朝にも束坂に上りて歩

み､夕べにも東櫨に上 りて歩む｡東披 何の愛する所ぞ､此の新たに成れる樹を愛す｣｡

また ｢別東墳花樹｣詩 (正確には ｢別種東墳花樹雨絶｣)にい う､｢何虞にか段勤に

重ねて首を回 らさん､東故の桃李 種えて新たに成る｣｡すべて忠州刺史の時に作ら

れたものである｡蘇観の黄州にいた時は､まさしく白居易が忠州にいた時と似ていたD

そこで蘇観の詩を思い起こしてみると､たとえば ｢贈寓最李道士｣(王文語輯註､孔

凡確点校 『蘇拭詩集』､一九八二､中華審局排印本､巻二九､｢贈李道土井序｣)にい

う､｢他時 集賢の人を指さんとすれば､知る是れ香山の老居士なるを｣｡｢贈善相程

傑｣(同巻三二)にい う､｢我 楽天に似たり 君 記取せよ､華願 (白髪頭)賞し

て洛陽の春を遍 くす｣ O.｢送程盤叔｣にいう一､｢我 甚だ染天に似たり､但だ索と轡と

(焚葉 と哲子)無きのみ｣｡｢入侍遷英｣にいう､｢定めて似たり香山老居士､世縁終

に浅 く道根探 し｣｡そして政にいう､｢白楽天は江州司馬から忠州剰史に任ぜ られ､

やや して主客郎中をもって知制話 となり､最後に中書舎人を拝命 した｡わたしは自分

を較べようとい うのではないが､黄州に流諭され､文登の知県となり､朝廷に召され

て儀曹となり､ついに侍従を泰なくしたO人生のなかでの履歴は､おおかた似ている.

できることなら晩年に閑適の幸福を受けたいものだ｣O｢去杭州｣にいう､｢出魔依稀

として楽天に似た り､敢えて衰朽を賄って前賢に戟べんや｣｡序にいう､｢常々履歴

が白楽天に似ていると思っていた｣ ｡ すなわち蘇拭が敬慕していたゆえんは､再三述

べているのであり､東境 とい う名前は偶然の暗合ではないのである｡

蘇乾が自分を白居易になぞらえた例を挙げて､東坂の号は彼の敬慕した白居易の東

境に由来すると説いているD

さて､以上のように見てくると､柳関の ｢東郊｣は実際の住まいを指すのみならず､

隠遁者の住ま う所としてふさわしい場所であるかに思われてくる｡そしてまた ｢東郊｣

が王旗の_｢東皐｣､白居易の ｢充填 ｣に連なることは､｢東郊野末伝｣が ｢五斗先生

伝｣､｢酔吟先生伝｣の系譜に連なる性質のものであることも意味しているa

野末性揮然､撲而不滞､淳而不味｡柔知共進､剛粒其退｡推之以前､不難其行｡揖

之干後､不盆其勇｡束者錐仇而不拒､去者堆親而不追｡大抵取入之長､粟人之短｡利

不能誘､禍不能慎｡晦乎若無心､荘乎若無身｡不以天地之大濁爵大､不以日月之明甥

烏明占風雷不疾其襲､赦演不陵其囲｡人英之識也｡
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野末はその性格は涯然 としていて,質朴であっても物に滞ることはなく､純粋であ

ってもおろかではない｡柔軟と剛直を併せ持って進退を心得ている｡彼を押 して前進

させるのは､動かすのがむずかしくない-し､後ろで彼に挨拶 しても､その勇ましさを

怨むことはない｡やってくる者は､仇敵であっても拒むことはなく､去っていく者は

演-しい人でも追いかけることはしない｡おおよそ人の長所を取り上げて､短所は捨て

置く｡ 利益にも誘惑されることはなく､禍害をも恐れることはない｡膝瀧 としてまる

で心がないかのようであり､荘洋としてまるで身体がないかのようである｡世界全体

の大きさをもちながらそれを自分で大とすることはなく､日月のような輝きをもちな

がらそれを自分で輝きとすることはない｡その変化の.速さは風雷を凌ぎ､その堅固な

さまは叫 Ilにも勝る｡そのことを人は知ら_ないのである｡

命名に関する論に続いて､東邦野末の人となりについて説明するD人となりといっ

ても葛洪 『抱朴子』｢白紀篇｣のように自分 という一人の人間の性格を日常生活のな

かで具体的に描き出すものではない｡抽象的な人物像を形象化している｡ ここに描か

れているのは､儒家の徳 目を体現しているといった人物ではなく､むしろ道家の琴梼

するとらえどころのない人格に近い｡それははるか遠く､院籍の ｢大人先生伝｣など

の系静に連なっているO儒家が世界を明噺に認識 し､それを人格にも体現 しているも

のを理想 とするとすれば､大人先生はそうした罷職のせせこましさから超越 した､ま

るで明噺な認識 とは無縁の愚者のような表情を取るのである｡｢模 ･淳｣でありなが

ら ｢不滞 ･不味｣であるという屈折､｢柔 ･剛｣という相反する要素の双方を備える

ところなど､この反対語を対にしたこの表現は､とらえどころのない人格を表してい

るが､以下の段落にも展開されるように､ここには世間一般の欝織を作 り出す弁別 と

いうものを拒否する態度が一貫している｡弁別 という知的処理を超越 していることを

言いたいのである｡

この段落の末尾に付 された ｢人 之を織る美し｣の一句は､こうした人格がこうし

た人格ゆえに周院の理解 を得 られないことを言 う｡それは容易に世間の理解 と寅費を

得るタイプでないことから世間的な価値基準に合わないことでもあり､世間･的な栄誉

を得 られないことでもあり､そうした価値基準とは異なる世界の人であることをも主

張するO世に理解されないことが野末の価値を表すことでもある｡ と同時にまた､世

に理解されない人格をこうして掃きだし､主張しようという欲求をも含んでいる｡

輿其交者､無可否､無疑忌｡賢愚貴購､視其有分.久輿之往還､益見深厚Q或持其

無頼之心者､珊其暴君部愚人也､即事以欺之｡復有以一得､便再以其二三而謀従計其

利｡錐後己或自敗､野末輿始亦無暫異､尭不言之｡然終末有能出其度内者｡父兄有以

轟而勉之､野末唖爾笑而封日､｢小鬼輩､徒労耳｡吾皆捕虎干穴､挟其門以利刃｡彼

干内錐奮躍酋碧､奈吾昏爾隆之師平｡矧若頬之轟盃哉｣｡
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彼 と交わる人に対 しては､肯定することも否定することもなく､疑 うことも嫌 うこ

ともない｡賢かろうと愚かであろうと､_身分が高かろうと低かろうと､それぞれが分

であるとみなすO長 く交際していると､ますます親密になっていくo邪悪な心をもっ

ている者には､彼が本当に愚かな人間であると思いこんでしまい､事につけて彼をだ

まそ うとする｡ また一度うまくいって､再三その利益を得ようと企てるものもいる｡

のちに自分が失敗することがあっても､野末は始めとは違 う態度をとるということは

なく､最後まで何も云わない｡ しかし結局彼らは野末の判断のなかから出ることはで

きないのである｡親兄弟は彼に教寓して励ますのだが､野末はからからと笑って､｢小

せがれ どもは､無駄なことをしているだけです｡私は虎を穴で捕まえたことがありま

すが､刀をもって入 り口をふさぎました｡やっは中でいくらあがいても､私がそのよ

うにふさいでいる状儀をどうしようもありません｡ましてやこんなうじうじした虫け

らなどはい うまでもないのですJと言った｡

性格に続いては､李茸について語る｡そこにも性格を述べた段と同じく､交遊の相

手を識別 し区別するのでなく､逆に取捨選択をせずに人と付き合 うという騒度を説明

する｡人の善悪や優劣を判断する明噺さを語らずに､弁別せずにすべてを包み込むと

いうのであるoそのことより多くを費やして述べているのは､悪意をもった人から利

用された り騒されたりする場合である｡この部分は実際の出来事に基づいて叙述され

ているかのよう.な印象を与えられるが､霜されてもそれは自分がすでに予見 していた

通 りで､それを上回るものではないというかたちで､ここにも野末の超越ぶ りが示さ

れている｡諏識できないのではなくて､低いレベルの認識を超えているからそれを無

視するとい うのである｡

或有賓 自遠方至､即傾産以待之､速輿之宴笑寝虚､無少間奏｡父兄有日､｢汝､胡

蘭島也｡⊥何太疎易平｡殊不察其彼之人烏､若是無乃不可乎｣｡ 野末日､｢彼人耳､

吾人耳､又何問歳.且天地乏中､執有内外也.西海之人､皆我之親也｡己苛有所分別､

錐父母兄弟､果肯不以他心待之平｡己苛無所間千人､即執忍間干害乎｣｡父兄以薦然｡

賓客既告返､即解衣質鎮以賛之｡

遠く･から客人がやってくることがあれば､財産を注ぎ込んでも接待 し､すばやく客

人と宴を設け談笑 し､寝たり起きたり､少 しも隔てを置くことはない｡親兄弟のなか

には 〔おまえは､どうしてこのようなことをするのかQなんともおおざっぱではない

か｡相手がどういう人であるかを考えもせずに､こうするのはよくないのではないか｣

と言 う者がいる｡野末は､｢彼も人間です｡私も人間です｡何の違いがありましょう

か｡.それに天下のなか､内も外もありません｡四海の人は､みな私の親 しい人です｡
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自分がほかの人と違 うとしたならば､父母兄弟でも､他人 として対処するのでしょう

か｡自分がほかの人と違いがないのなら､隔てを置かれることに堪えられましょうか｣

と答えた｡親兄弟はそれに同意した｡客人が立ち去ると､衣類を質に入れて支払いを

済ませた｡

交遊からさらに進んで､人のもてなしぶ りについて語るが､そこには人の親疎わ関

係についての主張を含んでいる｡ 一般には ｢父母兄弟｣と他人との区別が観念のなか

にも日常生活の場でも確固として存在しているのに対して､野末は ｢四海の人は､皆

な我が親なり｣ という信念を抱き､それに基づいて客人にも分け隔てのない対処をす

る｡それに対して ｢父兄｣が非難する ｢疏易｣･とは､寄って-くる人を弁別 しない態度

を指 している｡これも前段から引き続いて､野末が周囲の事物に対 して弁別を設けな

い態度を保持 していることの一つの例証であろう｡

或貧餓於時､有君可哀者､錐食､滅口以適､恐恐然猶慮不得輿之｡久清美､不慮其

己之反困也｡或日､｢子居貧賎､而務施仁義､司馬氏之所讃也｣O野末封日､｢呼哉｡

君子計人之急､豊謀己平｡昔貧賎而能施諸仁義､斯所難也｡昔富貴両膝施之､即執不

急龍平｡且司馬氏蓋異其君子者耳｡所以著書而多離干夫子之旨鳶｡或退廃士而進姦雄､

或先黄老而後六経｡蓋例若此也｡吾所恥耳｣｡

金に困って食べるものもない時でも､かわいそうに見える人がいれば､食べていて

も､自分が食べるものを-づって与え､それでもその人に与えられないことを心配す

る.｡長い期間にわたって人を助け､自分の方が逆に困窮 してしま うことは心配 しない｡

或る人が ｢君は食塊の身にありながら､人に仁義を施そうと努める｡これは司馬氏が

批判 したものだ｣と言ったo野末はそれに答えて､｢ああD 君子は人の危急に心を砕

き､自_分のことは計算しないものだ｡貧睦にありながら仁義を施すことが非難されて

いるが､富舞にあって施 しをするのは､誰でもできることだ｡それに司馬氏は君子 と

はいえないものだ｡だから著 した書物も夫子の考えとははなはだ違っている｡処士を

退けて好雄を持ち上げた り､黄老を上にして六纏を後ろに屈 したりしている｡ いつも

こんな調子だ｡それは私が恥 じるところなのだ｣と言ったC

論難者がもちだしているよ'5に､司馬遷は ｢無巌虞奇士之行､而長貧購､好語仁義､

亦足差也｣(｢岩に住む奇士の行いはないのに､長 く貧賎であって,仁義を好んで口

にするのは､これも恥ずかしいことで~ある｣｡『史記』巻一二九､貨殖列伝) と記 し

ているが､自分が貧賊の身にありながら人に施 しをするのは偽善だというのは､儒家

の現実感党をよくあらわす態度であるD宗教においては無私の施 し､また自己犠牲､

それこそ高く掲げられる態度であるのに対して､一般に億家はそ うした観念的自己犠
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牡を評価 しなし㌔ 士人階層に属する野夫はもちろん儒家思想を根幹としているが､ こ

こに提出される考えは観念の世界で自己増殖をして自己を棄ててまで人に尽くすこと

をこそ価値 と唱えている｡ 現実妥協的な態度は司馬晋に代表され ､司馬遷がのちの儒

者からみれば貴著に傾斜 していて､純粋な儒家でないところをさらに批判 している｡

或有結仇相盆者｡･野末日､F汝乗前｡何故深憾乎C且汝謀彼以復怨､彼作報以固乱

雨禍不耽､循環然､牌何止也C汝無恨他人之不我善､蓋自不能善千人耳｡汝苛周於人､

即何有不汝豊美平｡政見盗之薦行平｡其薦残賊持寄､錐父母不能容耳｡反有同類而相

感者､尚皆親身拒害､有以甘心薦交之終始也｡蓋無他､能感改心､以轟我誠也O盗之

猶若是､矧汝輩皆良民平｡慎勿若此也｣｡仇聞之者､或相解毒鴛O

仇敵として彼を憎悪 している者があった｡野末は､｢前に進みたまえ｡ どうして深

く憎むのかoいったい君は彼に怨みを復讐 しようと企て､彼も君に復讐を意図する.

二つの不幸が消えることはなく､ぐるぐるまわって､どうして止まるこ とがあろう｡

君は他人が自分と仲が悪いのを恨んではいけない｡それは自分が人と仲良ぐできない

からだ｡君がもし広く人と付き合 うことができれば､君は豊かな人格を獲得するに違

いないO君は盗人の行為を見たことがあるだろうか｡その残忍で凶悪なや り･方は､自

分の父母であっても容認することはできない｡しかし逆に同類で共感する者がいたら､

自分の身を犠牲にしても害に対して抵抗 し､心からその人と始終交際したいと願 うも

のだ｡それはほかでもなく､彼の心に共感できるので､自分の誠意を尽くすからだ｡

盗賊でもこのようであるのだから､君たち良民はいうまでもない｡謹んでこのように

恨んだりしないようにしたまえ｣｡仇敵はそれを聞いて､怨みを解いて立ち去った｡

人間関係を説 くくだりの､憎悪 しあう者-の対処を語る｡仕打ちに対して仇を仇で

返 していては循環するばかりである｡憎悪する関係になるのは､自分の相手に対する

態度が原因なのだQ大事なのは自分が相手に共感 し､･誠意を尽くすことだ.そうする

ことによって憎悪 しあう関係は解消する､と説く｡

野末家苦食､無縫夕之粗､無順時之服｡年始十五六､撃薦章句o越明年､揺先生指

以韓丸 野未遂家得而蘭讃之｡_督是時､天下無言古着､野末復以共助而莫有輿同其好

者鳶､但朝暮不揮千手､日漸自解之｡先大夫見其酷噂此番､任某所鹿､亦不黄可不可

千時兵｡

野夫の豪ははな柱だ貧 しく､次の日･の食べ物にも事欠き､時節に合った衣服もない

ありさ･まであった｡十五､六歳になった時_､章句を学び始めたQ明くる年､撞先生は

韓愈の文章を数示してくれたが､そこで野末は家で手にしてそれを愛読した｡その頃､
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世間では ｢古｣を口にする者はいなかったし､野末も年端がいかなくて好みを共有す

る者がいなかったが､しかし朝から晩まで片時も手から離さず､日に日に理解を深め

ていった｡父君は彼がこの本をひどく好んでいるのを見て､そのなすがままに･まかせ､

その時代に合 う合わないなどと賛めることもしなかった｡

就学､そして韓愈の文との出会いを語る一段o韓愈 との出会いについては､張景 r跡

開行状｣には､より詳しく記されている｡

-I-天水遭生､老儒也｡持韓愈文数十篇授公日､｢質而不護､意苦難暁､子詳之何

如｣C公一覚､不能拾､欺日､｢唐有斯文鼓｡其韓不足観也｣｡国鳥文章､直以韓薦宗

尚｡時韓之道濁行干公､遂名肩愈､字招先､又有意干子厚真｡韓之道大行干今､自公

始也0

---天水の連生は､老学者であった｡韓愈の文数十常を手にして公に与えて云った､

｢質朴で華やかさはなく､その意味はわかりにくい｡詳 しく読んでみたらどうか｣｡

公はひ とたび日にすると､捨てることができず､感嘆して云った､｢唐にこのような

文があ■ったのか｡これ以外のものは読むに値 しない｣｡そこで文章を書 くのに､ただ

韓愈だけを規範 とした｡当時､韓愈の道は公においてのみ行われた町である｡ついに

各を肩愈､字を紹先としたO (字を招先としたのは)柳宗元にも心を意かれたのであ

る｡簡愈の道が今 日盛んに行われているのは､公から始まったものである｡

柳関の門弟である張景のこの記述はおそらく生前に柳関の口から直接聞いていたも

のであろう｡ ｢題先生｣から韓愈の文を授けられたのは､｢答梁拾遺改名寄｣による

と､｢年一六七時Jo｢昌苓集後序｣(巻一一)にも ｢会頭先生之文､自年十七至手今､

凡七年｣､やはり十七歳の時であると柳開白身が記 している｡ このように繰 り返 し韓

愈 と~由出会いの時を記 していることは､~それが彼の読書人としての方向付けを決定し

た大きな意味をもっていたことを自覚していたからにほかならないoまた､十七歳と

いう年齢での出会いは､決定的な影響を受けるのにふさわしい､自己形成しつつある

時期にあたっている｡さらにまた､韓愈を知ったのが.自分の人生において非常に早い

時期-であったこと､そして北束の古文受容史においても自分が最も早い一人であった

ごとを誇るかにみえる｡

これが柳閏と古文との出会いである｡末代の古文家がどのように古文と出会ったか

とい うのは､興味深い問題である｡ し欧陽修も少年時代にたまたま韓愈の文集 と出会っ

たことが契機であったことを記 している (｢審旧本碑文後｣､外典巻二三)｡それによ

ると蔵尊家であうた李氏の家で書物を借覧 していたなかに､『唐昌費先生文集六巻』

なるものがあって､分からないながらもそれに惹き付けられたとい う｡とすると､欧

_240-



陽修の場合は幾多の書物のなかから自分が共鳴するものをみずから選び出したわけで

あり､柳閏の場合はたまたま師事した人が韓愈の文を教えたという偶然にJよっている-｡

いずれにしてもそういうことを書きのこすという事自体が､それが意味深い遭遇であ

り､尋常の読書生宿 とは異なった体験であることを示している｡

欧陽修も記 しているようにふつうは ｢時文｣を学習するものであっただろうから､

そ うい う風潮のなかで柳関に韓愈の文を示 した ｢按先生｣とはいったいどういう人物

だったのだろうか｡独特の識見があったとか風変わりであったとかいうより､子弟の

教育に関して一般には評価されないような教師であったのかも知れない｡

柳閲にしても欧陽修にしても､十代の時の韓愈との遭遇は､その文体-の感覚的な

共鳴であって､内容が復古を主張したり儒家の道を標梓 したりしていること-の理解

や共感ではなかった｡少なくとも感性の共感が最初の印象であったことを彼 らみずか

らが記 している｡二人とものちにはそれぞれの思想を打ち立てていくにしても､最初

の出会いは文体に惹き付けられた感覚的なレベルのものであったことは注意 しておく

べきであろう｡

また ｢東邦野夫伝｣のこの段には､父親が韓愈という当時は得体の知れない人物に

傾斜 していく柳関に対 して､何も苦言を呈しなかったという態度､そしてまたそのこ

とを記録 している柳関にも注目すべきだ｡教育が必要と認められている様式を授受す

るものであるとするならば､そうでない方向への逸脱は矯正されなければならない｡

変化をもたらすには常にこうした容認者､ないし理解者を必要とする｡そうした役割

を期せず して果たしていた父親が存在 していたという事実ははなはだ重要である｡且

つ､そのような容認が価値あることとはみなされていなかったであろう時代において､

しっか りとそれを記 している柳関の物を見る目の鋭さにも驚かざるをえない｡

迫年幾冠､_先大夫以群轟野末深得其碑文之要妙､下輩牌聾其薦文､諸父有子故里浮

屠復浴室者､令野末薦記以試之｡野末時臥疾中､授其言､井望臭｡一旦徴儲墨子病橘､

出辞以作之､文無難窺而成o家人以烏異事｡遂勝間干外之好事者､成日､｢不可皆兵｣｡

復有怒而笑之者､日､｢痴妄見｣｡言措我濁復其古､家何窓容平｡聴帝然､大偏千人

口臭｡諸父兄聞之､倶其寛不審千時也､諏以従俗烏急務｡野夫略不動意､益堅古心､

惟談孔孟苛揚王韓､以爵企跡｡成以薦得狂疾寅｡

二十歳に近づ く頃､父君は野夫が深く韓愈の文章の要所を体得し､輩を下せば韓愈

の文体を学ぼ うとしているのを称え､叔父のなかに郷里の寺院に浴室を修復 した者が

いたので､.野末_に ｢記｣を書かせて試験した｡野夫はちょうど病臥の身であったが､

そのこ_とばを野末に授けて､期待したのであったO野末は即座に病床に紙と墨を求め

て､ことばを繰 り出してそれを作りあげ､文は書き改めることもなくできあ･がった｡

家人はみごとなことだと思った｡そこで外部の物好きな人たちにも評判になったが､
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みな ｢だめだ｣と言った｡怒って冷笑する者もいて､｢頭がおかしい子供だ｣と言っ

た｡私がひとり復古しようとしていることを､家ではどうして許 しておくのか､とい

うのである｡かしましい議論が､人々の口に広まった｡親兄弟たちはそれを聞いて､

実際に世間に賞賛されないことを心配 し､俗に従 うことが先だと諭 した｡野末はそれ

に気持ちを動かされることなく､ますます復古の意志を固め､孔子 ･孟子 ･有子 ･揚

雄 ･王通 ･韓愈だけを論 じて､彼 らに続こうとしたが､みなそれを気が変になったと

思った｡

J柳関の古文十の傾斜を容認 していた父親は､彼の研鏡がか りそめのものでなく深ま

っていくにつれて､積極的な賞賛者に変わっていく｡そして実作を披露するに至るの

である｡ しか し身内が誉めるほどに世間は甘くなかった｡たちまち古文である点が周

囲の摩擦を引き起こすo非難に囲まれると身内の態度も変わる｡このことから当初の

容認_はまさに容認であって､古文や韓愈を支持 したうえでの理解ではなかったことが

わかる｡家のなかでは課めていたのが家の外の批判を受けるとたちまち億度を変える

というのも､いかにも生々しい事実を記録しているようにみえる｡

しかし柳関の方はもはや初めのような文体への感覚的噂好の段階を越えていた｡｢孔

孟苛接王韓｣の名を挙げているところに､この時期には古文から古道へと､つまりは

文体の愛好から思想の理解へと進んだことが示されている｡それは柳開自身が進展 し

たというのみならず､周囲の反撃を受けることによっていわば理論武装せざるをえな

い､外的要因によっておのずと思考を尖鋭にしていったものであろう｡人は敵対者に

閉まれることによって己れの立場を強固にせざるをえない｡

｢東郊野末伝｣･はこの部分で復古の主張が周囲の反対を受けながら明確にされてい

く過程を記述 しているのだが､このようにして古文家の自己形成を語っているという

点において自伝的といえる｡単に復古を主張しているのではなく､それが内外の因子

によって変容 し進展 していく曲折を自分の人生として記 しているのである｡

こうした具体的記述を読んでくると､中国において文体の転換 というものがいかに

困難であったか､改めて認識せざるをえない｡餅文がふつ うの､当たり前の文体であ

った文化のなかで､酎文の餅文たるゆえんを一つ一つ突き崩 していく古文は､人とし

ての根幹を脅かされるような危機感を与えたのだろうか｡古文が浸透 していくには､

大きな抵抗があったのである｡

ところで､このあたりの記述を読むと､柳関は孤立無援のまま､古文を書き続けて

いたかにみえる｡しかし古文を寄く柳関を認める人物がいなかったわけではないよう

だO『宋史』本伝ではいち早く柳周 を認めた人物 として汚臭の名を挙げているD｢蒋

具好古草､尤重開文､世稀柳 ･苑｣｡拍具 (?-?)は字師回､大名宗城 (河北省)

の人｡荘正の子､氾質の弟であるが､父を早く失ったために､箔質に育てられた｡『宋

史』巻二四九､汚臭伝には､古文､古学のことについては記載がなく､ただ ｢属文深
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僻難噴､後生多宗教之｣(｢文章は晦渋でわか りにくかったが､若い人には好まれ､

模倣 された｣) とのみいう｡晦渋で読みにくいという欠点は､古文が文体として整 う

前によく指摘されるところで､中唐の時にも古文は常にそうした欠陥と隣り合わせに

あったが､宋代においてもここに指摘されている文体の特徴は古文の未成熟な状態が

伴 うものであったのであろう｡そしてまた､そ うした文体が若い世代から好まれると

いうのも､文体が常に新 しさによって人を引きつけるものであるからである｡箔異が

柳関を認めたというのは､苑具自身がすでに古文の方向に歩み始めていたからであろ

うO

『宋史』本伝では汚臭に続けて､｢王祐知大名､開以文常､大変革激｡楊昭倫 ･鹿

多選並加延奨｣と､柳関の理解者の名をさらに続け､そのあとに ｢開宝六年畢進士｣

と記 している｡その順に従って理解すれば､何人かの支持者を進士登第前に得ていた

ことになるが､それを確認することは困難であるにしても､｢東郊野末伝｣､｢補亡先

生伝｣の二伝が登科に先立って書かれ､応挙の手だてに使われていることは､先に挙

げた _｢上圭司李学士書｣から明らかである｡ ということは､古文に傭倒 していること

が､応挙にとって不都合な事態ではなく､むしろそれを有利に導くための一つの特長

となっていたことになる. ならば､ここで柳関が細々と記しているような周囲との摩

擦も､それに抗 して己れを貫く自分の勤直ぶ りを際だたせるべく意図されていた-ので

ある｡まるで理解者がいなかったかのような番きぶ りは､いささか割 り引きして読ま

ねばならないだろう｡

後 日有制作出千時､衆或有下之者｡乾徳戊辰中巻著東郊審百潜､大以機諦席尚｡功

牌飴半､一旦悉出焚之､日､｢先師所不許者也｡香木習経耳､反雑家流乎J｡衆聞之､

益謂不可測度臭 (『全末文』の校訂によって改めるO底本は ｢益不可謂測度尭｣).

のちに作品が世間に出るようになると､_衆人のなかにはそれを否定する人もいた｡

乾徳戊 申の年 (九六八)､ついに ｢束郊審｣百蘭を書き上げ､その巧妙さには大いに

自負 していたのだが､仕事が半分あまり進んだところで､ふいにすべて燃や してしま

った｡そ して ｢先師が許さないことだ｡わたしは本来経書を学ぶだけであるのに､反

対に雑家のようなまねはできない｣,と言ったC人々はそれを聞いて､いよいよ計 り知

れないと思った｡

おそらくは柳関にとって古文､古道を主張した最初の著作である ｢東郊審｣は幻の

春物になったとい うのだが､その内容は ｢古心｣を論じ､｢孔 ･孟 ･苛 ･扱 ･王 ･韓｣

に連なるものであったに違いない｡が､そうした主張をみずから唱えることは ｢雑家

流｣に陥ってしまうと気付いて､破棄したというのだ｡なぜなら儒家桔 ｢述べて作ら

ず｣､｢経を習 うのみ｣であ､るべきなのだから｡こうしてみると儒家は､常に ｢知 ら
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れざる傑作｣をほのめかすことによってしか己れの主張を表明できないことになる｡

その仕組みが ｢束郊野末伝｣を書かせることになるのである｡つまり､或る思索者は

直接その思想を言明するのでなく､或る別の人物の一伝を第三者の立場から書くことに

よって間接的に表す という手段を取るのである｡｢東郊書｣と ｢東邦野夫伝｣はその

主張についてみれば同類のものであろうが､デイスクールの性格としてはまったく異

なるのである｡ 自分の意見を自分の意見として論じることと､或る人物に仮託 して語

らしめることと｡

もっともこれは儒家に限らず､院籍 ｢大人先生伝｣など､道家の立場からも伝の形

式に従った自己主張の伝統はあった｡先に東郊野末の性格 ･人格を説明する箇所でも､

｢大人先生｣を想起 させる叙述があったが､人物伝の体裁を取った自己主張という性

格において.も､｢東郊野末伝｣は ｢大人先生伝｣の系譜に連なるところがある｡

｢東郊書｣を破棄 したことに対する衆人の反応を記していることは､周圃の見方を

通して自分を描き出そ うとする工夫である｡周囲の人にとっては予想がつかない､理

解を超えた人物であるような人物に自分を作 り上げる｡ 凡庸な理解を拒絶 していると

いうことで卓越を示 している｡

厚以化俗薦意需D凡所輿往選者､悉蹄其指詔､亦以真南 ･雄之徒也C捧音詩益者､

成云､｢韓之下､二百年､今有子兵 ｣｡野末毎報之日∴｢不敢遮､是原義力鳶｣｡或日､

｢子無害其謙之光乎｣｡封日､｢昔仁而不譲者､正在此寅｣｡

(束郊野末は)世俗を厚く教化することを意 としたO交遊する者たちは､みなその

考えに帰依 し､孟帝 ･揚雄の仲間だとみなした｡書を奉って教えを請 う者は､みな ｢韓

えてそれを回避 しません｡力の限 りを尽 くしたいと思 うだけです｣と答えた｡r謙遜

の美徳を損な うものではあり･ませんか｣と言 う人もいたが､それには ｢仁に当たって

譲 らず (､『論語』衛愚公篇 ｢千日､曹仁不誰於師｣) とい うのは､まさしくこのこと

です｣と答えた｡

この段は風園の人の目を通して描かれた東邦野末.孟子 ･揚雄 ･-韓愈 とい う系譜は､

韓愈､及び韓愈に追随する古文家たちがしばしば言及する古文の系譜であるQこれに

己れを位置づけているのは､柳関の自己認識がこのような系譜に依拠するかたちでな

されていることを示す｡ここに至るまでの柳関は先に書かれていたように周囲と摩擦

を生じただろうが､それは自己形成を成 し遂げるまでにその時代 との間に生じた衝突

であって､伝統のなかに自分を位置づけるごとによっで柳閑は自分を安定したものと

して獲得するのであるo ここでは古文家の系譜 というそれなりに明快な位置づけであ

るが､.事は古文家の場合に限られず､中国の士大夫の自己認識はほとんど常に伝統の
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なかに己れを位置づけることによってなされる｡これは近代以前の人間の自己喪織の

方牡としておそ らく普遍的なものであり､中国の場合は伝統が明確であるため･にそれ

がいっそ うはっきりしている｡

或開通之 .子厚優劣｡野天日､｢文近而道不同｣o或人不軌 野末日､｢吾祖多帝氏､

干此 (以)不迫韓也｣｡

韓愈 ･柳宗元の優劣を問う人がいたD野末は ｢文章は似ているが､道は違 う｣と言

ったo聞いた人はその意味が埋解できなかった.野夫は ｢わたしの先祖 (柳衰元)は

仏教に厚い｡そこが韓愈に及ばないのだ｣と答えた｡

韓柳の優劣論｡韓愈を上に置く根拠は､韓愈が仏教を排撃したのに対して､柳宗元

は仏教に厚かったという違いである｡仏教に対するこのような見方は末代初期の古文

家に共通するもののようだ｡韓柳に対する柳閏の評価の差は､この伝の ｢論｣の部分

にみえる名付けの意味にも反映されている｡

開賓初､又著束郊野史樽九十潜｡或日､子何以作野史｣｡封日､｢野末之所職也｣｡

或日､｢何謂野史｣.封日､｢在其国史之外∴不惑著書寄､席野史也｣｡或日､｢子干司

馬氏 ･班氏 ･市民三家､何如也｣o封日､｢司馬氏疎略而該韓､荘乱而宏遠D班氏詞

(辞)雅而典正､奇簡而採摘｡下平箔氏､不迫二家也D多俗気寅｡吾之所述､居二家

之良者｣｡或日､｢措何用乎｣O封日､｢用之､即有用.千世o否､雄先師之書､薦長物

耳.用不用､在干世､吾何知哉｣｡野末以首之人不能究天地之鼻､海之容納､控之所

出､乃作天排､海説1,躍解三潜｡大能虻其事而置其非､昔賢之所不能及者也｡

開宝年間の初め (九六八)､さらに ｢克郊野史博｣九十潜を著 した｡√｢あなたはど

うして野史を審いたのですか｣と問う人がいたO｢野末の職務です｣と答えた｡叩野

史』 とは何のことですか｣と言われ､｢国史の外にあるものです｡(国史)に審いて

ないことをわたしが書く､それが 『野史』です｣と答えた｡｢司馬遷 ･班固 ･括畔の

三家 と比べて､どうなのですか｣と聞かれたO｢司馬遷は粗略であるが要点を捉えて

いる｡統一がとれていないが広い｡班国は典雅な文体で整っているし､簡潔で締録す

べきものだ｡箔倖にまで下ると､先の両家に及ばない｡俗化している｡わたしが書く

のは､両家のよい点を取っている｣と答えた｡｢何の役に立っのですか｣と聞かれる

と､｢使 うのであれば､世間に有用だが､そうでなければ､先師の書物であっても､

無用の長物にすぎない｡使 うか使わないかは､世間が決めることで､わたしはあずか

り知 らない｣と答えた｡野末は古の世の人が天地の真理､海の容積､経書の起源を窮

めていないことから､｢天排｣･｢海説｣･｢経解｣の三潜を作った｡広く事象を集めて､
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そのなかの誤 りを正したものであるが､昔の賢人にも及ぶことのできないものであっ

た｡_

東邦野末の著作について語った部分｡ここに挙げられたものは､｢天排｣以外は逸

してそのままのかたちでは見られない｡

以両所著文章輿韓漸異､取六経以席式｡或日､｢子何始尚而今棄之｣.封日､｢孟苛

政韓､聖人之徒也｡牌升先師之堂入乎室､必由之｡未能者 ､ .或取一家以往､可及英｡

吾以是耳｡汝輩有能如吾､可至貴｣O

やがて書いた文章が韓愈 としだいに異なり､六経を手本 とするようになった｡或る

人が ｢あなたは初め尊んで今棄てるとい うのはどうい うわけか｣ と尋ねた｡｢孟子 ･

有子 ･場雄 ･韓愈は聖人の徒である｡先師の堂に昇ってその室内にまで入ろうとする

者は､必ずこれに由らねばならないDまだ到達できない者は､一人を取 り上げて進め

ば､届くことができる｡わたしはこうしたのだ｡君たちもわたしのようにできれば､

到達も可能だろう｣と答えた｡

韓愈からの離脱を語る一節｡韓愈は聖人そのものに到達するために経由すべきもの

であり､自分はそれを通 り越して六経を直接規範とするに､至ったというのである｡

野乗時年始二十有四｡後二年､別立停以寄寓､親日補亡先生也.

論日､｢東邦野末､謂其肩斯､韓古道也O･謂其招斯､尚祖徳也｡退之大子子厚､故

以名鳶｡子厚次之､故以宇蔦｡復以其同時而出､同道而行､今取之借､信得其美｡観

其文章行事､烈烈然統二公也､不烏過集｡

(『采元草案補遺』巻九にもみゆ)

野末はやっと二十四蔵になった｡一二年のちに､別に伝を立てて書き､｢補亡先生｣

と号~したO

論にいう､東郊の野末は､これに肩する (肩愈)というのは古道を楽 しむからであ

る｡これに搾する (結先)というのは祖先の徳を尊ぶからである｡韓愈は柳嘉元より･

大き.い存在だから､名 とした｡柳宗元はそれに次ぐから､字 とした｡また二人は同じ

時期に登場 し､同じ道を歩んだO今それを一緒に取 り上げるのは､まことにその美を

得ている｡その文章や行動を見れば､みごとに二人を統合 しているといっても､過言

ではない｡

肩愈 という名,紹先という字について､｢論｣に至って初めて説かれている.命名
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については別に ｢名係井序｣(巻-)という一文があるOそれは進士の高生Lという者

が韓愈を思慕 して自分の名を愈としたことに対 して戒めたものである｡轟､霧､高､

文王､武王､湯王､周公､孔子､革鞠､揚雄､韓愈､いずれも先人を仰ぎながらもそ

れを名 とはしなかったと述べ､逆に名は同じでもその人と同じになれなかった例を挙

げたのちにいう､

-･..李昇之臣名啓丘者､鳥歯時之入庫罪之也C不師共薦道､不畢共感人､名其名手

己之身尚可美､斯謂不之知者也｡苛師其道､畢英人､故名其名干己之身､安可鳥是平｡

己之賢､己之材､勝乎彼之賢､彼之材､善則善美､安材須名彼之名､即方烏善乎｡苛

己之賢､己之材､不若干彼之賢､彼之材､名同而何益平｡名古人之名著､時亦多臭｡

共人也､居世立身､果善者耶o寺乏法然視鼻息者耳｡撃猶賢慮皆目人､童足怪哉.開始

慕韓愈氏薦文章､名烏有愈､後乃帝然悟其非也､改之｡人干道､竿得同日而盛者､必

有先径耳o発音知之､告干後者､古人之道也｡聖人作躍籍､以至書停記録存干簡放､

皆告干後之人音也｡同其時､見其人､言其言､亦告之者也｡知而不告之､非君子也､

非古人之道也｡

-･･･李昇 (『全宋文』が四庫全書本によって改めるのに従 う｡J『旧五代史』巻一三

四に伝がある)の臣下で替丘 という名の者 (『薪五代史』巻巻六二､李昇伝のなかに

｢来賓丘｣ という者が見える)は､当時の人々から非難された｡道の実践を模範とせ

ず､人格を学ばずに､その名を自分の身に名付けるのはまだよい｡それは無知なのだ｡

いや しくもその道を規範とし､人格を学んで､そのためにその名を自分の身に名付け

るのは､よいだろうか｡ 自分の知力､自分の才能が､向こうの知力､向こうの才能を

上回 り､よければよいのであって､どうして向こうの名を名付けて､そうしてはじめ

てよいということになるだろうか｡もしも自分の知力､自分の才能が､向こうの知力､

向こうの才能に及ばないとしたら､名が同じであっても何の益があろう｡古人の名を

名付ける人は､このごろ多い｡そういう人は､世間にあって身を立てるのに､はたし

てよいだろうか｡.ぼんや りとなんとか生きているだけだ｡ちょうど賢人だろうと愚者

だろうとすべて人といっても､怪 しまないようなものだ｡わたしは始め韓愈を思慕し

て文を書き､肩愈 と名付けたが､あとになってはっきりとその非に気付き､改めた0

人は道において､同時になすことはできるものではなく､必ず前後がある.先の者の

認識を､後の者に伝える､これが古人の道である｡聖人は経籍を作 り､書伝記録が簡

冊に保存されることになったが､すべて複の人に伝えるためのものである｡時代を同

じくし､その人物を見､そのことばを言 う､それもまた伝えることである｡認識しな

が.ら伝えることをしないのは､君子ではない､古人の道ではない｡

｢名係｣がいつ書かれたものか不明だが､少なくとも肩愈と名付けた自分の行為は､
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のちに否定しているのである｡

三 ｢補亡先生伝｣

｢束郊野末伝｣の末尾に柳開自身が記すところによれば､｢補亡先生伝｣は ｢東知

野末伝｣執聾から二年後､二十六歳の時に書かれたものという｡これには自伝的要素､

すなわち自分の人生を時間に沿って記すという記述はいっそ う減 り､薩書に対する自

分の見方を語るのに終始 しているOここではその冒頭の､名前について語っている部

分だけを見ることにしよう｡

補亡先生､香焼東郊野末者C既著 『野史』､後大探六経之旨､巳而有包蕗揚 ･孟之

心､楽典 (原作席｡嘘 ｢答染拾遮改名審｣所引此文改)文中手王仲花車其述作､遂易

名自閉､宇目仲塗.其意謂牌聞古聖賢之道千時也｡牌開今人之耳目使聡且明也.必欲

開之鳥其塗美､使古今由干害也､故以仲塗字之､表其徳蔦｡或 (原作成｡撞上客改)

日､子前之名甚休業者也､何復易之､不若無所改兵｡先生日､名以識其身､･義以志 (『四
部革刊』本作蕃)其事､従干善而喜憲夫基音也｡吾既肩且紹寅｡斯可巳也｡所以吾進

其力干道､而遷其名干己耳､庶幾春歌連子孔子者也O或日､古着構巳孤不改､若是､

無乃不可乎｡先生日､執小樽而妨大義､君子不蘭島也O乃著名解以薩其未借着､衆悉

以轟然｡

先生始垂心干詩書､以精其奥､毎首巻欺日､鳴呼､吾以是識先師之大昔也｡不幸其

由亡逸者哉､吾不得見也D未知聖人之言復加何如耳.尤千線躍博極其妙､遂各取其亡

篇以補之o凡停有轟音､即埴而作之｡無之者､復己出解義蔦O故競日補亡先生也｡

補亡先生は､前に東邦野末と号していた者である｡『野史』を著 したあと､六経の

意味を深く探求 Liかくして揚雄 ･孟子の心を包み込み､文中子王通 と述作を等しく

することを楽しみ､そこで名を関と換え､字を仲塗と改めた｡その意味はいにしえの

聖賢の道を今の時代に開こうという由である.今の人の耳Elを開いて聡明にしようと

いうのである｡開いてその道を作 り､舌も今も自分に由来するようにぜひともしたい

と思い､そのために仲塗を字 として､その徳を表 したのである｡或る人がいう､｢あ

なたの前の名前はとても立派なものでしたが､どうしてまた変えたのですか｡変えな

いほうがよかったのに｣と｡先生は ｢名は身のしるLとなるもの､義は事跡を記すも

のです｡善に従いながら自分を限ってしまう者をわたしは憎みます｡わたしはすでに

(韓愈と)肩を並べ '(先人である柳宗元の)あとを掃いだのですから､それは完結 し

ました｡ですからわた･Lはさらに道に力を尽くし､名を自分に移 した-だけのことです｡

孔子にまで到達 したいと願ってのことです｣と言った｡或る人が ｢昔は自分を孤と称

して改めることはありませんでしたが､そ うであるならば､(あなたにように名を変
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えることは)いけないのではないでしょうか｣と言った｡先生は ｢小さな礼にこだわ

って､大きな義を損なうことは､君子はしないものです｣と言った｡そこで ｢名解｣

を著 して､理解できない人の蒙を解き､誰もがその通りだと納得 した0

先生は始め 『詩経』と､『尚書』に専心し､そわ奥底まで明らかにしたが､巻を開く

たびに嘆じた､｢ああOわたしはこれによって先師の偉大さを知るが､不幸にして亡

逸 したものがあって､わたしには見ることができない｡聖人はこれ以上にどんなこと

ばを述べているのだろうか｣と｡のこっている経書において広くそのすぐれたところ

を極め､そうしてそれぞれの亡逸 した筋を取 り上げて補った｡伝にそめ意味が記され

ている箇所は､それに基づいて書き､ないものは､自分で意味と言葉を考え出した｡

そこで補亡先生と号したのである｡

｢補亡先生伝｣もまた命名の由来から説き起こしている｡肩愈という名を関に､紹

先という字を仲塗に改めた､その理由を述べる｡｢名解｣の著述はそれをさらに詳し

く述べたものであろうが､のこっていない. (｢名係｣は先に一部を引いたように､

聖賢と同じ名を名乗っても無意味だとい うことを説いた文である｡)肩愈､紹先の名

･字が意図 した目的はすでに達成されたから一度進めた目標を掲げるというのであ

る｡前の名 ･字は韓愈 ･柳宗元に並ぶことを意味し､自分はすでにそれと同等のレベ

ルにまで到達 したと認織して､さらなる上を目指すというのである｡

欧陽修 ｢六一居士伝｣もまた六一居士という命名についてその理由を述べ､そうす

るなかで自分の生き方を語るという性格の ｢自伝｣であった｡命名の由来をみずから

説 くとい う点では同じであるが､その命名が含む意味､指向する領域はまるで異なっ

ている｡｢六一居士伝｣では隠逸､閑適の生き方を指向するものであったのが､柳関

の場合は先の名にしろ後の名にしろ､復古という彼の主張を自己に対しては目一棟とし

て掲げ､周囲に対 しては自己主張として意義をもつものである｡その違いは柳朋の場

合は本人そのものに直接結びつく名 ･字であり､欧陽修の場合は号というもう-つの

人格をあらわすものであると~いう違いも関わっている｡

以下､｢稀亡先生伝｣は柳･閏の経馨に対する深 さ､経学に対する貢献を語る叙述に

終始するもので､自伝的性格は ｢東邦野末伝｣よりさらに薄くなる｡柳閲と経学との

関わ りを見るうえでは必要な資料ではあっても､自伝 として見るかぎり省略してよい

だろ う｡ただ､｢東郊野末伝｣にすぐ引き続いて ｢補亡先生伝｣を著わしたとい･うこ

との意味については考えておかねばならない｡｢補亡先生伝｣は単に ｢東郊野末伝｣

を繰 り返 したものではない｡そこにはもちろん儒家の理念を主張する連続性はありな-

がらも､一方で変化､進展があったからこそ､もう-つの伝を書かざるをえなかった

のであるO-その_変化i:は名 ･字を改めたところに端的にあらわれている｡すなわち ｢東

邦野乗伝｣では ｢肩愈｣という名､｢招先｣ とい う字にみえるように､韓愈 ･柳京元
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-の信奉が中心となっ,ていた.それに対 して､｢補亡先生伝｣では韓愈は最初の手が

かりであって､それをすでに乗 り越えて経書に直披自分を結びつけ､｢開｣という名､

｢仲塗｣という字に改-められていた｡号の ｢補亡先生｣も経書の継承者であることを

みずから任ずるものである｡ここには明らかに韓愈の絶対性が揺らぎ､韓愈も途中の

過程に過ぎないとする認識の変化がある｡張毅 『宋代文学思想史』はこの変化を次の

ように説明している｡①

あって新たに儒家道銃を立て直す必要から出たものであるD韓愈の説くところの道続

は､おもに儒家の仁義教化を指し■ているが､晩唐五代依頼､いわゆる仁義教化はすで

にそらぞらしい説教に堕してしまっていた｡たとえ荒淫きわまりない国君す ら､仁義

教化を唱えろことは忘れることがなかったのである｡もし本当に正しい儒家の道銃を

再建 しようとするならば､韓愈の理論的なレベルにとどまっていることはできず､｢堂

の升 り重に入 り｣･､直接に先秦儒家の心性論のなかに思想の材料を探さねばならなら

なかった｡･･･-

韓愈が末代古文家に.いかに受容され､受容の過程のなかでどのような変化があった

かは､今後問われなければならない大きな問題であるが､少なくとも ｢東郊野末伝｣

と ｢補亡先生伝｣の二伝の変化のなかに､韓愈の位置の低下､時代の要求するものの

変化を読みとるのは性急に過ぎるのではないか｡後者は前者から隔たること､わずか

二年で書かれているのである｡且つ､改名はしたものの､韓愈 ･柳宗元-の心酔を示

す前の各前､またそのように名付けたことについて､否定はしていないのである｡否

定するならば ｢補亡先生伝｣のみをのこせばそれでよかった｡二つの伝は連続する一

組のものとして提示されているのである｡否定とい うならば､先に挙げた ｢名係｣こ

そ､韓愈 ･柳宗元に続こうとしてそれにちなむ名前を付けたという態度､行為をみず

から否定しているものである｡｢東邦野夫伝｣で改名 していることは､こうした名付

けの態度はそのまま保持 して､その指向すべき対象を換えただけのことなのである｡

｢補亡先生伝｣は或_る一人の人物の伝という形式を取 りながらも､実際には自分の

主張を仮託 して語るとい うも.ので､院籍の ｢大人先生伝｣など､人物伝のかたちを取

った思想の'開陳に近いOいくらか自伝的要素のうかがえる ｢東郊野末伝｣にも己れの

主張を説 くという性格を強く帯びている｡｢東郊野末伝｣･とい う題名 と体裁から､古

くは ｢五柳先生伝｣､それに続 く王漬 ｢五斗先生伝｣､白居易 ｢酔吟先生伝｣の系冨皆

に連なるかに見えながら､実態Jはむしろ ｢五柳先生伝｣が創 り出される前の院挿 ｢大
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人先生伝｣の直系といったほうがよい｡｢大人先生伝｣は老荘の思想を体喪する人物

を語るものであるが､柳閑の二潜の伝はそれとは異なり､主張の根幹は儒家に帰着す

るものであるo主張を抜き出せば経書を重んじ､儒家の道に復帰すべきことを説いて

いるのだが､ しかしことに ｢東邦野末伝｣の前半に描かれる人物の性格の審き方など

は､老荘的な雰囲気を浪厚に漂わせている○人物の形象とその主張とが老荘 ･儒家に

分裂 しているかに見える｡少なくとも王南牌の自伝詩に見られるような､儒家の理念

を体現 した整った士大夫像 とは大きく異なっていることは確中である0

王南保 との差異を生み出している一つの理由は､王南僻の場合は官人として十分な

経歴をもったあとに書かれているものであるのに対 し､柳閑の二伝はこれから世に出

ようとする､いまだ官僚生活を経験 していない段階での作であることだ｡書かれた時

点の違いは､当然ながら自分 という人間の書き方にも違いをもたらすO王高額は官 と

してか くあったと自分が思 うところの自分を記す｡それは ｢事実｣をそのまま記録す

るのではなく､あくまでも本人が事実と把握するところの ｢事実｣に過ぎないのだが､

本人が事実 とみなしている以上､すでに起こった事柄､すでにあった事態に基づいて､

実際に存在 した人物を書いている｡それに対して､柳閲の ｢伝｣に描き出された人物

は､生身の人間とい うより､恩琴を表明するために､思想を体現している抽象的存在

といった様相をもっている｡

しか しながら､柳関の ｢伝｣と王高僻の自伝詩 との間には､共通する性格も見るこ

ともできる｡それはどちらも自分が捉えた自分 とい う人間を他者に理解 してもらいた

いとい う欲求か ら書いていることだ｡王高牌の場合には､中央政界で挫折を味わった

時期に､自分に非はないことを表明したい意図を帯びている｡柳閲の場合にはこれか

ら官界に出ていこうとする時期に､自分という人間は官人にふさわしい器であること

を人に理解 してもらいたいという欲求が潜んでいる｡他者に自己を理解 してもらお う

とする動機は共通 しているのである｡そのために措かれる自己はいずれの場合にも､

自分 とい う人間を掘 り下げていく自己省察ではなく､他者に対 して自分を説明する自

己表明になっているのである｡ 自伝的言連が自分の内部をえぐっていくという方向に

向か うことなく､自分の外側の人たちに向けて自分を語るという性格をもっことは､

中国の自伝におおむね共通する性格である｡柳関の二着の自伝的作品は､応挙甲前に

ものされ､知貢挙の李晴のもとへ提出されたものであることが､この性格を規定して

いる｡ ｢かくあ りたい我れ｣を描 くにしても､それは官たるにふさわしい人間として

の自分であ り､世から求められる士大夫像を描き出したものであったら

① いずれも 『新店書』巻七三下､一.宰相世系表に見える｡渚光連については 『旧暦

寄』巻一七八､『新唐音』巻一八二に伝がある｡

-251-



② 樽瀧藩主編 『唐才子伝校築』(中華審局､一九九〇)第四冊九九貢｡

③ 張毅 『宋代文学思想史』(中華審局､一九九五､三三頁)
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Ⅹ 執念 の記録十一李清原 ｢金石録後序｣一一

一北未から南宋-の過渡期の振乱を自分の人生とした李酒席 (一〇八四二二一五五)

の ｢金石録壊序｣はその題のとおり､書物の序文とし■て書かれた自伝に属する｡彼女

の取った様式は伝統の用意したものであるけれども､われわれはとこに中国で最初の､

といっても大きな誤 りはないであろう､生身の人間Lのかけがえのない人生由記録とな

りえている自伝的記述を見ることができる｡そしてそこには文学作品に触れた時の感

動を含んでいる｡文学とLiIの自伝はここに誕生したといえるだろう｡

それはまず人間が既成の型にあてはめるかたちで措かれていないことによる｡宋代

の自伝的作品とされる柳閲の二つの伝､また王高牌の自伝的な詩､いずれもすでに用

意されている'パターンに沿って ｢自分｣が記述されているにすぎない.王高儀や柳関

にとっての自己認織はそ ういうものであった｡ところが ｢金石録後序｣のなかで描か

れている作者李滑照はそうした枠に収まらないのである｡

個 としての人間が措かれていることとともに､そこには個を超えた､人間の普遍的

な要素に通 じるものがある｡ それによって､自分の人生を書いたこの文は一つの文学

た りえている｡

てそれが普遍にいかに通じているか､見ていきたい｡-

一 挙清照の出自

李清原に関しては中国において研究の蓄積が厚 く･､資料も十分に収集 ･整理されて

いるのだが､伝記的事象はやはりこの ｢金石録後序｣が二次資料であって､それが結

婚後から記述を始めているために､それ以前のことははっきりしない｡ここでは王学

初 (仲間初)｢李清屑事連帯年｣①徐北文 ｢李清原年表 (簡編)｣~中などに依拠 しなが

ら､その出･白についてのみ見ておくことにしよう｡

李晴照が生まれたのは､禅宗 ･元旦七年 (一〇八四)､療所は山東 ･章丘県明水成

(山西省)であった｡父は李格非､字文赦.1李格非は神宗 ･無季九年 (一〇七六)の

進士｡官は礼部員外郎､提新京寛刑獄に至ったが､元祐の党籍に入っていたことで罷

免され､六十一歳で卒した｡官人としてよりも文名の方が高く､『李格非集』五十四

巻 (『遂書堂書 目』､『後村先生大全集』)を･はじめとして､かなりの著作があったよ

うだが､今われわれが知るのは､『洛陽名園記』の撰者 としてである.『宋史』巻四

四四､文苑伝に伝がある占

母は王氏｡『宋史』李格非伝ではま鉄辰の孫娘とい う･が､宋 ･荘緯 『籍肋編』巻中
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によれば､祖父は王扶辰ではなくて王準｡王扶辰 (一〇一二一一〇八五)は礼部侍郎､

彰徳畢節度使などを歴任こ祖父を王準とすれば､王準の子の王達 (一〇一九一一〇八

五)は元里年間の宰相である｡母も名家の出といえよう｡『宋史』李格非伝が妻王氏

について ｢亦善文｣と記 しているのが､それが女性の伝に必ず しも常に付 される語で

ないと･Lたら､李清照は詞章をたしなむ両親のもとに生まれたのであり､撃年､李清

廉が夫の接明誠 と二人で応酬したような交歓を彼女の両親もしていたかも知れない｡

こうした断片的記録から推測 されるのは､彼女が恵まれた家庭に生まれ､幸福な少女

時代を過ごしたであろうことである｡それによってはぐくまれた豊かな情蒔､人間的

な暖かみと細やかな感性､それが後年の拝借詞人の心性のもとと奉ったに違いない｡

それはまた後半生の不幸な境遇から美 しく追憶されるべき失われた幸福 となったもの

でもある｡

『宋史』には李清野の伝はなく､父の李格非伝も与 ｢女酒照､詩文尤有構於時､嫁趨

挺之之千明誠､自戟易安居士｣と記されるのみである｡

二 ｢金石録後序｣上一一幸福の追博一一

挙滑照の数少ない散文の一つであり､最も名高い作品でもある ｢金石録後序｣は､

あちこち笹録されているたやに文字の異同も多いが､ここでは軍仲間『李清照襲校註』

が校訂するところに基づいて読むことにする｡､

右金石録三十巻者何｡趨侯徳父帝著書也｡取上白三代､下迄五華､鍾鼎廠南盤奔尊

敦之款織､豊碑大桟､質入晦士之事蓮､凡見於金石刻者二 千巻､皆是正詣謬､去取褒

琴｡上足以合聖人之道､下足以訂史氏之失者､皆載之､可謂多夫｡鳴呼､白玉播 ･元

載之禍､書塞輿朝練無異｡長輿 ･元凱之病､鏡癖典侍癖何殊｡名錐不同､其惑一也｡

右 『金石録.』三十巻とは何であるか｡超徳甫換 (緒明誠｡徳甫はその事O侯は地方

長官の敬称.以下も捻明誠は侯 と称される)の著わした書物である.上は三代から､
ITん れ昏 い

下は五代までを取 り上げて､鍾 ･鼎 ･鹿 ･南 ･盤 ･匝 ･尊 ･敦の款織､巨大な碑摘､

有名無各の人士の事跡など､革よそ金石に刻まれたもの二千巻､すべて誤 りを正し､

取捨して批評を加え､上抵聖人の道にかなうもの､下は歴史家の遺失を補訂するに足

る滝 のはみ卑掲載 してある｡多いといわねばなら年い｡あ恥 王播 く王涯の誤 りか)

･元就のように事に遭ってしまえば､王播 (至涯)がのこし草書帝も元範が貯えた胡

糠も変わりは額いし､和晴 ･杜預の ｢やまい｣も､金銭欲であろうがを伝癖であろう

が違いはない｡名前は違っても､心を惑わせるという点では同じである｡

『金石録』が金石収集の膨大なコレクションの成果であることを､｢後序｣の冒頭
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でまず述べているが､ここに注目すべきはその質丑を語ることに終始せずに､人間の

収集癖 とい うものにいささかシニカルな､といっては言い過ぎであるにしても､客観

的に見つめている視線が感じられることである｡それは.これから文物喪失の過程が綴

られるのをあらかじめ告げるかのようだD｢金石錬後序｣はまさに喪失の物語なので

ある｡夫である稔明誠に引きずられて李酒席も文物に夢中になり､夫婦､力をあわせ

て長い年月をかけた収集､それが金の侵入によって土地を追われ､南-南へ と移って

いくなかで､戦火による焼失､盗人による盗難､避難による放置など､次々と手放し

ていってその大部分を失 うに至る過程を綴ったものであ･る｡ この作品の主人公は金石

そのものといってもよい｡金石を喪失していく記述のなかで､その所有者である李晴

照夫妻の人事が書かれるのである｡

王播は宇明散､唐 ･穆宗の時の宰相､『旧唐寄』巻一六九､『薪唐審』巻一六七に

伝があるが､書画骨董を収蔵したことも害に遭ったことも記掛 まない｡そのために何

掛 ま ｢播｣の字を ｢涯｣に改めて ｢王涯｣のこととしている｡顧炎武 『日知録』では

ここを引いて王涯 としているのは､王涯に作るテキス トもあぅたのか (以上､『李清

照全集校注』による)｡王涯ならば､周知のように甘露の変で悲惨な最期を遂げた人

物であり､『旧唐書』巻一六九､『新唐書』巻一七九の伝には､生前､宮廷に匹敵す

る蔵書があり､書画も密かに収蔵 していたのが､死後､壁の中から操 り出.されたとい

う記事を載せている｡元載､宇公輔､は唐 ･代嘉の時に宰相に登ったが､のちに罪を

得て自尽を命 じられている｡死後に財産を没収された際､『旧唐書』巻一一八の伝で

は ｢鍾乳五百石｣､『新暦審』巻一四五の伝はさらにそれに加えて ｢朝練八百石｣が

残 されていたという｡

和晴､宇長輿､は 『晋審』巻四五によると､財産家でありながら至って音昔であり､

杜預は ｢晴に銭癖有 り｣と云ったという｡杜預､字元軌､が ｢左伝癖有 り｣とみずか

ら称 した話柄は周知の故事｡

金銭-の執着から胡柚や財貨を貯えることと､審画を集め経伝に熱中することを､

対象によって価値付けを分けるふつ うの考えを覆して､物に執着するという点ではい

ずれ も同じことだというーのである｡このような故事を並べることによって､李酒席は

夫 とともに金石を収集 したことを無意味な営みであったかのようにいう｡これには､

収蔵 した晶のほとんどを失うたその心の痛みを癒すべく､自分を言い聞かせようとい

う思いもこめられていよう｡しかしこのように自分に言い聞かせながらも心情のうえ

ではあきらめきれない思いが､この書物を編ませたのであり､以下の叙述を番かせる

のである.

未練を断ち切ろうとしでのことばであるとはいえ､金石収集を ｢惑｣と言いなすそ

の態度は､自分の行為･､引いては自分の人生を､そこから一度離れた所から見るとい

う客観的な視座をもたらしている｡_⊥そしてそのことがこの人生記録を単なる不幸な自

分を記録するにとどまらず､人間の普遍的な文学-と押し上げているのである｡
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余塵中辛巳､始蹄放氏｡時先君作砥部員外郎､丞相時作吏部侍郎O侯年二十1-､在

太畢作畢生｡遭 ･李族寒､素貧億｡毎朔望謁告出二質衣､取半干蝶､歩入相国寺､市

碑文 ･果変節､相封展玩岨噴､自謂葛天氏之民也｡

私は建中辛巳の年 (散宗 ･建中靖国元年､--〇一)､避氏に嫁いだ｡その時､先

君 (父､李格非)は礼部員外郎であり､丞相 (夫藷明誠の父､放挺之｡のちに宰相と

なるのでかく称する)は吏部侍郎であった｡侯は二十一歳で､太学の学生であった｡

遭 ･李は寒門で､もともとつましい暮 らし向きであった.毎月一 日と十五 日の休暇に

は町に出て､衣服を質に入れて五百銭を手にし､歩いて相国寺へ入って､碑文や果物

を買って帰 り､向かしい合って果物を噛みながら碑文を開いて楽しみ､まるで葛天氏の

民のようだと至福を味わったものであった｡

自伝 と-して取 り上げたこの文は､元来は 『金石赦』なる春物の序であるから､話題

の中心はもちろん金石であって､金石を収集 した経緯を簸るなかに自分の生の軌跡が

触れられる~のである｡ したがって､記述は李晴冊と金石との出会いとなった､夫趨明

証との結婚から語 り始められている｡｢金石録後序｣を自伝として読み直すにしても､

その ｢自伝｣は李清照一人の伝ではなく､未である藷明誠 と二人の自伝 とい うべき内

容を備えている｡彼女の回顧する人生は､二人の共同生活の開始から書き起こされ､

蓮明誠は自伝のなかのもう一人の中心人物なのである｡

揺明誠 (一〇八一一一一二九)は幸徳父 (父の字は夫､甫と表記される■こともある)､

密州諸城の人｡徽宗の時の宰相､遭挺之 (一〇四〇一一一〇七)の幸子である.『金

石録』は欧陽修の 『集古鏡』と並んで金石学を築き上げた名著として今 日に至るまで

その価値をのこしている｡虚明誠の収集物は父親の収集 した物も含んでいた｡その巻

三〇､｢唐連教経政尾｣に ｢わたしの家には金石刻二千巻を蔵 していたが､この経が

最も古い物である｡ それは先公が進士の時に所蔵したものである (余家蔵金石刻二千

巻､濁此躍最病菌物｡蓋先公慮進士時所蓄爾)｣とい う｡そ うした環境のなかで幼い

頃からr金石に興味をもっていたことは､｢金石録自序｣のなかに記-しているo ｢わた

しは子供の頃から当時の学者 ･士大夫のもとで過去の金石に刻まれた言葉を訪ねるの

が好き_だった.(余白少小事従昔世撃士大夫訪問前代金石刻詞)｣｡『金石録』のはか

一に､笹昔年 『稗史』によれば 『古辞物銘碑』十五巻､『宋史』重文志によれば 『諸道

石刻 日録』十巻があったという.稔明誠が宰相の子供であったことは､南栄の記録が

彼に言及する際にしばしば轟き込まれている｡陳振孫 『直青書録解題』一巻^に 『金石

録』を著赦 して､r明誠は､宰相挺之の子｣､無名氏 『瑞桂堂暇録』~(『説邪』巻lEq｢六)

に ｢易安居士卒氏は､培丞相挺之の子の藷は明鯨､字徳夫の内子な り｣､など｡明暗

に及ぶと宰相放挺之の子であるという記述は減ってい･くが､宋代においてはまず丞相
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の子として意識されたのであるoすなわち趨明誠は挙措照以上に名門の子弟であったo

貧 しいかのように書かれてはいても､十分に恵まれていたうえに将来にも希望をもっ

た､満たされた生活が､この幸福感の基盤にはある｡

相国寺の市の賑わいは､ほかの資料からもうかがうことができる｡孟元老の 『東京

夢筆録』は主に_宣和年間の汗京を記しているものだが､その巻三に ｢相国寺では毎月

五臥 人々の交易が開かれる｡---正殿の後の資聖門の前では､書籍､骨董､絵画の

たぐい (がある)O(相国寺毎月五択開放苗姓交易｡L･･-殿後資聖門前､皆書籍 ･･玩

好 ･固審之類)｣と記録されている｡宋 ･王得臣 『塵史』巻下の記述によると､相国

寺の市は毎月の朔望､そして三日､八 日であったという｡

二十一帯の新郎 と十七歳の新婦とは､月に二日の休 日にお金を工面して碑文と果物

を買ってきて､二人で楽しむことを何よりの歓びとしていた｡貧 しくても幸せな日々､

と昏くと､あま りにも月並みな言い方になってしまうが､確かにここから浮かび上が

ってくるのは､至って月並みな､型どおりの､若い夫婦の幸福な生活である｡しかし

このような暮 らしぶ りを幸福の典型として受け止めるのは､今 日のわれわれの感覚で

ある｡ 夫婦水入 らずの生活に幸せを覚える意識は古くからあったにしても､このよう

に言葉に書き留められたことがこれ以前にあっただろうか｡.今では月並みな ｢幸福な

家庭｣であっても､中国古典詩文の世界では新鮮な映像であるにちがいないOここに

は新婚の夫婦の平凡ななかにも華やぎのある日常がしっかりと捉えられているのであ

る｡新婚夫婦の幸福な日常生活を文学に取 り上げたものとして､これは最も早い例と

いえるかも知れない｡そしてそれは女性の書き手ゆえに初めて審きえたのではないかO

一対の男女がともに暮 らすことの草びは､士大夫たる男性の華には載 りにくいであろ

うから｡

趨明誠は将来を期待される青年であったにしても､この時点ではごく平凡な ｢市民｣

にすぎない｡何も特別な人でない人のごく普通の日常､それを幸福な人生として描き

出した例も多くはないだろう｡｢市民｣という近代市民社会が生み出した概念､言葉

を使ってしまうのは､ここに描き出された人物像は既成の価値体系のなかに身を置き

ながらもそれに縛 られず､彼 ら独自の生き方をもって暮らしているかのように見える

からである｡そこに自立した人間の自立した人生が見られるところが､文学としての

新鮮 さと普遍性をもたらしているoそしてもちろん､ここに描き出されたささやかな

幸福すら､やがて時代の力によってつぶされてしまう顛末を物語ることによって､悲

劇性があざやかに浮かび上がることになる｡

｢金石録復序｣全体を通して指摘できることだが､ここに記された人生が文学とし

て生気を放っているのは､観念に昇華してしまうのでなく､或いは観念が優先するの

でなく､生活に即 して具体的に叙述されていることによる｡相国寺の周辺の市場のに

ぎわい､そこを一緒に歩きまわる二人､そして果実を噛 り.ながら碑文を飽かず堪能す

る二人､そうした映像が目に見えるように生き生きと再現されるのである｡もちろん
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そこには､これも全編通 していえることだが､｢失われた幸福｣を愛惜する挙措照の

切ない心情が､こうした細々とした情景を再現 しているからこそ､美 しい想い出とし

て措きえているのである｡｢自ら調えり､葛天氏の民かと｣という至福の境地､これ

こそ超明誠 と李滑照夫妻にとって人生で最も幸福な時間であったに違いない｡

｢自謂｣一句は､当時の心境であるかに書かれているが､果たし<そ うであろうか｡

思うにその時点においては何もかもがまだ中~途め状憶であって､それを至福の境地と

は考えることはなかったのではないだろうか｡幸福は失われたあとから思い起こされ

るものだD夫も文物も､すべてを失った執筆の時点からみてはじめて､かつてのなに

げない日常生活にこそ ｢葛天氏の民｣になぞらえる幸福があったと思い知ったのでは

ないか｡_そして当時の清貧ぶ りも当時にあっては欠如でしかないのが､回想の･なかで

は二人の幸福感を際だたせる舞台装置として､効果を発揮 していたことだろう｡

後二年､出仕宮､二便有飯読衣練､窮退方絶域､塞天下古文奇宇之志｡ 目就月牌､漸

益堆積｡丞相居政府､親酋或在館聞､多有亡詩逸史､魯壁汲家所未見之寄､速力停真､

浸党有味､不能自己｡後或見古今名人審塞､一代奇器､亦復脱衣市易｡嘗記崇寧間､

有人持徐照牡丹圏､求銭二十帯 ｡･昔時錐貴家子弟､求二十商銀､宝易得耶O常信宿,

計無所出而還之｡夫婦相向椀憧者数 日｡

二年すると､仕官することにな り､衣食は質素にして､地の果てまで捜求して､天

下の古文奇手を尽く収拾 しようと志した｡ 日がたち月が変わるにつれて､それはしだ

いしだいに累積 していった｡丞相は政府にお り､親戚旧知も宮廷図書館にいるものが

あったりしたので､『詩経』の侠詩∴散逸 した史書､魯壁や汲家の書物など､見られ

ない書物がたくさんあったOそこで懸命に写し取 り､しだいにおもしろくなづてきて､

止めることができなくなった｡そののち､古今の名人の書画､一代の奇器などを見つ

けると､着ていた衣服を脱いでまでして買い取った｡覚えているのは､崇寧 (徽宗､

--〇二一一一〇六)の頃､徐無 (南唐の画家)の ｢牡丹国｣をもっている人がいて､

二十万の値をつけられたが､_その当時､権貴の家の子でも､二十万という値では､容

易に見えるものではなかった｡二晩手元においたものの､金の工面がつかず返すこと

になり､夫婦向かい合づて数 日間悔しがったものである｡

'趨明誠が官に就いて収入も入るようになると･､収集は本格的になる｡ 経済的条件が

そうさせたとい うより､収集 というものは進むにつれておのずと増大､激化 していく

ものなのだろう｡とはいっても､限られた収入であるから､生活を切 り詰め､この時

期でも衣服を質に入れてまでして収集に奔るのである｡収集家は手に入れたものを誇

る宜 りもく入手 しそこなった物に対 して(や しさがいっまでものこるのが常なのであ

ろうか､徐照 ｢牡丹囲｣･-の未練を~口惜しげに記している｡以下に綴 られる収集の思
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い出も､得 られた物を喜ぶよりも買い損なったもの､入手後に手放さざるをえなくな

った物っの愛着､執着が強い｡その意味で､収集の過程を記録するこの部分において

も､収集 しそこなった物の記録になっているO 獲得できなかった品々を記すところに

より力がこもってしま うことが､ま･さに収集帝の人の本性であろうこ

｢遂にカめて停需し､浸く昧有るを党え､自ら巳むあたわず｣という記述には､未

に感化されて金石に目が開かれていった李晴照が､しだいに夢中になっていく過程が

巧みに表現 されている｡文物の収集も､そしてその後の喪失も､夫妻二人で携わった

ことなのであった｡

後犀居郷里十年､仰取僻拾､衣食有鰻O連守両郡､喝其偉人､以事船架｡毎獲一審､

即同共勘校､整集簸厘｡待暮塞葬鼎､亦摩玩新巻､指摘碇病､夜義一燭焦率｡故能紙

札精練､字塞完整､冠諸収書家｡

その後､郷里に十年ほど引きこもり､あれこれ収入があって､衣食にはゆとりがあ

った｡二つの郡の知事に続けざまに就き､その収入をすべて注いで､書きものに従事

した｡一冊の書物を手に入れるたびに､即刻ふたりで一緒に校勘し∴整理 して標題を

つけた｡書画祭器を入手すると､撫でさすったり巻き広げたりして､キズを指摘し､

蝋燭一本が燃え尽きるまでそ うするきまりにしていた｡そのため紙は精教で､字画は

完全なものにすることができ､収集家のなかでも最高のものとなったら

この時期の事跡を玉章初 ｢李清照事迩編年｣ (『李清照集校註』付載) と照らし合

わせてみれば､散宗 ･大観元年 (--〇七)､父の趨挺之が死去し､建明誠は官を退

いて喪に服すべく郷里の青･).1日こ退去したo喪が明けて､宣和三年 (--二-)､禾州

の知となり､,靖康元年 (一一二六)､溜州の知となっている｡

遼明誠が金石学者たるゆえんは､単に収集家であったのみならず､収集 した文物に

対 して精練な調査をしたことによるのであって､ここではそうした整理､鑑定につい

て記している｡

余性偶強記､毎飯罷､坐酵素堂､烹茶､精確棟審史､言某事在英育英巻算盤葉幾行､

以中否角勝負､鳥飲茶先後｡中即畢杯大笑､至茶傾葎懐中､反不得飲而起､甘心老長

姉兵.故雑感憂患困窮､而志不屈｡収審既成､蹄束堂起書庫､大樹拝甲乙､置番肪o

如要諦譲､即請鎗上梓､聞出春暁､或少損汚､必懲寒帯完塗改､不復向時乏塩素也｡

是欲求適意､而反取惨懐､余性不耐｡

わたしは生まれつきたまたま記憶力に恵まれていたので､いっも食事が終わると､

帰来堂に坐 り､茶をいれて､積み重なった審物を指さして､或ることはどの本のどの
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巻の何葉､何行にあるかを言い､当たるかどうかで勝負をかけ､お茶を飲む順番を決

めた｡当たると湯飲みを手に笑い転げ､お茶がふところにこぼれて､かえって飲めな

くなって立ち上がったりしたが､こうした暮らしのなかで一生過ごしてもいいと思っ

ていた｡それゆえ苦難困窮の身にあっても､志は屈することはなかった｡書籍の収集

が完成すると､帰.来堂に書庫を建てて､大きな箱に分類整理 して､書物を入れた｡読

みたい時には､鍵をもらって帳簿に付け､書籍を取 り出すのである｡少しでも破損 し

たり汚した りすると､叱粟されて修復するので､以前のよう守こ簡単ではなくなった｡

気持ちのいいようにしようとしたのが､かえって神経がぴ りぴりすることになって し

まい､わたしには耐えられなかった｡

よく知 られた､津明誠 ･事情照夫妻の極めて知的なゲーム｡もちろん勝負を競 うと

いうよりも､若い夫婦が一つの遊びを一緒に楽しんでいるのである｡｢帰来堂｣の名

はいうまでもなく､陶淵明の ｢帰去来｣に由来するものだが､青州退去の時期であっ

たのみならず､蕃籍文物の収集とそれを鑑紫する生活は､隠逸者の暮 らしに属する｡

書物を分類整理 して､管理を厳重にしたという､いわば事務的な事柄は､追憶の拝

情を詠嘆するためには一見ふさわしくないようにみえるが､このように生活の細部を

-つてつ書き込んでいることが､型 どお りの拝借性から免れる役割を果たしている｡

始謀食去重肉､衣去重采､首無明珠翠羽之飾､室無塗金刺繍之具O通番史百家､宇

不測映､本不靴謬者､靴市之､儲作副本｡自乗家停周易 ･左氏樽､故両家昔流､文字

最備O干是JIJ案羅列､枕席枕籍､意骨心謀､目往神授､楽在野色狗馬之上｡

食事には肉は一品に限り､衣服には色物は一枚に限り､頭に真珠や悲翠の飾 りを付

けず､部屋には黄金や刺繍 した道具を置かないことにした｡様々な審籍の､字が欠け

ていないもの､製本が落丁のないものに出会 うたびに､それを買って､ひかえのため

に副本を作った｡もともと家には 『周易』と 『左伝』が伝えられていたので､その二

家は､文字が最も完備 していた｡こうして机の上に並べ､枕元にうずたかく積み､気

持ちが本 と通い合い､目と精神が本と行き来し､その楽.しみは舞楽､美女､犬､馬の

遊びを上回るものであったO

生活を切 り詰め､衣食を節減 して､収番に努める｡とはいえ､枯れ果てた禁欲の貧

しさを感 じさせないのは､当人たちにとってこれは快楽であったからである｡快楽の

対象が世間一般のそれと異なるだけであった｡四字句が並ぶ初めの二句､｢凡案羅列､

枕席枕籍｣は書物に囲繰された様子を云い､続 く ｢意骨心謀､目往神授｣はそ うした

書物と自分との間に心が通い合 う､まるで書物が命をもった存在であるかのよ■うな感

応が交流.しているありさまを伝えている｡･
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そ うした書物 との歓びが､他のどんな快楽･にも勝ると云おうとして挙げている 喝

色狗馬｣.は､実は男にとっての快楽である｡つまり女性にとって快楽として用意 され

ていることば､そしてことばの表す事柄や物がなかったのだ｡｢彼岸｣の文学 として

の新鮮 さは作者が女性であるところに由来しているが､こうした箇所では男の立場か

らしか書きえないことが､当時の言語のありさまを語っている｡

三 ｢金石録後序｣下一一喪失の過程一一

収集家夫妻の幸福な暮 らしは以上で終わ り､このあとは金の侵入によって収集 した

物が失われていく叙述に入る｡世の混乱に翻弄されて器物を失い夫を失って無一物に

なるまでの経過は､一気に読むことにしよう｡

至清廉丙午歳､侯守胤 ll｡聞金志犯京師､四顧荘然､盈箱溢匿､且懸懸､且値帳､

知其不烏己物臭｡

建炎丁兼寿三月､奔太夫人喪南東｡既長物不能蓋載､乃先去書之重大印本署､又去

査之多幅者､又去古器之無款識者O後又主審之監本署､盃之平常者､器之重大者｡凡

摩滅去､尚職者十五車｡至東海､連艦渡准､又渡江､至建康｡青州散策､尚鎖書肝什

物､用屋十健闘､期明年春再具舟職之｡十二月､金人陥青州､凡所謂十線屋者､巳皆

痛爆鮭真｡

建炎戊申秋九月､侯起復知建康府O己酉春三月罷o具舟上蕪湖､入姑執､精 卜居嶺

水上｡夏五月､空地陽､被旨知湖州｡退園上殿｡遂駐家池隈､濁赴召｡六月十三 日､

始負梅､捨舟坐岸上､葛衣岸巾､精神如虎､日光頒価封入､望舟中告別O余意甚悪､

呼E]､｢如停開城中緩急奈何｣｡故事造度日､｢従衆｡必不得巳o先棄去確重､次衣服､

次書冊巻軸､次古器､猫所謂宗器者､可自負抱､輿身倶存亡｡勿忘也｣｡

遂馳馬去｡途中奔蝕､冒大暑､感疾｡至行在､病店｡七月末､寄報臥病｡余驚恒(

念侯性素魚､奈何｡病症或熱､必服喪薬､疾可変｡逐解舟下､一 日夜行三百里｡比至､

果大服柴胡 ･黄等薬､癌且痢｡病危在膏盲｡余悲泣､倉皇不忍間後事｡八月十八 日､

遂不起O取輩作詩,絶輩而終､殊無分香車履之意｡､

葬畢､余無所之｡朝廷巳分遣六宮｡又停江昔禁渡｡時猶有審二南巻､金石刻二千巻､

器皿菌裾､可待百客､他長物栴是｡条文大病､僅存晴息｡事勢日迫､念侯有妹婿､任

兵部侍郎､従衛在洪JJ,H､速達二故更､先部送行李往投之｡冬十二月､金走陥洪州､遂

恵委棄｡所謂連艦渡江之番､又散爵雲煙臭｡碍除小巻軸蕃帖､東本李杜韓柳集､世説

･埋輯論､漢庸石刻副本数十軸､三代鼎鼎十政事､南唐素木蕃放置.偶病中把玩､搬

在臥内者､騨然濁存｡

上江既不可往､又虜勢匠測､有弟荘任勅局部走官､遂往依之0割台､守巳退｡之創

出睦二又棄衣被走黄岩､顧舟入海､奔行朝0時駐鐸華安､従御舟海道道之温､又之越o
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庚成十二月､放散百官､遂之衝O招興辛亥三月､復赴越､壬子又赴杭｡

先供疾壷時､有張飛卿学士､描玉壷過､視侯､便摘去｡其賓現也｡不知何人樽道､

遂妄言有頒金之語｡或停亦有密論列者.余大悟怖､不敢言､遂壷牌家中所有銅器等物､

欲車外庭投進O到越､巳移幸四明｡不敢留家中｡並寓本書寄剣o後官軍収叛卒取去､

閉塞入故事将軍家｡所謂蹄然濁存者､無慮十去五六英｡惟有審査硯塁可五七鹿､更不

忍置他所､常在臥摘下､手自閉開｡

在骨稽こ 卜居土民鍾氏舎.忽｢夕､_穴壁負五鹿去｡余悲働不巳､重立教収牌｡後二

日､郷人鍾復暗出十八軸求澱｡故知其盗不達英｡帝計求之､其除遂不可出｡今知義盛

呉説運使購債得之O所謂顔然濁存者､廼十去其七八｡所有-二親零不成部映書冊三教

程､平平春暁､猶復愛惜加護頭目､何恩也耶｡

今 日忽閲此書､如見故人｡因憶侯在東栄静治堂､装着初就､芸鼓控等､束十巻作一

株Q毎日晩更 (吏)散､抑校勘二巻､版題一巻O此二千着､有題政者五百二巻耳O今

手薄知新､而墓木巳挟､悲夫｡

昔蘇揮江陵陥没､不惜圃亡､而穀裂書塞｡楊廉江都備揮､不悲身死､而復取国書｡

宝人位之所著､死生不能忘之歎｡或者天意以余罪薄､不足以宰此尤物耶O抑亦死者有

知､猶斤斤愛惜､不肯留在人間耶o何得之難両夫之易也C

清廉丙午の歳 (欽嘉 ･靖康元年､一一二六)､侯は油川 -(乗の油州.山東省消博市)

の知事となった｡金の賊が都を侵犯 していると聞き､まわ りを見回して荘然とし､箱

や小箱にいっぱいの書物に､恋々の思いを抱いたり､胸を痛めた りしたが､きっと自

分の物でなくなるだろうと予感した｡

建炎丁未 (高宗 ･建炎元年､一一二七)の年の春三月､太夫人 (捷明誠の母)の喪

のために南-馳せ付けることになった.余分な物は載せきれないので､まず書籍のな

かで重くて大きい刊本を取 り去り､さらに絵画のなかで何幅もあるものを取 り去 り､

さらに古器のなかで款織のないものを取 り去った-｡あとからまた書籍のなかで監本 (官

版)を取 り去 り､絵画のなかの普通のもの､器の重くて大きいものを取り去った｡す

べてで何度も減らしていったのだが､それでもまだ書籍は車十五台になった｡東海 (江

蘇省)に至 り､舟を並べて推水を渡 り､さらに長江を嘘 り､建康にたどり着いた｡育

dllのもとの屋敷には､まだ書籍､什器が押 し込んであって､十盤つかの部屋を占めて

いたが､次の年の春になったら舟を用意 して赦せて来るつも_りであった.十二月､金

人は青州を陥落させ､十盤つかの部屋 といったもの柱､悉 く灰煙と化 して_しまったC

建炎戊申 (建炎二年､｢⊥二八)の年の秋九月､侯は喪が明けて建康府の知事とな

った｡己膏 (建炎三年､一一二九)の年の春三月に退職 した｡舟を用意して蕪湖 (安

徽省)-さかのぼり､姑執 (安徽省当塗県)に入 り､敢水のほとりに住もうとした｡

夏五月､池陽 (安徽省貴地県).に着くと､湖州の知事を仰せつかって､朝廷で皇帝に

拝謁することにならた｡そこで池陽に家を置いて､単身でお眉Lに応 じた｡六月十三
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日､荷物を担いで船積みを始めたが､舟を離れて岸に坐 り､葛の衣を羽織って頭巾を

ずらし､虎のような心持ちで､日は畑々と人を射るかのように輝き､舟に向かって,那

れを告げた｡わたしはいやな予感がして､呼びかけ､｢もし城内が急を告げたら､ど

うしましょう｣と尋ねた｡指を立てて遠 くから答えて､｢みなと同じようにしなさい｡

どうしてもやむをえない場合は､最初に輯重を捨て､次は衣服､次.は書籍 と巻軸､次

は古器の順だ｡ただあの宗廟の集器だけは､自分で背負ったり抱えた りして運んで､

身と存亡をともにすればよい｡忘れるでない｣といったoそして馬を馳せて立ち去っ

た｡

道中疾駆 して､ひどい暑さをおかし､病気にかかった｡行在に着くと､マラリアが

発病 した｡七月の未に､病気で臥せているという手紙が届いた｡わたしはびっくりし､

侯は性格がもともとせっかちだったが､どうしようもなかった｡マラリアにかかった

ら熱が出るから､解熱剤を飲まねばなちず､病状が心配だ･jた.そこで舟を出して下

り､一昼夜に三百里を進んだ｡着いてみると､やはり柴胡 ･黄等の薬を大愚に飲んで､

高熱 と下痢を起こし､病気は危険な状態になっていた｡わたしは悲嘆のあまり泣き出

してしまい､あたふたして後事を聞くことができなかった｡八月十八日､とうとう起

きあがれなくなり､輩をとって詩を作 り､書き終えて亡くなった｡死後の処置につい

ては何も青いのこさなかった｡

葬儀が終わると､わたしは行く場所がなかった.朝廷ではすでに後宮の人々を解散

し､また長江も渡航禁止とい う噂だった｡その時まだ書籍二万巻､金石刻二千巻､食

器や寝具は､百人の客に対応できるほど､その他の家具もそれに相当するだけのこっ

ていた｡わたしも大病を患い､かろうじて息をしているありさまだった｡事態は日に

日に切迫 してきたので､侯には妹婿が兵部侍郎の任にあって､執州 (江西南昌)で護

衛 していることを思い出し､そこで二人の昔からの部下を遣わせて､先に荷物を送っ

てそこに身を投 じた｡冬十二月､金の賊軍は洪州を陥落させ､とうとう何もかも捨て

てしまった｡｢舟を並べて長江を渡った｣といった香港も､雲散霧消したのである｡

ただのこったのは､小さな巻軸の蕃帖と､写本の李杜韓柳の文集､『世説新語』と 『塩

鉄論』､漠唐の石刻の副本数十軸､三代の鼎粛十数個､商店の写本数箱だけであった｡

たまたま病中に愛玩しようと枕元に運び入れていたものだけが､ぽっんとのこったの

である｡

長江上流はもう進めず､また姫の軍勢も予測がつかなかった｡弟の李道が励局側定

官に任 じられていたので､そこに頼ることに-した｡台州 (漸江臨海県)~に着くと､一州

知事はもう逃げ出していた｡剰 (斬江省昧県)に行き睦州 (漸江省建徳県)に出て､

また衣服を捨てて黄岩 (漸江省黄岩県)に逃げ､舟を雇って海に入 り､行在まで走っ

たOその時､皇帝は章安転 (斬江省臨安県)に滞在していたが､皇帝の舟について海

路をとって温州 (軒江省温州)_に行き､さらに越州 (漸江省紹興市)に行った｡庚戊

の年 (建炎四年､一一三〇)の十二月､すべての官員が解散され､そこで衝州 (漸江
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省衝県)に行った｡紹興辛亥の年 (招興元年､一一三一)の三月､また越州に行き､

壬子の年 (凝興二年､一一三二)､さらに杭州-行ったC

それより前に侯の痛いが高じた時､碩飛卿 という学士が､玉の壷を手にして立ち寄

り､侯を見舞ったことがあった｡そのまま持ち帰ちたが､本当は現であった｡誰が言
きん

いふ らしたのか､ (避明証が)金に与えたというでたらめが広がった｡ひそかに告発

しているという噂もあった｡わたしは恐れおののき､何も口には出さず､結局家の中

のすべての銅器などをし､都を離れている朝廷に走って献上しよ うとした｡越州まで来

ると､(行在は)すでに四明 (漸江省寧波市)に移っていたが､もう家の中にとって

おく気にもなれず∴写本 と一緒に剣州に送ったoあとで官軍が反乱兵を収拾 した際に

持ち去 り､全部がもとの李牌軍の家に収められたと聞いた｡｢ぽっんと一つのこった｣

と言ったものは､ほぼ五､六割はなくなってしまった｡ただ書画硯塁が五七箱あるば

かりで､よそに置くに忍びず､いつもベッドの下に置いて､手ずから開けたり閉めた

りしていたのだった｡

箱が背負って持ち去 られた｡わたしは働巽が止まらず､厚く黄金を出して買い戻そ う

とした｡二日ほどして､隣の鍾復晴が十八軸を出してきて賞金を求めた｡そこで盗賊

は遠 くの人ではなかったとわかったのである｡さんざん手を尽 くして求めたが､それ
ご え ･つ

以外のものはとうとう出てこなかったo今になってぜんぶ転運判官の呉説に安い値で

買われていたことがわかった｡｢ぽつんと一つのこった｣と言ったものは､十のうち

の七八がなくなったのである.のこっているのは､部峡にもならない一､二冊の端本

が三､四種類だけで､そんな平凡な書籍でも､自分の頭や 目を護るように愛惜してい

るというのは､なんと愚かしいことか｡

今 日ふ とこの本 (『金石録』)を見てみる.と､まるで懐かしい人に会ったような気

がする｡そこで夫が兼州 (山東省)の静治堂で､書巻を装丁し終え､題葵をつけて帯

を巻き､十巻ごとにまとめて一株としていたことを思い出したQ毎 日､日暮れに役所

の人が帰ると､二巻を校勘 し､一巻に層政を書いた｡この二千巻のうち､題政のある

のは五百二巻だけである｡今､夫の塁の跡はまだ生々しいのに,塵に植えた木はもう

一抱えにもなるo悲 しいことだ｡

昔､南朝 ･染 ･元帝帯樺は江陵が陥落 した時､国の滅びるのは惜 しむことなく､書

画を破 り.捨てた｡階の煩帝樟広は江都 (揚州)が散の手に落ちた時､自分が死ぬこと

は悲 しまず､書籍を自分から離せなかった｡(二人とも国家の滅亡に際して､書物を

忘れろことができないのであろう~か｡天はあるいは薄命なわたしには､このようなす

ぼらしい物を享受する資格がないとみなしたのであろうか｡あるいはまた､亡くなっ

た人に意識があって､まだ恋々と愛惜 し､この世にのこしておこうとしないのだろう

か｡手に入れるのはむずかしいのに､亡くしてしまうことは何とたやすいことかO
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ああ､わたしは陸機が賦を作ったという二十歳より二歳若い時から､蓮嘆が己れの

非を知ったという五十歳より二歳越える年まで､三十四年という間､憂い苦しみ得た

り失ったりが､何と多かったことか｡ しかし有あれば必ず無有 り､架あれば必ず散有

る､それが道理 というものである｡弓をなくす人がいれば､それを拾 う人もいる､い

うまでもないことだ.細々と終始を記 してきたのは､後世の好古博雅の人たちの戒め

としようとしてのことであるo搾興二年 (一一三二)､太歳が壬にある玄駅の歳､八

月朔 日甲寅の日､易安室題すC

今､われわれが読んでも､十分に ｢感動｣を与えられる文である｡それは ｢文学的

感動｣と呼んでいいだろう｡中国の自伝的記述を通時的に読んできてここに至ると､

近代以降の文学を読む時と同質の文学に触れているような印象を受ける｡そういう作

品は中国の白一伝の系静のなかで､これがほと-んど最初のものだといって寸､い｡この印

象はどのようにして生まれるのか､この作品の何がそうさせているのか､それを解き

明かさねばならないO

ここに措かれているのは､金の侵攻によって宋王朝が傾き､戦乱に追われて転々と

するなかで収蔵の文物を喪失してしま う過程である｡時代の嵐に翻弄されて幸福な生

活を失 う人間の物語一一 ｢金石録後序｣を抽出すればこのようにまと-めることができ

る結構は､近代の文芸が繰 り返し取り上げてきたものの一つである｡長編小説 『磯争

と平和』から映画 『禁じられた遊び』に至るまで､戦争の時代のなかでの個人の不幸

を語る作品は枚挙にいとまがない｡さすがに現代の先鋭的な文学は同じ主題を換 ノり返

そうとはしないけれ ども､いまだに大衆的な小説や映画のジャンルでは戦争のために

幸福を失 う人の姿をさまざまなケースにおいて措き続けている｡われわれが ｢文学的

感動｣を与えられるとい うのは､｢金石録後序｣がわれわれにな じみのある筋立てを

備えていて､それを追体験 して ｢感動｣を受け取る心の仕組みがわれわれのなかに用

意されているからである｡つまり今 日においても通用する､文学 としての枠組みをこ

の作品はもIt'ているのであるO

｢金石蘇後序｣から感動を受け取るのは､近代以降の人に限らない｡宋代において

もすでに人々はわれわれが受けるのと同･じような感銘を受けた'=とを語っている｡決

過 (一一二三一一二〇二)は李清照に遅れること四十年足らずの人であるが､『容斎

随筆』_四華巻五､一個 徳甫金石録｣の条に､李晴照の後序の ｢元稿｣を見たとして大

略を記 したあとにい う､

時紹興四年也 易安年五十二黄｡自故知比､予憩其文而悲之､霧箱干是乱

時に箱興四年､易安は年五十二歳であった○みずからこのように述べているが､わ

たしはその文を読んで心を痛め､そこでこの本に記しておく｡
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洪適よりさらに六十年ほ_ど遅れる陳振孫 (一一八三 ?- ?)『直斎書録解題』･では､

『金石録三十巻』の条 (巻八)には､

-日日其嚢易安居士李氏烏作後序､頗可観｡

-････その妻 の易安居士李氏が ｢後序｣を書いているが､なかなか見事なものであるO

と､記されている｡また､撰者の名を明らかにしえないが､『瑞桂葺暇録』なるも

の (『説邪』巻四六所引)には､より詳 しく記されている｡

易安居士卒氏､撞丞相挺之之子諒明誠宇徳夫之内･子也0才高畢博､近代鮮倫.其詩

詞行干世甚多o嘗見其爵乃夫作金石録後序､.使後之人欺息而巳｡以見世間寓事､最知

夢幻泡影､而終固千一空而巳｡

易安居士李氏は､絵丞相挺之の子で藩明誠､宇徳夫の妻である｡才の高さ学の広 さ

は､近年に並ぶ者はまれである｡その詩詞ははなはだ多くが世に通行 しているD 彼女

が夫のために書いた ｢金石録後序｣を見たことがあるが､後世の人を深 く感 じせ しめ

るもの･であっ･た｡世の中の万事は､まことに夢まぼろし､水のあわ光のかげのように

はかないものであって､ついには空に帰す ということがわかる｡

洪適がい う ｢予 其の文を読みて之を悲 しむ｣､陳振孫がい う ｢頗 る観 るべし｣､

無名氏がい う ｢後の人をして欺息せ しむ｣､いずれもこの一文が読む人に感動を与え

るものであることを伝えている｡ つま り近代的な物語の結構が確立する前か ら､すで

に人々に感動を与える物語 として機能 していたのであるOそれを ｢幸福の喪失を追憶

する物語｣ とすれば､これは近代が発明した物語ではない.西欧においても､たとえ

ばダンテの 『神曲』を成 り立たせている要素の-勺がそれであったO或いはまた ｢戦

乱に見舞われた個人の不幸｣_とすれば､杜甫の詩の全体もそ うしてくくることもでき

るだろうし､一つの作品に絞れば茶碗の ｢悲憤詩｣もそのような物語を語っているし､

より確かな作者の作品としては葉淡 と同じ時期に王条の ｢七哀詩｣がすでに存在 して

いる｡

このように､幸福の喪失とか､戦乱による不幸とか､そ ういうことばでくくって し

まえば､_従前からあった文学と変わるところはないことになる｡ 変わるところがな い

というのは､読み手の方になじみのある結構を備えているとい うことであり､それ も

この作品が浸透 したゆえんの-うなのであろ･うが､しかしわれわれの抱 く印象は､そ

れ以前の文学に接 した時とは質的に大きく異なるものである｡それは何に起因 してい
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るのか｡

｢金石録後序｣が新しい文学たりえていることを支える､少なくとも一つの要素は､

そのきめ細かい叙述にある｡時間の流れに沿って､細部まで事細かに記録 していく｡

とはいえ､細かさは相対的なものであるし､何でも書けばきめ細かい記述 となるわけ

でもない｡記述されない事柄も多くあったはずである｡どこがどのように細かいのか､

従来にない寄き方がされているのかを明らかにしなければならない｡

前半には文物蒐集の過程が記されているが､叙述がいっそう詳しいのは､金軍の侵

攻以後､転々と居を移しながら蒐集 した物を次々失っていく過程の方で､時間 ･空間

いずれも具体的に書き込みながら記録されている.喪失の過程に何をいつ手放さざる

をえなかったか､手放した物をいちいち記しているところに､蒐集 した物に対する愛

着の思いが髄められている｡すなわち､感情を表す表現を用いなくても､事実の叙述

そのものが感情を表現しているのである｡

も_ちろん感情をそのまま表す叙述もある｡しかし李清照の感情や思いを表 している

箇所は､その当時における,i,の動きを記しているものであって､それは過去の記録の

一貫 として番いているものである｡新婚当初の段落の ｢自ら謂えらく葛天氏の民か

と｣｡夫婦の知的ゲームに興 じる段落の ｢甘心老是郷寅｣｡趨明証の死の段落の ｢余

悲泣 ｣｡ 盗賊に盗まれた段落の ｢余働巽不巳｣など｡そして書き手の現在の時点の思

いは､冒頭 と末尾に集中している｡｢まえがき｣にあたる段落に､｢暗呼｣､末尾に ｢悲

夫｣､｢鳴呼｣｡つまり中心となる過去の記録には作者の感情は極力抑えられ､淡々と

事柄を記録する態度に徹 していることがわかるOこのような感情の抑制が全体を感傷

に流れないものとし､そのために読者の感情移入をいっそう強いものにしている｡同

人としての李清照が持帰性を全編に流して唱 うのと違 う書き方が工夫されているので

ある｡

過去の評論には､李清照が女であるにもかかわらず､このような文を審き得ている

ことを称えるものが少なくない｡たとえば明 ･曹安 『蘭言長語』巻下にいう､

･･･-夫女子徹也､有織如比 丈夫濁無所見故｡

･･･-女性 とい うのは微賎なものだが､このような見識をもっている｡ 男には物を見

る目がないのか｡

明 ･朱大部 『漢音蘭蔵書記』巻-､宋本金石銀飯にいう､

易安此序､委曲有情敦､殊不似婦女口中語､文固可愛｡-･･･

易安のこの序は､委曲を尽(して情感がこもっている｡女性の口から出たことばと
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はまったく見えない｡愛すべき文章だ｡

明 ･張丑 『才婦録』(『滑河審塞妨申集』所引)に､

易安居士能書､能歪､又能詞､而尤長於文藻d迄今畢士毎讃金石録序､頓令精神関

東｡何物老姫生此寧馨､大奇､大奇｡

易安居士は書をよくし､絵をよくし､さらに詞もよくするが､もっとも長 じている

のは文章であるD今に至るまで学士は金石録序を読むたびに､突然気持ちがさわやか

になる｡ どこの老婆がこのようにできるのか､すばらしことだC

こうしたかたちの賞賛のもとには､このような文章を女性が書いているという意外

さ､驚嘆が龍められている｡彼 らがそうした衝撃を受けるのも､無理はない｡中国の

古典文学にもともと女性の作者ははなはだ少ないが､名を記憶されている女流作者は

みな韻文の作 り手としてである｡歴代､散文を書いた女性 としてまず李清照が最初の

人といっていい｡そのために ｢女の身でありながら｣といった賞賛が生まれたのであ

ろう｡

しかしながら､彼 らはとんでもない誤解をしていたといわねばならない｡｢女の身

でありながら｣.ではなく､｢女の身であればこそ｣このような作品を書き得た､とい

うべきなのであるb文学の歴史を通観すれば､新しい文学は往々に~して新 しい階層の

人々の手によって創 り上げられたことがわかるム建安の曹氏一族､菅栄の陶淵明､初

唐の四偉､杜甫､中庸の韓愈 ら､--日｡宋代には文学に携わ_る階層はさらに広範に及

び､のこされていたのは女性である｡この時期に新しい文学を要求するとしたら､士

大夫以外の階層に賊する人々か女性に求めるほかないのが､文学の趨勢というべきで

はないかQ

文学の新しい担い手は女性でなければならなかったという､いわば外側からの条件

のほかに､ ･作品の内部からも女性ならばこそ書き得た性格がいくつか指摘できるだろ

う｡

ここまで見てきた自伝的作品に見えた人間像は､生身の人間そのものというより､

規範に合わせるかたちで自分という人間を描き出すものが多かった｡その規範とはま

ず儒家の理念を体現 したような人間像であり､あるいはまた隠逸の理念に合致する生

き方をしている姿であった｡それは自己認織がすでに用意されている額型に沿いなが

らなされたことく自己表現にもそうした類型が優先することを示している.しかしな

がら李酒席という一人の女性の場合､規範に縛 られる度合いが男の書き手に比べては

るかに自由であったであろう｡ もちろんその際に用いる表現手段が士大夫の文学的因

襲 と同じである以上､まったく異なる認織や表現は不可能であるにしても､意識の上
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で士大夫にあらざる身は十分に自由であったことだろう｡女であるがゆえに因襲から

隔たったところに位置していたことが､類型の拘束から免れて彼女自身の人間像を措

くことを可能にしたのである｡ここから浮かび上がる女性像は､古くから男に~よって

書かれてきた ｢貞女｣の類型から自由である｡ 澄明誠の死後も収集物を守ろうとした

のは､貞女の鑑 としての行為ではなく､彼女自身が趨明誠と一体になった､文物-の

愛着ゆえのことである｡にもかかわらず喪失していった結果に対して､李掃照は模範

的貞女ならば吐露するであろう､夫の遺志に背いたこと-の反省や後悔は綴 らない｡

これも超明誠と一体になった､哀惜と痛恨の念ぽか りであるOそれまでの作品.が準拠

した型 どお りの人間像から自由であるところが､この文の清新な印象に与っているo

女の書き手であることは､きめ細かい叙述をもたらしたと一般に考えられることだ

ろう｡確かに ｢金石録後序｣の特徴の一つは細部までリアルに描くところにあるが､

ここには二つ問題がのこっている｡一つはきめ細かさというのはどのようにことば､

表現にあらわれているかを検証 しなくてはならないこと｡もう一つは､女ならばなぜ

きめ細かいのかということである｡

きめ細かいという性質は､先に述べた規範､類型から自由であるということと関係

している｡規範に合致したかたちで表現を進める場合には､書くべき事柄があ らかじ

め決まっていることになるが､李清照の表現はそうでないOたとえば避難にあたって

携えていく文物を減 らす叙述の箇所に､一つ一つを書き出しているところは､詳細と

もいえるし煩賓にも見えるO-しかしこの煩項な記述のなかに､李酒席の物に対する愛

着の念が存分に伝わってくるのである｡事細かな記述はこのように収集物を喪失せざ

るをえない状況を記す部分に集中し､それはすべて彼女の痛恨の情のあらわれである｡

きめ細かさに目を奪われずに､彼女が敢えて書かなかったことにも注意をしなけれ

ばな らない｡｢後序｣申執筆は､その末尾に記す年号が､｢紹興二年｣とするものと

｢紹興四年｣とするものとがあり､さらに招興五年とする説もあるD王仲間 ｢李清原

事迩編年｣は諸本､及び諸説を検討 して､招興四年に繋げている｡李酒照五十一歳の

年である｡ とすれば､それに先立つ招興二年の夏､李酒席は張汝舟なる男と再婚 し､

歌には別れているということがあった｡それは張汝舟の官としての不正を李清照が告

発し､身内を告発 したことから挙措照自身も罪を問われ､翰林学士の某崇鰻が挙措照

の無実を釈明する文をのこしていることから知られる｡このあまりにも短い再婚には

まだ不分明なところがのこるにせよ､もしそうした事実があったとすれば､そのあと

の執筆にかかる ｢金石録復序｣のなかにそれについてまったく言及されていないので

あるOこれと同じように､きめ細かく書いているかに見えながら､書いていない事柄､

棄七ていも事柄も少なくないはずである｡李清照は決して何もかも書き込んでいるの

ではない｡･

一つの完結 した作品として､事実_の羅列ではない表現を作者は心得ているのだが､･

一方で事実に即した､具体的_で生々しい叙述も含まれている｡一例を挙げれば､連明
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誠危簾の場面｡凡庸な書き手ならば､夫の重病を心配する妻 とい う類型によゥて書か

れたであろうが､ここで目を引くのは､発熱 した未はせっかちな人だから熱冷ましを

服薬して却って悪化 しているのではないか と､夫を知 り､その場に臨んだ人ならでは

の心配 していることであるOこ うした叙述が類型的描写とは異なる表現 となりえてい

る｡

横型的な把捉がないこととも関わって､李清照はさほど貞敵な妻 としては書かれて

いないし､さらに超明証については立派な学者 といった印象は薄い｡これは妻の立場

から夫を措いた珍 しい文章でもあろうが､類型に依拠 しないことによって､等身大の

夫婦像が浮かび出されるのである｡

｢金石録後序｣は自伝 とい うより追憶 といった方がふさわしい内容ではあるが､事

情照は卓越 した詞人 と.して拝情の表現にす ぐれながら､ここでは感情の奔出を極力抑

えている｡それは先に記 した感情をあらわす措辞が少なく､事実と感情の配分が妙を

得ているということによる｡喪失された過去は往々にして美化 されがちであり､感傷

に流れがちであるが､われわれを捉えるのは失われた過去の美 しい追憶 といった拝惰

性ではなく､-もっとすさまじい人間の情念である｡それは文物に対する二人の人間の

執念である｡､物への執着は空しいことだと繰 り返しながらも､そのように繰 り返すこ

とにようて却って執着から逃れ られない心情を明らかにしてしま う.獲得よりもさら

に事細かに記される喪失の過程は､李晴照の口惜 しさを存分に伝えている｡愚かしい

営みと知悉 しながらもそれに執着する執念のす さまじさ､そこに露呈する､論理では

解決できない人間の情念､それこそこの作品を文学たらしめているもめではないか｡

収集物-の執念は､そのまま生-の執念である｡人間の生へのこれほどまでの執念を

語ることによって､これは普遍的な文学になっているのである｡甘い拝借性に快 く浸

るといった感傷文学 とはかけ離れ､人間の内奥に潜んでいる情念のすさまじさを期せ

ず して明らかにした､中国古典文学では希有の作品となりえている｡

① ~王学初-_『李清照集校注』(一九七九､人民文学出版社)所収｡一九七九年版は一

九六四年の紙型によるものO一九九七年にはそれに人民文学出版社編輯部による二頁

の補記を付･した版が､王仲聞の名で 旧版 と同 じく人民文学~出版社から再刊 されている｡

② 徐北文主編 『李酒席全集評注』(一九九〇､済南出版社)所収｡
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ⅩⅠ 理念 の極致-一文天梓の自伝的記録一一

一 文天禅の生涯

李晴照の自伝的記録 ｢金石録後序｣が市井の-婦人が動乱の時代に葡弄された人生

を語るものとすれば､やはり歴史の転換期にあって､その最前線で活動し そのため

に命を落とした士人が､絶えず迫る死の危険にさらされながら､そのなかで己れの生

涯を綴っているのが､文天祥 (一二三六一一二八二)の自伝である.

文天禅はいうまでもなく､過去の中国において人々の尊崇を集めた ｢烈士｣であり､

解放後も ｢愛国者｣として､評価は高い｡それは解放前には儒家の節義を死守した人

物として､解放後には社会主義国家が要求する愛国心､に富んだ人物として､あるいは

民族主義者 として､いずれの時期においてもそれぞれの時代のイデオロギーを体現 し

た典型的な人物像が喧伝されたからである｡まるで冒険小説を地で行くような場面も

含まれる実に劇的な人生､そのなかで ｢忠｣なり ｢愛国心｣なりを守 り通した人物像

作用を及ぼしているせいか､今 日の中国における文天梓に関する言及も､礼賛⊥色の

既定の枠組みのなかから出ていないように見受けられる｡人々-の啓蒙という意図か

ら離れて知的な探求を進めるためには､まず事実はどうであったのか､その事実から

どのように ｢文天祥｣が作 り上げられていったのか､そうした作業を地道に積み重ね

ていくことが今後必要であろう｡

ここでは文天祥 自身の手になる記録を中国の自伝文学の系譜のなかにおいてみた

際､歴史の矢面､生死の狭間に立たされた人間がどのように自己を認識し､いかに自

己を表現 しているか､そして自伝的記述を書き続けたことは彼にとってどのような意

味があったのか､そ ういうところに着目しながら､読んでみたい｡

文天梓の一生のあらましを記せば､字は宋瑞､または暦象 号は文山 吉州底陵 (江

西吉安)の人｡同郷の先人に欧陽修､層 邦義､胡鍵がいる｡父の文儀､宇土表､号革

膏も読書人で文天祥に厳格な教育を施 したことで知られる｡

理宗'･賓祐三年 (一二五五)､江南酉路の解帯に一歳年下の弟,-壁とともに合格.那

冥土に挙げられる｡

四年 (一二五六)､二十一歳､臨安で省韓を受け､合格｡知貢華は王底鱗｡壁は落乱

殿韓には状元で合格する｡父の文儀はともに臨安に出てきていたが､急病にかかり､

そのまま一卒す｡棺を故郷に運ぶo

開慶元年 (一二五九)､官に就 く｡ 属 官重来臣を批判する上奏文が入れられず､辞任
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して故郷に帰る｡

景定二年 (一二六一)､二十六歳､秘書省正字に任ぜ られる,

景定三年 (一二六二)､二十七歳､枝番郎に進む｡

景定四年 (一一六三)､二十八歳､董宋臣を弾劾､入れ られず｡瑞州の知州となる｡

度宗 ･威浮元年 (一二六五)､三十歳､江酉提刑に任ぜ られる｡文山に遊ぶ｡

威淳三年 (一二六七)三十二歳､尚左郎官に任ぜ らる｡

成淳七年 (一二七一)三十六歳一文山に家を建てる｡

成揮九年 (一二七三)三十八歳､湖席提刑に任ぜ らる.･

威淳十年 (一二七四)三十九歳､輯州の知州となるも

恭帝の徳祐元年 (一二七五)､四十歳｡これ以後､文天梓は元の南侵に抗 し､兵を率

いて常に前線に立つことになる｡元は大挙 して侵入 し､南未の長江沿いの地は次々陥

落､文天祥は軍を起こして臨軍に入る｡

景炎元年 (一二七六)､四十一歳｡元軍は臨安 (杭州)に迫る｡元の将軍､伯顔バヤ

ンは酎太皇太后に降伏を勧める｡文天梓は謝太皇太后の終戦の意を受けて単身､伯顔

と儲判に赴き､皐亭山で元軍に拘禁される. 酎太皇太后は降伏を申し出､文天梓は大

都に送 られる｡その途中､鎮江で脱出して､屍州､高郵､通州を経_て福州の行宮に至
ぜ

る｡福安では端宗 (結畳)が即位するO低烈な戦闘を続ける｡

景炎二年 (一二七七)､四十二歳｡空坑の敗戦で妻子が元軍に揺 ら中れる｡

景炎三年 ･祥興元年 (一二七八)､Eg十三歳C文天梓は広東で敗れて張弘範の描虜 と

なる｡

祥興二年 (一二七九)､四十四歳｡大都 (北京)に粒致される.三年間､手は縛 られ､

首には軌 をはめられ､わずかな飲食 しか与えられない獄中生活を強いられながら､元

-の帰順を強要されるのに最後まで屈しないO

元 ･世祖 ･至元一九年 (一二八二)､四十七歳｡燕京で刑死する｡

『宋史』巻四一八に伝がある｡

耳天禅は上に略述 したようにはなはだ戦闘的な生涯を送ったが､文A:としても質量

ともに十分な件串をのこしているDジャンルも詩､詞から様々なスダイルの散文に至

るまで､広 くを護っている.自分の生涯についても繰 り返 し記 していて､そ うした彼

自身の手軽なる記述を通して､少なくとも本人が事実として記 した事跡をわれわれは

知ることができる｡

二 ｢紀年録｣

文天軍が自分白一身の人生をめぐって記したもののなかでも､人生の全体を対象とし

ているとい う点で自伝に近いものは､大都 (北京Cもちろん文天祥 自身は元の言い方
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である ｢大都｣と√は言わず､｢燕｣と言っているが､ここでは当時の呼び方である大

都に従 う)の ｢獄中に手ずから審｣した自筆年酷であるO｢采少保右丞相兼梅密使信

園公文山先生紀年録｣(以下､｢紀年録｣と略称｡『四部叢刊』本 『文山先生全集』巻

一七)､これは事跡を年代に繋げた年譜の簡潔さを超えて､･折 りにふれて己れの感慨

を記した り､あるいはまた山水記のような叙述も含んだりしているもので､年譜の体

裁をとった自伝 といってもよい｡今見られる ｢紀年録｣は､掃全文の集注なるものの

ほか､鄭光薦 (宇中甫)｢文丞相督府忠義伝｣など周辺の資料､及び文天祥自身の-｢指

南録前後序｣､｢集杜句詩｣前後巻､さらに ｢先友達老話旧事迩｣を適宜に採って､

それぞれの年における ｢正文｣の下に小字で補っている｡しかしたとえば死の年の ｢正

文｣がいわゆる ｢衣帯中の賛｣で終わっているのを見ると､｢正文｣と小字との区別

は厳密であるかどうか､｢正文｣にも編者の輩が入ってはいないか､疑念が生じざる

をえない｡おそらく今見られる ｢紀年録｣はそ うした編者たちの手を経て作 り上げら

れたものであろう｡とはいえ､それも文天祥自身の自筆年譜をもとにしているであろ

うし､文天祥が獄中にあっても自分の記録を審き綴 り､自分の人生を語ることにひと

かたならぬ執念をもった人であることは確かだ｡

文天祥は死に面した危険な状況に何度か陥っているが､｢紀年録｣が書かれた大都

の獄中では､これこそ最後の時が迫っているのを知悉 していたはずであるから､死を

目前に控えて自分の人生を振 り返った記録ということができるO死を前にして己れの

来し方を記そ うとするのは､自分とい う人間を彼の世の人々に知ってもらいたい､自

分を理解 してもらうことによって死後の生を生きようという思いが自伝執筆に駆 り立

てたものであろうか占

しかし ｢紀年録｣の筆致には悲憤憤慨の調子はなく､むしろ冷静に､淡々と自分の

一生を記録 しているかにみえる｡そのことは危機をひとまず乗 り越えた後に書かれた

｢指南録後序｣(後述)の方に､劇的な盛 り上がり､感情の昂揚が横溢しているのと

対照的である｡｢紀年録｣の沈着な筆致は､死に収束していく生の階段を-歩一歩踏

み しめなが ら降りていくような静けさが感 じられる｡

以下に r紀年録｣を部分的に取 り上げて見るが､まず生まれた年の条はこq)ように

書かれている｡

丙申 宋理宗端平三年

予以五月二日千時生｡大父夢予騰紫雲而上､命名雲孫｡既長､朋友宇目天梓｡後以

字貫干郷｡宇之者､改日履善｡理宗党封策､見其名田､｢此天之梓､乃宋之瑞也｣｡

朋友遂又宇之日栄瑞､而通解之｡

丙申 宋 i理宗 ･端平三年 (一二三六)
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わた しは五月二日子の時に生まれた｡祖父はわたしが紫の雲に乗って空-登ってい

くのを夢に見たので､雲孫と名付けた｡成長 してのち､友人が天梓と字をつけたroの

ちに字でもっ_て郷貢に応 じた｡字を記す者がこ履善と改めた｡理宗は対策を見て､そ

の名前を目にすると､｢これは天の祥､すなわち乗の瑞だ｣と言った｡そこで友人は

また宋瑞と字を付け､それが通称となったO

生年に繋げて､自分の名前､字について記 している､一見何事もない審き方やある｡

しかし､中国の自伝約言述をたどってきたわれわれは､自伝の冒頭に名号が記され､

｢五柳先生伝型｣自伝では､そこにさまざまな意匠がこらされているのを見てきた｡

基本的には書き手と人物 とは無関係であることが表向き明示され､さらに陶淵明の場

合は､名 と人の間にまったく結びつきがないことが強調され､それ以後め伝では号は

しばしばその人の希求する生き方を体現するような呼び方が選ばれていた｡｢親牛録｣

はそ うした虚構をたてまえとした戯作的一自伝 とは異なり､作者自身の実人生をそのま

ま語ろうとするのだが､ここにも単なる名前の紹介ではすまされない､文夫拝とい う

人そのもの､また文天祥の人生の全体を意味する名前､字が､象徴的に書かれている｡

すなわち､｢天の梓､宋の瑞｣という-,･天下富家に対 して大きな幸いをもたらすべく

定められた人物であるかのような名字が付けられているのである｡この名字によって

表された使命感こそ､文末梓が若井に抗 し続けた力となったものであろうか｡こうし

てみれば､｢紀年録｣でも命名はその人の一生を決定づける役割をもっているのであ

る｡

ここには祖父の夢による予兆が記されているが､｢紀年録｣にはもう-カ所､予言

が書き込まれた箇所がある｡乙卯､宝祐三年､二十歳､郷貢に応 じた年の記事として､

革斎先生輿弟電日､道由玉山､遇異僧､指長男日､｢此郎必烏一代之偉人､然非一

家之福也｣｡

革斎先生が弟に与えた審翰にいう､｢玉山を経由した道で､不思議な僧に出会った｡

長男を指 さして､"この方はきっと一代の偉人とな りましょうoLかしそれ~は一家の

福ではございません"と言った｣｡

そもそも予兆､予言は､実際の事柄と結びつきが認められた時に初めて意味を発揮

するものだ｡この逸話も ｢異僧｣の予言自体に意味があるのでなく､文天祥自身が人

生の最後に至ってそのように自分の人生を把握 していたということを示 している占采

の滅亡に最後まで抗 した自分は ｢偉人｣と目されるのにふさわしい人物であり､そし

てまた殿武に状元で及第 し､丞相の職を授けられながら､一族に対して現世的な利益

を何ももた らしえず､.故郷に死ぬこともできずに終わる生涯は､｢一家之福｣には確
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かにならなかったO

夢の話は､もう一つ､｢紀年録｣の編者が宝祐二年 (一二五四､十九歳)の条に補

っているものがある｡大意を記せば､その年こ文天梓は皇帝に召される夢を見たが､

夢の中で皇帝はその不孝を賓めて激怒する｡文天梓はわたしは実は孝なのですと哀訴

し､｢金銭四｣を賜って宮門を出たとたんに雷が落ちる｡不孝の罪も雷の襲撃も免れ

たと思 うとそこで日が覚め､全身汗に濡れていた｡実際の夢をそのまま記 したかのよ

うにとりとめのないものであるが､その夢に対する解釈も記している｡のちに登第し

たがそれと同時に父を喪ったこと､それは夢の通 りとなったが､夢の中で賜ったお金

の意味はついに解釈できなかった､と｡ ノ今､夢が当時の人々にとってもっていた意味

などについては措 くとして､問題にしたいのは､この話柄を文天秤自身は正文に記し

ていないということの意味である｡つまり予言､予兆を含めてさまざまな事象がその

人生にあったに連いないが､当人が記しているのは､そのことが彼の一生全体にとっ

て意味をもつものだけであるということだ｡意味が説明できないもの､無意味なもの､

それは捨象 されているということをまず確認 しておきたい｡逆に言えば､｢紫雲に騰

が りて上る｣という夢を祖父が見たことは､彼の一生､彼の人間を説明するう･えで意

味があるとみなしていたということである｡

年鰭のなかに山水記のような記述も泡じると記 したのは､成捧七年 ･(一二七一､三

十六歳)の条である｡｢冬至､湖南連判に験せ らる｡重臣陳堅､薪命を寝めんことを

表す｣という記述のあとに､以下の長い文が挿入されているQ

是年､起宅文山｡山在底陵南百里､居予家上辞｡南山爽-瑛二演中石林立O水曲折

其間､準高注下､姿態横臥 山下石尤奇怪､跨湛綿谷､低昂臥立､各有天敵 山上下

流泉四出､随意潅注､無所不之｡其高虚､面勢致百里､僻視帯藍､雲胸芋綿､暴虎大

之親也｡其南日南涯､可五里､主人日額容共聞､窮幽極勝､楽而忘症｡巽北日北涯､

以南長津島止､滴遠深絶､蓋以時空蔦｡宅基在南涯､其地平噴､長可官吏飴､探可三

十丈｡漠水至其前､瓢浮南進C山勢盤樺､如扶如趣､蓋融結非偶然者｡宅督其骨､青

山屋上､流水崖下､誠隠者之居也｡予於山水之外､別無噂好｡衣服飲食､但取粗適､

不求鮮美｡干財制至極､毎有所入､随至随散､不令有線｡常数世人乍有樺望､即外興

獄訟､務烏兼井｡登第之日､自失之天､以島至戒｡故平生無官府之交､無郷鄭之怨､

閉居濁坐､意常超然｡錐凝塵満室､若無所暗｡其天性漁如也｡於官情亦然､自以鳥起

身白屋､解遁早達､欲俣四十三歳､即請老敦仕､如銭若水故事｡使国家無慮､明良在

上､退焦潜未､自求其志､不知老之絡重美｡時之不敵､.命也何尤｡山中新宅､問聞江

上有壁､即罷匠事､惟廟堂僅成｡

この年､文山に家を作った｡山は鹿陵の南百里にあり､わたしの家の上流に位置し
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た｡二つの山が一本の渓谷を挟み､渓谷には岩が林のように並んでいた｡水の流れは

その間を折れ曲がり､高い場所から注ぎ落ちて､さまざまな姿を呈している｡山の下

の岩が最も奇怪なかたちであり､渓谷をまたがった･り､まとうように連なったり､高

くそびえ立った り低く伏 したりして､それぞれに天然の趣きがある｡山の上からは水

流が四方に流れ出し､勝手気ままにノ注ぎこんで､至る所-流れている｡その高い所は､

面積が数百里にもなり､あまたの谷を見下ろして､雲や霜がたなびき､まことに壮大

な眺めである｡その南は南涯 といい､五里ばかりであるが､主人は在 日そこへ客人を

連れて行き､幽景を極め勝跡を尽くし､r楽しんで疲れを忘れてしまう｡その北は北涯

といい､南長帝まで続 くが､深遠活路の趣_書があって､そこには時々訪れるのである.

家の土台は南涯にあり､その地は平らかで広く､百丈あま りの幅と､三十丈ほどの奥

行きがある｡渓流がその前まで来ていて､晴らかな淵を作った り流れたりしている｡

山の姿は幾重にもたたなわり､手をこまぬいて立っていた り走るように備斜 した り､

山水の遣形は偶然ではない'よう∴だ｡建物はその集まった所に当たり､屋根の上には青

い山､屋根の下には流れる水､これこそ隠者の住まいである｡わたしは山水のほかに､

これ といった趣味もない｡衣服や飲食は､簡単なもので十分であり､上等なものを求

めない｡金銭にはまるで無頓着で､収入があるたびに､使ってしまい､蓄えをのこさ

せない｡世間の人はやたらに野心を抱き､外では訴訟沙汰を起こして､併呑 したがる

のをいつも嘆いていた.登第の日に､自分で天に誓いを立て､最大の戒めとしたOそ

れゆえふだんから役所での交際はせず､郷里隣保の怨みを買 うこともなく､門を閉ざ

して一人坐 し､気持ちは常に超然としていた｡~塵が部屋いっぱいに集まっても､何も

見ないかのようであった｡生まれつき淡泊な質なのである｡官界においても同様であ

り､自分で考えていたのは貧しい家から身を起こし､巡 り合わせで出世は早かったが･､

四十三歳になるのを待って､銭若水 (九六〇一一〇〇三｡宋初の人､同知枢密院事に

至る｡ ■母の老齢を理由に辞任を申し出るが､貫宗に許 されず｡『宋史』巻二六六に伝

あり_｡)のように､そこで辞任 しトようということだった｡国家に心配がなく､優れた

人士が上にいれば､退任 して隠士となり､自分の本来の気持ちを追求して､老いの迫

るのも忘れていられるだろう､と｡ しかし時世は悪い方- と向かってしまい､この運

命をとがめよう､もない｡山中に新築していた邸宅は､途中で江上の変を聞いたために､

建築を中止し､庁堂だけがなんとか完成した｡

官に身を置きながら隠棲-の思慕を語るのは末代士大夫の常であるけれども､一生

を公人として送ったかのように見える文天梓ですら､このように隠逸への志向に傾い

た時期があったのである｡･庁堂だけがぽっんと作られただけのこの住まいの姿は､文

天秤のありえたかもしれない ｢もう一つの人生｣･を象徴するかの⊥ように､彼の胸に去

来し続けたことだろう｡もう少し早く生まれていたならば､官としてしかるべき地位

を待たぬちに､ この間居に退隠して余生を送る人生も可能だったのである｡もう-つ
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の人生を獄舎のなかで思い描き､上述の文にあらわれているように細部に至る･までそ

の場所を再現してみるところに､文天拝が剛毅一筋ではなく､柔軟で豊かな人となり

があらわれているように思われる｡しかし､漠の李斯が刑死を前にして貴大を思って

悔やんだのとは異なり､山水に恵まれた居を思 う文天梓に後悔の念は感取できない｡

二つの生き方のうちの今の人生をたどったのは､時の巡 り合わせがLからしめたもの

ではあるが､彼はそうして与えられた運命を甘受 しているかに思われる｡閉居平穏･の

人生を想起はしても､それは彼の生にふくらみはもたらすが､結局獄死を免れない結

未が彼の運命であったと諦観 しているかに見えるのである｡

この箇所では自分の人生についての思念を振 り返って記しているが､このように事

跡を記録するに際して､それにまつわって生 じた､ないし執筆時に振 り返って生じる

思いを記すということは､概して少ない｡事態が集中して起こる盛 り上がった部分 (た

とえば後述の ｢指南録後序｣と重なる箇所など)でも､詳細に日時と行動を記すのみ

で感情は差 し挟まない0 日時の詰まった記録がおのずと緊迫 した状況を示すのみであ

る｡文山の山居のほかに､感慨を書き込んでいるのは､威淳九年 (一二七三､三十八

読)の年､湖南提刑 として赴任 した先で江南里と会見した次の箇所である｡

･丑年夏､見古心先生江公寓里於長抄｡公従容語及囲事､偶然日､｢吾老兵｡観天時

人事､昔有襲｡吾聞入多臭.世道之費､其在君乎 ｣｡居一年而難件｡公家番暴､城陥､

義不辱､白沢而死｡予混血壊棟､顕挿展助､卒以孤軍陥没､無益於天下｡追念公言､

靴馬蹄沸｡

この年の夏､古心先生江南里公 と長抄で会見 した｡公はおもむろに国事を語 り､心

を痛めて云った､｢わたしは年をとっているo 天時人事を見るに､必ず変事が起こ ろ

う｡多くの人を見てきたが､世を正す乗務は､君のもとにある｣｡ 一年を経て難が起

こった｡公は番暴 (都陽)に住んでいたので､町が陥落 し､義として辱めを受けず､

身を投 じて死んだ｡わたしは血を注ぎ枚を振るって､蹟きながら駆けめぐり､ついに

孤軍でもって陥落 し､世間に何の益ももたらさなかった｡公のことばを思い出すたび

に､涙するのである｡

江南里 (一一九八一一二七匹)は参知政審､左丞相兼枢密使などを歴任 していたが､

雫似道にうとまれたためか､知滞州､湖南安撫大使に出されていたo翌威淳十年､元

の軍が侵攻 してきて､先にみずから ｢止水｣と名付けた人工池に身を投 じたのであっ

た｡

文天梓がここに感慨を記しているのは､彼と同じように元に屈せず自死した人物-

の強い共感があったことはいうまでもないが､会見の年にすでに七十六歳であった江
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寓里から ｢世道の黄は､其れ君に在るか｣と言われながら､それを果たし得なかった

という思いゆえのことであろう｡つまりここでも自分の人生全体と関わる事柄につい

ては､年階の限度を超えた音速を弄してしまうのである｡

･年譜を超えた詳細な記述が見えるもう一つの場合は､祥興元年 (一二七九年､四十

四歳)十一月九日､大都に軽費､収監されたあと､博羅丞相の尋問を受けた際のや り

とりである｡このことについては別に-潜を作ることもできないために､｢紀年録｣

の該当個所に精密に記録したものであろうか｡

至初九日､院官始引間O院官者､博羅丞相 ･~張平華.有所謂院判 ･笠院等､不能識

也｡借坐召見､予入長埠｡通事日､｢脆｣ ｡ 予日､｢南之揖､即北之脆｡吾商人行商碑

畢､可寮脆乎｣.博羅叱左右曳予於地､予坐不起｡数人者或牽窺､或番手､或按足､

或以膝俸予背､琴予作脆状､予動不自由｡通事日､｢汝有何言｣｡予日､｢天下事有興

有腐､自舌帝王以及牌相､滅亡諌激､何代無之｡天秤今 日忠於某氏社硬､以至於此｡

幸早施行｣｡通事日､｢更有何語｡止此乎｣｡予日､｢我薦宋宰相､圃亡､職督死｡今

日輩束､法曹死｡復何言 ｣ D 博癌日､｢伸道有興有麿､且道盤古王到今 日､是幾帝飴

玉o我不理骨得､岳我逐一説束｣｡予怒甚日､｢一部十七史､従何虚説起.我今 日非

博学宏詞科､不暇泣言｣.博羅慎､乃云､｢我国興廃､故聞及古今帝王o件既不肯説､

且道昔時､骨有人臣終幕廟城郭土地､分付輿別国人了､又逃走去､有此人否｣D■予日､

･｢謂予前 日薦宰相∴奉囲興人､而後去之耶｡奉国典人､是貴国之臣也｡膏園者､有所

利而薦之､必不意.去者､必非東国者也｡我前 日除宰相不辞､奉使伯顔軍前､尋被拘

執｡巳而有賊臣者厭園､国亡､我本薗死｡所以不死者､以度宗皇帝二子在漸東､老母

在席､故鳥去之之囲耳｣｡博羅臼､｢徳祐嗣君､非爾君耶｣｡日､｢喜君也｣ ｡ 日､｢棄

同君別立二王､如何是忠誠｣｡予日､｢徳祐､吾君也｡不幸而失固｡昔此之時､社種

馬重､雷鳥軽｡吾別立君､烏宗廟社稜計､所以薦忠臣也o従懐 .･憩 而北者､非忠､_従

元帝爵忠｡ →従撤 ′･J欽而北者､非忠､従高宗鳥忠｣｡博羅語塵､平章皆巽 ｡ ･･･-

-(十一月)九 日になって､院官が初めて審問した｡院官 というのは､博羅丞相 と蛋

平華である｡いわゆる院判 ･茎院などもいたが､誰かわからなかった｡あぐらをかい

て召 しだし､わたしは入ると長韓の礼をした｡通事が､｢ひざまずけ｣と云った｡わ

たしは､｢南の韓の礼が､すなわち北のひざまずく礼だ｡-わたしは南の人で南の礼を

したのだ｡ よぶんにひ ざまずく礼をすることはしない｣｡博罪はともの者にどなって

わたしを地面に引きず り､わたしは坐ったまま起きあがれなかった｡数人の者が首を

引っ張った り､腕をつかんだり､足を押さえた り､膝を背中に寄せて､無理矢理ひざ

まずくかたちを取らせたりしたので､わたしは動きもままならなかった｡通事が云っ

た､｢おまえは何か云 うことはあるか｣｡わたしは云った､｢天下の事には興廃があり､
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いにしえの世から帝王から牌相まで､滅亡や課教が､ない時代はなかった｡天拝は今

一日､宋氏の社稜に忠義を尽くして､ここに至った｡どうか早く執行してもらいたい｣｡

通事が云った､｢ほかに云 うことはあるか｡これだけか｣｡わたしは云った､｢わたし

は帝の宰相 となりながら､国が滅んだのだから､職務 として死ぬべきだ｡今 日捉えて

きて､法~は死に相当する｡これ以上云 うことはない｣｡博尾が云った､ ｢おまえは興

廃があると云ったが､盤古の王から今 日まで､何代の帝王がいたのか｡わた しには理

解ができないから､わたしのために一つずつ話 してくれ｣Cわたしはひどく怒って云

った､｢一部の十七史を､どこから話す という由か｡わたしは今､博学宏詞科を受け

ているのではないのだから､全部を云 う暇はない｣｡ 博羅は恥じて､そこでこう云っ

た､｢わた しは興麿 とい うことから､そこで古今の帝王に聞き及んだのだ｡おまえが

云お うとしないのなら､昔､宗廟や城郭や土地をほかの国の人に明け渡して､自分は

逃げ去った家臣､そ うい う人間はいたのか｣｡わたしは云った､｢わたしがかつて宰

相となって､国に奉 じながら人に与えて､立ち去ったことを云っているのか｡国に奉

じて人に与えるのは､売国奴である｡売国奴は､利益を求めてするものであるから､

決 して立ち去ることはない｡立ち去るのは､売国奴ではないのである｡わたしは過 日､

宰相に任命 されたのを弄 しないまま､使者 として伯顔の軍に赴き､ほどなく拘禁され

た｡そうこうしているうちに賊臣が国を渡し､国が亡んだのだから､わたしはもとも

と死時べきだったo死なずにいたのは1度宗皇帝の二子が新京にいたこと､老母が広

州にいたこと､そのために立ち去ることを謀ったのだ｣｡博羅が云った､｢徳祐 とい

う世継ぎは､おまえの主君ではないのか｣｡云った､｢わたしの主君だ｣｡云った､｢世

継ぎの主君を棄ててほかに二王を立てながら､どうして忠誠といえるのか｣｡わたし

は云った､▲｢徳祐は､わたしの主君だ｡不幸なことに国が失われてしまった｡その時

にあたって､社種が重く､主君は軽い｡わたしが別に主君を立てたのは､宗廟社稜の

計のためだ｡だから忠臣なのだ｡懐帝 ･慰帝に従って逃げたものは､_忠ではなく､元

帝に従った者が忠だ｡徽宗 ･欽宗に従って逃げた昔時､忠ではなく､高宗に従ったも

のが忠なのだ｣｡博羅はことばが行き詰まり､平革たちはみな笑っ-た｡i･-･･

この日のや りとりについてはさらに続き､結局､博羅が激怒して獄に戻される｡そ

して翌十 日､十二月半ば以後､またさらにその二日後の短い記述を通して､文天祥一

人が獄中に収監された状態が続き､大晦 日に至って こう記す｡

所記言語､大略如批 昔時浸鹿尚多､不能表記｡己卯除目乱

覚えているや りとりは､だいたいこんなものであった｡その時の全体の応答はもっ

と多くて､のこらず記すことはできない｡己卯 (祥興元年､一二七九年)の除目に記

す｡
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これから見ると､博羅の前での尋問から五十 日ほどに記録 したものである｡まだ新

鮮な記憶がのこっていたにせよ､･臨場感豊かに再現 しているのは､やはり文天禅の蛮

力によるであろう｡対話のなかに､口語を交えているところにもその場の生々しさが

伝わってく､Ia ｡ 博羅の発話に ｢称｣､｢道｣､｢不埋骨得｣など､Fr語が入っているが､

文天祥自身の語ることばはきちんと整った文語であるのは､相手のぞんざいな口振 り

と文天拝め堂々とした返答とを対比するのであろうか｡

博羅とのや りとり､その後獄中に放置された事を記 したあとに､文天祥はさらに古

来の王家の伝承関係の例を列挙して､

可惜薗時不骨牌一段言語敷陳､頗有線憾耳｡

残念なのはその時､この丁段のことばを数~き連ねることをしなかったことで､それ

が無念でならない｡

と善い添えているところなど､おかしみを誘われるほどである｡生死の瀬戸際に置

かれながら､かくも雄弁に論 じながらなお言い残したことがあるのを悔やんでいるの

である｡文京梓にとっては自分の生死よりも大義名分をはっきり顕示することこそ､

心を占めていたのである｡

｢紀年録｣は自分で自分の生涯を記した､まさしく自伝 というにふさわしい作品で

あ･る｡そこに描き出された人物は､猛々しい精神を固持してきわめて明快である｡な

ぜならば与えられた時代のなかで ｢忠義｣という理念そのものを生きているからであ

る｡忠義と人物 とが一体となった生漣にはなんの迷いもない｡それは忠義が人臣にと

って最大の徳 目･であった時代に人々に感銘を与えたにしても､時代が変わればどうで

あろうかC今 日の中国では ｢愛国者｣という今 日の中国が要求する理念にす り替えて､

やはり文天拝を顕彰する｡ しかし国家が要求する理念に対して人々が懐疑を抱く環境

由なかでは､それも有効に発揮されないだろう｡何が規範であるか不分明な時代にお

いてはこ文天梓が一点の野 りもなく理念を貫き通す生き方はどれほどの共鳴を得るこ

とができるだろうか｡ただわれわれは人間が理念をここまで完壁に生きることが可能

であるという例をここに見るのみである｡

三 ｢指南録自序｣

･『指南録』四巻は文天拝め自編 した詩集である｡恭帝 ･徳祐二年 ■(-端宗 ･景炎元

辛.一二七六)から景炎二年 (一二七七)までの詩が収められているo ｢後序｣に記
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しているように､巻一は元の軍営に赴き､拘留 されるまで｡巻二は大都に連行される

道中の､呉門､批陵を経て瓜洲に渡 り､京 口に戻るまで.巻三は京口で脱走 し､最JJ1上

塊州､高郵､泰州､通州に走る過程｡巻四は海路を通 り､永嘉 (温州)に至 り､三山

(福州)にたどりつくまで｡このように時間と経路に従って四巻に分けた上､それぞ

れの詩､さらに序が載せ られている｡

文天祥には 『指南録』に続 く詩集として 『指南後録』三春 (巻-はさらに上下巻に

分けられている)があり､祥興元年 (一二七八)十二月､広州五披嶺で元軍に捕まっ

てから以後の詩が収められている｡巻-は祥輿二年 (一二七九)正月十二 日の ｢過零

丁洋｣に始ま り､六月十二日に建康に至るまで｡巻二は八月二十四日に建康を発って

か ら､十月-f=こ大都に至 り､その年の歳暮まで｡巻三は至元一七年 (一二八0)元

日以後の詩を集めるD『後録』には ｢自序｣も ｢後序｣もないが､それはこの集が未

完であるためだろう｡巻-の末尾と巻三の巻首に､康辰 (一二八〇)正月の､巻二の

末尾には己卯 (一二七九)除目の識語があって､それぞれの巻にどの時期の詩を収め

たか記 しているが､いつ自分の命が絶たれるかわからない状況のなかで､記すことの

できる時に経緯を記 しておいたものであろうO巻三は壬午 (一二八二)､すなわちそ

の十二月九 日に刑死する年の五月頃までの詩で中断している｡

ここでは 『指南後録』にはこれ以上立ち入 らず､『指南録~』の ｢自序｣及び ｢後序｣

を自伝的記述 として見ることにする｡

『指南録』の巻首に置かれた ｢指南録 自序｣では､元軍が独松関を破って臨安に迫

り､未の朝廷では主戦派 と和戦派が対立し､召還された文天禅が元との談判に赴いて

そのまま抑留され､そこを脱出して通州に至るまでの経過が述べられている｡末尾か

ら分かるように､徳祐二年間三月､適JJiiにたどり着いた時点で書かれたものであるO

詩の本文､また詩の間に挟まれた記述を適宜参照 しながら､｢自序｣を読むことにす

る｡

予自呉門被命入衛､守備松関｡

わたしは呉門 (蘇州)から命ぜ られて警護に就き､濁松聞 (今の軒江省除杭県の西

北九十里の濁松嶺の北二乳 臨安の西北六十キロの地にあたる)を守ることになづた｡

知平江府 (蘇州)に任 じられ､十月に平江に赴いたo元軍は創 刊を陥落 し､杭州の守

りに当.たる濁松関が危 うくなった｡右丞相の陳宜中は文天梓を臨安に動かそ うとし､

文天梓は平江の守 りが弱くなることを案 じて蹄蹄していたが､再三の命令にやむなく

平江を離れたO果たして平江は十一月二十四Elに陥落する｡猫松関も元茸の手に落ち､

文天祥は臨安に戻った｡
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廼王正月二 日､除漸酉大制撫､領神皐｡L予辞声､引帳兵二千人諸行在O

(徳祐二年 《一二七六》)正月二 日､漸酉大制撫に任命 され､神鼻 (京都一帯)を

治めることになった (臨安府声になったことを指す)｡わたしは臨安府声を辞 して､

幕下の兵二千人を率いて行在に到った｡

日夕､賛陳纏便宜中謀遷三宮､分二王於閏 ･磨｡

-.その日の晩､枢密使の陳宜中を補佐して三宮 .(皇帝､太皇太后､皇太后)を移 し､

二王 (益王速星と席王組 長｡年譜によれば福王 《原書王》と折王 《原信王》)を閏 (宿

建ト .磨 (広東)に分けよう■と画策した｡

この計は陳宜中に聞き入れ られないO

十五 日までの事柄を補えば､巻- ｢自嘆｣詩の序に ｢正月十三 日夜､予開陳梅使牌

以十五 日骨伯顔於長堰､予力言不可0-日-｣(｢正月十三 日の夜､わたしは枢密使陳

宜中が十五 日に伯顔 と長堰で会 うということを聞いて､強く中止を進言 した｡-････｣)0

文天梓の考えでは､陳宜中は降伏する方向へ妥協するであろうこと､伯顔の思 うまま

になるであろうと危倶したのIt:-ある｡

元夕後､予所部兵皆窮於富陽｡朝廷擬除予江東 p酉､磨東 ･酉制置大使､兼席東経

署､知斎州 ･湖南策鹿大使｡未及出命､陳垢使巳去園｡

正月十五 日の夜､わたしの配下の兵はみな富陽に集まった｡朝廷はわたしを江東 ･

酉､廉東 ･酉制置大使､兼鹿東経署､知贋州 ･湖南井底大使に任命 しようとしたが､

命が下るまえ･に､枢密使の陳宜中はもう国を立ち去ってしまった｡

元の伯顔は十六 日には長安鏡､十七日には臨平錠､十八 日に~は皐亭山-と進んでき

ていたQ

十九 日､太皇除予右丞相､兼纏密使､都督諸･路軍馬｡時北兵虹高亭山､拒修門三十

里D是 日､虜帥･即剖蓋参政､以兵屯植木教場｡城中兵将官､紛紛自往親睦｡予欲召富

陽兵入城､J巳不及事.三宮九廟､百南生産､立有魚肉之菱｡骨使轍安臥 北約昔圃相

見､~諸執政侍従､究於呉左丞相府､不知計所従出､交響予一行D国事至此､予不得愛

身く且意北尚可以口舌動也D
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十九日､太皇 (謝太皇太后)はわたしを右丞相､兼梅密使､都督諸路軍馬に任命 し

たoその時､元の兵は商事山 (皐宇山､杭州にあり)に駐屯し､修門 (『楚辞』招魂

にいう楚の城門｡ここでは臨安の城門を指す)から三十里の距離であった｡この日､

元の元帥は参知政審の重文柄を引き連れて､植木教場に駐屯した｡城中の兵 ･牌 ･官

は､あたふたと投降していった｡わたしは富陽の兵を召 しだして城に入ろうとしたが､

もう手遅れだった｡三宮と九廟や､百万の人々が､たちどころに魚肉のごとく切 り刻

まれる心配があった｡たまたま双方わ使者の革が行き来していて､元は宰相 と会見す

ることを約束 した｡執政や侍従たちが､呉左丞の館に集まったが､どんな計も思いっ

かず､わたしが出向くことをみなが言い立てた｡国事がここに至っては､わたしは自

分一人の身を惜 しんではいられなかったし､それに元もまだ話せばわかると思ってい

た｡

未の武将たちが投降したことは､｢和言宇韻｣詩の序に ｢牌校官属､日有叛去｣と

い う.

二十 日､至高亭山､詰虜帥前後失信｡虜帥鮮屈､且謂決不動三宮九廟､決不擾京城

百姓､留予督中｡既而呂師孟束､予数馬其叔姪､愈不放還｡茸除塵者､連迎賓囲､乗

風旨佳代予イ軋 於是北兵入城.所以誤君国､陥吾民者､許行無虚 日｡北知東園非予所

容也､相成勿令文丞相相知o

二十日､高亭山に至 り､元軍の長官がこれまで約束を違えたことを詰問した｡元軍

の長官はや り込められ､そして決して三宮九廟は動かさないこと､決 して京城の一般

人に迷惑をかけないことを言ったOわたしは軍営に留められたが､そうしているうち

に呂師孟がやってきた｡わたしは何度もその叔父 .甥のことをなじったので (呂文晩

は春陽の守牌でありながら投降し､元が南-侵入する際の先導を務めた｡甥の呂師孟

は前年の徳祐元年十二月､元の軍営に使者 として赴き､_元に金銭を手渡して取 り引き

した)､いよいよ釈放されることはなくなって しまった｡買除塵というのは､敵に迎

合 した売国奴であるが､上の意図に乗っかってわたしの地位を換えさせようとした｡

この時､_元の兵が臨安に入城 した.わが国を誤 らせ､わが民を陥れる結果を招くこと

を､画策 した り実行 した りしなかった日はない｡元は売国 _(降伏)はわたしが受け入

れるものでないとわかり､文丞相には知らせないようにと戒めた｡

元の陣営に入った文天梓が大酋伯顔 とや りあったことは､｢紀事六首｣序に具体的

に問答を記録 しながら詳 しく記されている｡文天梓が ｢吾南朝状元宰相､但鉄一死報

国D刀鋸鼎鍵､非所慎也｣と言ったのに対 して､｢大酋岳之辞屈､而不敢怒｡諸酋相

顧動色､稀薦丈夫｣､元もその威丈夫さを賞賛するところとなり､｢是晩､諸酋誌良
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久､忽留予督中｣､この剛毅な態度から拘留することにされたのである｡その詩の第

四首では､

材狼尚畏忠臣在 材狼も尚お畏る 忠臣在るを

相戒勿令丞相知 相い戚む 丞相に知 らしむること勿れと

呂師孟､呂文換に対して文天秤が激 しくののしったことも詩 とその序に記録されて

いるが､元に仕える身となりながらも儒者 としての尊厳を守っていた人士がいて､親

しく話を.交わし､詩の手ほどきをしたりした交わりについて､｢自序｣には記述がな

いが､詩がのこされている｡｢信雲父二首｣及びその序がそれで､元側の人物をひと

えに否定 していたわけではなく､｢南方心事北方身｣である人に親愛の念を抱いて心

の交流があったことが知られる｡

未幾､賓除塵 ･･呉堅 ･謝堂 ･宗鑑翁 ･劉臥 皆以府第薦祈請使､詣北方｡蓋空我朝

廷､北牌甘心蔦｡

ほどなく~して､質除塵 (右丞相)･呉堅 (左丞相)･謝堂 (枢密使)･家鈷翁 (参知
せつ

政事)-･劉臣 (同知)たちは､みな宰相の地位にあることから祈請使 となり､北方-

行くことになった｡わが朝廷を空っぽにすることを､元は願っていたのである｡

二月八日､諸使登舟､忽北虜連館伴逼予同往｡予被逼脇､欲即引決｡又念未死以前､

無非報国之 日､姑隠忍就船｡方在京時､富陽兵巳退趨聾 ･虚等州｡予侯間違軍､苦不

日脱o空足､欲従道遠謀遇､亦不可得｡室京口､密旬 日､始得盟商小舟､於二月晦夜

走異州｡

二月八 日､使者たちが舟に乗ると､突然元軍は館伴 -(駅館の随行の人)を派遣 して

きてわたしに同行を迫ったOわたしは迫られて､即座に自決 しようとしたC Lかしま

た､死ぬ前に国に報いる日がなければならないと考えて､_しばらくがまんして舟に乗

ること一に七たO.都にいた時､富陽の兵はもう撃州や虚州など-散 り散 りになってしま

っていた｡わた しは時期をうかがって軍に戻ろうと思ったが､なかなか脱出できなか

った｡この時になっては､道路を通って逃げようと計っても､できないことであった｡

京口 (鎮江)に到ると､十 日ほど留まり､そこでやっと塩商人の小舟を手に入れて､

二月の晦の夜に最州に逃げたのである｡

｢使北｣詩序によると､祈緒徒のうち､もともと呉堅は老齢ということで免れてい

たが､二月八日､四人が舟に乗ってから､突然､伯顔が呉聖と文天梓にも同行を迫っ
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たのであった｡

謝村に泊まった夜､文天梓は杜済とともに脱走を試みるが､未遂に終わる｡

十丁 目に停泊した場所には ｢留速亭｣なるものがあって､そこで宴会が開かれた｡

卑猿な余興が催 され､元に迎合する劉臣らに､文天禅は憤慨して ｢留速亭二首｣を作

る｡

一行は十八日に鎮江府に到る｡脱出の機をうかがうが､なかなか実行できず､二十

九 日夜になって､京口の城中から逃げて長江の水辺に行き､舟に乗って金山-遡 り､

暴州-逃げる｡

以下､逃避行の苦難については､｢自序｣では詳 しく述べられていないので､｢指

南録後序｣を読む際に子細に見ることにする｡

朔 日､守苗再成相見｡論時事､傭慨流沸｡予教書雨推間､合兵興復､苗賛之甚力｡

(三月)- El､知最州の苗再鹿と会った.時事を議論すると､悲憤傭概して涙を流

した｡わた,Lは･両港 (推東制置任の李庭芝､揚州､と推酉制置債の夏貴､底･Jll｡)に

審静を挙って､兵を.合わせて立て直そうとし､苗再虚も力強く賛成 したO

｢議糾合雨推復興三首｣(蕃三)序によると､雨粒の軍を併せて復興を謀る計は苗

再成が語 り､文天梓はそれを聞いて喜び､すぐさま李庭芝と夏貴に寄掛を送っている｡

初三 日早､制司入来､廼出文書､謂丞相虎雄城､欲不利干我｡苗不以轟然､送予出

門､助奔准酉｡予謂此北反間也､_否則､托辞以逐客也｡李公仁人､使見予､必感動､

遂之維壊､苗遣五十兵四騎従行｡夜抵西門､歓待且未見O町衛腰密､鼓角悲惨｡杜架

閣謂李公必不可見､徒喪失右所陥､不知渡海辞従王室｡予然之､自是日夜奔南｡出入

北衝､犯苗寓死､道途苦難､不可勝述｡

鴫呼､予之得至推也､使予奥雨粒合､北虜懸軍深入､犯兵家大忌､可以計摘､江南

一畢而迷走也.天時不寮､人事好帝､一夫頓困不足道､而国事不競､哀哉｡

三 日の早朝､制司 (制置使李庭芝)の使いの人が来て､文書を差 し出し､丞相は町

をだましている､自分たちに不都合なことをしようとしている､とあった｡苗再成は

そ うとは考えず､わたしを城門から選 り出して､准酉-逃げるように勧めた｡わたし

はこれは元の撹乱か､そ うでなければ客を追い出す口実だと思った｡李公は仁徳を備

えた人で､もしわたしに会えば､きっと心を動かすだろうから､そこで揚州に行くこ

とにした｡苗再成は五十人の兵士と四人の騎兵を派遣 して付き添わせてくれた｡夜に

西門 ･(揚州の西門)までたどり着き､夜明けを待って接見しようとした｡警備は厳密

であり､鼓角の声が凄惨に響いた｡杜無間 (杜済､宇貴卿､号梅聖.官は札兵架閤文
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字｡)が李公にはきっと接見できないでしょう､いたず らに矢や石を投 じられるだけ

です､海を渡って王室に従った方がよいでしょうと言った｡わたしもそのとお り･だと

思い､ここから星も夜も南-と走ったo元の要衝の地を出入 り･し､万死の危険な目を

犯し､道中の苦難なさまは､ことばに記すこともできない｡

ああ､わたしが椎までたどり着くことができれば､わたしに東西二つの唯を合わせ

させることになり､元軍は孤軍が深く侵入 し､それは兵法の最も避けなければならな

い誤 りを犯すことだから､計格によってとりこにすることができ､江南の地は一挙に

平定しえたのである｡ しかし天の時は定まりなきもの､人の世はままならぬもの､一

人の人間の困苦など吾 うに足らぬものであるが､一国がふるわないのは､なんとも悲

しいことで ある｡

やっとたどり着いた其州を追われたいきさつについては｣｢出鼻州十三首｣ (巻三)

とそこに審き込まれている序に詳しく述べ られている｡それによれば鼻州に着いた三

日目に､陸都統なるものと王都統なるものが城内を案内するかにみせかけて城門から

おびき出し､二人は突然属に鞭を当てて城-入ってしまい､｢小西門｣が閉ざされて

文天秤は城外に放置されたのである｡嫌疑を受けたのは､文天祥が元軍から脱出でき

たわけがない､たとえ脱出できたにせよ､十二人も一緒に来られるわけがない､元の

た(らみではないか､というものであった｡

両唯の兵を合わせて元に対抗する計も水泡に帰し､文天梓はさらに放浪を重ねるこ

とになるD

予至通､聞二王建元帥府於永嘉､陳幅使奥張少保世傑､方以李 ･郭之事薦己任O狼

狽健棒之繰､審不自制｡版捗鯨波､牌錨屠以従｡意者天之所以窮餓困乏南棟乱者､其

牌有所侯平｡_

徳祐二年間月 日､底陵文天祥自序｡

わたしは通州に来て､二人の王が元帥府を永嘉に建て､枢密使隣宜中 と少保の張世

傑が､李 ･郭 (安史の乱を平定して唐王朝を復興させた李光弼と郭子儀)のような事

を己れの任務 としていると聞いた｡狼狽し健棒したあとで､喜びは制 しきれず ､ 大波

を越え､わらじを踏んであとに従おう｡思 うに天が困窮苦難に陥れて逆境を与えたの

は､期待するも･のあってのことであったのである｡

徳祐二年 (-二七六年)(三月)閏月の日､底陵文天祥自ら序す｡

陳仲微 『益王本末』の記載によれば､二月に益王 ･廉王は海路によって痕州 (永嘉)

に行き､温州の江心寺に逗留､蘇劉義と陸秀夫がそこに来た｡陳宜中の舟が晴襖門に
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停泊していたので､そこに集まり､復興を協鵠 した｡張世傑が定海から到 り､ともに

三山 (碍州)に行っ_た.閏三月甲戊のEl､.二王は福JJllに到 り､太皇太后の詔によって､

益王活量が天下兵馬都元帥となり､魔王連帯が副元帥となって､宋王朝を支持する兵

士を召集 したO

四 ｢指南録後序｣

文天梓の自伝的作品としてよく読まれてきたの･が､｢指南録後序｣(『四部叢刊』本

『文山先生全集』巻一三)である｡巻首に置かれた ｢自序｣では徳祐二年の正月から

三月二十八 日に適州に着くまでのことを､閏三月に通州において記 していたが､｢後

序｣はその年の五月､福安において書かれたものである｡通州から福安に至る過程が

加わったわけだが､｢後序｣の内容は正月に元の陣営に赴いて交渉に当たるところか

ら通州にまで逃げ延びたまでの事柄が中心を占めている｡従って､｢自序｣と重複し

ていることになるが､｢自序｣が全体の経緯を通して記しているのに対 して､｢後序｣

の方は波潤万丈の逃避行の描写に力がこめられている｡劇的な内容､昂捜した箇所に

焦点が当てられているところが､｢後序｣がよく読まれたゆえんであろう｡

徳祐二年二月十九日､予除右丞相兼福密使､都督諸路軍馬｡時北兵巳迫循門外､戦

･守 ･遷皆不及施｡緒紳大夫士草於丞相府､英知計所出｡骨使轍交馳､北進富国者相

見､衆謂予一行焦可以静禍｡国事至此､予不得愛身､意北亦尚可以口舌勤也｡初､奉

使往来､無官北者｡予更欲一観北､蹄市求救国之策､於是辞相印不拝.翌日､以資政

殿聾士行｡

徳祐二年 (一二七六)正月 (原文に二月とあるのは誤 り)十九日､わたしは右丞相

兼枢密使に任 じられ､都督諸路軍馬 (宰相が任 じられる官名)となった｡その時､北

兵 (元軍)はすでに修門 (臨安の城門)にまで迫 り､戦 うことも守ることも移ること

もできずにいた｡官人たちは上から下まで左丞相 (呉堅)の役所に集まったが､どん

な計略も思いつかなかったOちょうどその時は双方~(采と元)の使者が行き来してい

て､北 (元)では国政を握っている者 と会見を求めてきた｡みなが､わたしがひとた

び行けば禍を解 くことができると言った｡国家の問題がこのようなことにまでなった

からには､わたしは自分一人の身を惜しんでいられず_.北も話せば動かせると思った｡

以前には､使者が往来するだけで､北に滞留する者はいなかったOわたしはまた一度

北の様子を自分の目で見て､戻ってから国を救 う方策を考えようと思い､そこで丞相

の任命は辞退 して､翌日 (=十 日)､弊政殿学士の肩書きで出発 したのであるD

初空北馨､坑辞健慨､上下頗驚臥 北亦未敢遮軽吾臥 不幸昌師孟碑悪於前､貰鹸
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塵戯讃於臥 予塙磨不得遭臥 事遂不可収拾｡予白虎不得脱､則直前詣虜帥失信､敷

呂師孟叔姪鳥逆｡ー但欲求死､不復顧利害｡北錐貌敬､寮則憤怒｡二貴酋名田館伴､夜

則以兵園所寓舎､而予不得蹄黄｡

北の陣営に至るや､激昂 してまくしたて､上も下もかなり驚いたが､ 北の方も我が

国をすぐに軽んじようとはしなかった｡ しかし不幸なことに､前には呂師孟が卑劣な

ことをしていたし (束の真部侍部であった呂師孟は敵に対 して降伏の文書を送ってい

たことを指す)､後ろには賢飴慶が-つらい草を奉っていた (来由右丞相｡文天祥と

ともに元に､赴いたが､宴で降伏を画策していたことを指す)ので､わたしは繋がれて

帰ることができず､国事はとうとう解決することができなかった｡ わたしは脱出はで

きないと判断し､そこでまっすぐ進み出て故の元帥の不実をののしり､呂師孟が叔父

･甥ともに裏切 りをL̂ていることを費め立てた (呂師孟の叔父の呂文暁は采の重陽の

牌であったが､未を裏切って投降した)｡_死を求めるだけで､ 損得を顧みようとしな

かったのである｡北は外見はうや うや しかったが､実際には激怒していた｡二人の首

顔/ij:使節のお供 という名 目で､夜は宿舎を兵で囲み､わたしは帰ることができな(-な

った｡

未幾､軍錬磨等以折詰鹿詣北｡北廉予井往､而不在使者之 目｡予分普引決､然而隠

忍以行O昔人云､将以有褒也｡至京口､得間､葬具州O即具以北虚黄告東西二間､約

以連兵大撃､中興磯骨 ､ 庶幾在此O留二日､維揚帥下逐客乏令､不得巳､襲姓名､読

雌跡､草行露宿､日興北騎相出没於長准聞､室軒餓無柳.1追購又急｡天高地過､暁呼摩

及｡巳両得舟､避清洲､出北海､然後渡揚子江.入蘇州洋､展轄四明 ･天台､以至干

永嘉｡

ほどなくして､-貫健慶 らは祈請使 (和平使者)､という資格で北 (元の大都)-赴 く

こと'になった｡北はわたしを一緒に行かせることにしたが､しかし使者の名 目には含

まれなかった｡ わたしは当然自刃すべきところであったが､しかし隠忍 して行 くこと

にした｡盲人のい う ｢将 に も､つて為す有らんとす｣(韓愈 ｢張中丞伝後叙｣一に両界雲

のことばとして見える)とい うも7のであった｡京 自 (旺蘇省鎮江)にまで至った時､

辛 (推某制置債の畢庭芝 と推市制置債の夏貴)･に報告し､兵を合わせて大挙すること

を約束した｡中興の機会は､ここにあると願ったのである｡二 日間留まっていると､

塩州の将軍 (李庭芝)-は自分を追い払 う命令を出した｡やむを得ず､姓名を変え､足

跡をくらまし､野宿をしながら進み､毎 日､北の騎兵と長江 ･推水の間であたりで出

会ったり隠れた りし､飢餓に苦 しみ､賞金を掛けた捜索も厳 しかった｡天は大きく地

牲広 く､｢呼び叫んでも声は届かなかった｡その うちに舟が手に入ったので､砂州に身
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を避け､北海に出て､蘇州洋-入 り､四明 (斬江省寧波卜 天台 (漸江省天台)を転

々として､永嘉 (噺江省温州)にまでたどり着いたのである｡

鳴呼､予之及於死者不知其幾臭｡抵大昔昔死｡馬逆賊督軌 輿貴酋塵二十 日､事曲

直､屡昔死.去京 口､扶ヒ首以備不軌､急白刑死｡控北艦十億里､鳥越船所物色､幾一

社魚腹死｡劉 11逐之城門外､幾律塵取 如軌 帆 過瓜洲壊子橋､尭使遇哨､無不死｡

揚州城下､進退不由､殆例送死｡坐撞公埴土国中､騎数千過其門､幾落舵手死｡軍家

庄幾鳥巡徽所陵迫死｡夜趨高郵､迷失道､幾陥死｡質明､避哨竹林中､適者数十騎､

幾無所逃死｡至高郵､制府放下､幾以掃係死｡行城子河､出入乱屍中､舟輿哨相後先＼

幾遼遠死｡重婚陵､如高抄､常恐無事死｡道海安 ･如皐､凡三百里､北輿蓮往来其間､

無 目而非可死｡至通･Jll､幾以不納死｡以小舟捗鯨波､出無可奈何､而死固仲之度外臭｡

鳴呼､死生､重夜事也｡死而死臭､而境界危悪､層見錯出､非人世所堪､痛定思痛､ー

痛何如哉｡

ああ､わたしが死にそ うな日にあったことはいうたい幾たびを数えるだろう｡故の

首領をののしった時も死ぬところであった｡逆賊を罵倒したのも死ぬところであったo

首領 と二十 日間をともに過ごした時は､是非を争い､何度も死ぬところであった｡京

口を去 り｣七首をかくして不軌の事億に備えた時は､ほとんど自別して死ぬところで

あった｡北の戦艦が十里の余も並ぶなかを通 り過ぎた時は､巡視船に捜査され､ほと

んど水に投げられて死ぬところであった｡真州では城門の外や-追い出され､ほとんど

行き倒れて死ぬところであった｡揚州-行って､瓜洲の捻子橋を通った時ミもし見張

りに出くわしたら､死なずにはすまなかった｡揚州の城下では､進退思 うにまかせず､

ほとんど死を選ぶところであった.種公境の土の囲いの中に坐 り､ 数千の騎兵がその

門を通 りすぎていき､もう少 しのところで減の手にかかって命を落とす ところだった｡▲

軍家荘では遵卒に迫られて死ぬところであった｡夜に高郵に走り､道に迷って､敵の

手に落ちて死ぬところであった｡夜明けに､見張りを避けて竹林のなかに隠れ､羅卒

が数十騎いたが､死を免れるすべはほとんどなかった｡高郵に至ると､制置債の散が

降 り､捕 らえられて死ぬところであった｡城子河を進む時は､しかばねが浮かぶなか

を動き､舟は見張 りEの舟 と先になったり後にならたりして､出会えば死ぬところだっ

った時は､三首里というもの､北 (元兵)と土匪がそのあたりを行ったり来たりLL吏

いて､一 日として命の安全な日はなかった｡通州にまでたどりつくと､-受け入れ られ

ずに死ぬところであった｡小舟で大波のなかを渡 り､いかんともしょうがなくて出立

したのだが､死はも_とより̀度外視していたのだった｡ああ､死生は昼も夜もないこと

であった｡死ねば死んでしまうだけのことだが､危険な状況臥 次から次へと出てき

て､人の耐えられるものではなかった｡苦難が落ち着いてから苦難を振 り返ると､奇
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の苦 しみはなんたるものであったことか｡

異州からの行跡を詩や詩の間に挟まれた記述によって補えば､以下の通 り｡

三月三 日､展州城外へ追い出される｡

三日夜≡更､壕州西門に至るが入 らず｡

西門のあたりに ｢三十郎廟｣があった｡ 屋根はなく､土塀がのこるだけであった｡

一行は疲れ果て､その地面に寝た｡時はすでに三貴､風の寒さ､露の冷たさが耐え難

かった｡

一行十二人のうち､余元塵 ら四人が金をもって逃亡するD

四日､蕩Jllの酉の山の小屋に隠れる.元軍が通過する｡

柴売 りの男に従うて壊れた民家に泊す｡米はなく､あったとしても炊く火がない｡

金はあっても食べ物が得もれない｡糞にまみれた地を数尺掃いて ､ J 服を敷いて寝た｡

数千の元軍が通るが､たまたま大雨となり､あたりが真っ暗になって逃れることがで

きる｡神の助けであったD

山の下の苗廟に井戸があるのがわかり､三人が米や菜をもらいに行 くが､ 元の偵察

に出違 う｡ _金を渡して免れ ､ -戻ってきて泣き崩れる｡

古廟に移 り､~そこに住み着いていた乞食女丑ともに泊まる｡数人の男が入ってきて

繁 くが､柴売りの者たちで､危害を加えるのではなく､自分たちの食べ物ののこりを

くれる｡

五 日､斉家笹に移動して止まる｡土塀に匪まれた中の尿尿のなかに隠れる｡

樵が城に出かけて食料を買ってくる｡昼になって食事ができる｡

五 日夜､高郵を･日精すが道に迷 う｡

この夜､馬を雇うて高抄を目.指すo 板橋に至って道に迷 う｡

六日潮･､見張~りに会い､一人を縛 り､一人を殺す｡ ｣

道に迷うているうちに明るくなーり､そこに元の騎兵を見て､竹林に隠れる｡二十騎

あまりがあたりを騒がしく探 し回 り､一行の一人i張度が日を射 られる｡ 杜手許と金鹿

は捉えられるが金銭を渡 し守免れる｡ ,

七 ElL､這 うようにして高郵に至る｡すぐ舟を下り.､七水薬を通る｡

高邸に至った時､文京樺は撮 (したみ{竹のかご)の橋に乗るという惨めなありさ

まであり､張慶は満面流血の状億であったので､元茸に遭ったのは明らかであったが､

李庭芝の通知がすでに届いていたので､_城内に入ることは避け､すぐに舟を買って立

ち去ることに･した｡

城子河まで来ると､岸辺には死体が累々と重なり､水面にも無数の死棒が浮いてい

て臭気はなはだしく､ それが二十塁の間､とぎれることがなかった6二月.六 日トの戦闘

のあとだったのである｡そこでは乗が元に勝った｡

稽家荘に至る｡
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十一 El､泰州に至 り､城下に隠れるQ

二十二El､舟を出す｡敵兵と前後する｡

二十四日､通州に至る｡-

閏三月十一日､金鹿病死する｡

閏三月十七日､海埠を取って南-向かう｡

三十 日､台州 (漸江省塩梅県)に至 り､上陸｡義士張哲密 (名は和孫)の家に宿軌

宋再興を語 り合 う｡(張はのちに元に描まり殺される)数 日泊して､そこからは陸路

を取る｡

四月八 日､温州 (永嘉)に至る｡しばらく滞在｡陳宜中と書静によって益王を即位 さ

せることについて相談､一致する｡

五月一 日､益王が福安 く福建省福州)で即位､景炎に改元｡陳宜中が左丞相 ･兼枢密

使 ･都膚天下兵馬｡張世傑が枢密副使｡文天梓は敏文殿学士に任 じられて福安に召さ

れる｡

二十六日､福安に至る｡通議大夫､右丞相､枢密使､都督諸路軍馬を授けられる｡枢

密使､都督諸路軍馬に改めらる｡『指南録』を白編す｡

予在患難中､間以詩記所遭｡今存其本､不忍摩､道中辛目抄録｡使北替､留北開外､

薦一巻｡蟹北閣外､歴呉門 ･昆陵､渡瓜洲､復還京口､盛一巻｡脱京口､経泉州 ･壊

州 ･高郵 ･泰･Jll･通州､烏一巻｡自海道至永嘉､束三山､鳥一巻o牌燕之干家､使蘇

看護之､悲予至蔦｡

わたしは若菜削こ苦 しんでいたさなかに､時々詩によって自分が遭遇した事を記録 し

ていた｡今､その本がのこっているが､捨てるに忍びず､道中で手ずから書き写 した｡

北の陣営に使者 として赴き､北の関所の向こうに滞留した時期を一巻とする｡北の関

所の向こうから出立 して､呉門 ･批陵を通_り､瓜洲を渡り､京口の戻るまでを一巻 と

するo京口を脱出し､最州 ･揚州 ･高郵 .泰州 ･通州に行ったのを一巻とする｡海路

を経て永嘉に至 り､三山まで来たのを一挙とする｡家に蔵して､訪れた者に読ませれ

ば､ わたしのことをこの上なく悲しんでくれることだろう｡

鳴呼､予之生也幸､而幸生也何所鳥｡東平薦臣､主辱臣死､有除夙 所東平恵子､

以父母乏遮鰻､行殆而死､有線費｡勝誇罪於君､君不許｡請罪於乳 母不許｡請罪於

先人之墓O生無以救国難､死猶鳥居鬼以撃賊,義也D頼天之畳､宗廟乏福､備我曳矛､

従王手師､.以底前離､_雪九廟乏臥 復高祖之業｡所謂誓不具賊倶生｡所謂鞠窮重力､

死両線巳､亦義也｡鳴未､若予者､牌無往而不得死所臭｡向也使予委骨於革葬､予酪

浩然無所悦作､然撒以自文於君乱 君親其謂予軌 誠不自棄 ､ 返書衣冠､壷見目･月､

使旦夕得正丘首､復何憾歳｡復何憾裁｡

ー291-



ああ､わたしは今生きているのは幸運であるが､幸運にも生きているかちといっ七

何になろう｡家臣として任えることを求めながら (『中庸』に ｢君享乏道西､丘未龍

一鳶｡所求平子以事父､未能也｡所東平臣以事君､未能也｡--｣とあるのにもとづ

く)､主君が辱められて家臣がそのために死んでも､屈辱はのこる｡子 として親に仕

えることを求めながら､-父母がのこして(れた体を､危険に投じて死ぬのは､とがめ

がのこる｡主君に罰を顧っても､主君は罰 してくれない｡母に罰を願っても､母は罰

してくれない｡先祖の墓の前で罰を願 うのである｡生きて国難を救 うことができなけ

れば､死んでも死霊となって艇を討つのが､義である｡天の心霊､宗廟のめぐみに頼

って､自分の武器を整え､善玉に従って軍陣に赴き､そうして先鋒 Lとなって ､ ′九廟の

恥辱をそそぎ､高祖の大業を復興すること､｢響いて賊 と倶に生きず｣というもの､

また.｢慎み深 くカを尽くし､死んでのちにやむJ_というもの､それもまた義である｡

ああ､わたしの′ような者措､どこへ行こうとそこで死ぬことができる.先にわたしが

骨を草むらに捨て置かれたとしでも､わたしは平然 として何も恥じるところはないが､

しかし君主や両親に対して自分の罪を飾ることはできない｡君主や両親はわたしをど

う思うだろうか｡まことに思ってもみなかったことだが､わが王朝に帰 り､もう一度

皇帝にまみえ､いずれ故郷で死ぬことができれば､思い残すことはないo何の思い残

すこともないのである｡

是年貢五､解元景炎o産陵文末祥 自序其詩､名目指南録｡

この年 ノ(一二せ六)の夏五月､景炎に改元された｡底陵の文天禅がその詩に序を記

し､由南録と名付ける｡

五 日述の意味

自筆年静ItTt_属する 『紀年録』､詩集 『指南録』の前後に付された ｢自序J_lと ･｢後序｣

-一文天拝が自ら自分の人生を述べた三つの文を見てきた｡これ以外にも詩集 『指南

複線』は自序 ･後序はないものの､詩 自体が自分の人生の一駒一駒を語っているし､

詩の前後には散文によって事態が説明されているここの揺かにも獄中でまとめられた

『時報集』､『集杜詩』がある｡ このように文責梓は繰 り返 し､身分で自分の人生を

語っている｡大敵に連行 される道中かち脱出した逃避行などは､まるで冒険小説さな

がら､波潤方丈､ 危険に満ちた道中であったに連いないが､そのさなかでも彼は記録

を続け､詩を作 り続拝､老うーした記録が恥 とときの安堵を得た折 りにまとめられてい

る｡執掛に記録 し､重複を厭わず 自伝的記述を･の三しているのは､なぜであろうか.

何が彼をして己九の人生を述べることにかくも執着させたのであろうか｡
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記録はまず､自分の経てきた､あるいは経つつある人生を後世の人に伝えたい とい

う強い動樺がある｡そのことについては文天祥 自身が語っている｡『指南複線』巻一

下の末尾に言 う､

･･･-一聯半句､使天下見之､識其鳥人､即雷死無憾寅｡況窟映乏多軋 歳在庚辰正

月二十日､文山犀善甫書｡

一聯半句でも､天下の人糾 こ見せて､自分の人となりを知ってくれたら､死んでも

憾みはない.まして多くの作品がのこればいうまでもない.庚辰 (一二八〇)の年の

正月二十日､文山履善甫著す｡

自分とい う人を後世の人に知ってもらいたい､その切実な思いが行動の一部始終を

記録にのこすことに駆 り立モたことは､想像にかたくない｡自分を理解してほしいと

いう気持ちにも､公的な面と私的な面との二つがあるだろう｡自分という存在はこの

世からヰ肖えても､記録 し､人に記憶されることによって自分の生をのこしておきたい

という､白.分個人の生-のこだわり｡ そして公的には土大夫としての正義を耳いた生

き方をのこして後人の指針として托しいといき･気持ち｡まことに文天梓の記録した人

生は､儒家の徳 目を体現したものであった｡彼が幾多の困難を生き抜いた力となった

もの畔､士大夫としてあるべき生き方を自分が生きているという自負､モミに求めら

れる･だろう. その理念に支えられなければ屈t,ていたことだろう｡ それが彼1こ生き抜

く力を与えているのは間違いない｡過去において文天樺が黄賛され､影響を与えたの･

は､同じ理念が畏遷 していた時代において､理念を現実として生き抜いた人物に対す

る尊崇のためである｡そして解放後の中国においても評価されるのは､文天梓が生き

た儒家の理念を､愛国主義､或いは民族主義といった､時代のイデオロギーにす り替

えることによって､イデオロギーの忠実な実践者として栄えるのである｡今､あらゆ

るイデオロギーから離れて見れば､文天祥自身には少しの疑間もないことがかえって

いぶかしく思われることだろう｡彼にはまるで葛藤というものがないのである｡ここ

に現代 とそれ以前の時代との根本的な差異が浮かび上がる｡現代は何一つ完全に信じ

られるものがない時代であり､場 代的｣な生き方をする限り､文天禅のような確信

を懐いて生きることはできない｡しかし文天拝にとっては､もしも少 しの疑念でも浮

かんだら､彼は一気に崩壊 してしまったことであろう｡忠節のために生きたのではな

く､忠節があったからこそ生きられたのだ｡

文天拝のこのように揺るぎのない信念を支えたのは､伝統に対する強い信頼であり､

自分と伝統世界との一体感であった｡思想的な面は措き､文学の領域だけに限っても､

文天梓は胡茄十八粕を模擬し､杜甫をなぞらえるように･先行する文学に常に寄り添

う｡杜甫の詩句か自分の作ったものか､定かでなくなってしまうとまで､みずから述
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べでいる｡｢凡そ吾が意の貫わんと欲する所の者柱､子葉先に為に代わりて之を言 う｡

日びに之を玩びて置かず､低だ吾が詩為 りと覚え､其の子葉の詩為るを忘るるなり｣

.(『集杜詩』 白い序)｡

伝統との一体感のほかに､もう一つ､彼を支えたものは審(営みだったのではなか

ったか｡彼が混乱のなかで己れを支え続けられたのは､儒家の理念を全 うすることが

できたのは､ものを書き､己れを語ることによってではなかっただろ う か｡後世のた

削 こ記録したというのとは別に､記録すること自序が目的であり､生きる支えとして､

自分の生を逐-記録していかなければ生き続けることに耐えられず､か(も記象に執

着したか甲ように思われるのであるoそこに武人とは異なる､文人ゆえの強さを認め

てもよいかも知れない｡

しかしまた記録を通して浮かび上がってくるもう一つの姿は､文天梓はまるで死へ

の情熱に駆･られる如く生きた､のではないかということである｡｢後序｣にみずからま

と吟で語草と告別 こそれは端的にあらわれているし､諸所にそれが見える｡それ柱ま

るで彼が自虐的孝性向を帯びていたかのようだ｡｢贋に･路を織 らず､又た粗食に乏 し｡

な帝嘆､嘩嘆をあちこちで繰【り返 しているのは､いかに苦しい状況であづたかを他者

LL伝えようとするのノとともに､その苦境をまるで自虐的に求めているかにさえ思われ

てく尋｡

とも為 れ､文声鞄は儒家Jの理念を死を賭して実敵した､というかたちで 自_己を語 り､

まJ=その後もそのように把握 された人物像が継承されていく｡ -われわれはここに中国

の士大黄甲あり方を極限まで突き詰めたモデルを見ることができる｡
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ⅩⅡ元未明初の二人の自伝一一楊維横と宋雄一一

元未明初の二人の文人がのこしている ｢五柳先生伝｣型の自伝を見てみよう｡取 り

上げる由は､楊維枯 (一二九六一一三七〇)の ｢錬笛道火自伝｣と宋嫌 (一三一〇一

一三八一)の ｢白牛生伝｣である｡二人はともに漸江の人で､七十歳あまりの寿命を

もったことも共通し､十四歳の年の差しかないCそして文学につい七も､楊維横と宋

蕗 とは互いに詠め合 う蘭係であった｡宋汝 の文集の一つ 『翰苑集』の序は楊維横が書

普 (『四部叢刊』本 『宋学 士全集』所収 ｢翰苑集序J｡末尾に ｢洪武庚成二月初苦､

禽稽老友横距横序｣と記されている｡楊維横 の死の年である)｣､楊維横の墓誌銘は宋

嫌が書いている (｢元散華訓大夫旺酉等処儒学軽挙楊君墓志銘｣-､『盤墳後集』巻六､

『四部叢刊』､本 『宋学士文集』所収)｡その冒頭に言 う､

元之中世､有文章鍵公､起於漸河乏間､日銭崖東｡晋光鹿股､磨葺零漠｡呉越諸生

多醇之､殆猶山孟宗岱､河之走海､如是者四十億年乃終｡額終､召門弟子日､｢知我

文最深者､惟金華宋景嫌氏｡我即死､非景轟不足錯我0番其識之｣｡････..

元の中期､文学の巨人が､斬江のあたりにあらわれた｡ 鉄崖裏というo名声政響き

渡 り､雲漢にまで鋭い矛先を磨くほどであった｡呉越の学生たちは帰依 した者が多く､

山が岱山を宗とし､河が海を目指すごと(やあっ七｡このように尊ばれること由十年

あま りにして亡くなった｡死に際してヾ門弟たちを集めると､-こう語った｡ ｢わたし

の文学を最も深く理解 しているのは､金華の宋景渡氏のみである｡わたしがもし死ね

ば､景嫌でなければわたしの銘を記すのに十分でない｡おまえたちは覚えておいてほ

しい｣.｡

このように互いに認め合 う文学者でありながら､二人の経歴は対照的といっていい

面もある. 槍維頼､宇廉未､号鉄崖､東経子､鉄笛道人､抱遣老人､ほ漸江諸塵 (漸

江省諸塵市)の人｡元 ･成宗 ･貞元二年に生まれ､泰走四年 (一三二七)の進士｡以

下転記すように､元の時に天台県列 こ始まり､南方の官をいくつか歴任 した右と隈凄

し､明に入ってからは死の直前に三ケ月ほど太祖の招碑粧応 じたのみであり､官とし

ては元にほぼ限られる｡一方､来演､字景嫌､号潜漠､漸江浦江の人､は元には仕官

せず､明になって朱元噂に取 り立てられて､『元史』編纂の主幹になるなど､｢開国

文臣の首｣と称されるように､明初に重きをなしている-｡培維楯の ｢鉄笛道人自伝｣

は晩年の隠棲時の作であり､栄藤の ｢白牛生伝｣は仕官前に龍門に逼塞 していた時期

の作である｡どちらも家居の生活のなかで書かれているのだが､その家居が仕官の後
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と前に分かれている｡

一 楊維楯 ｢鉄笛道人自伝｣

楊維頼の自伝 ｢鉄笛道人自伝｣.接､彼の文集である 『東経子文集』には収められて

いない｡今､『明文奇策』巻Pqによって読む｡

自伝の型としては､人物'の特徴を端的に表すような号､それは作者の理想的な生き

方を示すものでもあるが､それを筒名に掲げた伝､すなわち ｢五柳先生伝｣型自伝に

属するo｢五柳先生伝｣.型自伝における､作者は登場人物にあらず という設定は､時

代とともにしだいに風化し､作者は登場人物が自分自身であることを隠そうとしなく

なっていくということは､これまで見て章毎この聖の自伝のなかですでに明らかであ

るが､ここでは ｢鉄常道人｣という号に続抹て 〔月伝｣と称していることから､-もは

や号で名乗 られた登場人物は即作者自身であることが､明示され即 こ至っている｡こ

れが楊維頼 自身野手になる彼の伝記であること揮初めから了解されているのである｡

号に付けられた ｢道人｣は､仏置いずれにも使われるで奉ろうが､要するに r仲人｣､

｢居士｣と同じく方外の木であることを示す指標である｡｢五柳尭生伝｣型百一伝の例

のとお り､世俗の価値とは別の価値世界に生きる人であることを表明しているD｢鉄

笛｣については､轡 蔓見るように､革文のなかでみずから説明している.
I

-蛾笛道人音､骨稽 .̂.祖蘭酉出世｡初蟹梅花華人｡骨稽有輯樫山､其高富丈､上有

等緑梅花数百権｡層棲申梅花.､穣事故寓巻､是道本所居軌

鉄笛道人は,J _会稽の人である｡祖先嘩関西の出身である｡初めは梅碍道人と号して

いた｡会稽に鉄嵯山があって､その高さは百丈､上に尊緑梅の花が数百本植えらすして

いた｡梅の花のなかから何層もある高い建物が抜きんで､そこに数万巻の書籍が積ま

れている-､それが通人DL住まVtであるo

冒頭で [梅布置人｣という号 とその曲筆がまず翠明され尋｡ ここに等かれてい季吟

に対応する事柄は､胡 ･,具壌 n巨 二九七?一丁三七九)の ,r楊維楯伝｣ (『四部草刊』｣

革 『清江貝先生集』草二)では次のノように記されている｡

先生少額俸好草､El証書敷千言,隼宏､魚築寓巻樺蛾崖山中､-使講書楼上｡倶性弗

缶易息､主構､輯嘩俸食.穣五年､貫穿経卑官氏､錐老師弗及｡国華繊皐 ｡.
I

i ～)

先生嘩幼い時から聡明で学問を好み ､ 毎 日､本を数千言を暗唱した｡ー_父の宏ほ､先

生のために鉄崖山の中に万巻横を作り､桂の上で勉強させた｡集中できずに怠けるこ
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とを心配 し､梯子を取 り去って､ろくろで食べ物を運んだ｡そうした勉学を五年間聴

み重ねて､経史諸子に通じ､老師でもたちうちできないほどになった｡そこで鉄崖 と

号 したのである｡

この記述によれば､-父親が楊維楯を学習に専念させるための方策であるO『明虫』

巻二八五二丈苑伝に収められた楊維横伝では､梯子を取 り二除いて勉学に専念させたこ

ととならんで､梅を植えたことも記しているが､楼上の読書を本人は風雅な趣として

書いているのを､他者による伝では父親の課した厳しい教育方針として捉えているの

である｡おそらく美原には教育のための工夫であったことだろうが､それを楊維横自

身は美化 して､小さくはあるが一つのユー トピアとして描いていることに注目したい｡

｢-事実｣を美化 して記述するのは､｢鉄崖道人日伝｣全体に見られる特徴である｡楼

上に身を置けば宙に浮いたかのように地面とは隔絶され､梅の花と書物にだけ囲まれ

た浄福の境地がそこにできあがる｡楊維楯は ｢小桃源記｣(『東経子文集』巻-Ju

など､ユー トピア的な世界を記した作品を何清かのこしているが､自分の日常生活の

一駒もこのように美化し､夢幻的な雰囲気を描き出しているO 梅が超俗の性格を帯び

ていることはいうまでもないが､F等緑梅｣というL種類の梅は､花成大 『拓村梅措』

に ｢緑尊梅Jとして記載されるもので､ふつ うの梅の尊が赤紫であるのに対 してこれ

は緑であり､｢特薦清高｣ (r特に清高鳥 り｣)という｡

泰定間以春秋笹草薙進士第｡仕赤城令､韓境晴 ･海塵､皆不信其素志､軌棄官｡牌

妻子辞天 目山､政子宛陵 ･丘陵間｡書中 ･雲間山水最清遠､又白丸 龍也渉太湖､南幹

夫小菅之揮､訪漂砂七十二峰｡東抵海､畳小金山､脱烏巾､冠蛾葉冠､碓褐毛寛博､

手持錬笛一枝､自構銀笛道人｡

泰定年間 (-三二四一一三二八)に『春歌』の経学によって進士に畳第し､赤城 (天

台の山の名､それによって天台県を指す)の県令になり､鏡清 (淑江省｡銭清場塩司

令をいう)･海塩 博 江省)に転任したが､いずれも本来の志を伸びやかにすること

はできなかった｡そこで官を棄て､妻子を伴って天目山 (鮮紅省)に遊び､宛陵 (安

徽省卜 層 陵 (江葡省)のあた りで発散した｡書中 価 江省卜 雲間 (松江の古称･

江蘇省)では山水が最も清適であった○さらに九龍山から太湖を凍 り､その南の大小

数多くの沼沢をさかのぼって､漂砂たる七十二峰を訪ねた｡東は梅にまで至 り､-小金

山に登った.烏巾を脱いで､鉄案冠をかぶり､ゆったりとした掲毛の服を着て､手に

は鉄の笛を一本持ち､みずから鉄笛道人と号したのである｡

･進土壁第､人仕の経歴を簡単に記して､そうした宮人としての生き方が食わず､ほ

どなく官界から出たことを書いているが､実掛 こは楊維根の宮人生活杜もっと長いし､



必ず しも最初から隠逸だけを指向 していたわけではない｡『明史』本伝によれば､元

･泰定四年 ユ(一三二七).に進士に登第したあと- ､ 天台県罪に任ぜ ら-れる (朱葬尊 ｢楊

維頼伝｣によれば､元の進士が県牙を授けられるのは､楊維楯に始まるとい う)0-父

の喪に服 したあと､銭掃蕩塩司令に改められる｡見境 ｢楊維頼伝｣によれば ｢塩を損

するに坐 し､久 しく調 されず｣､『明史』本伝によれば ｢禍直にして物に件い､十年

調されずJD遼_･金 _･乗の三史ができた時に､ それに与らなかった楊維韓は ｢正統群｣

を著わし､それを欧陽元功が見て感嘆し､推薦 しようとしたが､不首尾に終わった｡

そうした論をものした時点では楊維横 は十分に官界進出に意欲があJDたかに見える｡

呉興､姑麻に遊び､至正八年 (一三四ノ吊､杭州四務提拳に除せ られ､建徳路絵管府

推官に移 り､江酉儒学提挙 に抜擢 されるが､着任前に兵乱が起こって富春山に避難 し､

建徳の劉九九に身を暮せるが､劉九九が敗れたあとは銭塘に移る.至正一八年 (二三

五八)太尉の張士誠が招碑したのも拒絶し､松江に住まいを移し､詩酒の歓楽に浸る｡

明になって洪武二年 (一三六九)､太祖朱元唾が礼楽の制度を整えるのを命 じたのを

圃辞 し､翌年には応 じたものの､百日間ほど滞在して松江に帰 り､ほどなく卒してい

るーO

真理の ｢楊維梼伝｣では ｢(至正)十二年､汝頴の兵起こり､南北騒然た り｡先生

は既に代を受け､即ち地を富春山に逝 く｣と記し､『･明史』本伝では ｢江酉儒学提拳

に擢せ らるるも､未だ上らずしてj兵乱に会い､地を富春山に避け､銭塘に徒る｣､

さらに挙げれば朱葬尊 ｢楊維梼伝｣にも ｢江酉儒学提華に遷るも､道硬がりて行かず､

地を富春脚 こ避け､銭塘に徒る｣､顧嗣立 ｢鉄崖先生楊維禎｣に ｢兵乱に会い､地を

富春山に避け､銭塘Jこ仕る｣一一楊維頼以外の人の書いた伝ではいずれも富春山以後､

漸江､旺蘇一帯を転々としたのは､当時の兵乱を避けるための逃避行であったとして

いるのだが､｢自伝｣にはいっさいそうした周囲の状況について触れず､自分の生莱

の性向から発した行動であるかのように記 しているのである｡｢山水最も滑遠た り｣､

｢綜紗たる七十二峰を訪ぬ｣と､これだけ読めばあたかも山水由楽しみを求めた行脚

であるかのようだ｡ここにも ･｢事実｣と ｢自伝｣との隔た りが見え､｢自伝｣Lが隠逸

者の生き方を描きだすものとして作~り出されている.のモある｡

こうした遍歴､ないし放根のなかで､ ｢烏巾を脱し｣､｢鉄笛一枝を持｣ったことか

ら F錬常道人｣と号したとい う名のいわれが説明される｡｢烏巾｣は隠者を象徴する

頭巾であるが､それを脱いで ｢鉄菓冠｣に換えたとい う~かぶ り物､また ｢鉄笛｣は何

を意味するのだろうか｡｢錬葉冠｣も ｢鉄笛｣も先行する､以後の意味を規定す るよ

うな故事来歴はわからない.｢鉄笛｣については 『文献通考』に ｢鉄笛之制､未知所

起､今民間在徒者之｣と記されているが二｢鉄案冠｣について記した文献を知 らない｡

基づくところは不明ながら､それ らはまず物によって物を身につける人物の生き方を

象徴する/Ji道具であるこ とはいうまでもないD陶淵明の無絃琴のように､粛いは時代

下って欧陽修の挙げた六つ ･の物のように｡ そしてそれが隠逸者であることを標示 して
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いることも､最小限確かなことだ○それがここでは頭にかぶる物も手にする楽器も

r鉄｣製であることが目を引く○鉄という武器にとっては不可欠の金属を用いて､隠

者のしるしの冠 とか音楽を楽しむための笛といった､不要不急の道具に仕立て上げる

という取 り合わせの奇妙さが､或る種の態度を表明しているのだろうか｡或いはさら

に想像をふくらませれば､鉄という必ずしも日常的ではなかったかも知れない材料を

身につけることによって､鉄が帯びていたかも知れない成る程の特殊な職業集団､階

層に連なり､そこにEl常生活とは異質の雰囲気を作 り出していたものであろうかD･と

りあえず確認できる-ことは､冠も笛もどちらも ｢錬｣製であることであって､根元的

な元素である火 と水によって鋳造してできる鉄を素材とすることによって､それが日

常的な物品を超えた聖性を帯びることだ｡笛のもつ聖性は次の段に説かれるその由来

によっていっそう強めら~れ,a ｡

それらの意味するところを正確に把握することはできないにしても､確かなことは､

楊維横はこうした物によって人物を象徴しようとしていること､またこうした小道具

を用意することによづて記述を生き生きと形象化していることである｡構維横の作品

にはこのような倍音の工夫による造形性が強いよう.に見える｡

蛾笛得洞庭湖中､括入線氏子､曹操地､得春美邪､無所用､落馬輯葉､ 筒之､長一

尺有九寸､顛其九､進於遺人｡道人吹之､ 薮皆慮律､奇晋絶人世｡江上老漁押遣人､

時暗唱清江 ･歎乃､道人薦作過渡引和之､佃自駄目､r小江秋､大江歓､美人不束生

遠愁､吹笛海曹流｣｡_又歌日､ー｢東飛鳥､酉飛鳥､美人手弄嬰明珠､九見鳥生雛｣C城

中貴官人間道人名､参戦酒道入所､幸聞笛｡道人慮一弄革､便 臥遣客､即客不去､臥

吹笛 日加也｡嘗封客云､｢笛有君山昔弄､海可葦､蚊龍可呼､非鈎天大人不敬也J｡

鉄笛は洞 .庭湖のなかから見11けたもので､鍛冶屋の鯨という名字の男が地中を撮っ

て､昔の莫邪の剣 を見つけたが､使い道がないので､溶かして鉄の萩にし､それを筒

型にして､長 さは一尺九寸､穴は九つ､それを道人に進呈した｡道人が吹いてみると､

穴はみな音階に合致 し､そのめずらかな音色は人の世にないものであった｡江土の漁

師が道人と親 しく､｢清江｣･｢歎乃Jの曲をしばしば唱ったので､道人が ｢回波引｣

を作って唱和 し､自分でもこう■いう歌を唱った｡-｢小江の秋､大江の秋､美人は現れ

ず造かな愁いを起こす｡笛を吹けば海の酉に流れる｣｡しまた ｢東に飛ぶ鳥､酉催飛ぶ

鳥､美人は二つの真珠を手にする｡幾たび鳥が雛を生むのを見たことか｣と唱った｡

町の金持ちたちが道人-の名を聞いて､酒を舞えて道人の所へたくさんやってきて､笛

を聞きたがった｡道人は彼 らのために一曲吹いてやると､寝転がって客を去らせよう

としたが､客が立ち去らなくても､寝て笛をきままに吹いていた｡客にこう語ったこ

とがある､｢笛に 『若山古弄』とい･う曲があるが､それは梅も揺 り動かし､蚊髄も呼

び起こすことができるo'しかし鈎天大人でなければ吹かない｣と凸
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この段では､｢鉄年 ｣の由来とそれにまつわる楽曲について語られるO 鉄笛は洞庭

湖か ら世土した莫部の剣を鋳造しなおしたものであるという来歴は､事実か虚構かを

問うよりも､そのような書き方が鉄笛の神秘性を強め､いわば物を聖化 していること

に注目すべきだ｡

晩年､同年友有以適才白干上､用玄腐物色道人千五湖之間､道人終不起o道人位硫

酸､､輿人交無疑二.一･錐病凶危坐､不敏文則弄札静､或理音楽｡_素不善突｡蓋､謂薬損

聞心､壷県人役､見即展墓｡至名山州､必登高遣挑､想見盲人風節暁達､-#常人所能

翠地 .輿永嘉李光先 ･茅出張伯雨 ･錫山塊墳 ･昆陽顧瑛薦詩文友o碧眺望帯環､清容

里帝倍､薦方外友｡其文有驚世者､有 『三史硫論』五千責了『太平綱目』二十策､『歴

代史銭』二百巻O詩有 『壊蓋曲』･『洞庭雑吟』五十番､歳干蛾樫山云｡

のちに､同年の友人のなかに道人を野の遺賢として天子に奏上した者があり､黒 と

赤の (招碑に用いる)布で道人を五湖のあたりに捜求 したが､道人は結局仕官 しなか

った｡道人はさっぱりした性格で､人との交わりにおいて疑 うことを知らなかった｡

病気で具合が悪い侍でも､文を読んでいなければlr筆を手にするか∴音楽を演奏 して

いた｡もともと囲碁や絵画は苦手で､囲碁はのんび りした気分を親なうものであ､り､

絵画は人に使われるものだと云っていた｡名山名川に行けば必ず登頂 して遠 くを眺望

し､古人の風節を想見し､その心の広さは常人には測ることができないものであった｡

永轟の李光先∴茅出の張伯雨､錫山の侃鑑､昆陽の顧瑛 と詩文の交遊を結んでいた｡

碧桃の豊である揮榛､清春の里である揮信 とは､方外の交遊を結んでいた｡_その文学

は世間を驚嘆させるもので､『三史統論』五千言､『太平綱 目』二十簾､『歴代史錬』

二百巻の件があり､詩には 『現台曲』､『洞庭雑吟』五十巻が あり､錬産山に所蔵 さ

れてーいる｡

1

推挙される地金を得ても､みこずか ち 官 に就かしない｡道人が隠逸者たるゆえんである.

文筆 と音楽を楽 しみ､囲･碁と絵画は噂まない｡四着いずれも文人の噂好の対蒙である

が､そのなかの二つは性に合わなか ったとするのは､隠逸者⊥般の噛みにそのまま当

てはめるのでな(二道人個卜人の好み､適性を】優先して述べているのであって､ここに

も類型に当てはめるより､この人ならではの特徴を記そ う とす る備向が うかがわれる｡

｢詩文の友｣(､｢方外の友｣.を挙げてその免 を記 しているところーは､白居=易の ｢酔

吟先生伝｣の記述をそのまま襲っている｡

賛Elt､有美人骨､冠錬英之琴窄､服兎褐之招環､震浦乏演骨､轍嵯之顛､噴 :陰呼陽

骨､履坤戴乾｡寓巌不作骨､全額於天｡其漆固t之倣更骨､繰山之蹄仙也邪｡
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肝にいう､美 しい人がいる､湾曲した鉄の葉由冠をかぶ り､ひら砂ちとした兎の毛

のうわっぼりを羽織っている｡窟浦 (太湖)の岸､鉄崖山の山頂､そこで陰陽の気を

呼吸し､足には地を践み頭には夷を戴いているo自然のあらゆる穴は昔を生ぜず､(笛

の音だけが)すべて自然の音を発している｡漆園の誇 り高い更､荘周であろうか｡ 樵

山の仙人､王子晋であろうか｡

｢鉄笛道人自伝｣はその人を端的にあらわす号によって隠逸者の生き方を措 く自伝

のパターンを踏♯している｡隠逸者の伝として書かれているに杜違いないが､しかし

そこにも時代による変化を或る程度読み取ることができる｡すなわち､従来の隠逸者

の自伝的言述には､隠逸者 としての類型に自分を当てはめよう､隠者の類型､規範に

沿 うことによって自分を確認 しようとする傾向が強く見られたが､世俗的価値とは別

の価値に生きようとするところ披共通しながらも､ ここでは自分自身の噂好､そして

志向がより顕著に見られるように思われる｡隠逸者として自己規定するよりも､自分

独 自の基準を正面に押し出しているのであり､そこには倫理的価値観から美的価値観

へ移行 しつつあるかに見えるのである｡換言すれば､隠逸者の昏伝の型を襲いながら

も､ここでは隠者から文人-という変化をうかがうことができる｡単純化して言えば､

隠者は許由を傭兵として体制への批判者であったものが､ 公的生活ヾ金的価値とは別

のもう一つの価値の発見となり､私的生活の喜びを享受し､その自足をい うも･のが隠

逸の文学となっていくという変転があるが､そこからさらに発展して公的世界-の態

度云々よりも自分個人の生のなかの喜びを追求していくなかで様々な噂藤を享受し､

さらにその趣味を磨いていくものになってい(､という展開が措けないだろうか｡明

代に至 っ て文人はいわば最盛期を迎えるが､元未明初に生-きた楊維横の ｢五柳先生伝｣

型 自伝はまさに隠逸者から文人-移行 していく過程を示 しているように思われる｡

二 宋藻 ｢自牛生伝｣

宋凍 上 三一0一一三八一)Iは明初の散文作者として知られるD 一元の代には龍門山

に龍もって著述に勤めたが､明に入って召され､『元史』編纂の主幹になるなど､｢開

国文臣の首｣と称されるにふさわしい顕官となづた｡多くの小品が由こされているが､

自伝的な文 として F白牛生伝｣がある｡

白牛生者､-金華潜漢人､宋姓凍名o嘗騎白牛往索漠上､故以白牛生目之o生躯幹痩

小､細目而硫乳 性多勤｡

他無所噂､惟攻撃不怠｡存詩心 ･著落書六躍､ 輿人言亦六臥 或厭其繁､生日､畜

舎此不畢也､六経其曜璽乳 一 日無則冥冥夜行臭p生畢在治心､道在五倫､白以薦至
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易至簡｡或笑其迂､生田､我其迂裁｡我若迂､孟子則迂之首臭｡生好著文､或以文人

栴之､則又牡然番田､吾文人乎哉｡天地之理欲究之而未轟也､聖賢乏道欲凝之而未成

也､一首文人乎裁｡或東学文､生日､英幸弟乎｡文則喜不知也｡生不肯千線､或欲挽乏

使出､生日､禄可干邪｡仕督蕪道謀､干之､私也血生安子義命､未常葉有所蔑｡或疑

其拙､生日､我契以天､不倉以人､是乃巧之大者､拙乎哉｡ 生某孔 ･顔之楽､如聴鈎

天之楽､如猿島蹄之金､言及之､手足舞蹄不巳O或以薦狂､生田､吾能知之､恨未龍

允路之､集其狂｡生幼参疾､常行服束法｡或諸其欲久生､生日､盗拓甚天､顔之甚寿､

子知之乎o或人不答､生日､鮭陰陽之和､以私一己服克美O浬畳元化､節宣四時､服

気乎｡生離貧､春菊常溢眉宇間｡或詰之､生日､吾内足輿也｡内既足染､無人非､無

鬼賓､｣得亦紫､失亦薬､我何憂哉｡生御悪衣粗僕､安之｡或慮其詐､生日､錦衣輿昇

服盛奇､暖則-｡糟威異存鞍固殊､飽則均｡何詐轟｡生不貴貴人､不貧貧人.或尤其

無別､生田､貴自費､爾輿我何加悪.購日賦､爾輿我何損蔦C生遇物以誠､三尺之童､

英之敢欺｡,或磯其同､生日､我道蓋如是 ､ 同不同弗知也｡生不事外枠 ､惟其草生甚謹O

或謂其報本邪｡生目､非惟報本也､以東感免｡吾先以之､外人何頭哉｡生多頭基衡 ･

賢守 ･慈恩諸家暮｡或誘其偏､生日､我経口之1兼官JE上之也J何其偏｡生昔情意詞適､

軌懸特暫千慮､親筆以輯範､隈目側耳聴､_自以鳥達制楽之原｡或笑之､生田､此茸梓

土鼓之遮脊也｡五青紫脅則未真｡生好著履登山､遇境勝慶注目弗揮｡或悪其癖､生日､

菩千倍香川色見三代精華､不忍舎也｡

生年四十有六､髪無自著 ､ 日坐一室中､.澄思終 日､或執筆立言､動以賢聖自期､其

中所存者､人国英能徹也｡適有蓋史貌生乏騎白牛者､生大笑､以烏得其異､敬白疏其

事如左卜目白牛生樽云｡賛目し､

生‥芸人也鼓｡言其文弗能華､言其道則又逸乎未之見也｡猶白話諸心､日､我畢古

人､我皐古人｡不亦惇且戻乎O

白牛生は､金華漕演 (漸江省)の人で､乗が姓､嫌が名であるOいつも白牛にまた

がって渓谷を行き来しているので､白牛生という名を称している｡生は体つきは小さ

く､細い目に薄いひげ､まめな人である｡

ほかには何も噛むことはないが､学問だ桝ま怠ることがない｡心にあるものも､書

物を著すのも六経であり､人と話すのも六経である｡あま りに頻繁なのをいやがる人

もいるが､生は了わたLはこれ以外に何も学んでいない｡六経は太陽そのものであろ

うか｡ 一目でもそれがないと､真っ暗で夜中に道を歩くようなものだ｣と言った.生

の学問は心の修養であり､道は五倫のなかにあって､これほど簡単でやさしいものは

ないと思っていた.-その迂遠 さを笑 う者がいたB(『論語』L子路篇､子路日､有是我､

子乏達也､薬其正｡)生は言った､｢わた しは迂遠だろうか｡わた しがもし迂遠なら

ば､~孟子は迂遠 のかしらだ｣D生は文をト音 (のが好きだったので､｢文人｣と呼ぶ人

がいた｡ずると色を変えて怒 り､｢わたしが文人だろうか｡天地のことわ り･を究め尽
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くそ うとしてまだできず､聖賢の道に集中しようとしてできない､わたしは文人だろ

うか｣ と言った｡文を学ぼうとする人がいた｡生は言った､｢孝弟だろうか｡文はわ

たしは知 らない｣ ｡ 生は俸禄を求めようとしなかっーた｡引っぼ り出して出仕 させよう

としたAがいた｡生は言った､｢俸禄は求めるものだろうか｡出任は道のために謀る

べきものである｡それを求めるとい うのは､私心である｣.生は義と命に安ん じてい

て､みだ りに行動を起こさなかったOそのったない生き方に疑問をもつ八がいた｡生

は言った､｢わた しは天と一体 となっているのであって､人と合わせている由やはな

い｡これ以土の巧はなく､劫 であるはずがない｣｡

彼は孔子 ･顔回師弟の幸福な関係を思慕 し､天上の音楽である ｢鈎末広楽Jを聞い

た り､馬蹄形の金塊を手に入れた りしたかのように喜び､そのことに話が及ぶ と､ 手

足が踊 り出 して止まらないのであった.それを頭が変だという人がいた｡彼は言った､

｢わたしには分かっていて､本当に足を騰んで踊ることはできないのが残念だ｡それ

を碍神異常といえようか｣｡

彼は幼い時から病弱で､道家の呼吸法を実践していた｡長生きしようとしているの

をそ しる人がいた｡彼は言った､｢盗拓 は非常な若死にで､顔回･はたい･>んな長生き

だ､とい うことを知っているか｣｡人は答えられなかった｡彼は言った､｢陰陽の調･

和 した状態に穴を通 して､自分一人の呼吸法を己れのものとする｡万物を載せて､ 噂

間のなかで抑えた り出したりす.る､それが呼吸法ではないか｣｡

彼は貧乏であったが､嬉 しそ うな様子がいつも顔にあふれていた｡それを詰問する

人がいると､彼は言った､｢わたしの心 の内部は幸福に満ちてJいるD内部が幸福で満

ちていれば､非難する人もいないし､安める鬼もいない｡得るものも幸福であるし､

失 うものも幸福だ｡何も悲 しむものはない｣｡

彼は粗末な服を着て貧 しい食事をしていたが､それに満足 していた｡それ をまやか

しだと考える人がいた｡彼は言った､｢錦の衣も草で織った服も珍 しいが､暖かいと

い う点では同じだ｡酒のかすやぬかは八珍の一つの淳無と違 うものだが､腹一杯にな

るという点では同じだ｡ どうしてまやかしなどしよう｣｡

彼は身分の高い人も尊ぶことはせず､貧 しい人も葡芝だとみなさなかづたoその区

別をしない三･とをそ しる人がいた｡彼は言った､鳩 人はも･とも･と貴人なのだから､

君やわたしが何を加えよう､｡購入はもともと購入なのだから､君やわたしが何を減 ら

すことがあろう｣｡

彼は誠実な態度で人に会い､三尺の子供であっても､だまそ う-とはしなかったo子

供も大人と同じように扱 うことを非難する人がいた｡彼は言った､｢わたしのや り方

はそもそもこうい うものなのだ○同じか同じでないか柱･わた しの関知心 ないこと
亡

だ｣｡

彼は外の神々を祭ることはせず ､ 生きている^に謹厳に仕えたB天地 .祖先の恩に

報いているのだろうかと言 う人がいた.彼は言った､｢天地 十祖先の恩に報いている
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だけではないo寿によって気に感 じているのだO わ放 しは最初からそうしている.よ

その人には関係がない｣｡

彼は朝廷を担 う宰相や優れた地方官､仏毅の諸家の本をた くさん読んで叫､た.その

読馨が偏っているのをそしる人がいた｡彼は言った､｢わたしはそれを口にしてはい

るが､.まだ心に葦で達していない｡偏 りがあるとはいえない｣｡

-彼牲気分がいい時には､古代の楽轟､特磐を木に掛けて､一 百分でささらを撃って､

/El を閉じて耳をそばだてで聞き､音楽の根源に達しでいLると思っていた｡それを笑 う

人がいた｡彼は言った､｢これは章梓や土蔵を思わせる音だQ玉音がにぎやかに合わ

さる･のは音楽申末端だ｣｡′⊥

彼は木靴を履いて山に登るのが好きで､景色のいい場所に出会 うとじっと目を凝ら

した｡-その癖を悪 く言 う人がいると､彼は言った､｢わたしは山や川の姿に三代の精

華を見ているので､棄てるにしのびないのだ｣｡

彼は四十六歳になるが､髪に白いものはなく､毎日一室の中に坐T5'て､一終 日沈思黙

考t,そいる｡隼を手にも,のを書くこともあり､行動は賢聖を理想とし､心のなかにあ

るも甲は､他人には理解できないDたまたま掩掃きが彼の白牛に乗っている姿を措い

たものがあった｡彼は未いに集って､ 自分の真実の姿を捉えていると考え､そこで左

に自分のことをあらまし記して､｢白 年生伝｣としたD敏に言 う ､

彼はでたらめな人だろうか｡曹くものについて言えば文章になってい⊥ない し､道に

ついていえば荘藻 として理解できない｡それ車 も 自 分で心に向かってつぶやいている､

｢わたしは古人に学ぶ､わたしは盲人に学ぶ｣ と｡道にもとり､背いT-いるのではな

い か D

本文中に書 うように宋渡四十六歳の作であるとすれば､元の至正一五年 (-一三五五)

にあたり､ま二だ出仕する前のことである｡後年､新たな王朝に重用唱れることになる

と性 自身も思ってもいなかったであ′ろう市井の一読著大が､どのように 卦己を語って

いるか｡

例に-よってまず伝の各付け､すなわち号の-いわれから説き起こしているが､白牛は

末尾近 くにもう一度語 られでいる｡､｢其の真を碍た り｣と言 うように､自牛にまたが

った自分の姿こそ､自分の本質を象徴するものだというのである｡それは無官のまま

逼塞する読書人を形象化 しているものであろうか｡ 無位無冠の田舎暮らし､それが少

なく とも一三の時点に'おいて栄藤がみずからを規定した姿であった｡ ー

｢五柳苑盤伝 ｣型自伝が常にそうであるように､ ,これも栄藤の実体を描き出すとい

うより､彼がかくあLり･たいと思う姿を措く.ものである√｡そしてそれは儒家の典範にほt

かならない｡｢亦た障 り且つ庚かざるや｣ と､あたかも自分が儒家に背理するかにい

うけれ ども､全体としては通俗儒者に非ざる儒者たることを標梼 しているのである｡

そして典範にかな.う人物 として己れを把握するところにはヾほとんど個壬性というも■の
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は見られない｡この型の自伝ではこうした典型が多少のヴァリエーションを伴って繰

り返されているに過ぎないのである｡本文の記述のなかに栄藤のみに関わる具体的､

個別的な記述が冒頭の籍貫と姓名以外にはまったく見られないことも､規範をそのま

まなぞっている印象を強めている｡従って人物伝､ないし自己表現の伝としてはほと

声 ど新味はない｡来嫌が規範通 りの人間像を措いている?軌 これが世に出る前に書

かれていることと関わるだろう｡世の求める人物にふさわしく､儒家の典型 となる人

物形象を己れの姿として措いているのである｡

楊維横 と宋嫌 という同時代の二人の人物の自伝が三のように異なるのは､二人の文

学者 としての資質の違いとともに､出任の後に書かれたか前に書かれたかの違いも考

慮 しなければならない｡すでに官を退いた楊推楯の場合､隠逸者の生き方を語る伝統

的なスタイルに沿いながら､そこに時代を反映して､嘩者から文{へという移行が見

られ､仕官を前にした宋漆の場合は､｢儒家の典範通りの人物が措きだされる､といっ

たよ･うに､二つの自伝は鮮やかな対比を示している｡



ⅩⅢ ふつ うの人の一生

-一文元発 ｢清涼居士自序J 一 一

この章で見ようとする文元発の自伝的作品は､~歴史上これ といって名をのこすこと

もを(､文学のうえでもことに注目されることもない､つま りはごく平凡な-読書人

がその平凡な人生をみずからたどった記録である｡中国歴代の自伝的書道を見る際に､

ややもすれば著名な士人の作品ばか りに目が奪われてしまうが､そ して実際古い時代

ほどそうした人物の作でなければのこりにくいとい う事情もあるのだが､中国人の自

己常時､自己表現のありかたを探るうえでは､ふつ うの人のふつ うの人生の記録こそ

身重ではないか｡摩滅 しやすい平凡な人物,平凡な人生こそ､実は大多数の中国の士

大夫の姿が反映しているであろう｡

この時期に至って､文元発のようなふつ うの人の自伝があらわれたということは､

文献の数量が圧倒的に増加するといった時代の外的要因だけでなく､文学自体が成熟

して突出した作品以外のものも許容するに至るということにも由るであろう｡

文元発の生卒年は一定しないO-五二八二 ?とするもの (『名人伝』)､一五二九一

一六〇二 とするもの (『明人自伝文紗』)､などがある｡この時代においてなお正確な

生卒牢を確定できないということは､彼が著 しい事跡をのこさなかったことを物語っ
し ひ

ている｡字は子俳､号は湘南､のちに清涼居士｡長洲 (江蘇省呉県)の人､･･････と記

すよりも､われわれには文徴明の孫と言われた方がわか りやすい｡｢清涼居士 自序｣

はその文元発が六十歳になろうとした年に記 した自伝である｡明一代の高名な文人の

孫 として生まれた平凡な一士人の人生を､彼 自身の記述を通 して追跡 してみよう｡

- ｢清涼居士自序｣その一一一父祖の記録一一

居士姓文氏､藻成都守翁之後｡五代時有薄暗者､日成都徒鹿陵､寄居荘京島帳前指

使 ･軽車都尉｡重宋淳無間有宣教郎賓､葦時之後也｡烏衡州教授｡子孫占辞薦衡山人.

十一世祖､元金紫光禄大夫某o金紫之孫日俊卿着任元季薦鋸遠大将軍 ･胡席管軍都

元帥､凧金虎符蝶武昌｡入歯朝授州衛干戸｡鐸達大子､長子定開従高皇帝平償漢有功｡

授飛騎尉､荊州左護衛｡千戸賜金練塀衣｡改名添龍｡建文中没於兵｡子森岳錦衣衛｡

千戸詞徐州衛｡今徐州之族是也｡第三子定聴以武臣子入侍､署散騎舎人｡薦都指揮葉

木輩痛､従業徒杭o生包子､其伸子富婿於蘇張苧遠氏､国留屠蘇､寅長洲人｡居士五

世祖也｡始講書英文､障居不仕､教授郷里､人席存心先生｡

存心生凍一水府君詮故､中成化乙酉郷試､授易州疎水教諭｡以子貴く初贈軟禁太僕寺

丞｡再婚少卿｡少卿生三千｡ 長温州府君寵林､成化壬辰進士､仕終温州知府｡居士骨
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祖也 次中丞府君詩森､成化丁未進士､仕至都療院右愈都御免 又改頁生府君彬､以

年資雇商都､兼任而卒｡文民世武弁､白少卿公奮起科 目､生三千青草通臥 娘徳屈儀､

望於昔世､託今衣冠砲架代不乏人､皆我存心府君賓肇基君｡可忘所自龍｡

温州府君生我祖翰林府君藷徴明､世暁衡山先生､道徳完粋､名車宗主｡生王子､長

即我考博士府君轟臥 仕終園子監博士､津撲虞純､和光物外､_生乎至行､盲人所難･､

輿弟和州府君嘉 ･祝峯府君蓋､友愛無間､而人倫無籍､寛不能外需｡各有停軌 批挿

入蝶氏､生二子､長盛上林録事肇社､次即居士｡

居士は姓は文氏､漠の成都守であった翁 (文翁､『漢書』巻ノし九)の子孫である｡

五代の時､詮が時とい う者がいて､成都から鹿陵に移 り､後席の荘帝に使えて帳前指

使 ･軽車都尉 となった｡束の淳無年間に宣敏郎の舞という春がいたが､それが文時の

子孫であった｡衡JJll教授 となった｡,子孫は衡山の人 として戸籍を.もうた｡

十一世の祖先は元の金紫光線大夫の某である｡金紫の孫の俊卿 とい う者は､元の終

わ りに出仕 して蝶遠大牌軍 ･胡斎管軍都元帥となり､金虎符を腰に帯びて武昌を治め

た｡明朝にAって州衛 干戸を授けられた｡鋸遠には六人の子があり･､長子の定関は高一

皇帝 (太祖朱元嘩)に従って償藻の平定に功按を挙げた｡飛騎尉､荊州左護衛を掛 す

られた｡ 千戸の食封で金練塀衣を賜った｡添龍 と名産改めた｡建文は途中で戦死 した｡

子の意は錦衣衛 となった｡千戸の食封で徐州衛に移った｡今､,徐州の同族がこれであ

る.第三千の定聡は武臣の子弟とい うことで朝廷に入 り､ 散騎舎人に任 じられた｡都

指揮の葉木賓の婿とな り､葉に従って杭州に移った｡四千を設け､その中の子の藩は

蘇州の張軍遠氏の婿 とな り､蘇州に留まって長洲 (江蘇省)の人となった｡居士の五

世の祖である｡始めて学問を修めて文筆を仕事 とするようになり､仕官はせずに､郷

里で学問を教え､存心先生と称された｡

存心は凍水府君､藷は鉄を生み､成化乙酉の年 (一四六五)の郷講に合格 し､易州

淡水申教諭に任 じられた｡子供が高島な身になったために､最初は軟禁太僕寺垂を贈

られ､次には少卿を贈 られた｡少卿 (文洪)は三人の子を生んだ｡長男は温州府君 ､

諒は林で､成化壬辰の年 (一四七二)の進士となり､官歴は温州知府で終わった｡居

士の曾祖父であるQ次男は中丞府君､藷は森で､成化丁未の年 (一四八七)の進士 と

な り､官歴は都蕪院右愈都御史にまで達 した｡次は貢生府君彬で ､ 年齢 ･資格によっ

て礼部に推挙されたが､仕官 しない うちに亡くなった｡文氏は代々武官の家柄であっ

たが､少卿公 は 洪)から科挙に奮起 し､三人の子を生んで官歴 ･学問･ともに顕著 と

な り､名門と婚姻関係を結び､当世野望族 となり■､今に至るまで#L顕な地位に昇る人

が代々絶えないが､それはすべて存心府君がその源となっている･のである｡ 由来を忘

れることはできない｡

温州府若 く文林)はわたしの祖父､幹林府君､詮 は徴明を生み､衡山先生 と呼ばれ

た｡徳行は完全であり､名教の宗主であった｡三人の子を生み､長男がすなわちわた
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しの父､博士府君､藷は彰である｡官歴は国子監博士に終わった｡朴訴純粋な人柄で､

世塔の外で穏やかに生き､生まれながらにして徳行を備えていたのは､古人も困難 と

したところであり､弟の葡L州府君嘉と祝盤府君墓と､隔てなき友愛を結び､そして人

倫の規範 とな?ていたことは､書き落とせないことである｡それぞれに伝があるD 母

の銭缶は､二人の子を生み､長男は上林録事の箪祉であり､次男がすなわち居士であ

る｡

人物伝の体裁に則って､父祖の記録から始まる｡具体的になるのは元の文某あたり

からで ､ それ以後代々武人の家であったのが､明 ･成化年間の文浜､存心先生以後､

科挙を経て仕官するようになったという｡文人官僚に転化 しそいく過程が記されてい

るところが興味深VYoその最初の人である存心先生文洪は郷試合格に止まるが､次の

世代から進士となり､さらに蓄積を経て文徴･明が生まれ る｡有名怨め.はもちろん文徴

明であるが､文徴明の三子のうちの長子､文彰1 そし由｢次男が文元発であったo

この-詳細な家系の記録を通親 して気づくことば､予想に反 して文徴明についての記

述が少なTいことである｡詳 しいの柱当然ながら父である文彰であるが､文彰以上に武

から文-の転換を作った文淡についてこ~と~に華を費や しているO

父についてのみ､｡その人柄まで記されているが､それも四字句を並べた､類型的把

軽にすぎないo生身の人の姿が浮かんでこないのである｡文元発の自伝は､このあと､

自分についての.記述に際しても､概念的把握､類型的表現を免れない｡それが乗出し

た表現者 となりえなかゥたゆえんであろうが､そ うした型 どお りの枠を透かして､個.

人の,映像を捉えることに努めなければならない｡

二 ｢清涼居士自序｣その二一一出生 と幼少時代一一

家系に続いて､自分自身の｣記述に移るが､始めにごく簡単に自L分の名 ･字､そしで

号が記される｡

居士名元費､幸子俳､し背任烏新江金華府浦荘鮪知願｡五年､隆河南衛糎府同知､兼

上､以病乞休､敦仕蹄､百戟清涼居士｡

居卦は名は元発､字は手俳､漸江金華府清江牌の知醇と■して仕官したことがあった｡

五年 して､河南衛輝府由同知に昇進 したが､着任すく右前に､病気を理由1こ辞任し､､致

任して国に帰 り､自ら清涼居士と一号した｡

ここに記されたごく短い官歴轄1r清涼居士 ｣ という号を言 うための前置きであ

る｡ 自伝的吾述が隠逸者の立場から書かれるという因襲はここにも伝えられている｡
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｢自序｣のなかほどには官界生清について､かなり詳しい記述が挟まれているが､し

か_L全体は官を退いたあと_の立場から発したものであり､清涼居士の生き方も隠逸者

として規定されている｡

居士生有至性｡初博士府君以意趣高朗､不屑生産､家食甚､至乏薪水代算之人｡銭

揮人方病､居士年六歳､即自社祖母呉安入所真実､乞倖人露髄粥以供鎮揮人､｡呉安

人亦鳥之巽｡鏡捕人魂時､居士方九歳､伏戸踊群､自始死至簾､三 日夜不離戸側､亦

不板野｡迫浴戸既､俗云､若親子飲操水音､即死無地獄之苦､居士貼附盆飲水 ､ 職者

成異之｡時祖母呉安人以高年勧勤､居士既喪母､幼又屡弱多痛､内外親濃莫有顧之者｡

唯其額王碩人鳥之蹄晴鞠育､極其柑循､寒瞳飢鉄､莫不周至､蓋不待上林公乏詔而然

者､故其毅也､居士焦之期以報之D事後母接請人､時尚童稚､然曲意宛稗､哀銑挿某､

若成人然｡楊掃人雄性戯辛､亦薦少罪其威也｡

居士は生まれながらにしてすぐれた性質を備えていた｡もとも_と博士府君 (父､文

彰)は心ばせ気高く､生計にこだわらなかったので ､ 家ははなはだ貧しく､飲み食い

や下働きの人にも事欠いていた｡鏡蒲人 (母)が病気になった時､居士は六歳であっ

たが､すぐに祖母の呉安人の所へ行って､-人に頼んで粥を作ってもらって銭挿入に食

べさせるように泣きながら頼んだ｡呉安人もそれを聞いて泣いたのであった｡銭挿入

が亡くなった時､居士はちょうど九歳､連体に伏して足を踏み胸を叩いて悲しんだ｡

亡くなってからか りもがりするまで､三日三晩というもの連体のそぼを離れず､泣き

声を止めることもなかったo遺体を洗い終えると､俗に F親子の間で洗った水を飲め

ば､死んでも地獄の苦しみはない｣_という言い伝えがあったので､居士はそこでお盆

を辛にしてその水を飲み､それを見ていた人はみな奇特なこ とだと思った｡その時､

祖母の呉安人は高齢で体もきかず､居士は母親を失ったうえに､体格も弱々しくて病

気がちであり､内外の親族のなかに日を掛けてくれる人がなかった｡ただ兄嫁の王碩

人だけが暖かく世話をしてくれ､はなはだかわいがってくれた｡衣食のありさまにも､

行き届いためんどうをみてくれたBそれは上林公 (兄､文肇祉)の言いづEHこよって

そ うしたというものではなかった｡それゆえ､彼女が亡くなった時には､居士は一年

の喪に服 してこれに報いた｡継母の楊挿入に仕え､その時娃まだ幼かったが､細やか

な心遣いができ､実の親に対するように泣いたり･慕ったりし､一人前の人のようであ

った｡楊濡人は厳格な性格の人であったが､そのためにいくらか厳 しさを抑えたので

あった｡

幼年期､九歳で母を失った記述を中心に F居士｣の人となりが述べられているが-,

ここに措かれるのは孝手伝さながらの模範的･姿である｡日暮句を中心とした定型的な

言葉使いが､実像を遮断してしまう｡凡庸な表現者にとっては認織も表現もこうした
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枠組みのなかでしか行われるほかないということを示すかのように｡具体的な逸話と

して帯されているのは､｢操水を飲む｣一件があるが､これも一つの美談として全体

のなかに収まっている｡

とはいえ､こうした輩の合間からも､継母にはつらく当たられた様子を蕪すること
力さ

ができる｡｢楊誇大は性 藤平たると錐も､亦た岳に少 し(其の威を辞むる也｣､こ

うした書き方の向こうに実体を汲み取 りながら読むほかないのだろう｡

但自助 国 鏡揮人多病､日不離側､既鎖捕入浸､零汀哀苦､遂至失拳｡ 年十五始末就

外借､従大席春子大先生受春秋章句､清適大義､文不肯尭習 ｡ ,未幾､博士和州二府君

倶密造在外､而待詔府君以盛徳窺名大蓋居家､賓客帝 額､凡鷹封延接､悉以属居士｡

即飲食起居停浴某履之微､非居士在側不適也0両居士所以先意承志以代博士府君之弊

者､亦碑力鳶｡

ただ幼い時から銭揮人が病気がちであって､一 日としてかたわらから離れることが

なかつ-たし､また銭清人が亡くなったあとは､ひとりばっちで悲嘆に沈んでいたので､

勉学の機会を失ったの･だった｡サ 五歳の時に柱じめて先生に就くことができ､大儀魯

子大先生に師事して春秋の章句を授かり､大体の意味には通 じたが､さらに極めよう

とはしなかった｡ほどなくして､博士府君 (､父､文彰)と和州府君 (叔父､文嘉)pの

二人がともに外地に赴任ずることになり､任命を待つ府君 (祖父､文徴明)が高徳､

盛名の長老 とじて家にいて､来客が殺到したの_で､その応対 ･会見は､すべて居士に

蚤ねられた｡ _すなわち飲食起居＼湯上がりの着せ香え､靴の紐結びの壌事も､居士が

かたわらにいなければ不都合なので あった｡そして居士は言われる前に気持ちを汲み

取って博士 (父)の仕事の代わりを務めることにも､また力を尽くしたのだった｡

病気がちな実母の世話､その死後の悲痛､祖父の身の回 りの世話など､｢孝｣を尽

くしながらもそのために勉学の機会を失した幼少年時代めことが記されている｡文徴

明という著名な人物を肉親 にもったことによって､いわばその犠牲になぅたことにな

る｡名だたる人物の陰になってしまった普通･の人物の記録として､興味深い｡

p 一三 _｢清涼居士自序｣その三--出仕一一 .

牢弱冠､被選薦郡畢弟子員｡昔共時､草本面牌､勤非整壁､乃韓軒高等､人方以馨

老日之､而白亦不知其搾也｡坐是滞干場屋者垂三十年､紀子無成､是豊満其命之不達

戟 .年 四十週穆宗蹟酢､ 詔天下貢土市限資改名恩償｡時郡守永年葉公園無､謂居士宜

選､ t 薦之於督畢麻城周公弘祖､遂以居士鹿詔｡ 同選者吾蘇十人｡十人中巳大半奮甲科

蕃撫仕､而居士再斥｡丙早復下策｡嘆.田､書生鳥商議者束縛哉｡造化小鬼､弄非一人｡
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因投輩 自集日､他生兼 卜此生休免

二十歳の時に､州学の生見に選ばれた○その時は勉学はもともと壁を見つめる･よう

に一心に努めるものであるが､湊の匡衝が壁に穴を開けて隣の家の光を盗んで本を読

んだような努力はしなかった｡それでも試駄となると優等であったので､人は卓越 し

た人物 と見なし､そして自分でもそれが間違っていることに気づ かなからた｡そのた

めに受験生のまま三十年を過ごすことになっが､結局成就することはなかった｡ 自分

の運命が拙いというだけではなかろう｡

四十歳の時に､穆宗が即位 されると (一五六七年)､恩貢 と称 して資格や年次に限

らずに士を推蕗するようにという詔を全国に発布 した｡その時の州知事は永年 (河北

麻城 (湖北省)の人､周弘祖公に推薦 し､そこで居士を雷に応 じさせることになった｡

同時に選ばれた者はわが蘇州に十人いた｡十人のなかの大半は甲科に合格 して厚い禄

を得たが､居士は二度落とされた｡丙子 (神宗 ･万暦四年､ 一五七六)の年･にまた落

第 した｡｢私はつまらない者に縛 られるような人であろうか.造物者は子供がいたず

らをするように､私一人をいじめるのだろうか｣と嘆いてみたが､そこで輩を投げ捨

てて､｢来世はわからないが､今生は終わりだ｣と笑ったのである｡

郷韓に受かったあとはすべて落第 した試験について語る｡自己形成期の家庭環境に

恵まれなかったことなど､外的要因に併せて､自分の怠慢と思い上がりについても記

している｡また一方､そのような試験制度のせせこましさに自分は合わないのだと言

ってみた り､造物者を持ち出してみた り､人生を見限ってみたり､この時期に無数に

いたであろう落第者の千々に乱れる心を綴っている｡

丁丑遂謁選､遠投漸之清江｡浦島折衷巌愚､地癖民司､好同書許､国圃常備､而症

税政他 邑盛最D居士至､聞共架､欲襲其俗｡時盤州五公懸徳守金華.､-名能知人､亦慎

許可､見居士謂其僚佐日､｢文子非首里才也｣｡居士亦見王公可停以立寄 ､ ･遂請閉園.

歴陳願弊事数十俵｡王公報可､居士即以次行之､執法不少阿｡鯨初大辞日､｢老責生

潤身巳耳､乃瞭瞭耶｡,%審豪大家､毎持鮪事､鯨官至､先以利嘗之､不可則以勢劫之､

又不可､則許之於上､而揖去之｡以故牒官稗下着遂食其餌､ 断断者不得等罷｡居士-

縄之以法､莫所縦帯､而寮繋之徒1即走金陵勝算鳶｡菅江陳公我渡､時慮甫司空､蓋

先撫南故知居士者､特致尺一飯居士｡有日､｢浦故 司 償 ､善許官吏､韓鳳橋 ･許益斎

以甲科盛望､被浦民笹告､至軌 雨府食間｡足下幸裁廉廉､恐有挺而走険者､不可無濡

尾慮也｡居士報之云､申積以有欲不剛､孫賓困受嘱色粗､不肖幸免此二者､破柱剥鼓､

彼何人裁｡藷豪圃之､蓋終居士任不敢出一撃也｡其他候牢､志在必行､寄集而衆不壊､

賦税視他邑乃更阜完､獄訟希減､盗賊犀息､民大安鳶｡而薩身苦換､終始一臥 即始
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之辞且墳活着､莫不拙服｡歴任五年､亦有一二事可奮､別有記載､｣然雅非居士志､甚

不復賓｡三載考臥 例得恩典､於是先父母祖母二質入皆得贈仰､垣鐘廃車､奮立黄土､

幸美幸美｡

､丁丑 (万暦五年､一五七七)､とうとう試験に合格 して､軒江の清江に任官されたD

清江は漸東の要衝の地であるが､地味は痩せて人は悪く､･争い事や暴き立でるのを好

み､牢屋はいつも満員であった｡そうして脱税は他の町に較べて最たるものであった｡

居士は着任すると､そのあらましを聞き､風俗を改めよう_とした｡その頃､理州の
おうEfうとく
王懸徳公が金華の知事をしていて､その名声は人に知られ､また軽々しく認めない人

であったが､居士に会 うとその部下の者に､イ文氏は田舎の村長程度の器ではない｣

と語っ｢た｡居士も王公は信宿 し~て仕事ができる人だと思い､そこで閑な時に面談を求

めてその折 りに県内申弊害を数十条､並べ立てたのであJる｡王公は許可したので､居

士は早速順次実行 し､ .少 しの手心も加えずに執行 したO県では当初大騒ぎになって､

r老貢生が自分のためにやっているだけだ (と思っていたが)､心のきれいな人だ｣

と言った｡県の中には豪族がたくさんいて､常に県の仕事を握 り､･県官が至ると､最

初に利で釣って試 し､それがだめなら力で脅し､それでもだめなら上の者に暴き立て､

でっち上げて追放 した｡ そのために県官のやや下の者はその餌に食 らいつき､きっぱ

りした態度を取る者は任期を全うできなかった｡居士は一斉に法にかけて正し､勝手

に許すことはしなかった｡ーそして実に多くの人力㍉ 金陵に逃げて誹譲したのだった｡

晋江 (福建省)′の人陳我渡公が､当時南司･空 (南京の工部尚書)であったが､彼は

以前に南散を､治めて居士を知 っ ている者で､わざわざ書静を寄せて居士を諭 した｡そ

れには､｢藤は古 くから悪賢い風俗の所で､官吏をよくあ_ざむいた｡韓鳳楠､許益索

は甲科合格の声望があったが､浦の住民に密告され､丞相と御史の両庁に審問するこ

とになった｡足下は態度が毅然としているが､突出して危険に走る恐れなしとしない｡

危険な目.にあわないように配慮していなければならぬJと｡居士はそれに返事を出し

て､｢車板甘ま欲があって剛直でなく (『論語』公冶長篇に ｢千日､稿 也慾､蔦得剛｣)､

孫軒は上司から子供の教育を頼まれてがっJかりしたものでした｡私は幸いにこの二人

の.ようなことはありません｡ 後藻 ･李席は柱を裂いて犯罪者を逮捕 し､禰衝は裸にな

って鼓を叩いたとのことです｡こう.した人はいうたいどのような人物であったのでし

ょう か｣｡豪族たち_はそれを聞くと､居士の任期が簡･わるまで一言 も発七なかった｡

その他は箇条書きにして､その意志があれば必ず実行Lした｡そ うした輩が増えると､

大衆も騒がなくなり､徴税はほかの町に比べてもーより早(集まるようになり､訴訟騒L

晋は希にな竹､盗賊はな(なり､人々は大いに安堵 したのだった｡そして身を修めて.

換を守 り､一つの節義を貫いた｡すると始めに騒いで違法を行っていた者たちものこ

らず屈服したのである.五年の在任中には､-‥この記すべきこともあるが､ほかの

所･に記載しているoLかしそれは居士の志と性まった(違うことなので､ここに.はこ
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れ以上紫言 しないO享年の勤務評価では､慣例通 りに恩典を得た｡こうして父と母 ･

継母の二人も恩賜を捜かった｡擬かしい天子の文香が､墳墓にまで降ったことは､あ

りがたいことである｡

地方官時代の自分の功旗についてみずから記す｡すでに文天梓の事跡を見てきたわ

れわれ樗とって杜､ここに記されているのは､小さな官真の小さな満足であるかのよ

うに映ってしまう｡とはいえ､事の大小を措けば､いずれも ｢剛直｣をもって己れが

実践したということを誇るという点において変わるところはないともいえる｡儒家の

徳 目が上から下まで支申してい草のである｡実際に文元発がどのような仕事をなした

かではなく､こ甲ような類型に合わせて人は自分を描きつづけたことが重要なのであ

る｡

居士在官錐有賢撃､然世局時情､牧童資格､不爽秋竜､而居士素硝直､不能輿時挽

仰｡初居士鳥青韓時､輿今相君申公有筆硯之膏､申公既貴､ 時居士尚豪食､申公頗薦

推穀｡及有浦江之溝､即謝相君田､文生年職四十､得懸閣下之塵､受一命島民社主 ､

自今 日以往､故不敢以不肖乏身累閣下､負夙昔之知夫｡然而相君子故着意甚不蒔､毎

部使臣及監司重新着､多以居士薦託｡世無隻眼､遂以此鳥特命重也.両胸瞭然諦開示

恩､情嘩百出､殊鳥 可厭｡甚至有欲布其私者､先乃令人草披長短､撃言按劫､両棲尭

薦之於朝以薦徳｡居士浩然申､｢嵯呼､文生束髪諌書､､家世名徳､生平自訴､亦欲乗

時少阜以不負初乳 而運骨不達､僅以老貢生微天子之命､得一邑如斗丸 顧不待韓首

廉荘､而嗣 蹄韓下､誰琴監事歳｡_カ欲以提柏緩故人満額､稚 自卜無下､其若先世差何｡

合有衛輝之命.､田得解蹄､遂移疾圭疏乞骸骨､蒙唯以薪衡敦仕｡居走時年巳五十四臭｡

居士は在任中僧評判 力 華南 かったが､世の情勢は官異の資格を測るのに･少 しの違い

も許さなかった｡そして居士は√もともとばか正直な人間.で､世間に合わせることがで､

きなかったO初め､居士が生員であった頃､令相君申公と文筆のよしみが奉った. 申

公はその後身分が高くなり､その時､居士はまだ無官の身であったが､申公はしきり

に推挽 してくれた｡清江に任命されると､相君に謝して､｢某生は年齢が四十歳を越

え､ー閣下の霊のおかげで､民の主を拝命いたしました｡今 日以後臥 不肖の身をもっ

て閣下を煩わせることなく､宿昔の恩に背くことはいたしません｣と書いた｡しかし､

相君は旧知に対 して冷淡ということがな(､各部局の使者や監察官が手酌こ来る者にい

っも居士のことを頼んだ｡世間はよく見ているもので､このために県令から重んじら

れることになった.そしてや･さしく時にお礼を求めたり､様々な態度を見せ､それが

ひどくいやであったOひどい場合には自分の評判･を広めようとするものもいた｡まず

人に長所短所を集めさせ､評判を調べて､そうしてからそれを朝廷に徳を備えでいる

人として推挙す尋のである｡居士特萱草と言った､｢ああ｡文生峠子供の頃か ら勉学
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に励み､家系代弁の名声徳行を､常日頃から求めてきた｡そしてまた機会に乗じて身

を捧げ､初志を遂げようと患った｡しかし運命はったなく､わずかに老貢生の身で天

子の命を恵まれるだけで､一斗ますほどの大きさの町を得ただけであった｡大きな街

路で頭を上げることもできず､車のかじ棒の下で身を縮めているだけでは､誰が車を

見分けられることができよう｡そこで美しい服で旧知の人の顔を暖めようとしたが､

駄馬の身であってみれば､先祖に顔向けできない｣｡たまたま衛輝 く河南省)に任命

する辞令が来たので､それを磯に辞任し､結局病気を理由に辞職した0

周囲の人由ねたみから官を止めるに至る経緯を語る.ごこでも百分の落ち度につい

てはまったく記されず､そもそも自分にも非があっためではないかと省みようとする

態度すらない｡自分の身に起こった不幸な事態に際して､周囲の他者に垂由を見つけ

るのは､中国における自己の記述の決まったかたちである｡正と邪がそれぞれ自己と

他者 とにはっきり二分されるのがその特徴である｡その意味で新味はないのだが､ し

かし失墜に至る経緯が自分の経験に即して具体的に記されているところ柱､叙述をそ

れほどに詳 しく､実際の･細部に至るまで書かれるようになるという､時代の成熟であ

ろう｡

居士始欲蹄､有同官輿居士厚着新連 峰公均 ･高安蒋公備 ･同安黄公文析爵居士課目,

｢若家寮費､今貯何以鳥半口計o且以-老郡丞在家興部使監司相輿､示無世簡慮耶｡｣

居士賢日､[労苦諸君､愛我良厚o然人各有心く､吾終不能以此匡匿者､両虎施於市見

前也｡柴桑翁英人薗冷菓｡況青白上世以束､田不満二項､屋底僅除風雨｡吾曾租寺温

卒於任､ 同官視其匪中､僅摩耗布鞄一件､鍍金守一園､書数十巻｡其清徳和此｡喜今

幸籍先人適:帝得免負載､有田三百畝､足以供朝夕｡草堂一匿､歳時伏膿､烹鶴癖酒､

足蹴備葬離.此其家不束.況山草野性､素無軒異意､間門自適､錐子平之累乗華､而

巳乎体臭｡｣

居士が故郷-帰ろうとした時､｢同僚で親 しからた新建の噛均､高安の苑偶､同安の

黄文柄の諸氏が居士のために､｢君の家はもともと貧乏なめだから､今帰ったところ

で十人の口をどうやって養 うのだ｡ それに､年老いた県の次官が､家のなかで部債や

監司と一緒にいるというのは､世間伴が惑いのではないか｣-と心配 して(れたO居士

は笑って､｢みなさんに心配~をおかけしました｡私のことを深 く-■思ってくだ さった｡

しか し人 の 鳳い-は様々です｡私は最後までこのつまらない身で､ -町の子供の前に背中

を丸めているものではありません｡柴桑翁 (陶淵明)は人が冷笑するのを笑いました｡

ましてや私は昔から田畑 は二頃もなぐ､屋敷はわずかに雨風を防ぐことがやきるだけ

でした.我の曾祖父 (文林)は温,)M)知事に在任中に亡くなりましたが､同僚が箱の
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なかを見たら､ただ生糸の緑の綿入れ一枚､金を施 した帯 1本､書物数十巻だけしか

ありませんでした.それほど清廉だったのです｡私は今幸いにも祖先の遭産のおかげ

で荷物を背負 う必要もなく､三百畝の田畑があヮて､朝晩食べるのに十分です｡草堂

が一軒あって､時期折々の祭 りには､煮物 .籍 ･まぐさ･酒､柔和を執 り行 うに十分

です｡これは家が貧しくないということです｡ましてや姿も性格も野人であって､も

ともと高位に就 く気持ちはなく､門を閉めて悠々自適しています｡雀漠の向長は子供

の碍婿を終え考と山に龍もったとのこと､私はそれはまだ済ませていませんが､後藻

の伸長銃は帝王の門に入ることより､私的生活に恵まれることを求めたとのこと､.敬

やその気持ちを伸びやか.にすることができます｡みなさんは私に窮屈な束帯をつけて

士大夫の後に付き従い､居 中をうろうろさせて､そうしてから文生は重いとするので

しょうか｡それ時もうこりごりです｣と答えた｡

文元発の ｢帰去来辞｣である._ーここでも辞任を思い留めようとする同僚たち､それ

に答える文元発､いずれにおいてもまず取 り･上ぼられているのは､官を辞したあとに

暮 らしていけるか否かという生計の問題であって､そこに生帝の具体的な側面がこう

した言連のなかにも入 り込んできている=.とがわかる｡そこに時代のしるLを読み取

ることができるにしても､隠逸を志向する精神的な面については､陶淵明をはじめと

する過去の代表的隠逸者の言辞と思念がそのまま引かれ､それに同化しているだけで

あって､これといった新味は見られない｡｢自序｣全体を通して､ この作品を価値づ

けるような新たな観念の展開.はまずみられないといってよいだろう｡ それが平凡たる

ゆえんであるが､ふつ うの士人の間ではこのように伝統に依拠する生き方餌少な･(と

も表現される際には支配的であったことがわかる｡もっとも､帰隈の真の動機は何で

あったか､これだけでは理解できないし､たとえ別の動機があったにしでも､それを

語るだけの表現の力量を作者が備えていなかったということだろう｡

-四 r清涼居士自序｣そのJ四一一帰曝一一

一於是居士凱 旋葺其寄居､顔其堂目顔臥 寝日給安.築小擁一晩日心達､日坐其間､

頭書裸子､閑吟小詩｡詩不甚工､亦不求其工.自娯而巳｡居常自郡賭大夫外､錐豪貴

人長者､非素相知､即不肯束帯出見O亦不報薩も錐似於簡倣､然不敏強顔鷹非情言笑､

典俗人相封O蓋其素性爾也､両人亦有諒之者D

かくして居士は故郷に帰った｡すぐにその旧居を修復 し､堂には ｢頗賢｣､寝所に

は ｢飴安｣という窟額を設けた｡ 小さな楼閣一軒を作って ｢心遠｣ノと名付臥 毎 日そ

こに坐って､書物を読んだり子供に教えたりし､詩を口ずさんだりした｡詩はあまり

うまくはなかったが､うまくなろうともしなかった-D自分で楽しんでいただけであるo
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ふだん州県の大黄以外は､有力者や資人であっても､もとからの知 り脊いでなければ､

正装して面会 しようとはせず､お礼もしなかった｡倣慢なようではあるが､無理に表

情を作って気持ちもないのに談笑~して応対 して俗人と向かい合いたくはなかったので

ある｡.生来の性格がそうなのであって､またそれを許 してくれる人もいた｡

故郷に帰ってからの暮らしぶ りを記す｡｢堂｣､｢寝｣､｢小楼｣の三つの場所にそれ

ぞれ名を付けて窟額を掛はたのは､帰隠した生活も三つの部分から成 り立っていたこ

とを示すだろう｡｢堂｣という､世間に向けた面､｢寝｣はまったぐ私的な休息のぼ､

そして ー｢小楼｣三そが隠逸者にふさわしい空間であったわ廿 だが､｢頗賢堂jとい う

名の堂についても記していることが､｢自序Jを観念的な臨逸の世界を言葉によって

作り上げているのではなくて､現実のなかの生活者であるたこと､そめ記録 という具

体性を付与するものになっている｡

詩伴について触れているのは､隠逸者のいわばたしなみとしてのものに過ぎないよ

うに見える｡文元発については文人らしさが希薄であるのは､全体を通して彼個人の

好み､至敵い噂好が読みとれないからである｡~

みだりに人と会わないというのも､隠逸者 として由態度 として記 しているも~のであ

って､ここに彼ならせほの特別め性質は見られない｡

/%士輿上林公同胞､少公十歳｡t文官鞠育於王碩Å知子｡堤t政事王碩人如母､而事上

林公君父｡茨居士軒四年､上林公亦致上林事蹄呉れ 輿居士居相去僅百歩､朝夕相乗､

甚敢也｡初博士和州二府君兄弟友愛､ 自 首無織芥､都泊晩歳革溝､南北胞絶､臨終皆

以老年兄弟■不得一新善爵恨｡今居士輿上林公達得以暮齢垂白､悼悼千手､絢祥放散山

林整､薦呉入所羨克也｡不亦幸哉｡ t

居士は上林公 (兄､文肇祉)と同胞であり､公より十歳年下であった｡そしてまた

かつて王碩人に実の子のよ･うに育てられたの-だっ た｡そのために王碩人には母のよう

に仕え､上林公には父のように仕えた｡居士が故郷に帰って四年すると､上林公も上

林の官職を辞/Lで呉中に帰った｡居 士とたった百歩ほどの距離に住み､朝に晩に会っ

人由兄弟の仲野良さは､年をLとっても何の!爽雑物もなかったが､しかし晩年に赴任先

の都合で､南北に隔絶 してしまい､臨終の時由 ま牢 をとった兄弟がひとたび手を取 り

合 うこともできなかったのを遺恨としたのだった｡今､居士と上林公 とは白髪の年に

なり1ながら<気持ちが浮け合って､龍郷の自然のなかを歩き回ることがでぎ､呉の人

たちから羨ましがられている｡幸せなことJではないか｡

兄にあたる某肇祉との交情を語るこの段落は､｢自序｣のなかでも文元発 とい う個
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人の真率な感情を感取できる､数少ない箇所である.兄弟間の友愛にも因襲の類型が

あり､ 近くは父と叔父の関係がモデルになっているのだが､ここでは類型に溶解 して

しまわずに､本人の実感が龍められている｡

兄 との友愛を語ることから気づくのは､｢自序｣には友人とのこ う した心棒け合 う

交わ りについて触れた記述がないことであるD 次の段に ｢山間の社を結｣んだ仲間が

いたことが記されるが､そこにも個人の名前までは審かれていない｡それは､これも

次の段に記されるような､彼の偏狭な性格が友人を少なくしていたのかも知れないが､

文元発は兄と心の通い合 う交わりを老年に至っても続けられることを､隠逸生活の幸

福の-つに数えている｡

居士錐生於貧素､然性不喜作喪章億､亦不肯干乞於人｡自少至老､ロ不言貧｡衣食

修寮､錐至親密者故不知其令生也｡垣屋居止塵､方鹿不盈丈､必浮拭掃除｡他方整､

即犀塙栖JIJ稗有傾灰､不肯即安｡然気宇簡重､凝定聞雅｡楚然自居､而乗志高完｡興

人寡合､不能客人過｡又不審輿富人往束D居常見脂葦等毘盲延妄不経､輿軽諾寡倍輩､

及長者家兄､恒白眼視之､如牌洩蔦｡故家居以東､賓客益鮮､門無剥啄∴ 日宇一編､

倦則徐歩庭除間､朗吟古詩三四首｡亦善唾､毎飯後高枕離寝､偏然遠寄､欣戚不繋､

番督無間､如是巳耳｡而世間可欲之物､若無足以動其心音然､任債得意､寿若無人｡

其終身壊埋､亦坐是蔦｡間得一二相知結山間乏社､毎数 日一骨､相輿甚治｡意是足以

終老｡第未知諸君歳農何如耳｡

居士は貧 しい家に生まれたとはいえ､貧相な姿を見せるのは好まず､また人に物乞

いしようとはしなかった｡苦い時から年をとるまで､貧乏を口にしたことはなかった｡

衣食は清潔で､そのため至って親密な者ですら居士が貧乏人であることに気づかなか

った｡住まいする屋敷は､大きさは一丈にも充たなかったが､必ずきれいに掃除して

いた｡性格がきちんとしていて､犀風や椅子､寝具や机などが少 しでも斜めになって

いると､落ち着けないのである｡しかしながら精神は広大で重厚､落ち着きがあって

気品があった｡清らかに暮らしながら､志は高く掲げていた｡ 人と気持ちが合 うこと

はまれで､人の過ちを許すことができなかっ た｡また富裕の人と行き来するのを好ま

なかった｡ふだんからお世辞を使ったりでたらめを言ったりずる者 ､そして安易に承

諾 しておきながら信頼のおけない連中､また有力者の子弟などを見ると､いつも白眼

で対 した｡けがされるような気がしたのである｡そのため家に掃ってから､客人はま

すます少なくなり､門を叩く人もなくなった｡毎 日一編の書を手にし､疲れると庭の

なかをゆっくり歩き､古詩三四首を朗唱するのだったo またよく眠 り､食事が済むと

枕を高くして熟睡し､悠然と遥か遠くに気持ちを寄せ､喜びも悲しみも心に掛 すず､

誹番も井費も耳に貸 さず､そうしているだけであった｡そして世間でほしがる物は､

心を軌 かす価値 もないかのようであり､自･分の思いにまかせて得心し､かたわらに人
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無きが如 くであった｡一生不遇であったのも､またそのためである｡時に一､二の気

の合 う本と山のなかの仲間を作 り､数 日ごとに会って､はなはだうち解けているoこ

のようにして晩年を送 りたいと思っているが､ただ友人たちの老後がどのようなもの

であるか分からない｡→

この段では隠逸生活の具休的な内容 と､自分の性格について記していると一言で言

えば､自分の殻に閉じこもって人との交わりを好まない性格であるが､このように規

定されたことによ?て､世を避け人に背を向ける人の姿が表面に浮かび上が り､陶淵

明以来の隠逸の歓びを人との交わりのなかで享受する面が希薄になっているように見

える｡もともと隠逸には世間に背を向けるという面と気の合った人々と楽しむとい う

言面が含まれていて､文元発の場合も俗人-の嫌悪と交遊を楽しむ仲間をもっことの

両面がそれぞれ型 どお りPの価値評価を伴って記述されてはいる由だが､世俗 と反俗が

表裏をなすそのかたちを踏襲しながらも､そこに見えてくるのは､文元発の人間嫌い

の性格ではないだろうか｡

二丈元罪の帰騒が宮人 としての不遇に発 していることはJ彼 昏身の経歴もそれを語っ

ているが､隠逸者の類型を践みながら記述 されたなかに読みとることができるのは､

そうした性格の人間:が結局世 間のなかで生き抜 くことができなかったということであ

ろうQそのことは ｢任懐得意､穿若無人｡其終身攻壊､亦坐是蔦｣の箇所に見ること

ができる｡これは表面上は隠逸者ゆえの自由な生き方が､ー官人として不適格であった

という､反俗の価値 と世俗の価値が背反するものとする類型に依拠 している｡隠逸者

としての人柄をあらわす前半二句臥 陶淵明 ｢晋の故の征百大将軍長史孟府君伝｣､

すなわち孟嘉の伝のなかで､その飲酒を語る箇所の表現を借 りている｡｢(孟嘉)好

酎酒､逸多不軌.至放任懐得意､融然達寄､傍若無人｣.孟藩が飲酒によって得 られ

た自由な境地､それを隠逸者の生き方として借 りながら､それを官人と-し七の失敗の

原因とみなしていること､に注目したい｡

五 ｢清涼居士自序｣その五一一妻子一一

居士元配彰蒲人生三女､ 無子｡継室周滞人生一子名従鼎､今更震孟｡而周捕入鹿陳

民生一子名従升｡ 周挿入卒､復聴史氏女薦側室､生一子名従泰､今更震亨Q後歳己丑

陳氏再得一子､奥書同掛､名之日経伺云､今更震経｡鼎聾陸､升碑徐､泰聴王､同噂

播｡三女､長適陸士仁､次凋時康､次跳汝帆J悉名家子｡歳成子､居士年且六十､念

諸子生倶晩兼悉居士 '履歴､暇'El固相録共生平大都､並所著詩文碓稿､蔵於家以示之芸.

居士の最初の夫人彰捕人は三人の娘を生んだが､男子はなかったD 後妻の周挿入は

従鼎という名の男の子を生み ､ 今~は寅蓋 と名を改めた｡周捕人の腰元の陳氏は従升 と
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いう名の男の子を生んだ｡周滞人が亡くなると､史氏の息女を迎えて側室とし､礎泰

とい う名の子を生んだC今は廉亨と塙を改めた｡のちに己丑の年 上 五八九年)に陳

氏はさらに一子をもうけ､私と干支が同じなので､従同と名付けたO今は寮控 と名を

改め串｡鼎は陸氏を要 り､升は徐氏を要り､泰は重民を要 り､同は播氏を撃った｡三
上うじ上ち上う

女はというと､長女は陸士仁に嫁ぎ､ー次女は禰時康に嫁ぎ､三女は執 政 靴に嫁いだ

科 すべて名家の子息である｡戊子の年 巨 五八八年)､居士は六千歳になろうとし､

子供たちがいずれも遅 く生まれたので居士の来歴をすべて知らないこと_を奏 じ､閑な

折 りをみて来し方のおおよそのところをざっと記録 し､書き表 した詩文の原満 と併せ

て､家に蔵 しておいて見せようというのである｡

ここに ｢自序｣執筆qj､少なくとも一つの動機が記されている｡子供たちに父親の

人生を知ってほしいというのである｡中国の自伝的言述のなかには､直接の凝着を想

定するものがいくらかあるが､そのなかにはこのように自分の子供に向かって自分の

人生を記す というものがある｡仕官に備えての･自己表現とは公的､私的という違い柱

あるが､いずれの場合も自分を既成の価値観を具現した人物として書かざるをえない

ことになる点では同じだ｡文元発の ｢自序｣が全編を通 して自分を■美化し､要するに

いいことしか書かないのは､一つはこのためである｡そして中国;の自伝の基本的性格

である自己省察より自己釈明が優先するというのもこのためであるo

羊こに記された子供のうち､長子にあたる文震蓋は後年､朝廷の大立て者 として出

世 している (『明史』巻二五--に伝がある.ちなみに 『明史』に文元発の名が あらわ

れるのは､文震孟の父としてそこに見える一カ所だけであろう)｡顕官の出現をもっ

て一族の誉れとするならば､文展孟によって文元発は院すべきであろうし､一人の顕

官の出現の背後にはこのように無数の同族縁者がいたのである｡

六 ｢清涼居士自序｣その六-一日連の意味一一

清涼居士日､夫惟聖人不凝滞放物､而能輿世推移｡白非聖人､必有所寄籍面複克展｡

古人謂､｢購生於無用､中流失船､-壷且干し金臭.鋲薙家零､時爵帝者也JD信然哉｡

夫世有償瑳撞静､壌奇個儀之士､弗凄-試､鴫眠於昔年者､又何可勝道也o幸欺不幸

歎｡乃孔子栴 ｢四十五十而無聞J､又 ｢疾没世而名不積悪｣､士濁可辞世資乎散.居

士結髪立志､自訴不後於常人､顧昔文明景運､格於際骨､進不得宣力樹熟＼故鉛刀一

割之用､追不能讃培皇猷､撰述一家之言､患爾寂寂､幾薦胡塵生所笑｡語云 E邦有道､

貧且職者､恥埴｣｡量非聖明在上､而功業不建､間者弗連､烈士以薦至蓋平.錐然､

他 日頚啓手足､所以従先君於禰廟者､億可借口以復也､則又幸美.膏以明白組､蕉以

香白焼､吾知克夫O吾知免夫｡
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清涼居士い う､｢そもそも聖人であってこそ外物に妨げられずに､世とともに推移

することができる｡聖人でない以上､必ず何かに身を寄せてそうしたのちに発展する

ことができる｡古人は ｢生を無用のものに定めよ｡川のなかで船を失えば､一つめ壷

でも (すが りつ(ことができる)千金の値打ちを揮う (『舶冠子』学問第十五).鶏

頭やイノコグサも.､時･には帝王のような薬効を発揮するJ-(『荘子』徐無鬼潜)｣とい

ったのは､まことにその通りである｡ 世間には卓越した能力を壊き､才気溢れる人物

でありながら､試験に合格できず､時代に埋汝している人は､挙げるに堪えないほど

存在 している｡それは幸福なのか不幸なのか｡孔子は 鳩 十､五十にして由こゆるこ

と無し｣(『論語』子等篇)と苦い､また-.｢世を没るまで名の称せ られざるを疾む｣(『論
語』衛霊公藩.)しと言ったが､士のみが世間的な価値を軽んじることができようか｡居

士は結髪して志を立てた時から､並みの人には劣 りたくないと思っていたが､しかし

文徳漉 くめでたい御代に当たりながら､出会いに阻まれ､出仕 しても力を発挿して功

を挙げ､なまくらの刀でも一度は物が切れるという役にすら立てず､官を退いては大

君のはかりごとを称揚して､ 一家の青を著わす という､こともできず､かくも寂真たる

ありさまで､笑 う人に笑われそうなだけだ｡『論岳』(泰伯箸)に ｢邦庭道有るも､

貧 しく且つ購しきは､恥なり｣･というが､ 英明な天子がiEにありながら､功業が立て

られず､名声が遠くに及ばないのは､烈士として恥ずかし(ないわけがあろうか｡ し

かしながら､いずれの日か死に臨んだ時に､先祖の廟に葬られるのに､も亡元通 りに

ずる理由ができれば､それや幸せである｡油は明省 く燃えながら消えていくものであ

るし､香 り_は香気を発 しながら燃 えていくものであるO~わたしも許ざれることであろ

う｡許されることであろう｡

この最後の段に至ちて､｢･自序｣が何のために書かれたか∴どのような性格をもつ

｢自伝｣であったか､一気に判明するといえようOすなわちここで文元発が吐露して

いるのは､偲逸の歓びでも偲進の肯定でもなく_､ 増 分がしがない-雀 を送ったこと､

その無念､漸塊の思いである｡文元発にとって､この ｢自序｣の大半を費やして記し

てきた隠逸者の生き方は､それをみずから求めたものやは.なくで､官界を簡 き出され

た彼にとってそれ以外に遷軒の余地はないものであった｡それは文元発 自身が知悉 し

ていたことである う'.-したがってこの F自序｣は一生うだっのあがらなかった一士人

の､弁明･の記録である｡隠逸という装いのもとに不如意め思いを隠しながらも､末尾

に至ってそれが上気'に奔出したかのようだ｡一握 りの朝官､さらにわずかな顕官の背

後に杜､こうした志果たされずに埋もれていった無数の士人がいたことであろう三文

元発の ｢自 序｣はそうした人生を送った一人の記録としモ読むことができる｡ .隠逸と

は不遇の士人の⊥装いでもあったのであーるム

-320･-



ⅩⅣ 価値 の錯乱一一張岱 ｢自為墓誌銘｣一一

一 明代の自伝

とれんてつ

明･代に入ると､自伝は俄然として増えるO杜聯話 『明人自伝文紗』(一九七七､台

湾 ･重文印書館)-のよう･な春物が編まれているように､この一代だけで一冊にまとめ

るほどの自伝的作品が書かれるようになるのである｡この増加はそもそも明代以降､

詩文の作品数そのものが激増ずるという全体の傭向に連動 していることはい うまでも

ないが､士大夫の多様化､個性化というこの時代の特徴もあずかっているにちがいな

い｡とはいえ､試みに ･『明人自伝文砂』を一覧しそみると､そこに収められたす伝の

題 目は大半が依然として ｢自序｣やあり､｢自撰墓誌銘｣であり､｢00先生伝｣で

あり､すなわちわれわれがすでに見てきた中国の自伝的吾述の様式がほぼ踏襲されて

いるのである｡自伝を書くための器はほとんど唐までで固まったといってもよい｡ し

かし轟は受け継がれながらも中身は時代に応 じておのずと変わ っていくとい うこと

は､ 中国古典文学の全体にあてはまるが､自伝の場合にも様式に変化はなくとも､内

容にはこの時代の変容をうかがうことができる｡ここではあまたにのぼる明代の自伝

のなかでも､とりわけ目立った特徴を示している張岱の自伝を取 り上げよう｡

二 張岱 ｢自為墓誌銘｣

張岱 (一五九七一一六八四 や ) 字は宗子､また石公､号は陶庵､また療庵､は明未

の特異な文人としてつとに名高い｡彼には ｢白為墓誌銘｣と題するヾ陶淵明 ｢自負文｣･

に発する酔顔墓誌銘の型に属する自伝的作品がある｡つまり様式ぼ国華にそのまま沿

うものであ･るが､中身はもはや従来のパターンでは捉えられない特異なものとなって

いるD

この ｢自･為墓語銘｣については､入矢義高 『明代詩文』(筑摩書房､′一九七ノU の

なかの ｢或る隠者の生と死｣と題する草に､的確な解釈 と-詳細-な説明がある｡それに

多くを教えられながら､入夫氏が触れていないことがらについて苫己してい(さとにし

ょう. 引用の本文はここでは夏威韓校乱 『張岱詩文*Ld(一九九一､上海音符出版

社トを用いる｡

萄人張岱､陶葛其戟也｡少薦軌緯子弟､極愛繁華､好精舎､好美稗,L好壁童､好鮮

衣､好美食､好駿馬､好華燈､好煙火､-好梨臥 好鼓吹､好古蓋､好花鳥､兼以茶淫

橘膚､事姦詩魔､努確半生､皆成夢幻｡年至五十､囲破家亡､遊廓山風 所存者､破
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床砕凡､折牌病琴､輿残番数映､敏硯一方而巳｡布衣読食､常至断炊｡回首二十年前､

最知隔世｡

局の人張倍は､陶篭がその号である｡若い時から金持ちの坊ちゃんで､派手好みで

あった｡豪邸が好きで､きれいな下女が好きで､かげまが好きで､はでな服が好きで､

うまい物が好きで､いと､属が好きで､琴り一の灯龍が好きで､花火が好きで､芝居が好

きで､楽団が好きで､骨董が好きで､花や小鳥が好きで､そのうえお茶と蜜柑には目

がなく､書物と詩に狂?て､半生をあたふたと過ご し､すべては夢幻とな-?てしまっ

た｡年が五十になって､国は破れ家は滅びたので､山のなかに隠れ住4/だOのこって

いたものは､壊れたベッドと机､足の斬れた鼎 とつぶれた琴､そして数峡の端本と欠

畔た現一枚のみ｡粗末な服を着て質素な食事の暮らしであるが､鋸を炊抹ないことも

しょっちゅ.うあるQ二十年前を振 り返ってみるとまことl享隔世の感がある｡

郡肇 ､ 姓名1､号という最小限甲人物紹介のあと､いきなり愛好したものの列挙が始

まる｡それも士君子と:しては好ましからざるものばかりである｡読者はこれでまず度

肝を抜かれる堪､それに琴いて｢年至茸十｣を鼻にして生活力亨一転､衣食にも事欠(

赤麓ぶりを記す｡ 五十歳の転換とは､すぐ続けて ｢国硬家亡｣とあるように明王朝の

転覆､そ町 こ,tもなラ⊥族の破滅であることが声されるが､転換をもたらしたゆえん

よりも､前半生と後半生の間におけるかくも大きな落差が､鮮やかな対照をなしてい

る.国家の転覆によって失われた個本の幸福の追憶､と言ってしまえば､李清照､文

天梓と同じことになるが､それではおさまりきらないものがある｡まず目を引くのは､

ここで前半生の栄華の目礼､その年かで愛好し軽対塵にも､後半生の貧窮も､ 価値判

断を伴っていないことだ｡｢美碑｣亡､｢撃童｣をはじめとする､ここで挙げられている

物は､土大夫にとって表中に出しに(い愛玩物であったに違いないが､それを敢えて

列挙する｡そしてそれらが否定されるべき物であることを､少な→くとも明言はしてい

ない｡そして後半生の貧窮は､ これも士大夫の常道として貧しさを意に介さず自分を

保卑 し得牢というかたちで語きれるべ魯事柄であっ皐 はずだ｡ところが､こ こでは貧

せさをそうした清廉な生き方に結びつ唆る個値付けはまっ牢くなされていな←､o貧し

さはみずから哀れむもの､としてしか捉えられてい年やIo/前半の享楽生活 と後半の_賓窮

生瓶や､ずれについても既成の価値評価を伴わないところに､琴鹿の価値基準を否定しl

ている作者の億度がおのず とあらわれることになる｡ここに張岱の独 自な生草方が早

くも示されている｡士大夫の決まった価値観に囚われない､むしろそれを否定するの

が張岱の提示した人間なのだ｡

前半生･の記述には､未来好ましからざる物に夢中になっていた自分という人間を､

わざとむ手出しにしようをする露悪的な態度があるO次々と列挙する書き方自体にも

それはうかがわれる｡入朱氏が自虐的といわれる張岱の態度は､冒頭のこの度蕗から
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早 くも明 らかである｡

前半の寮沢 と後半の極貧は互いに互いを照らしあいながら､落差のひどさを見せつ

けるが､-そこに語 られているのは､国と家の滅亡を契機 とした自分の生活の変化であ

る｡ しか しそれは暮 らしぶ りの変化であって､その暮 らしを生きる人間そのものに変

化はないのでなかろ うか.そ う思わせるのは､前半の享楽に計しても冷ややかな目で

見ているような張岱の視農があるからである｡この作品は単純に､喪失 した幸福を追

憶するとい うパターンに押し込めて捉えることができないのである｡

なお ｢回首二十年前｣は入夫氏の用いるテキス トでは ｢回首三十年前｣に作る｡末

尾嘩 くにみえる年齢にも達I､があり､それについては後述する｡

常 自評之､有七不可解o向以童布而上擬公債､今以世家而下 同乞喝､如此則食膳案

真､不可解-.産不及中人､而欲脊里金谷､世頗多捷径､而濁株守於陵､如此則貧富

舛兵､不可解二｡以寄生而践戎馬之場､以将軍而翻文章之府､如此則文武錯臭､不可

解三｡上陪玉皇大帝而不語､下陪悲田園乞見而不額 ､ 如此則尊卑滑英､不可解四｡弱

則唾面而青 白乾∴強則単騎雨龍赴敵､如此則寛猛背臭､不可解玉｡牽制尊名､廿居人

後､観場遊戯､青笹人先､如此則緩急謬臭､不可解六｡博変持蒲､則不知勝負､畷茶

嘗水､即確排沌渦､如此則智愚雑兵､不可解包 有此七不可解､自且不解,-安望人解O

故稀之以富貴人可､構之以貧滴A亦可､一顧 之以智慧人可､構之以愚義人亦可､群之以

襲項人可､串を柔弱人亦可｡ 窮乏以青息人可､稀之以轍散人亦可｡草書不成､畢創不

成､皐節義不成､皐文章不成､皐仙､畢俳 ､畢農､草間倶不成｡任世人呼之盛敗子､

薦贋物､薦蘭民､薦鈍秀才､鳥瞳睡漠､薦死者魅也巳莫O

常々自分を考えてみるに､七つの理解 しがたいことがある｡以前には布衣の身であ

りながら公侯にまが うほどの生活をしていたのが､今では代々官人を臥している家柄

であ りなが ら乞食 と同じ暮 らしをしている｡これでは貴膿の区別がわけがわか らない｡

理解 しがたいことの-である｡財産は中くらいの人にも及ばないのに､金谷の宴を張

った石崇 と並ぶ豪勢をしようとし､世間には抜け道がいろいろあるのに､(戦国 ･斉

の陳仲子が隠棲 した).於陵の地にひ とりかたくなに寵もっている｡ これでは貧富がち

ぐはぐだD理解 しがたいことの二であ′翫 書生でありな⊂がら戦場に分け入 り､将軍で

ありながら文壇をひっくり返した｡これでは文武のけじめがまちがっている.理解 し

がたいことの三である｡上は玉皇大帝のおそぼについても-つ らうことはなく､下は

悲田園の乞食のそばについてもおごり高ぶることはない｡ これで牲尊卑が振乱する｡

理解 しがたいことの四である｡弱･いとい う点では (唐の薬師徳のように)顔 にツバを

吐中れでもひとりでに乾(のを待つことにTL 強いとい う点では (唐の都子儀のよう

に)単身で敵陣に馬を乗 り入れることもできる｡ これでは寛容 さと勇猛 さが背反 して

いる｡理解 しがたいことの玉である｡利益や名声の争奪にかけては､人後に甘んじる
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が､芝居見物と遊びにかけては､先頭を譲ろうとはしない｡これでは緩急が誤ってい

るo理解 しがたいことの六である｡ば(ちとちょぼでは､勝ち負けもわからないが､

茶をすす り水を飲めば､どこの水か弁別できる｡これでは智愚が入 り交じっている｡

理解 しがたいことの七である｡この七つの理解 しがたいことがあり､自分でも理解で

きないのだから､人がわかるはずがない｡だから富貴の人といってもいいし､賓牌の

人といってもいい｡智慧のある人といってもいいし､愚鈍な人といってもいい｡強靭

な人 といってもいいし､柔弱な人といってもいい｡せわしない人といってもいV一､し､

ぼんや りした人といってもいい｡学問を学んでもも創 こならず､武術を学んでももの

にならず､_節義を学んでもものにならず､文学を学んでもものにならず､イ山術を学ん

でも､仏教を学んでも､農業を学んでも､園芸を学んでも､すべてものにならなかっ

た｡世間⊂の人が落伍者､廃人､頑 固者､あほ秀才､寝太郎､お化けと呼んでも任方が

ない｡

七つの ｢不可解Jを挙げるこの段に至って､冒頭の段落にすでに兆していた価値観I

を無視する感度は一層はっきりする｡ただそれは既成の価値観を転倒 したとい うもの〉

ではない｡あくまでも ｢不可解｣なままなのや ある｡だから ｢之を称するに富貴の人

を以てするも可なり､之を称するに貧賎の人を以てするも可なり｣ と対立概念を列挙

してどちらも ｢可｣でJあるというのだ｡世間一般の価値観を転倒するのならば､~そこ

に反対の価値観を主張しようとずる主休があることになるが､張岱の特色は別の価値

観 ､ 新たな価値観を振起しようというのでなく､人の生き方を決めてルヽ石 価値観を相

対化すること､無化することである｡無化は転倒よりもはるかに悲惨な自己から生ま

れている｡価値観の転倒 と遮って､こう記す人間は虚無に浸されてしまうのである｡

もう一つ､張岱の特色は､この価値の相対化､無化が､彼自身の人生の体験から導

き出された実感1によって記されていることである｡経験を通 してそう知覚せ ざるをえ

なかったせ いうかたち■{･-書かれていることである｡上れによって自為畳語銘は既成概

念の焼き直しではなく､彼 自身の人生の生の記録となりえている｡

初宇宗子､人呼之薦石公､即事石公｡好著書､某 所成者､有石置書､張氏家藩 ､義

烈樽､琳 嬢文集､･明易-.未易用､東関､四書遇､夢憶､ 説鈴､昌谷解､快国道音､僕

轟十集､商湖等夢､一巻淡雪文行世｡

初めの字は宗子といっ たが､人が石公と呼ぶから､石公を字にした｡ 書物を審くの

が好きで､書き止げたものには､『石匪審』､『張氏家藷』､『義烈伝』ヾ『榔嬉文集』､『明

易-』｣『犬易用』､『史闘』､『四書過』､『夢憶』､『説鈴』､『昌谷解』､『快廟道音』､『僕

嚢十集』､L『酉潮尋夢』､『一巻嫌雪文』があっ-f世に通行 している｡
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ここに書かれている内容については､すでに入夫氏が詳しく説明している｡今は内

容でなく､書き方について多少の穿墓を加えてみよう｡

後年､字を改めた時の､ふつ うの書き方に従えば､｢初宇宗子､文字石公｣､或い

は ･｢初宇宗子､復改烏石公｣というところであろう｡ それをここで ｢人呼之褒石公､

･即事石公｣と寿いでいるところにも､張岱の態度があらわれているように思 う｡すな

わち､字を自分を示す重要な符号とみなさず､人がそう言 うからそ うしたまでだとい

った投げや りな態度､さらに押し進めれば､世間の習慣を適当に受け入れるだけで､

主体的･に関わろうとはしない態度､ 少なくともそうした態度を装 う生き方がここにも

読みとれるのではなかろうかも

字に対する無頓着な億度に比べる~と､著書についての記述ははなはだ熱心である｡

ここに挙げられただけでも十分に多いのだが､実際にはなお多く､これらは ｢後世に

伝えるに足るものとして選び取られた｣(入夫氏)一部であるという｡それを膏 うの

に ｢好著書､某所成者｣-という言い方をしているのは､｢完成 したものには｣といっ

た意味が伴 うように見えるDそれは実際に著作として書き上げたというのみならず､

世に行われるに価する完成度を備えているという意味もあるだろうが､書き上げなか

った､或いは人に見せるものとはみなさない多くの著述がこの背後にまだあったこと

を暗に語っているかのようだ｡

生於帯暦丁酉八月二十五 日卯時､魯固相大概翁之相子也｡母日陶宜人｡幼多疾疾､

巷於外大母馬太夫九十年｡外太祖雲谷公官雨鹿､藤生牛黄丸､盈赦鹿｡自余園地以至

十有六歳､食義之而厭疾始癖｡六歳時､ 大父両君翁摘余乏武林､退屈公先生､跨一角

鹿､虞銭唐遊客｡野太父日､聞支孫善展封､書面試之｡指犀丑李白騎鯨圏日､太白騎

鯨､采石江連擦夜月｡余塵定日､眉公跨鹿､盛唐蘇裏打秋風｡眉公夫集､起躍日､邦

得重倍若比｡吾小友也｡欲進余以千秋之業､豊科余乏一事無成也哉｡

万暦丁酉の年 (丁五九七)の八月二十五日･のg P.の時に生まれた.魯国の相､大常翁

I(張輝芳)の嫡子である｡母は陶宜人である｡小さい時から気管が弱く､母方の祖母

の馬太夫人に十年青でられたo一母方の曾祖父､雲谷公 (陶景鮒 は広東､広酉に任官

したが､なまの牛黄丸を数箱にいづばい蓄えていた｡私が生まれ落ちてから十六歳に

なるまで､それを服用し尽くしてはじめてその病気が拾った｡六歳の時､祖父の両君

翁 (張汝需)は私を連れて武林-行きt'眉公先生 (昧纏儒)にあったo一角の鹿 にま

たがって､銭唐の県庁の幕客となっていた｡祖父に向かって､ ｢お孫さんは対句を作

るのが止手だそ うだが､私の月の前で試 してみよう｣と言った｡犀風の李白が鯨に乗
す く

っている図を指さして､｢太白 鯨に騎 り､采石江辺に夜月を揮 う｣と言った｡私は

し､跳び上がって､｢こんな頭のいい子がいるのか｡私の幼い友人だ｣と言 っ -た｡ 永

-325-



遠に伝えられる文学の道に進もうとしたのだが､あにはからんや､･私は一つの事す ら

成し遂げることができなかったのである｡

入矢氏はこの段では自分を指すのに ｢余｣という一人称が用いられていーるごとに注

意を促 している｡｢これまでは第三人称での記述だったのに､この-段では､中途か

ら 『余』という第一人称に一転 し､後段でもそれで通している｡初めはみずからを厳

少のころの忘れがたい思い出に至って､おのずからにして 『私』に回帰したのであろ

うOそしておそら(張岱 じしん､この筆致の展開に気づいはいないようである｣｡(一

八五～一八大京)｡先にみた杜牧の自撰墓誌銘では (第Ⅳ華)､墓誌銘の内容ーとして

は特殊な､ すぐれて個人的な事柄を記す箇所に至って突如 として ｢予｣という-人称

があらわ純､それが,墓誌銘の様式にそぐわない異質性と強い自己表白の印象を伴った

が､ここでは逆にそうした違和感を感 じーさせずへ ごく自然に ｢余｣ーという一人称があ

らわれているように見える｡もっとも､張岱の自為墓誌銘ではその前の部分でも三人

称を用いていることがさほど目･立たないのである｡これまで見てきた自伝的言連の多

くは､_自分を故意に第三者 として書き ､ ーそれがこのジャンルの表現の一つの特徴をな

していたが､ここでは冒頭の ｢萄入来岱､陶庵其別耽也｣)が第三者としての記述やあ

るとはいえ､それは墓藷銘ゆえに当然の書き方であって､以後の記述のなかには人称

は明確にあらわれず､敢えて避けているかにさえ見える｡すでに作者 と封泉.となる人

物とが別人であるがのように装 う必要もなく､作者も読者も張岱自身のこととしてい

るので､F余｣にも違和感が伴わないD

ここに記されている個人的な思い出は張岱の実際の体験であるにしても､幼い時の

穎悟を語る話柄 と して決まった型に収まるものでもある｡神童ぶ りを語るのに著名な

人物の面前で詩句を試され､周 りの人を驚嘆させるたぐいの話はいくらでもあるので

ある｡｢小友｣の語も張九齢が李泌に向かって果した言葉を♯っている｡対象 となる

子供の張岱､それを罪める陳植席､さらに孫を引き合わせた祖父も含めて､当事者た

ちの間には或る種の類型が暗黙のうちに共有されていて､ 実在の子供張岱をそれた当

てはめるかたちで体験化されたのである｡問題はそ うした類型に沿いながらも､その

出来事を今の時点から振り返占て発する張岱の嘩嘆が添えられていることだ｡今の時

点から.振 り返って､幼少の時に約束された将来も結局は空･しい-生を送ってしまった

とい5rl嵯嘆が､決しておざなりの謙遜のことばやないことは1日為墓諌銘をここまで

読んできた読者には理解できる｡これ以下の句がなければ､どこにも無数にころがっ

ている･話の一つに過ぎないが､これを付け加えることにようて､神童ぶ りの型にぴっ

たり収まっていた自分が､それをJ寂しく思い出す自分から振 りかえられる枠組みを与

えられることになる｡類型から離れた視点をもつために､~類型が類型 としての枠組み

を浮き立たせる両だ｡- ､
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甲申以後､悠笹忽忽､既不能寛死､又不能柳生､白髪婆輩､猶祝息人世｡恐一旦畠

先朝露､輿草木同腐｡匪思古人如王無功 .陶靖節 ･徐文長､皆自作墓臥 余亦故聾篤

之｡甫軌臥 党人輿文倶不能任､暖筆者瓦 経然､第言吾之癖臥 則亦可停也巳｡

甲串の年 (一六四四)以後は､気が晴れずぼんや りとしたまま､死のうとすること

もできず､なんとか生きていくということもできず､白髪頭の乱れるまま､それでも

どうにかこの世に生きながらえてきた｡ある日突然､朝露のようにこの世から消え､

草木のように朽ち果てていくことだろう.そこで王競 ･陶淵明 ･徐文長などといった

盲人が､みな自分で墓誌銘を書いていたことを思い､私も肇みにならって作ってみた｡

初め構想してみると､人物も文章もよくないような気がして､二度も輩を止めた. し

かしながら､自分のひねくれた性格を言 うだけでも､伝えるべきものであろう｡

甲串はもちろん明宝観の終憲｡それが張岱個人にとっても生きる意欲を喪失させる

大きな体験であったことをみずから語る｡ しかしながら､張岱はそれに際して､国家

の転確を悲嘆する士大夫の思念とは異質な衝撃を受け止めているようにみえる｡王朝

に対する忠誠､といった士大夫の理念が少なくともかたちにあらわれる′ものとしては

表明されていないのだ｡｢甲申｣が明滅亡の年であることを伏してこの度を読めば､

読者はこの年は何か張岱の身辺に大きな不幸が起こったと思 うことだろう｡今の時代

でいうならば､自分の子供の死に遭遇 したような個人的な事件を想定するにちがいな

い｡ しかし｢甲申｣が明の崩壊を言うのは動かず､それを張岱が重大に受け止めたこ

とは､一入矢氏が引くように 『石匪審後集』巻- ｢烈帝本紀｣･の詳細な記述､『陶庵夢

憶』自序でもその時に ｢引決｣を思っ たことを記していることなど､他の作品からも

確かめることが､できる｡すなわち､張岱にとって明の消滅は自｢分とい う一人の人間の

生の根拠を奪われる､内面的なものとして捉えられているのだ｡公的人間として国家

への忠誠を云女するのではなく､自･分自身の生を危 うくする体験として昇華されてい

る｡これが従来の､或いは既成概念のなかで生きる凡庸な士大夫と張岱が異-なるとこ

ろであろう｡

国家の崩壊によって個人の生活も奪われた文人､といえば､中国の古典文学の重要

な部分は､少なからずそ ういう人たちによって侍り出されてきた｡文学の多くは自分

の不幸を唱うもので､中国古典文学の場合､個人の不幸が往々にして国家の不等によ

って起因しているところに特徴がある｡その意味で張岱に与えられた外的条件は､中

国の文学の伝統的な要素を備えている｡とはいえ､自為墓誌銘の文学性を亡国によっ

て生じた不幸に発すると､単純にまとめてしまうと､実際のありさまからあ去りにも

かけ離れてしまうことだろう｡自為墓誌銘の文学としての特色は､明の滅亡によって

起こされた個人申不幸という結構にあるのではなく･その受け止め方の個性から生じ
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ているのだ｡王朝の滅亡から自分個人の内面の崩壊をもたらした､その受け止め方こ

そ､この作品の特色になっているoそれは中国士大夫の自己というものが､いかに王

朝という外面的な構造物と密着しているか､個人と王朝とが一体になづモいるかを物

語る｡張岱のような一見すると個人の内面が人格の中心となっているように見える文

人ですらそ うであることによって､中国士大夫のありかたを知ることができるのであ

る｡

曾菅生墳於項玉里之鶏頭山o友人李研蘭題其境目､鳴呼､有明著述鴻儒陶奄張長公

乏境｡ 伯鷲､高士､塚近事離｡余故有取於項里也｡明年､卒研七十､死輿葬､其 日月

尚不知也､故不審｡

かつて生前の墓を項玉里の鶏頭山に作ったC友人の李研蘭がその基に､｢ああ､明

の著述家で大学者の陶葛張長公の墓｣ と題 した｡伯鷲 (後湊の隠者､染鴇の宇)は､

高士であり､その塚は要離 (戦国 ･呉の刺客)の塚に近い｡余はそこで項里を選んだ

のである ｡ 明年､年は七十になろうとしている｡死去と埋葬の月 ･日はまだわからな

いので､記さない｡

『後藻審』巻八三逸民伝の染鴇伝によると､染鴇の死後､まわりの人々は ｢要離は

烈士なり､而して伯弓削ま清高たり､相い近からしむるべし｣･と善って ､ 要雛の壕のか

たわらに埋葬したという｡己れの命を捨ててまで忠を尽くす刺客､世を避けて己れの

生き方を全 うする隠者､ 一見両極にあるかに見える両者が ｢烈士｣と ｢清高｣という

特質にYよって結びつけられるところに中国における隠逸が単なる世捨て人とは異なる

ことを明らかにしている話であるが､弓長岱が要離一梁鴇 という系譜に己れを結びつけ

たことは､ここまで一種のエピキュリアンとしそ自分を描き出し､既成の価値観のす

べてを冷笑するかに見えた張岱も､自分の生をこのよう･に意義づけようとしていたこ

とが知られる.

｢死と葬とは､其の日月は尚お知らず､故に書かず｣というのは､これまでの自操

墓誌銘であったならば､｢某月某 日､云々｣と書くべきところだが､墓誌銘 としての

体裁を整えるよりも､目.分で自分の墓誌銘を書いている舞台裏をわざとさらげだした

ものであるlo自伝的記述も明清になると､このように舞台裏をそのまま出ずものが増

えるように見える｡ -
のぼ

｢年は七十に頗る｣は､入夫氏の用いたテキス トでは ｢年蹄七十五｣に伴っている｡

冒頭の′｢二十年｣と_｢三十年｣の違いとともに､これは書き止げたあ･とに作者 白身が

さらに手を加えた痕跡をのこすものやあろうか｡

銘日､窮石崇､闘金谷｡盲下和､戯荊玉O老廉顔､戟蔀鹿.贋龍門､開度局｡線束
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披､餓孤竹｡五穀大夫､蔦肯自乱 空拳陶潜､柾希梅乱 必也尋三外野人､方墳我之

衷曲｡

銘にいう､窮乏の石崇が､金谷園と競いあった｡盲目の下和が (玉の価値を見分け

られないのに)､荊玉を献呈した｡老残の廉頗が､漆鹿で戦 うCにせものの音EP弓 (司

馬遷)が､史書編纂所を開設 した｡意地汚い東坂が､孤竹 (伯東 ･叔斉)よりも食 う

に囲った｡秦の首里薬は楚に屈せず､案から五枚の羊の皮で貿い取 られてのちに秦に

貢献 したが､自分を売 りものにするようなことはしない｡空 しく陶淵明のまねをし､

できもしないのに梅福のように世を捨て昇仙しようとした｡三外野人 (鄭恩肖)にた

ずねて旦 て､はじめて私の心の奥底が分かるだろうo

生涯のなかの営為を振 り返って列挙するこの銘は､張岱も伝統の枠のなかにあり､

それぞれの営みを古人を典型 とすることによって欝織 している｡ しかし｢窮石崇｣な

ど､ここに列挙されている対立概念を結びつけた言い方は､先の段落にみた価値観の

無化に連なるものである｡前半生と後半生との極端な落差､両極を生きた張岱にとっ

て､価値の二項対立の無意味さは人生の全体から体感 したことであったに違いないc

Lか し既存の価値体系を相対化 して諦観するといった態度よりも､価値の両極を生き

ざるをえなかった自分を冷笑するというところに､張岱独特の皮肉な味わいがあるか

に見える｡ここでも畳みかける言い方が､自虐的な様相をあらわに示している｡

最後に栄の隠逸者鄭思肖の名を挙げて､それを唯一の知己としているが､それは換

言すれば､自分の内なる思い､自分という人間､それは容易に理解 されるものではな

いとい う理解の拒絶でもある｡ しかしまたそれは分かってほしいという切実な思いを

含むものでもある｡ 張岱の自伝もやはり自分という人間を理解 してほしいとい う欲求

を秘めたものというべきであろう｡

冒頭に挙げた 『明人自伝文紗』を見れば､この時期の自伝も大半は従来の規範に自

分の姿を重ねた ｢自伝｣ものである｡多くの表現者にとって､自亘琵織 とはすでに用

意 された型に自分をあてはまることでしかなかった｡今 日､｢自分史｣なるものが盛

んに書かれているが､おそらくほとんどの ｢自分史｣は類型の追随を出るものではな

いだろう｡それは書 くという営みがそもそもそうした既成の表現になぞらえることで

あるからであり､人の認織もまた文化の枠組みのなかであらかじめしっ らえられたも

のであるか らだ｡そのような枠組みがあるからこそ､人は人 としての安定を得ること

ができる｡それに対 して､ひtJたび既成の型を逸脱 しようと試みると､どうなるかと

いうのが､張岱の場合 といっていい｡ほとんど人格が分裂 しそ うな危 ういあ りさまに

至 らざるをえないのである.安定と凡庸の代償は､自己の崩壊 しかないのであろうかo

とはいえ､張岱も既成の体系のなかで啓晦し､襖悩しているに過ぎない｡ 中国の士

大夫を包み込んできたこの体系が崩れるのは､西欧近代が侵出してきた時代まで待た
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ねば奉らない｡
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ⅩⅤ 変化する自分一一梁啓超 ｢三幸自述｣ 二 一

･- 清代の自伝

晴代の文献の増加はあらゆる分野に見 られるだろうが{自伝的作品に関｣しても飛線

的に多くなっている.著述にE関わる様々な痛の人々が､ 自分のことを記している:た

だ､その形式について見れば､依然として ｢自序｣であり､｢00先生伝Jであり､

自撰墓誌銘であり､といったように､前代と両じ型が引き続き踏襲されている｡たと

えば清初の応垢謙 巨七六一五一一六八三)｢無悶先生伝｣ は ｢無間先生なる者は､何

許の人なるかを知 らざるなり｣という､おなじみの語 りだLで始ま り､その人となり､

とい うよりヾかくありたいという′自分を述べている｡郡長衝 く一六三七一一七0四)

の ｢育門老圃伝｣の冒画 も ｢青門老圃なる者は､邪推にして其の名を返す｣､名前を

敢えて記さないとい うかたちが踏襲されてい⊥るO世間的な指標である名は不要である

として､科挙に及第できないまま ｣｢隠逸生活｣に入っていったことを以下に記してい

くこ中国古典文学の全般にいえることであるけれども､ひとたび成立した様式が強固

にヾ一貫 して持続するという性格は､自伝文学において もはっきり認められよう｡

もちろん､形式が踏襲されてい-るということは､一必ずしも自伝の内容､そこ拒うか

が うことのできる士大夫の自己認識ヾ自己表現にもまった(変化がないと意味するも

のではない｡やは り時伐による展開は反映しているのである｡清初 ･嘉定由人といわ

れる荘仇の ｢三倍隼人広 自序｣は､世間に無用な人物という意味を龍めた虚名を冠す

ること･によって ｢五柳先生伝｣垂自伝に沿っているが:中身ははなはだ特異なものと

なっている｡まず､分量が従来には希な長さをもつ｡優に一万三千字を超える長大な

自伝は､当然内容も短篇 とは同じでない｡一般に中国においても自伝的作品は､ 時間

の展開にそっ寸記述するLことが譲 ううであるが､圧排の自序刊 まそれがまった(無視

されて-,事柄を分類整垂した上で由平面的記述が債先されているのであるO生涯と生

活のさまざまな事蒙を鼻賛して鹿べるのだが､その並べ方も一風変わっ青い ･る｡友人

に蘭 する-段があるのは穏当として､虎に出違った経験を語 り､そ うかと思えば続け

て自分由近視のことを綴るヾ白のあとは耳､そして足､継いで武術､白髪､と示った

具合である｡並,Li-方と併せてどのような項 目に分類するかにも､軽重の意味がわざと

無視されているように見える｡人間の生を秩序立てている世間二般の帯織の体系を敢

えて浪乱させているかのよ封こ､生の万般が多(の糸Elから潜 られるのであるOこう

した項目のなかに､′茶への噂好､食生活を語るもめがあるのはまだ しも､それに続 く

のは<自分の風呂嫌いに倒 ､て-くだりがあり､さらに撒房事を記す一段まである｡

このような旺仇の自序は､自分はいかなる人であるか､ないしいかなる人でありたい
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かという人格を対象としているのではなく､したがって規範-の意識は薄 く､細々と

した要素で成 り立っている日常生括､そのなかでの好き嘩_い､そうした暮 らしの細部

のみによって自分の生を語ろうとしているかのようだ｡こうした型の自伝が登場 した

ことは､晴代の自伝文学が多様化 していることを示しているだろう｡

多岐にわたる清代の自伝のなかから､古典時代の自伝的言説の最後を飾るものとし

て､梁啓超の r三十日述｣を取 り上げることにしよう｡そこには新たな近代 という時

代に接した知故人の自己認識が読みとれるので_tj:ないか｡

二 梁啓超｢｢三十日述｣

梁啓超 (一八七三一一九二九)が ｢停統中国の近代中国への文明･史的転換｣･.0にお

いて巨大な役割を果たし､極めて多方革にわたって襲溝を･のこしていることは､いま

さら言を費やすまでもな_いO それをめぐる研究も_.その最新の成果である狭間直樹編

『梁啓超』(みすず審房､一九九九)に至るまで､深い蓄積があるOそうした大きな

存在に対して､軽率な探求を加える妄とにためらいを覚えざるをえないが､中国古典

文学の自伝を通覧してきた最後には}やはり梁琴超で締めく(らなければならない｡

時代や周辺の事象､ また梁啓超の全体には到底庵み込むことができないので､ここで

は ･r三十日述｣のなカさの自分の畢き方だけ瞑絞?て見ていくことにしよう｡梁啓超が

自分について書いたのは､一九〇二年､享十歳の時のこれのほかに､五十歳近くにな

って琴か重た ･『晴代学術概韓』号の二十革章､ 二十六章がある｡『晴代学術概論』の

なかの記述は､書名の.とおり､晴代の学術連声のなかに自分を位畢づけたもので､当

然客観的な書き斉 を要求されているとせ､う養いがあ考が､ーそこに執筆年齢によ亭常識

の相違もうかがうことができるだろう｡

｢風雲人世多 ､ _EI月卸本急､如何-少年,忽忽五三十｣O-此余今年正月二十六 日在

日本東海道汽婁申所作 ｢三十初産 口 ∵占十首｣之一世｡人海奔走､年光嵯蛇､所志所事､

百未-就O 境鏡櫨草､能無悲僻｡聾一軍結集其栗､硬軟薦作か胤 余謝之臥 ー｢若某

之行事経歴､曾何足有記載之-値 ‥ 若些不嘩巳考､-別人老知我､何如我之自知｡雷死
友軍潮陽骨件『三十日述武 者母事故肇鳶｣O作 L｢三十自適｣o

lLITう
｢風雲 世に入Lりて多 く､日月 _̂を郵 ちて急奉 り､-如何ぞ一少年､奪忽 として

巳軽三十｣O-これtj:私が今年甲正月二十六 日､･日赤の東海道の汽車のなかで作った ｢三

十初産 E ]占十首｣の-一首である (以下昼も記されるように､正月二十不日は染琴超の

誕生日であ?た)O本 の海を走 り甲り､時は空し(過ぎて､ ′ 志したこと従事 したこと､

百時一つも成し遂げるちとができなか?た｡旅の身のJなかで鏡を手に取 り､心を痛め

恥ずかしく思わないでいられようか｡何撃-は文集の編纂を終えると (一九〇二年､
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何撃-は梁啓超の最初の集 『飲水室文集』を編んだ)､私の小伝を作ろうとした｡私

はそれを断って言った､｢私の行いや経歴のごときは､記録する値打ちがまったくあ

りはしない｡もし_どうしてもやむをえないの-ならば､他人が私のことを理解すること

は､私が自分のこ とを理解 している四と比べてどうであろう｡私の亡友辞職陽 (評嗣

剛 はかつて ｢三十日軌 を伴ったことがあるが､私もそのひそみにならうことにし

よう｣とOそ して ｢三十 日述｣.を搾る｡

この書き出しはすでに従来の自伝的言説の書き方の型とはまるで違っている｡され

までならば､人物伝の冒頭のパターンを襲って､姓各､字､号､出身地などがまず記

されるが､ここにはそ うした記述がいっさいなく､｢三十日述｣を著わすに至った動

機のみが述べられている｡動機の一つは三十という節 目に至った今､これまでの人生

を象 り返ってみようとい うことである｡初めに掲げられた詩にも言 うように､三十 と

い う年齢は梁啓超に焦燥をもたらしたようだ｡世の中全体が激動し続けた時代に生ま

れあわせて､その時代を奔走する馬のように疾駆 した染啓超の密度の高い人生におい

て､三十歳は十分に事を成 し遂 げモいな仕ればならない年齢であったのだろうか｡少

なくとも平穏な時代に生きる人間には執 りがたい意識が自分の年齢や人生についてま

といついていたことであろう｡

動機のもう一つは､何肇一､が粂啓超の小伝を書こうとしたのに対 して､ならば 自分

で審こ_うとしたことである｡このまま受け取るならば､梁啓超自身が三十年の人生を

書きたいとい う自発的な欲求をもったものではなく､人に書かれるならば自分で善 く

とい うことから書き出したものである｡自分の方が他人よりも自分 とい う人間を正確

に詳細に理解 しているという考えは､梁啓超に限らず､自伝執筆者の多くにあったで

あろう｡人間を正確に理解するのに本人が最もふさわしいかどうかは､必ず しも確か

I:C･はない｡ただ､人は自分を語るには自分自身にまさる轟き手はいないと思いこんや

いる｡それゆえにこれまで見てきた白.伝は､自分という人間を他者､すなわち同時代

及び後世の人々に対 して説明する､ないし釈明する､という性格に色濃く弛められて

いた｡ 自分という人間を理解 してほしいというのが､多くの自伝作者にとって執筆の

動機であっただろう｡

これまで申自伝は先行する自伝を腐 ♯ していることが ､ はっきり語 られる時もあり､

形式のなかにおのずとわかる時もあり､いずれにしても伝統-の準拠が確かであった｡

しか し ここで意識されているの｣は､音典文学のなかの自伝ではなく､評嗣同Aの ｢三十

一日述｣･である｡帝嗣同のそれは ｢三十自軌 と題･して 『参天一間文』巻この末尾に収

められている｡ そこには幼い･時からの勉学 ･読書の内容と成長 してのちの行動の軌跡

が簡潔に記述 されているが､三十歳に至って ｢自紀Jを著わすことの意味､感慨につ

いて桂触れ られていなせ､｡古典文学の伝統に繋がろうとする意織よりも､身近な評嗣

周 に続こうというところも､従来の自伝 と異なる点の一つに挙げられる｡
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余郷人也｡於赤解神州､有普賓湊之変､帳然濁立群雄之表故十年0--用其地輿其人､

構壁夷大長､留英雄之名著干歴史上之一省｡於某省也､有昔宋元乏安､我黄帝子孫典

北秋異種血戦不勝､君臣殉国､自沈崖山､留悲憤之記念於歴史上之一鯨｡是即余之故

郷也｡ 郷名熊手､距崖山七里強､嘗西江入南海交匪之衝､其江口列島七､両熊子宅其

中央､余軒中国極甫之-島民也｡先世自宋未由福州徒南雄､明末･由南雄維新骨､定居

蔦､敢百年撞於山谷｡族之伯叔兄弟､且耕且讃､不問世事､如桃源中人｡顧聞父老 口

碑所述､吾大王父最富於陰徳､力耕所獲､一粟-蘇､柵以分膚背旗党之無告者｡王父

護維清､手鏡泉､盛郡生 見 ､ 例蓮磨文､不就o王母氏費｡父名賓瑛､字蓮潤､夙教授

干郷里o 母氏題._

私はい.なかの人である｡赤県神Jllにおいて､案漠の変に当たり､群雄の表に数十年

間､抜きんでて独立していたOその地とその人を用いて､蛮夷の酋長 と称 し､英雄の

名誉を歴史上の一つの省に留めたoその省においては､宋元の安に当たり､わが黄帝

の子孫が北秋の異民族 (元)と血戦して敗れ､君王も臣下も国に殉じ､崖山 (広東省)

に身を投じ､､悲憤の記念を歴史上の一県に留めた｡それがすなわち私の故郷である｡

郷の名は熊子､産山から七里あまり離れ､酉江が南海に入る交わったところにあって､

その酉江の日に島が七つ並んで､熊手はその中に位置している｡私は美に中国の南の

果ての-つの島の住人であるO先祖は栗東以来､福州から南雄に移-り､明未に南雄か

ら薪会に移 り､そこに定住した｡一族の伯父や従兄弟たちは､農耕 と読書に暮らし､

世間とは関わりが･なく､まるで桃源郷の人であったC ただ故老の言い伝えるところを

聞くと､わが曾祖父は最も陰徳に富み､耕作に努めて収穫した物は､一粟一島を､一

族のなかで身寄 りのない者に分け阜えていたとい~うO祖父は藷は維清､字は鏡泉､郡

の生員となり､教官に選ばれるのが慣例であうたが､就任 しなかrった.祖母は繁氏で

あった.父の名は寮瑛､字は蓮洞､早 くから丁郷里で教鞭をとっていた｡ 母は趨氏であ

る｡

この段に至って､人物伝の記載事項である先祖の系譜､出身地､そして身近な親族

が肩己される｡こうした事柄を書き込んでいるという意で､梁啓超の自伝も伝統的な形

式に従っているといえよう｡ しかしこ■の段落の書き方は変わっている｡先祖について

の記述が･bるにはあ.るが､その記⊥連の仕方が従来のかたちと異なるのである｡すなわ

ち父祖旧名前や歴史止 の事跡を直鋲す るのでなく､間接的な､書き手が記述の対象か

ら距離を置いたような書き方が連れている｡空間萌記述は､郷里の名を言 うまでに ｢赤

県神州｣.かち始まゥて､~｢省｣｢県｣と狭~めていき､そして ｢･熊手は其の中央に宅す｣

に盲で至る｡時間的記述は､祖父ぬ前まや語るのに､｢-省｣F一県｣とい う空′間･の

絞 り-込みと重ねながら-､｢英雄の名誉を歴史上の一省に留む｣_､｢悲憤の記念を歴史上
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の丁県に留む｣､ といった言い方には､祖先の功業を高らかに誇るのでなく､わざと

冷淡に述べているような気配がある｡降っ ･て祖父にまで至ってやっとふつ うの審き方

に戻るのである｡祖父より以前について杜､いわば ｢--だそ うな｣とでも言うた 口

吻で語っている.この昔書方は従来の家系の語 りかたが伴っていた誇 らしげな態度､

それに含まれる価値観､そ うしたものと距離を置 く態度を示 している｡家系を語ると

い う点では自伝の因麿 に沿いながら､審き方がこのように異なっているのは､r三十

日軌 が因襲的様式を引きずっている面とそこか_ら隔たりをもつという面､両方の性

格を帯びていることを示 している｡そうしたところが､この自伝が伝統文化の最後に

位置 し､近代の前夜に接 していることのあらわれであろう｡

余生同治栗酉正月二十六P.賓太平囲亡於金陵後十年､滴大草士骨固辞卒彼一年､

普法敵事後三年､而意大利建国羅馬之歳也｡生一月而王母草卒､達事王父者十九年O

玉父及見之孫八人､而愛余尤甚B三歳仲弟啓勲生､四五歳蔵王父及母膝下授四子暮 ･

詩経 ､夜則就陸王父損｡ 日興言古豪傑哲人嘉言改行､而尤喜畢亡宋 ･亡明国難之事､

津津道之｡六歳後､就父講､受中国略史､五経卒業､八歳尊慮 文､九歳能綴千言｡十

二歳磨耗畢院､補博士弟子員､日給帖括､雄心不備之､然不知天地開放帖括外､更有

所謂畢也､靴埋頭蝶研｡顧頗 喜詞章､王父 ･王母時授以唐人詩､噂之過千八股.家貧

無音可講､惟有史記一 ･綱鑑易知政一､王父 ･父 日以課之､故至今史記之文､能成詣

!t九｡父執有愛其慧者､贈以湊審一 ･桃氏舌文辞類纂-､則夫喜､講乏卒業蔦.父滋

而腰､督課乏外､使之背件､言語畢勤稗不謹 ､ 軌珂斥不少催借､常訓之日､｢汝 自:視

乃如常鬼平｣b至今詞此語不敢忘O十三歳始知有段 ･王訓話之拳､二大好之､漸有棄帖

括之志､十五歳､母撞恭人見背､以四弟之産難也｡余方蒋畢省骨､而時無輪舶､奔喪

蹄郷､巳不堪親含猿､終天乏恨､英此島甚0時林業於省食之畢海堂､ 堂島嘉座間前総

督院元所立､以訓苗詞章課卑人草也｡至是力決舎帖括以従事干此､不知天地開放訓砧

･詞孝之外､更有所謂聾也｡己丑､年十七､畢於郷､主考爵李尚書端棄 ･玉鋸江仁堪｡

年十八計借入京師､父以其砕也､軍兵借行o李公以其妹許字幕｡下策蹄､道上海､准

坊間購得藩衆意路｡讃之､始知有五大洲各国､且見上海製造厨評出西春若干種､心好

之､以無力不能勝也｡

余は同給費酉の年 (一八七三)正月二十六日に生まれた｡実に太平天国が南京で滅

左でから十年ののち､滑の大学士曾国帝が没して⊥年のち､普仏戦争 (プ ロイセン ･

フランス戦争)の三年後､そ してイタリアがローマに建国した年である｡生後一カ月

して祖母の畢氏が亡くなった｡祖父に仕えること十九年であった｡祖父が見ることが

できた孫喧ノLkあ ゥたが､私をとりわけかわいがった｡三歳の時に伸弟の啓熟が生ま

れた｡_臥 五歳の時に祖父や母の膝下で四書と詩経を学び､夜は祖父のベ ッ ドで眠っ
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語 り､なかでも兼の滅亡､明の滅亡の際の国難について話すのが好きで､興味尽きぬ

話 しぶ りであゥたD六歳以復は､父に就いて学び､中国の略史を習い､五経は学び終

えたD八歳で文の作 り方を学び､九歳で千言の文を綴ることができた｡十二歳で学院

の試験を受け､博士弟子員に加えられ､毎 日･帖括 (八股文)を習った｡心のなかで満

足 してt､たのではなかったが､しかし世界に八股文以外に､ほかにも学問があるとは

知らなかったので､没頭 して研鏡を疎んだ｡ただ詩詞が大好きで､祖父や祖母が時々

唐人の詩を教えてくれ､これは八股よりも好きだった｡家は貧しくて読む本 もなく､

あったのは 『史青己』二部､『網鑑易知録』.T部のみであり､祖父 と父が毎 日それを課

したので､そのために今に至るまで 『史記』の文は､八､九割を暗詣できる. 父の友

人でその利発さをかわいがってくれる人がいて､『漢書』一部､挑薪の 『古文辞類纂』

一部を贈ってくれたので､大喜びし､_それを最後まで読んでしまった｡父は慈愛深 く

も厳格で､勉学の桂かにも､労働をさせ､言葉遣いや動作がぞんざいであったら､容

赦なく叱 りつけた｡いつも ｢おまえは自分がふつ うの子と同じだと思っているのか｣

と戒めた｡今に至るまでこのことばは覚えていて忘れないようにしているD十三歳の

時に初めて段玉裁 ･王念孫の訓話の学とい うものがあることを知 り-､大好きになって､

しだいにJL股文を放棄 したくなった｡十五歳の時､.母の趨恭人が亡 くなった｡四弟の

難産のためである｡私はちょうど省都 (広州)に遊学していて､た-またま船の便もな

く､帰郷 して葬儀に馳せつけたが､もはやてずから納棺することもできず､一生の痛

恨､これに勝るも.のはない｡その時､省都の学海堂で勉学していたが､学海堂は嘉慶

年間or前の総脅院元が設置t:たもので､ ･訓話の華 と詩文を広東の人に教えていたもの

だった｡この時に至って八股文を棄ててこの学に従事することにした｡世界には訓話

･詩文のほかに､一挙.間というものがあることを知 らなかったのである｡己丑の牢 (一

八八九)､年は十七､郷里から推挙 された (郷韓に合格 した)｡主査は李尚書端薫 と

玉鋸江伝堪であった｡十八歳の噂に都 (北京)~に受験に出かけたが (会試)､父は幼

いということで､私を連れて-緒に行った｡李公は妹を私の許嫁にした｡落第 しての

帰 りしな､上海を通 り､町で 『藩環志略』を興 った｡これを読んで､始めて五大洲の

様席な国が-あることを知らたのである｡ さらに上海制造局が翻訳 した西洋の書物を何

種か見て､心を惹かれたが､それを舞 う力はなかった｡

誕生から十七歳で上海に出るまでの修学時代の記録｡

誕生については､骨の年に至るまでの大きな事件を記 して社会､時代のなかで位置

づけるが､そこに記された事件にはヨーロッパの事にまで及んやいるところが､三十

歳の梁啓超の態度を示 しているO

清朝兼掛の士大夫の家庭でどのような教育が施 されていたか､ 実状がくまなく写し

取 られていて興味深いが､ここでも書き方に注意すれば､.修学を中心に幼少年時代の

ことを記録するという点では因襲的な様式に沿いながらも､その記述の任方が様式の
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要請に従 うよ りも実態の曲折をそのままに記すために､内容が格段に具伴性を帯びて

いるo事柄の具伴性のみならず､過去のこうした記述には往 J々こして挿入されていた

利発ぶ りを語る話柄その他､お定まりの逸話などは書かれていない｡父の友人が春物

を贈呈してくれた事柄には､その利発ぶ りに驚嘆する一段の話が実際にはあっただろ

うが､著者が書きたいのは､贈 られた本を手にした喜びの感情の方であるQ幼年 ･少

年の梁啓超をとりまく環境ではまだ引き続き用意された話柄によって梁啓超が捉えら

れていたに連いないが､本人は､少なくともこれを記述する年齢に至った本人は､ま

るで無視しているごとくである｡そうした類型的把握と関わりのないところで､ここ

に書かれた少年は着実に勉学を蓄領し､一人の知識人を形成していく｡たとえばこれ

よりのち､近代的自伝として書かれた郭沫若の 『壷牢時代』■などでは子供の頃の学習

についてさらにきめ細かく様々なことが記されているが､ しかしそれはほとんど丑的

な差異であって､語 り手の罷織に質の上の違いはないように見える｡勉学以外のこと

にはほとんど触れず､兵争に研鎌を積む少年の姿が実に爽やかである0

著者がおそらく意識的に書き込んでいるのは､年齢とともに､また勉強が進むにつ

れて､修学の対象ががらりと変化 していく過程､段階的に世界が広がっていくことの

記述である｡r天地の間､帖括より外に､更に所謂ゆる学なるものの有るを知 らざる

なり｣､｢天地の間､訓話 ･詞章の外に､更に所謂ゆる学なるもの有るを知 らざるな

り｣､このリフレインが階段を一段一段上るように､新しい世界が広がっていく成長

とそれに伴 う喜びを表現している｡学問とは本来このように自分の世界を広げていく

音びこそ本質であるのだと､さらに性それによって自由を自･分のものにしていく営み

なのだと､十分に ｢情報｣に恵まれているかのような現代からも､改めて思われるの

である｡そしてこの知的世界の拡張は､もちろん梁啓超個人に限られたものではなく､

この時期ならではの劇的な展開であったことだろう｡

其年歌､始交陳通首 ｡ 通甫時亦韓業草薙堂､以商才生聞｡ 既而通甫相青 田･､F吾開

南海康先生上書請撃法､不達｡新従京師蹄､吾往謁鳶｡其畢乃虞吾典子所未夢及､吾

奥手今得師莫｣.ト於是乃因通庸修弟子薩､事南海先生.時余以少年科第､且於時洗所

推重之訓話詞童撃頗有所知､概括姑日暮｡先生乃以大海潮音､作節子帆､取某所扶持

之数百年無用香草更端厳話､悉車両推陥廟清之｡自辰人見､及成始退､冷水商背､骨

頭-棒､一旦蓋失其故畳､偶偶然不知所従事､且驚且喜､且怨且文､且疑且胤 輿通

甫聯淋尭夕不能森｡明日再謁､請薦皐方針｡先生乃故以陸王心聾､而井及史畢 ･西畢

之梗概｡日長決然舎去香草､自退出畢海堂､而間目儲 業南海之門｡生平知有畢日置始｡

その年の秋､初めて陳通甫 丑陳千秋､宇礼吉､またの字が通甫)と交わり-を結んだ｡｣

通甫もその時また学海堂で学んでいて､秀才で聞こえてい-た｡そうして通甫は私にこ

う言った､｢僕の聞くところでは南海の康先生 (康有為)は変法を願 う上奏を奉った



が､届かなかったそ うだ｡近頃､都から帰られたので､僕は会いに行った｡その学問

は僕 と君などには夢妃 も及ばないもので､僕も君も今､師を得たのだ｣｡そこで通甫

を通 して弟子の礼をおさめ､南海先生に師事することになった｡その時､ 私は若 くし

て畳第 し､その上世間が尊重していた訓話 ･詩文の学問にかなり精通していたので､

有頂天になっていた｡先生は海潮音のような声を張り上げ､獅子帆のように叫び､私

が大事に抱えていた数百年間の無用の･旧学を次々と糸口を換えては反駁難詰L､すべ

てを挙げ尽 くして粉砕 して何もなしにしてしまった｡辰の刻に接見し､戊の刻に退散

したが､冷水が背中にそそがれ､･頭に梶棒を食 らったようで､一朝にして故塁を全部

失ったのである｡呆然として何に手をつけてよいかわからず｡驚き喜び､怨み引き締

め､疑い恐れ､通甫と床を並べたが夜じゆう眠れなかった.明くるIEHs再び面会 し､

学問の方針を尋ねた｡先生はそこで陸王の心学と歴史学と酉学の梗概を教えられた｡

この時からきっぱりと旧学を棄て､自分から学海堂を去 り､そして日を置いて南海先

生のもとに入門することを請 うたのである｡生涯で学問というものがあるのを知らた

のはここに始まるのである｡㌔

この段は旧学を棄てて康有為の門下に入るまでのいきさつ｡康有為の存在を教えら

れたのも､ともにその門を叩いたのも､すべて同学の陳千秋の主導によるものであっ

たが､其聾な青年がそれまで育てられたのとはまっ たく異なる知の体系に触れた時の

感激が如実にあらわれている｡その思想史上の､あるいは学術史上の意義や詳細につ

いては､専門の研究に委ねることにして､ここでは新しい学問の存在を知った初々し

い感動の叙述に注目しよう｡冷水を背中にあびせられ､梶棒で頭を殴られるような､

身体に及ぶほどの大きな打撃､そして千々に錯綜する一思い､寝付かれぬ夜∴一一自分

をこれまで築き上げてきた体系ががらがらと昔を立てて崩れていくような衝撃､最初

の出会いがもたらしたそれに続いて､一夜明けて､その新しい学問に入っていく手だ

てを数えられ､∴自分の方向がしかと決まった心地よい確信､このような情と知の生々

しい動きは､これまでの自伝めなかで記されることのなかIDた､一人の人間の内部の

大きな変化である｡従来の古典的体系のなかでは､常に安定感が支配 していた｡安定

こそ古典的世界の特徴なのである｡その古典的世界から近代世界-時代も人も転換す

る場面の､~-人の個人の内部に生じた場合が､ここに描出されている｡個人の内面の

この変化は､時代の変化を集約して表現するものでもあった｡

辛卯､余年十九J南海先生始誰畢於摩東省城黄興里之茜木草堂､殉通甫典余之請也O

先生褒許中国敷千年束撃術漁流､歴史政治､沿革得失､取高園以比例推断之｡余興諸

同撃 Er前記其洗義､一生草間乏得力､皆在此年o先生又常爵諸株畢之精奥特大､余夙

根浅薄､不能多所受｡先生時方薯 √『公理通』『大同書』等番､毎輿通甫商権､排析入

微｡余帆侍末席､有聴受､無間･難､蓋知英美而不能通其故也｡先生著 『新畢償経考』､
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従事校乱 著 『孔子改制考』､従事分鼠 日課則 『宋元明儒草案』･二十四史 ･『文献

通考』等｡而草堂･頗有蔵書､得慈渉猟､畢稗進臭｡其年始交康幼軌 十月､入京師､

結婚李氏｡明年壬瓦 年二十､ 王父栗鼠 白是畢於草堂者凡三句㌔

辛卯の牢 卜 八九一)､私は十九歳､南海先生は初めて広東の省都の長興里の万禾

草堂で学問を講 じたが､それは通甫と私の頼みに応 じたのであった｡尭生は私たちの

ために中国の数千年にわたる学術史､歴史経済､沿革と得失を講じ､世界の国々と比

較 して論断を下したC私は同学たちと毎 日その講義をノー トに取ったO-生の学問の

力は､すべてこの年にあったのである｡先生はまたいつも仏教学の精密さ奥深 さ､博

大さを語ってくださったが､私埠生まれつき浅はかなので､多くを受骨入れることは

できなかった｡先生はその時ちょうど 『公理通』､『大同書』などの春物を書かれて

いて､いつも通甫とともに検討し､細かに分析していた｡私はそのたびに末席に侍 し

ていたが､拝聴するだけで､質間を発することはなかった｡それはそのみごとさは分

かっても､その理由までは理解できなかったからである｡先生が 『新学構造考』を書

かれると､それは校勘の仕事に携わうた｡『孔子改制考』の著作には､東料の分類編

纂に従事 した｡毎 日.の課業揮 『来元明儒学案』､二十四史 ･『文献通考』などであっ

た｡そして草堂には相当な商事があり､ほしいままに渉猟することができたので､学

問はいくらか進んだのである｡その年に初めて康幼博 (康広仁､幸助博)と変わりを

結んだ｡十月に､二都rに入 り､李氏と結婚 した.明くる壬辰の年 (一八九二)､年1ま二

十歳､祖父が亡くなった｡この時から草堂で三年学んだのである｡

広州､万木草堂における研錦を語る段｡ 康有為の出会いを語る前段の興奮とは対照

的に､謙虚な学徒として修学生宿に沈潜 していた様子を綴る｡｢日課｣として挙げら

れた書物が､意外に旧弊な印象があるが､竹内弘行氏の ｢梁啓超の康有為-の入門従

学をめぐって｣(前掲狭間氏書所収)によると､万木草堂の詩学は科挙及第を大きな

目的とした′ものであったという｡ なら拝､ ｢三十日軌 の記述では･｢八股文｣か ら

｢訓話詞華｣の学海堂-､学梅堂から康有為の万木草堂へという転換を鮮やかな変化

として措いているが､実掛 こはいずれも科挙に通じるという点において-異性もあっ

たことになる｡事実､梁啓超は一八九八年に五回日の舎試に落第す尋まで母港科挙を

受け掛 するのだが､r三十日軌 では一八九二年の最初の落第にしか触れていない｡

これは実際のその時の状況とあとから振 り返ってみた時の把握の相違を示すものとい

えるだろう｡すなわち､ここに書かれている時期の梁啓超には薪しい学問の摂取 と科

挙-の毒筆 とが混在していたのが､三十歳に至ってこれを書く時点では科挙-の執着

は無視されるものに変化していたのであるo自伝はこのように､意職するt･ないにか

かわらず､あとの時点から過去の自分を整理しながら綴るものであろう｡
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甲午､年二十二､客京師､於京囲所謂名士者多所往還｡六月､日本故事起､慌憤時

局､時有所吐露､人微音樫､真之聞也｡顧益讃辞書､拾算垂､地理､虚史等｡明年乙

未､和蔵成､代表磨東公車百九十人､上音陳時局｡既而南海先生聯公草三千人､上普

請撃法､余亦准其後奔走蔦｡其年七月､京師強拳骨開､費起之看病南海先生､賛之看

病郎申陳焼､郎中洗骨樺､編修張孝謙､漸荘温虞道真世軌等､余披香魚骨中書記具O

不三月､島貫官所動､骨封禁｡而余居合所敷月､骨 中子帯出酉審購置頗債､特融除 目

轟瀞寛之1両後益斐然有述作之志｡其年始交評復生 ･聴叔晴 ･呉季清 ･蛾樵 ･千草父

子｡

甲年の年 (一八九四)､年は二十二歳､都に寄席し､都のいわゆる名士たちと行き

来することが多かった｡六月･に､日本の戦争が起こり､時局に憤慨して､思いを吐く

ことも時にあったが､人は小さく言葉も軽いので､誰も耳を貸してはくれなかった｡

ただますます翻訳書を読んや､算学､地理J歴史などを学んだ｡駒くる乙未の年 (一

八九五)､(清 とEl本と_の)和議が戒立したO広東の華人百九十人を代表 して､時局

を述j<る止 事を提出した｡-そのあと南海先生は華人三千人と連帯して､変法を諸原す

る上番を呈した｡範もまたそ由後で奔走した｡その年の七月､･都の強学会が蘭かれ､

発起人は南海先生､協賛者は郎中の陣地 ヾ郎中の洗骨括､編修の張孝謙､漸江温処道

の蓑世凱 らであった｡私は会の書記を任せ られた｡三カ月もしない うちに､諌官に弾

劾され､会は禁止されてしまった｡そして私は会に数カ月いたが､会には西洋の翻訳

書を購入 したものがかなり整っていためで､閑な時にすべて通覧する三とができた｡

その後ますます自分でものを書いてみたいという気持ちが強く沸き起こった｡その年

には初めて評復生 -(評嗣同)､楊叔怖 く楊鋭､字叔暁)､呉亭清 (呉小村､宇季清)､

鉄樵 (呉樵 ､ ･宇鉄樵)･子発の父子 と交わりを結んだO

いわゆる ｢公車上寄｣の行われた時期の一段｡梁啓超も時局の変化に伴って言論活

動を開始する㌧が､,まだ対外的な重みはないO修学の面では西洋の知識の食埜な吸収が

始まる｡

京師之開髄畢骨也二上海亦唾起｡京師骨禁､上海骨亦腰.市貴公度侶藷績虚緒､開

一報館､以書見招O 三月去京師至上海､始交公度｡七月 『時務報』一関､ ､余専任槙述之

役､報館生涯 自五始､著 『襲法通儲』･-『西垂書 目表』尊書｡英冬､~公度簡出使徳園

大臣､秦詩情行､骨 公虐使事暖､不果O出使美 ･El､秘大臣伍廷喪､復奏派薦蓉賛､

力辞之｡伍固帯､許以東年往､既而終辞､専任報事.了酉四月､直隷線督重文繭 ･湖

廉粗密張乏洞 ･大理寺卿盛宣壊連衡奏保､有旨交鋭痛大臣差遣､余不乏知也｡既而以

前束､私秦摺 ･上諭悪､以不贋被人差遣辞之｡張之洞屡招激､欲敏之幕府､固辞｡時

評復生首陰金陵､閏月至上梅､相退社､連輿接席｡復生者 『仁畢』､毎成一篇､転相
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商権､相異治傭草､復生所以砥堀之者良厚｡十月､湖南陣中丞賓蔵･江督畢標､噂主

潮甫時務草堂講席､就之｡時公度官湖南扶桑使､復生亦蹄湘助郷拾､湘中同志稀極盛o

末輩､徳囲割接BgJJ朝嘩事起､瓜分之憂震動全臥 而湖南殆創南拳骨､絡以鳥地方自治

之基礎､余頗有所賛塞｡両時務草堂於精神教育､亦三致意君｡其年始交劉輩郁 ･林敏

谷 ･虐政丞､及時務畢堂諸生李虎村 ･林述唐 ･田均一 ･葉樹珊等｡

都で強学会を開くや､上海でも続いて起こったC都の会が禁 じられると､上海の会

も廃止された｡そして貴公度 (黄連窓､字公塵)は強学会がやノりのこしたことを継続

し､新聞社を開くことを提唱して､書面で私を招略された｡三月に都を去って上海に

着き､初めて公度と交わりを結んだ｡七月に 『時務報』が開かれ､私は執筆の職務の

専任 となった｡新聞社の生涯はここに始まったのである｡『変法通鼓』､『西学番 目表』

などの本を著わした｡その冬､公度は ドイツ大使として赴任する.ことになり､私と同

行したいという｣二秦を呈したと書静をよこしたが､たまたま公度の大使のことが中止

になったので､実現しなかった｡アメリカ ･日本 ･ペルー大使の住建芳もI参事官と

することを上奏したが､私は圃辞した｡伍が懇願するので､来年行 くことを許諾 した

が､そのあと結局辞退し､新聞の仕事に専念 した｡丁酉の年 (一八九七上の四月､直

隷総督の王文朝､湖広総督の張之洞､大理寺卿の盛宣懐が､連名で私を推薦 し､鉄路

大臣に派遣する旨の詔勅が下 りたが､私は知らずにいた｡ その うちに審静が来て､上

奏文と詔勅がが付けてあったが､人のために派遣されたくないという理由や辞退した｡

張之洞はしばしば招碑し､私を幕府に入れようとしたが､阻辞したO-その時､評復生

は南京に引っ込んで官職に就いていたが､⊥月おいて上海に来て､行き来し､茸も席

も一緒だったD復生は 『仁学』.を奮いていたが､-潜ができあがるたびに､一緒に検

討 し､ともに仏学を治めた｡復生は私を磨くのにはな杜だ有益であった｡十月に､湖

南の中丞 (巡撫)陳宝壕､骨学の江標が､湖南の時務学堂の教授の主任として招碑し､

私はそれに就任 した｡その時､公度は湖南扶桑債の官にあり､復生も湘に帰って郷里

で活動を補佐 していたので､湘中の同志ははなはだ盛んであった｡ほどなく､ ドイツ

が創 刊湾を割拠するという事態が起こり､分割の恐れが国中を揺 り動かした｡そして

湖南では南学会を創立し､それを地方自治の基礎としようとし虹 私は大いに賛同し

てそれに参画した｡時務草堂には精神教育の面において､再三意見を呈した｡その年､

初めて劉光第 (字は輩村)､林旭 (字は政谷)､唐才常 〔字は故丞)､そして時務草堂

の学生事柄舞 (字は虎村)､林錫珪 (字は述唐)､田邦旋 (字は均一)､察錘浩 (字は

樹珊)らと交わりを結んだ｡

言論家としての活動が開始され､社会的な重みも増 していく｡

明年戊成､年三十六｡春､大病幾死､出就野上温 既症､乃入京師o南海先生方開
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保国脅､余多所賛壷奔走｡四月､以徐侍郎致帝之弄､純理衛門再幕､被召見､命新大

草堂 ･常春局事務｡時朝廷鋭意筆法､百度更新｡南海先生探受主知 ､ 言聴疎行｡復生

･峡谷 .叔嘱 ･･輩都､以京卿参預新政､余亦従諸君子之後､覗勉壷痔｡八月政変､六

君子爵圃流血､南海以英人仕義出験､余逐乗 日本大島兵艦両東｡去園以東､忽忽四年

兵｡

明くる虎戊の年 (一八九八)1 年は二十六歳であった三毛の春､大病 して死にそ う

にな り､上海に出で治療 した-.病気がなおると､都に入った｡南海先生はちょうど保

国会を開くところで､私 もあれこれ協力 して奔走 したC四月に､(礼部)侍郎め徐致

靖が推薦 し､牌埋荷門もさらに推薦 して､皇帝に召見し､大学堂､訳書局の仕事を担

当するように命 じられ先｡その時､朝廷は変軌 こ専心し､さまざまな制度が更新-され

た｡南海先生は深 く光緒帝の信任を得て､その意見を聞いて実行された｡復生､倣谷､

叔味､寒村は､京卿の肩書きで新政に参与 し､私もまた諸君子の後に就いて､カを庶

くしたのだった｡八月に政変が起こり､六君子は国のために血を流 し､南海先生はイ

ギリス人の正義感のおかげで危険を脱 し､私は結局 日本の大島軍艦に乗って東-向か

った｡~国を去って以来､あっという間に四年になーった｡

戊戊政変が起こり､L日本-移る一段｡

戊成九月重 日東､十月､_典横構商界諸同志謀設 『清蔑報』O-自此居 日本東京者一年､

精髄讃東文､思想鳥之一撃 -. 己亥七月J､復奥演大黄設高等大同畢校於東京､以薦内地

留畢生預備科之用､即今之清華拳校是也｡其年､美洲商界同志始有中国維新骨之設､

由南海先生所鼓舞也｡ 冬間､美洲人指往蹄､康之｡以十一月首途､∴道出京成夷島B其

地華南三高繰入､相繋留､困暫住蔦｡創夏威維新菅｡適以治療故､航路不通､遂居夏

威寅半年｡至庚子六月､方歌人美､而義和圃襲巴大起､内地消息､風琴鶴嘆､一 日百

嬰｡ 巳而屡得内地函電､促厨囲､遂回馬首而西｡比及 日本､巳聞北京失守之報｡七月

急蹄雇､方息有所敦､抵渥之翌日､而漢自難作 ､ 唐 .林 ･季 ･察 _･琴 ･僻諸烈先後就

義､公私皆不凍有所救 . 骨痛十 日､-逐去､適香港O既而渡南洋 ､ -謁南海｡遂道印度､

辞襖州､鹿彼 申維新骨之招也｡居襖半年､由酉両案､環洲歴一周而還｡ 辛丑四月､復

至 日本｡爾束塾居東国､忽又歳絵美｡所志所事､百不一就､惟 日･田島文字乏奴隷､空

言喋喋､蕃補時範､平旦自思､只有漸棟｡顧自審我乏才力､及我今 日之地位､舎此更

無術可以轟国民責任於帯-､玄事錐/1､､亦安得巳｡一年以東､頗喝綿薄､欲章一申園

通史､ 以助愛国思想之単連､然荏幕 日月､至今猶未能成十乏二｡惟於今春盛 『新民業

報』､冬間優創刊 『新小説』､述某 所畢所懐抱者､以質於曹世達人志士 ､ 菓以島中圃

国民遁鐸乏一助｡鳴呼､国家多難､歳月如流､妙抄之身､力小任重｡喜友韓孔廉詩云､

｢舌下無英雄､輩底無奇士｣o鳴呼､筆舌生涯､巳催我中年真｡此後所以報国民之恩
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者､未知何如｡毎一念及､兼官不驚心動魂､抑塞而誰語也｡

孔子紀元二千四百五十三年壬貴十一月､任公 自述こ

戊戊の年 (一八九八)の九月に日本に至 り､十月に､横浜の経済界の同志と 『清武

報』の開設を謀った｡これ以後､日本の_東京に住むこと一年､ い(らか日本語も読め

るようになり､思想がそのために一変した｡己亥の年 (一八九九)の七月､また横浜

の人々と一緒に高等大同学校を東京に設けることを計画 し､それを内地留学生の予備

科止 して使お うとしたOすなわち今の清華学校がこれである｡そめ年､アメリカの経

済界の同志が初めて中国維新会を設置したが､それは南海先生の鼓舞によるのである｡

冬に､アメリカの人が招待 してくれたので､ √それに応 じた｡十一月に出発t,､ハワイ

島を経由した｡その地には華南二万人あまりがいて､引き留められたので､しばらく

滞在 し､ハワイ維新会を伴っ たOたまたま疫病防護のために､航路が不通になった由

で､そのままハワイに半年いることになった｡康子の年 (一九o.0)の六月､まさに

アメリカに行こうとした時に､義和団事件が大規模に起こり､中国の消息には､鋭敏

に耳をすませていたが､一日のうちにも惜敗壮何度も変わった｡そのうちに中国から

手紙や電報がしきりに届き､帰国を促すので､とうとう引き返して酉-向かうことに

したO 日本まで来たところではやくも､北京が崩壊した知らせを聞いた｡七月にいそ

いで上海に戻り､･尽力しようとしたのだが､上海に着いた翌日･､湊口で事変が起こり､

唐才常､林圭､事柄嚢､葉丞塩､賓科､倖慈祥 ら烈士が前後して義のために死に､公

私いずれも救済することができなかった｡上海に十日滞留したあと､そこを去って､

香港に行った｡それから南洋 (シンガポール)-渡り､南海先生に会った｡そして印

度を経由して､オース トラリアに行き､ その地の維新会の招きに応じた｡オース トラ

リアに半年滞在 し､西から東-と向かって､オース トラリアをぐるっと-周して戻っ

た｡辛丑の年 (一九〇一)の四月､また日本-行った.それ以後､日本に敷居 して､

あっとい うまに一年あまりになるノ｡志した三と従事したこと､副 こ一つも成 し遂げら

れず､ただ毎 日文字の奴隷となって､空言をしゃべりまくり､困難な時世に対=して何

の手助けもできずにいる｡明け方にそれを思うと､漸悦あるのみであるoただ自分の

力量､そして自分の今の地位を考えてみれば､これ (文筆をこととすること)-以外に

国民の辞任の万分の-も尽くすすべはない.これは小さなことではあるが､また止め

ることもできないのだ｡この一年というもの､非才を尽 くして､一部の中国通史を書

こうとし､それによって愛国･思想の発達に役立とうとしたが､荏再と時は過ぎて､今

に至るまでまだ十分のこもできあがっていない｡ただこの春には 『新民事報』を刊行

し､冬にはまた 『新小説』を創刊 して､学んだところ､思うところを述べ､当世の明

達の人､志ある人に間･いただし､中国国民の導きの一助となればと願 うのみである｡

ぁぁ､国家多難な時に当たり､歳月は水の流れるごとくに過ぎ去 り･区々たる我が身

は､力もないのに重い使命を背負っているC私の友人の睡孔広の詩に､T舌下に英雄
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無く､輩底に奇士無し｣という一｡ああ､筆舌の生涯のまま､もはや私も中年になって

しまった｡これ以後､国民の恩に報いるためには､どうしたらよいのであろう｡この

ことを思 うたびに､胸を締め付けられるが､抑えられたこの思いを誰に語ればよいの

か｡

孔子泉元二千四百五十三年重安十一月､任公 自ら記す｡

中国Lの外に掛での活動が続く｡ 三十歳という年齢の意味から書き出した冒頭 と首尾

呼応するかのように､再び年齢から焦燥に駆 り立てられ る感慨を記 して､日本滞在由

一九〇二年十一月で輩を止めているD これまでの自伝が老年に至-jての執筆であれ､

早い時期のものであれ､或る種の安定のなかで自己が語られていたが (例外は ｢陸文

学店長｣.)､ここでは来 し方を振 り返ったことにようて今現在､自分 自身が懐いてい

る抱負や使命感が､故国を離れて直接の行動に移れないもどかしさ､焦 りの思いが吹

き出すこと1になった｡彼を焦燥に駆 り立てているものは､｢国民の恩に報いる｣こと

ができていないという思いから発しているが､いったい ｢国民の恩｣とはどのような

ものせ考えられているのだろう｡これを ｢君王の恩｣と言い換えれば､そのまま旧中

国の士大夫 ,の感慨 として読むこともできそうだ｡rr国民｣ とい う新 しい概念が提出さ

れているものの､この結構Jは旧時代のままではないのだろうか｡ ｢三十日述｣全体を

通 して､こうした士大夫の伝統的な枠組みと新時代を迎えている新 しさとが混在 して

いるように見える｡

従来の自伝は既成の士大夫像の枠に眉分を当てはめるかのようにしてL自分を括 (ち

のであり､そこに把握されている泊 己は一篇全体を通･Lて不動不変の姿を呈している

ものであった｡それに対して､｢三十日述｣が従来の自伝 と異なる最も顕著な性格は､

梁啓超は逆に自分の変化を語ろうとしていることである｡八股~文の学習､院言の学梅

堂における訓話詞章の学､康有為に按 したのちの万木草堂の修学､西洋の翻訳書の摂

取､そし巧日本に渡ってのち､｢稗や能く東京を読み､思想 之が為に一変す｣一 一

学ぶ対象の変化､それによる自己の変化､年齢 ･時間とと削 こ自分という人間が変わ

っていく跡を記 している点にお.いて､従来の自伝と本質的に異質なものとなっている｡

そしてこのあと､｢三十｣以後も､梁啓超は変化を続けていくのである｡ そのことは

梁啓超 自身が記 している｡｢官で自ら貫いて日く､今 日の載れを以て､昔 日の我れを

難ずるを惜 しまず､と｣(『晴代学術概論』二十大草)｡そして康有為が自分の学問は

三十歳の時にすでに完成し､それ以後は進歩はな｢いし進歩を泉めるこ ともないといっ

た言葉を引いたあと､それと対比して､～自分の特徴を ｢数十年 間 ､ 日々に募皇求索の

中に在｣るものとして規定している｡梁啓超がみずから指摘 した､康有為 と梁啓超の

間に横たわるこの違いこそ､旧中国の文化的体系に生きる人間 と新 しい時代に敏感に

反応 した人間とを分かつ衛標であろ う.この時代の息吹を受けて､梁啓超は自分を常

に変化する人 として規定ずるのである｡ そして ｢三十自適｣壮変容する自分の軌跡を

-3441



語ろうとする､従来にはない自伝たりえているのである｡

①狭間直樹 ｢序文｣(狭間直樹編 『梁啓超』みすず書房､一九九九)

② 『清代学術概論』は小野和子氏の訳注 (『晴代学術概論』平凡社､一九七四)め

｢解説｣によれば､一九二〇年から二一年にかけて雑語 『改造』に連載 され､連載終

了とともに､多少の加筆訂正のほか､二幸を加えて一九二一年二月に商務印書館から

刊行 されている｡なおテキス トには ｢三十日述｣は 『飲泳室文集』巻一一 (『飲水室

合集』上海中華書局､一九三二)､『晴代学術概論』は台湾 ･商務印書館､人人文庫版

を用い､後者には小野氏の訳注を参照した.
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